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自
由
港
は
経
営
体
と
し
て
二
つ
の
性
格
を
基
調
と
し
て
い
る
。
公
益
性
と
企
業
性
と
が
こ
れ
で
あ
る
。
私
営
港
は
兎
も
角
、
一
般
港
湾
が

公
の
営
造
物
で
あ
る
以
上
公
益
性
を
基
調
と
し
て
管
理
運
営
さ
る
べ
き
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
普
通
商
港
の
運
営
さ
え
公
益
性
を
基
調
と

し
つ
x
も
労
々
そ
の
構
内
に
倉
庫
、
桟
橋
、
荷
役
施
設
等
の
設
備
に
関
し
て
私
企
業
を
許
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
自
由
港
に
企
業
的
性
格
の

存
在
を
認
め
る
こ
と
は
一
層
に
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
普
通
港
は
飽
く
ま
で
公
益
性
が
主
調
を
な
し
企
業
性
と
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
の
も
の
庵
実
は
商
港
の
部
分
的
利
用
を
私
企
業
に
許
し
て
い
る
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
、
商
港
自
体
の
企
業
化
を
意
味
し
て
い
な
い
。

　
　
　
世
界
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由
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経
営
実
態



　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

こ
れ
は
港
な
る
も
の
が
外
国
と
の
介
音
第
一
線
で
あ
り
、
い
わ
ぽ
国
家
の
対
外
門
戸
た
る
機
能
を
果
し
て
い
る
た
め
外
交
上
、
政
治
上
、
軍

事
上
の
重
要
地
点
で
あ
る
こ
と
X
、
国
際
上
か
ら
い
っ
て
も
海
上
保
安
の
基
地
た
る
役
目
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
聖
断
港
は
も
と
も
と
か
＆
る
意
味
の
公
益
性
が
必
然
に
要
請
す
る
と
こ
ろ
の
各
種
の
拘
束
か
ら
出
来
得
る
限
り
解
放
す
る
と

い
う
こ
と
が
動
機
と
な
っ
て
発
生
し
た
と
こ
ろ
の
施
設
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
管
理
運
営
の
面
に
企
業
性
が
著
し
く
表
面
化
し
て
来
る
。
し
か

し
、
国
家
行
政
の
轟
絆
か
ら
全
然
免
れ
る
と
い
う
こ
と
は
一
国
の
港
で
あ
る
以
上
不
可
能
で
あ
っ
て
、
鼓
に
公
益
性
と
企
業
性
と
が
二
つ
な

が
ら
併
温
し
て
経
営
体
の
性
格
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
が
主
で
あ
り
、
い
ず
れ
が
従
で
あ
る
か
は
、
そ
の
自
由
港
を
立
法

す
る
と
き
の
精
神
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
一
九
三
四
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
曾
て
外
国
貿
易
地
帯
法
が
議
会
を
通
過
し
、
こ
の
法
律
に
よ
る
外
国
貿
易
地
帯
委
員
会
が
構
成
さ
れ
た

と
き
、
大
統
領
の
声
明
と
し
て
外
国
貿
易
地
帯
は
公
共
企
業
（
団
ロ
集
。
d
邑
賞
①
。
。
）
に
属
す
る
も
の
と
特
に
そ
の
性
格
を
明
確
に
し
た
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
鉄
道
、
電
気
、
瓦
斯
、
水
道
等
の
企
業
と
同
じ
く
、
一
般
国
民
の
福
祉
の
た
め
の
事
業
で
あ
る
か
ら
特
定
の
個
人
叉
は
団

体
の
た
め
に
特
に
利
便
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
鼓
に
い
う
公
益
性
の
意
味
と
は
違
っ
て
い
る
。
世
界
い
ず

れ
の
国
の
自
由
港
も
総
べ
て
公
共
企
業
に
属
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

　
自
由
港
の
公
益
性
を
強
く
見
る
国
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を
国
営
と
し
或
は
公
営
と
す
る
。
し
か
し
N
企
業
性
が
強
く
見
ら
れ
る
に
従
い
国

叉
は
公
共
団
体
と
民
間
と
の
共
営
と
な
り
乃
至
は
民
間
の
直
営
と
な
る
。
或
は
自
由
港
の
土
地
の
み
国
忌
は
公
共
団
体
が
管
理
し
、
運
営
施

設
は
総
べ
て
私
有
私
営
の
形
を
と
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
も
一
般
的
な
形
は
三
叉
は
公
共
団
体
と
民
間
と
か
ら
各
委
員
を
選
び
委
員

会
を
構
成
し
て
、
こ
れ
に
自
由
港
の
管
理
を
委
ね
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
既
設
の
も
の
も
新
設
の
も
の
も
次
第
に
公
営
に

移
り
つ
x
あ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
公
益
性
が
次
第
に
強
く
認
め
ら
れ
て
来
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
寧

一4一



ろ
国
叉
は
公
共
団
体
が
そ
の
企
業
性
を
認
め
て
財
政
的
見
地
か
ら
財
源
を
鼓
に
求
め
よ
う
と
い
う
意
図
の
現
れ
で
あ
る
か
、
叉
は
そ
の
建
設

に
巨
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
民
間
事
業
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
た
め
か
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
新
設
の
場
合
は
民
間
資
本
の
大
き

い
国
叉
は
時
に
於
て
は
民
営
の
形
を
と
り
、
こ
れ
が
小
さ
い
場
合
に
総
て
は
国
営
叉
は
公
営
の
形
を
と
る
傾
が
あ
る
。

二
、
各
自
由
港
の
制
度
、
機
構
及
び
設
備

　
・
次
に
世
界
に
於
け
る
主
要
自
由
港
の
制
度
、
機
構
及
び
設
備
を
眺
め
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
彌
、
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
自
由
港
（
デ
ン
マ
ー
ク
）

　
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
自
由
港
は
一
八
九
二
年
四
月
二
十
七
日
公
布
の
「
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
自
由
港
株
式
会
社
特
許
条
例
」
（
Ω
鳶
一
霞
。
h

爵
①
O
。
℃
霜
げ
品
重
字
8
団
。
旨
臼
a
三
豊
。
簿
9
ヨ
膨
ξ
し
に
基
き
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
自
由
港
株
式
会
社
が
こ
れ
を
全
面
的
に
管
理
す
る

「
特
権
を
有
し
て
い
る
。

　
先
ず
資
本
関
係
か
ら
い
え
ぽ
、
自
由
港
の
地
域
は
一
九
一
八
年
三
月
三
十
一
日
公
布
の
「
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
自
由
港
法
」
に
よ
っ
て
限

界
が
定
め
ら
れ
、
自
由
港
外
か
ら
自
由
港
に
通
ず
る
鉄
道
、
道
路
、
水
道
等
の
敷
地
に
就
て
は
国
家
の
費
用
に
於
て
こ
れ
を
牧
訂
し
、
コ
ー

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
港
湾
委
員
会
（
弓
冨
O
名
窪
冨
㎝
窪
℃
。
詳
6
。
巳
巨
ω
ω
ざ
昌
）
は
市
費
を
以
て
自
由
港
地
域
内
の
土
地
、
運
河
、
自
由
港
周
囲
の

道
路
、
埠
頭
、
税
関
藍
視
所
、
鉄
禰
障
壁
、
排
水
路
の
建
設
及
び
港
内
水
域
の
俊
深
を
行
い
、
こ
の
建
設
費
に
充
て
る
た
め
に
市
債
の
発
行

権
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
市
債
償
還
に
対
し
て
は
国
家
は
総
額
八
百
万
ク
ロ
ー
、
矛
を
限
っ
て
保
証
を
与
え
た
。
会
社
は
そ
の
費
用
に
於
て
敷

地
内
の
道
路
、
鉄
道
、
水
道
、
倉
庫
、
起
重
機
、
発
電
設
備
、
小
汽
船
等
直
接
企
業
経
営
に
必
要
な
る
施
設
を
な
す
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

，
而
し
て
会
社
は
八
十
年
間
自
由
港
を
管
理
運
営
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
が
、
自
由
港
が
開
設
後
二
十
五
ヶ
年
を
経
過
し
た
後
は
何
時
で
も

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

政
府
は
会
社
の
全
財
産
（
積
立
金
を
含
む
）
を
政
府
若
く
は
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
港
湾
委
員
会
に
譲
渡
を
命
ず
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
政
府
叉
は
港
湾
委
員
会
は
内
務
大
臣
の
許
可
を
得
て
既
発
行
の
会
社
の
債
券
を
償
還
す
る
外
、
会
社
の
株
券
を
総
べ

て
買
牧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
自
由
港
の
創
設
廃
止
の
権
限
は
港
湾
主
管
大
臣
が
握
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
自
由
港
管
理
上
の
最
高
監
督
機
関
は
公
営
事
業
大
臣
．
（
目
界

察
巳
。
・
紳
．
同
♂
同
書
口
臣
。
零
。
蒔
・
，
）
で
あ
り
、
自
由
港
の
管
理
に
関
す
る
総
べ
て
の
規
則
の
制
定
及
び
土
地
貸
借
契
約
の
締
結
等
は
公
営
事
業
大

臣
の
認
可
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
自
由
港
運
営
に
関
す
る
最
高
機
関
は
七
人
用
依
っ
て
構
成
さ
れ
た
会
社
の
取
締
会
（
じ
d
8
廷
尉

U
一
．
．
9
。
同
・
。
）
で
あ
る
。
内
二
名
は
公
営
事
業
大
臣
が
こ
れ
を
任
命
し
、
二
名
は
港
湾
委
員
の
中
か
ら
推
薦
さ
れ
、
下
名
は
株
主
総
会
に
於
て

選
任
さ
れ
る
。
監
査
役
は
一
名
を
公
営
事
業
大
臣
が
任
命
し
一
名
を
株
主
総
会
で
選
任
す
る
’
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
取
締
役
会
の
下
に
事
務

局
長
と
も
い
う
べ
き
精
麦
波
圧
（
O
①
器
迂
言
き
品
魯
）
が
あ
っ
て
直
接
の
経
営
に
当
り
技
術
的
方
面
を
主
任
技
師
が
助
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
而
し
て
会
社
は
毎
年
度
其
の
予
算
決
算
案
を
議
会
に
提
出
し
其
の
審
査
を
受
け
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
会
社
が
政
府
及
び
市

か
ら
享
受
す
る
権
益
は
、
自
由
港
の
利
用
権
と
こ
れ
に
伴
う
土
地
家
屋
の
賃
貸
料
、
各
種
施
設
の
使
用
料
、
輸
送
及
び
取
扱
に
対
す
る
各
種

料
金
の
徴
越
権
の
外
に
、
地
域
内
の
地
租
家
屋
税
の
免
除
、
自
由
港
建
設
資
材
の
輸
入
税
免
除
、
一
切
の
印
紙
税
免
除
等
の
特
権
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
自
由
港
の
管
理
は
全
面
的
に
自
由
港
株
式
会
社
な
る
私
法
人
に
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、
会
社
そ
の
も
の
が

政
府
及
び
市
か
ら
も
送
ら
れ
た
役
員
を
以
て
構
成
さ
れ
た
取
締
役
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
純
然
た
る
民
営
と
い
う
こ

と
は
出
来
な
い
。
日
本
の
企
業
形
態
に
当
て
嵌
め
て
見
る
と
「
日
本
銀
行
」
の
形
態
に
多
少
類
似
し
て
じ
る
。

　
も
と
も
と
、
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
港
は
ジ
ー
ラ
ン
ド
島
（
N
①
巴
き
山
）
と
デ
マ
ー
ゲ
ル
（
b
巳
9
。
㎝
長
島
）
と
の
海
峡
に
跨
っ
て
建
設
さ
れ

て
お
り
、
北
か
ら
南
に
向
っ
て
北
港
、
内
港
、
南
港
及
び
プ
ロ
ヅ
ェ
ス
テ
ン
港
（
Z
8
子
口
漕
ぎ
が
同
巨
抽
出
鎖
同
ぴ
。
が
し
∩
2
爵
出
掌
。
昏
8
碧
亀
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甲
。
ぐ
①
露
窪
口
鍔
ぴ
。
同
・
）
の
四
型
に
分
た
れ
、
自
由
港
は
北
港
の
申
に
そ
の
大
部
分
を
鉄
柵
を
以
て
区
劃
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
自
由
港
へ

の
入
口
は
巾
五
一
五
吠
、
水
深
三
三
吠
で
、
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
港
で
最
も
深
い
ド
ッ
ク
を
形
成
し
て
い
る
。
岸
壁
は
延
十
万
眠
に
及
び
、

五
個
の
大
ド
ッ
ク
か
ら
成
っ
て
い
る
。
　
即
ち
、
　
十
米
ド
ヅ
ク
　
（
H
O
寓
・
切
霧
。
・
冒
・
岸
壁
の
長
さ
六
五
六
吠
）
、
　
ク
ロ
ネ
ロ
ー
プ
ス
・
ド
ヅ
ク

（
囚
δ
器
δ
び
ω
げ
器
。
・
凶
F
岸
壁
の
長
さ
三
、
一
〇
〇
吠
）
、
レ
ッ
ド
モ
ー
レ
ン
・
ド
ッ
ク
（
犀
巴
ヨ
巳
窪
訂
鼠
舅
こ
れ
は
幻
巨
鐘
善
と
2
。
凱
昂

切
急
撃
p
毒
と
か
ら
成
る
。
岸
壁
の
長
さ
三
、
一
〇
〇
吠
）
、
中
央
ド
ッ
ク
（
竃
亀
①
匿
ぴ
9
。
・
ω
『
岸
壁
の
長
さ
二
、
0
0
0
眠
）
、
並
び
に
西
ド
ッ

ク
及
び
東
ド
ッ
ク
（
＜
①
。
・
夢
鋤
。
・
。
・
貯
F
O
。
・
ま
霧
巴
昌
・
岸
壁
の
長
さ
五
、
五
〇
〇
眠
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
荷
役
施
設
と
し
て
は
、
岸
壁
に
は
全
部

上
屋
が
連
な
り
、
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
が
一
屯
半
の
も
の
七
基
、
二
屯
半
の
も
の
九
基
、
三
一
六
屯
の
も
の
四
十

七
基
、
四
十
五
屯
の
も
の
一
基
、
八
重
の
も
の
一
基
、
及
び
一
時
間
に
石
炭
百
屯
乃
至
百
三
十
五
屯
を
積
善
で
き
る
容
量
の
ク
レ
ー
ン
四
基

あ
る
。
叉
、
六
万
屯
の
石
炭
を
一
時
に
面
容
で
き
る
貯
蔵
場
、
一
万
一
千
屯
乃
至
三
千
五
百
屯
の
穀
物
を
牧
容
し
得
る
穀
倉
三
棟
、
穀
物
エ

レ
ベ
ー
タ
i
二
基
、
気
動
式
穀
物
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
六
基
が
あ
る
。
荷
役
設
備
は
関
税
港
に
比
べ
る
と
遙
か
に
優
っ
て
い
る
。

　
自
由
港
内
に
於
け
る
事
務
及
び
監
督
権
は
自
由
港
会
社
が
自
ら
こ
れ
を
執
行
し
、
税
関
は
全
然
こ
れ
に
関
与
し
な
い
。
換
言
す
れ
ば
一
般

貿
易
港
に
煽
て
税
関
の
行
っ
て
い
る
事
務
一
切
は
自
由
港
会
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
通
常
税
関
に
差
出
す
べ
き
積
荷
明
細

書
な
ど
の
書
類
は
会
社
の
事
務
所
に
差
出
し
、
叉
、
会
社
は
到
着
貨
物
の
中
に
不
審
あ
る
場
合
は
そ
の
包
装
を
解
い
て
内
容
を
検
査
す
る
権

限
を
有
し
、
若
し
そ
の
内
容
が
不
正
で
な
か
っ
た
場
合
に
は
と
れ
を
原
形
に
戻
す
に
要
す
る
費
用
を
会
社
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

叉
、
会
社
は
関
係
者
の
負
担
に
於
て
貨
物
の
保
全
に
必
要
な
手
心
を
講
ず
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
自
由
港
会
社
の
勤
務
員
は
自
、

柏
港
内
に
於
て
は
そ
の
職
務
に
応
じ
、
官
公
吏
と
同
等
の
権
利
を
持
ち
、
義
務
を
負
う
て
い
る
。
但
し
、
警
察
権
だ
け
は
国
家
警
察
で
あ
る

コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
港
警
察
署
が
こ
れ
を
担
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
世
界
に
於
け
る
貞
由
港
の
経
営
実
態
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世
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か
く
て
、
自
由
港
会
社
は
一
般
港
湾
業
務
一
切
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
牧
入
と
な
る
と
こ
ろ
の
使
用
料
、
賃
貸
料
な
ど
の
決
定
に
は
内

務
大
臣
の
許
可
を
要
し
（
こ
れ
ら
の
料
率
は
関
税
港
よ
り
多
少
低
く
な
っ
て
い
る
）
、
本
来
国
の
牧
入
と
な
る
べ
き
埠
頭
料
は
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
に
於
け
る
総
べ
て
の
公
共
埠
頭
料
と
同
額
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
こ
の
埠
頭
料
は
徴
収
を
会
社
に
委
託
さ
れ
て
は
い
る
が
、
収
入
は
国

と
会
社
と
が
折
半
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
自
由
港
内
に
於
け
る
製
造
工
業
は
原
則
と
し
て
内
務
大
臣
の
認
可
を
得
れ
ば
許
可
さ
れ
る
。
但
し
、
人
造
肥
料
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
楽
器
、

製
本
及
び
印
刷
の
各
工
業
を
営
む
揚
合
に
は
国
会
の
承
認
を
必
要
と
し
て
い
る
。
叉
、
自
由
港
内
に
於
て
輸
入
課
税
品
を
消
費
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
内
務
大
臣
の
認
可
を
得
れ
ば
自
由
港
内
に
小
売
店
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
小
売
営
業
が
輸
出
の

た
め
叉
は
船
舶
に
供
給
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
内
務
大
臣
は
そ
の
申
請
に
対
し
許
可
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
自
由
港
内
の
倉
庫
は
自
由
港
会
社
の
直
接
経
営
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
倉
庫
は
そ
の
寄
託
貨
物
に
対
し
預
証
叉
は
倉
庫
証
券
を
発
行
し
金

融
の
途
を
与
え
て
い
る
。
叉
、
保
険
は
自
由
港
会
社
の
取
扱
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
保
険
仲
立
の
業
務
を
行
い
、
依
頼
に
よ
り
期
間
三
ヶ

月
以
上
の
保
険
に
限
り
保
険
会
社
に
斡
旋
し
て
い
る
。

　
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
自
由
港
が
取
扱
っ
て
い
る
主
た
る
貿
易
品
は
、
穀
物
及
び
穀
粉
を
第
一
位
と
し
、
次
い
で
林
産
物
、
魚
獣
肉
、
果
実
、

野
菜
な
ど
の
一
般
食
料
品
、
自
動
車
そ
の
他
の
機
械
類
で
あ
る
。
叉
、
自
由
港
内
製
造
工
業
は
中
小
企
業
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
今
ま

で
に
大
理
石
研
磨
、
繰
革
、
染
色
、
製
粉
、
鍍
金
、
製
油
、
鍛
冶
、
木
工
、
製
桶
、
羽
毛
加
工
、
毛
皮
加
工
、
コ
ー
ヒ
ー
製
造
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
製
造
、
写
真
フ
ィ
ル
ム
製
造
、
魚
類
煉
製
、
砂
糖
製
造
、
兵
器
（
主
と
し
て
銃
器
）
製
造
、
カ
ゼ
イ
ン
製
造
、
醸
造
の
十
九
種
工
業
が

見
ら
れ
た
が
、
経
済
界
の
変
動
に
伴
い
屡
々
異
動
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
二
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
自
由
港
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
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ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
自
由
港
一
八
九
一
年
三
月
公
布
の
法
律
に
よ
り
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
一
九
一
九
年
開
設
の
運

び
に
至
っ
た
が
、
市
は
自
ら
こ
れ
を
管
理
せ
ず
、
市
営
公
社
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
自
由
港
株
式
会
社
（
Q
n
8
0
0
片
げ
。
一
日
の
閃
同
一
げ
p
ヨ
冨
ω
》
＼
】
W
●
）

を
設
立
し
こ
れ
に
港
区
を
賃
貸
し
て
管
理
運
営
に
当
ら
し
め
て
い
る
。
同
社
の
全
株
式
資
本
は
市
が
所
有
し
て
い
る
が
、
管
理
運
営
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
政
府
か
ら
一
八
九
四
年
十
月
に
発
布
さ
れ
た
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
自
由
港
管
理
規
則
」
に
よ
っ
て
規
正
さ
れ
、
且
つ
運
営
の
円
滑

敏
活
を
期
し
て
商
業
会
議
所
会
員
で
あ
り
且
つ
市
に
定
住
す
る
商
人
及
び
主
要
船
主
か
ら
選
ば
れ
た
取
締
役
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

而
し
て
港
内
の
保
安
行
政
の
み
税
関
が
行
っ
て
い
る
。
自
由
港
株
式
会
社
は
完
全
な
る
独
立
採
算
制
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
居
り
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
市
に
薄
し
て
は
港
湾
専
用
権
税
及
び
土
地
使
用
料
を
年
々
支
払
っ
て
い
る
。
会
社
が
自
由
港
設
備
を
利
用
す
る
者
に
対
す
る
賦
課

金
、
賃
貸
料
、
使
用
料
等
の
額
及
び
率
は
先
ず
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
業
会
議
所
の
審
査
を
受
け
、
然
る
後
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
庁
が
こ
れ
を

決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
港
は
全
四
域
一
、
四
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
全
水
域
一
、
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
含
み
、
埠
頭
は
延
二
万
米
の
長
さ
に
及

ぶ
商
港
で
あ
る
が
、
そ
の
約
四
分
の
一
が
自
由
港
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
本
来
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
港
は
主
と
し
て
輸
入
を
司
っ
て
い
る
た

め
、
関
税
港
門
が
十
分
に
広
く
と
っ
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
港
湾
設
備
は
自
由
港
が
蓬
か
に
優
っ
て
お
り
船
舶
の
発
着
設
備
、
荷
役
設
備
、
倉

庫
な
ど
は
最
新
式
で
あ
っ
て
能
率
が
高
い
。
殊
に
、
今
次
戦
時
中
に
建
設
さ
れ
た
新
埠
頭
は
長
さ
一
、
三
二
八
米
に
及
び
水
深
八
米
乃
至
十

米
、
極
め
て
新
式
の
設
備
を
有
し
て
い
る
。
自
由
港
は
主
と
し
て
外
国
商
品
の
積
換
及
び
委
託
取
引
に
利
用
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
関
税

港
と
同
じ
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
へ
の
輸
入
貨
物
も
多
く
取
扱
っ
て
い
る
。
自
由
港
内
に
於
て
は
蔵
置
貨
物
に
対
し
て
倉
庫
証
券
を

発
行
し
、
叉
外
国
貨
物
に
対
し
て
仕
分
、
再
装
、
組
合
せ
、
内
容
検
査
、
各
種
手
入
な
ど
の
普
通
処
理
が
許
さ
れ
て
い
る
外
、
国
王
の
特
許

が
あ
れ
ば
製
造
工
業
を
行
う
こ
と
も
出
来
る
。
し
か
し
、
地
域
内
に
於
け
る
小
売
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
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実
態

　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
自
由
港
に
於
て
取
扱
っ
て
い
る
最
重
要
品
は
コ
ー
ヒ
ー
で
あ
る
。
こ
の
一
部
分
は
加
工
の
上
国
内
に
輸
入
さ
れ
る
が

（
輸
入
税
は
自
由
港
に
陸
揚
し
た
当
時
の
状
態
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
る
）
、
大
部
分
は
加
工
の
上
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ソ
聯
、
そ
の
他
パ
ル
テ
ッ

ク
諸
国
に
寄
継
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ヒ
ー
の
外
、
ア
メ
リ
カ
製
自
動
車
、
南
欧
及
び
ア
メ
リ
カ
産
生
鮮
果
実
及
び
南
北
ア
メ
リ
カ
産
穀
物
な

ど
が
多
く
自
由
港
を
利
用
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
そ
の
他
北
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
積
換
輸
送
叉
は
配
給
貿
易
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三
、
ゴ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

　
ゴ
ー
テ
ン
プ
．
ル
グ
自
由
港
は
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
及
び
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
対
抗
上
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
よ
り
も
遅
れ
て
マ
ル
モ
自
由
港
と

共
に
一
九
二
二
年
に
開
設
さ
れ
た
自
由
港
で
あ
る
。
同
じ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内
に
あ
り
な
が
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
そ
れ
と
は
少
し
く
異
っ
た

管
理
形
式
の
下
に
あ
る
。
自
由
港
自
体
は
ゴ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
市
が
所
有
し
、
そ
の
管
理
は
関
税
港
と
共
に
ゴ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
港
湾
委
員
会

（
日
げ
Φ
φ
o
夢
①
5
げ
旨
㎝
団
鍔
げ
。
尉
ヒ
⇔
o
碧
⊆
）
が
こ
れ
に
当
り
、
直
接
の
経
営
は
ゴ
ー
テ
ン
ゾ
ル
グ
自
由
港
株
式
会
社
（
O
o
静
。
目
げ
弓
鵯
岡
亭
げ
9
ヨ
昌
ω

跨
察
9
。
一
品
）
が
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
。
港
湾
委
員
は
国
王
、
市
参
事
会
、
ゴ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
市
長
及
び
商
業
会
議
所
か
ら
各
々
指
名
に
よ

っ
て
任
命
さ
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
議
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
自
由
港
管
理
規
則
及
び
取
締
規
則
に
従
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
規
則
は
関
税
港
に
対
す
る
管
理
取
締
規
則
を
自
由
港
に
適
応
す
る
よ
う
に
修
正
し
た
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
従
っ
て
自
由
港
管
理
は
関

税
港
管
理
の
部
分
的
例
外
を
な
す
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
自
由
港
株
式
会
社
は
港
湾
委
員
会
の
監
督
下
に
貨
物
の
輸
送
、
蔵
置
、
船

舶
の
発
着
等
に
関
す
る
自
由
港
企
業
の
面
を
経
営
し
港
湾
委
員
会
か
ら
こ
れ
等
業
務
の
執
行
を
委
託
さ
れ
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
而
し
て

同
会
社
の
社
長
は
港
湾
委
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
株
式
資
本
額
は
三
十
万
ク
ラ
ウ
ン
、
株
主
は
年
五
分
ま
で
の
配
当
保
証
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
但
し
こ
の
三
十
万
ク
ラ
ウ
ン
の
資
本
は
そ
の
儘
政
府
五
分
利
付
公
債
に
投
資
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
会
社
は
そ
の
配
当
を
確
保
す
る

た
め
に
労
力
及
び
資
材
購
入
費
を
丁
度
カ
ヅ
ァ
ー
す
る
程
度
に
於
て
自
由
港
利
用
者
か
ら
使
用
料
、
料
金
等
を
徴
賦
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
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い
る
。
従
っ
て
こ
れ
等
使
用
料
、
料
金
等
の
額
及
び
率
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
、
叉
自
由
港
内
の
労
働
賃

銀
は
商
業
会
議
所
及
び
船
主
団
体
と
協
議
の
上
ゴ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
市
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
ゴ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
自
由

港
の
管
理
は
国
家
の
統
制
下
に
あ
り
、
そ
の
実
際
業
務
を
会
社
が
担
当
し
て
い
る
だ
け
の
ご
と
で
あ
る
。

　
ゴ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
港
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
が
輸
入
港
で
あ
る
の
に
対
し
て
輸
出
を
主
と
す
る
港
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
由
港
の
機
能
に
は

異
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
そ
の
設
備
も
規
模
は
小
さ
い
が
さ
ま
で
劣
っ
て
は
い
な
い
。
即
ち
、
自
由
港
は
岸
壁
十
二
の
う
ち
の
四
ケ
所
．
を
占
め
、

荷
役
設
備
も
移
動
式
ク
レ
ー
ン
半
屯
乃
至
六
屯
の
も
の
八
十
を
具
え
、
二
十
二
屯
の
固
定
ク
レ
ー
ン
一
個
を
有
し
て
荷
役
が
迅
速
で
あ
る
こ

と
は
関
税
港
に
優
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
自
由
港
内
に
於
て
は
一
般
自
由
港
の
特
権
の
外
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
自
由
港
と
同
じ
く
、
地
域
内
に
於
て
加
工
製
造
及
び
展
示
が
広
く
許

さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
書
籍
の
印
刷
と
こ
れ
に
類
似
す
る
工
業
と
小
売
商
業
と
だ
け
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
製
造
に
つ
い
て
は
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
よ
り
は
寧
ろ
自
由
で
あ
る
。
又
、
国
王
の
許
可
が
あ
れ
ぽ
船
舶
用
品
の
小
売
に
限
っ
て
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
自
由
港
内
に
於
て
外
国
商
品
を
無
税
の
ま
N
消
費
し
使
用
す
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
と
同
様
で
あ

る
。

　
ゴ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
内
で
行
わ
れ
て
い
る
製
造
工
業
は
い
ず
れ
も
小
規
模
の
も
の
で
あ
っ
て
、
絹
、
不
ク
タ
イ
製
造
、
帆
布
製
造
の
工

揚
が
二
、
三
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
自
由
港
に
於
て
最
も
盛
に
行
わ
れ
て
い
る
作
業
は
外
国
商
品
の
積
換
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
四
、
マ
ル
モ
自
由
港
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
　
匡

　
ゴ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
の
形
態
と
略
同
じ
で
あ
る
。
即
ち
マ
ル
モ
自
由
港
は
マ
ル
モ
市
が
所
有
し
、
マ
ル
モ
自
由
港
株
式
会
社
（
目
冨

竃
鉱
臥
。
国
三
訂
尽
目
罫
江
9
。
ず
σ
q
）
が
市
の
監
督
下
に
直
接
経
営
し
て
い
る
。
マ
ル
モ
自
由
港
株
式
会
社
は
始
め
民
営
会
社
で
あ
っ
て
一
九
二

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

二
年
自
由
港
が
開
設
さ
れ
た
時
か
ら
市
と
の
契
約
に
依
り
市
か
ら
港
域
を
賃
借
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
マ
ル
モ
港
湾
委
員
会
は

こ
の
経
営
方
式
に
よ
る
と
マ
ル
モ
関
税
港
と
の
競
争
が
激
し
く
な
り
大
局
的
に
不
利
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
一
本
に
管
理
す
る
た
め
市
が

自
由
港
株
式
会
社
の
株
式
を
買
収
す
る
案
を
立
て
一
九
二
五
年
二
月
市
参
事
会
は
こ
の
案
を
認
可
し
八
十
万
ク
ラ
ウ
ン
を
以
て
市
有
と
な
し

た
。
そ
の
と
き
以
来
自
由
港
の
管
理
は
市
に
移
り
市
は
同
会
社
の
重
役
を
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
社
自
体
は
自
由
港
の
直
接
経
営
だ

け
に
当
る
こ
と
Σ
な
り
船
舶
の
発
着
、
貨
物
の
積
徳
、
蔵
置
、
輸
送
の
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。
而
し
て
利
用
者
か
ら
徴
牧
す
る
各
種
使
用

料
並
に
料
金
は
マ
ル
モ
商
業
会
議
所
及
び
マ
ル
モ
貿
易
海
運
委
員
会
（
夢
①
6
§
暮
惹
巴
§
幽
G
。
ぼ
℃
℃
蓋
じ
d
。
罠
。
h
§
ぎ
。
・
）
の
申
告
に

基
き
市
当
局
が
こ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
マ
ル
モ
港
は
新
旧
併
せ
て
四
個
の
ド
ッ
ク
か
ら
出
来
上
っ
て
お
り
、
自
由
港
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
う
ち
の
新
突
堤
二
べ
ー
ス
ン

で
あ
る
。
突
堤
の
長
さ
七
百
米
、
巾
六
十
米
、
水
深
九
・
二
五
米
で
あ
っ
て
、
倉
庫
及
び
荷
役
設
備
は
最
新
式
で
あ
り
従
っ
て
荷
役
は
普
通

港
よ
り
蓬
か
に
迅
速
に
行
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
二
屯
乃
至
五
重
の
電
動
式
走
行
起
重
機
が
あ
り
、
而
も
こ
れ
が
岸
壁
に
沿
い
倉
庫
の
前
後
面

に
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
外
移
動
式
起
重
機
も
若
干
あ
っ
て
貨
物
の
習
事
移
動
に
は
迅
速
を
誇
っ
て
い
る
。

　
自
由
港
の
機
能
は
ス
ト
ヅ
ク
ホ
ル
ム
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
自
由
港
内
で
の
加
工
製
造
及
び
展
示
は
一
定
条
件
の
下
に
許
可
さ
れ
る
け
れ

ど
も
、
実
際
に
は
製
造
工
業
は
い
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
五
、
ハ
ン
ゴ
自
由
港
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
実
業
界
の
要
望
に
よ
り
、
一
九
二
一
年
三
月
二
十
一
日
自
由
港
法
を
制
定
し
、
民
間
会
社
で
あ
る
ハ
ソ
ゴ
自
由
港
株
式
会

社
（
臣
①
貯
晶
。
顕
Φ
①
℃
葺
9
‘
い
乱
・
）
が
自
己
資
本
六
万
三
千
弗
及
び
政
府
よ
り
の
借
入
金
十
五
万
一
千
二
百
弗
と
土
地
三
四
八
．
四

エ
ー
カ
ー
の
土
地
の
無
償
貸
与
と
を
以
て
築
港
に
着
手
し
、
　
一
九
二
四
年
に
完
成
、
同
年
一
月
か
ら
創
業
し
た
。
し
か
し
、
利
用
者
が
期
待
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し
た
ほ
ど
に
多
く
な
く
、
間
も
な
く
財
政
的
に
行
詰
り
、
政
府
は
己
む
を
得
ず
こ
れ
を
引
継
い
で
経
営
す
る
こ
と
と
な
．
つ
た
。
即
ち
、
今
日
で

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
の
直
営
自
由
港
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
伺
自
由
港
で
あ
る
こ
と
は
世
界
的
に
有
名
な
海
運
年
鑑
目
冨
G
∩
甑
℃
画
品

≦
巳
画
肖
①
詠
じ
d
。
鼻
磐
戸
℃
。
二
∪
ぎ
9
。
q
海
軍
①
≦
巳
9
H
ゆ
切
ρ
日
。
巳
8
・
に
自
由
港
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
間
違

な
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
所
管
は
海
軍
省
で
あ
る
が
、
管
理
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
海
運
局
（
＝
Φ
毎
昌
吸
。
屋
じ
⇔
o
難
山
o
h
2
9
ユ
㎝
碧
ご
昌
）
が
行
っ
て
い

る
。
長
さ
四
九
二
吠
の
突
堤
が
一
あ
り
、
岸
壁
延
長
四
、
四
〇
〇
吠
、
上
屋
及
び
倉
庫
＝
一
七
、
八
一
一
平
方
吠
、
四
〇
屯
ク
レ
ー
ン
一
基
、

壷
草
ク
レ
ー
ン
一
基
、
二
・
五
屯
ク
レ
ー
ン
七
基
の
設
備
が
あ
る
と
い
う
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
自
由
六
法
に
よ
る
と
、
関
税
法
規
定
の
手
続
な

し
で
外
国
貨
物
を
積
卸
、
倉
入
、
再
装
、
製
造
そ
の
他
の
作
業
を
な
し
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
自
由
性
は
可
な
り
に
広
い
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
棉
花
、
石
炭
、
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
、
酒
類
、
鉄
、
織
物
類
が
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
国
内
か
ら
木
材
、
パ
ル
プ
、

紙
、
皮
革
類
が
持
込
ま
れ
て
い
る
。
政
府
の
直
轄
に
な
っ
て
か
ら
の
自
由
港
活
動
は
詳
か
に
し
な
い
け
れ
ど
も
、
第
一
次
大
戦
後
に
於
け
る

ロ
シ
ヤ
革
命
の
直
後
と
ソ
連
の
安
定
し
た
今
日
と
は
、
恐
ら
く
パ
ル
テ
ッ
ク
海
の
経
済
活
動
も
異
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
ハ
ン
ゴ
港
の

接
続
地
域
で
あ
る
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
の
国
際
経
済
上
の
地
位
も
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
或
は
創
業
の
当
時
の
よ
う
な
不
振
な
こ
と
は
な
い
か
も

知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
六
、
ダ
ン
チ
ヒ
自
由
港
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

　
今
次
大
戦
の
結
果
ソ
聯
の
衛
星
国
た
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
倒
に
完
全
に
編
入
さ
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
の
ダ
ン
チ
ヒ
自
由
市
及
び
自
由
港
の
状
態

は
い
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
或
は
自
由
港
を
解
消
し
て
し
ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
或
は
、
英
国
と
の
間
で
は
既
に
多
額
の
貿
易
を
行
っ
て

い
る
点
か
ら
推
し
て
、
自
由
港
は
そ
の
ま
玉
に
残
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
、
目
鼻
G
∩
冨
8
ω
ヨ
き
．
。
・
団
①
母
げ
。
。
げ
H
O
諮
に
よ
る

と
一
九
五
一
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
英
国
へ
の
輸
出
二
千
百
万
ポ
ン
ド
、
同
輸
入
七
百
万
ポ
ン
ド
、
英
国
か
ら
の
再
輸
出
八
十
五
万
ポ
ン
ド
で

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

あ
り
、
こ
の
う
ち
の
大
部
分
は
ダ
ン
チ
ヒ
港
を
利
用
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
戦
前
（
一
九
三
八
年
）
の
そ
れ
ぞ
れ
九
百
五
十
万

ポ
ン
ド
、
五
百
三
十
万
ポ
ン
ド
、
二
百
十
万
ポ
ン
ド
に
比
べ
て
決
し
て
少
い
金
額
で
は
な
く
、
こ
の
勢
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

ダ
ン
チ
ヒ
港
は
十
分
野
活
動
を
し
て
お
り
、
従
て
或
は
そ
の
自
由
港
も
何
等
か
の
形
で
持
続
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
推
測
で
あ

る
。
し
か
し
、
確
た
る
資
料
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
N
に
は
戦
前
に
於
け
る
そ
の
機
構
だ
け
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　
戦
前
に
於
け
る
ダ
ン
チ
ヒ
自
由
港
は
ノ
イ
フ
ァ
ー
ル
ヅ
ァ
ッ
サ
ー
（
リ
q
Φ
口
h
9
び
同
芝
餌
Q
D
G
D
O
困
）
に
あ
り
、
ダ
ン
チ
ヒ
港
湾
委
員
会
（
里
謡
∪
窪
N
薗

跡
母
げ
。
同
O
o
ヨ
巳
暮
①
①
）
に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
“
た
。
但
し
こ
の
委
員
会
は
関
税
港
を
も
併
せ
管
理
し
て
い
た
か
ら
自
由
港
と
し
て
は

独
立
の
管
理
機
関
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
本
委
員
会
は
一
九
二
〇
七
十
、
一
月
十
八
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ダ
ン
チ
ヒ
協
定
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
本
協
定
に
よ
り
ダ

ン
チ
ヒ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
関
税
区
域
に
編
入
さ
れ
た
が
、
従
来
有
す
る
自
由
港
の
特
権
は
そ
の
儘
保
留
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
委
員
会
は
十
一
名

よ
り
成
り
ダ
ン
チ
ヒ
自
由
市
民
五
名
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
市
民
山
名
及
び
一
名
の
中
立
的
存
在
た
る
ス
イ
ス
人
の
議
長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

た
。
即
ち
、
ダ
ン
チ
ヒ
自
由
港
の
管
理
方
式
は
極
め
て
特
殊
な
形
で
あ
っ
て
、
ダ
ン
チ
ヒ
自
由
市
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
と
の
共
学
で
あ
り
、
実

際
の
管
理
に
は
双
方
か
ら
同
数
ず
つ
選
ば
れ
た
民
間
人
を
以
て
構
成
す
る
委
員
会
が
こ
れ
に
当
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
戦
前
に
於
け
る
自
由
港
の
機
能
は
港
域
が
僅
か
一
工
i
カ
ー
に
游
た
ず
狭
い
と
い
う
理
由
も
あ
っ
て
製
造
工
業
は
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
只

施
設
と
し
て
は
倉
庫
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
無
税
の
ま
Σ
出
営
、
蔵
置
、
手
入
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
．

　
　
　
　
　
　
　
七
、
ス
テ
チ
ン
自
由
港
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

　
こ
の
港
も
今
次
大
戦
に
よ
り
再
び
ド
イ
ツ
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
移
譲
さ
れ
た
の
で
既
に
自
由
港
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
オ
ー
デ
ル
河
口
の
洲
に
設
け
ら
れ
た
大
港
で
あ
っ
て
、
戦
前
は
全
港
が
自
由
港
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
点
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が
特
色
で
あ
る
。
そ
の
経
営
形
態
も
他
と
異
っ
て
い
た
の
で
、
こ
N
に
戦
前
の
状
態
を
見
て
置
く
こ
と
も
叉
意
義
あ
る
こ
と
と
思
う
。

　
ス
テ
チ
ン
自
由
港
は
一
八
九
八
年
に
ス
テ
チ
ン
市
営
と
し
て
創
設
さ
れ
た
プ
ロ
シ
ャ
州
の
最
大
港
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
大
戦
の
結
果
と

し
て
、
そ
の
背
後
地
た
る
資
源
地
域
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
割
譲
し
た
た
め
繁
栄
を
ダ
ン
チ
ヒ
港
及
び
グ
デ
ィ
ン
ゲ
ン
（
O
島
轟
①
巳
港
に
奪
わ
れ

薯
し
く
衰
微
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
最
初
は
ス
テ
チ
ン
市
が
関
税
港
区
と
共
に
単
独
管
理
し
て
い
た
が
、
経
営
形
態
を
改
め
、
社
団
法

人
ス
テ
チ
ン
港
湾
組
合
　
（
Q
∩
8
詳
冒
①
目
塗
既
①
甲
O
①
ヨ
①
睡
昌
q
・
o
げ
簿
酔
●
）
　
と
有
限
主
貝
任
ス
テ
チ
ン
港
湾
経
営
△
瓜
社
　
（
G
∩
8
詳
ぎ
①
円
寓
p
h
①
昌
し
u
①
甘
心
δ
び
甲

σ
⇔
Φ
の
Φ
】
】
8
訂
跨
）
と
の
こ
団
体
に
委
託
管
理
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
ス
テ
チ
ン
港
湾
組
合
は
ス
テ
チ
ン
市
ど
プ
p
シ
ャ
州
と
が
そ
の
組
合

員
と
な
り
、
船
渠
及
び
建
物
の
維
持
、
港
湾
の
改
善
、
建
物
そ
の
他
施
設
の
改
善
に
努
め
、
ス
テ
チ
ン
港
湾
経
営
会
社
は
プ
ロ
シ
ャ
州
、
ス

テ
チ
ン
市
及
び
ス
テ
チ
ン
商
業
会
議
所
が
共
同
経
営
し
、
倉
庫
、
上
屋
、
海
陸
運
諸
設
備
等
を
私
企
業
に
使
用
さ
せ
て
使
用
料
、
料
金
を
徴

画
す
る
企
業
体
で
あ
っ
た
。
ス
テ
チ
〆
自
由
港
は
港
域
一
五
ニ
エ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
ス
テ
チ
ン
港
の
一
部
を
な
し
て
い
る
。
港
湾
設
備
は
い

ず
れ
も
近
代
的
で
あ
っ
て
能
率
的
で
あ
る
が
、
港
内
に
於
け
る
加
工
製
造
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
積
換
及
び
委
託
貿
易
は
相
当
に
盛
に
行
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
主
な
る
取
扱
品
は
鉱
石
、
鉱
津
、
石
炭
、
コ
ー
ク
ス
、
煉
炭
、
鉄
、
石
材
、
燐
鉱
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
鉱
産
品
を
主
と

し
、
木
材
、
砂
糖
、
大
豆
、
箆
麻
子
、
小
麦
、
塩
鱗
、
パ
ル
プ
な
ど
が
こ
れ
に
次
い
で
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
八
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
及
び
タ
ッ
ク
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
自
由
港
（
西
ド
イ
ツ
）

　
ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
創
設
の
経
緯
と
そ
の
発
展
に
つ
い
て
は
既
に
詳
し
く
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
x
で
は
そ
の
経
営
実
態
を
主
眼
と

し
て
記
す
こ
と
＆
す
る
け
れ
ど
も
多
少
の
重
複
は
免
れ
な
い
。
但
し
、
エ
ル
ベ
河
口
の
タ
ッ
ク
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
は
第
一
次
大
戦
後
ハ
ン
ブ
ル

グ
自
由
港
に
吸
牧
さ
れ
、
同
一
管
理
母
体
の
下
に
あ
る
の
で
一
自
由
港
と
し
て
取
扱
う
こ
と
と
し
た
。

　
今
日
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
及
び
ク
ッ
ク
ス
ハ
r
フ
ェ
ン
自
由
港
の
経
営
形
態
は
永
い
間
の
歴
史
的
変
遷
の
結
果
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
は

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

私
経
営
、
後
こ
れ
を
公
営
に
移
行
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
即
ち
、
一
八
八
五
年
ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
が
開
設
さ
れ
た
当
時
は
ハ
ン
ブ
ル

グ
自
由
港
倉
庫
株
式
会
社
（
守
日
ゴ
痴
話
鉱
冨
h
現
量
㎝
①
島
窪
。
。
〉
．
O
●
）
が
創
立
さ
れ
て
市
と
契
約
を
結
び
酢
由
港
の
管
理
を
全
面
的
に
行

っ
て
い
た
。
市
と
会
社
と
の
契
約
の
大
体
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
　
市
は
三
万
平
方
米
の
地
に
岸
壁
工
事
を
施
し
且
つ
建
築
を
為
す
に
差
麦
え
な
い
よ
う
に
完
全
区
劃
し
て
こ
れ
を
会
社
に
貸
付
け
る
。

（
二
）
　
公
道
並
び
に
附
属
す
る
歩
道
、
排
水
渠
、
瓦
斯
管
及
び
水
道
の
設
置
、
軌
道
の
敷
設
は
市
が
負
担
す
る
。

（
三
）
　
会
社
に
於
て
倉
庫
、
上
屋
、
事
務
所
等
の
建
設
工
事
を
行
う
に
際
し
て
は
予
め
工
事
予
算
及
び
設
計
図
を
作
成
し
て
市
参
事
会
の
認

　
　
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
省
こ
れ
に
は
将
来
に
対
す
る
改
善
拡
張
計
画
を
も
副
え
る
こ
と
を
要
す
る
。

（
四
）
　
倉
入
、
加
工
及
び
上
屋
の
使
用
料
及
び
賃
率
は
市
参
事
会
の
認
可
を
要
す
る
。

（
五
）
　
会
社
の
利
益
は
先
ず
市
へ
の
上
納
金
を
差
引
き
た
る
後
一
定
の
率
及
び
受
配
序
列
に
よ
っ
て
こ
れ
を
配
当
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
契
約
に
よ
り
市
は
会
社
に
自
由
港
の
独
占
管
理
を
行
わ
し
め
た
が
、
更
に
市
は
一
八
九
九
年
以
後
に
至
れ
ば
何
時
に
て
も
最

近
五
ケ
年
の
平
均
牧
益
の
二
十
五
倍
を
以
て
私
人
所
有
の
株
券
を
買
替
し
得
る
権
利
を
留
保
し
た
。
こ
れ
に
基
い
て
、
一
九
二
九
年
同
会
社

の
利
益
金
か
ら
市
に
上
納
さ
れ
た
利
益
金
の
積
立
金
を
以
て
同
会
社
の
株
式
全
部
を
買
弄
し
、
鼓
に
自
由
港
施
設
の
所
有
権
は
市
に
移
転
し
、

会
社
は
事
実
上
の
市
公
社
と
な
り
、
こ
の
と
き
か
ら
自
由
港
は
民
営
が
公
営
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
会
社
は
倉
庫
業
と
岩
壁
作

業
の
実
務
運
営
［
者
と
・
な
っ
た
。

　
現
在
ハ
ン
ブ
ル
グ
及
び
タ
ッ
ク
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
自
由
港
内
の
業
務
は
一
部
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
株
式
会
社
に
よ
り
、
一
部
は
私
企
業
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
永
い
歴
史
と
経
験
か
ら
割
出
し
て
、
港
湾
を
公
共
の
た
め
公
平
に
使
用
さ
せ
且
つ
各
種

施
設
が
能
力
と
繁
閑
に
応
じ
て
適
当
に
配
置
さ
れ
活
動
す
る
こ
と
が
最
も
理
想
的
な
経
営
形
態
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
く
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港
湾
設
備
は
公
共
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
政
府
自
ら
独
占
的
に
こ
れ
を
管
理
す
べ
し
と
い
う
の
が
後
世
に
於
け
る
観
念
で
あ
る
。
こ
の
た
め

ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
は
市
議
会
の
上
院
の
管
轄
に
属
し
、
上
院
は
貿
易
海
運
並
び
に
工
業
に
関
す
る
委
員
会
（
∪
①
℃
旨
薮
8
恥
母
野
邑
鼻

「G∩

E
葭
聾
艮
口
民
O
蕃
土
び
①
・
）
を
設
置
し
て
こ
れ
が
管
理
に
当
ら
し
め
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
は
上
院
議
員
を
以
て
委
員
長
と
し
、
上
院
、

下
院
、
財
政
委
員
会
、
商
業
会
議
所
、
工
業
会
議
所
困
小
売
商
協
会
、
消
費
者
協
会
及
び
労
働
会
議
か
ら
各
一
名
の
代
表
を
送
っ
て
こ
れ
を

構
成
し
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
に
従
属
し
た
主
要
運
営
機
関
と
し
て
岸
壁
管
理
部
と
無
量
事
務
所
と
が
あ
り
、
更
に
貿
易
統
計
局
、
自
由
港

官
務
所
、
海
運
測
量
局
、
船
舶
登
簿
事
務
所
、
商
船
学
校
、
海
運
局
、
漁
業
局
等
が
そ
の
管
下
に
あ
る
。
こ
れ
等
の
う
ち
最
も
大
き
く
且
つ

最
高
の
地
位
に
あ
る
の
は
岸
壁
管
理
部
で
あ
る
。
岸
壁
管
理
部
は
市
営
岸
壁
維
持
、
港
湾
予
算
、
港
湾
諸
施
設
の
改
善
、
各
種
使
用
料
の
野

鳥
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
鉄
道
臨
港
施
設
の
管
理
等
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
八
百
人
の
事
務
員
と
四
千
乃
至
六
千
人
の
労
働
者
を
擁
し
て
い
る
。

と
の
よ
う
に
ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
は
一
応
は
上
院
管
下
に
於
て
「
貿
易
海
運
並
び
に
工
業
に
関
す
る
委
員
会
」
に
依
っ
て
管
理
さ
れ
て
は
い

る
が
、
港
湾
施
設
全
部
を
市
政
府
の
運
営
に
移
す
と
い
う
こ
と
は
伝
統
が
許
さ
ず
、
叉
独
占
す
る
こ
と
は
却
て
自
由
港
運
営
上
円
滑
を
欠
く

と
考
え
、
　
一
部
分
は
こ
れ
を
私
企
業
の
管
理
運
営
に
委
ね
、
委
員
会
は
唯
公
共
の
立
揚
か
ら
こ
れ
を
監
督
す
る
と
い
う
建
前
に
な
っ
て
い
る
。

即
ち
、
倉
庫
の
或
る
も
の
は
市
と
民
間
と
か
ら
出
資
さ
れ
た
会
社
に
依
て
経
営
さ
れ
叉
八
十
六
箇
の
市
有
岸
壁
の
う
ち
二
十
八
箇
は
汽
船
会

社
に
賃
貸
し
て
管
理
を
そ
の
会
社
に
委
し
て
い
る
。
し
か
し
、
岸
壁
作
業
と
倉
庫
業
務
は
港
と
し
て
最
重
要
業
務
で
あ
る
か
ら
公
営
を
建
前

と
し
私
経
営
の
も
の
は
寧
ろ
例
外
と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
岸
壁
作
業
、
倉
庫
業
務
以
外
の
港
湾
業
務
は
概
ね
私
企
業
経
営
と
な
っ
て
い

る
。
．
即
ち
、
．
荷
役
艀
船
、
曳
船
、
湾
内
海
上
輸
送
、
陸
上
小
運
送
な
ど
の
業
務
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
港
に
於
け
る
外
国
貿
易
に
使
用
し
得
る
港
域
の
八
割
以
上
の
地
域
を
占
め
て
い
る
世
界
最
大
の
自
由

港
で
あ
る
が
、
そ
の
建
設
面
の
特
徴
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
他
の
港
湾
が
多
く
は
陸
地
か
ら
水
面
へ
突
堤
を
築
造
し
て
い
る
に
反
し
て
、
ハ
ン

　
　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

一17一



　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

プ
ル
グ
で
は
陸
地
を
切
取
っ
て
ド
ッ
ク
を
築
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
が
外
海
か
ら
八
十
五
哩
も
エ
ル
ベ
上
流
に
あ
る

た
め
河
幅
が
狭
く
な
っ
て
お
り
、
水
面
に
突
堤
を
築
く
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
、

　
全
ハ
ン
ブ
ル
グ
港
で
外
航
船
舶
が
碇
泊
し
作
業
し
得
る
べ
ー
ス
ン
の
面
積
は
一
、
二
五
〇
エ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
自
由
港
に
属
す

る
べ
ー
ス
ン
は
一
、
一
〇
〇
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
関
税
港
域
に
属
す
る
も
の
は
僅
か
一
五
〇
エ
ー
カ
ー
、
全
体
の
＝
二
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
に
し
か
当
っ
て
い
な
い
②
叉
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
港
の
沿
岸
の
長
さ
一
〇
五
哩
の
う
ち
約
五
〇
哩
を
自
由
港
が
占
め
て
い
る
。
自
由
港
の

繋
船
岸
壁
の
延
長
は
二
二
哩
（
う
ち
外
航
用
一
八
・
五
哩
）
、
繋
杭
の
敷
設
延
長
三
一
哩
（
う
ち
外
航
用
一
九
・
五
哩
）
、
碇
泊
地
点
八
、
○
○

○
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
自
由
港
岸
壁
の
上
屋
は
八
六
棟
、
延
一
五
四
エ
ー
カ
ー
、
延
長
＝
哩
に
及
び
、
こ
の
う
ち
約
八
割
は
市
有
市
営

に
よ
り
、
他
は
市
有
私
営
で
あ
る
。
叉
、
一
般
用
倉
庫
は
延
面
積
約
二
、
0
0
0
エ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
う
ち
一
二
六
エ
ー
カ
ー
は
ハ
ン
ブ
ル

グ
自
由
港
株
式
会
社
が
所
有
管
理
し
、
他
は
私
有
私
営
で
あ
る
。
鉄
道
、
小
運
送
な
ど
の
陸
上
連
絡
交
通
は
総
べ
て
岸
壁
に
沿
う
て
完
備
し

て
お
り
、
荷
役
設
備
は
上
屋
と
船
舶
と
を
つ
な
ぐ
電
動
式
走
行
起
重
機
が
九
工
ハ
基
、
そ
の
他
移
動
、
固
定
、
浮
動
の
大
中
小
起
重
機
を
全

部
合
せ
る
と
約
二
、
0
0
0
基
に
及
ぶ
と
い
う
。
こ
の
た
め
船
舶
の
発
着
能
率
及
び
貨
物
の
荷
役
能
率
は
古
来
世
界
一
を
誇
っ
て
お
り
、
こ

れ
が
自
由
港
本
来
の
機
能
と
相
侯
っ
て
、
世
界
に
於
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
と
並
ぶ
世
界
最
大
港
の
一
つ
に
算
え
ら
れ
て
い
る
所
以

．
で
あ
る
。

　
ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
は
英
国
の
植
民
地
自
由
貿
易
港
を
除
き
世
界
に
於
て
最
も
自
由
性
の
広
い
自
由
港
で
あ
っ
て
、
そ
の
地
域
内
の
取
締

規
則
は
密
輸
、
保
安
、
衛
生
に
関
す
る
当
然
の
禁
止
制
限
の
外
に
、
外
国
品
の
個
人
消
費
及
び
使
用
、
指
定
者
以
外
の
域
内
居
住
小
売
、
行

商
、
船
員
と
の
取
引
な
ど
の
禁
止
制
限
を
規
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
（
但
し
こ
れ
ら
の
取
締
も
自
由
港
当
局
が
行
う
）
そ
の
他
は
一
般

自
由
港
に
許
さ
れ
て
い
る
事
項
の
外
に
、
無
税
、
無
監
督
の
ぎ
N
（
但
し
、
船
舶
の
発
着
に
際
し
て
は
申
告
税
を
支
払
う
。
こ
れ
は
統
計
三
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で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
港
全
体
に
対
す
る
措
置
で
あ
る
。
）
　
加
工
、
製
造
、
商
品
展
示
な
ど
が
一
切
自
由
で
あ
り
、
出
入
港
、
碇
泊
、
貨
物

積
卸
な
ど
に
関
す
る
手
続
も
至
極
簡
単
で
あ
る
。

　
自
由
港
内
に
於
け
る
製
造
業
務
は
今
次
大
戦
以
前
は
従
業
員
二
〇
、
0
0
0
名
以
上
を
擁
す
る
九
〇
の
造
船
及
び
関
連
・
工
業
を
主
と
し
、

化
学
工
業
、
建
築
、
ず
ス
そ
の
他
石
炭
利
用
工
業
、
油
脂
、
製
粉
、
製
材
、
木
工
、
金
属
、
冶
金
、
電
気
、
染
色
、
食
品
、
機
械
、
醸
造
、

ゴ
ム
、
タ
バ
コ
等
の
製
造
轡
屋
が
三
〇
〇
を
超
え
、
工
場
敷
地
総
計
一
、
0
0
0
エ
ー
カ
ー
に
近
く
、
従
業
員
総
数
も
三
五
、
0
0
0
人
に

及
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
戦
後
は
造
船
工
場
の
戦
災
に
よ
っ
て
、
製
造
工
業
は
全
く
衰
微
し
て
い
る
と
い
う
。

　
中
継
貿
易
も
戦
時
及
び
戦
後
は
一
時
衰
微
し
て
い
た
が
、
最
近
は
漸
く
回
復
を
辿
り
つ
x
あ
り
、
間
も
な
く
戦
前
の
状
態
に
復
帰
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
西
ド
イ
ツ
統
計
年
報
（
も
。
鯉
註
・
・
θ
ぎ
げ
・
・
ピ
d
毒
山
・
…
巨
・
q
。
琶
ぎ
げ
＄
匂
悪
評
。
ぴ
穿
血
δ
野
巳
窪
。
腰
臣
貯
∪
。
暴
。
募
巳
・
ち
訟
切
・
・

唱
刈
）
に
よ
る
と
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
に
於
け
る
積
換
貿
易
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
＼
・
侵
M
”
凝
、
皿
丑
礫
強
懸
嫡
画
卸
　
　
（
憾
欝
押
o
o
o
凸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
勇
、
メ
㍉
ノ
ー
縄
H
叉
蒔
ゆ
軸
残
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
O
も
Q
ひ
　
　
　
　
H
O
齢
樋
　
　
　
　
H
ゆ
心
c
O
　
　
　
　
H
O
心
O
　
　
　
　
H
O
ω
O
　
　
　
　
目
O
朝
同

　
　
　
　
メ
b
o
H
O
　
　
　
γ
m
c
O
¢
O
　
　
　
N
O
H
爬
　
　
　
卜
。
咀
劇
G
。
刈
　
　
　
ら
Q
”
駅
刈
刈

＞
　
　
　
　
H
倉
c
O
O
c
Q
　
　
　
♪
心
H
劇
　
　
　
9
c
Q
O
H
　
　
　
メ
H
H
『
　
　
　
討
鼻
憩
O

（
勝
隷
）
　
囲
鴇
脳
矯
曄
瞬
煎
懸
漉
細
即
　
　
（
舷
禽
r
o
o
o
昌
）

　
　
　
　
H
¢
Q
9
¢
◎
O
ω
　
　
　
伊
㎝
図
㎝
　
　
　
ρ
ひ
図
ゆ
　
　
　
私
心
H
刈
　
　
H
ど
O
Q
G
Q
Ω
ゆ

　
　
　
　
ト
9
伊
G
◎
O
ひ
　
　
H
ど
ト
っ
G
Q
晒
　
　
H
伊
ゆ
凹
ひ
　
　
団
刈
w
ひ
鱒
Q
Q
　
　
H
乞
い
O
O

　
　
　
　
九
、
ブ
レ
ー
メ
ン
自
由
港
（
西
ド
イ
ツ
）

ブ
レ
ー
メ
ン
は
ハ
ン
ザ
同
盟
時
代
以
前
か
ら
永
く
自
由
市
で
あ
っ
た
関
係
上
、

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

倉
Q
。
ひ
b
o

O
b
。
。
O

H
ド
O
c
o
O

蕗
㍉
O
H

港
の
管
理
に
つ
い
て
今
日
も
猶
そ
の
名
残
を
止
め
て
居
り
、
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

ド
イ
ツ
の
他
の
自
由
港
と
は
著
し
く
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
即
ち
市
は
民
間
人
を
以
て
ポ
ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
を
組
織
し
て
こ
れ
を
関

税
港
及
び
自
由
港
の
企
画
統
制
の
機
関
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
自
由
港
の
経
営
対
象
で
あ
る
貨
物
の
取
扱
、
港
内
工
業
、
船
舶
の
発
着
、

諸
営
造
物
の
管
理
運
営
、
港
内
の
保
安
等
は
悉
く
夫
れ
太
れ
の
特
殊
機
関
が
独
立
的
に
管
理
し
、
ブ
レ
ー
メ
ン
市
は
こ
の
機
関
の
一
と
し
て

港
長
を
任
命
し
、
こ
れ
に
市
吏
員
で
あ
る
港
湾
監
視
官
を
助
役
絡
で
配
し
て
、
港
内
の
統
制
と
危
険
防
止
の
任
に
当
ら
し
め
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。
管
理
機
関
は
ブ
レ
ー
メ
ン
州
港
湾
並
に
鉄
道
委
員
会
、
ブ
レ
ー
メ
ン
市
港
湾
船
渠
局
長
、
ブ
レ
ー
メ
ン
及
び
フ
ェ
」
ゲ
サ
ッ
ク
市
長
、

船
舶
登
簿
並
に
出
港
手
続
事
務
所
、
港
湾
監
視
長
、
船
鎗
並
に
貨
物
鑑
定
員
、
船
舶
並
に
船
用
際
涯
定
員
、
港
湾
警
察
、
岸
壁
倉
庫
並
に
上

屋
管
理
事
務
所
等
で
あ
る
。

　
ブ
レ
ー
メ
ン
港
に
は
一
三
の
べ
ー
ス
ン
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
つ
は
今
次
大
戦
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
ま
x
、
一
九
五
〇
年
現
在
は
省
使

用
不
能
で
あ
る
。
自
由
港
は
こ
の
中
の
一
部
分
で
あ
っ
て
面
積
僅
か
二
二
五
工
i
ヵ
1
、
右
の
う
ち
第
一
、
第
二
べ
ー
ス
ン
で
あ
る
。
第
固

べ
ー
ス
ン
は
長
さ
一
、
八
五
〇
米
、
巾
一
一
二
ー
ー
一
二
〇
米
で
あ
る
が
、
戦
災
を
蒙
り
一
応
の
修
復
は
施
さ
れ
て
い
る
が
、
何
木
材
の
よ

う
な
散
荷
の
み
し
か
扱
い
得
ず
内
借
に
艀
、
沿
岸
船
の
み
の
バ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
水
深
三
一
七
米
、
二
・
五
屯
乃
至
五
屯
の
ク
レ
ー

ン
一
一
基
を
備
え
、
倉
庫
は
も
と
牧
容
能
力
延
二
八
、
○
○
○
平
方
米
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
破
壊
の
ま
x
で
あ
る
。
第
二
べ
ー
ス
ン
は
長
さ

一、

Z
八
○
米
、
巾
一
〇
〇
一
＝
二
〇
米
、
水
深
一
〇
米
町
で
あ
っ
て
、
岸
壁
に
は
延
一
〇
六
、
0
0
0
平
方
米
の
上
屋
、
延
二
、
七
〇

〇
平
方
米
の
倉
庫
群
が
あ
り
、
二
・
五
屯
乃
至
七
屯
の
ク
レ
ー
ン
が
一
一
〇
基
、
浮
動
ク
レ
ー
ン
六
出
、
薪
上
屋
も
続
々
建
築
中
で
あ
る
。

ブ
レ
ー
メ
ン
港
に
於
け
る
最
重
要
港
域
と
な
っ
て
い
る
。
第
】
、
第
二
の
自
由
港
に
於
け
る
倉
庫
及
び
施
設
は
第
三
の
穀
物
べ
ー
ス
ン
に
臨

む
倉
庫
及
び
施
設
と
共
に
、
ブ
レ
ー
メ
ン
倉
庫
会
社
が
直
接
の
運
営
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
ブ
レ
ー
メ
ン
自
由
港
の
機
能
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
と
異
り
、
取
締
規
則
に
よ
り
自
由
港
内
に
於
け
る
諸
活
動
が
相
当
に
制
限
さ
れ
て
い

一20一



る
。
見
本
展
示
は
許
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
船
舶
修
繕
以
外
の
製
造
は
禁
止
さ
れ
、
小
売
も
ハ
ン
ブ
ル
グ
と
同
等
程
度
に
禁
止
さ
れ
て
．
い

る
。
こ
の
た
め
、
ブ
レ
ー
メ
ン
に
於
て
は
各
種
製
造
工
業
は
自
由
港
に
近
接
す
る
周
辺
に
集
中
的
に
存
在
し
て
い
る
。
製
材
、
精
米
、
製
油
、

製
粉
、
紡
績
、
製
麻
、
織
物
、
製
菓
、
ゴ
ム
、
リ
ノ
リ
ュ
ー
ム
、
鋳
鉄
、
造
船
な
ど
の
工
場
が
こ
れ
ら
で
あ
っ
て
、
自
由
港
を
中
心
に
一
大

工
業
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。
積
換
、
委
託
貿
易
は
ド
イ
ツ
北
海
沿
岸
で
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
次
い
で
盛
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
取
扱
貨
物

は
棉
花
、
タ
バ
コ
、
薬
晶
、
米
、
コ
ー
ヒ
ー
、
穀
物
及
び
バ
ナ
ナ
で
あ
る
。
委
託
貿
易
の
統
計
は
西
ド
イ
ツ
一
般
貿
易
統
計
か
ら
抽
出
で
き

な
い
け
れ
ど
も
、
積
換
貿
易
の
実
績
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
M
、
て
一
図
叉
濤
鵯
M
、
て
4
1
・
㌧
．
i
M
H
一
陣
班
瞬
勲
懸
些
細
卸
　
　
（
楓
欝
目
・
o
o
o
凸
）

難
　
　
　
陥

M
て
i
図
k

M
く
4
i
●

、
ノ
i
刈
B
侵

鑓
　
　
　
メ

鴎
て
一
叉
図

M
て
4
一
●

、
ノ
ー
刈
臼
k

陳
♪
．
黙
｝

押
蓼

陸

陸

◎つ

ﾙ
c
o
　
　
　
ど
H
憩
α

♪
O
O
c
Q
　
　
　
伊
O
H
ひ

権

三

門

　
　
　
　
Q
Q
O
ゆ
○
σ

ど
器
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
q
。
添
。
。
◎
。

｛　
O
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
◎
卜
9

　
　
　
　
　
刈
刈

田
b
O
帆

　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
w
◎
。
鵡

　
　
　
　
卜
3
塾
謬

｛　　
　
　
　
　
　
　
　
c
o
e
o
凱

　
　
　
　
　
し
p
ひ
a

　
刈
c
o
H
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一
〇
、
ブ
レ
マ
ー
・
八
一
7
エ
ン
自
由
港
及
び
ゲ
ー
ス
テ
ミ
ュ
ン
デ
自
由
港
（
西
ド
イ
ツ
）

　
ブ
レ
ー
マ
i
・
ハ
ー
フ
ェ
ン
自
由
港
も
こ
れ
に
接
続
し
て
い
る
ゲ
ー
ス
テ
ミ
ュ
ン
デ
自
由
港
も
、
ブ
レ
ー
メ
ン
の
下
流
ウ
ェ
ー
ぜ
ル
河
口

に
あ
る
商
港
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
ブ
レ
ー
メ
ン
自
由
港
と
同
様
の
管
理
経
営
方
式
で
あ
る
。
ブ
レ
ー
マ
ー
・
ハ
ー
フ
ェ
ン
自
由
港
は
商
港

の
一
部
を
こ
れ
に
当
て
」
お
り
、
面
積
六
六
七
エ
ー
カ
ー
で
あ
る
か
ら
ブ
レ
ー
メ
ン
自
由
港
よ
り
は
広
い
。
ゲ
ー
ス
テ
ミ
ユ
ン
デ
自
由
港
は

最
も
狭
く
九
三
工
ー
ヵ
ー
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
両
自
由
港
と
も
も
と
は
港
湾
施
設
が
い
ず
れ
も
近
代
化
さ
れ
て
い
た
た
め
作
業
能
率
は

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態



　
　
　
世
界
に
於
廿
る
自
・
田
港
の
経
営
隻
態

極
め
て
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
次
大
戦
に
よ
る
災
害
は
莫
大
で
あ
っ
て
、
近
年
漸
く
一
部
復
旧
し
た
も
の
瓦
到
底
戦
前
に
於
け
る
よ
う
な

貨
物
の
取
扱
量
に
は
達
し
て
い
な
い
。
（
前
頁
統
計
参
照
）
自
由
港
の
機
能
は
両
者
と
も
ブ
レ
、
ー
メ
ソ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
エ
ム
デ
ン
自
由
港
（
西
ド
イ
ツ
）

　
西
ド
イ
ツ
に
於
て
も
最
西
端
に
あ
る
港
で
あ
る
。
エ
ム
デ
ン
自
由
港
が
ブ
レ
ー
メ
ン
自
由
港
と
異
る
と
こ
ろ
は
国
家
の
出
先
機
関
で
あ
る

，
最
高
管
理
機
関
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
プ
ロ
シ
ャ
水
路
建
設
局
エ
ム
デ
ン
麦
所
（
一
～
同
①
門
【
Q
D
g
D
陣
Q
D
O
即
P
①
ω
　
　
詞
ぐ
㊤
Q
D
Q
D
①
同
】
り
㊤
門
【
9
門
P
“
　
　
網
棚
同
日
山
①
一
口
）
が
こ

れ
を
管
理
統
轄
し
、
こ
の
下
に
エ
ム
デ
ン
港
湾
管
理
人
、
エ
ム
デ
ン
署
長
、
船
舶
登
簿
並
に
出
港
手
続
事
務
所
、
港
湾
警
察
、
岸
壁
上
屋
管

理
事
務
所
等
が
夫
れ
誹
れ
の
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
。
而
し
て
港
内
施
設
例
え
ぽ
岸
壁
、
上
屋
、
倉
庫
等
の
中
に
は
私
企
業
に
貸
与
し
て
使

．
用
料
を
徴
牧
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
エ
ム
デ
ン
交
通
株
式
会
社
、
港
湾
積
換
作
業
株
式
会
社
等
は
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
エ
ム
デ
ン
は
ド
イ
ツ
自
由
港
の
中
で
も
機
能
の
自
由
性
及
び
規
模
に
於
い
て
最
も
小
さ
い
自
由
港
で
あ
る
。
単
に
無
税
の
ま
x
貨
物
の
積

．
卸
、
蔵
置
、
簡
単
な
る
処
理
が
出
来
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
造
船
を
始
め
す
べ
て
の
製
造
、
小
売
、
商
品
展
示
、
地
域
内
居
住
及
び
外
国
品
消

費
使
用
な
ど
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
自
由
港
に
当
て
ら
れ
た
地
域
も
エ
ム
デ
ン
港
の
一
部
、
二
〇
二
・
五
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
て
山
嶽
で
あ

る
。
し
か
し
、
港
湾
諸
施
設
が
近
代
的
で
あ
る
た
め
、
船
舶
の
発
着
及
び
荷
役
は
か
な
り
に
能
率
で
あ
り
、
且
つ
ド
イ
ツ
の
北
海
最
西
端
に

あ
る
と
い
う
地
理
的
事
情
も
あ
っ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
、
砂
糖
な
ど
の
植
民
地
物
産
を
主
と
す
る
積
換
貿
易
は
全
体
で
ブ
レ
ー
メ
ン
の
そ
れ
に
近

い
量
を
示
し
て
い
る
。
但
し
委
託
貿
易
は
あ
ま
り
成
皿
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
H
＞
諏
”
＼
皿
班
礫
熟
懸
油
魎
陣
　
　
（
惚
禽
♂
0
8
蚤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
O
ω
ひ
　
　
　
　
H
O
劇
刈
　
　
　
　
H
ゆ
直
Q
O
　
　
　
　
目
O
心
ゆ
　
　
　
　
H
O
凱
O
　
　
　
　
H
O
笛
H

　
　
　
驚
　
　
　
圧
　
　
　
　
肯
b
。
鳶
　
　
　
γ
o
o
ま
　
　
　
ど
試
O
　
　
卜
3
b
O
O
　
　
N
O
8
　
　
　
N
O
冨

　
　
　
驚
　
　
　
　
＞
　
　
　
　
Q
9
㍉
O
ト
っ
　
　
　
　
0
6
　
　
　
H
気
O
N
　
　
N
冨
曲
　
　
　
N
O
い
同
　
　
　
も
Q
魏
心
O
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醐
二
、
フ
レ
ン
ス
プ
ル
グ
自
由
港
（
西
ド
ィ
ッ
）

　
フ
ス
レ
ン
ス
ブ
ル
グ
港
は
西
ド
イ
ツ
最
北
端
、
シ
ユ
ー
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
港
で
あ
る
。
自
由
港
は
こ
の
中
の
一
べ
ー
ス
ン

が
当
て
ら
れ
い
る
。
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
グ
自
由
港
は
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
グ
市
と
の
契
約
に
よ
り
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
グ
自
由
港
倉
庫
株
式
会
社
（
固
①
㌣

鋒
讐
匿
薮
窪
屠
・
島
霧
〉
●
ε
に
依
っ
て
全
函
的
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、
港
内
保
安
の
み
国
家
警
察
の
手
に
依
っ
て
維
持
さ
れ

て
い
る
。

　
自
由
港
の
べ
ー
ス
ン
は
水
深
約
九
米
あ
る
か
ら
大
船
の
発
着
は
自
由
で
あ
る
。
突
堤
に
は
倉
庫
三
棟
が
あ
り
、
そ
の
牧
町
力
は
一
二
、
O

O
O
屯
、
穀
物
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
近
代
的
設
備
を
も
つ
港
で
あ
る
。
肯
自
由
港
域
内
に
は
大
造
船
所
が
あ
る
。

　
フ
レ
ン
ス
ブ
ル
グ
自
由
港
は
ブ
レ
ー
メ
ン
、
エ
ム
デ
ン
な
ど
と
大
体
同
じ
よ
う
な
性
格
の
自
由
港
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
只
こ
の
自
由
港
の

著
し
い
特
徴
は
、
自
由
港
内
に
於
て
も
関
税
港
と
全
く
同
じ
条
件
に
服
す
る
と
い
う
条
件
の
下
に
加
工
製
造
が
認
め
ら
れ
、
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
た
め
自
由
港
内
に
は
小
規
模
な
が
ら
金
剛
砂
紙
及
び
金
剛
砂
布
の
製
造
工
場
と
鉱
物
研
磨
工
場
と
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
造
船
所

も
こ
の
条
件
で
自
由
港
内
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＝
二
、
キ
ー
ル
自
由
港
（
西
ド
イ
ツ
）

　
キ
ー
ル
は
十
三
世
紀
（
一
二
八
四
年
）
に
ハ
ン
ザ
自
由
都
市
同
盟
に
加
入
し
て
バ
ル
ト
海
に
臨
む
一
商
港
市
で
あ
っ
た
が
、
独
逸
統
一
に

よ
っ
て
キ
ー
ル
運
河
と
キ
ー
ル
湾
に
位
置
す
る
重
要
性
か
ら
、
軍
港
と
し
て
第
一
次
大
戦
ま
で
ド
イ
ツ
帝
国
の
最
重
要
軍
事
施
設
と
な
っ
て

い
た
。
第
一
次
戦
後
、
キ
ー
ル
港
内
諸
施
設
が
平
和
的
に
転
換
し
、
市
内
商
工
業
の
発
展
に
伴
い
そ
の
近
接
地
に
自
由
港
区
を
設
定
し
て
、

北
海
と
バ
ル
ト
海
と
を
結
ぶ
貿
易
港
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
今
次
大
戦
に
よ
り
キ
ー
ル
本
港
は
災
害
を
受
け
た
が
、
自
由
港
は
被
害
が
少

か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
恐
ら
く
そ
の
ま
x
自
由
港
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
戦
前
の
状
態
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
と
し
て

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
・
田
港
の
経
営
実
．
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

は
最
も
新
し
い
自
由
港
で
あ
る
た
め
キ
ー
ル
市
の
管
轄
行
政
の
一
と
し
て
管
理
運
曝
し
て
い
た
。
即
ち
そ
の
管
理
は
市
庁
が
関
税
港
と
と
秀

に
直
接
に
こ
れ
を
行
い
、
市
吏
員
が
こ
れ
を
監
督
し
て
い
た
。
私
企
業
は
関
税
港
に
於
け
る
と
同
じ
よ
う
に
地
域
内
に
諸
施
設
を
建
設
し
経
．

営
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
自
由
港
自
体
は
完
全
な
る
市
営
で
あ
っ
た
。
今
日
も
術
自
由
港
．
で
あ
る
と
す
れ
ば
こ
の
経
営
形

態
は
恐
ら
く
変
っ
て
い
ま
い
。

　
キ
ー
ル
自
由
港
は
キ
ー
ル
運
河
通
過
の
船
舶
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
あ
る
た
め
に
、
運
河
の
パ
ル
テ
ッ
ク
海
手
の

口
に
設
け
ら
れ
、
従
て
本
港
と
は
三
哩
ほ
ど
の
距
離
が
あ
る
。

　
キ
ー
ル
自
由
港
の
戦
前
に
於
け
る
機
能
は
都
心
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
故
も
あ
っ
て
制
度
と
し
て
は
甚
だ
自
由
に
な
っ
て
い
た
。
即
ち
、

地
域
内
で
の
小
売
業
や
外
国
品
の
消
費
使
用
な
ど
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
と
同
じ
よ
う
に
許
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
加
工
製
造
は
一
々

税
関
の
特
別
許
可
を
得
れ
ば
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
事
実
上
は
こ
れ
ら
の
作
業
は
殆
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
叉
積
換
、
委
託
貿
易
も
極
め
て

閑
散
で
あ
っ
て
、
自
由
港
の
機
能
を
十
分
に
果
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
今
次
大
戦
後
で
も
大
体
戦
前
と
同
じ
く
積
換
貿
易
は
不
振
で

あ
っ
て
、
搬
出
一
〇
〇
千
屯
程
度
、
搬
入
四
〇
〇
千
屯
程
度
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
四
、
ゼ
ノ
ア
自
由
港
（
イ
タ
リ
ー
）

　
ぜ
ノ
ア
自
由
港
の
創
設
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
遠
く
古
代
に
遡
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
古
代
ぜ
ノ
ア
と
東
部
地
中
海
沿
岸
植
民
地
と
の

間
に
売
買
取
引
が
盛
に
な
る
に
伴
い
、
ぜ
ノ
ア
に
若
干
の
倉
庫
を
建
て
X
他
港
間
の
仲
継
貿
易
に
従
事
し
、
こ
れ
に
依
て
古
代
ぜ
ノ
ァ
共
和

領
は
商
敵
で
あ
る
ヅ
ェ
ニ
ス
共
和
領
を
圧
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
歴
史
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
鼓
に
い
う
意
昧
の
自
由
港
の
軽

蔑
ど
一
致
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
れ
が
自
由
港
の
本
質
で
あ
る
関
税
免
除
の
図
幅
を
主
眼
と
す
る
も
の
で

は
な
く
、
単
に
港
の
利
用
を
一
般
に
解
放
し
た
と
い
う
だ
け
の
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
十
六
世
紀
の
末
葉
世
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界
最
古
の
銀
行
と
謂
わ
れ
且
つ
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
い
て
財
力
の
点
で
支
配
的
勢
力
を
持
っ
て
い
た
ぜ
ノ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
オ
銀
行

（
じ
d
き
雷
融
Q
∩
き
O
ざ
鵡
ご
）
が
ぜ
ノ
ア
港
に
数
棟
の
倉
庫
を
建
て
た
際
、
政
府
は
こ
の
倉
庫
地
域
に
船
舶
を
以
て
す
る
穀
物
の
輸
入
に
対
し

て
関
税
を
免
除
し
た
。
一
六
二
三
年
に
は
こ
の
特
権
は
輸
入
全
品
目
に
及
び
、
吾
々
が
鼓
に
い
う
意
味
の
真
の
自
由
港
は
こ
の
年
に
始
ま
る

と
い
う
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
域
は
後
世
次
第
に
拡
張
さ
れ
、
遂
に
今
日
は
ぜ
ノ
ア
港
の
殆
ど
全
地
域
を
含
む
ほ
ど
に
拡
大
さ
れ
た
Q

し
か
し
、
そ
の
管
理
主
体
は
十
八
世
紀
末
葉
か
ら
十
九
世
紀
初
葉
に
か
け
て
の
政
変
と
戦
争
と
に
よ
っ
て
部
分
的
に
幾
度
か
変
り
、
一
八
〇

五
年
遂
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
よ
り
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
オ
銀
行
の
解
散
が
命
ぜ
ら
れ
、
現
存
の
自
由
港
は
イ
タ
リ
ー
統
一
後
改
め
て
国
王

か
ら
特
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
ぜ
ノ
ア
自
由
港
は
ぜ
ノ
ァ
商
業
会
議
所
の
管
理
権
下
に
あ
る
。
実
際
の
管
理
は
ぜ
ノ
ア
商
業
会
議
所
会
員
五
時
（
無
給
）
か
ら
成

る
自
由
港
管
理
委
員
会
に
依
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
委
員
会
は
有
給
の
事
務
局
長
を
置
き
法
規
の
実
施
、
自
由
港
業
務
の
執
行
、
港
内
労
務

行
政
並
び
に
違
法
行
為
の
懲
罰
を
司
っ
て
い
る
。
但
し
、
委
員
会
の
措
置
に
対
し
て
は
商
業
会
議
所
に
訴
願
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
移
出
入

貨
物
の
取
扱
は
古
い
存
在
で
あ
る
税
関
労
働
者
組
合
（
（
O
§
嚇
G
・
三
四
琶
9
窪
く
き
9
）
の
手
に
依
っ
て
一
切
が
行
わ
れ
て
い
る
。
倉
庫
は
十

二
あ
り
こ
の
う
ち
二
百
年
以
上
経
過
し
た
も
の
が
多
く
、
こ
れ
等
は
全
部
私
有
で
あ
り
委
員
会
の
監
督
下
に
私
企
業
が
こ
の
経
営
に
当
っ
て

い
る
。
こ
れ
以
外
の
施
設
は
委
員
会
の
直
接
管
理
経
営
の
下
に
あ
る
。

　
ぜ
ノ
ァ
自
由
港
は
半
円
形
の
内
港
の
東
南
端
に
位
置
す
る
数
エ
ー
カ
ー
の
狭
い
地
域
で
あ
る
。
域
内
は
倉
庫
と
そ
の
附
属
設
備
で
充
満
し
、

臨
港
鉄
道
は
こ
の
地
域
の
北
端
ま
で
し
か
延
長
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
域
内
は
す
べ
て
小
運
送
に
よ
っ
て
域
外
と
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
即
ち
、
仲
継
貿
易
の
み
を
行
う
よ
う
に
出
来
て
い
る
港
湾
設
備
で
あ
る
。

　
外
国
貨
物
に
対
す
る
す
べ
て
の
処
理
は
自
由
倉
庫
内
に
於
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
自
由
倉
庫
に
於
て
は
貨
物
の
蔵
置
「

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

の
外
、
分
類
、
格
付
、
清
洗
、
包
装
、
再
装
等
の
普
通
処
理
を
行
う
ば
か
り
で
な
く
、
コ
ー
ヒ
ー
、
コ
コ
ア
等
の
精
粉
、
食
料
品
の
壕
罐
詰
、

食
用
油
の
精
製
な
ど
一
般
に
は
工
場
に
於
て
営
ま
れ
る
作
業
を
も
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
う
ち
現
在
盛
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
食
用
油

の
精
製
で
あ
る
。
し
か
し
、
蔵
置
を
許
さ
れ
な
い
貨
物
が
あ
る
。
塩
、
煙
草
、
火
薬
等
爆
発
物
、
燐
寸
、
燈
油
、
硫
黄
、
テ
レ
ピ
ン
油
、
タ

ー
ル
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
、
武
器
、
カ
ル
タ
、
玉
突
用
具
、
貴
重
品
、
、
矛
ク
タ
イ
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
、
手
袋
、
靴
及

び
外
国
産
葡
萄
酒
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
或
は
専
売
品
で
あ
る
と
か
、
或
は
危
険
品
、
腐
敗
し
易
き
品
で
あ
る
と
か
、
歯
舞
は
国
内
産
業
保

護
の
た
め
若
く
は
奢
修
品
で
あ
る
た
め
特
に
高
関
税
を
課
さ
れ
て
い
る
商
品
と
か
で
あ
る
。
委
託
貿
易
は
食
用
油
（
主
に
オ
リ
ー
ゲ
油
）
の

外
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ず
、
大
部
分
は
積
換
貿
易
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
レ
グ
ホ
ー
ン
自
由
港
（
イ
タ
リ
ー
）

　
レ
グ
ホ
ー
ン
港
は
十
八
世
紀
に
は
貿
易
般
盛
を
極
め
た
が
そ
の
後
全
く
衰
微
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
救
わ
ん
が
為
め
に
一
八
五
四
年
外

海
に
半
円
形
の
防
波
提
を
築
い
て
新
港
を
設
け
（
℃
O
円
け
O
　
ツ
引
鐸
O
＜
O
）
、
更
に
一
八
八
三
年
に
そ
の
一
部
を
自
由
港
と
し
小
麦
倉
庫
な
ど
も
増
設

し
た
が
復
興
の
効
果
は
余
り
上
ら
ず
、
現
在
は
主
と
し
て
沿
岸
航
路
港
と
し
て
繁
栄
し
、
叉
外
国
貿
易
で
は
オ
リ
ー
ブ
油
の
貿
易
港
と
し
て

著
名
で
あ
る
。
現
在
自
由
港
は
レ
グ
ホ
ー
ン
市
長
が
任
命
し
た
官
吏
の
監
督
下
に
レ
グ
ホ
ー
ン
・
コ
ン
ム
ユ
ン
（
い
①
σ
q
ぎ
暮
O
。
ヨ
ヨ
§
①
）
が

こ
れ
を
管
理
し
て
い
る
。
し
か
し
、
自
由
港
創
設
以
来
殆
ん
ど
拡
張
改
良
が
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
利
用
度
は
あ
ま
り
発
展
し
て
い
な
い
。

　
自
由
港
の
機
能
は
ぜ
ア
ノ
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
て
、
法
律
的
に
は
制
限
商
品
を
除
き
、
蔵
置
及
び
各
種
の
処
理
が
許
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
コ
ー
ヒ
ー
、
茶
、
砂
糖
、
香
料
、
オ
リ
ー
ヅ
油
の
委
託
及
び
積
換
貿
易
の
外
は
あ
ま
り
盛
で
は
な
い
ゆ
寧
ろ
関
税
港
に
於
け
る
活
動
の

方
が
遙
か
に
輸
出
入
貿
易
の
た
め
繁
栄
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
口
六
、
ナ
ポ
リ
自
由
港
（
イ
タ
リ
ー
）
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商
港
内
の
一
双
提
に
設
け
ら
れ
た
一
般
倉
庫
（
野
σ
q
g
N
・
巨
O
①
器
邑
ぽ
）
の
群
を
中
心
と
し
た
自
由
港
で
あ
っ
て
、
レ
グ
ホ
ー
ン
と
同
じ

く
市
が
直
接
管
理
に
当
っ
て
い
る
。
実
際
に
は
自
由
港
と
い
う
よ
り
は
保
税
倉
庫
と
い
っ
た
方
が
適
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
般
倉

庫
に
蔵
置
さ
れ
て
い
る
貨
物
は
納
税
が
留
保
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
完
全
に
免
除
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
税
関
吏
か
ら
何
等
の
監
督

も
受
け
な
い
と
い
う
性
格
か
ら
こ
れ
を
自
由
港
の
中
に
入
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
規
模
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
倉
庫
内
に
於
て
は
砂
糖
、

コ
苛
ヒ
ー
、
植
物
油
等
の
加
工
、
精
製
が
行
わ
れ
、
外
国
に
再
送
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
製
造
は
他
の
自
由
港
と
同
じ
く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

叉
、
．
こ
れ
ら
の
商
品
は
委
託
貿
易
に
よ
っ
て
搬
出
入
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
搬
入
さ
れ
る
商
品
の
大
部
分
は
そ
の
ま
N
の
形
で
積
換
貿
易

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
七
、
7
イ
ユ
メ
自
由
港
（
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
）

　
フ
ィ
ユ
メ
港
の
所
属
は
歴
史
的
に
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
式
宣
言
に
よ
り
自
由
港
に
な
っ
た
の
は
一
七
二
三
年
掛
ン
ガ
リ
ー
南

部
の
ク
ロ
ア
チ
ア
領
の
と
き
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
と
き
の
自
由
港
は
政
治
的
意
義
に
於
け
る
自
由
港
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の
国
も
こ
の
港

に
於
て
関
税
そ
の
他
の
公
課
を
課
さ
ず
、
叉
干
渉
も
行
わ
な
い
乏
い
う
の
が
建
前
で
あ
っ
て
、
普
通
の
自
由
港
の
よ
う
に
そ
の
国
の
産
業
保

護
を
目
的
と
す
る
関
税
を
免
除
す
る
と
い
5
意
味
の
自
由
港
で
は
な
い
。
　
一
意
七
九
年
ハ
ン
ず
り
」
か
ら
独
立
領
（
6
。
壱
q
。
・
。
・
①
嘘
曇
毒
）

る
特
権
を
得
た
が
そ
の
後
は
戦
争
や
外
交
的
交
渉
な
ど
に
よ
り
、
一
八
〇
三
i
二
二
年
は
フ
ラ
ン
ス
領
、
一
八
一
四
－
二
二
年
は
獣
身

た
ス
ト
リ
ー
領
、
更
に
一
八
二
二
年
に
こ
れ
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
譲
渡
さ
れ
、
一
八
四
九
一
七
〇
年
は
再
び
ク
ロ
ア
チ
ア
領
に
な
り
、
一
八
七

〇
年
以
後
第
一
次
大
戦
ま
で
は
再
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
領
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後
は
一
層
に
外
交
関
係
が
複
雑
を
極
め
、
当
時
国
際
政
治
を

風
靡
し
た
民
族
自
立
の
観
念
に
基
き
、
フ
ィ
ユ
メ
人
ロ
は
イ
タ
リ
ー
人
が
大
半
を
占
め
る
と
い
う
理
由
を
以
て
イ
タ
リ
ー
領
と
な
っ
た
が
、

国
境
に
つ
き
疑
義
を
残
し
、
フ
ァ
シ
ス
ト
政
策
に
よ
り
強
引
に
こ
れ
を
決
定
す
る
ま
で
紛
剰
を
重
ね
た
。
そ
の
聞
一
九
二
七
年
ロ
ー
マ
協
約

　
　
　
　
世
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に
よ
り
フ
ィ
ユ
メ
港
内
の
デ
ル
タ
に
ハ
ン
ず
り
一
に
属
す
る
自
由
地
帯
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
而
し
て
、
今
次
大
戦
に
よ
り
領
土
が
拡
大
さ

れ
た
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
所
属
す
る
自
由
地
帯

も
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
に
帰
属
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
政
治
的
意
義
の
複
雑
性
に
鑑
み
、
ト
リ
エ
ス
ト
と
共
に
依
然
と
し
て
自
由
港
が
港
．

内
に
相
当
広
い
面
積
に
亘
り
残
さ
れ
て
い
る
。

　
フ
ィ
ユ
メ
自
由
港
は
ユ
ー
ゴ
ー
政
府
の
直
接
管
理
下
に
鉄
道
、
港
長
及
び
税
関
が
各
部
門
の
運
営
に
当
っ
て
お
り
、
倉
庫
そ
の
他
の
私
有

施
設
は
そ
の
ま
Σ
に
税
関
所
営
で
私
管
に
な
っ
て
い
る
。
自
由
港
は
二
九
・
五
エ
ー
カ
ー
の
広
さ
を
持
ち
、
岸
壁
大
小
併
せ
て
二
十
八
を
算

え
二
＋
九
棟
の
石
造
倉
庫
が
立
ち
並
び
、
主
要
岸
壁
に
は
鉄
道
を
引
入
れ
、
貯
木
揚
、
石
炭
蔵
置
場
を
持
ち
且
つ
自
由
港
域
に
接
し
て
造
船

所
、
多
く
の
加
工
製
造
工
場
が
あ
る
と
い
う
近
代
的
港
で
あ
る
。

　
フ
ィ
ユ
メ
自
由
港
で
は
製
造
作
業
を
行
い
外
国
貨
物
を
消
費
使
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
作
業
は
イ
タ
リ
ー
の
自

由
港
と
同
等
程
度
に
撃
て
許
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
貨
物
の
包
装
、
そ
の
他
の
各
種
処
理
、
再
委
託
販
売
、
倉
庫
の
賃
貸
、
貨
物
の
競
売
な

ど
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
且
つ
自
由
倉
庫
と
競
争
す
る
す
べ
て
の
業
務
は
一
般
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
税
関
法
中
の
公
安
に
関
す

る
規
定
及
び
港
湾
衛
生
法
規
に
反
す
る
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
他
の
自
由
港
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

　
フ
ィ
ユ
メ
自
由
港
は
一
九
二
六
年
に
ア
ド
リ
ア
チ
ッ
ク
及
び
地
中
海
航
路
定
期
船
の
寄
航
地
と
な
っ
て
か
ら
急
激
に
貨
物
取
扱
量
が
増
加

し
、
殊
に
再
委
託
貿
易
と
積
換
貿
易
と
は
著
し
い
発
展
を
見
て
い
る
。
特
に
目
冨
。
D
§
①
。
・
ヨ
碧
、
・
。
唄
①
寧
冨
8
ぎ
ち
認
に
よ
る
と
、
今
次
大

戦
後
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
は
経
済
五
ケ
年
計
画
を
立
て
Σ
そ
の
再
建
に
遭
冷
し
た
た
め
、
各
種
産
業
の
発
達
は
顕
著
で
あ
り
、
貿
易
相
手

国
も
ア
メ
リ
カ
、
英
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
順
位
を
以
て
、
一
九
五
〇
年
に
は
輸
出
入
と
も
戦
前

の
二
倍
以
上
に
上
る
進
展
を
な
し
て
い
る
。
自
由
港
の
活
動
も
こ
れ
に
比
例
し
て
い
る
も
の
と
絶
せ
ら
れ
る
。
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一
八
、
ト
リ
エ
ス
ト
自
由
港
（
自
由
領
、
帰
属
未
定
）

　
ト
リ
エ
ス
ト
港
は
ア
ド
リ
ア
チ
ッ
ク
海
の
最
北
端
に
位
置
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
i
及
び
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
グ
ィ
ア
に
と
っ
て
は
極
め
て
重
要
な

商
港
で
あ
る
。
自
由
港
は
新
旧
二
士
か
ら
な
り
、
新
港
は
イ
タ
リ
ー
領
に
な
っ
て
か
ら
エ
マ
ヌ
エ
レ
、
フ
ィ
リ
ベ
ル
ト
港
用
。
詳
。
国
老
§
器
ず

票
＝
げ
①
詳
o
U
ロ
0
9
血
。
＞
o
。
。
欝
・
）
　
と
呼
ば
れ
、
旧
枇
港
は
ヅ
ィ
ッ
ト
リ
ォ
・
エ
マ
ヌ
エ
レ
三
世
港
（
℃
o
旨
。
＜
躍
8
ユ
。
切
藁
㊤
冨
口
辺
①
図
目
し
　
と
称
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
ト
リ
エ
ス
ト
自
由
港
は
地
積
一
〇
三
月
ー
カ
ー
で
あ
っ
て
近
代
的
施
設
を
も
ち
、
外
国
船
舶
は
こ
の
た
め
寧
ろ
旧
港
に
蝟
集
す
る
傾
向
が

あ
る
。
即
ち
、
エ
マ
ヌ
エ
レ
三
世
港
に
は
八
七
基
の
電
動
式
ク
レ
ー
払
を
有
し
、
そ
の
う
ち
四
基
は
三
智
、
他
は
一
寸
二
叉
は
二
期
半
で
あ

る
。
こ
の
外
八
八
台
の
移
動
ク
レ
ー
ン
及
び
四
基
の
倉
庫
屋
上
に
据
付
け
た
固
定
水
圧
ク
レ
ー
ン
が
あ
る
。
エ
マ
ヌ
エ
レ
・
フ
ィ
リ
ベ
ル
ト

港
の
方
に
は
二
四
基
の
電
動
式
ク
レ
ー
ン
が
あ
り
、
う
ち
四
三
は
三
筆
、
二
〇
基
は
一
屯
半
で
あ
る
。
叉
、
倉
庫
に
は
一
六
基
の
電
動
式
ク

レ
ー
ン
が
据
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
自
由
港
に
於
け
る
荷
役
は
関
税
港
よ
り
も
蓬
か
に
能
率
が
高
い
。

　
ト
リ
エ
ス
ト
自
由
港
の
管
理
運
営
は
今
次
大
戦
後
置
に
変
更
さ
れ
た
と
い
う
何
等
の
報
告
も
得
て
い
な
い
か
ら
、
従
前
通
り
に
ト
リ
エ
ス

ト
自
由
領
の
公
共
企
業
体
で
あ
る
公
共
倉
庫
が
そ
の
ま
N
全
面
的
に
管
理
運
営
し
て
い
る
も
の
と
信
じ
る
。
写
り
と
す
れ
ば
、
公
共
倉
庫
は

貨
物
が
船
舶
叉
は
鉄
道
か
ら
卸
さ
れ
た
と
き
か
ら
船
舶
叉
は
鉄
道
に
よ
っ
て
積
出
さ
れ
る
ま
で
の
一
切
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。

即
ち
、
一
般
監
督
を
行
う
と
共
に
貨
物
の
積
卸
、
港
内
運
搬
、
及
び
積
換
、
並
び
に
倉
庫
業
務
を
取
扱
い
、
叉
港
内
に
あ
る
間
の
保
険
業
務

を
行
5
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
海
上
輸
送
業
務
は
港
務
官
が
管
理
し
、
鉄
道
業
務
は
公
共
倉
庫
と
国
有
鉄
道
と
が
協
同
し
て
こ
れ
を

行
っ
て
い
る
。
公
共
倉
庫
の
業
務
は
直
接
行
う
も
の
も
あ
れ
ば
別
に
運
営
委
員
会
を
設
け
叉
は
他
の
機
関
に
委
託
し
て
行
わ
し
め
て
い
る
も

の
も
あ
る
、
例
え
ば
最
も
重
要
で
あ
る
倉
庫
業
務
は
政
府
、
市
、
商
業
会
議
所
、
鉄
道
、
公
営
事
業
局
、
船
主
協
会
、
ト
リ
エ
ス
ト
運
送
代
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理
店
委
員
会
及
び
港
湾
労
働
者
協
会
の
各
代
表
か
ら
成
る
一
委
員
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
は
倉
庫
業
務
の
一
般
運
営

に
当
る
と
共
に
各
委
員
は
そ
れ
ぐ
の
代
表
す
る
立
場
か
ら
部
課
を
設
け
直
接
の
経
営
に
当
っ
て
い
る
。

　
ト
リ
エ
ス
ト
自
由
港
の
性
格
は
イ
タ
リ
ー
の
他
の
自
由
港
の
そ
れ
と
大
差
な
く
、
商
品
本
来
の
品
質
を
変
更
し
な
い
業
務
即
ち
製
造
を
除

く
他
の
作
業
は
許
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
倉
庫
内
で
行
わ
れ
て
い
る
主
な
る
作
業
は
煙
草
の
仕
分
、
清
浄
、
包
装
、
コ
ー
ヒ
ー
の
清
洗
、
仕

分
、
処
理
、
包
装
、
及
び
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ド
）
の
組
立
で
あ
を
。
積
換
貿
易
は
輸
出
入
．
の
約
一
割
以
下
の
量
で
あ
っ
て
、
南
北
ア
メ
リ
カ

と
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ブ
ィ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
i
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
方
と
の
間
の
積
換
が
主
で
あ
り
、
石
炭
、
穀
物
、
小
麦
粉
、
米
、
油
類
、
野

菜
、
．
鉱
物
、
煙
草
な
ど
が
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
闘
九
、
カ
デ
ィ
ス
自
由
港
（
ス
ペ
イ
ン
）

　
カ
デ
ィ
ス
港
は
ス
ペ
イ
ン
南
岸
大
西
洋
側
に
あ
る
古
港
で
あ
っ
て
、
こ
の
港
の
中
に
あ
る
自
由
港
は
一
九
一
四
年
十
月
二
十
日
附
の
自
由

地
帯
（
N
O
冨
㊤
　
］
『
同
9
冨
O
O
）
　
に
関
す
る
勅
令
に
よ
つ
て
創
設
さ
れ
、
　
一
九
一
七
年
八
月
四
日
附
の
勅
令
を
以
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
信
託
及
船
渠
会
社

（
9
a
ぎ
関
∪
。
。
駐
山
①
じ
d
賀
8
一
。
舜
）
に
そ
の
管
理
運
営
を
な
さ
し
め
て
い
る
。
自
由
地
帯
は
商
港
の
北
部
に
あ
る
第
三
突
堤
（
長
さ
四
四

〇
米
）
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
べ
ー
ス
ン
の
水
深
約
七
米
、
貨
物
の
積
卸
、
蔵
置
は
他
国
の
自
由
港
と
同
じ
く
無
税
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
の

自
由
港
に
於
て
外
国
貨
物
を
無
税
で
搬
出
入
で
き
る
と
い
う
特
典
は
、
他
国
の
場
合
に
比
べ
る
と
そ
の
意
義
が
甚
だ
異
っ
て
い
る
。
ス
ペ
イ

ン
で
は
一
般
的
に
港
に
於
け
る
貨
物
の
積
込
、
積
卸
に
対
し
て
運
送
税
（
堅
き
旨
。
g
塗
℃
。
H
醇
）
を
課
し
、
発
着
港
を
ス
ペ
イ
ン
の
港
相

互
間
、
ス
ペ
イ
ン
以
外
の
欧
洲
各
国
と
ス
ペ
イ
ン
の
港
と
の
間
、
そ
の
他
の
港
と
ス
ペ
イ
ン
の
港
と
の
間
な
ど
数
毅
に
区
分
し
て
そ
の
率
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
自
由
港
に
於
て
は
す
べ
て
こ
れ
等
の
税
を
免
れ
る
こ
と
x
な
る
の
で
、
そ
の
効
用
は
甚
だ
大
き
い
。
し
か

し
、
カ
デ
ィ
ス
自
由
港
に
於
け
る
積
換
貿
易
は
振
わ
ず
、
僅
か
に
石
炭
の
積
換
、
船
用
品
の
積
込
な
ど
が
盛
に
行
わ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
、
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る
。
但
し
、
タ
バ
コ
は
輸
入
禁
止
品
で
あ
る
た
め
、
自
由
港
へ
の
搬
入
は
厳
重
な
監
督
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
カ
デ
ィ
ス
自
由
港
に
於
て
は
、
他
の
ス
ペ
イ
ン
自
由
港
と
共
通
に
、
商
品
の
品
質
を
本
質
的
に
変
化
さ
せ
る
製
造
を
除
き
、
商
品
の
価
値

を
増
加
さ
せ
る
加
工
、
精
製
は
一
般
的
に
許
さ
れ
て
い
る
。
自
由
港
利
用
者
か
ら
自
由
港
内
で
製
造
工
業
を
行
い
得
る
よ
う
運
動
が
起
り
、

こ
れ
が
永
い
間
に
亘
っ
て
続
け
ら
れ
た
が
遂
に
政
府
の
許
可
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
現
在
カ
デ
ィ
ス
自
由
港
に
許
さ
れ
て
い
る
作
業

は
一
般
貨
物
の
改
装
と
仕
分
と
混
合
、
コ
ー
ヒ
ー
及
び
コ
コ
ア
の
除
湿
と
焙
煎
、
皮
革
の
客
年
と
加
工
、
製
材
、
羊
毛
の
洗
漁
と
手
入
れ
、

植
物
油
の
搾
油
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、
ア
ル
メ
リ
ア
自
由
港
（
ス
ペ
イ
ン
）

　
ア
ル
メ
リ
ア
自
由
港
は
一
九
二
二
年
二
月
二
十
日
附
の
勅
令
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
商
館
の
ア
ル
メ
リ
ア
港
商
業
倉
庫
会
社
（
O
。
巨
霊
巳
土
器

∪
①
℃
。
玲
。
。
。
6
。
ヨ
巨
臼
9
巴
①
ω
自
①
一
窟
霞
8
留
≧
ヨ
①
訟
㊤
・
）
が
こ
れ
を
管
理
す
る
こ
と
を
特
許
さ
れ
た
。
同
会
社
は
資
本
金
百
万
ペ
セ
タ
を
以

て
一
九
二
一
年
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
勅
令
に
は
特
許
の
条
件
と
し
て
次
の
事
項
が
規
定
し
て
あ
る
。

　
（
一
）
　
外
国
か
ら
直
接
輸
送
し
て
来
た
貨
物
の
貯
蔵
用
倉
庫
は
、
国
家
の
牧
入
及
び
国
内
商
業
の
利
益
を
保
全
す
る
目
的
の
た
め
に
、
内

国
貨
物
貯
蔵
用
倉
庫
か
ら
完
全
に
隔
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
二
）
　
税
関
当
局
が
必
要
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
設
及
び
調
停
、
警
備
に
関
す
る
税
関
の
費
用
は
会
社
が
負
担
す
る
。

　
（
三
）
　
会
社
は
貿
易
倉
庫
の
管
理
に
関
す
る
総
べ
て
の
現
行
一
般
取
締
法
規
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
貨
物
収
容
期
間
は
一

般
保
税
倉
庫
と
同
じ
く
満
四
年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
四
）
　
倉
庫
施
設
は
三
年
以
内
に
完
成
す
べ
き
こ
と
。

　
（
五
）
　
政
府
は
商
品
の
貯
蔵
そ
の
他
か
、
ら
生
ず
る
如
何
な
る
責
任
を
も
負
担
し
な
い
。
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営
実
態

　
ア
ル
メ
リ
ア
臥
由
港
も
ス
ペ
イ
ン
自
由
港
共
通
の
性
格
と
し
て
倉
庫
を
主
体
と
す
る
自
由
港
で
あ
り
、
ア
ル
メ
リ
ア
港
の
一
突
堤
と
倉
庫

と
か
ら
成
立
っ
小
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
自
由
港
に
許
さ
れ
た
作
業
も
全
く
ヵ
デ
ィ
ス
自
由
港
と
同
じ
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
利
用
は

少
く
、
且
つ
積
換
貿
易
も
余
り
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
一
＝
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
由
港
（
ス
ペ
イ
ン
）

　
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
由
港
は
一
九
〇
一
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
貿
易
海
運
会
議
所
（
9
舞
田
匙
①
9
至
公
。
早
雪
く
①
σ
q
亀
8
）
が
先
ず
自
由
港
設
置

に
つ
き
調
査
研
究
を
な
し
て
政
府
に
結
果
を
報
告
し
、
一
九
一
五
年
に
至
っ
て
更
に
同
会
議
所
が
そ
の
設
立
を
政
府
に
要
求
す
る
に
至
っ
た

の
で
、
一
九
一
六
年
十
月
二
十
日
付
の
勅
令
及
び
一
九
一
七
年
十
二
月
七
日
付
の
勅
令
に
よ
り
、
一
九
二
一
年
六
月
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
港
内
に

二
棟
の
倉
庫
を
主
体
と
す
る
自
由
倉
庫
（
O
①
℃
。
。
。
ぎ
即
き
8
）
と
し
て
発
足
し
た
。
勅
許
さ
れ
た
管
理
母
体
は
始
め
は
バ
ル
セ
p
ナ
自
由
倉

庫
組
合
（
O
o
霧
自
。
ざ
密
一
〇
①
喝
。
ω
騨
。
津
睾
8
留
し
d
・
。
旨
①
一
9
δ
）
と
称
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
後
こ
れ
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
由
港
組
合
（
O
。
苧

。・

B
唇
δ
山
野
宅
窪
8
川
明
零
。
豪
し
u
舘
8
δ
旨
）
と
改
称
し
、
そ
の
実
際
の
運
営
は
一
八
八
一
年
の
創
設
に
係
わ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
金
融
倉
庫
会

社
（
9
①
爵
。
図
∪
8
訂
鮎
①
ご
ご
碧
8
一
8
暫
）
に
一
任
し
た
。
第
一
次
大
戦
後
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
異
常
な
経
済
的
僧
号
を
遂
げ
て
工
業
都
市
と
な

り
、
繊
維
工
業
、
化
学
工
業
、
金
属
機
械
工
業
が
興
っ
て
著
し
い
発
達
を
し
た
た
め
、
一
九
二
七
年
に
至
り
、
自
由
倉
庫
だ
け
を
主
体
と
す

る
自
由
港
は
当
時
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
商
業
的
繁
栄
の
状
態
か
ら
見
て
狭
き
に
失
す
る
と
考
え
て
規
則
を
改
正
し
、
且
つ
自
由
港
内
に
於
け
る

作
業
を
拡
張
許
可
し
た
。
即
ち
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
自
動
車
部
分
品
を
搬
入
し
、
こ
れ
を
組
立
て
る
工
揚
の
設
立
を
許
可
し
た
こ
と
が
こ
れ
で

あ
る
。
自
動
車
組
立
以
外
の
処
理
作
業
に
つ
い
て
も
同
様
に
こ
れ
を
許
可
す
る
旨
の
規
則
改
正
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
由
港
内
に
於
て

な
し
得
る
作
業
は
品
物
の
本
質
を
変
化
さ
せ
な
い
限
度
に
於
け
る
処
理
作
業
ぽ
か
り
で
な
く
、
コ
ブ
ラ
そ
の
他
種
子
か
ら
搾
油
す
る
作
業
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
業
は
自
由
倉
庫
内
に
於
て
は
実
施
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
自
由
倉
庫
内
に
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於
て
は
依
然
と
し
て
搬
出
商
品
鳳
搬
入
の
と
き
の
状
態
の
ま
x
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
作
業
を
行
う

た
め
に
は
別
に
工
揚
施
設
を
な
す
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
地
域
で
は
狭
き
に
過
ぎ
る
の
で
、
一
九
二
九
年
旧

港
の
南
部
ロ
ブ
レ
ガ
ー
ト
河
口
に
新
に
自
由
港
を
設
け
る
相
当
農
大
な
長
期
計
画
を
建
て
た
が
、
一
九
三
六
年
以
降
の
内
乱
、
第
二
次
大
戦

と
打
続
い
た
た
め
未
だ
実
現
を
見
ず
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
由
港
は
依
然
と
し
て
自
由
倉
庫
の
形
態
を
続
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
．
二
二
、
ビ
ル
バ
オ
自
由
港
（
ス
ペ
イ
ン
）

　
ピ
ル
バ
ォ
港
は
ビ
ス
ケ
1
湾
に
面
し
て
．
最
も
繁
栄
し
て
い
る
重
「
要
港
で
あ
っ
て
、
域
－
考
パ
オ
市
が
ス
ペ
4
ゾ
随
一
の
鉄
工
業
地
帯
を
成
し

で
い
る
関
係
上
、
そ
の
貿
易
は
石
炭
の
輸
入
、
鉄
の
輸
出
を
以
て
主
体
と
し
て
い
る
。
自
由
港
は
、
昂
ル
ヅ
イ
オ
ン
河
口
（
ヴ
｛
①
H
＜
一
〇
昌
　
切
●
）
の

・
サ
ン
ト
ル
ス
（
Q
∩
騨
昌
け
嘗
円
O
①
）
に
あ
る
ビ
ル
バ
オ
外
港
の
う
ち
の
限
ら
れ
た
小
地
域
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
一
九
一
八
年
七
月
三
十
日
の
勅
令
を
以
て
ビ
〃
パ
オ
に
自
由
港
を
設
置
す
る
旨
決
定
さ
れ
た
が
、
関
税
法
規
か
ら
除
外
さ
れ
た
自
由
港
の

．
設
置
は
国
内
産
業
を
圧
迫
す
る
と
い
ヶ
理
由
を
以
て
奥
地
都
市
か
ら
猛
烈
な
反
対
に
遭
い
、
こ
れ
が
沿
岸
都
市
と
妥
協
の
結
果
自
由
港
の
特

長
を
骨
抜
に
し
て
し
ま
い
、
実
態
は
保
税
倉
庫
に
近
い
施
設
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
正
規
の
名
称
も
ビ
ル
バ
オ
自
由
地
帯
（
N
。
轟
美
き
8

奇
一
田
ぎ
p
。
）
で
あ
る
。
従
っ
て
自
由
港
と
い
う
よ
り
は
自
由
倉
庫
と
呼
ぶ
こ
と
の
方
が
寧
ろ
適
当
で
あ
る
。

　
ビ
ル
バ
オ
自
由
地
帯
は
ビ
ス
ケ
ー
州
議
会
、
商
工
海
運
会
議
所
及
び
ビ
ル
バ
オ
市
港
湾
委
員
会
の
三
機
関
か
ら
成
る
組
合
（
〔
マ
）
一
P
ω
O
円
甘
一
＝
日
）

の
管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
執
行
機
関
と
し
て
は
（
一
）
照
応
会
長
及
び
議
員
四
人
（
任
期
二
年
）
（
二
）
商
業
会
議
所
会
頭
、
港

湾
委
員
会
議
長
並
び
に
任
期
三
年
の
こ
の
二
機
関
の
代
表
者
各
四
人
か
ら
成
る
委
員
会
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
の
仕
事
は
（
一
）
公
私
裁
判

事
件
の
調
停
（
二
）
従
業
員
の
雇
傭
解
雇
労
銀
の
決
定
（
三
）
土
地
建
物
機
械
そ
の
他
設
備
の
貸
借
購
入
（
四
）
建
設
作
業
の
実
施
及
び
資

材
の
供
給
（
五
）
補
助
金
寄
附
金
遺
贈
金
の
契
約
及
び
承
認
、
公
私
契
約
の
締
結
（
五
）
貸
付
、
保
証
、
商
品
の
受
託
並
び
に
発
註
及
び
保

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

険
の
契
約
保
証
（
六
）
倉
敷
料
そ
の
他
使
用
料
、
料
金
等
の
決
定
等
で
あ
る
。

　
ビ
ル
バ
オ
自
由
港
は
ビ
ル
バ
オ
港
の
北
西
端
の
ナ
ン
ト
ル
ス
の
地
に
約
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
割
き
陸
地
を
、
創
り
取
る
方
式
で
出
来
上
っ

た
地
帯
で
あ
る
。
倉
庫
は
四
棟
、
総
延
坪
一
二
、
0
0
0
平
方
米
、
こ
れ
に
若
干
の
附
属
建
物
が
あ
る
。
．
こ
の
自
由
港
の
特
長
は
、
地
帯
外

に
あ
る
オ
イ
ル
・
タ
ン
ク
か
ら
自
由
港
岸
壁
ま
で
パ
イ
プ
が
引
か
れ
て
お
り
、
船
舶
が
石
油
を
直
接
吸
出
入
出
来
る
施
設
の
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
規
則
上
自
由
港
に
於
て
許
さ
れ
た
作
業
と
制
限
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
由
港
と
全
く
伺
じ
で
あ
り
、
従
て
作
業
の
た
め
の
特
別
建
物
を
建
て

る
余
地
の
な
い
港
域
で
は
、
事
実
上
こ
れ
ら
作
業
が
興
り
得
な
い
事
情
に
あ
る
。
殊
に
、
船
舶
の
君
子
作
業
が
関
税
港
の
場
合
と
全
く
同
じ

取
扱
に
な
っ
て
お
り
、
自
由
倉
庫
に
入
る
ま
で
は
総
べ
て
税
関
の
監
督
下
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
自
由
性
は
極
め
て
狭
い
。
こ
の
た

め
か
、
自
由
港
を
利
用
す
る
仲
継
貿
易
は
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
二
三
、
サ
ン
タ
ン
デ
ル
自
由
港
（
ス
ペ
イ
ン
）

　
サ
ン
タ
ン
デ
ル
港
は
ビ
ス
ケ
i
湾
に
面
す
る
入
江
に
臨
ん
で
い
る
良
港
で
あ
っ
て
、
自
由
港
は
一
九
二
三
年
に
開
設
さ
れ
、
州
議
会
、
サ

ン
タ
ン
デ
ル
市
庁
、
商
業
会
議
所
、
港
湾
建
設
局
、
ナ
ン
タ
ン
デ
ル
銀
行
並
び
に
メ
ル
カ
ン
チ
ル
銀
行
の
各
代
表
者
を
以
て
構
成
す
る
組
合

に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
自
由
港
地
域
の
面
積
は
凡
そ
六
・
二
ヘ
ク
タ
γ
ル
、
長
さ
二
五
〇
米
と
一
六
〇
米
の
岸
壁
を
具
え
、
大
倉
庫
の
外
に
各
種
石
油
の
貯
蔵
タ

ン
ク
四
二
個
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
自
由
港
内
に
於
て
許
さ
れ
た
作
業
は
他
の
ス
ペ
イ
ン
．
の
自
由
港
と
同
じ
条
件
で
同
じ
種
目
で
あ
る
が
、

事
実
上
は
石
油
の
ド
ラ
ム
鐘
詰
以
外
は
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ナ
ソ
タ
ン
デ
ル
自
由
港
の
特
徴
は
寧
ろ
積
換
貿
易
に
あ
る
。

即
ち
、
チ
リ
硝
石
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
穀
物
、
中
米
の
ヵ
カ
ォ
、
中
米
及
び
ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
、
合
衆
国
か
ら
の
自
動
車
、
合
衆

国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
独
逸
か
ら
の
機
械
類
、
合
衆
国
及
び
ソ
連
か
ら
の
ガ
ソ
リ
ン
、
同
じ
く
石
油
、
潤
滑
油
、
燃
料
油
な
ど
が
こ
の
自
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由
港
に
於
て
積
換
え
ら
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
送
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
四
、
ヴ
イ
ゴ
自
由
港
（
ス
ペ
イ
ン
）

　
ヅ
イ
ゴ
は
ス
ペ
イ
ン
の
西
大
西
洋
側
に
あ
る
港
で
あ
っ
て
大
西
洋
航
路
の
寄
航
地
で
あ
る
。
自
由
港
は
一
九
一
八
年
十
月
二
十
二
日
の
勅

令
に
基
い
て
設
定
さ
れ
た
が
一
実
際
に
設
置
さ
れ
た
の
は
五
年
後
の
一
九
二
三
年
四
月
置
あ
る
。
こ
の
自
由
港
も
主
体
は
自
由
倉
庫
で
あ
っ

て
、
ヅ
イ
ゴ
市
庁
、
商
業
会
議
所
、
公
営
建
設
局
、
及
び
民
間
か
ら
送
ら
れ
た
代
表
を
以
て
構
成
す
る
組
合
に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い

る
。
法
律
に
よ
り
自
由
港
内
に
於
て
許
さ
れ
た
作
業
は
他
の
ス
ペ
イ
ン
自
由
港
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
地
域
が
狭
量
で
あ
り
自
由
倉
庫
だ

け
で
殆
ど
余
地
が
な
い
た
め
、
処
理
作
業
は
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
積
換
貿
易
も
余
り
盛
で
は
な
く
、
僅
に
ア
メ
リ
カ
の
原
棉
が
こ
x
で

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
仲
継
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
五
、
サ
ロ
ニ
カ
（
テ
ツ
サ
ロ
ニ
キ
）
自
由
港
（
ギ
リ
シ
ャ
）

　
第
一
次
大
戦
前
は
ア
ド
リ
ア
チ
ッ
ク
海
に
港
を
持
た
ぬ
セ
ル
ビ
ヤ
の
唯
一
の
使
用
港
で
あ
り
戦
前
（
一
九
一
四
年
春
）
既
に
セ
ル
ビ
ヤ
と

ギ
リ
シ
ャ
と
の
問
に
自
由
港
区
設
置
の
協
定
が
成
立
し
て
い
た
が
、
大
戦
に
よ
っ
て
こ
の
実
施
は
中
止
と
な
っ
た
。
セ
ル
ビ
ャ
は
講
和
条
約

に
よ
っ
て
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
に
発
展
し
ア
ド
リ
ア
チ
ッ
ク
海
に
面
す
る
地
域
を
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
猶
エ
ー
ゲ
海
へ
の

出
口
を
熱
望
し
た
た
め
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
と
ギ
リ
シ
ャ
と
の
間
に
一
九
二
三
年
五
月
十
日
ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
に
於
て
協
定
が
成
立
し
て
、

サ
ロ
ニ
カ
港
に
一
地
域
を
劃
し
て
向
後
五
十
年
間
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
が
租
借
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
、
主
権
は
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ

ィ
ア
に
あ
る
が
、
行
政
権
は
ギ
リ
シ
ャ
の
税
関
当
局
が
握
る
こ
と
X
な
っ
た
。
こ
の
地
域
の
土
地
の
う
ち
公
有
地
は
無
償
譲
渡
で
あ
る
が
、

．
私
有
地
に
対
し
て
は
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
政
府
が
ギ
リ
シ
ャ
政
府
を
通
じ
て
こ
れ
を
買
牧
し
た
。
斯
く
し
て
サ
ロ
ニ
カ
港
は
両
国
支
配
の

下
に
あ
る
港
と
な
り
、
従
っ
て
一
九
二
五
年
向
港
に
自
由
地
帯
が
設
置
さ
れ
た
と
き
も
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ブ
ィ
ア
自
由
地
帯
と
ギ
リ
シ
ャ
自

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
臨
港
の
経
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

由
地
帯
と
の
二
つ
に
分
た
れ
て
管
理
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
但
し
協
定
に
よ
る
と
両
地
帯
と
も
全
く
同
じ
条
件
を
以
て
貿
易
、
海
運
、

倉
庫
等
の
業
務
を
取
扱
い
、
殊
に
貨
物
に
就
て
は
相
互
に
何
等
妨
害
せ
ず
平
等
の
条
件
の
下
に
両
国
内
に
出
入
を
許
す
こ
と
に
な
っ
た
。
然

る
に
両
国
の
国
際
関
係
は
何
時
ま
で
も
同
一
点
に
止
ま
っ
て
居
ら
ず
、
間
も
な
く
起
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
政
情
の
激
変
と
新
政
府
の
協
定
不
漁
行

の
た
め
上
記
の
協
定
は
正
式
に
は
実
行
に
移
さ
れ
ず
、
唯
実
質
的
に
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
政
府
の
直
轄
港
ど
し
て
同
国
官
吏
が
自
国
白
月
由

地
帯
を
管
理
し
て
い
る
。
即
ち
、
行
政
官
一
名
技
師
一
名
事
務
官
二
名
税
関
吏
一
名
鉄
道
官
一
名
港
長
一
名
税
関
看
視
五
名
即
ち
僅
か
十
二

名
を
以
て
管
理
に
従
事
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　
サ
ロ
ニ
ヵ
の
ギ
リ
ジ
や
自
由
地
帯
は
最
初
一
九
一
四
年
十
二
月
七
日
の
法
律
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
一
九
一
五
年
九
月
二
十
八
日
の
命
令

に
よ
り
そ
の
限
界
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
時
で
あ
っ
た
た
め
実
施
が
延
期
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
六
月
に
至
っ
て
当
時
の
大
蔵
省
は
、
マ

セ
ド
ニ
ア
総
督
に
対
し
サ
ロ
ニ
カ
港
の
一
部
に
自
由
地
帯
を
設
け
る
た
め
に
サ
ロ
ニ
ヵ
商
業
会
議
所
及
び
サ
ロ
ニ
カ
の
商
業
協
会
に
協
力
し
、

且
つ
右
建
設
に
要
す
る
予
算
を
提
出
す
る
よ
う
指
令
し
た
。
一
九
二
三
年
二
月
サ
ロ
ニ
カ
商
業
会
議
所
は
自
由
地
帯
に
関
す
る
財
界
の
意
見

書
を
大
蔵
省
に
提
出
し
、
こ
れ
に
基
い
て
一
九
一
四
年
の
法
律
を
修
正
し
て
「
サ
ロ
一
州
自
由
地
帯
委
員
会
法
」
を
作
り
こ
の
自
由
地
帯
委

員
会
に
よ
り
速
急
に
建
設
事
業
に
乗
り
出
し
、
旧
令
に
よ
る
地
域
の
変
更
、
自
由
地
帯
の
管
理
方
法
な
ど
を
定
め
て
一
九
二
五
年
十
月
十
九

日
自
由
地
帯
の
実
質
的
開
港
を
行
う
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
地
域
は
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
自
由
地
帯
を
丁
度
囲
賊
す
る
形
に
な
り
、
こ
の

点
で
も
後
者
の
活
動
を
著
し
く
制
限
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
機
構
は
日
冨
Q
∩
寅
8
ω
日
窪
。
・
。
磯
＄
7
じ
d
。
。
F
同
O
総
に
よ
る
と
今
次
大

戦
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
ず
馬
ギ
リ
シ
ャ
自
由
地
帯
が
陸
士
二
三
・
五
エ
ー
カ
ー
、
水
域
一
六
エ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
、
イ

ア
自
由
地
帯
が
陸
短
足
エ
ー
カ
ー
、
水
域
三
・
四
エ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
依
然
と
し
て
戦
前
の
状
態
を
続
け
て
い
る
も
の
と
申
せ
ら
れ

る
。
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ナ
ロ
ニ
キ
カ
に
於
け
る
ギ
リ
シ
ャ
自
由
地
帯
は
前
記
法
律
に
よ
る
委
員
会
（
ポ
ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
）
が
こ
れ
を
管
理
し
て
い
る
。
こ

の
委
員
会
は
十
二
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
サ
ロ
ニ
ヵ
市
代
表
一
名
、
サ
ロ
ニ
カ
商
業
会
議
所
代
表
者
二
名
、
サ
ロ
ニ
カ
の
財
界
有

力
者
団
体
代
表
者
一
名
、
サ
ロ
一
盛
工
業
家
協
会
代
表
者
一
名
、
サ
ロ
ニ
ヵ
の
公
営
事
業
検
査
官
、
サ
ロ
混
織
税
関
長
、
サ
ロ
ニ
置
薬
長
、

国
有
鉄
道
監
、
マ
セ
ド
ニ
ア
総
督
か
ら
指
令
さ
れ
た
高
級
官
吏
、
ギ
リ
シ
ャ
中
央
政
府
大
蔵
省
代
表
者
並
に
ギ
リ
シ
ャ
国
立
銀
行
サ
ロ
ニ
カ

麦
店
長
が
こ
れ
で
あ
る
。
委
員
会
は
埠
頭
の
外
、
九
棟
の
上
屋
、
七
棟
の
普
通
倉
庫
、
三
十
棟
の
私
営
倉
庫
（
官
有
倉
庫
を
銀
行
そ
の
他
私

営
企
業
に
貸
与
し
た
る
も
の
）
、
そ
の
他
大
小
の
各
種
設
備
を
管
理
し
運
営
し
て
い
る
が
、
港
湾
警
備
は
税
関
が
直
接
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
自
差
地
帯
は
単
に
エ
ー
ゲ
海
と
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
本
土
と
を
結
ぶ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
の
意
義
が
重
要
で
あ

っ
て
、
自
由
港
と
し
て
の
意
義
は
経
済
的
に
は
淡
く
、
寧
ろ
ギ
リ
シ
ャ
官
憲
の
干
渉
を
排
除
す
る
と
い
う
政
治
的
意
義
の
方
が
濃
厚
で
あ
る
。

こ
の
地
帯
は
ギ
リ
シ
ャ
の
自
由
地
帯
に
囲
綾
さ
れ
て
お
り
、
一
九
二
三
年
の
協
定
の
際
に
も
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
は
こ
の
点
に
つ
き
強
硬
．

な
抗
議
を
な
し
て
い
る
。
即
ち
、
第
一
に
は
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
の
自
由
地
帯
は
狭
き
に
失
し
海
上
交
通
の
上
か
ら
い
っ
て
麦
障
が
あ
る

こ
と
、
第
二
に
は
ギ
リ
シ
ャ
地
帯
に
包
囲
さ
れ
て
い
る
た
め
サ
壁
越
カ
市
街
と
直
接
連
絡
が
出
来
な
い
こ
と
、
第
三
に
は
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ

ィ
ァ
に
と
σ
政
治
上
経
済
上
極
め
て
重
要
で
あ
る
ナ
ロ
ニ
カ
ー
ゲ
ウ
ゲ
リ
（
。
∩
昏
巳
鉱
6
器
く
σ
q
⇔
①
＝
）
間
の
鉄
道
所
有
権
が
確
定
し
な
い
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
鉄
道
は
フ
ラ
ン
ス
の
調
停
に
よ
り
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
に
対
し
二
千
万
フ
ラ
ン
を
以
て
譲
渡
す
る
こ
と
x

な
っ
て
こ
の
点
は
解
決
し
た
。
し
か
し
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
の
地
帯
内
で
港
湾
事
務
に
従
事
す
る
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
の
官
吏
は
、

す
べ
て
ギ
リ
シ
ャ
地
帯
の
港
長
の
監
督
下
に
置
か
れ
る
こ
と
k
な
っ
た
。

　
ギ
リ
シ
ャ
自
甲
地
帯
は
岸
壁
の
長
さ
一
、
四
三
三
米
、
水
深
一
〇
米
、
移
動
ク
レ
ー
ン
一
〇
屯
一
基
、
四
屯
二
基
、
一
且
乃
至
射
乳
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ク
レ
ー
ン
五
基
を
持
ち
相
当
の
荷
役
力
が
あ
る
。
但
し
給
炭
の
特
別
施
設
は
な
く
、
叉
給
油
も
ド
ラ
ム
錐
に
よ
っ
て
補
給
す
る
程

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

度
で
あ
る
。
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヅ
ィ
ア
の
地
帯
の
施
設
は
こ
れ
よ
り
蓬
か
に
劣
っ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
サ
ロ
紅
型
自
由
港
に
於
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
商
品
は
両
国
地
帯
と
も
略
同
じ
で
あ
っ
て
、
穀
類
、
穀
粉
、
砂
糖
、
皮
革
、
石
油
、
植
物
油
、

鉄
鋼
製
品
、
機
械
類
、
綿
糸
、
毛
糸
、
石
炭
、
綿
毛
織
物
な
ど
の
輸
搬
入
と
、
生
皮
、
豆
類
、
玉
蜀
黍
、
タ
バ
コ
、
繭
、
木
材
、
植
物
性
香

、
料
、
種
子
な
ど
の
輸
搬
出
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
六
、
パ
イ
レ
ウ
ス
自
由
港
（
℃
貯
器
塁
ギ
リ
シ
ャ
）

　
ギ
リ
シ
ャ
に
は
サ
ロ
ニ
カ
の
外
に
、
ア
ぜ
ン
ス
市
に
直
結
す
る
パ
イ
レ
ゥ
ス
港
に
も
一
九
三
五
年
に
自
由
地
帯
が
設
置
さ
れ
た
。
面
積
一

・
八
工
匠
カ
ー
の
相
当
の
広
さ
を
持
つ
地
域
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
然
港
で
あ
る
た
め
突
堤
が
な
く
、
船
舶
は
船
尾
の
み
を
岸
壁
（
長
さ
一
・

五
哩
）
に
繋
い
で
、
概
ね
艀
荷
役
に
よ
っ
て
貨
物
の
積
卸
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ナ
ロ
ニ
カ
と
大
体
同
じ
組
織
を
も
つ
。
ハ
イ
レ
ウ
ス
港
ポ
ー
ト

・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
が
関
税
港
と
共
に
こ
れ
を
管
理
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
七
、
ス
ー
リ
ナ
自
由
港
（
ル
ー
マ
ニ
ア
）

　
ス
ー
リ
ナ
は
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
河
ロ
に
位
置
す
る
黒
海
の
港
で
あ
り
、
而
も
不
凍
港
で
あ
る
た
め
近
東
政
治
上
の
重
要
港
を
な
し
て
い
る
。
一

、
八
一
二
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
ま
で
は
一
の
公
国
を
な
し
て
い
た
が
、
一
八
五
四
年
に
は
ト
ル
コ
領
と
な
り
、
更
に
一
八
七
七
年
の
露
土
戦
争

，
で
ル
ー
マ
ニ
ヤ
領
と
な
っ
た
と
い
う
正
に
バ
ル
カ
ン
の
増
蝸
た
る
観
を
呈
し
て
い
る
。
同
港
は
一
八
五
六
年
の
パ
リ
」
会
議
に
於
て
「
ダ
ニ

ュ
ー
ブ
河
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
」
（
目
閏
Φ
目
類
。
℃
①
魯
昌
O
o
暮
∋
置
巴
9
p
o
h
昏
①
∪
ゆ
置
離
げ
①
・
）
と
い
う
オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

プ
ロ
シ
ャ
、
ロ
シ
ヤ
、
サ
ル
ヂ
ニ
ア
及
び
ト
ル
コ
の
七
ヶ
国
の
代
表
者
か
ら
成
る
委
員
会
を
設
け
、
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
航
行
の
自
由
を
保
障
す
る

・
と
共
に
、
ス
ー
リ
ナ
港
全
地
域
を
国
際
管
理
の
下
に
置
く
こ
と
と
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
管
理
の
下
に
港
湾
の
湊
諜
、
埠
頭
の
増
設
拡
張
等

め
工
事
を
行
っ
た
が
、
陸
上
設
備
が
貧
弱
で
あ
る
た
め
近
代
商
港
の
形
を
具
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
国
際
管
理
の
港
で
あ
る
と
い
う
こ
と
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は
港
の
性
格
を
自
ら
自
由
港
た
ら
し
め
て
い
る
。
即
ち
、
港
湾
の
全
地
域
が
自
由
港
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
他
の
自
由
港
と
全
く
異

る
点
で
あ
る
。
唯
ル
ー
マ
ニ
ア
は
タ
バ
コ
、
酒
類
、
塩
、
火
薬
、
マ
ッ
チ
及
び
骨
牌
を
政
府
の
専
売
事
業
と
し
て
い
る
た
め
、
鼓
で
全
面
的

に
自
由
貿
易
を
許
容
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
埠
頭
か
ら
国
内
へ
聖
人
当
る
と
き
に
は
関
税
を
課
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ

の
自
由
港
か
ら
出
て
行
く
小
麦
に
対
し
て
は
輸
出
税
が
課
せ
ら
れ
、
叉
国
内
に
於
て
消
費
税
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
品
物
（
ア
ル
コ
ー
ル
、
酒

類
な
ど
前
記
の
専
売
品
及
び
精
油
、
ベ
ン
ジ
ン
、
砂
糖
、
果
汁
、
石
炭
、
　
コ
ー
ヒ
ー
、
チ
コ
リ
ー
、
果
実
鐘
詰
、
魚
類
乱
書
詰
、
植
物
油
、

米
、
小
麦
粉
、
澱
粉
、
蝋
、
鉱
泉
な
ど
）
に
は
消
費
税
相
当
額
の
輸
入
税
が
課
せ
ら
れ
る
。
殊
に
こ
の
港
の
背
後
地
に
は
農
業
も
工
業
も
極

め
て
不
振
で
あ
る
た
め
自
由
港
に
は
倉
庫
設
備
も
な
く
叉
鉄
道
連
絡
も
な
い
。
只
、
小
船
を
利
用
し
て
の
輸
送
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
最
も

荷
役
の
多
い
穀
物
な
ど
は
、
艀
船
で
こ
の
港
に
運
び
こ
x
で
本
船
に
積
込
ん
で
仲
継
す
る
と
い
う
方
法
を
講
じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
ら
、
ス
リ
ー
ナ
自
由
港
は
寧
ろ
ダ
｝
＝
i
プ
を
上
下
す
る
船
舶
の
自
由
寄
航
地
と
し
て
意
義
が
あ
り
、
経
済

的
に
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
二
八
、
香
港
そ
の
他
英
領
自
由
港

　
　
　
英
国
は
十
九
世
紀
の
中
葉
に
自
由
貿
易
の
体
制
に
入
る
遙
か
以
前
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
時
に
既
に
自
由
港
法
を
制
定
し
、
自
由
港
を
西
印
度
の
植
民

　
　
地
に
設
置
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
閏
冨
昌
。
霧
b
属
目
自
白
σ
q
①
“
目
財
①
閃
目
①
Φ
℃
。
苫
ω
誘
8
目
曽
跨
①
じ
d
ユ
臼
♂
げ
≦
。
。
・
“
・
窪
溜
霧
…
螢
Q
D
ε
畠
曳
ヨ
O
。
B
日
霞
鼠
鋤

　
　
勺
。
｝
8
ざ
冒
ひ
ひ
占
。
◎
卜
。
P
（
同
O
雛
“
い
。
巳
。
ロ
）
に
よ
る
と
、
　
一
七
六
六
年
に
西
印
度
の
英
領
植
民
地
に
対
し
自
由
港
法
を
制
定
、
期
限
付
を
以
て
施
行
し
、

　
　
叉
、
ア
メ
リ
カ
独
立
直
後
に
は
カ
ナ
ダ
に
も
自
由
港
法
を
適
用
し
て
、
こ
れ
が
一
八
五
〇
年
代
に
至
る
ま
で
頻
繁
に
修
正
を
加
え
ら
れ
つ
x
も
更
新
の

　
　
上
継
続
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
即
ち
、
一
六
五
一
年
に
ク
ロ
ン
ウ
ェ
ル
の
手
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
最
初
の
航
海
条
例
は
、
英
帝
国
貿
易
か
ら
外
国
商
人
と
外
国
船
舶
と
を
排
除
し
、

　
　
英
国
の
植
民
地
貿
易
を
英
国
商
人
及
び
英
国
船
舶
が
独
占
す
る
と
い
う
主
義
で
あ
る
と
共
に
、
こ
れ
に
よ
り
、
同
時
に
領
土
防
衛
の
策
と
な
し
た
も
の

　
　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
．
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
外
国
船
は
海
難
及
び
糧
食
補
給
の
た
め
以
外
に
英
領
港
湾
に
出
入
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
。
一
六
六
〇
年
に
こ
れ
が
一
部
改

正
さ
れ
金
銀
に
限
り
外
国
給
舶
を
以
て
輸
入
し
て
も
差
支
な
い
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
一
六
九
六
年
の
改
正
で
は
再
び
規
定
か
ら
外
さ
れ
た
。
ジ

ャ
マ
イ
カ
は
一
六
五
五
年
に
英
領
植
民
地
と
な
り
、
砂
糖
、
カ
カ
オ
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の
栽
培
地
と
し
て
、
又
中
米
及
び
西
印
度
の
産
物
を
集
散
す
る
上

に
永
ら
く
最
重
要
地
点
と
な
っ
て
い
た
。
英
国
は
更
に
七
年
戦
争
の
結
果
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ド
ミ
ニ
カ
、
グ
レ
ナ
ダ
、
セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト

等
の
カ
リ
ブ
海
を
拒
す
る
小
西
印
度
諸
島
（
【
ト
①
Q
ロ
の
①
目
　
居
酒
げ
一
一
一
〇
〇
り
）
を
獲
得
し
、
西
印
度
に
於
け
る
重
要
な
砂
糖
栽
培
地
と
市
場
と
を
支
配
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
英
領
植
民
地
は
カ
リ
ブ
海
に
於
て
フ
ラ
ン
ス
領
、
ス
ペ
イ
ン
領
、
オ
ラ
ン
ダ
領
の
植
民
地
の
間
に
散
在
し
て
本
国
か
ら
統
治
さ
，

れ
る
こ
と
と
な
り
貿
易
上
航
海
上
の
複
雑
性
を
加
え
て
来
た
た
め
、
又
当
時
北
ア
メ
リ
カ
及
び
西
印
度
に
於
け
る
深
刻
な
不
況
と
貿
易
不
振
と
を
打
開

す
る
た
め
、
更
に
、
グ
レ
ン
ヴ
ィ
ル
内
閣
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ス
タ
ン
プ
税
に
対
す
る
業
者
の
不
満
を
除
去
す
る
た
め
、
こ
の
航
海
条

例
を
緩
和
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
即
ち
、
西
印
度
に
於
て
は
防
衛
よ
り
は
経
済
が
優
先
す
る
と
い
う
策
を
と
り
、
ロ
ド
ニ
ー
提
督
の
反
対
を
風
切
つ
で

西
印
度
自
由
港
法
を
制
定
し
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
島
及
び
ア
ン
チ
グ
ア
島
（
》
昌
江
σ
Q
舞
H
。
・
士
気
）
の
諸
費
に
こ
れ
を
適
用
し
た
。
こ
の
自
由
港
法
に
よ
る
と
、

指
定
港
（
主
た
る
港
は
キ
ン
グ
ス
ト
ン
と
モ
ン
テ
ゴ
・
べ
一
）
に
は
附
近
の
外
国
港
か
ら
小
型
外
国
船
（
事
実
は
ス
ペ
イ
ン
船
を
指
定
）
を
以
て
一
定

商
品
に
限
り
輸
出
入
す
る
こ
と
す
る
を
許
す
こ
と
と
し
た
。
蝕
に
一
定
商
品
と
は
輸
入
に
あ
っ
て
は
英
領
各
地
に
生
産
さ
れ
な
い
も
の
叉
は
英
領
各
地

生
産
品
と
競
争
に
な
ら
な
い
商
品
及
び
金
銀
を
い
x
、
輸
出
に
あ
っ
て
は
英
国
が
外
国
に
売
る
こ
之
を
望
ん
で
い
る
製
造
品
に
限
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、

食
糧
品
（
玉
蜀
黍
及
び
バ
ナ
ナ
を
除
く
）
の
輸
出
入
は
自
由
港
と
い
え
ど
も
総
べ
て
英
国
船
に
限
ら
れ
外
国
船
は
こ
れ
に
当
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
尤

も
こ
の
禁
止
事
項
は
次
第
に
緩
和
さ
れ
、
一
八
○
八
年
に
は
米
、
小
麦
及
び
小
麦
粉
だ
け
は
外
国
船
を
以
て
自
由
港
貿
易
を
行
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
た
。
自
由
港
法
は
更
に
小
西
印
度
の
グ
レ
ナ
ダ
等
、
後
に
ト
ゾ
ニ
ダ
ッ
ド
（
一
七
九
七
年
）
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
叉
、
更
に
一
八
一

二
年
に
は
旧
自
由
港
法
を
廃
し
て
新
自
由
港
法
を
定
め
、
こ
れ
を
西
印
度
諸
港
の
み
な
ら
ず
カ
ナ
ダ
に
も
適
用
し
て
バ
ー
ミ
ュ
ー
ダ
（
切
①
琶
巳
継
）
、
翌

年
に
は
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
チ
ァ
（
2
0
ぎ
ω
8
亜
目
）
及
び
ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
（
窯
。
芝
ゆ
ヨ
5
。
・
三
〇
貯
）
各
州
の
主
要
港
が
自
由
港
と
な
っ
た
。
自

由
港
法
を
拡
張
し
て
カ
ナ
ダ
に
も
及
ば
し
た
こ
と
は
蓋
し
画
期
的
な
こ
と
で
あ
ヴ
、
こ
れ
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
船
の
外
に
ア
メ
リ
カ
船
、
フ
ラ
ン
ス
船
の

入
港
も
許
さ
れ
、
更
に
一
八
二
二
年
に
は
こ
れ
が
一
層
拡
張
さ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
一
般
の
般
舶
を
も
こ
れ
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
ま
で
の
自
由
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港
制
度
は
要
す
る
に
英
国
の
貿
易
独
占
主
義
を
緩
和
し
た
意
味
の
も
の
で
あ
っ
て
、
限
ら
れ
た
外
国
船
に
対
し
限
ら
れ
た
商
品
の
積
卸
を
認
め
る
港
で

　
　
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
勿
論
、
こ
れ
に
よ
り
自
由
港
を
利
用
し
て
の
仲
継
貿
易
は
大
い
に
振
興
し
た
け
れ
ど
も
（
特
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
於
て
）
、
外
国
船

　
　
の
出
入
、
外
国
貨
物
の
積
量
、
特
に
奴
隷
貿
易
に
於
て
は
そ
れ
ぞ
れ
高
議
が
課
せ
ら
れ
、
官
憲
に
対
す
る
諸
般
の
手
続
も
甚
だ
煩
雑
を
極
め
た
よ
う
で

　
　
あ
る
。
一
八
二
五
年
に
至
る
と
自
由
港
法
は
極
め
て
広
汎
に
拡
張
さ
れ
た
。
即
ち
、
ハ
ス
キ
ソ
ン
法
（
≦
一
一
一
一
節
ヨ
　
ロ
昌
ω
げ
一
Q
D
Q
D
O
冒
旨
）
と
呼
ば
れ
た
改
正
自
由

　
　
港
法
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
西
半
球
に
於
け
る
英
領
自
由
港
に
は
、
外
国
が
英
国
船
に
対
し
て
同
一
権
利
を
賦
与
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

　
　
外
国
の
船
舶
が
外
国
貨
物
を
積
ん
で
世
界
に
於
け
る
如
何
な
る
原
産
地
か
ら
で
も
直
接
搬
入
し
て
差
支
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ

　
　
の
他
の
点
で
は
旧
自
由
港
法
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
こ
の
最
後
の
自
由
港
法
に
到
っ
て
も
、
こ
の
程
度
の
自
由
な
ら
ば
近
世
に
於
て
通
商
条
約
上
謂
わ
れ
る
「
開
港
」
と
何
等
異
る
も
の
で
は
な
く
、
従

　
　
つ
て
当
時
に
於
け
み
英
国
の
所
謂
自
由
港
な
る
も
の
は
、
現
代
い
わ
れ
て
い
る
自
由
港
制
度
と
は
程
遠
い
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
い
。
こ
の
ハ
ス
キ
ソ
ン
法
の
施
行
を
見
て
間
も
な
く
、
西
印
度
の
経
済
の
行
詰
か
ら
英
国
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
商
人
達
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
及
び
メ
キ
シ

　
　
コ
に
直
接
侵
入
し
始
め
、
ス
ペ
イ
ン
の
市
場
を
荒
し
始
め
た
。
従
来
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
於
て
活
躍
し
て
い
た
商
人
達
も
大
挙
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ
を
捨
て

　
　
て
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
に
移
動
し
始
め
た
。
英
本
国
も
既
に
自
由
貿
易
政
策
に
移
り
つ
N
あ
っ
た
の
で
西
印
度
自
由
港
の
不
要
に
帰
し
た
こ
と
を
認
め
、

　
　
一
八
五
〇
年
自
由
港
法
の
満
期
と
共
に
こ
れ
を
廃
止
し
た
。
そ
し
て
、
後
世
に
至
り
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
モ
ン
テ
ゴ
・
べ
一
壷
に
新
に
近
代
的
意
義
の
自
由

　
　
港
を
設
け
る
ま
で
は
西
印
度
に
自
由
港
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　
し
か
る
に
、
英
国
が
主
と
し
て
十
九
世
紀
中
に
獲
得
し
た
海
外
植
民
地
は
、
こ
れ
を
獲
得
し
た
目
的
が
英
国
の
海
外
市
場
拡
大
の
拠
点
た

ら
し
め
る
こ
と
N
、
こ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
の
軍
事
基
地
た
ら
し
め
る
こ
と
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
自
体
の
経
済
は
余
り
問
題

と
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
第
一
に
こ
の
当
時
に
至
る
と
自
由
貿
易
思
想
の
最
も
風
靡
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
に

は
こ
れ
ら
の
地
域
給
は
港
に
於
て
は
自
由
貿
易
を
行
わ
し
め
て
も
、
い
ず
れ
も
遠
隔
の
地
で
あ
る
た
め
直
接
に
英
本
国
経
済
に
影
響
す
る
と

こ
ろ
も
な
く
、
第
三
に
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
い
ず
れ
も
特
に
保
護
さ
る
べ
．
き
産
業
と
い
う
も
の
も
な
く
、
寧
ろ
消
費
の
た
め
の
輸
入
を
奨

　
　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

一41一



　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

励
し
て
民
生
安
定
を
計
る
べ
き
事
情
に
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
x
、
第
四
に
外
交
的
に
見
て
こ
れ
ら
の
地
域
を
少
く
と
も
経
済
上
だ
け
は
世

界
に
解
放
し
て
置
く
方
が
英
国
の
国
策
上
有
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
自
由
貿
易
港
と
し
て
貿
易
に
制
限
を
加
え
な
い

こ
と
N
し
た
。
香
港
、
シ
ン
ず
ポ
ー
ル
は
こ
の
主
た
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
外
に
ア
デ
ン
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ア
及
び
モ
ン
テ
ゴ
ベ
去
声
。
露
①
σ
Q
o
切
超

（
ジ
ャ
マ
イ
カ
）
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
に
於
て
は
、
い
ず
れ
も
英
国
王
か
ら
任
命
さ
れ
た
総
督
が
国
王
の
委
任
を
受
け
て
統
治
し
て
お
り
、
自
由
港
で
あ
る
そ
こ

の
港
は
総
督
府
の
行
政
下
に
あ
る
海
運
局
若
く
は
港
湾
局
の
如
き
機
関
が
直
接
こ
れ
を
管
理
し
運
営
し
て
い
る
も
の
と
、
港
湾
委
員
会
の
如

き
組
織
を
も
つ
て
こ
れ
を
管
理
し
て
い
る
港
と
が
あ
る
。
関
税
は
自
由
港
で
あ
る
以
上
勿
論
免
除
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
地
域
の
財

政
維
持
の
た
め
消
費
税
を
賦
課
し
て
い
る
商
品
に
つ
い
て
は
消
費
税
相
当
額
を
陸
揚
の
際
徴
具
し
て
い
る
。
叉
、
輸
出
入
禁
制
品
、
制
限
品

に
つ
い
て
は
時
に
は
他
国
の
自
由
港
よ
り
は
厳
重
な
取
締
を
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
あ
る
。
こ
れ
は
関
税
法
に
よ
っ
て
自
由
地
帯
と
関
税
地
域

と
を
区
別
し
な
い
植
民
地
が
多
い
か
ら
、
直
接
に
総
督
府
の
警
察
官
が
取
締
に
当
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
叉
、
自
由

港
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
港
の
構
内
に
於
て
一
般
人
の
住
居
を
禁
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
く
、
叉
製
造
工
場
の
設
立
を
制
限
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
な
い
。

　
こ
れ
ら
自
由
貿
易
港
の
代
表
的
存
在
と
し
て
の
香
港
自
由
貿
易
港
に
つ
い
て
は
別
に
詳
し
く
そ
の
機
構
と
活
動
と
を
叙
述
し
た
。
鼓
に
は
、

そ
の
他
の
自
由
貿
易
港
に
つ
き
そ
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
こ
と
x
す
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
自
由
貿
易
港
の
性
格
は
香
港
と
大
体
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
軍
港
と
し
て
の
性
格
の
方
が
濃
厚
で
あ
る
た
め
、
自
由
港

の
管
理
に
は
民
間
人
を
関
与
せ
し
め
ず
、
港
湾
局
が
直
営
し
て
い
る
。
岸
壁
の
延
長
四
、
四
三
〇
米
に
及
び
、
八
0
屯
の
浮
動
ク
レ
ー
ン
一

左
、
．
二
i
一
〇
屯
の
移
動
ク
レ
ー
ン
三
〇
基
を
備
え
、
倉
庫
も
一
般
貨
物
二
四
五
、
0
0
0
屯
の
牧
民
能
力
を
有
す
る
。
給
水
炭
油
設
備
も
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完
備
し
、
造
船
修
繕
の
船
台
も
十
分
で
あ
る
。
自
由
港
と
し
て
の
機
能
は
全
く
香
港
と
同
じ
で
あ
る
。
マ
レ
ー
産
貨
物
の
輸
出
港
と
し
て
は

彼
南
と
相
並
び
、
ア
ジ
ア
、
南
洋
、
ヨ
ー
官
ッ
パ
を
結
ぶ
仲
継
港
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
ア
デ
ン
は
ア
ジ
ア
と
ヨ
三
脚
ッ
．
ハ
と
を
結
ぶ
ス
エ
ズ
航
路
の
重
要
寄
航
地
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
任
務
は
寄
航
船
舶
に
水
、
石
炭
、
石

油
等
を
補
給
し
、
船
舶
の
軽
修
繕
を
な
す
こ
と
に
あ
る
。
而
し
て
、
積
卸
貨
物
は
こ
の
地
方
に
産
す
る
塩
の
輸
出
以
外
は
殆
ど
油
墨
貿
易
に

関
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
地
に
再
輸
出
の
た
め
叉
は
消
費
の
た
め
輸
入
さ
れ
る
商
品
は
、
コ
ー
ヒ
ー
、
棉
花
、
織
物
、
穀

物
、
樹
脂
、
蜜
蜘
、
象
牙
、
皮
革
、
生
動
物
、
．
金
属
、
・
食
料
、
種
子
、
タ
バ
コ
、
武
器
、
葡
萄
酒
、
ビ
ー
ル
、
そ
の
他
酒
類
で
あ
り
、
輸
出

は
こ
れ
ら
商
品
の
再
輸
出
が
大
部
分
で
あ
り
、
純
輸
出
晶
は
土
産
物
で
あ
る
。
」
ア
デ
ン
港
に
は
税
関
が
存
在
せ
ず
、
総
督
府
の
監
督
下
に
民

聞
代
表
か
ら
成
る
ア
デ
ン
港
ト
ラ
ス
ト
（
》
山
①
冨
　
田
O
同
け
　
］
U
同
些
ω
け
）
が
こ
れ
を
管
理
し
て
い
る
。
貿
易
船
は
内
港
に
於
て
も
外
港
に
於
て
も
水

深
の
関
係
上
す
べ
て
浮
標
に
繋
留
し
て
艀
に
よ
っ
て
荷
役
す
る
。
も
と
も
と
ア
デ
ン
政
府
の
財
政
牧
入
は
酒
、
タ
バ
コ
及
び
ガ
ソ
リ
ン
、
阿

片
、
塩
の
消
費
税
、
所
得
税
、
罰
金
、
地
方
税
並
に
各
種
手
数
料
を
以
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
関
税
の
定
め
は
な
い
け
れ
ど
も
他
の
英
領
自

由
貿
易
港
．
と
同
じ
よ
う
に
、
消
費
税
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
商
品
の
輸
入
に
当
っ
て
は
消
費
税
相
当
額
が
賦
課
さ
れ
、
塩
の
輸
出
に
当
っ
て
は

同
じ
く
消
費
税
相
、
当
額
の
輸
出
税
が
課
さ
れ
る
。

　
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
は
ス
ペ
イ
ン
西
南
部
の
小
半
島
の
南
端
に
あ
る
英
領
植
民
地
で
あ
っ
て
、
面
積
一
、
四
四
〇
エ
ー
カ
ー
、
昼
間
人
口
二
万

三
千
程
（
一
九
五
一
年
）
の
小
地
域
で
あ
る
。
小
地
域
で
あ
っ
て
も
地
中
海
西
部
を
掘
す
る
枢
要
地
点
で
あ
る
た
め
、
古
来
こ
の
地
点
を
め

ぐ
っ
て
熾
烈
な
国
際
闘
争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
｝
説
に
は
｝
七
〇
五
年
英
国
軍
が
和
蘭
軍
と
共
に
こ
の
地
を
占
領
し
て
い
た
当
時
に
既
に

自
由
港
と
し
て
発
足
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
七
〇
四
年
英
国
は
和
蘭
と
共
同
し
て
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
包
囲
し
て
遂
に
こ
れ

を
占
領
し
、
ス
ペ
イ
ン
及
び
フ
ラ
ン
ス
両
軍
は
直
に
こ
れ
を
逆
封
鎖
す
る
の
挙
に
出
で
た
。
こ
の
地
に
食
糧
そ
の
他
生
活
必
需
品
を
供
給
し

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

一43一



　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

て
い
た
の
は
対
岸
の
モ
ロ
ッ
コ
で
あ
り
、
従
っ
て
モ
ロ
ッ
コ
は
包
囲
に
落
ち
た
軍
及
び
住
民
の
生
命
を
握
っ
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
こ

で
モ
ロ
ッ
コ
国
王
は
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
へ
輸
出
す
る
物
資
に
対
し
て
全
面
的
に
課
税
を
免
除
し
な
い
な
ら
ば
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
が

特
に
．
要
求
す
る
物
資
の
輸
出
を
も
拓
絶
す
る
と
通
告
し
た
こ
と
に
よ
り
、
英
国
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
自
由
港
と
な
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
（
穿
。
箆
。
窟
・
島
・
じ
d
葺
昌
坤
§
o
茸
箋
睾
）
。
し
か
し
、
察
す
る
に
こ
れ
は
こ
の
緊
迫
の
機
に
際
し
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
と
モ
ロ
ッ
コ
と
の

問
に
の
み
自
由
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
い
ず
こ
の
国
に
対
し
て
も
一
般
的
に
且
つ
永
久
的
に
免
税
を
特
許

す
る
地
帯
を
劃
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
自
由
港
が
当
時
に
創
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル

が
明
確
に
自
由
港
に
指
定
さ
れ
た
の
は
一
七
七
九
年
乃
至
一
七
八
三
年
に
ス
ペ
イ
ン
及
び
フ
ラ
ン
ス
軍
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
大
包
囲
攻
撃
作
戦

が
失
敗
に
帰
し
、
英
国
守
備
軍
の
防
衛
が
成
功
し
て
一
七
八
三
年
九
月
ヅ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
於
て
講
和
が
成
立
し
、
英
仏
米
西
各
国
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
が
完
全
に
英
領
植
民
地
と
し
て
再
確
認
さ
れ
、
英
国
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
自
由
港
に
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
と
き
に
創
る
と
　
4
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

見
る
の
が
至
当
で
あ
る
。

　
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
港
は
総
督
の
直
轄
の
下
に
鎮
守
府
（
困
旦
と
討
尋
ξ
）
が
全
面
的
に
管
理
し
て
い
る
。
港
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
西
側
市

街
に
接
す
る
大
西
洋
側
に
三
つ
の
防
波
堤
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
お
り
、
北
防
波
堤
は
陸
々
か
ら
の
延
長
で
あ
っ
て
こ
の
内
部
は
防
波
堤
の
岸

壁
を
利
用
し
て
軍
港
と
な
っ
て
い
る
。
中
央
防
波
堤
は
陸
と
は
連
絡
が
な
く
、
南
防
波
堤
は
陸
と
連
絡
し
陸
と
囲
ま
れ
た
港
内
は
主
と
し
て

商
港
と
造
船
所
と
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
殊
に
後
者
の
陸
域
に
は
土
地
を
掘
さ
《
し
て
三
つ
の
ギ
ッ
ク
が
作
ら
れ
て
お
り
、
船
艦
の
碇
泊
と

修
繕
と
に
供
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
は
商
港
と
し
て
は
唯
ア
フ
リ
カ
と
の
仲
継
貿
易
と
船
用
炭
浅
水
の
補
給
地
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
点
に
関
す
る
施
設
は
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。
地
域
内
に
は
住
民
も
少
く
、
従
っ
て
産
業
も
輸
出
産
業
と
し
て
は
魚
類
罐
詰
工

業
が
梢
発
達
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
は
地
域
内
消
費
用
の
タ
バ
コ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
氷
及
び
清
涼
飲
料
の
製
造
工
場
が
あ
る
の
み
で
あ



る
。
自
由
港
で
あ
る
か
ら
輸
入
品
に
対
し
て
は
本
来
全
面
的
に
無
税
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
財
政
目
的
の
消
費
税
の
関
係
と
英
本

国
人
が
多
く
こ
x
に
住
居
滞
在
し
て
い
る
関
係
上
、
二
本
国
産
以
外
の
酒
類
、
タ
バ
コ
、
ガ
ソ
リ
ン
、
香
料
及
び
コ
ー
ヒ
ー
に
対
し
て
は
輸

入
税
を
課
し
、
叉
こ
X
か
ら
積
込
む
燃
料
油
に
対
し
て
は
輸
出
税
を
課
し
て
い
る
。

　
モ
ン
テ
ゴ
・
べ
一
遍
（
剛
。
詳
。
h
7
♂
緊
①
㎝
。
野
図
）
は
吻
リ
ブ
海
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
本
島
の
北
部
に
あ
る
商
港
で
あ
っ
て
港
の
全
域
が
自
由

港
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
本
島
は
人
口
百
四
十
一
万
七
千
（
一
九
五
一
年
）
、
　
英
国
が
一
六
七
〇
年
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
割
譲
さ

れ
た
島
で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
を
主
産
と
し
砂
糖
、
バ
ナ
ナ
、
ラ
ム
酒
、
タ
バ
コ
、
胡
椒
、
藍
な
ど
の
熱
帯
農
産
物
を
産
し
輸
出
し
て
い
る
。

モ
ン
テ
ゴ
・
べ
一
は
南
部
に
あ
る
首
都
キ
ン
グ
ス
ト
ン
と
鉄
道
を
以
て
連
絡
さ
れ
て
い
る
。
今
次
大
戦
に
際
し
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
英
国
に

駆
逐
艦
五
十
隻
を
譲
渡
し
た
代
償
と
し
て
一
九
四
〇
年
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
他
の
要
港
及
び
土
地
を
ア
メ
リ
カ
海
空
軍
の
た
め
に
九
十
九
年
間
の

期
限
を
以
て
貸
与
す
る
こ
と
N
な
っ
た
の
で
、
モ
ン
テ
ゴ
・
べ
一
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
商
港
と
し
て
一
躍
地
位
を
高
め
る
に
至
っ
た
。
モ
ン
テ

ゴ
・
べ
一
自
由
港
は
他
の
英
植
民
地
の
自
由
港
と
異
り
港
の
部
分
だ
け
が
免
税
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
港
以
外
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
島
内
は
関
税

区
域
で
あ
っ
て
、
財
政
目
的
ば
か
り
で
な
く
、
島
内
農
業
保
護
の
上
か
ら
も
相
当
高
率
の
関
税
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
輸
出
品
は
土
産
の
砂

糖
を
最
高
と
し
（
一
九
五
一
年
四
、
六
二
四
千
磁
）
次
い
で
バ
ナ
ナ
、
ラ
ム
酒
、
葉
巻
タ
バ
コ
、
コ
コ
ア
、
胡
椒
な
ど
で
あ
り
、
輸
入
は
小

麦
、
綿
織
物
、
自
動
車
、
魚
類
、
靴
、
人
絹
織
物
、
紙
、
米
、
機
械
類
、
燃
料
油
な
ど
で
あ
る
。
輸
出
入
と
も
対
英
国
が
大
半
を
占
め
、
カ

ナ
ダ
、
・
合
衆
国
が
こ
れ
に
次
ぎ
他
の
国
と
の
貿
易
は
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
総
督
府
の
海
事
局
（
竃
P
胃
一
昌
①
　
じ
U
O
曽
月
山
）
の
直
接
管
理
下
に
属

し
官
吏
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
・
内
港
、
外
港
に
分
た
れ
、
外
港
の
水
深
九
i
一
二
米
、
内
港
一
二
ー
一
四
・
五
米
で
あ
っ
て
巨
船
の

碇
泊
に
十
分
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
岸
壁
の
設
備
が
十
分
で
な
く
（
五
屯
ク
レ
ー
ン
が
一
基
あ
る
）
、
　
殆
ど
全
部
は
艀
に
よ
っ
て
荷
役
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
世
界
に
於
け
る
白
H
由
港
の
経
営
実
能

一45一



　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

　
　
　
　
　
　
　
二
九
、
メ
キ
シ
コ
の
自
由
港

　
メ
キ
シ
コ
に
は
二
種
の
性
格
を
有
す
る
自
由
港
が
存
す
る
。
一
は
自
由
地
帯
（
N
O
＝
9
］
［
一
ぴ
同
①
）
叉
は
外
国
貿
易
地
帯
（
N
。
舞
八
一
〇
。
日
①
7

。
δ
国
蓉
践
8
）
と
公
称
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
他
は
自
由
港
（
℃
口
①
国
け
O
　
日
下
げ
同
①
）
で
あ
る
。

　
自
由
地
帯
は
一
八
五
七
年
に
制
定
さ
れ
た
憲
法
に
於
て
、
低
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
（
じ
d
㊤
智
9
ま
9
．
巳
い
）
全
域
を
自
由
地
帯
に
指
定
し
た
。

一
九
一
七
年
の
憲
法
改
正
に
於
て
も
こ
の
点
は
そ
の
ま
二
存
続
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
末
現
在
同
州
は
全
部
自
由
地
帯
と
し
て
メ
キ
シ
コ
関
税

法
の
除
外
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
低
吻
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
南
端
に
連
続
す
る
半
島
で
あ
っ
て
、

メ
キ
シ
コ
人
は
通
俗
に
こ
の
半
島
を
「
メ
キ
シ
コ
の
痩
せ
腕
」
（
Φ
一
　
げ
同
餌
N
O
　
ユ
①
ω
O
㊤
剛
昌
P
阜
O
恥
①
　
竃
①
図
一
〇
〇
）
と
称
し
、
申
央
に
山
脈
が
走
り
、
低

地
は
砂
漠
が
多
く
、
北
部
に
少
し
の
農
業
地
帯
と
中
央
に
小
さ
い
金
鉱
山
が
あ
る
外
は
何
等
見
る
べ
き
産
業
も
な
く
、
住
民
の
多
く
は
漁
業

叉
は
出
稼
に
従
事
し
て
い
る
。
入
口
も
一
九
五
〇
年
調
査
に
よ
る
と
一
平
方
哩
に
つ
ぎ
僅
か
五
・
一
人
で
あ
り
、
全
国
平
均
三
三
・
七
人
に
」

比
べ
る
と
著
し
く
稀
薄
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
に
於
け
る
自
由
地
帯
は
他
の
自
由
港
と
異
り
、
自
由
港
に
許
さ
れ
た
特
権
の
外
に
そ
の
地
帯
内

に
住
居
を
許
し
、
従
っ
て
こ
れ
ら
住
民
は
関
税
免
除
の
外
国
品
を
消
費
し
使
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
　
（
》
含
巨
弩
銭
話
野
・
巳
。
＝
げ
．
．

寓
。
江
。
碧
学
①
①
悶
。
同
班
”
b
器
H
8
。
・
団
耳
。
。
・
竃
①
巴
＄
昌
自
ゆ
b
●
卜
。
）

　
低
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
開
港
の
中
で
外
航
船
が
頻
繁
に
入
港
す
る
最
も
代
表
的
な
港
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
湾
に
面
す
る
サ
ン
タ
・
ロ

ナ
リ
ァ
（
G
o
9
三
9
國
。
。
。
巴
冨
）
で
あ
る
。
こ
の
港
は
人
工
港
で
あ
っ
て
、
水
深
九
米
以
下
の
ド
ッ
ク
を
二
つ
有
し
、
給
水
炭
油
の
設
備
は
あ
っ
．

て
も
十
分
で
は
な
い
。
港
湾
の
管
理
は
低
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
庁
が
中
央
政
府
の
監
督
下
に
直
接
に
行
っ
て
い
る
。
荷
役
な
ど
の
直
接
の
役

務
に
対
し
て
は
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
入
港
税
、
燈
台
税
、
噸
税
な
ど
の
租
税
に
類
す
る
賦
課
金
は
一
切
免
除
さ

れ
て
い
る
。
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こ
れ
に
反
し
て
メ
キ
シ
コ
の
自
由
港
は
、
こ
の
地
帯
内
に
一
般
人
の
住
居
を
許
さ
な
い
関
税
免
除
地
帯
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
設
置
は
近
年

に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
が
近
代
的
な
自
由
港
を
設
置
し
よ
う
と
企
て
た
の
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
け
る
自
由
港
設
置
運
動

（
後
章
参
照
）
と
殆
ど
時
を
同
じ
う
し
て
い
る
。
即
ち
、
第
一
次
欧
洲
大
戦
直
後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
自
由
港
設
置
運
動
に
刺
戟
さ
れ
て
、

官
民
の
聞
に
そ
の
設
置
に
関
す
る
論
議
が
盛
に
行
わ
れ
た
が
、
一
九
二
〇
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
先
じ
て
そ
の
立
法
に
成
功
し
、
同
年
九
月

十
四
日
付
大
統
領
令
を
以
て
、
サ
リ
ナ
・
ク
ル
ス
　
（
G
∩
農
昌
甲
O
霊
N
太
平
洋
岸
）
、
プ
ェ
ル
ト
・
メ
キ
シ
コ
　
（
℃
器
匡
9
ζ
①
己
8
メ
キ
シ
コ
湾

岸
）
及
び
グ
・
・
三
（
。
舞
葛
・
・
カ
リ
フ
茅
ニ
ャ
湾
岸
）
の
三
港
旨
由
港
護
置
す
る
旨
公
布
し
た
（
繁
計
測
朋
講
軍
団
）
。

し
か
る
に
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
て
自
由
港
設
置
が
頓
座
を
来
た
し
た
こ
と
が
メ
キ
シ
コ
に
も
影
響
し
て
反
対
派
の
勢
力
を
増
し

法
律
は
制
定
さ
れ
な
が
ら
設
置
計
画
の
実
現
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
一
九
三
四
年
自
由
港
の
変
名
で
あ
る
外
国
貿

易
地
帯
に
関
す
る
法
律
を
成
立
さ
せ
、
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ
の
他
の
港
に
こ
れ
を
設
置
す
る
に
至
っ
た
情
勢
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の
非
公

式
要
望
も
あ
っ
て
、
メ
キ
シ
コ
は
遂
に
一
九
三
九
年
九
月
三
十
日
掛
を
以
て
自
由
港
法
を
公
布
し
こ
れ
を
実
行
に
移
し
た
。
こ
の
一
九
三
九

年
の
法
律
は
一
九
二
〇
年
の
大
統
領
令
に
於
て
指
定
港
を
サ
リ
ナ
・
ク
ル
ス
、
プ
エ
ル
ト
・
メ
キ
シ
コ
及
び
グ
ァ
イ
マ
ス
の
帰
港
と
な
し
て

い
た
の
を
、
ナ
リ
ナ
・
ク
ル
ス
、
マ
チ
ァ
ス
・
ロ
メ
ロ
　
（
ン
舜
薮
ω
島
上
2
。
テ
ウ
ア
ン
チ
ペ
ク
地
峡
の
中
央
に
位
す
る
都
市
）
、
プ
エ
ル
ト

メ
キ
シ
コ
及
び
ト
ポ
ロ
バ
ン
ポ
（
目
。
℃
o
ざ
げ
9
ヨ
℃
o
メ
キ
シ
コ
湾
岸
）
の
四
港
に
改
め
た
点
が
主
要
改
正
点
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
自
由
港
σ

機
構
機
能
に
つ
い
て
は
殆
ど
変
化
を
見
て
い
な
い
。
一
九
三
九
年
の
法
律
は
更
に
一
九
四
二
年
各
自
由
港
が
実
際
活
動
に
入
る
臨
み
、
管
理

及
び
運
営
上
の
事
務
手
続
に
つ
き
施
行
規
則
に
大
巾
の
改
正
が
加
え
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
メ
キ
シ
コ
の
自
由
港
は
す
べ
て
中
央
官
庁
で
あ
る
大
蔵
省
の
所
管
で
あ
り
、
そ
の
管
理
は
国
会
が
任
命
す
る
五
名
の
委
員
（
任
期
五
年
）

か
ら
成
る
管
理
委
員
会
が
こ
れ
に
当
る
こ
と
x
な
っ
て
い
る
。
管
理
委
員
会
は
港
の
建
設
、
港
務
、
鉄
道
そ
の
他
一
切
の
一
般
管
理
を
行
う
。

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
［
由
港
の
経
営
実
態

ご
の
た
め
自
由
港
管
理
委
員
会
の
下
に
港
湾
開
発
部
、
財
務
部
、
運
輸
部
、
技
術
部
、
法
制
部
、
及
び
総
務
部
の
六
部
を
置
い
て
い
る
。
而

し
て
、
各
自
由
港
の
実
際
運
営
は
管
理
委
員
会
の
指
揮
下
に
メ
キ
シ
コ
国
有
鉄
道
が
直
接
こ
れ
に
当
っ
て
お
り
、
別
に
中
央
政
府
か
ら
任
命

さ
れ
た
伍
長
及
び
そ
の
部
下
が
あ
っ
て
、
海
事
に
関
す
る
指
揮
整
理
に
当
っ
て
い
る
。
会
計
監
査
権
は
大
蔵
省
及
び
会
計
検
査
院
に
あ
る
。

即
ち
、
メ
キ
シ
コ
の
自
由
港
は
完
全
な
る
中
央
統
制
の
下
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
リ
ナ
・
ク
ル
ス
は
メ
キ
シ
コ
太
平
洋
岸
、
メ
キ
シ
コ
の
最
狭
部
即
ち
テ
ゥ
ァ
ン
テ
ペ
ク
地
峡
（
目
①
冨
窪
．
喜
㊦
。
図
。
・
子
中
ω
）
に
あ
る
港
で

あ
っ
て
、
地
峡
の
メ
キ
シ
コ
露
訳
の
港
プ
エ
ル
ト
・
メ
キ
シ
コ
に
対
応
す
る
地
位
に
あ
り
、
こ
の
両
端
の
港
を
テ
ウ
ア
ン
チ
ペ
ク
国
有
鉄
道

が
直
結
し
て
い
る
。
港
は
内
港
（
北
）
と
外
港
（
南
）
と
に
分
た
れ
、
そ
の
間
を
東
西
両
側
か
ら
中
央
に
向
っ
て
築
い
た
突
堤
に
よ
ゆ
区
切

　
　
　
　

り
、
中
央
水
路
に
よ
っ
て
内
外
港
を
連
絡
し
て
い
る
。
即
ち
船
舶
が
内
港
に
入
る
に
は
先
ず
外
港
を
横
切
り
二
突
堤
間
の
水
路
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
自
由
港
は
サ
リ
ナ
・
ク
ル
ス
港
を
東
西
に
二
分
し
た
東
の
部
分
の
水
陸
域
を
占
め
て
い
る
。
自
由
港
側
の
突
堤
上
に
は
内
港

に
面
し
て
三
棟
、
総
面
積
約
四
、
0
0
0
平
方
米
の
倉
庫
、
外
港
に
面
し
て
同
じ
く
三
棟
総
面
積
約
二
、
　
一
〇
〇
平
方
米
の
倉
庫
が
連
な
り
、

そ
の
間
に
上
屋
を
配
し
、
電
動
起
重
機
九
基
を
具
え
て
い
る
。
水
深
は
平
均
一
〇
米
。
叉
、
関
税
港
で
あ
る
西
側
の
内
港
域
に
は
メ
キ
シ
コ

石
油
会
社
の
専
用
岸
壁
が
あ
っ
て
、
精
油
所
、
五
個
の
タ
ン
ク
及
び
。
ハ
イ
プ
が
．
あ
り
、
そ
の
外
港
に
は
一
八
、
0
0
0
屯
ま
で
の
船
を
建
造

し
修
繕
し
得
る
乾
ド
ッ
ク
の
設
備
が
あ
る
。
こ
の
築
港
は
プ
エ
ル
ト
・
メ
キ
シ
コ
の
自
由
港
と
共
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
一
億
五
千
万
金

弗
の
借
款
を
な
し
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
プ
エ
ル
ト
．
メ
キ
シ
コ
は
メ
キ
シ
コ
湾
側
に
あ
っ
て
ベ
ラ
・
ク
ル
ス
（
＜
①
茜
∩
毎
N
）
、
タ
ン
ピ
コ
（
弓
9
ヨ
豆
8
）
と
並
ん
で
重
要
港
で
あ

る
。
丁
度
地
峡
の
南
北
に
於
て
サ
リ
ナ
・
ク
ル
ス
と
相
対
し
テ
ウ
ア
ン
チ
ペ
ク
鉄
道
の
北
終
点
に
当
る
港
で
あ
る
。
ナ
リ
ナ
・
ク
ル
ス
と
異

り
港
の
大
部
分
が
自
由
港
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
自
由
港
の
帯
域
は
商
業
地
帯
、
工
業
地
帯
、
可
燃
物
貯
蔵
地
帯
及
び
給
水
地
帯
の
四
地
帯
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に
分
た
れ
、
水
面
は
五
つ
の
ド
ッ
ク
、
岸
壁
延
長
一
二
、
0
0
0
米
、
水
深
一
〇
米
、
岸
壁
に
接
し
五
棟
総
面
積
六
、
七
〇
〇
平
方
米
の
倉

庫
群
が
連
な
っ
て
い
る
。
附
近
に
は
大
空
港
が
建
設
さ
れ
、
巨
船
の
修
理
に
適
す
る
乾
ド
ッ
ク
も
自
由
港
外
に
あ
る
。
プ
エ
ル
ト
・
メ
キ
シ

コ
港
は
最
近
は
コ
ァ
ッ
ァ
コ
ァ
ル
コ
ス
（
O
o
舞
N
p
8
巴
8
ω
）
港
と
こ
れ
に
注
ぐ
河
名
を
と
っ
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
マ
チ
ァ
ス
・
ロ
メ
ロ
自
由
港
は
商
港
で
あ
っ
て
、
テ
ウ
ア
ン
チ
ペ
ク
地
峡
の
中
央
、
プ
エ
ル
ト
・
メ
キ
シ
コ
と
サ
リ
ナ
・
ク
ル
ス
と
の
中

間
駅
に
当
る
大
都
市
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
縦
断
鉄
道
と
地
峡
鉄
道
と
の
交
叉
点
に
も
当
り
、
外
国
貨
物
の
集
散
が
激
し
く
、
従
っ
て
こ
の
自

由
港
の
任
務
は
気
候
風
土
と
の
関
係
上
製
造
工
業
が
盛
で
あ
る
た
め
、
両
海
港
か
ら
無
税
の
儘
入
っ
て
来
る
外
国
貨
物
を
一
時
蔵
置
し
、
こ

瓦
で
加
工
製
造
し
て
再
び
鉄
道
に
よ
っ
て
当
量
に
積
出
し
輸
出
す
る
に
あ
る
。
一
九
四
七
年
計
画
を
始
め
今
伺
設
備
を
建
設
中
で
あ
る
。

　
メ
キ
シ
コ
で
は
更
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
湾
岸
の
ト
ポ
ロ
バ
ン
ポ
（
円
。
℃
。
ざ
訂
還
。
）
に
も
自
由
港
建
設
の
計
画
が
あ
る
こ
と
を
一
九
四
八
、

九
年
頃
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
実
現
に
つ
い
て
は
ま
だ
確
報
を
得
て
い
な
い
。

　
こ
の
一
九
三
九
年
の
メ
キ
シ
コ
自
由
港
法
に
よ
る
自
由
港
は
世
界
で
も
自
由
性
の
広
い
自
由
港
に
属
し
て
お
り
、
自
由
港
地
域
は
関
税
法

の
除
外
地
域
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
外
国
商
品
を
無
税
の
ま
玉
陸
揚
、
倉
入
、
陳
列
、
解
装
、
再
装
、
精
製
、
混
合
、
製
造
、
変
形
な
ど
商
品

を
市
場
向
に
す
る
一
切
の
作
業
を
な
し
得
る
。
殊
に
、
自
由
港
内
の
工
業
は
土
地
、
建
物
に
対
す
る
租
税
は
特
に
低
率
に
な
っ
て
お
り
、
企

業
に
対
し
て
は
無
税
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
製
品
に
対
し
て
も
輸
出
税
は
免
除
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
武
器
、
弾
薬
類
の
輸
入
だ
け
は

特
別
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
x
な
っ
て
い
る
。
搬
出
入
手
続
も
勿
論
一
般
の
輸
出
入
手
続
で
な
く
自
由
港
管
理
者
に
対
す
る
手
続
を
以
て
足

り
る
。
出
入
船
舶
も
衛
生
条
例
及
び
水
先
案
内
人
使
用
規
則
に
従
う
の
外
は
何
等
の
手
続
を
要
せ
ず
、
港
長
の
指
揮
に
出
て
発
着
作
業
す
る

だ
け
で
あ
る
。
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
外
国
貿
易
地
帯

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
け
る
自
由
港
は
一
九
三
四
年
六
月
十
八
日
公
布
の
「
外
国
貿
易
地
帯
法
」
に
基
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
自
由
港
、

自
由
港
区
、
自
由
地
帯
等
の
文
字
を
用
い
ず
、
外
国
貿
易
地
帯
（
閃
8
藷
苧
早
巴
①
N
8
①
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
質
は
他
国
で

自
由
港
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
何
等
異
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
後
に
別
に
詳
細
に
亘
り
説
述
し
た
け
れ
ど
も
、
要
す
る
に
、
設
置
に
至
る

ま
で
の
複
雑
な
経
緯
の
結
果
、
「
自
由
」
な
る
語
を
避
け
る
に
至
っ
た
の
は
、
こ
れ
が
動
と
も
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
一
部
国
民
の
嫌
悪

す
る
自
由
貿
易
の
意
義
に
通
じ
る
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
外
国
貿
易
地
帯
は
外
国
貿
易
地
帯
法
に
よ
り
合
衆
国
政
府
内
に
設
け
ら
れ
た
外
国
貿
易
地
帯
委
員
会
（
閃
。
邑
σ
q
苧
摩
巴
①
N
。
器
ω
切
。
星
目
）

が
全
国
的
に
こ
の
設
置
、
変
更
、
廃
止
を
認
可
し
、
管
理
し
、
監
督
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
は
商
務
長
官
を
議
長
し
て
こ

れ
と
財
務
長
官
、
陸
軍
長
官
の
三
笠
を
以
て
構
成
し
た
最
高
行
政
機
関
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
は
外
国
貿
易
地
帯
は
全
国
的
に
企
画

統
一
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
機
能
は
始
は
記
載
貿
易
と
単
純
な
加
工
と
に
限
ら
れ
た
自
由
性
の
狭
い
自
由
港
に
過
ぎ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
一

九
五
〇
年
六
月
目
法
律
を
改
正
し
て
、
外
国
貿
易
地
帯
内
で
複
雑
な
加
工
も
製
造
も
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
叉
内
外
商
品
を
展

示
す
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
設
置
は
公
私
法
人
に
そ
の
申
請
を
認
め
て
い
る
け
れ
ど
も
。
既
に
設
置
さ
れ
た
六
地
帯
の
う
ち
五

地
帯
は
公
法
人
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
法
人
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
は
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
（
テ
キ
ナ
ス
）
空
港
の

地
帯
だ
け
で
あ
る
。
凡
そ
ア
メ
リ
カ
に
託
て
は
商
港
は
概
ね
州
政
府
の
直
接
管
轄
下
に
あ
り
、
従
っ
て
外
国
貿
易
地
帯
も
ワ
シ
ン
ト
ン
に
在

る
外
国
貿
易
地
帯
委
員
会
が
州
政
府
を
通
じ
て
こ
れ
を
行
政
監
督
す
一
る
形
式
を
と
り
、
且
つ
そ
の
港
に
在
る
税
関
長
（
O
O
一
一
Φ
O
け
O
同
）
が
前
記

委
員
会
の
代
表
者
た
る
資
格
を
以
て
直
接
の
監
督
に
当
っ
て
い
る
。
外
国
貿
易
地
帯
の
機
能
、
組
織
及
び
実
態
に
つ
い
て
は
別
に
詳
述
し
た

か
ら
、
こ
x
に
は
そ
の
概
要
に
止
め
る
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
国
貿
易
地
帯
は
一
九
三
六
年
一
月
二
十
九
日
に
ハ
ド
ソ
ン
河
口
の
ス
テ
ー
ト
ン
島
ス
テ
ー
プ
ル
ト
ソ
港
（
℃
。
詳
亀
Q
∩
臼
甲

覧
①
8
P
9
讐
三
島
き
脳
．
）
に
設
置
認
可
、
一
九
三
七
年
二
月
一
日
創
業
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
国
貿
易
地
帯
運
営
会
社
（
目
路
客
ド
閃
自
①
硲
一

日
冨
山
①
N
自
①
O
窩
轟
8
声
H
コ
。
・
）
な
る
市
営
公
社
が
直
接
経
営
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
。
外
国
貿
易
地
帯
第
一
号
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
、
総
建

設
費
は
一
＝
ー
ヨ
ー
ク
市
経
費
の
中
か
ら
一
時
的
に
支
出
し
、
後
公
社
の
社
債
を
民
青
に
売
っ
て
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
方
法
に
依
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

て
調
達
さ
れ
た
。
敷
地
は
船
舶
発
着
揚
の
周
囲
が
二
十
六
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
て
、
両
側
に
バ
ー
ス
ニ
ヶ
所
宛
都
合
四
ヶ
所
を
持
つ
突
堤
が
四

本
と
バ
ー
ス
ニ
ケ
所
を
持
つ
附
属
突
堤
一
本
が
あ
る
。
突
堤
上
に
は
四
棟
、
総
面
積
凡
そ
百
万
平
方
吠
の
二
階
建
上
屋
倉
庫
あ
り
、
荷
役
設

備
及
び
陸
上
運
搬
設
備
は
現
代
的
で
あ
っ
て
極
め
て
能
率
的
で
あ
る
。
こ
の
敷
地
に
接
続
し
て
別
に
同
じ
く
二
十
六
エ
ー
カ
ー
に
及
ぶ
用
地

が
あ
り
、
鼓
に
は
地
帯
事
務
所
、
貨
物
言
揚
、
貨
物
処
理
作
業
揚
、
そ
の
他
諸
種
の
建
物
が
あ
る
。

　
今
次
大
戦
に
当
り
、
ス
テ
ー
プ
ル
ト
ン
港
は
陸
軍
基
地
と
な
っ
た
た
め
、
地
帯
は
一
時
的
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
沿
岸
の
狭
隙
な
地
域
に
移
さ

れ
、
そ
の
活
動
も
鈍
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
戦
後
再
び
ス
テ
ー
プ
ル
ト
ン
に
戻
り
、
一
九
五
〇
年
五
月
置
は
設
備
も
殆
ど
旧

に
復
し
て
そ
の
活
動
も
概
ね
戦
前
並
み
に
な
り
つ
x
あ
る
。
一
九
五
］
年
に
於
て
地
帯
に
陸
揚
さ
れ
た
貨
物
は
錫
、
煙
草
、
銅
、
時
計
及
び

同
部
分
品
、
皮
革
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
諸
種
子
類
、
植
物
性
油
、
酒
類
な
ど
多
種
で
あ
っ
て
約
八
万
屯
、
六
千
万
ド
ル
に
及
ん
で
い
る
。
地

帯
内
の
作
業
も
漸
く
活
況
を
増
し
、
時
計
部
分
品
の
組
立
、
葉
煙
草
の
精
製
及
び
競
売
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ナ
ッ
ト
の
乾
燥
、
酒
類
の
精
製
及
び

瓶
詰
、
オ
リ
ー
ヅ
油
そ
の
他
諸
品
の
罐
詰
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
と
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
の
精
製
及
び
混
合
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
格
付
、
毛
皮
の
洗
漁
、

精
製
及
び
格
付
、
組
立
住
宅
資
材
の
製
造
な
ど
種
類
が
甚
だ
多
く
、
殊
に
見
本
作
成
、
選
別
、
評
量
検
査
、
梱
包
、
改
装
な
ど
は
各
種
商
品

に
つ
き
盛
に
行
わ
れ
て
い
る
。
殊
に
地
帯
内
に
粗
葉
煙
草
を
陸
揚
し
て
こ
れ
を
精
製
し
販
売
す
る
企
業
は
戦
時
中
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
場
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
自
身
の
手
に
よ
っ
て
こ
x
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
毛
皮
市
場
と
共
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
国
貿
易
地
帯
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の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

　
ニ
ェ
ー
オ
ル
リ
ー
ン
ズ
外
国
貿
易
地
帯
は
、
一
九
四
六
年
七
月
十
六
日
に
外
国
貿
易
地
帯
委
員
会
か
ら
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ー
ソ
ズ
満
州
港
湾

委
員
会
（
目
冨
し
d
8
a
o
h
Q
Q
鼠
8
9
筥
巳
。
。
ω
ご
器
閉
o
h
℃
。
旨
o
h
2
睾
9
一
①
窪
ω
曽
訂
．
）
に
対
し
て
設
置
認
可
さ
れ
た
地
帯
で
あ
っ
て
、
外

国
貿
易
地
帯
第
二
号
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
州
港
湾
委
員
会
が
直
接
に
運
営
を
実
施
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ー
ン
ズ
港
は
メ
キ
シ
コ
湾
か

ら
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
を
約
一
一
〇
哩
ほ
ど
遡
っ
た
河
岸
に
あ
り
、
河
口
か
ら
地
帯
ま
で
の
水
路
は
干
潮
時
に
果
て
も
最
低
三
十
五
吠
の
水
深
を

有
す
る
良
港
で
あ
る
。
地
帯
の
総
面
積
一
五
・
〇
三
篶
」
カ
ー
、
岸
壁
は
河
岸
に
並
行
し
て
延
長
一
、
○
○
八
眠
、
接
水
線
か
ら
四
十
五
吠

距
っ
て
倉
庫
が
延
長
七
二
五
択
に
及
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
港
湾
設
備
は
す
べ
て
最
新
式
で
あ
っ
て
、
多
く
の
電
動
式
ク
レ
ー
ン
及
び
二

千
の
電
動
式
エ
レ
ヅ
ェ
ー
タ
ー
を
有
し
、
叉
大
な
る
浮
動
ク
レ
ー
ン
も
数
隻
お
る
。
一
九
五
一
年
中
に
地
帯
に
陸
揚
さ
れ
た
貨
物
は
コ
ー
ヒ

ー
、
ア
ル
ミ
二
二
ー
ム
、
マ
ホ
ガ
ニ
ー
、
自
動
車
及
び
同
部
分
品
、
．
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
総
額
凡
そ
一
千
万
ド
ル
、
約
三
万
屯
で
あ
り
、
地

帯
内
作
業
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
ナ
弘
ト
の
乾
燥
、
麻
袋
、
オ
リ
ー
ヅ
油
、
棉
花
、
豆
類
、
コ
ル
ク
、
羊
毛
、
ガ
ー
ゼ
、
フ
ク
チ
ン
、
モ
ー
タ
ー
な

ど
の
見
本
作
製
、
評
量
選
別
、
改
装
、
ラ
ベ
ル
貼
付
な
ど
の
一
般
処
理
の
外
に
、
当
地
帯
の
特
徴
と
し
て
真
空
消
毒
工
場
が
完
備
し
て
い
る

た
め
煙
草
そ
の
他
法
律
に
よ
り
衛
生
試
験
を
要
求
さ
れ
て
い
る
多
く
の
商
品
が
消
毒
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
x
、
再
輸
出
の
た
め
に
ア
ル
ミ

ニ
ュ
ー
ム
板
の
切
断
、
ナ
マ
コ
板
の
製
造
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ナ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
外
国
貿
易
地
帯
は
、
一
九
四
八
年
三
月
十
日
外
国
貿
易
地
帯
委
員
会
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
雲
州
港
湾
委
員
会

（
囲
冨
b
d
o
碧
傷
o
h
ω
訂
皇
国
p
昏
。
同
O
o
ヨ
巳
。
・
臨
。
器
鵠
h
自
Q
∩
碧
司
冨
ロ
密
β
6
鉢
）
に
対
し
て
設
置
特
許
さ
れ
、
同
年
六
月
十
日
創
業
の
運

び
に
至
っ
た
地
帯
で
あ
っ
て
、
外
国
貿
易
地
帯
第
三
号
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
船
舶
が
金
門
を
通
過
し
て
最
初
の
突
堤
の
あ
る
と
こ
ろ
が
地
帯

で
あ
っ
て
、
面
積
四
・
五
五
エ
ー
カ
ー
、
一
突
堤
を
持
ち
岸
壁
．
の
延
長
八
一
〇
吠
で
あ
る
。
岸
壁
に
沿
う
て
二
棟
の
上
屋
と
特
別
倉
庫
、
冷
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貸
倉
庫
、
、
加
工
場
、
野
積
場
な
ど
が
あ
る
。
当
地
帯
の
所
有
者
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
あ
り
、
経
営
者
は
設
置
申
請
者
で
あ
る
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
港
州
港
湾
委
員
会
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
は
州
政
府
か
ら
指
名
さ
れ
た
三
人
の
委
員
か
ら
成
り
、
事
務
局
長
以
下
十
一
名
の
理
事

者
を
持
っ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
港
湾
委
員
会
が
関
税
港
と
共
に
こ
れ
を
管
理
運
営
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
地
帯
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
野
営
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
地
帯
の
特
長
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
荷
役
料
、
倉
敷
料
等
の
港
費
が
関
税
港
よ
り
も
相
当
に
低
く
定
め
ら

れ
て
い
る
ご
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
船
舶
及
び
貨
物
を
地
帯
に
誘
致
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
お
け
で
あ
る
。

　
当
地
帯
は
設
置
平
芝
だ
数
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
の
と
地
域
が
狭
隆
に
過
ぎ
る
た
め
に
、
地
帯
活
動
は
十
分
に
そ
の
実
力
を
発
揮
す
る

ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
即
ち
、
一
九
五
一
年
に
地
帯
内
に
搬
入
さ
れ
た
商
品
は
、
英
国
か
ら
の
ウ
イ
ス
キ
ー
（
瓶
詰
作
業
に
付
し
た
）
約

百
万
ド
ル
を
筆
頭
に
、
敷
物
類
、
籐
家
具
、
自
動
車
、
植
物
油
な
ど
で
総
額
約
五
百
五
十
万
ド
ル
、
九
千
屯
に
過
ぎ
な
い
。
只
こ
の
地
帯
の
・

特
徴
は
第
一
、
第
二
の
地
帯
が
主
と
し
て
合
衆
周
商
品
を
取
扱
っ
て
い
る
の
に
反
し
て
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
英
国
商
品
が
最
も
多
く
、
次
い

で
日
本
、
中
国
、
香
港
、
合
衆
国
、
太
洋
島
諸
地
域
の
順
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
関
係
国
は
そ
れ
ぞ
れ
小
額
な
が
ら
五
十
ケ
国
を

超
え
て
い
る
。
地
帯
内
で
行
わ
れ
た
作
業
は
、
煙
草
の
格
付
、
ラ
イ
タ
ー
の
見
本
作
成
及
び
改
．
装
、
万
年
筆
の
検
査
及
び
改
装
、
噛
陶
磁
器
の

包
装
、
宝
石
類
の
検
査
及
び
評
価
、
家
畜
の
飼
育
、
酒
類
の
瓶
詰
な
ど
で
あ
り
、
叉
欧
洲
骨
董
晶
の
輸
入
展
示
競
売
、
金
属
箔
の
加
工
、
そ

の
他
の
加
工
が
行
わ
れ
た
。

　
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
外
国
貿
易
地
帯
は
一
九
四
九
年
六
月
二
十
七
日
外
国
貿
易
地
帯
委
員
会
か
ら
地
帯
第
四
号
と
し
て
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市

港
湾
委
員
会
（
じ
d
。
p
a
。
h
守
き
8
0
。
謹
呈
ω
ω
ざ
器
声
∩
ξ
。
h
門
8
珍
。
・
①
奮
．
）
に
対
し
て
設
置
認
可
さ
れ
、
同
年
九
月
に
創
業
の
運
び
に

至
っ
た
。
市
港
湾
委
員
会
の
管
理
下
に
ク
レ
セ
ン
ト
波
止
場
倉
庫
会
社
（
目
お
9
①
。
・
8
旨
堵
｝
冨
眺
〉
昌
貼
≦
9
。
お
ぎ
口
。
・
①
∩
○
・
）
が
運
営
実
施
に

当
っ
て
い
る
。
地
帯
は
外
港
の
牢
に
あ
り
、
総
面
積
一
〇
・
九
六
エ
ー
カ
ー
、
一
突
堤
か
ら
成
っ
て
い
る
。
岸
壁
延
長
六
八
二
吠
、
突
堤
上
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に
は
面
積
六
万
平
方
眼
の
一
階
建
上
屋
、
二
万
平
方
吠
の
倉
庫
、
凡
そ
五
万
平
方
吠
の
野
積
揚
、
展
示
室
二
棟
、
加
工
作
業
場
な
ど
が
建
設

さ
れ
て
お
り
、
荷
役
設
備
、
黒
炭
油
補
給
設
備
、
鉄
道
、
道
路
な
ど
完
備
し
て
い
る
。
し
か
し
、
」
こ
の
地
帯
も
設
置
後
伺
日
が
浅
く
未
だ
十

分
な
活
動
に
入
っ
て
い
な
い
。
一
九
五
一
年
に
地
帯
に
陸
揚
さ
れ
た
商
品
は
棉
花
、
ア
ル
ミ
地
金
、
パ
ル
プ
、
ミ
シ
ン
、
ア
ル
ミ
板
壁
が
主

で
あ
り
、
総
額
約
六
百
万
ド
ル
、
一
万
五
千
屯
程
度
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
商
品
は
殆
ど
中
南
米
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
、
濠
洲
な
ど
太
平
洋
諸

国
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
地
帯
内
作
業
も
電
気
ス
タ
ン
ド
の
組
立
、
棉
花
、
胡
椒
な
ど
の
精
選
及
び
加
工
、
自
動
車
部
分
口
叩
の
組
立

な
ど
漸
く
盛
に
な
り
つ
N
あ
る
。
合
衆
国
の
地
帯
の
う
ち
で
最
も
盛
に
宣
伝
に
努
め
て
い
る
か
ら
、
地
域
の
拡
張
と
相
侯
っ
て
将
来
甚
だ
有

望
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
シ
ア
ト
ル
外
国
貿
易
地
帯
は
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
よ
り
も
僅
か
二
ヶ
月
遅
れ
て
一
九
四
九
年
九
月
一
日
に
、
地
帯
委
員
会
か
ら
シ
ア
ト
ル
港

湾
委
員
会
（
℃
o
嘗
o
h
ω
①
舞
昌
①
O
o
攣
目
冨
巴
。
昌
）
に
対
し
外
国
貿
易
地
帯
第
五
号
と
し
て
設
置
認
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
海
港
と
し
て
は

最
も
虚
し
い
地
帯
で
あ
る
。
地
帯
の
総
面
積
約
一
・
九
エ
ー
カ
ー
、
水
面
約
一
・
五
エ
ー
カ
ー
、
繋
船
岸
壁
延
長
四
三
二
吠
の
規
模
で
あ
っ

て
突
堤
上
屋
は
一
階
建
一
棟
約
二
万
八
千
平
方
吹
、
野
積
揚
面
積
約
二
万
七
千
平
方
択
と
称
さ
れ
て
い
る
。
合
衆
国
の
地
帯
の
中
で
は
最
小

の
も
の
で
あ
る
。
地
帯
活
動
も
荷
建
設
の
時
期
に
あ
る
た
め
当
初
予
期
し
た
ほ
ど
に
は
伸
び
て
い
ず
、
　
一
九
五
一
年
に
地
帯
に
陸
揚
さ
れ
た

貨
物
総
額
は
約
三
百
四
十
万
ド
ル
七
千
屯
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
品
別
も
チ
ー
ズ
、
か
に
、
自
動
車
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
コ
ー
ン
ビ
ー
フ
（
以
上

一
九
五
〇
年
度
）
、
コ
ー
ヒ
ー
、
自
動
車
、
鮪
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
重
鉱
石
（
以
上
一
九
五
一
年
）
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
五
十
万
ド
ア
内
外

の
金
額
で
あ
る
。
叉
、
こ
れ
ら
商
品
の
原
産
地
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ソ
連
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
が
合
衆
国
、
日
本
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、

ベ
ル
ギ
；
な
ど
と
肩
を
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
が
当
地
帯
の
特
徴
と
い
え
る
。
地
帯
内
の
作
業
は
搬
入
貨
物
の
再
装
、
改
装
が
主
た
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
外
に
特
徴
あ
る
作
業
と
し
て
は
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
濠
洲
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
羊
毛
を
入
れ
て
毛
織
物
の
製
造
工
場
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が
存
在
し
て
い
る
こ
上
で
あ
る
。

　
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
外
国
貿
易
地
帯
は
世
界
で
唯
一
の
自
由
空
港
で
あ
を
。
他
に
も
自
由
港
に
近
接
し
て
空
港
を
持
ち
（
例
え
ば
p
ス
ァ
ン

ぜ
ル
ス
外
国
貿
易
地
帯
な
ど
）
、
又
は
空
港
を
含
め
て
自
由
港
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
計
画
は
あ
る
け
れ
ど
も
（
例
え
ば
フ
ロ
リ
ダ
州
マ
イ
ア

ミ
な
ど
）
、
奥
地
に
あ
る
空
港
に
し
て
単
独
に
自
由
港
で
あ
る
の
は
テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ

空
港
が
合
衆
国
に
於
て
夙
に
開
港
（
困
。
詳
。
h
団
巨
q
）
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
地
帯
は
一
九
四
九
年
十
一
月
二
十
九
日

に
ワ
シ
ン
ト
ン
の
外
国
貿
易
地
帯
委
員
会
か
ら
ス
コ
ビ
i
防
火
倉
庫
株
式
会
社
（
日
ゲ
Φ
Q
∩
o
o
げ
①
図
周
酵
①
鷲
。
亀
G
∩
酔
。
茜
G
や
①
O
o
・
）
に
対
し
て
地
帯

策
六
号
ど
し
て
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市
営
空
港
に
設
置
認
可
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
九
月
一
日
創
業
に
至
っ
た
。
当
地
帯
は
総
面
積
約
三
・
五
エ

ー
カ
ー
、
倉
庫
面
積
約
五
万
四
千
六
百
平
方
限
、
野
積
場
約
二
・
五
エ
ー
カ
ー
の
施
設
で
あ
っ
て
、
冷
蔵
倉
庫
、
消
毒
室
、
加
工
場
な
ど
の

設
備
が
あ
り
、
且
つ
国
際
空
港
で
あ
る
か
ら
陸
上
輸
送
機
関
が
完
備
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
空
港
で
あ
る
と
は
い
え
、
必
ず
し
も

空
輸
品
の
み
を
取
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
テ
キ
サ
ス
州
の
海
港
か
ら
保
税
の
ま
x
鉄
道
等
に
よ
り
こ
x
に
搬
入
し
、
蔵
置
、
処
理
、

加
工
製
造
し
て
広
大
な
る
背
後
地
に
送
り
叉
は
更
に
空
路
若
く
は
保
税
状
態
で
海
路
に
出
し
、
積
戻
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
設
置
後
日
荷

極
め
て
浅
い
た
め
将
来
を
推
測
す
る
に
足
る
資
料
に
乏
し
い
け
れ
ど
も
、
　
一
九
五
〇
年
九
月
乃
至
五
一
年
六
月
の
十
ヵ
月
間
の
活
動
を
見
る

と
、
入
荷
総
額
は
約
五
十
三
万
ド
ル
、
二
千
五
百
屯
で
あ
っ
て
、
主
な
る
商
品
は
メ
キ
シ
コ
胡
椒
、
コ
ル
ク
板
、
羊
皮
、
冷
凍
蝦
、
冷
凍
苺
、

ウ
イ
ス
キ
ー
、
花
卉
、
光
学
機
械
、
煙
草
、
楽
器
な
ど
で
あ
り
、
作
業
も
胡
椒
の
加
工
、
一
般
商
品
の
改
装
、
冷
凍
作
業
な
ど
で
あ
る
。
こ

れ
ら
商
品
の
原
産
地
が
メ
キ
シ
コ
を
第
一
位
と
し
て
い
る
点
も
当
地
帯
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三
一
、
モ
ン
ロ
ヴ
ィ
ア
自
由
港
（
り
ベ
リ
ァ
）

　
西
ア
フ
リ
カ
の
り
ベ
リ
ァ
は
一
九
四
三
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
借
款
を
得
て
モ
ン
ロ
ヅ
ィ
ア
港
の
改
築
を
企
て
、
一
九
四
八
年
六
月

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
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こ
の
工
事
が
完
成
し
た
と
き
、
合
衆
国
の
要
請
に
基
い
て
こ
の
新
港
域
を
自
由
港
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
N
な
し
、
同
年
七
月
二
十
六
日
こ

れ
を
開
業
す
る
に
着
っ
た
。
直
接
の
運
営
は
モ
ン
ロ
ヅ
ィ
ア
血
忌
株
式
会
社
（
ぎ
葭
。
＜
冨
国
忌
恐
き
品
窪
㊦
轟
け
O
ρ
い
凱
●
）
に
実
施
せ
し
め

て
い
る
。
も
と
も
と
り
ベ
リ
ア
は
一
八
二
二
年
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
於
て
解
放
さ
れ
た
奴
隷
を
尊
容
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
慈

善
団
体
が
相
集
っ
て
、
西
ア
フ
リ
カ
の
地
に
設
立
し
て
や
っ
た
一
植
民
地
で
あ
っ
た
が
、
一
八
四
七
年
に
り
ベ
リ
ア
自
由
独
立
共
和
国
と
し

て
国
際
的
に
独
立
を
承
認
さ
れ
た
国
家
で
あ
る
。
従
っ
て
合
衆
国
と
は
極
め
て
縁
の
深
い
新
興
国
で
あ
る
。
り
ベ
リ
ア
に
於
け
る
港
は
ケ
ー

プ
・
パ
ル
マ
ス
　
（
O
巷
①
℃
。
。
ぎ
器
）
と
モ
ン
ロ
ヅ
ィ
ア
と
が
港
ら
し
い
港
で
あ
る
け
れ
ど
も
。
モ
ン
p
ヅ
ィ
ア
は
首
都
で
も
あ
り
人
口
も
一

万
五
千
の
り
ベ
リ
ァ
第
一
の
都
市
で
も
あ
る
た
め
、
り
ベ
リ
ァ
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
港
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
モ
ロ
ン
ヅ
ィ
ア
港
は
も

と
設
備
が
不
完
全
で
あ
っ
て
防
波
堤
も
な
く
水
深
も
浅
く
大
船
の
碇
泊
は
不
可
能
で
あ
り
小
船
の
み
河
辺
に
碇
泊
し
得
る
程
度
の
港
で
あ
っ

て
、
殊
に
雨
期
に
は
河
水
が
氾
濫
し
て
接
岸
は
極
め
て
危
険
で
あ
っ
た
。
合
衆
国
か
ら
の
借
款
に
よ
り
築
造
さ
れ
た
自
由
港
は
、
平
均
三
〇

吠
の
水
深
を
有
し
、
岸
壁
の
延
長
一
、
二
〇
〇
吠
、
長
さ
六
〇
〇
沢
吃
水
二
八
吠
秩
序
0
吠
の
船
が
同
時
に
三
隻
繋
船
し
得
る
完
全
施
設
で

あ
る
。
荷
役
設
備
も
七
十
五
屯
移
動
ク
レ
ー
ン
一
基
、
五
爵
固
定
ク
レ
ー
ン
数
等
あ
っ
て
良
好
で
あ
り
、
倉
庫
も
六
万
四
千
平
方
吹
の
も
の

一
棟
と
九
千
六
百
平
方
吠
の
も
の
二
棟
が
あ
っ
て
十
分
に
余
裕
が
あ
る
。
且
つ
合
衆
国
で
設
備
し
た
石
油
タ
ン
ク
（
容
量
四
十
万
ガ
ロ
ン
）

が
あ
り
、
．
ハ
イ
プ
に
よ
っ
て
接
岸
船
舶
へ
の
給
油
も
容
易
で
あ
る
。
自
由
港
の
機
能
は
合
衆
国
の
外
国
貿
易
地
帯
と
同
断
で
あ
る
が
、
搬
入

外
国
品
は
織
物
、
食
料
、
石
油
、
建
築
材
料
な
ど
が
主
で
あ
っ
て
、
大
部
分
は
り
ベ
リ
ァ
に
着
て
使
用
消
費
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
由

港
は
ま
だ
本
来
の
利
点
が
発
揮
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
自
由
港
か
ら
海
外
へ
出
て
行
く
商
品
も
ゴ
ム
、
椰
子
、
椰
子
油
、

コ
ー
ヒ
ー
、
コ
・
ア
な
ど
り
ベ
リ
ア
産
品
で
あ
る
か
ら
殆
ど
輸
出
品
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
近
い
将
来
に
は
モ
ン
ロ
ヅ
ィ
ア
自
由
港

が
西
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
商
品
の
基
地
に
な
り
繁
栄
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
そ
の
立
地
条
件
か
ら
見
て
推
測
に
難
く
な
い
。
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三
二
、
ラ
ス
・
パ
ル
マ
ス
自
由
港
（
キ
ャ
ナ
リ
ー
本
島
）

　
キ
ャ
ナ
リ
ー
群
島
は
ア
フ
リ
カ
西
北
岸
に
近
接
す
る
七
島
喚
よ
り
成
る
群
島
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ナ
リ
i
本
島
（
O
冨
巳
9
津
q
）
は
島
庁

の
所
在
地
で
あ
る
。
十
三
世
紀
以
来
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
経
て
一
四
八
三
年
ス
ペ
イ
ン
領
に
確
定
し
た
。
ラ
ス
・
パ
ル
マ
ス
（
門
自
畠
q
◎
団
匪
一
【
員
9
q
D
）

は
こ
の
首
都
で
あ
る
と
共
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
西
ア
フ
リ
カ
と
を
繋
ぐ
ス
ペ
イ
ン
の
重
要
な
港
で
も
あ
る
。
第
一
次
大
戦
後
、
ス
ペ
イ
ン
本

土
に
あ
る
他
の
自
由
港
之
共
に
勅
令
に
よ
り
全
港
域
を
自
由
港
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
機
能
は
概
ね
本
土
に
あ
る
各
自
由
港
と
同
じ
で
あ
る

が
、
本
土
か
ら
も
西
ア
メ
リ
カ
の
ス
ペ
イ
ン
領
リ
オ
・
デ
・
オ
ロ
か
ら
も
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
に
商
業
行
為
に
関
す
る
限
り
実
際
の
運
営

は
本
土
の
自
由
港
よ
り
は
遙
に
自
由
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
軍
、
官
吏
か
ら
成
る
ポ
ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
が
全
面
的
に
管
理
し
且
つ

運
営
に
当
っ
て
い
る
。
港
は
防
波
堤
を
兼
ね
た
突
堤
に
囲
ま
れ
た
一
五
六
エ
ー
カ
ー
の
水
陸
域
で
あ
り
、
旧
突
堤
は
長
さ
三
、
四
〇
〇
眼
で

あ
っ
て
貨
物
の
積
卸
に
使
用
さ
れ
、
新
突
堤
は
六
、
六
〇
〇
眠
で
主
と
し
て
船
舶
の
給
水
炭
の
た
め
と
旅
客
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
水
深

は
岸
壁
の
と
こ
ろ
で
三
五
一
四
二
眠
で
あ
り
、
且
つ
繋
船
柱
も
適
当
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
大
船
の
碇
泊
が
可
能
で
あ
る
。
荷
役
設
備
も

三
々
浮
動
ク
レ
ー
ン
数
隻
、
八
0
屯
ク
レ
ー
ン
ニ
基
、
九
〇
屯
ク
レ
ー
ン
一
基
、
そ
れ
に
二
〇
屯
ま
で
の
蒸
汽
デ
リ
ッ
ク
が
数
基
あ
り
且
つ

艀
舟
も
相
当
に
あ
る
か
ら
、
先
ず
完
備
し
て
い
る
と
い
え
る
。
西
ア
フ
リ
カ
及
び
近
海
の
原
産
物
を
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
送
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産

の
製
品
半
製
品
を
西
ア
フ
リ
カ
各
地
に
取
次
ぐ
仲
継
港
と
し
て
繁
栄
し
て
い
る
港
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三
三
、
ノ
シ
・
べ
自
由
港
（
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
）

　
フ
ラ
ン
ス
領
マ
ダ
で
ス
カ
ル
の
北
西
部
沿
岸
に
接
す
る
小
島
ノ
シ
・
べ
（
Z
。
ω
段
し
d
①
人
ロ
一
七
、
0
0
0
）
の
港
で
あ
っ
て
、
本
島
沿
岸

の
エ
ル
ヅ
ィ
ル
港
　
（
自
Φ
目
く
昌
Φ
）
の
附
属
港
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
に
よ
り
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
国
際
上
及
び
経
済
上
の
地
位
が
高
ま
り
、
従

っ
て
各
港
の
活
動
も
活
餌
に
な
る
に
及
ん
で
、
戦
後
ノ
シ
・
べ
港
を
自
由
港
と
な
し
た
。
こ
の
自
由
港
の
制
度
は
明
か
で
な
い
が
、
開
8
富
亀

　
　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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子
Φ
零
。
円
拝
H
ゆ
認
の
資
料
か
ら
察
す
る
と
、
港
域
内
に
於
て
関
税
が
免
除
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
自
由
港
の
よ
う
で
あ
る
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

総
督
の
管
理
下
に
あ
る
こ
と
は
本
島
の
他
機
と
同
じ
で
あ
る
。
水
深
七
二
乃
至
一
〇
二
吠
の
高
箒
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
設
備
は
不
良
で
あ
っ

て
小
船
の
み
し
か
接
岸
出
来
な
い
。
モ
ザ
ソ
ビ
ク
、
ザ
ン
ジ
バ
ル
、
ア
デ
ン
、
ボ
ン
ベ
イ
等
の
航
路
に
は
当
っ
て
い
る
が
、
到
底
マ
ジ
ュ
ン

ず
港
（
冨
＆
§
。
q
p
）
の
繁
栄
に
は
及
ば
な
い
。
金
属
製
品
、
機
械
類
、
セ
メ
ン
ト
、
車
輔
、
肥
料
、
木
秘
、
石
油
な
ど
が
搬
入
さ
れ
、
皮
革
、

コ
ブ
ラ
、
黒
檀
、
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
、
胡
椒
、
ラ
フ
，
4
ア
、
ラ
ム
、
マ
一
二
カ
、
蜜
蝋
な
ど
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
産
物
資
が
搬
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
関
税
港
の
輸
出
入
事
情
と
同
じ
よ
う
で
あ
っ
て
、
自
由
港
と
し
て
の
寄
継
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
三
四
、
サ
バ
ン
自
由
港
（
イ
ン
ド
、
矛
シ
ア
）

　
ス
マ
ト
ラ
の
最
北
端
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
面
す
る
サ
バ
ン
港
（
G
∩
魯
§
㎝
叉
は
聞
入
O
奄
象
と
も
い
う
）
に
あ
る
自
由
港
で
あ
っ
て
、
第
一

次
大
戦
中
自
由
港
と
な
る
。
税
関
を
置
か
ず
、
管
長
の
み
駐
在
し
て
こ
れ
を
管
理
運
営
し
て
い
る
。
給
炭
港
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
叉
南
ア

ジ
ア
の
仲
継
港
と
し
て
枢
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
．
港
口
は
二
、
四
六
〇
吠
あ
り
、
昼
夜
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
し
で
入
港
出
来
る
良
港
で
あ
る
。

投
錨
所
の
水
深
は
海
岸
か
ら
三
二
八
眼
の
と
こ
ろ
で
九
〇
乃
至
二
二
二
眠
で
あ
る
。
岸
壁
は
今
次
大
戦
前
に
は
延
長
三
、
六
〇
〇
眠
に
及
ぶ
鉄

造
岸
壁
が
あ
っ
た
が
、
大
半
が
戦
災
で
破
壊
さ
れ
、
現
在
は
三
箇
所
、
即
ち
、
西
の
給
炭
岸
壁
は
長
さ
六
〇
〇
吠
、
東
の
給
炭
岸
壁
は
長
さ
四
八

0
眠
、
別
に
長
さ
三
〇
〇
眠
の
貿
易
岸
壁
、
外
に
繋
船
浮
標
三
箇
が
あ
る
。
船
舶
修
繕
設
備
な
ど
の
現
代
的
港
湾
施
設
は
戦
災
で
悉
く
破
壊
婁

れ
て
し
ま
い
今
は
全
く
な
い
け
れ
ど
も
、
荷
役
設
備
は
ク
レ
ー
ン
、
倉
庫
な
ど
平
素
の
貨
物
取
扱
に
は
差
支
え
な
い
程
度
の
も
の
が
存
在
す
る
。

こ
の
自
由
港
の
主
た
る
任
務
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
過
す
る
船
舶
に
石
炭
を
供
給
す
る
こ
と
と
、
東
西
の
貨
物
を
積
換
え
る
こ
と
に
あ
る
。

一一　58　一一

以
上
そ
の
機
構
及
び
設
備
に
鋳
て
述
べ
た
自
由
港
は
主
た
る
も
の
を
摘
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
世
界
に
は
こ
の
外
に
次
の
各
港
に
自
由
港



の
地
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
但
し
各
国
の
下
に
は
そ
の
植
民
地
港
湾
を
含
ん
で
い
る
。
叉
、
ソ
思
及
び
同
衛
星
国
の
各
港
は
戦
後
事
情
不

明
の
た
め
省
略
し
た
。

　
イ
タ
リ
ー
　
サ
ヅ
ォ
ソ
ヌ
。
ヅ
ェ
ニ
ス
。
ア
ソ
コ
ナ
。
メ
ッ
シ
ナ
。
ブ
リ
ソ
デ
ィ
シ
。
．
バ
リ
。
パ
レ
ル
モ
。
カ
タ
ニ
ア
。
カ
グ
リ
ア
リ
。

　
ド
イ
ツ
　
ブ
ラ
カ
。
ア
ル
ト
ナ
。

　
フ
ラ
ン
ス
　
マ
ル
セ
イ
ユ
。
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
。
ロ
リ
ア
ン
。
ダ
ン
ケ
ル
ク
。

　
ス
ペ
イ
ン
　
ゴ
ル
デ
ス
．
。
サ
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①
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①
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瓦
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田
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一
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昭
三
、
四
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ハ
ン
ブ
ル
グ
港
の
繁
栄
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海
外
経
済
事
情
、
八
、
昭
四
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紺
野
順
、
大
連
港
の
概
要
（
海
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、
一
九
ノ
五
、
昭
三
）

野
波
静
雄
、
世
界
の
自
由
港
制
度
（
大
一
四
）

世
界
港
湾
事
清
、
特
輯
（
日
刊
海
運
新
聞
祉
刊
）

三
、
自
由
港
の
企
業
性

H
O
卜
。
笛
・

　
港
湾
経
済
は
普
通
商
港
と
い
え
ど
も
独
立
採
算
の
成
立
を
必
ず
し
も
不
可
能
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
鼓
に
私
営
港
湾
会
社
の
成
立
し
得

る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
我
国
で
は
港
湾
管
理
は
国
家
叉
は
自
治
団
体
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
市
町
村
営
の
小
港
に
就
て
は
暫
く
措

き
、
重
要
港
に
就
て
は
行
政
の
一
部
と
し
て
運
営
し
て
い
る
た
め
採
算
を
度
外
視
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
然
し
、
港
湾
内
に
経
営
さ
れ
て

い
る
倉
庫
、
荷
役
、
艀
船
、
桟
橋
等
の
会
社
は
企
業
と
し
て
立
派
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
国
家
と
し
て
は
国
民
経
済
の
上

か
ら
い
っ
て
、
こ
れ
だ
け
で
も
十
分
に
意
義
の
あ
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
港
に
よ
り
叉
経
営
方
法
に
よ
っ
て
は

企
業
と
し
て
成
立
つ
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
現
に
ア
メ
リ
カ
港
湾
協
会
（
目
｝
お
〉
ヨ
①
は
。
睾
〉
ω
ω
o
。
冨
謡
。
＝
亀
甲
。
艮
諺
9
ぎ
円
三
①
ω
）

が
戦
前
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
世
界
に
茂
て
利
益
を
挙
げ
叉
は
牧
支
均
衡
を
保
っ
て
い
る
港
は
次
に
示
す
よ
う
に
三
十
数
港
を
数
え
て

い
る
（
矢
野
剛
著
商
港
論
一
〇
九
1
＝
○
頁
）
。
　
こ
れ
は
世
界
の
全
港
に
就
て
調
べ
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
猶
こ
れ
以
外
に
数
多
く
の
港
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
は

推
測
に
難
く
な
い
。

　
（
カ
ナ
ダ
）
…
…
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
、
ヅ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
、
ト
ロ
ン
ト

　
　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
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経
営
実
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「
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
：
：
・
：
モ
ビ
ー
ル
、
ガ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
　
ニ
ュ
三
人
ル
リ
ー
ン
ス
、
ナ
ン
ジ

　
　
ャ
ン
、
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
（
メ
イ
ン
州
）
、
プ
ロ
ヅ
ィ
デ
ン
ス
（
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
）
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
、
、
ペ
リ
ン
ガ
ム
、
グ

　
　
レ
イ
ス
ハ
ー
バ
ー
、
シ
ア
ト
ル
、
ポ
ー
ト
ア
ー
サ
ー

　
（
イ
ギ
リ
ス
）
…
…
ロ
ン
ド
ン
、
リ
ヅ
ァ
プ
ー
ル
、
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
、
プ
ラ
イ
ス
（
し
。
ζ
爵
）
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
り
ー
ス

　
（
ア
イ
レ
）
：
●
：
・
ダ
ブ
リ
ン
、
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
、
　
コ
ー
ク

　
（
ド
イ
ツ
）
：
・
：
・
ハ
ン
ブ
ル
グ

　
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
：
：
：
コ
ー
。
へ
ー
ン
ハ
ー
ゲ
ン

　
（
ウ
ル
グ
｝
ノ
イ
）
：
・
：
・
モ
ン
テ
ヅ
ィ
デ
オ

　
（
イ
ン
ド
）
：
：
：
ボ
ン
ベ
イ
、
ヵ
γ
カ
ッ
タ

　
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
：
：
：
メ
ル
ボ
ル
ン
、
ア
デ
レ
イ
ド
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン

　
（
海
峡
植
民
地
）
：
・
：
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　
以
上
の
外
牧
益
叉
は
六
徳
均
衡
を
目
標
と
し
て
経
営
し
て
い
る
が
、
事
実
上
未
だ
目
標
に
達
し
て
い
な
い
と
い
う
港
は
数
多
く
あ
る
。
即

ち
、
港
湾
経
営
は
必
ず
し
も
公
益
事
業
と
し
て
の
み
取
扱
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
寧
ろ
外
国
貿
易
を
取
扱
う
港
は
始
め
か
ら
企
業
的
に
計

画
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
軽
ん
や
自
由
港
は
そ
の
歴
史
か
ら
見
て
も
将
叉
そ
の
本
来
の
性
格
か
ら
見
て
も
企
業
的
に
管
理
運
営
さ
る
べ
き
で

あ
る
。
唯
、
一
般
企
業
経
営
と
異
る
点
は
最
初
に
巨
額
の
投
下
資
本
が
固
定
し
て
し
ま
う
か
ら
そ
の
償
却
に
永
年
を
要
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
の
点
か
ら
私
企
業
と
し
て
は
成
立
の
困
難
な
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
地
理
的
条
件
と
労
働
条
件
に
よ
っ
て
は
埋
立
工
事
に
十
分
採
算
の
立

つ
場
合
も
あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
場
合
は
或
は
投
下
資
本
の
青
苧
も
短
期
に
な
し
得
る
可
能
性
が
あ
る
。
殊
に
倉
庫
会
社
、
鉄
道
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会
社
、
船
舶
会
社
等
が
本
来
の
事
業
の
延
長
と
し
て
こ
れ
を
兼
営
す
る
場
合
に
は
自
由
港
だ
け
の
独
立
採
算
を
計
る
こ
と
が
な
く
、
事
業
全

体
の
面
か
ら
見
て
採
算
を
計
る
か
ら
成
立
は
容
易
と
な
る
。
こ
れ
等
建
設
費
の
財
源
問
題
に
就
て
は
そ
の
土
地
、
そ
の
時
の
事
情
に
よ
っ
て

異
る
か
ら
現
在
は
こ
れ
を
論
外
に
置
こ
う
ど
思
う
。

　
自
由
港
の
管
理
は
公
の
機
関
が
こ
れ
を
行
う
と
し
て
も
荷
揚
荷
卸
、
倉
入
倉
出
、
貯
蔵
、
運
搬
、
艀
船
の
所
謂
港
湾
作
業
か
ら
、
構
内
電

気
水
道
等
の
公
共
施
設
、
或
は
港
内
労
働
者
に
対
す
る
各
種
の
施
設
な
ど
各
箇
の
業
務
は
、
全
部
を
必
ず
し
も
自
由
港
管
理
者
の
直
接
経
営

と
せ
ず
、
一
部
分
は
別
の
機
関
叉
は
私
企
業
に
経
営
せ
し
め
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
場
合
自
由
港
当
局
は
規
約
に
よ
り
こ
れ
等
私
企
業

に
自
由
港
建
設
費
の
一
部
を
負
担
せ
し
め
、
叉
は
こ
れ
か
ら
使
用
料
賃
貸
料
等
何
等
か
の
名
目
に
よ
り
一
定
の
賦
課
金
を
徴
す
る
の
が
通
常

で
あ
る
。
従
っ
て
、
船
舶
会
社
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
港
費
」
な
る
も
の
は
自
由
港
当
局
に
納
め
る
も
の
も
あ
れ
ば
別
の
機
関
叉
は
会
社
に
支

払
う
も
の
も
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
港
費
の
う
ち
に
は
自
由
港
の
直
接
収
入
と
な
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
然
ら
ざ
る
も
の
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
は
全
く
自
由
港
の
業
務
内
容
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
而
し
て
、
自
由
港
に
出
て
経
常
財
源
と
な
る
も
の
は
一
般
商
港
の
場
合
と
殆
ど
変

り
は
な
い
。
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ソ
自
由
港
や
ア
メ
リ
カ
外
国
貿
易
地
帯
の
如
く
、
関
税
港
に
比
べ
て
所
謂
転
子
を
多
少
低
く
し
叉
は
費
目
に

よ
っ
て
は
こ
れ
を
徴
噛
し
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
関
税
港
と
の
聞
に
区
別
せ
ず
、
貿
易
船
が
自
由

港
に
出
入
す
る
と
き
の
特
点
は
、
只
関
税
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
手
続
が
簡
略
に
さ
れ
る
こ
と
だ
け
の
場
合
が
多
い
。

一63一

（
一
）
　
自
由
港
の
財
源

　
財
源
と
な
る
べ
き
種
目
の
詳
細
に
顧
て
は
世
界
下
下
殆
ど
異
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
港
が
国
際
的
存
在
で
あ
る
関
係
上
、
主
要
種
目
は
共

通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
に
（
一
）
一
般
器
量
（
二
）
船
舶
関
係
牧
入
（
三
）
貨
物
関
係
枚
入
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
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一
　
般
　
収
　
入

一、

n
　
　
　
代

　
自
由
港
の
設
立
者
が
埋
立
地
、
突
堤
等
を
建
設
し
こ
れ
を
民
間
企
業
に
専
用
の
た
め
貸
与
す
る
と
い
う
管
理
方
式
を
と
っ
た
鴬
合
に
得
ら

れ
る
言
入
で
あ
る
。
自
由
港
の
多
く
は
全
部
叉
は
一
部
分
こ
の
管
理
方
式
を
採
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
財
源
を
こ
れ
に
頼
っ
て
い
る
自
由
港

は
甚
だ
多
い
。
例
え
ば
ハ
ン
ブ
ル
グ
自
由
港
の
全
部
入
の
約
半
額
は
倉
庫
会
社
へ
貸
与
し
た
土
地
か
ら
得
て
い
る
地
代
で
あ
る
。
突
堤
を
船

会
社
、
倉
庫
会
社
等
に
専
用
せ
し
め
た
と
き
の
岸
壁
使
用
料
な
ど
も
こ
の
地
代
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
建
物
賃
貸
料

　
主
と
し
て
上
屋
と
倉
庫
と
で
あ
る
が
、
自
由
港
当
局
が
こ
れ
を
直
営
せ
ず
、
建
設
だ
け
し
て
あ
と
は
民
間
企
業
に
裸
叉
は
設
備
付
で
貸
付

け
た
埋
合
に
生
ず
る
牧
入
で
あ
る
。
こ
れ
叉
世
界
各
自
由
港
の
主
た
る
牧
入
の
】
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
由
港
の
み
な
ら
ず
一
般
商
港

に
於
て
も
重
要
財
源
の
一
と
し
て
算
え
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

三
、
利
子
及
び
配
当

　
自
由
港
所
有
の
有
価
証
券
又
は
貸
付
金
に
対
す
る
利
子
及
び
配
当
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
純
な
る
投
資
で
あ
る
場
合
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
多

く
は
自
由
港
内
に
於
け
る
各
種
私
企
業
の
間
接
的
管
理
権
を
握
る
意
味
に
煮
て
そ
の
株
を
獲
得
し
た
揚
合
、
若
く
は
私
企
業
経
営
の
許
可
条

件
と
し
て
自
由
港
建
設
費
を
分
担
せ
し
め
る
意
昧
で
株
式
社
債
を
提
供
せ
し
め
た
場
合
の
利
子
配
当
で
あ
る
。
こ
の
揚
合
に
は
名
は
利
子
配

当
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
質
は
施
設
使
用
料
の
意
昧
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。
叉
、
自
由
港
が
私
営
で
あ
る
揚
合
に
は
、
こ
れ
を
建
設
し
た

公
共
団
体
の
公
債
を
持
た
さ
れ
て
、
こ
れ
が
自
由
港
の
牧
入
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
利
子
配
当
は
い
ず
れ
の
自
由
港
で
も
皆
多
少
と
も

そ
の
財
源
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
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四
、
看
　
視
　
料

　
船
舶
倉
庫
等
の
夜
冊
看
視
の
た
め
受
益
者
か
ら
徴
歯
す
る
種
目
で
あ
っ
て
、
税
関
吏
が
こ
れ
に
当
る
と
き
は
こ
れ
が
そ
の
派
遣
費
に
相
当

し
、
自
由
港
の
警
吏
が
こ
れ
を
行
う
と
き
は
そ
の
俸
給
の
実
費
支
署
の
形
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
船
舶
関
係
収
入

一、

ﾓ
・
　
税

　
噸
税
は
船
舶
が
入
港
す
れ
ば
繋
船
す
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
当
然
に
一
般
に
徴
牧
す
る
港
費
の
一
種
目
で
あ
る
。
登
簿
噸
数
一
路
に
付
入

港
一
回
に
つ
き
幾
何
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
我
国
の
よ
う
に
外
国
貿
易
船
だ
け
に
課
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
英
国

其
他
の
よ
う
に
軍
艦
、
郵
便
船
、
ヨ
ッ
ト
、
遭
難
船
を
除
く
総
べ
て
の
船
舶
に
課
し
、
遠
洋
、
近
海
、
沿
岸
の
航
路
に
従
て
そ
の
率
を
区
別

し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
自
由
港
に
於
て
も
、
噸
税
を
課
す
べ
き
か
又
は
課
さ
な
い
方
が
よ
い
か
と
い
う
問
題
は
相
当
に

考
慮
を
要
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
徴
牧
す
る
権
限
が
自
由
港
に
あ
る
か
叉
は
国
家
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
噸
税
の
性
格
が
明
瞭
で
な

い
か
ら
即
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
れ
を
単
純
に
港
の
経
費
支
弁
の
意
味
と
す
れ
ば
、
自
由
港
と
錐
こ
れ
を
徴
牧
し
て
そ
の
牧
入
と
な

し
得
る
。
こ
の
解
釈
に
馬
て
い
る
国
の
最
も
著
し
い
の
は
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等
の
自
由
港
で
あ
る
。
し
か
し
若
し
貨
物
の
入
国
税
が

関
税
で
あ
る
こ
と
に
対
応
し
、
噸
税
は
船
舶
の
入
国
税
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
た
と
え
自
由
港
当
局
が
こ
れ
を
徴
牧
し
て
も

こ
れ
は
国
家
祭
儀
と
な
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
け
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
と
通
商
条
約
を
結
ん
で
い
な
い
国
の
船
舶
の
入
港
、

叉
は
合
衆
国
船
舶
に
対
し
て
血
税
を
課
す
る
外
国
港
に
船
籍
を
有
す
る
船
舶
の
入
港
に
際
し
て
は
噸
税
を
課
し
、
而
か
も
そ
の
外
国
の
噸
税

率
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
て
も
こ
れ
を
加
減
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
か
に
噸
税
を
以
て
国
税
と
解
釈
し
て
い
る
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。
噸
税
を
港
の
経
営
費
支
辮
の
意
味
に
解
し
て
自
由
港
の
権
限
内
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
徴
慣
す
べ
き
や
否
や
は
叉
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問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、
世
界
の
自
由
港
の
中
に
は
船
舶
吸
牧
策
の
一
と
し
て
或
は
国
法
の
外
に
立
つ
港
で
あ
る
と
い
う
解
釈
で
、
噸
税
を

徴
濡
し
な
い
も
㊨
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
連
港
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
タ
リ
ー
無
量
、
メ
キ
シ
コ
自
由
地
帯
の
如
き
は
こ
の
例
で

あ
る
。

二
、
桟
橋
岸
壁
使
用
料

　
桟
橋
岸
壁
使
用
料
は
自
由
港
の
重
要
な
財
源
の
一
で
あ
る
。
桟
橋
岸
壁
が
他
の
会
社
の
所
有
で
あ
る
揚
合
に
は
、
地
代
と
か
権
利
金
と
か

の
名
目
で
牧
谷
と
な
る
が
、
自
由
港
が
建
設
し
こ
れ
を
他
の
会
社
に
貸
与
し
て
あ
る
と
き
は
占
用
料
と
し
て
そ
の
会
社
か
ら
徴
慌
し
、
自
由

港
の
直
営
の
と
き
は
、
使
用
料
と
し
て
船
舶
か
ら
こ
れ
を
徴
齢
す
る
。
こ
れ
は
登
簿
噸
数
一
噸
に
付
繋
留
二
十
四
時
聞
に
付
幾
何
と
定
め
て

い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
率
は
国
に
よ
り
港
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
る
が
、
自
由
港
に
於
て
も
こ
の
使
用
料
に
は
変
り
が
な
い
の
が
一
般

の
傾
向
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
関
税
港
の
船
舶
を
吸
牧
す
る
意
味
で
多
少
低
率
に
し
て
い
る
自
由
港
も
あ
る
（
例
え
ば
メ
キ
シ
コ
の
自
由
港
）
。

三
、
浮
標
使
用
料

　
こ
れ
も
設
置
者
は
自
由
港
で
あ
る
揚
合
と
他
の
会
社
で
あ
る
場
合
と
が
あ
る
。
岸
壁
使
用
料
と
異
り
、
そ
の
率
の
定
め
方
は
一
般
に
大
ま

か
で
あ
り
、
総
屯
数
を
数
階
級
に
分
け
て
率
を
定
め
て
い
る
。

四
、
岸
壁
繋
離
船
料

　
こ
れ
は
作
業
料
の
一
種
で
あ
り
自
由
港
区
直
属
の
労
務
者
が
こ
れ
に
従
事
す
れ
ば
自
由
港
の
挿
入
と
な
る
が
、
多
く
は
請
負
作
業
か
若
く

は
作
業
会
社
に
行
わ
せ
て
い
る
か
ら
直
接
の
牧
入
と
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
船
舶
の
噸
数
と
昼
夜
間
に
よ
っ
て
料
金
を
異
に
し
て
い
る
。
但

し
、
自
由
港
に
よ
っ
て
は
岸
壁
使
用
料
の
中
に
既
に
含
ま
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

五
、
曳
船
．
便
用
料
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こ
れ
も
官
由
港
所
有
船
と
曳
船
会
社
の
所
有
船
と
が
あ
る
。
曳
船
使
用
料
の
名
目
で
自
由
港
が
徴
収
す
る
の
は
前
者
の
場
合
で
あ
る
。
外

国
で
は
船
舶
噸
数
に
よ
っ
て
そ
の
率
を
定
め
る
も
の
が
多
い
が
、
使
用
曳
船
の
馬
力
数
と
時
間
と
に
よ
っ
て
定
め
昼
夜
に
よ
っ
て
こ
れ
を
里
ハ

に
し
て
い
る
場
合
も
」
　
∂
。

六
、
　
船
渠
使
用
料

　
船
渠
使
用
料
叉
は
船
渠
料
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
に
は
二
種
類
あ
る
。
∪
。
。
冨
㎝
①
と
一
般
に
謂
わ
れ
て
い
る
も
の
は
入
港
船
舶
が
突
堤
に

繋
船
し
て
荷
揚
荷
卸
す
る
沖
合
に
雪
上
に
加
算
さ
れ
る
港
費
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
岩
壁
使
用
料
の
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
意
味
の
船
渠
使
用

料
（
∪
。
。
臨
ロ
σ
Q
日
醇
嵌
）
は
、
自
由
港
が
船
舶
修
繕
叉
は
塗
装
の
た
め
の
船
渠
を
有
し
て
い
た
揚
合
に
生
ず
る
使
用
料
を
い
う
の
で
あ
る
。
多

く
は
船
渠
膨
上
が
之
を
経
営
し
て
い
る
が
、
自
由
港
が
こ
れ
を
所
有
し
業
者
を
し
て
作
業
さ
せ
る
と
き
は
使
用
料
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

七
、
水
先
案
内
料

　
水
先
案
内
は
こ
れ
を
強
制
し
て
い
る
港
と
自
由
に
し
て
い
る
港
と
が
あ
る
。
水
先
案
内
料
は
船
舶
か
ら
見
れ
ば
重
要
な
港
費
の
中
に
算
え

ら
れ
て
い
る
が
、
水
先
案
内
人
の
団
体
が
こ
れ
を
経
営
し
て
い
る
場
合
と
港
営
の
場
．
合
と
が
あ
る
。
自
由
港
で
は
な
い
が
、
我
国
で
は
各
港

に
水
先
案
内
人
の
組
合
が
あ
り
こ
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
多
く
港
と
港
と
の
間
の
航
海
中
の
業
務
で
あ
る
か
ら
、
港
の
地
勢
が
簡
単
な
我

国
の
如
き
は
港
営
は
不
向
で
あ
ろ
う
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
　
ロ
ン
ド
ン
な
ど
の
よ
う
に
地
勢
の
複
雄
　
な
河
口
に
広
汎
な
水
域
を
持
つ
港
に
あ
っ
て

は
、
港
外
に
於
て
水
先
案
内
を
つ
け
る
か
ら
、
か
か
る
揚
合
は
水
先
案
内
の
港
営
も
成
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
吃
水
と
噸
数
叉
は
そ
の
い
ず
れ

か
に
依
り
且
つ
航
行
距
離
に
よ
っ
て
料
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
と
、
具
体
的
に
航
路
に
よ
り
料
金
を
定
め
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。

八
、
消
　
毒
　
料

　
船
舶
の
消
毒
、
鼠
族
駆
除
等
の
料
金
で
あ
っ
て
噸
数
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
自
由
港
直
営
も
あ
る
け
れ
ど
も
国
家
叉
は
港
市
の
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衛
生
局
の
所
管
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

九
、
塵
船
使
用
料

　
船
舶
か
ら
生
ず
る
炭
殻
、
塵
埃
等
を
厳
器
す
る
塵
船
の
使
用
料
で
あ
る
。
我
国
で
は
多
く
私
営
会
社
が
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
が
外
国
の
自

由
港
に
は
港
営
の
も
の
も
あ
る
。

一
〇
、
給
水
料
給
炭
油
料

　
船
舶
に
対
す
る
給
水
、
給
炭
油
は
市
営
、
謙
語
、
私
営
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
こ
れ
も
関
税
港
と
区
別
が
な
い
の
が
一
般
で
あ
る
。
我
国
で

は
概
ね
給
水
は
重
要
港
で
は
市
営
、
給
炭
油
は
私
営
で
あ
る
。

一
一
、
構
内
電
気
水
道
等
の
公
共
施
設
使
用
料

　
ア
メ
リ
カ
で
は
外
国
貿
易
地
帯
が
配
電
事
業
を
経
営
し
て
い
る
が
料
金
は
と
っ
て
い
な
い
。
即
ち
外
国
貿
易
地
帯
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
な
っ

て
い
る
。
水
道
は
市
の
公
共
企
業
で
あ
っ
て
地
帯
は
こ
れ
に
関
係
し
て
い
な
い
。
こ
の
外
自
由
港
で
配
電
給
水
を
直
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

余
り
聞
い
て
い
な
い
。

一
二
、
以
上
の
外
自
由
港
に
よ
っ
て
は
或
は
運
河
を
経
営
し
電
信
電
話
の
事
業
を
兼
ね
る
な
ど
業
務
の
範
囲
は
広
狭
区
々
で
あ
る
。
叉
船
舶

に
関
す
る
各
種
証
明
書
の
発
行
に
当
っ
て
手
数
料
を
徴
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
然
ら
ざ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
貨
物
関
係
収
入

一、

u
頭
使
用
料

　
船
舶
が
岸
壁
に
繋
留
さ
れ
る
と
岸
壁
使
用
料
を
徴
収
す
る
が
、
こ
れ
と
同
時
に
貨
物
が
岸
壁
に
陸
揚
さ
れ
叉
は
岸
壁
か
ら
積
込
ま
れ
る
と

き
、
そ
の
貨
物
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
岸
壁
使
用
料
で
あ
っ
て
、
荷
役
と
は
全
然
関
係
が
な
く
徴
牧
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
目
。
房
叉
は
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≦
訂
臥
贔
①
と
呼
ば
れ
、
英
国
及
び
ア
メ
リ
カ
各
港
を
始
め
主
と
し
て
港
が
荷
役
作
業
を
直
営
し
て
い
な
い
揚
合
に
港
湾
管
理
者
に
よ
っ
て

徴
牧
さ
れ
る
。
但
し
、
英
国
で
は
積
換
貿
易
に
限
っ
て
こ
れ
を
免
除
さ
れ
る
。
港
が
荷
役
作
業
を
直
営
し
て
い
る
揚
言
は
荷
役
料
の
中
に
こ

れ
を
含
ま
し
め
て
特
別
に
最
深
し
な
い
揚
合
も
あ
る
。
英
国
で
は
こ
れ
も
重
要
な
港
湾
牧
入
の
一
で
あ
る
。
通
常
、
積
卸
貨
物
一
音
に
つ
き

料
率
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
理
屈
を
い
え
ぽ
、
船
舶
は
単
に
岸
壁
に
繋
留
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
使
用
し
て
い
る
の
は
主
と
し
て
水
面
で
あ

る
か
ら
岸
壁
使
用
料
と
い
う
よ
り
は
寧
ろ
こ
れ
は
船
渠
料
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
埠
頭
は
貨
物
が
主
と
し
て
使
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ

を
埠
頭
料
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
、
荷
役
料

　
沖
荷
役
、
船
内
荷
役
、
検
数
、
陸
揚
、
積
込
、
庫
入
、
庫
出
に
対
す
る
作
業
料
の
総
称
で
あ
る
。
我
国
で
は
上
屋
と
艀
、
車
、
貨
車
と
の

間
に
於
け
る
積
雲
、
叉
は
突
堤
上
屋
と
倉
庫
と
の
間
の
倉
入
倉
出
だ
け
を
荷
役
と
い
x
、
他
は
別
称
に
よ
っ
て
い
る
。
貨
物
の
種
類
、
重
量

容
積
、
荷
役
の
性
質
に
よ
っ
て
料
金
を
細
目
に
分
け
て
い
る
。
荷
役
作
業
は
港
湾
管
理
者
の
直
営
は
少
く
、
多
く
は
労
働
者
団
体
、
荷
役
会

社
、
倉
庫
会
社
、
鉄
道
会
社
、
船
会
社
等
の
経
営
で
あ
る
。
ハ
γ
ブ
ル
グ
、
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
等
の
如
く
倉
庫
会
社
の
経
営
ず
る
自
由
港
、

叉
は
倉
庫
会
社
か
ら
発
達
し
た
自
由
港
は
荷
役
を
直
営
し
て
い
る
。

三
、
上
屋
使
用
料

　
上
屋
は
陸
揚
後
一
定
日
数
に
限
っ
て
無
料
使
用
を
許
し
て
い
る
の
が
世
界
各
港
の
例
で
あ
る
。
こ
の
日
数
を
超
過
す
る
と
始
め
て
使
用
料

を
徴
牧
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
上
屋
は
各
国
と
も
自
由
港
の
直
営
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
使
用
料
は
重
要
貸
入
の
一
で
あ
る
。
我
国
商

港
で
は
大
体
五
日
間
は
無
料
で
、
こ
れ
を
超
過
す
る
と
一
坪
に
付
一
日
幾
何
、
叉
は
一
意
に
付
一
日
幾
何
と
定
め
、
更
に
眠
五
日
を
超
過
す

る
と
そ
れ
ぞ
れ
倍
額
と
な
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
屋
を
永
く
占
用
さ
せ
な
い
方
針
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
叉
こ
れ
を
専
用

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

す
る
と
き
は
一
坪
一
ヶ
月
幾
何
と
い
う
使
用
料
を
苫
舟
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
世
界
の
各
自
由
港
も
大
体
こ
れ
に
準
ず
る
方
式
で
料
率

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
上
屋
の
使
用
料
は
貨
物
の
種
類
に
よ
っ
て
区
別
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
p
ン
ド
ン
港
の
如
く
貨
物
に
よ
り
細

か
く
料
率
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

四
、
野
積
場
使
用
料

　
貨
物
を
上
屋
へ
入
れ
ず
構
内
に
於
て
野
積
と
す
る
揚
合
も
土
地
使
用
料
を
徴
弔
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
我
国
で
も
こ
れ
を
実
施
し
て
い

る
。
料
率
は
一
般
に
極
め
て
低
い
け
れ
ど
も
自
由
港
の
牧
入
と
し
て
は
重
要
で
あ
る
。

五
、
倉
敷
料

　
自
由
港
は
倉
庫
を
直
営
し
て
い
る
揚
戸
が
甚
だ
多
い
。
逆
に
倉
庫
会
社
が
自
由
港
を
経
営
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
位
で
あ
る
。
故
に
倉
敷

料
は
自
由
港
経
済
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
財
源
で
あ
る
。
関
税
港
内
の
倉
庫
と
異
る
と
こ
ろ
は
単
な
る
貯
蔵
ば
か
り
で
な
く
、
改
表
、
組
合

せ
、
配
合
、
仕
分
、
混
合
、
格
付
、
清
掃
等
の
貨
物
に
対
す
る
処
理
を
な
す
場
所
が
特
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
料
率
は
貨
物
の

種
類
に
よ
っ
て
細
か
く
分
類
し
、
単
な
る
保
管
料
と
処
理
場
使
用
料
と
を
区
別
し
て
徴
朝
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

六
、
貨
物
処
理
場
使
用
料

　
倉
庫
と
は
独
立
し
て
．
処
理
揚
を
設
け
た
と
き
は
こ
の
使
用
料
が
牧
入
と
な
る
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
コ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
等
で
は
処
理
の
種
類
、

使
用
日
数
、
使
用
面
積
に
よ
っ
て
定
め
た
料
率
と
一
ヶ
月
契
約
の
専
用
料
と
を
用
い
て
い
る
。
勿
論
、
倉
庫
会
社
そ
の
他
私
企
業
の
設
立
に

よ
る
処
理
揚
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

七
、
加
エ
エ
場
使
用
料

　
加
工
工
揚
は
多
く
自
由
港
当
局
以
外
の
私
経
営
に
よ
っ
て
い
る
が
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
よ
う
に
自
由
港
当
局
所
有
の
も
の
も
あ
る
。
こ
の
揚
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合
も
加
工
を
自
由
港
が
直
営
す
る
こ
と
は
な
く
私
企
業
が
こ
れ
を
行
っ
て
お
り
、
自
由
港
は
そ
の
家
賃
を
言
入
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。

八
、
起
重
機
使
用
料

．
い
ず
こ
の
自
由
港
も
各
種
の
起
重
機
を
所
有
し
て
一
般
の
利
用
に
供
し
て
い
る
。
そ
の
種
類
に
よ
り
、
使
用
時
間
に
よ
っ
て
、
料
率
を
定

め
て
い
る
。
但
し
、
倉
庫
会
社
、
船
舶
会
社
所
有
の
起
重
機
は
こ
れ
を
サ
ー
ヅ
ィ
ス
と
し
て
無
料
で
使
用
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
既
に
荷
役
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

九
、
ダ
ン
、
矛
ー
ヂ

　
貨
物
を
積
む
と
き
に
下
敷
に
用
い
る
板
、
蒼
黒
の
使
用
料
で
あ
っ
て
こ
れ
も
自
由
港
の
直
営
と
す
れ
ば
財
源
に
な
り
得
る
。

一
〇
、
各
種
手
数
料

　
鑑
定
料
、
検
査
料
、
検
数
料
、
各
種
証
明
書
の
発
行
手
数
料
な
ど
で
あ
っ
て
、
こ
の
牧
入
も
決
し
て
軽
視
出
来
な
い
位
の
額
に
な
る
。

一
一
、
通
関
手
続
手
数
料

　
イ
タ
リ
ー
の
ぜ
ノ
ァ
自
由
港
の
よ
う
に
税
関
貨
物
取
扱
人
の
仕
專
を
自
由
港
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
貨
物
が
自
由
港
か
ら
関
税

区
域
へ
搬
出
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
も
自
由
港
の
サ
ー
ヅ
ィ
ス
と
し
て
比
較
的
低
廉
の
手
数
料
を
以
て
す
れ
ぽ
荷
主
に
便

益
な
業
務
と
な
る
。

　
以
上
の
外
そ
の
収
入
と
な
し
得
る
財
源
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
自
由
港
が
少
く
と
も
独
立
採
算
を
以
て
．
経
営
し
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
以
上
挙
げ
た
聴
入
項
目
の
う
ち
適
当
な
る
範
囲
を
定
め
、
そ
の
業
務
内
容
の
充
実
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
、
自
由
港
が
公

共
性
を
持
つ
こ
と
と
、
船
舶
及
び
貨
物
を
多
く
吸
牧
す
る
上
か
ら
い
っ
て
業
務
の
範
囲
に
就
て
も
、
課
徴
料
率
に
就
て
も
十
分
に
心
を
配
る

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

必
要
が
あ
る
。
自
由
港
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、

決
問
題
で
あ
る
。

そ
の
上
に
企
業
性
を
確
立
す
る
た
め
に
は
何
を
措
い
て
も
こ
の
業
務
内
容
の
決
定
が
先

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
自
由
港
の
経
理

　
今
次
大
戦
後
に
於
け
る
各
国
の
自
由
港
の
経
理
に
つ
い
て
は
資
料
が
入
手
出
来
な
い
の
で
詳
か
に
し
な
い
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
コ
ー
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
、
ゴ
ー
テ
ン
ブ
ル
グ
、
そ
の
他
の
自
由
港
に
つ
い
て
は
、
約
二
十
五
年
前
の
も
の
が
各
地
駐
在
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
領
事
の
報
告
に

、
基
き
、
閃
自
鉱
σ
q
二
目
鑓
鳥
①
N
o
器
。
・
（
o
同
日
器
①
囹
。
昌
。
。
）
甲
ξ
爵
①
O
o
ぞ
ω
魚
国
ロ
㎝
ぎ
①
①
冨
9
G
∩
●
》
同
一
図
帥
昌
良
d
．
も
∩
．
G
∩
窪
℃
贋
首
南
。
鍵
山
．
の

申
に
載
せ
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
国
際
経
済
情
勢
の
変
っ
た
今
日
は
全
く
役
に
立
た
な
い
。
只
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
外
国
貿
易
地

帯
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
ワ
シ
ン
ト
ン
の
外
国
貿
易
地
帯
委
員
会
が
国
会
へ
提
出
し
た
報
告
書
と
各
地
帯
当
局
か
ら
発
表
し
た
報
告
書
と
が

あ
る
か
ら
、
・
概
略
な
が
ら
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
外
国
貿
易
地
帯
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
一
九
三
六
年
一
月
に
開
設
さ
れ
た
た
め
相
当
長
期
に
亘
る
実
績
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
け
れ
ど
も
、
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ー
ン
ズ
は
一
九
四
七
年
五
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
一
九
四
八
年
六
月
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
及
び
シ

ア
ト
川
は
一
九
四
九
年
九
月
、
ナ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
は
同
年
＋
一
月
に
開
設
さ
れ
た
た
め
、
実
績
を
見
る
に
は
ま
だ
十
分
な
年
月
を
経
て
い
な

い
か
ら
今
日
ま
で
の
実
績
を
以
て
現
代
的
自
由
港
の
価
値
判
断
を
す
る
こ
と
は
街
早
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
各
外
国
貿
易
地
帯
に
共
通
し
て
主
た
る
財
源
と
な
っ
て
い
る
項
目
は
、
倉
敷
料
と
荷
役
料
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
地
帯
の
収
入
は
概
し
て

貨
物
の
積
卸
高
に
比
例
す
る
こ
と
と
な
る
。
即
ち
、
忍
事
高
の
多
い
港
は
収
入
も
多
く
、
従
っ
て
、
経
費
に
し
て
同
じ
で
あ
る
と
ず
れ
ば
、

経
理
状
態
も
好
調
の
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
青
柴
高
と
地
帯
収
入
と
は
必
ず
し
も
常
に
並
行
し
て
い
る
も
の
と
は
限
ら
ず
、
積
卸
し
た
貨
物
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の
種
類
、
陸
揚
後
の
貨
物
の
蔵
置
期
聞
、
諸
設
備
の
利
用
度
な
ど
が
異
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
積
野
壷
が
増
加
し
て
も
収
入
が
比
較
的
に
増
さ

ず
、
叉
は
却
っ
て
減
ず
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
例
え
ば
、
第
一
表
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
国
貿
易
地
帯
に
於
け
る
貨
物
搬
入
高
（
地
帯

内
で
は
消
費
し
な
い
か
ら
搬
出
高
と
略
同
じ
で
あ
る
）
と
第
二
表
の
同
地
帯
の
経
理
状
況
と
を
年
度
に
よ
り
比
較
し
て
見
る
と
、
一
九
四
一

－
四
二
年
度
は
前
年
に
比
し
貨
物
の
屯
数
は
減
じ
そ
の
価
額
は
稽
増
加
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
の
に
、
総
収
入
は
約
一
割
二
分
の
増
加
を
示

し
て
お
り
、
こ
れ
に
反
し
、
そ
の
翌
年
の
一
九
四
二
一
四
三
年
度
に
は
前
年
に
比
し
屯
数
に
於
て
約
三
分
の
一
に
、
価
額
に
於
て
二
分
の
一

以
下
に
著
し
い
減
少
を
示
し
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
収
入
に
於
て
は
僅
か
一
割
六
分
程
度
の
減
少
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
叉
一
九

四
六
一
四
七
年
度
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
殊
に
、
一
九
五
〇
一
五
一
年
度
に
は
全
く
逆
の
傾
向
を
示
し
、
搬
入
の
量
器
と
も
多
少
減
少

を
見
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
収
入
は
却
っ
て
約
一
割
ほ
ど
の
増
加
を
見
で
い
る
。
し
か
し
、
概
し
て
い
え
ば
貨
物
の
積
卸
高
と
地
帯
牧
入
と
は

比
例
し
て
お
り
、
従
っ
て
地
．
帯
二
面
の
増
加
を
計
る
途
は
、
貨
物
を
地
帯
へ
野
壷
す
る
こ
と
が
常
に
第
一
の
策
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現

に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
そ
の
創
設
以
来
、
二
、
三
年
間
は
赤
字
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
取
扱
貨
物
の
増
加
に
伴
い
俄
然
黒
字
に
転
じ
、
一
九

三
九
－
四
〇
年
度
以
降
は
常
に
純
益
を
出
し
て
い
る
の
を
見
て
も
わ
か
る
し
、
又
、
合
衆
国
の
地
帯
の
中
で
利
益
を
挙
げ
て
い
る
の
は
エ
ユ

ー
ヨ
ー
ク
地
帯
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
は
ま
だ
悉
く
損
失
を
続
け
て
い
る
の
も
、
結
局
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
貨
物
取
扱
高
が
断
然
他
よ
り
も
多
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
原
則
を
更
に
地
帯
設
置
の
際
に
遡
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
地
帯
経
営
に
於
て
成
功
す
る
た
め
に
は
貨
．
物
取
扱
高
が
豊
富
で

あ
る
か
叉
は
豊
富
に
な
る
見
込
が
あ
る
と
き
の
み
、
こ
れ
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
国
貿
易
地
帯
に
於
け
る
俵
入
項
目
の
う
ち
最
も
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
の
は
倉
敷
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
総
牧
入
の

約
六
割
を
占
め
て
い
る
。
荷
役
料
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
料
は
倉
敷
料
の
約
半
額
位
の
豊
強
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
項
目
を
合
せ
る
と
優
に
総
輸
入

の
九
割
を
越
し
て
い
る
。
再
出
項
目
と
し
て
最
も
大
き
い
の
は
人
件
費
で
あ
っ
て
、
地
帯
職
員
と
税
関
吏
と
に
支
給
す
る
額
を
合
計
す
る
と

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

一73一



世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

第一表　劃一ー幽閑ク外国貿易地帯貨物搬入高

　　　　　　　単位：噸＝2，0001bs・価額＝＄1，000

年度7／・一6／30iロ　数i噸　数1価　額

1938－39 1，285 38，895 5，752

1939－40 4，346 100，845 39，082

1940一一41 2，952 215，658 83，431

1941－42 4，216 136，860 88，623

1942－43 2，378 45，542 36，895

1943－44 2，609 36，876 25，212

1944－45 1，817 32，579 22，620

1945－46
2
1
0
3
　
， 34，126 25，915

1946－47 3，511 94，733 69，288

1947－48 4，062 164，114 119，648

1948＿49 4，735 107，500 97，390

1949－50 3β20 90，933 63，545

1950－51 3，410 90，348 52，566

Source：　Foreign－Trade　Zones　Board；　Annual　Reports　to　Congress

　for　the　Fiscal　years　from　1939　to　1951．　（Mimeograph）　Foreign

　Trade　Zone　No．　1　；　Annual　Reports，　1942一一1951．

第二表　二　＝L一ヨーク外国貿易地帯の経理（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＄

年度7／1－6／30 総収入 総支　出 純損益
1938－39 69，086 116，508 一47，422

1939－40 256，838 206，096 50，742

1940－41 518，454 438，564 79，890

1941＿42 691，329 428，385 262，944

1942－43 575，349 465，469 109，880

1943＿44 513，785 385，736 128，049

1944－45 479，900 447，748 32，152

1945－46 518，683 508，163 10，520

1946＿47 809，443 710，505 98，938

1947－48 922，754 790，767 131，987

1948＿49 878，769 797，867 80，902

1949＿50 708，816 666，140 42，676

1950－51 768，126 687，977 80，149

Source；　Ditto．

黒
麦
出
の
六
割
乃
至
七
割
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
各
地
帯
に
通
ず
る
傾
向
で
あ
り
、
殊
に
税
関
の
監
視
費
は
外
国
貿
易
地
帯
法
に
よ
り
地

帯
当
局
の
負
担
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
帯
の
よ
う
に
毎
年
相
当
の
利
益
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

さ
ま
で
問
題
に
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
他
の
地
帯
で
は
挙
つ
．
て
税
関
監
視
員
の
給
料
ま
で
地
帯
が
麦
払
う
こ
と
の
不
当
を
訴
え
て
い
る
こ

と
も
、
こ
の
費
用
が
経
費
の
甚
だ
単
な
る
部
分
を
占
め
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
第
五
項
目
の
そ
の
他
の
費
用
の
中
に
は
、
諸
設
備
の

建
設
費
に
充
て
た
社
債
に
対
す
る
利
子
、
諸
設
備
を
運
用
す
る
に
当
っ
て
の
動
力
、
電
燈
な
ど
の
た
め
の
費
用
、
設
備
償
却
費
及
び
修
繕
修

［惣
一



第二表　ニューヨーク外国貿易地帯の経理（2）

　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　単位＄

出岡崎収

項　　　　目 1949－50 1950－51 項　　　　目 1949－50 1950－51

L建物機械設備賃
ﾝ料及使用料

20，998 24，821
1．不動産賃借料

Q．給料及賃銀

8，405

R11，727

7，209

R50，686

2．埠頭使用料 23，495 22，326 3・税関監吏費 107，512 135，932

3・倉　　敷　　料 448，055 452，106 4・広告宣伝費 9，439 7，616

4荷役其他サービ
@ス料

216，267 268β73
5・其　　　　他

〟@　　　計

．229，057

U66，140

186，534

U87，977

合　　　　計 708，815 768，126
差引利益金 42，675 80，149

Source Ditto．

世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

築
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
二
一
ル
リ
ー
ン
ズ
外
国
貿
易
地
帯
の
経
理
は
ま
だ
損
失
を
続
け
て
い
る
け
れ
ど

も
、
年
々
に
そ
の
額
が
縮
小
し
て
行
く
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
て
一
九
五
〇
一
五
一
年
度

に
は
、
経
費
の
膨
脹
に
拘
ら
ず
既
に
損
失
一
万
五
千
弗
に
ま
で
縮
小
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
　
（
第
三
表
）
こ
れ
は
一
に
地
帯
の
利
用
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
原
因
し

て
い
る
。
こ
Σ
の
特
徴
は
真
空
消
毒
所
の
設
備
を
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
諸

設
備
の
使
用
料
が
他
の
溶
融
項
目
を
圧
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
（
第
四
表
）
こ
れ
あ

る
が
た
め
、
合
衆
国
植
物
検
疫
規
則
に
燭
れ
る
棉
花
、
タ
バ
コ
、
甘
藤
、
各
種
種
子
な

ど
が
そ
の
質
を
損
す
る
こ
と
な
く
消
毒
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
そ
の
利
用
（
主
と

し
て
棉
花
）
が
頗
る
多
く
且
つ
年
々
に
そ
れ
が
増
加
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
瘡
敷
料

は
第
二
位
で
あ
り
、
こ
れ
も
年
毎
に
増
加
を
辿
っ
て
い
る
。
荷
役
及
び
サ
ー
ビ
ス
料
が

他
の
地
帯
に
比
し
甚
だ
少
い
の
は
、
　
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ー
ン
ズ
で
は
荷
役
会
社
が
荷
役
を

運
営
し
て
お
り
、
地
帯
は
僅
か
に
限
ら
れ
た
範
囲
の
荷
役
運
搬
し
か
直
営
し
て
い
な
い

た
め
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
支
出
の
側
の
支
払
賃
銀
も
他
の
地
帯
に
比
し
て
遙
か
に
少
く

て
済
ん
で
い
る
。
麦
．
出
項
目
で
不
動
産
賃
借
料
が
多
い
の
は
こ
の
地
帯
が
港
湾
委
員
会

か
ら
設
備
を
借
用
し
て
特
別
の
建
設
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
税

関
に
麦
払
う
監
視
費
は
他
の
地
帯
と
同
じ
く
矢
張
り
可
な
り
の
高
額
で
あ
る
。
し
か
し
、

e”　75　一一



第三表ニユーオノレリーンズ外国貿易地帯の経理（1）．

　　　　　　　　　　　　　　　単位＄
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

貨物搬入高
邑　　　額
（＄　1，000）

　　噸

2000　lbs
純損益総支出総収入年度　（7／1－6／30）

13，　636

10，715

3．9．，　775

28，　570

一31，　795

－22．　672

－20，　071

－14，　934

151，　871

159，　077

178，　297

195，　765

120，　076

136，　405

158，　226

180，　834

1947－48

1948－49

1949－50

1950－51

Source：　Board　of　Commissioners，　Port　of　New　Orieans；　53rd．，　54th．　and　55th，　Annual　Reports　for

　　1949－1951．

　　　　　Foreign－Trade　Zones　Board　；　Annual　Reports　to　Congress，　1949－1951．

第四表　ニユーオルリーンズ外国貿易地帯の経理（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＄

出門入収

1950－511949－50目項1950－511949－50目項

90，　OOO

33，　483

50，　04・9

　6，　604

15，　629

195，　765

90，　OOO

22，　281

49，　849

　4，　340

11，　827

178，　297

1・不動産賃借料

2・給料及賃銀
3・税関監吏費

4・広告宣伝費
5，其　　　他

合　　　計

75，　169

20r，　752

58，．482

　　8，　811

12，　620

180，　834

14，　934

64，　931

30，　889

41，　577

　8，　131

12，　698

158，　226

20，　071

1・建物機械設備賃
貸料及使用料

2・埠頭使用料
3．倉　敷　料

4・荷　役　料
5．手数料其他

合　　　　計

差引損失金
Source：　Ditto．

ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ー
ン
ズ
の
地
帯
は
今

や
監
視
費
さ
え
な
け
れ
ば
、
叉
は
不
・

動
産
賃
借
料
が
減
額
さ
れ
る
に
至
れ

ば
、
独
立
採
算
可
能
の
域
に
達
し
て
．

お
り
、
設
置
計
画
の
当
初
、
五
年
内

に
正
正
均
衡
す
る
と
い
う
予
算
は
達

成
の
見
込
が
十
分
に
あ
る
。

　
ナ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
外
国
貿
易
　
地

帯
は
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ー
ン
ズ
よ
り
も

一
年
遅
れ
て
一
九
四
八
年
六
月
の
開

設
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
貨
物
の
取

扱
山
筒
は
ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ー
ン
ズ
に
及

ば
ず
、
従
て
言
入
は
年
々
に
漸
増
は

し
て
い
る
が
牧
麦
均
衡
の
線
ま
で
は

程
遠
い
。
し
か
し
、
埠
頭
使
用
料
牧

入
が
他
の
地
帯
に
比
し
て
決
し
て
劣

ら
な
い
の
は
、
こ
の
地
帯
の
地
勢
か

一一
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第五表　サンフランシスコ外国貿易地帯の経理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単．位　＄

収 入 支 出

項　　　　目 1949－50 1950－51 項　　　　目 1949－50 1950－51

L建物機械設備賃
ﾝ料及使用料

7，202 8，196 1・不動産賃借料 4，500 4，500

2・埠頭使用料 27，932 31，33】． 2・給料及賃銀 54，826 53，634

3・倉　　敷　　料 24，081 26，091 3・税関監吏費 52，746 58，074

4・荷　　役　　料 24，640 ・23，494 4・広告、宣伝費 1，634 1，648

5・手数料其他 6，960 11，268 5．其　　　　他 62，861 61，949

合　　　　計 90，815 100β80 合　　　　計 176，567 179，805

差引損失金 85，752 79，425

世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

：貨物搬入高

年　　度
噸　　数2，0001bs 価　　額

i＄1，000）

1949－50

P950－51

9，289

W，790

6，962

T，510

Source：　Foreign－Trade　Zones　Board；　Annual　Reports　to　Congress，

　　　Foreign　Trade　Zone　No．3；Annual　Report　forユ950．一51．

1949－1951．

ら
い
っ
て
本
船
の
接
岸
荷
役
が
多
い
故
で
あ
る
。
支
出
項
目
の

う
ち
で
人
件
費
が
莫
大
に
上
っ
て
い
る
こ
と
は
他
の
地
帯
と
同

断
で
あ
る
が
、
し
か
し
広
告
宣
伝
費
が
特
に
少
い
こ
と
に
こ
の

地
帯
の
経
理
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。
　
（
第
五
表
）
こ
の
港
の

地
勢
か
ら
い
っ
て
も
、
地
域
の
広
さ
か
ら
い
っ
て
も
年
十
．
万
屯

以
下
の
貨
物
搬
入
高
に
止
ま
る
わ
け
は
な
く
、
将
来
は
も
っ
と

伸
び
る
可
能
性
は
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
外
国
貿
易
地
帯
｝
は
シ
ア
ト
ル
と
共
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
よ
り
も
更
に
一
年
余
遅
れ
て
一
九
四
九
年
九

月
の
開
設
で
あ
る
。
竣
に
掲
げ
た
一
年
十
ヵ
月
の
経
過
で
は
凡

そ
十
三
万
弗
の
損
夫
を
招
い
で
い
る
け
れ
ど
も
、
（
第
六
表
）
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
は
そ
の
設
置
申
請
の
当
初
か
ら
牧
麦
均
衡
に
は

十
年
を
要
す
る
と
い
5
覚
悟
を
以
て
創
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら

（拙
e
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
外
国
貿
易
地
帯
」
国
際
経
済
研
究
第
一
号
二
五
頁
参
照
）
、
地
帯
当
局
に
し
て
見

れ
ば
、
こ
の
短
期
間
に
貨
物
取
扱
高
が
二
倍
以
上
に
増
し
て
お

り
、
各
牧
入
項
目
も
著
し
く
増
進
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
満

足
す
べ
き
状
態
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
フ
シ
ン
ト

一77一



第六表　ロスアンぜノソス外国貿易地帯の経理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　＄
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

申入収

1950－51

　　　　　0

48，　206

51，　075

　4，　882

52，　522

156，　685

1949－50
（10ケ月）

　　　　　0

20，　977

37，　787

12，　959

36，　290

108，　OI3

目項1950－51

1・不動産賃借料

2・給料及賃銀
3．税関監吏費

4．広告宣伝費

5・其　　　二

合　　　計

　　　842

31，　188

25．　622
　　’

53，　885

1，　596

85，　133

71，　552

1949一一50

（10ケ月）

　　　395

　　　492

19，　120

25，　547

　　　957

46，　511

61，　502

項 目

1．建物機械設備賃
貸料及使用料

2・埠頭使用料
3．倉　敷　料

4．荷　役　料
5．手数料其他

合　　　　計

差引損失金

貨物搬入高
年　　度

噸　　数
i20001bs）

価　　額（＄1，000）

1949－50
i10ケ月）1950－51

6，548

P4，782

2，238

T，867

Source：　Foreign－Trade　Zones　Board；　Annual　Reports　to　Congress，　1950－1951．

ン
の
外
国
貿
易
地
帯
委
員
会
も
同
様
に
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
（
岡
。
同
藷
昌
－
目
冨
唱
①
N
呂
＄
切
。
螢
a
…
》
導
邑
切
Φ
智
誹
ぎ
。
。
贔
円
Φ
ω
。
・
h
。
二
冨
国
。
・
。
巴
団
①
霞
①
昌
Φ
山
臼
§
。
し
。
O
H
醤
H
毛
℃
・
H
H
占
卜
。
）
Q
殊
に
、

こ
の
地
帯
は
荷
役
を
直
営
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
得
る
牧
入

は
一
年
間
に
倍
増
七
て
お
り
、
　
一
九
五
〇
1
五
一
年
度
に
は
全
牧

入
の
六
割
以
上
に
当
る
部
分
を
牧
め
て
い
る
。
叉
、
埠
頭
使
用
料

も
極
め
て
著
し
い
増
加
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
使
用
料
が
関
税
港

よ
り
も
多
少
低
率
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
け
れ
ど
も
接
岸
設
備
の

優
秀
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
前
途
は
楽
観
を
許
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
。
支
出
の
方
も
他
の
地
帯
に
比
し
て
決
し
て
不
適
当
な
跡
を

見
受
け
ら
れ
ず
、
第
一
年
目
に
思
切
つ
た
宣
伝
を
な
し
た
こ
と
も

適
宜
の
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
帯
の
強
味
は
そ

の
設
備
が
全
部
自
己
資
本
に
よ
る
こ
と
で
あ
っ
て
（
地
帯
運
営
者

目
お
∩
お
ω
o
①
巨
≦
げ
p
隊
二
。
昌
山
零
母
①
げ
。
島
①
6
ρ
り
a
・
の
所
有
）

こ
れ
が
経
理
の
上
で
他
の
地
帯
に
比
し
甚
だ
安
易
な
状
況
に
置
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
シ
ア
ト
ル
外
国
貿
易
地
帯
の
経
理
も
大
略
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
と

同
様
の
事
態
に
あ
る
。
只
、
異
る
と
こ
ろ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
が
こ
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第七表　シアトノレ外国貿易地帯の経理

単位＄

収 入 支 出

口　　　　目
1949－50
i10ケ月） 1950－51 項　　　　目

1949＿50
i10ケ月）

1950－51

1・建物機械設備賃
ﾘ料及使用料

503 996 1・不動産賃借料 0 0

21埠頭使用料 1，342 4，247 2・給料及賃銀 19，269 43，029

3。倉　　敷　　科 6，642 9，271 3・税関監吏費 27，504 38，084

4・荷　　役　　料 7，390 18，757 4・広告宣伝費 10，980 14，469

5．州　補助金 35，741 43，110 5・其　　　　　他 8，268 9，881

6・手数料其他 548 711

合　　　　　計 52，166 77，092 合　　　　　計 66，021 105，463

差引損失金 13，855 28，371

貨物搬入高
価　　額
（＄　1，　OOO）

1，　829

3，　437

年
　　　　　噸　　数
度　　　　　（2000　lbs）

3，　085

7，　089

1949－50
（10ケ月）

1950－51

Source Ditto．

世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

の
地
帯
に
対
し
て
頗
る
力
を
入
れ
、
牧
支
均
衡
を
得
る
ま
で
多
額

の
補
助
金
を
支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
毎
年
の

損
失
を
少
額
に
止
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
一
年
十
ヵ
月
の
経

理
状
況
で
は
貨
物
取
扱
高
も
著
増
し
て
お
り
、
従
っ
て
倉
敷
料
、

荷
役
料
、
埠
頭
使
用
料
な
ど
も
順
調
に
増
牧
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、

カ
ナ
ダ
、
中
南
米
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
結
ぶ
貿
易
の
中
点
と
し
て
将

来
を
見
込
ま
れ
て
い
る
。
殊
に
、
現
に
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

地
域
と
施
設
と
の
拡
張
に
成
功
す
れ
ば
、
経
理
は
一
層
に
改
善
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
広
告
宣
伝
費
が
ロ
ス
ァ
ソ
ぜ
川
ス
に
も

優
っ
て
多
く
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
北
端
に
あ
る
新
設
の
地
帯

と
し
て
は
已
む
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
外
国
貿
易
地
帯
は
空
港
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

経
理
も
大
分
に
特
殊
性
が
あ
る
。
鼓
に
掲
げ
た
の
は
開
設
以
来
僅

か
十
ケ
月
の
経
理
で
あ
る
が
、
こ
の
間
入
荷
し
た
貨
物
は
二
、
四

九
七
屯
、
五
三
〇
、
九
八
0
弗
で
あ
る
。
シ
ア
ト
ル
に
比
し
て
必

ず
し
も
遜
色
あ
る
取
扱
高
で
は
な
い
。
空
輸
に
拘
わ
ら
ず
案
外
に

平
均
単
価
が
低
い
こ
と
は
i
一
六
当
り
約
二
〇
〇
弗
、
他
港
は
四
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第八表　サソアントエオ外国貿易地帯の経理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　＄

出支入収

1950．　9－51．　6目項1950．　9－51．　6目項

60，　413

19，　634

　6，　924

41，　085

189，　056

L
2．

3．

4．

給料及賃銀
税関監：吏費

広告宣伝費
其　　　他
合　　　計

2，　404

13，　608

31，　549

　　693

48，　254

79，　802

1・建物機械設備賃
　貸料及使用料
2・倉　敷　料
3・荷役及運搬
4．手数料其他
　合　　　　計

　差引損失金
Source＝Foreign＿Trade　Zones　Bo肛d

　　Year　ended　June　30，　1951．

Annual　Report　to　Congress　for　the　Fisca1

0
0
乃
至
七
〇
〇
弗
一
空
輸
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
も
必
ず
し
も
高
価
品
を
取
扱
う
と

は
限
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
x
で
取
扱
わ
れ
た
南
品
の
首
位
を
占

め
る
も
の
が
メ
キ
シ
コ
か
ら
合
衆
国
へ
行
く
胡
椒
で
あ
り
、
こ
れ
は
搬
入
時
屯
当
り
平

均
単
価
＝
二
五
弗
で
あ
る
こ
と
を
見
て
も
わ
か
る
。
こ
の
十
ヶ
月
聞
の
経
理
で
は
平
入

の
大
部
分
が
荷
役
及
び
運
搬
料
で
支
持
さ
れ
て
い
る
。
倉
敷
料
が
こ
れ
に
比
し
て
少
い

こ
と
は
地
帯
と
な
っ
て
い
る
倉
庫
面
積
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
も
よ
る
け
れ
ど
も
、
保

税
の
ま
N
地
帯
外
加
工
工
場
に
搬
出
さ
れ
て
い
る
量
が
相
当
に
あ
る
た
め
で
も
あ
る
。

叉
、
麦
出
の
側
に
側
て
は
ス
コ
ビ
ー
防
火
倉
庫
会
社
が
地
帯
経
営
者
で
あ
っ
て
倉
庫
会

社
の
建
物
を
利
用
し
て
い
る
か
ら
、
建
物
に
関
す
る
経
費
は
償
却
費
以
外
は
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。
叉
、
給
料
及
び
賃
銀
が
他
の
地
帯
に
比
べ
る
と
著
し
く
多
額
に
支
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
そ
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
明
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
或

は
海
港
運
営
よ
り
多
く
の
職
員
、
労
務
者
を
必
要
と
す
る
か
、
叉
は
海
港
勤
務
者
よ
り

は
空
港
勤
務
者
の
方
が
高
給
で
あ
る
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
地
帯
の
中
で
は
最
も

新
し
い
だ
け
に
経
理
状
況
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
次
い
で
劣
っ
て
い
る
。
（
第
八
表
）

一一一
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鼓
に
示
し
た
実
坪
は
ア
メ
「
リ
カ
合
衆
国
の
事
情
で
あ
っ
て
、
各
外
国
貿
易
地
帯
は
太
西
洋
、
太
平
洋
の
南
北
、
メ
キ
シ
コ
湾
に
跨
り
、
そ
れ

ぞ
れ
異
る
経
済
地
理
的
環
境
に
あ
る
港
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
に
現
わ
れ
て
い
る
事
情
が
そ
の
ま
瓦
直
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
そ
の
地
域
に



あ
る
自
由
港
に
当
嵌
ま
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
由
港
の
直
接
経
営
者
の
得
る
主
た
る
牧
入
が
、
倉
敷
料
と
荷
役
及
び
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

搬
料
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
一
般
に
妥
当
す
る
通
則
で
あ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の
自
由
港
に
屡
々
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
由
港
経
営

者
i
国
叉
は
公
共
団
体
で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
営
利
会
社
で
あ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
一
が
若
し
埠
頭
、
倉
庫
な
ど
の
主
設
備
を
他
の
運
営
会
社

に
貸
付
け
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
主
設
備
の
賃
貸
料
の
定
額
牧
入
が
経
営
者
収
入
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
こ

の
場
合
に
は
寧
ろ
運
営
会
社
の
採
算
と
し
て
右
の
通
則
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
尤
も
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、
ア
デ
ン
、
そ
の
他
植
民
地

の
回
る
港
の
よ
う
に
、
寄
航
船
舶
に
対
し
て
水
、
石
炭
、
油
等
を
補
給
す
る
こ
と
を
主
た
る
任
務
と
し
て
い
る
自
由
港
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

ら
船
用
品
の
販
売
高
が
評
説
の
大
な
る
部
分
を
占
め
る
言
合
も
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
の
場
合
を
除
け
ば
、
そ
の
自
由
港
に
積
卸
さ

れ
蔵
置
さ
れ
る
貨
物
の
量
が
多
い
こ
と
が
即
ち
自
由
港
の
受
入
を
増
す
所
以
と
な
る
。
自
由
港
の
経
費
の
中
で
入
件
費
が
大
部
分
を
占
め
る

と
い
う
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
外
国
貿
易
地
帯
の
一
般
事
情
も
、
或
る
程
度
ま
で
は
他
の
自
由
港
に
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
経
費
に

つ
い
て
は
各
自
由
港
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
事
情
が
最
も
鋭
く
反
映
す
る
か
ら
、
こ
玉
に
例
示
し
た
ア
メ
リ
カ
の
事
情
か
ら
一
般
的
傾
向
を
推

論…

ｷ
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
穿
て
は
外
国
貿
易
地
帯
法
の
中
で
、
地
帯
の
目
的
は
合
衆
国
の
貿
易
振
興
に
あ
る
ご
と
を
強
調
し
て
い
る
と
は
い
え
、

そ
の
実
際
の
設
置
に
当
っ
て
は
地
帯
の
企
業
性
を
特
に
重
要
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
設
置
認
可
権
者
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
の
外
国
貿
易
地
帯

委
員
会
に
於
て
も
又
設
置
者
の
側
に
於
て
も
、
こ
の
企
業
性
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
極
め
て
関
心
が
深
い
。
即
ち
、
外
国
貿
易
委
員
会
か

ら
毎
年
国
会
に
対
し
て
提
出
し
て
い
る
報
告
書
に
於
て
も
常
に
各
地
帯
の
経
理
状
態
を
詳
細
に
亘
り
報
告
し
て
お
り
、
各
地
帯
当
局
も
そ
れ

ぞ
れ
の
経
理
状
態
を
一
般
に
公
表
し
て
い
る
。
殊
に
、
一
九
三
八
年
七
月
ア
ラ
バ
マ
州
モ
ビ
ー
ル
港
が
外
国
貿
易
地
帯
の
設
置
認
可
を
受
け

て
開
設
し
な
が
ら
、
六
ヶ
月
を
経
過
し
て
も
利
用
度
が
低
く
て
牧
入
が
皆
無
に
近
か
っ
た
た
め
、
自
発
的
に
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
実

　
　
　
世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態
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世
界
に
於
け
る
自
由
港
の
経
営
実
態

例
が
生
じ
て
か
ら
は
（
拙
稿
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
け
る
外
国
貿
易
地
帯
、
国
際
経
済
研
究
第
一
号
二
二
頁
参
照
）
、
地
帯
の
採
讐
い
う
・
と
が
外
国
貿
易
地
帯
委
員
会
の
認
可
条
件
・
し
て

最
重
要
視
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
た
め
、
今
日
ま
で
地
帯
設
置
を
希
望
し
て
設
置
申
請
の
手
続
を
と
っ
た
港
が
相
当
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
未
だ
に
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
が
空
港
の
地
帯
第
六
号
に
次
い
で
の
第
七
号
が
認
可
さ
れ
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
に
は

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
地
帯
の
よ
う
に
、
牧
支
均
衡
を
十
年
の
後
に
期
待
し
て
営
々
と
し
て
只
管
将
来
の
発
展
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る
地
帯

も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
自
由
港
本
来
の
使
命
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
国
家
的
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
国
際
的
存
在
で
あ
る
。
企
業
的
性
格
は
寧
ろ
二

義
的
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
或
は
普
通
の
商
港
よ
り
は
そ
の
目
的
が
限
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
よ
り
国
家
的
で
あ
り
、
よ
り
国
際

的
で
あ
る
と
い
え
る
。
か
x
る
施
設
を
単
に
そ
の
企
業
性
の
み
か
ら
価
値
判
断
し
設
置
の
可
否
を
決
す
る
こ
と
は
固
よ
り
誤
っ
て
い
る
。
即

ち
、
自
由
港
は
国
家
行
政
の
一
環
と
し
て
貿
易
の
振
興
、
国
際
経
済
へ
の
進
展
及
び
国
際
平
和
へ
の
寄
与
を
念
願
と
し
て
こ
れ
を
設
置
し
維

持
す
べ
音
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
た
と
え
そ
の
経
営
上
収
支
均
衡
を
得
る
こ
と
が
な
く
て
も
（
こ
れ
を
国
民
の
負
担
に
覧
て
補
償
す
る

に
十
分
な
る
意
義
を
も
つ
重
要
施
設
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
参
考
文
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。
命
日
8
片
釦
鼠
蜀
。
詳
U
貯
。
。
け
。
還
o
h
子
①
≦
〇
二
3
這
㎝
O
●

　
　
　
O
ミ
。
炉
Q
Q
マ
∪
睾
銘
臼
∴
O
置
。
鳥
ぎ
9
昌
山
U
o
〈
①
ざ
唱
日
。
暮
o
h
臣
①
弓
。
昌
ω
o
防
【
げ
①
d
響
け
二
目
ぎ
G
Q
山
。
β
H
O
ら
。
O
・

　
　
　
冨
籠
Φ
が
O
冨
詰
①
㎝
臼
ご
跨
団
。
同
。
尉
昌
・
日
同
巴
Φ
N
o
ロ
①
h
o
肖
勺
嶺
㊦
曽
q
∩
o
置
目
ユ
”
騨
。
・
国
8
昌
。
ヨ
8
∪
①
ω
貯
⇔
ぽ
弊
宗
国
昌
山
国
＄
。
・
蔚
昌
一
曙
W
H
ゆ
脳
メ

　
　
　
勺
。
同
；
鼠
目
費
葺
邑
∩
臥
品
①
ω
9
・
け
d
導
巴
。
。
彗
①
。
・
弓
。
同
ヨ
9
H
o
歩
ξ
§
6
。
馨
。
h
国
品
一
昌
§
。
・
9
d
・
ω
●
≧
目
洗

　
　
　
神
戸
港
港
湾
料
率
表
、
神
戸
市
港
湾
局
編
。
　
　
世
界
港
湾
事
情
、
特
輯
、
日
刊
海
運
新
聞
杜
。
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職
前
及
び
職
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

／

田

富

久

雄

目

一
、
序

二
、
貿

三
、
貿

四
、
貿

次

五
、
貿
易
商
晶

　
A

　
B

六
、
結

一
、
序

奨解易易易
　商商ロ　ロロ剛差方規　ロロ　ロロ

　構構構
語成成成額向模説説

　
本
稿
に
お
い
て
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
（
こ
X
で
は
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
、
ビ
ル
マ
、
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
、

ド
シ
ナ
、
比
島
及
び
タ
イ
の
人
力
国
を
主
と
し
て
取
扱
う
）
の
戦
前
及
び
戦
後
の
貿
易
構
造
を
比
較
研
究
し
よ
う
と
す
る
。

　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

イ
ン
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戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

　
こ
れ
ら
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
多
数
は
戦
前
に
お
い
て
は
欧
米
諸
国
の
植
民
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
唯
一
の
独
立
国
タ
イ
と
い
え
ど

も
、
そ
の
政
治
的
独
立
は
英
仏
両
国
の
勢
力
の
緩
流
地
帯
と
い
う
こ
の
国
の
特
殊
的
地
位
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
戦
後
独
立
を
獲

得
し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
長
年
の
間
に
植
民
地
的
に
歪
め
ら
れ
た
経
済
構
造
を
是
正
し
、
独
立
国
に
ふ
さ
は
し
い
「
国
民
経
済
」
を
建
設

す
べ
く
努
力
を
つ
§
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的
独
立
の
実
現
は
早
急
に
は
達
成
し
難
く
、
長
い
年
月
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。　

東
南
ア
ジ
ア
経
済
の
植
民
地
的
性
格
は
貿
易
構
造
の
面
で
は
、
輸
出
に
お
け
る
少
数
特
産
物
へ
の
集
中
と
輸
入
に
お
け
る
多
種
多
様
の
工

業
製
品
へ
の
分
散
及
び
工
業
製
品
の
う
ち
で
も
繊
維
品
な
ど
直
接
消
費
財
的
工
業
製
品
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
資
本
財
の
輸
入
割
合
が
低

い
こ
と
に
端
的
に
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
産
物
は
需
要
の
変
化
に
対
し
て
敏
感
で
あ
り
、
輸
出
収
入
は
激
し
く
変
動
す
る
。
又
、
一
般

的
に
い
っ
て
こ
れ
ら
後
進
国
の
農
鉱
産
物
と
先
進
国
の
工
業
生
産
物
と
．
の
交
易
条
件
は
後
進
国
側
に
不
利
と
な
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
工
業

化
、
少
く
と
も
日
常
消
費
財
の
需
給
を
目
指
し
て
工
業
化
を
行
う
努
力
が
つ
ゴ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
国
に
古
く
よ
り
存
在
し
、
住
民

に
日
用
品
を
供
給
し
て
い
た
農
村
家
内
工
業
や
小
規
模
工
業
は
先
進
国
の
近
代
的
工
場
工
業
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
先
進
国
は
そ
の
植
民
政

策
上
、
植
民
地
に
工
業
が
興
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
か
ら
、
植
民
地
時
代
に
は
工
業
化
は
進
ま
な
か
っ
た
。
政
治
的
独
立
を
達
成
し
た
今

日
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
産
業
の
多
角
化
、
工
業
化
を
達
成
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
が
、
貿
易
構
造
で
は
依
然
と
し
て
少
数
特
産
物
へ
の
集

中
が
輸
出
の
面
で
は
見
ら
れ
、
輸
入
の
面
で
は
資
本
財
の
輸
入
割
合
は
予
期
し
た
程
は
増
加
し
て
い
な
い
。

　
次
に
貿
易
の
規
模
が
著
し
く
小
さ
い
こ
と
も
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
特
性
の
一
で
あ
る
。
一
国
の
貿
易
水
準
は
所
得
水
準
と
貿
易
依
存
度
と

に
関
連
す
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
所
得
水
準
が
著
し
く
低
い
た
め
に
貿
易
水
準
も
低
い
。
東
南
ア
ジ
ア
の
人
口
は
六
甲
を
超
え
、
世
界
人

口
の
四
分
の
一
に
達
す
る
が
、
そ
の
貿
易
額
は
世
界
貿
易
額
の
一
割
に
も
達
し
な
い
。
所
得
水
準
の
低
い
の
は
生
産
力
が
発
達
し
な
い
か
ら
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で
あ
り
、
生
産
力
が
発
達
し
な
い
の
は
、
資
本
蓄
積
が
行
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
資
本
蓄
積
が
行
わ
れ
な
い
の
は
所
得
水
準
が
低
い
か
ら

で
あ
る
と
い
う
悪
循
環
を
繰
返
し
て
い
る
。
こ
の
悪
循
環
を
絶
ち
切
っ
て
生
産
力
を
上
昇
せ
し
め
、
所
得
を
増
大
す
る
た
め
に
は
外
資
の
導

入
と
そ
の
計
画
的
運
営
が
必
要
で
あ
る
が
外
資
の
導
入
は
一
歩
誤
る
と
政
治
的
な
従
属
へ
と
逆
転
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
一
方
、
外
国
投
資

家
も
不
安
定
な
東
南
ア
ジ
ア
に
投
資
を
す
る
意
向
を
も
つ
も
の
は
少
い
か
ら
、
政
府
借
款
乃
至
は
国
際
機
関
に
よ
る
以
外
に
は
方
法
が
な
い

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
外
資
の
金
額
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
僅
少
で
あ
り
、
野
心
的
な
経
済
建
設
を
行
う
に
は
不
充
分
で
あ
る
。

　
従
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
貿
易
構
造
は
工
業
化
の
比
較
的
進
ん
だ
イ
ン
ド
を
別
と
し
て
は
、
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
著
し
い
変
化
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　
以
下
に
お
い
て
は
主
と
し
て
国
際
連
合
及
び
国
際
連
盟
の
資
料
に
よ
っ
て
戦
前
、
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
分
析
を
行
い
た
い
ゆ

二
、
貿
易
規
模

一85一

　
世
界
の
総
輸
出
入
額
に
対
す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
入
額
の
割
合
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
大
差
な
く
、
大
体
七
％
乃
至
一
〇
％
程
度
を
上

下
し
て
い
る
。
戦
前
と
戦
後
と
を
比
較
し
て
見
る
と
平
均
的
に
見
て
輸
出
に
於
て
は
戦
前
の
割
合
が
高
く
、
輸
入
に
出
て
は
戦
後
の
割
合
が

高
い
。
戦
後
輸
出
割
合
の
低
下
し
た
こ
と
は
戦
争
に
よ
る
破
壊
の
た
め
に
生
産
力
が
低
下
し
、
輸
出
力
が
減
退
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
輸
出

減
退
に
も
不
拘
、
輸
入
割
合
の
上
昇
し
た
こ
と
は
復
興
の
た
め
に
多
額
の
援
助
が
供
与
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
戦
前
（
一
九
二
八
i
三
八
年
）
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
割
合
は
平
均
八
・
二
％
で
あ
っ
た
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
一
九
三
七
年
（
九

・
三
％
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
一
九
二
八
年
（
八
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。
最
も
低
か
っ
た
の
は
世
界
恐
慌
の
深
刻
化
し
た
一
九
三

一
、
三
二
年
（
七
・
二
％
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
一
九
三
三
年
（
七
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
輸
出
割
合
は
好
況
期
に
高
く
、

　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易



　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

不
況
期
に
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
戦
前
の
輸
入
割
合
は
平
均
六
・
一
％
で
あ
っ
た
が
、
最
も
高
か
っ
た
の
は
一
九
二
九
年
（
六
・
六
％
）
で
、
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
一
九
二

八
年
（
六
・
五
）
で
い
つ
れ
も
世
界
恐
慌
以
前
の
好
況
の
年
で
あ
っ
た
。
最
も
低
か
っ
た
の
は
一
九
三
六
年
（
不
況
よ
り
の
恢
復
期
）
（
五

・
五
％
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
一
九
三
三
年
（
不
況
期
）
（
五
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
（
一
九
四
七
年
i
五
三
年
）
に
於
け
る
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
の
世
界
輸
出
に
占
め
る
割
合
は
平
均
七
・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
最
も
高

か
っ
た
の
は
朝
鮮
動
乱
ブ
ー
ム
の
頂
上
に
あ
っ
た
一
九
五
一
年
（
九
・
五
％
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
ぐ
も
め
は
動
乱
の
は
じ
ま
っ
た
一
九
五

Q
年
（
九
・
0
％
）
で
あ
っ
た
。
輸
出
割
合
の
最
も
低
か
っ
た
の
は
輸
出
生
産
力
の
恢
復
が
不
充
分
で
あ
っ
た
一
九
四
七
年
（
六
・
○
％
）

で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
世
界
景
気
の
後
退
が
漸
く
表
面
に
出
て
来
た
一
九
五
三
（
六
・
三
審
）
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
入
が
世
界
輸
入
に
占
め
る
割
合
は
平
均
点
・
六
％
で
あ
っ
た
が
、
最
も
高
か
っ
た
の
は
一
九
四
九
年

（
九
・
0
％
）
で
、
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
一
九
四
八
年
（
八
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。
最
も
輸
入
割
合
が
低
か
っ
た
の
は
一
九
五
三
年
（
六
・

七
％
）
で
、
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
一
九
四
七
年
（
七
・
○
％
）
及
び
一
九
五
〇
年
（
七
・
O
％
）
で
あ
っ
た
。

　
一
般
的
に
云
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
額
が
世
界
貿
易
に
占
め
る
割
合
は
好
況
の
と
き
に
高
く
　
不
況
の
時
に
低
い
。
こ
れ
は
好
況
の
と

き
に
は
世
界
輸
拙
額
が
増
大
す
る
割
合
以
上
の
割
合
で
輸
出
が
増
大
し
、
不
況
の
と
き
は
世
界
輸
出
額
が
収
縮
す
る
割
合
以
上
の
割
合
で
収

縮
．
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
商
品
が
如
何
に
景
気
変
動
に
敏
感
で
あ
る
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
輸
入
の
増
減
は
輸
出

の
増
減
に
お
く
れ
て
あ
ら
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
の
変
動
割
合
は
輸
出
程
は
大
き
く
は
な
い
。
　
（
第
一
、
二
表
参
照
）

　
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
輸
出
入
額
の
世
界
貿
易
総
額
に
占
め
る
割
合
を
見
る
に
戦
前
で
は
輸
出
入
と
も
に
イ
ン
ド
が
最
大
で
あ
り
、
輸
出
で

は
イ
ン
ド
、
矛
シ
ャ
、
マ
レ
ー
、
輸
入
で
は
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
た
。
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1．戦前こ於ける東南アジア貿易の世界貿易に占める割合（単位百万回金ドル）

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

世
（A）

界

32，　728．

33，　024

26，　477

18，　906

12，　885

11，　714

11，　333

11，　559

12，　581

15，　427

13，　401

18，　186

輸 出

東南アジア
　（B）

2，　851

2，　782

2．　138

1，　359

　929

　907

　948

　912

1，　063

1，　434

1，　070

1，　490

（一R一一）

．
％

7
4
2
2
2
7
3
0
5
3
3

8
8
8
7
7
7
。
8
。
8
．
a
銑
a

8．　2

世
（C）

34，　652

35，　59’
T

29，　075

20，　795

13，　968

12，　461

11，　981

12，　243

13，　142

16，　342

14・，　321

19，　507

界

輸 入

東南アジア
　（D）

2，　261

2，329

1，　801

1，　216

　852

　714

　718

　722

　720

　991

　901

1，　202

）D
C

（
％

5
6
3
8
1
7
0
0
5
1
3

◎
6
．
◎
5
。
蓋
置
◎
6
。
翫
◎
◎6．　1

（註）　＊一部訂正

（資料）　League　of　Nations，　Review　of　World　Trade，

　　　　2．戦後に於ける東南アジア貿易の世界貿易に占める割合（単位百万ドル）

輸 出 輸 入
一

世　　界1　　　（A）

東南アジア
@　　（B）

（旦A） 世　　　界
@　　（C）

東南アジア
@　　（D）

　　　　　　
iDC）　　　　　〔

一

％ ％
1947 46，900 2，823 9．0 50，100 3，511 7．0

1948 52，800 4，076 7．7 58，400 4，730 8．1

1949 53，700 4，062 7．6 58，500 5，402 9．0

1950 55，500 4，952 9．0 58，200
4
0
7
7
　
，

7．0

1951 75，400 7，178 9．5 80，300 6，242 7．8

1952 74，105 5，405 7．3 79，862 6，248 7．8

　　　1953 74，778 4，755 6．3 76，143 5，067 6．7

@　　　　

平均 61，883 4，750 7．7 65，929 5，017 7．6

（資料）　United　Nations，　Statistical　Year－book，1953．　IMF＝International　Fillancial　Statistics

　　　　　　　　　　　　　　　－87一



　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

　
即
ち
、
戦
前
十
一
力
年
（
一
九
二
八
年
よ
り
一
九
三
八
年
に
至
る
）
平
均
に
於
て
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
輸
出
額
が
世
界
輸
出
額
に
占
め
る

比
率
は
イ
ン
ド
三
・
0
％
、
（
ビ
ル
マ
を
含
め
れ
ば
三
・
一
％
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
一
・
八
％
、
マ
レ
i
一
・
五
％
で
あ
り
以
下
比
島
0
・
六
％
、

セ
イ
ロ
ン
○
・
四
％
、
イ
ン
ド
シ
ナ
○
・
三
％
、
タ
イ
0
・
三
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
総
額
の
う
ち
各
国
の
占
め
る
割
合
を
見
れ
ば
イ
ン
ド
三
七
・
七
％
（
ビ
ル
マ
を
含
め
れ
ば
三
九
％
）
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ャ

ニ
ニ
・
○
％
、
マ
レ
i
一
八
・
五
％
と
な
り
、
こ
の
三
者
だ
け
で
約
八
割
を
占
め
、
以
下
比
島
七
％
、
セ
イ
ロ
ン
五
・
四
％
、
イ
ン
ド
シ
ナ

四
・
一
％
、
タ
イ
三
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
（
第
三
表
参
照
）

　
輸
入
に
つ
い
て
は
同
じ
く
戦
前
十
一
力
年
平
均
に
於
て
世
界
輸
入
額
に
占
め
る
各
国
の
比
率
は
イ
ン
ド
ニ
・
三
％
、
マ
レ
ー
一
・
三
％
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
一
・
一
％
、
比
島
0
・
四
％
、
セ
イ
ロ
ン
○
・
四
％
、
イ
ン
ド
シ
ナ
○
・
三
％
、
タ
イ
0
・
二
と
な
っ
て
い
る
。

　
戦
前
の
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
入
総
額
の
う
ち
各
国
の
占
め
る
割
合
を
見
れ
ば
、
イ
ン
ド
三
六
・
一
％
（
ビ
ル
マ
を
含
め
る
と
三
六
・
八
％
）
、

マ
レ
ー
二
〇
％
、
イ
ン
ド
、
年
シ
ャ
ー
六
・
九
％
と
な
り
、
此
の
三
国
の
会
計
は
約
七
五
％
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
比
島
六
．
六
％
、
セ
イ

ロ
ン
五
・
五
妬
、
イ
ン
ド
シ
ナ
四
・
○
％
、
タ
イ
三
・
三
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
（
第
四
表
参
照
）

　
輸
出
入
と
も
に
イ
ン
ド
が
東
南
ア
ジ
ア
総
輸
出
入
額
の
約
四
割
を
占
め
、
こ
れ
に
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ャ
が
つ
§
き
、
こ
れ
ら
三
国
だ

一88一

け
で
東
南
ア
ジ
ア
の
総
輸
出
入
の
七
割
五
分
乃
至
八
割
を
占
め
て
い
る
・
と
が
智
れ
る
。
（
英
連
邦
諸
国
は
輸
出
入
と
も
約
六
割
を
占
め
て
い
る
。
）

　
戦
後
七
戸
年
（
一
九
四
七
一
一
九
五
三
年
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
輸
出
額
が
世
界
輸
出
額
に
占
め
る
割
合
は
平
均
七
・
七
％
で
あ

っ
て
戦
前
に
比
べ
て
低
下
し
た
。
各
国
別
の
比
率
を
見
れ
ば
イ
ン
ド
ニ
・
一
％
、
マ
レ
i
一
・
七
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
一
・
一
％
、
パ
キ
ス

タ
ン
0
・
七
9
6
、
比
島
0
・
五
％
、
タ
イ
0
・
四
％
、
ビ
ル
マ
○
・
三
％
、
イ
ン
ド
シ
ナ
0
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
戦
前
の
比
率
よ
り
上

昇
し
て
い
る
の
は
マ
レ
ー
、
セ
イ
ロ
ン
、
タ
イ
の
三
国
で
あ
る
。
（
第
五
表
参
照
）



3．戦前の世界輸出額と東南アジア各国輸出額（百万旧金ドル）

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
．
貿
易

額
額

　
出

出
翰

輸
ア

　
ジ

界
ア」

三

世
東

イ

ビ

ソ

ノレ

ド

マ

セ　　イ　　ロ　　ソ

マ Lノ

イ　y　ド　シ’　ナ

イ　ソ　ド　ネシや

比

狐

狸

イ

世界輸出額に占める割合
　　　（％）

・イ

ビ

セ

マ

ン’

ノレ

ド

マ

／f　　P　　ソ

tz

イ　y　ド　シ　ナ

イ　ン　ド　ネシや

比

タ イ

東南アジア輸出額に占め
　　　　　（％）る割合

・イ

ビ

ン’

ノレ

ド

マ

セ　　イ　　ロ　　ン

マ レ

イ　y　ド　シ　ナ

イ　ソド　ネシや

比

タ

島

／

1－928

32，　728

2，　851

1，　207

152

479

115

635

154

109

3．　7

O．　5

1．5

O．　4

1．　9

O．　5

O．　3

42．　3

5．3

16．　8

4．　0

22．　3

5．4

3．　8

1932

12，　885

929

355

44

132

42

219

95

42

2．　8

O．　3

1．0

O．　3

1．　7

O．7

O．　3

38．　2

4．　7

14．　2

4．　5

23，　6

10．　2

4．　5

1935

11．　559

912

345

45

194

42

188

54

44

3．0

O．　4

1．7

O．　4

1．　6

O．　5

O．　4

37．　8

4．　9

21．　3

4．　6

20．　6

5．　9

4．8

1938

　　（2）
13，　401

1，　070

350

102

57

196

48

206

　（1）
66

45

2．6

O．　8

O．　4

1．　5

O．4

1．7

O．6

O．　3

31．　6

9．2

5．　2

17．　7

4．　3

20．　4

6．　0

4．　1

1928－38年
　平均

18．　186

1，　490

551

79

270

60

322

100

57

3．　0

O．　4

1．　5

O．　3

1．　8

O．　6

O．　3

37．　7

5v4

18．　5

4．　1

22．　0

7．　0

3．　9

（註）（1）League　of　Nations，　Network　of　World　Tradeの数字より算出原数字を修正。（2）原数字を修正。

（資料）　League　of　Nations，　Review　of　World　Trade，1930・一1938．
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4．戦前の世界輸入額及び東南アジア各国輸入額（百万旧金ドル）

1928 1932 1935 1938 1928－38年

@平均

1

世　界　輸　入　額 34，652 13，968 12，243

　　　（2）14，321

19，507

東原アジア輸入額 2，261 852 722 901 1，202

イ　　　ン’　　　ド 912 351 294 325 467

ビ　　　　ノレ　　　　・マ ・　o　・ ●　．　● ・　，　， 45 o　．　，

セ　　イ　　ロ　　ン’ 146 46 44 46 71

マ　　　　　レ’　　　　一 489 154 160 188 258

イ　ソ　ド　シ　ナ 102 40 36 32 52

イ　ソ　ド　ネ　シヤ 403 154 111 158 218

比　　　　　　島 134 79 50

（
1
）
7
8

85

タ　　　　　　　　・f 79 28 27 29 43

世界輸入額に占める割合
@　　　　（％）

イ　　　ソ　　　ド 2．6 2．5 2．4 2．3 2．3

ビ　　　　ノレ　　　　マ ．　o　， ●　，　● ．　o　● 0．3 ．　■　．

セ　　／f　　質　　こ／ 0．碑 0．3 o．4 0．3 0．4

マ　　　　　ン　　　　　一 1．4 1．1 1．3 1．3 1．3

イ　ン　ド　シ　ナ 0．3 0．3 0．3 0．2 0．3

イ　y　ド　ネ　シ　ヤ 1．2 1．1 0．9 ．1．1 1．1

比　　　　　　島 0．4 0．6 0．4 0．5 0．4

タ　　　　　　　　／f 0．2 0．2 0．2 0．2 0．2

東南アジア輸入額に占め
る割合　　　（％）

イ　　　ソ　　　　ド 40．3 41．1 40．7 36．1 36．1

ビ　　　　ル　　　　・マ ．　，　， ，　．　P ●　o　． 5．0 ，　．　●

セ　　イ　　ロ　　ソ 6．5 5．4 6．1 5．1 5．5

マ　　　　　1／　　　　　一 21．6 18．1 22．2 20．9 20．0

イ　y　ド　シ　ナ 4．5 4．7 5．0 3．6 4．0

イ　ン’ド　ネ　シヤ 17．8 18．1 15．4 17．6 16．9

比　　　　　　　島 5．9 9．3 6．9 8．5 6．6

タ　　　　　　　　，イ 3．5 3．3 3．7 3．2 3．3

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

（註）（1），（2）前表に同ず。

（資料）前表に同じ。
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戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
…
ア
ジ
ア
貿
易

5．戦後の世界輸出額と東南アジア各国輸出額とその割合（％）（単位百万ドル）（Current　Dollars）

1947 1948 194引 1950 1951

世界輸出額 46，900 52，800 53，70σ 55，500 75，400

東南アジア輸出額 2，823 4，076 4，062 4，952 7，178

イ　　ソ　　ド 1，187 1，387 1，338 1，178 1，645

パキ　スタソ 66 284 380 489 763

ビ　　　ル　　　6マ 118 243 204 158 209

セ　・f　官　ソ 269 306 293 328 400

イ　ソ　ドシナ 67 92 68 79 135

インドネシヤ 132 392 517 777 1，259

マ　　　　1／　　　一 622 830 737 1，311
1
，
9
8
4
’

比　　　　　島 265 319 254 326 410

タ　　　　　ノf 98 223 271 306 373

世界輸出額に占める
割合　　（％）

イ　　ン　　ド 2．5 2．6 2．5 2．1 22

パキス　タ　ン’ 0．1 0．5 0．7 0．9 1．0

ビ　　　ノレ　　　・マ 0．3 0．5 0．4 0．3 0．3

セ　イ　戸　ン 0．6 0．6 0．6 0．6 0．5

イン　ドシナ 0．1 0．2 0．1 0．1 0．2

イン・ドネシヤ 0．3 0．7 1．0 ．1．4 1．7

マ　　　　レ　　　　一 1．3 1．6 1．4 2．4 2．6

比　　　　　島 0．6 0．6 0．5 0．6 0．5

タ　　　　　　イ 0．2 0．4 q5 0．6 0．5

東南アジア輸出額に
占める割合（％）

イ　　ソ　　ド 42．0 34．0 32．9 23．8 22．9

パキス　タ　ン　． 2．3 7．0 似4 9．9 10．6

ビ　　　ノレ　　　マ 4．2 6．0 5．0 3．2 2．9．

セ　イ　ロ　ソ 9．5 7．5 7．2 6．6 5．6

イ　ンパドシナ 2．4 2．3 1．7 1．6 1．9

イソドネシヤ 4．7 9．6 12．7 15．7 17．5

’マ　　　1／　　　戸一 22．0 20．4 18．1 26．5 27．6

比　　　　　島 9．4 7．8 6．3 6．6 5．7

タ　　　　　　’イ 3．5 5．5 6．7 6．2 5．2

（資料）U・N・Statistical　Yearbook及びIMF：IFS．

1952

74，　105

5，　405

1，　296

　533

　262

　316

　117

　916
1，　280

　352

　333

1．8

0．　7

0．4

0．4

0．　2

1．　2

L7
0．　5

0．　5

24．　0

9．　9

4．　8

5．　8

2．　2

16．　9

23．　7

6．　5

6．　2

1953

74，　778

4，　755

1，146

　439

　223

　329

　　95

　820

　987

　391

　320r

1．　6

0．　6

0．　3

0．　4

0．　1

1．1

L3
0．　5

0．4

24．　1

9．　2

4．　7

6．　9

2．O

17．　2

20．　8

8．　2

6．　8

1947一一53

平均

63，　311

4，　750

1，　311

　422

　203

　328

　93

　687

1，107

　331

　276

1
7
3
5
1
1
7
5
4

2
0
0
0
0
1
1
0
0

27．　6

8．　9

4．3

6．　9

2．　O

14．　5

23．　3

7．　0

5．　8
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戦
、
剛
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

　
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
額
の
う
ち
、
各
国
の
占
め
る
割
合
を
見
れ
ば
七
力
年
間
の
平
均
に
於
て
イ
ン
ド
ニ
七
・
六
％
、
マ
レ
ー
二
三

・
三
％
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ャ
ー
四
・
五
％
で
此
の
三
国
合
計
は
約
六
五
9
6
を
占
め
、
以
下
パ
キ
ス
タ
ン
八
・
九
％
、
比
島
七
・
0
％
、
セ
イ
p
ン

六
・
九
％
、
タ
イ
五
・
八
％
、
ビ
ル
マ
四
ニ
ニ
％
、
イ
ソ
ド
シ
ナ
ニ
・
0
％
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
相
対
的
地
位
の
低
下
と
㌣
レ
ー
の

地
位
の
上
昇
が
注
目
さ
れ
る
。
一
九
五
一
、
五
二
年
に
は
マ
レ
ー
の
輸
出
は
イ
ン
ド
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
地
位
の
低
下
は

ビ
ル
マ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
離
に
よ
る
。
　
（
ビ
ル
マ
、
パ
キ
ス
タ
ン
を
含
め
れ
ば
イ
ン
ド
の
輸
出
額
は
東
南
ア
ジ
ア
総
出
額
の
約
四
割
と
な

り
、
戦
前
の
割
合
と
大
差
は
な
い
）
マ
レ
ー
の
進
出
は
朝
鮮
動
乱
ブ
ー
ム
に
よ
る
ゴ
ム
、
錫
の
二
八
常
な
価
上
り
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

　
一
九
四
七
－
一
九
五
三
年
に
於
け
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
入
額
が
世
界
輸
入
額
に
占
め
る
割
合
は
戦
前
の
割
合
よ
り
は
高
い
が
、
各
国

別
の
割
合
を
見
れ
ば
イ
ン
ド
ニ
’
四
％
、
マ
レ
ー
一
・
五
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
0
・
九
％
、
比
島
○
・
七
・
、
パ
キ
ス
タ
ン
○
・
六
％
、
セ

イ
ロ
ン
○
．
四
％
、
イ
ン
ド
シ
ナ
○
・
四
％
、
タ
イ
O
・
三
％
、
ビ
ル
マ
○
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
｝
般
に
戦
前
の
比
率
よ
り
上
昇
し
て

い
る
が
、
低
下
し
た
も
の
と
し
て
イ
ン
ド
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
が
注
目
さ
れ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
入
総
額
の
う
ち
に
占
め
る
各
国
の
割
合
は
イ
ン
ド
三
一
・
二
％
、
マ
レ
i
二
〇
・
三
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
や
一
二
・
0
％

で
あ
り
、
こ
の
三
国
の
合
計
は
六
三
．
五
％
で
戦
前
よ
り
低
い
。
以
下
比
島
九
・
八
％
、
パ
キ
ス
タ
ン
七
・
八
％
、
セ
イ
ロ
ン
六
・
一
％
、

イ
ン
ド
シ
ナ
五
・
四
％
、
タ
イ
四
・
五
％
、
ビ
ル
マ
ニ
・
九
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
（
第
六
表
参
照
）

　
イ
ン
ド
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る
の
は
ビ
ル
マ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
離
に
よ
る
こ
と
は
輸
出
の
場
合
と
同
じ
、
で
あ
る
。
　
（
ビ
ル
マ
、
パ
キ

ス
タ
ン
を
含
め
れ
ば
イ
ン
ド
の
輸
入
額
は
約
四
割
に
達
し
、
戦
前
と
大
差
は
な
い
）
比
島
の
割
合
が
著
し
く
上
昇
し
て
い
る
の
は
米
国
の
援

助
が
そ
の
主
要
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
省
、
ポ
ン
ド
地
域
は
輸
出
入
と
も
に
約
七
割
を
占
め
て
い
る
。

　
輸
出
入
の
数
量
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
戦
前
戦
後
を
一
貫
し
た
長
期
に
わ
た
る
数
字
は
得
ら
れ
な
い
の
で
一
九
三
八
年
と
戦
後
の
各
年
を
比
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6．戦後の世界輸入額と東南アジア各国輸入額とその割合（％）

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

1947 1948 1949 1950 1951
・9・21

1953 1947－53

ｽ均
一

世界輸入額 50，100 58，400 58，500 58，200 80，300 79，862 76，143 65，929

東南アジア輸入額 3，511 4，730 5，240 ．4，077 6，242 6，248 5，067 5，017

イ　　ソ　　ド 1，361 1，725 2，020 1，173 1，794 1，677 1，190 1，563

パキ　ス　タ　y 27 347 486 390 530 611 350 391

ビ　　　ノレ　　　マ 134 170 102 111 138 193 183 147

セ　イ　戸　ソ 291 301 289 245 328 358 338 307

イ　ン　ドシナ 138 188 231 210 305 449 394 274

イソドネシヤ 294 427 537 431 842 924 753 601

マ　　　　L／　　　一
643 842 802 952 1，553 1，265 1，058 1，016

比　　　　　島 511 586 568 356 480 471 465 491

タ　　　　　　ノf 112 144． 205 209 272 300 336 225

世界輸入額に占める
割合　　（％）

イ　　ン’　　ド ．2．7 3．0 3．5 2．0 2．2 2．1 1．6 2．4

パキス　タ　ソ 0．0 0．6 0．8 0．7 0．7 0．8 0．5 0．6

ビ　　　ノレ　　　マ 0．3 0．3 0．2 0．2 0．2 0．2 0．2 0．2

セ　／f一ロ　ン’ 0．6 0．5 0．5 0．4 0．4 』0．5 0．4 0．4

イ　ン　ドシナ 0．3 0．3 0．4 0．4 0．4 0．6 0．5 0．4

イン’ドネシヤ 0．6 0．7 0．9 0．7 1．1 1．2 1．0 0．9

7マ　　　レ！　　　一 1．3 1．4 1．4 1．6 1．9 1．6 1．4 1．5

比　　　　　島 1．0 1．0 1．0 0．6 0．6 0．6 0．6 0．7

タ　　　　　！f 02 0．3 0．4 0．4 0．3 0．4 0．4 0．3

東南アジア輸入額に
占める割合（％）

イ　　ン　　ド 38．8 36．5 38．5 28．8 28．7 26．8 ．23．4 31．2

パキスタン 0．8 7．3 9．3 9．6 8．5 9．8 6．9 7．8

ビ　　　ノレ　　　マ 3．8「 3．6 1．9 2．7 2．2 3．1 3．6 2．9

セ　イ　ロ　ン 8．3 6．4 5．5 6．0 5．3 5．7 6．7 6．1

イ　ン　ドシナ 3．9 4．0 4．4 5．2 4．9 7．2 7．8 5．4

イソドネシヤ 8．4 9．0 10．2 10．6 13．5 14．8 14．8 12．0

マ　　　　レ　　　　一 18．3 17．8 15。3　． 23．3 24．9 20．2 20．8 20．3

比　　　　　島 14．6 12．4 10．8 8．7 7．5 7．5 9．2 9．8

タ　　　　　／f 3．2 3・O h 3．9 5．1 4．4 4．8 6．6 4．5

（資料）前表に同じ。
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7．東南アジア各国の貿易数量指数（1948・＝100）

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

1953

亙

130

152

全年
1951

96

87

132

189

1952

　　　98

　　140

（1）126

（1）166

　　　1

　　　78

　　142

（1）134

（1）163

19501938 1949

躯
％
％
皿

％
6
3
％
獅

鴻
鵬
甥
％

ビルマ

インドシナ

　　　　　　　　　　輸　出セイ戸ン　　　　　　　　　　輸入 80

W9

99

P08

110

P21

112

P35

117

P38

116

P35

117

P59

120

P44

　　　　　　　　　　輸　出・イ　ン　ド　　　　　　　　　　輸入 172

P06

109

P03

115

W8

114

P08

106

P05

108

V5

99

X7

106

X0

輸　出 73 98 127 134 114 103 103 105
マ　　レ　　一

輸　入 81 101 137 181 161 137 137 139

　　　　　　　　　　輸　出比　　　島　　　　　　　　　　輸　入 157 119

X6

146

V7

163

W6　、
@　　　1

180

V9

163

V1

174

W6

（2）150

i2）70

ノ

（註）国連統計年報によれば1937年の比島の輸出指数は147，輸入指数は45となっている。

　　　インドは1948年4月一1949年3月＝＝100，　（1）1950・＝100，　（2）1948－49＝100

（資料）U・N；Economic　Survey　of　Asia　and　the　Far　East・1953・（以下Surveyとする）

寄
す
る
と
、
　
一
九
五
二
年
ま
で
に
、
輸
出
が
戦
前
水
準
を
未
だ
超
え
て
い

な
い
も
の
は
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
イ
ン
ド
で
あ
り
、
そ
の
他
の
国
は

い
つ
れ
も
戦
前
水
準
を
超
え
て
い
る
。
輸
入
面
で
は
ビ
ル
マ
を
除
き
、
各

国
と
も
一
九
五
二
年
ま
で
に
戦
前
水
準
・
を
超
え
て
い
る
。
（
第
七
表
参
照
）

三
、
貿
易
方
向

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
貿
易
方
向
に
つ
い
て
戦
前
と
戦
後
と
を
比
較
す
れ

ば
、
東
南
ア
ジ
ア
よ
り
の
輸
出
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
戦
前
に
比
べ
て
戦
後

は
滞
欧
輸
出
の
割
合
が
減
少
し
、
対
米
輸
出
の
割
合
が
幾
分
増
加
し
て
い

る
。
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
入
に
つ
い
て
見
れ
ば
戦
後
は
対
外
輸
入
の
割
合

が
減
少
し
、
対
米
輸
入
の
割
合
が
著
増
し
て
い
る
。
欧
、
米
、
日
以
外
の

そ
の
他
地
域
よ
り
の
輸
入
の
割
合
が
署
し
く
増
加
し
て
い
る
の
も
注
目
さ

れ
る
。
（
第
八
表
参
照
）

　
ア
ジ
ア
地
域
内
の
貿
易
は
輸
出
面
に
於
て
は
、
戦
後
は
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
輸
入
割
合
は
戦
後
に
於
て
低
下
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
対
日
輸
出
割
合
は
一
九
四
九
年
以
来
、
年
々
上
昇
し
て
い
る
が
、
一
九

五
二
年
に
於
て
も
五
・
九
％
で
あ
っ
て
、
一
九
二
八
年
の
六
・
二
％
、
三

一94一



8．アジア10力添の貿易方向（Current　Dollars）

1928 ・9 1938
@－　　　・　一　－　．　．　罰　　　　　　匿　　■

1949 1950 1951 1952

輸入（百万ドル） 2638 1448 1645 5705 4633 7031 7054

百分率
欧　　　　洲 42．9 36．6 40．2 32．2 29．3 30．3 30．3

｛英国 24．9 20．9 18．7 18．0 15．2 13．9 14．7

大陸諸国 18．0 15．7 21．5 14．2 14．1 16．5 15．7

米　　　　国 9．1 9．8 12．4 20．6 16．7 16．8 19．0

日　　　本 5．8 14．3 8．9 3．8 5．6 7．8 8．6

アジア地域内 36．5 31．2 29．5 25．3 30．8 31．2 25．1

そ　の　他 5．7 10．5 9．0 18．1 17．6 13．9 17．0

合　　　計 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

輸出（百万ドル） 3152 1726 1900 4350 5425 7824 5913

百分頃
欧　　　　洲 35．7 36．9 40．2 31．8 29．9 33．9 29．0

｛英国 14．6 18．2 17．5 14．9 12．0 15．0 13．0

大陸諸国 21．1 18．7 22．6 17．0 17．9 18．9 15．6

米　　　　国 18．6 19．2 17．4 18．7 21．8 17．9 19．8

臼　　　本 6．2 8．8 6．3 2．4 3．8 4．6 5．9

アジア地域内 29．7 23．6 23．0 28．9 30．2 30．1 30．0

そ　の　他 9．8 10．9

@　　i
13．1 18．2 14．3 13．5 15．3

合 計 100．0　1　100．0　［　100．0　i　100．0　i loo．　O　1　100．0　i　100．0　1

（諮）　アジア10力国とはビルマ，セイロン，ホンコン，インド，インドシナ三国，イ：ソドネシヤ，

　　マレー，パキスタン，比島及びタイ。　＊League　of　Nations，　The　Network　of　World　Trade

　　　より算出。アジア地域内には中国・朝鮮を含む。

（資料）U・N・AStudy　of　Trade　between　Asia　and　Europe，1953・（以下Studyとする）

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

八
年
の
六
・
三
％
に
近
づ
い
た
が
、
一
九
三

五
年
の
九
％
に
は
及
ば
な
い
。

　
ま
た
、
対
日
輸
入
割
合
も
一
九
四
九
年
以

来
、
毎
年
増
大
し
て
居
り
、
一
九
五
二
年
に

は
八
・
六
％
と
な
り
、
一
九
二
八
年
の
五
・

八
％
を
上
廻
り
、
一
九
三
八
年
の
八
・
九
％

に
接
近
し
て
い
る
が
、
　
一
九
三
五
年
間
一
四

％
に
は
達
し
な
い
。

　
対
欧
輸
入
割
合
が
減
少
し
た
の
は
主
と
し

て
英
国
及
び
ド
イ
ツ
よ
り
の
輪
入
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
。
欧
州
よ
り
の
輸
入
は
ド
ル

輸
入
統
制
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の

使
用
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
イ
ン
ド
シ
ナ
援
助
、

オ
ラ
ン
ダ
の
対
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
援
助
や
貸
付

な
ど
欧
州
に
と
っ
て
有
利
な
要
因
が
あ
っ
た

に
も
か
x
わ
ら
ず
減
少
し
た
。
一
方
、
対
米

輸
入
が
増
加
し
た
の
は
欧
州
の
生
産
が
充
分

一一　95　一



10．戦前における東南アジア各国の輸

　　入質易方向（％）

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

1938

3
6
0
8
6
　
　
5
8
7
3
3
　

0
2
5
3
2
7
　

3
5
3
7
　5
2
3
0
8
8
4
2
　

8
9
6
2
3
3
　
　
0
0
　
　
7
5
5
3
1
7
7
1

3
1
1
　
　
　
5
1
　
　
　
　
2
2
1
　
　
　
　
5
　
　
　
　
1
2
1
1
　
　
　
　
　
2
1
1
　
　
　
　

7
1
　
　
1
1
1
1
1

1935

39

16
　　8

　　7

＝
…
…
　
2
1
2
0
1
8
2
2
5
　
5
5
2
3
8
　
3
0
1
8
7
8
8
1
1
3
1
　
3
2
1
6
1
4
6
7
2
　
6
4
1
4
　
2
6
2
1
1
2
4
1
1
3
3
9

19321928

31

c
1
4
8
9
　
…
…
…
…
…
　
1
9
2
3
1
8
3
2
7
　
5
8
4
1
1
1
　
2
1
1
6
7
8
1
0
1
3
5
2
　
3
5
1
5
1
3
5
9
2
　
6
5
8
　
1
1
1
9
1
4
6
1
3
3
4
π

46

c
7
6
7
　
…
コ
　
…
　
2
3
2
1
1
9
3
4
2
　
4
1
4
2
1
9
　
1
0
1
8
1
0
1
1
1
3
1
2
5
1
　
3
3
1
6
1
2
2
8
3
　
6
2
1
0
　
3
2
1
1
8
7
9
4
8
1
5

　
国
マ
本
ツ
国

ド　
ル
　
イ

ン
英
ビ
日
ド
米

イ

　
ド
国
本
国
一

マ　
ソ
　
　
　
　
レ

ル　
イ
英
日
米
マ

ビ

　
国
ド
マ
州
国
本
　
　
ス
国
太
伊
港
　
　
本
ダ
国
ツ
国
一
ド
港

∵
ル
　
野
　
糟
∵
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

ィ
英
イ
ビ
濠
米
日
ン
フ
米
日
香
ン
日
目
薬
ド
英
マ
イ
香

セ
　
　
　
　
　
　
ィ
　
　
　
　
イ

　
ヤ
国
イ
本
ド
国

　
シ嫁

　
　
ン

レ
ソィ

英
明
日
イ
米

マ
．

　
囮
本

島　
米
日

比

　
本
一
国
国
や
国
ド
港

イ
　
　
　
　
　
シ

　
　
レ
　
跡
ソ

　
　
　
　
ン

　
日
マ
豊
中
イ
米
イ
香

タ

（資料）　前表に同じ。

9．丁丁における東南アジア各国の輸出

　易方向（％）

193819351932

4
9
9
5
6
2
　
　
5
4
6
7
1
2

0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
1

　
5
●
9
2
0
3

4
1

｝
2
4
　
4
7
1
0
1
0
3
9
　
1
7
2
0
1
4
3
3
　
1
7
2
0
9
7
4
　
．
7
8
6
　
6
5
1
3
1
2
2
1

31
P4
P0

T
ゆ
5

52
11

0．7
　il，

…
3
5
　
3
3
1
7
8
4
4
　
1
5
2
3
1
4
7
6
　
3
7
1
6
9
7
4
　
8
0
6

28

X
8
6
…
3

49
10
0．　7

4
0．1

4
10

36
31
7
6

0．　1

7
9
2
9
4
　
　
0
6
1
6
4
　
　
7
3

1
1
1
　
　
　
　
2
1
1
1
　
　
　
3

1928

22
P0
P2
P0

c
2

39
19

0．　4

　5

0．4
　5

　8

21
R0

X
7
…
　
2
1
1
7
1
3
β
4
　
4
2
1
2
4
1
1
4
　
7
5
5

…
ド
国
本
国
ッ
マ
州

　
　
イ
ル

ンτ
英
日
米
ド
ビ
濠
、

　
ド
国
ソ
ー
や
本

マ
　
　
　
　
シ

・
。
蕎

ル
　
　
イ
ソ

　
イ
英
セ
マ
イ
日

ビ

　
国
国
本
州
国
ツ
ド

ン
ロ
　
　
　
　
　
イ
ン

ィ
英
米
日
濠
中
ド
イ

セ

　
ス
港
岬
本
国

ナ
ソ

シ
　
　
レ

ド
ラ

ン
フ
香
マ
日
米

イ

インドネシヤ
マ
オ

米
三
日

レ

フ　ソ
国
国
本

国
国
本
ヤ
ド

一
　
　
　
シ

　
　
　
ワ

レ
　
　
ン

米
英
日
イ
ィ

マ

　
国
本

島
米
旺

比

論
÷

熱
妬
・
並

幹
、
2
欝

　　

@　

@
繍

　
5
　
　
2

・【

�
`
国
本
謹

　
レ
　
　
　
　
　
L
　
T

　
　
　
　
　
　
ラ

タマ

ﾄ
二
日
翻

　
　
　
　
　
（

一96一



11・戦後に於ける東南アジア各国の輸出貿易方向（％）

Ilgslllgs211gs3

薯菖一

21

　2
　4
　　5

6
6
5
7
3
　
　
7
9
7
7
0
4
2
　
　
8
2

1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
0
1

gslllgs2
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1馴ll
i
陰

0
3
4
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1
3
4
6
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6
　
　
7
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6
7
7
1
5

3
牙
　
1
　
　
　
1
1
　
　
1
　
1
　
　
6
1
　
　
2
2
　
　
1

34
Q1

R
8
2
　
2
3
1
3
5
1
0
1
1
5
7
　
6
3
7
　
2
7
3
3
6
2
1
1

50

S
6
4
1
3

19

Q
1

49

黷
R
6
4
2
2

19

黷R

P

－
4
8
引
8
2
2
2

陣
」
陛

36
Q4

R
6
2
　
1
4
1
3
7
7
1
4
7
1
　
7
3
7
　
3
1
2
5
…
3
1
3

25
P2

Q
8
4
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6
1
7
1
2
6
5
3
1
　
7
2
4

26
P4

P
1
1
3
　
2
2
1
7
1
6
4
1
2
3
　
6
6
5
　
1
8
2
3
9
2
…

一
ダ
国
国
本
ツ

ン　
　
　
イ

．
ラオ

米
英
主
ド

一
　
　
『

マ レー
米　 国

英　 国

日　 本
インドネシヤ
・f　ン’　ド

　
ド
国
国
ス
本
港
国

ン　
　
　
　
ソ

タ
ン

ス
　
　
　
ラ

キ
イ
唱
央
米
フ
日
香
H
中
－

パ

　
国
本

島　
米
日

比

タ

マ

米
香
良
日

レ

イ

国
港
国
本

i2gsg4slty’gglix’iEisoi！．g．i－i｝TtT’1illSllilis’？．ii

8
5
1
2
4
3
1

2
　
　
　
2
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…
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6
8
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16＊1

…
1
　
　
　
2
5
1
0
1
6
1
2
1
5
　
　
　
2
4

1
4
Q
2
4
4
8
　
　
4
9
6
9
2
2

2
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
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1
　
　
　
1
1

28
10
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6
8
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2

0
3
Q
！
9
劇
1

3
1
　
　
　
　
　
1

6
2
8
1
3
6
6
　
　
3
5
4
9
3
3

2
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
匂
　
　
り
臼
　
　
－
1

31
11
0．　4

　7

　2

　3

　4

38

X
1
1
2
1
1

22

Q
．
1
8
2
4
5
5
　
1
4
4
3
1
6
1
5
1
5
　
2
4
2
1
…
7
…
2
3
　
3
6
1
1
9
1
1
9

36　1　34　［　30

23

P
1
6
2
3
5
8
　
3
8
5
1
9
1
3
6
2

32
11
0．　5

　8

…
2
3
　
5
0
1
4
1
0
3
1
　
2
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

24

P
1
7
1
2
5
1
1
　
4
0
9
1
8
1
6
4
…
　
3
2
1
8
α
9
…
3
1
　
4
3
1
1
1
1
3
2
　
1
9

　

「
国
本
国
ッ
マ
州
ン

…
ド
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
イ
ル
　
ス

．
ン
　
　
　
　
　
キ

…
日
岐
ド
ビ
実

証

ド
国
ソ
【
ヤ
本

マ
　
　
　
　
シ

ソ
評
ネ

ル
　
イ
涯

　
イ
英
セ
マ
イ
日

ビ

　
国
国
本
州
国
ド
ツ

ンロ
　
　
　
　
　
y
イ

ィ
英
米
日
濠
中
イ
ド

セ
、

インドシナ
フランス
香　　 港
・マ　　レ　　一

日　　本
米　　　国

インドネシヤ
マ　　1／　　一

（謹）　＊1953年におけるセイロンの対中国本土貿易の増加は中共・セ・fロyのバーター協定（米と

　　・ゴム）によるものである。

（資料）IMF：IFS及びu，　N，　Direction　of　International　Trade．

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

に
回
復
し
な
か
っ
た
こ
と
、
日
本
の
貿

易
が
低
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
，
米
国
よ

り
の
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
、
米
国
商
品

の
或
種
の
も
の
に
対
し
て
選
好
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
一
九
四
九
年
以

後
、
欧
州
貿
易
の
回
復
や
ド
ル
制
限
の

強
化
の
影
響
を
う
け
て
対
米
輸
入
の
割

合
は
五
〇
・
五
一
年
に
は
減
少
し
た
が
、

そ
れ
で
も
戦
前
の
水
準
よ
り
は
高
い
。

　
各
国
別
の
貿
易
方
向
に
つ
い
て
見
れ

ば
、
英
国
と
旧
英
領
諸
国
、
フ
ラ
ン
ス

と
イ
ン
ド
シ
ナ
米
国
と
比
島
、
オ
ラ
ン

ダ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
と
の
関
係
が
密
接

で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
戦
前
も
戦
後
も

変
化
は
な
い
。
た
ゴ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ

は
オ
ラ
ン
ダ
以
外
に
日
本
、
米
国
と
の

貿
易
関
係
も
可
成
り
密
接
で
あ
る
の
が
、
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戦
晶
剛
及
び
戦
後
【
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

12．戦後における東南アジア各国の輸入貿易：方向（％）
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．
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憩
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％
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．
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7
5
3
　
　
　
9
2
1
　
　
　
　
3
1
　
　
　
3
1
1
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一
　
　
．8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
9
4
　
2
9
4
1
…
2
0
4
　
　
2
5
奴
q
3
3
　
　
1
7
1
2
1
7
1
3
8
1
…
　
6
2
1
2
α
　
　
1
7
1
9
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

一
　
国
景
ッ
国
ン
ド
果
国
【
甲
マ
州
果
国
　
ス
国
本
委
7
轡
∵
▽
魚
鱗
濱
養
唾
．
￥
堂
警
簿

（註）＊前表に同じ。

（資料）前表に同じ。

13．東南アジア諸国の対ソ連及び東欧諸国貿易（百万ドル）（Current　D・11ars）

1

対ソ連及び東欧 対欧貿易に占める割合（％）

輸　　　出 輸　　　入
　　　　　1
A　　　出 輸　　　入

1928

P938

P950

P951

P952（2）

8．0

P6．0

W5．4

P08．0

W8．4

@　　1

13．0

P5．0

Q5．9

R0．1

Q3．9

0．7

Q．1

T．2

S．1

S．8

1．1

Q．3

P．9

P．4

P．0

（註）（1）前表のlo力国。

　　（2）推定。
（資料）UN・，　Study，　P・5・
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他
の
国
と
異
っ
て
い
る
。
（
第
九
、
十
、
十
一
、
十
二
表
参
照
）

　
旧
本
国
と
の
貿
易
関
係
が
密
接
で
あ
る
の
は
、
関
税
上
の
特
恵
、
為
替
、
投
資
、
貿
易
商
社
な
ど
の
点
で
旧
本
国
と
の
結
び
つ
き
が
密
接

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

　
省
、
ソ
連
及
び
東
欧
諸
国
と
の
貿
易
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
対
欧
貿
易
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
輸
出
割
合
は
戦
後
は
戦
前
に

比
し
て
著
し
く
増
加
し
て
い
る
が
、
輸
入
割
合
は
戦
後
は
戦
前
よ
り
も
む
し
ろ
減
少
傾
向
に
あ
る
。
（
第
十
三
表
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
貿
易
差
額

　
戦
前
と
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
の
貿
易
に
お
い
て
最
も
顕
著
な
対
照
を
な
し
て
い
る
の
は
貿
易
差
額
で
あ
る
。
戦
前
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は

大
体
に
お
い
て
出
超
を
常
と
し
て
」
い
た
が
、
戦
後
は
入
超
を
示
す
国
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
、
出
超
額
を
輸
入
額
で
除
し
肉
商
（
こ
れ
を
か
り
に
出
超
率
と
名
付
け
る
。
入
超
の
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
が
つ
く
）
を
戦
前
、
戦
後
に
わ

た
っ
て
検
討
す
る
と
、
戦
前
（
一
九
二
八
一
一
九
三
八
年
）
に
於
て
最
高
の
出
超
率
を
示
し
た
の
は
一
九
三
年
の
四
七
・
六
％
で
、
最
低
の

出
超
率
を
示
し
た
の
は
一
九
三
二
年
の
九
％
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
最
高
最
低
の
幅
は
三
八
・
六
％
と
な
る
。
一
九
二
八
年
よ
り
一
九
三
七
年

に
至
る
十
一
力
年
間
の
平
均
を
と
れ
ば
二
四
・
○
％
と
な
る
。
即
ち
、
こ
の
十
一
力
年
に
於
て
輸
入
一
〇
〇
に
対
し
て
輸
出
が
一
二
四
あ
っ

た
こ
と
を
知
る
。
（
第
十
四
表
参
照
）

　
戦
後
（
一
九
四
七
－
一
九
五
三
年
）
の
出
超
率
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
一
九
五
〇
年
の
二
〇
・
三
％
で
、
最
も
低
か
っ
た
の
は
一
九
四
九

年
の
マ
イ
ナ
ス
ニ
四
・
七
％
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
最
高
最
低
の
幅
は
四
五
・
0
％
と
な
り
、
戦
前
に
比
し
て
そ
の
幅
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

一
九
四
七
年
よ
り
五
三
年
に
至
る
七
力
年
間
の
平
均
を
と
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
五
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
　
（
第
十
五
表
参
照
）
即
ち
、
こ
の
七

　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
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14．戦前における東南アジア諸国の貿易差額

　　　　　　　　　　　　　（単位首万旧金ドル）

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

「

輸　　出
@（A）

輸　　入
@（B）

差　　額
iA－B）

出超率
i⊥青B）

1928 2，851 2，261 十590 十26．1％

1929 2，782 2，329 十453 十19．5％

1939 2，138 1，801 十337 十18．7％

1931 1，359 1，216 十143 十11．8％

1932 939 852 十77’ 十9．0％

1933 907 714 十193 十27．0％

1934 948 718 十230 十32．0％

．1935 912 722 十190 十26．3％

1936 り1，063 720 十343 十47。6％

1937 1，434 991・ 一←443 十44．7％

1938 1，070 901 十169 十18，7％

：平均 1，490 1，202 1＋288馳 十24．0％

（資料）　LeaSue　of　Nations，　Review　of　World　Tradeク

15．戦後における東南アジア諸国の輸出入額

　　　　　　　　　　　　　　　　（百：万ドル）

隔出1（A）

輸　　入
@（B）

差　　額
iA－B）

出超率
i一㌔Bう

1　　　　　　一 一

1947 2，821 3，510 ＿　　688 一19．6％

1948 4，076 4，マ31 一　655 一13。8％

1949 3，821 5，075 一1，254 一24．7％
▼

1950 4，775 3，970 805 十20．3％

1951 7，049 6，128 921 十15．0％

1952 5，405 6，748 一1，343 一19．9％

1953 4，755 5，067 ＿　312 一6．2％

平均 4，750 5，017

@　　1
一　267 一5．3％

（資料）U・N・Statistical　Year・book，1953及びIMF＝IFS．

年
間
に
於
て
輸
入
一
〇
〇
に
対
し
て
輸
出
が
九
四
・
七
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
差
額
は
外
国
の
借
款
、
援
助
叉
は
ス
タ
ー

リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の
解
除
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
た
こ
と
は
後
述
す
る
通
り
で
あ
る
。
（
第
二
十
表
参
照
）

　
各
国
別
に
戦
前
、
戦
後
の
貿
易
差
額
を
比
較
す
れ
ば
戦
前
に
お
い
て
出
超
率
の
高
か
っ
た
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
を
第
一
と
し
、
タ
イ
、
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

ン
ド
、
比
島
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
セ
イ
ロ
ン
、
マ
レ
ー
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
で
は
ビ
ル
マ
を
最
高
と
し
、
以
下
、
」
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
矛
シ

ヤ
、
マ
レ
ー
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
　
（
第
十
六
、
七
表
参
照
）
戦
前
で
は
原
料
輸
出
国
が
首
位
で
あ
っ
た
が
戦

後
で
は
食
糧
輸
出
国
が
首
位
と
な
っ
た
。
戦
後
の
特
徴
は
既
述
の
如
く
入
超
国
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
イ
ン
ド
シ
ナ
、
比
島
、
イ
ン
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戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

16．戦前における東南アジア各国の貿易差額（百万旧金ドル）

輸出　　輸入　　差額
出超率
　％ 鞘轍差額出欝）
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4
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‡
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＋
‡
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5
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7
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7
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4
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5
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1
7
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5
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7
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4
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0
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1
2
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2
3
1
1
9
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－
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1
‡
‡
‡
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‡
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＋
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5
5
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1
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
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＋

恥
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3
6
6
3
4
．
2
8
1
9
3
8
8
　
　
4
6
2
8
9
9
1
0
9
4
8
5
0
4
5
4
5
3
1
1
0
6
5
1
　
3
4
2
9
7
5
5
5
5
6
7
8
4
4
3
2
1
1
1
1
1
1
1
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1
1
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（

2
6
8
4
1
6
3
4
2
3
5
7
1
0
7
6
5
8
8
9
7
6
2
6
9
9
6
4
3
2
2
2
2
3
3
4

幻
（

5
1
6
3
9
9
2
8
5
6
6
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4
3
2
3
5
7
1
4
0
8
6
0
3
8
6
1
1
8
1
8
0
0
2
2
　
　
5
6
3
0
9
8
7
5
8
9
6
0
6
5
4
3
2
1
2
1
2
3
2
3
　
1
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ユ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
1

幻
（

国
出
輸
三
原

三
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3
・
墨
轟
嘉
墓
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島
舞
3
・
訂
器
樋
典
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1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
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9
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9
1
9
1
9
1
9
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9
1
9
1
9
1
9
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9
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醤
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［
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＋
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＋
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＋
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＋
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7
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3
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7
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4
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1
　
　
2
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＋
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6
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0
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幻
（
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3
7
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5
5
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8
7
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9
1
1
3
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4
2
4
7
8
6
6
5
5
1
7
4
4
5
4
5
6
5
7
　
7
2
7
1
3
4
9
9
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0
9
6
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4
5
3
2
1
1
1
1
2
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2

幻
（

5
2
2
4
2
0
0
2
0
0
8
0
　
　
9
4
9
2
2
8
3
4
7
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5
7
1
0
7
4
4
4
4
4
6
6
4
6
　
0
9
6
5
4
3
4
4
4
4
4
5
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

国
出
来
料
原

激
灘
讐
擬
闘
擁
η
　
　
　
　
マ
　
　
幽

国
出
輸
糧
皿
食

驚
爆
麟
驚
躍
漏
壷
ン
［
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

（資料）　League　of　Nations，　Revi∋w　of　World　Trade．より算出Q

（註）　セイ官ソを原料輸出国に分類することは同国がゴム，コブラの外に茶を輸出していることよ

　　　り見て必ずしも他の原料輸出国と同一一」ではないが，一応国際連合の：方法に従っておく。
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戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

17．戦後における東南アジア各国の貿易差額（百万ドル）（Current　Do11ars）

輸出 輸入 差額
出超率
@
％
一

輸出 輸入 差額
出超率

@％一

原料輸出国 （A） （B） （A－B）
／A青B）

原料輸出国 （A） （B） （A－B）．（A一B）
B

一
．　．　　一　　． 一

セイロy パキスタン’
1947 269 291 一32 一11 1947 66 27 十39 十144
1948 306 301 十　5 十　2 1948 284 347 一63 ＿18
1949 293 289 十14 十　5 1949 380 486 一106 ．＿ Q2
1959 328 245 十83 十33 1950 489 390 十99

⊥
．
2
5
9

1951 400 328 十72 十22 1951 763 530 十233 十44
1952 316 358 一42 一12 1952 533 611 一78 一13
ユ953 329 333 一　　9 一　　2 ．　　1957 439 350 十89 十25
平均 320 307 十13 十　4 平均 422 392 十30 十　8

マ　　レ　　一 比　　　島
1947 622 643 一21 一　　3 1947 265 5！1 一246 一48
1948 830 842 一12 一　1 1948 319 586 一267 一46
1949 737 802 一65 ＿　　8 1949 254 568 一314 一55
1950 1311 952． 十359 十38 1950 326 356 一30 一　　8

1951 1984 1553 十431 十28 1951 410 480 一70 一15
1952 1280 1265 十15 十　1 1952 352 471 一119 ＿25
1953 987 1058 一71 一　7 1953 391 465 一74 一16
平均 1107 1016 十91 十　9 平均 331 491 一160 一32

インドネシヤ
1947 132 294 一162 一55
1948 392 427 一35 ＿　　8

1949 517 537 一20 ＿　4
1950 777 431 十346 十80
1951 1259 842 十417 十50
1952 9ユ6 924 一　8 一　1
1953　． 820 753 十67 十　9
平均 688 601 十87 十14

食糧輸出国 （A） （B） （A－B） （A－B） 工業化の （A） （B） （・一・）（A－B）

L B 進んだ国　　　一

』　．
B

一　｝　一 『 一　　
．　一　　　　　　　一　L　一　一

一
一

ビ　　ノレ　マ イ　y　ド
1947 118 132 一14 一11 1947 1187 1361 一174 一13
1948 243 170 十73 十43 1948 1387 1725 一338 ＿20
1949 204 102 十102 十100 1949 1338 2020 一682 一34
1950 158 111 十47 十43 1950 1178 1173 十　5 十Q．4
1951 209 138 十71 十51 1951 1645 1794 一149 ＿　　8

1952 262 193 十69 十36 1952 1296 1677 一383 ＿22
1953 223 183 十40 十22 1953 1146 1190 一44 ＿　　4

平均
@・イ

202 161 十41 十25 平均 1311 1563 一252 ＿16
タ　1947

98 112 一14 ＿12
1948 223 144 十79 十55
1949 271 205 十66 十33
1950 306 202 十97 十46
1951 373 272 十101 十37
1952 333 300 十33 十11
1953 325 336 一11 ＿　　3

平均 275 225 十50 十22
イソドシナ

1947 67　． 138 一71 一51
1948 92 188 一96 一50
1949 68 231 一163 ＿71
1950 79 210 一131 ＿62
1951 139 305 一66 ＿22
1952 117 449 一332 一74
1953 95 394 一299 ＿76
平均 94 279 1－180 ＿65

（資料）第14表に同じ。

一　102　一一一



ド
な
ど
は
戦
後
七
二
年
の
出
超
率
は
そ
れ
み
＼
マ
イ
ナ
ス
六
五
％
、
マ
イ
ナ
ス
三
二
％
、
マ
イ
ナ
ス
一
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
戦
前
に
も
入

超
の
年
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
甚
し
い
マ
イ
ナ
ス
出
超
率
を
示
し
た
年
は
な
か
っ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
戦
前
に
お
い
て
は
全
体
と
し
て
出
超
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
相
手
国
別
に
見
る
と
対
米
出
超
及
び
薄
塩
大
陸
出

超
を
常
態
と
し
て
い
た
の
に
反
し
、
対
英
貿
易
及
び
対
日
貿
易
は
入
超
と
な
る
国
が
多
か
っ
た
。
（
第
十
八
表
参
照
）

　
戦
後
は
虻
米
貿
易
は
マ
レ
ー
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
（
一
九
五
〇
年
以
後
）
、
タ
イ
な
ど
が
出
超
と
な
っ
て
い
る
他
は
大
体
入
超
と

18．戦前における東南アジア諸国の主要相手国別貿易差額

　　　　　　　　　　　　　　　（着万ドル）（Corrent　Dollars）

対世界 対欧大陸 対幅倒 対米国 対日本
一一，イ　ン　ド

@　　　1928 297 155 一171 83 66

1935 80 22 一20 28 2・

1938 124 17 34 12 一　7

セ・fロγ
1928 一　2 7 13 21 一　2

1935 4 4 28 7 一　　4

1938 9 3 33 11 一　5

インドシナ
1928 15 一16 1 一　2 7

1933 26 一　2 0 2 2

1938 26 19 0 4 1

インドネシヤ
1928 231 9 1 39 一13
1935 132 43 8 35 一37
1938 111 一　　2 一　3 20 ＿26

マ　　レ　一

1928 一11 22 一22 185 9

1935 59 28 十　7 117 14

　　　　1938

艨@　　島
@　　　1928

12

Q0

32

@0

一11

@　　3

88

R2

　　24

Q　6
1935 8 一　3 1 20 一　7

　　　　1938

^　　　・イ

@　　　1928

＿16

@　30

＿　6

|　4

　　　0

|14

　　　0

|　　2

一　4

@　　6

1935 18 一　　3 一　5 一　　1 ＿10
1938 21 一　　2 ＿　6 一　　3 一　8

（資料）　1．eague　of　Nation；The　Network　of　world　Trade，1942．

　　　　　　　U．　N：　A　Study

な
っ
て
い
る
。
西
欧
大

陸
貿
易
も
セ
イ
ロ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
、
　
マ
レ

ー
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
比

島
が
出
超
と
．
な
っ
て
い

る
だ
け
で
イ
ン
ド
、
ビ

ル
マ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、

タ
イ
は
入
超
と
な
り
、

特
に
イ
ン
ド
シ
ナ
の
対

欧
大
陸
（
主
と
し
て
フ

ラ
ン
ス
）
よ
り
の
入
超

は
著
し
い
。
対
英
貿
易

一103一
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O
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易



　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

は
セ
イ
ロ
ン
が
毎
年
出
超
を
示
す
（
こ
れ
は
戦
前
と
帰
様
で
あ
る
）
他
は
入
超
と
な
っ
て
い
る
国
が
多
い
。
対
日
貿
易
は
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ャ
及
び
比
島
が
連
年
入
超
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
国
は
出
超
の
年
と
入
超
の
年
と
が
相
半
ば
し
て
い
る
。
（
第
十
九
表
参
照
）

　
戦
前
一
．
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
商
品
貿
易
に
お
い
て
は
出
超
を
常
態
と
し
て
い
た
が
、
利
子
配
当
、
・
海
運
保
険
そ

の
他
サ
ー
ビ
ス
の
支
払
な
ど
貿
易
外
収
支
の
面
で
巨
額
の
麦
払
超
過
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
支
払
は
商
品
貿
易
の
出
超
と
長
期
資
本
の
流
入

と
時
々
の
短
期
資
本
の
借
入
れ
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
。
一
方
、
巨
額
の
金
銀
の
流
入
が
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
世
界
不
況
以
後
は
輸
出

19．戦後における東南アジア諸国の主要相手別貿易差額

　　　　　　　　　　　　　（百万ドル）（Current　Dollars）

対米国1対日本対英国対世界障大陸

　5

64

　0

12

41

30

1

1

9

5

4

4
4
6
正
2
。
B
　
2
1
1
7
7
2
　
a
％
詑
m
皿
9
。
　
3
5
7

一
　
［
　
一
　
一
　
一
　
［
　
　
　
　
　
　
一
　
一
　
［
　
　
　
　
一
　
一
　
一
　
［
　
一
　
一
　
　
　
　
【

一112

一　86

　　　8

－135

－322

　　14

4

3

3

2

8

28

P1

U3

Q4

Q
1
4
22

20

　3

　2

10

　4

一　27

＝　54

　　34

　　45

　　75

　　34

117

132

313

一165

－173

　　11

　1eo

一　48

　　17

64

18

21

20

18

39

S3

Q9

T1

V
5
［
D
　
3
　
　
1
　
　
3

一
　
一
　
一

28

32

　3

26

42

36

一　49

一　77

　　13

48

P9

M
螂
8
6
3
　
8
2
6
3
珊

一
〇4の

エ【

一　61

一　52

－　　3

一　71

一　68

－124

8

3

4

5

6

16

P5

R6

S2

P4

V

一　85

－141

－136

一　94

－209

－270

一659

－660

　　35

－211

－377

一　80

49

S1

S3

U7

V2

R2

5
3
お
駈
心
％
　
％
田
田
珊
脚
師
　
肪
3
。
山
郷
E
研
　
2
9
兜
鋤

　
　
　
　
｛
　
一
　
　
　
一
　
｝
　
一
　
［
　
一
　
一
　
　
　
［
　
｝
　
　
　
　
　
［
　
　
　
　
　
｝
　
一

イ

ビ

セイ

y　　ド

1948

1949

1950

19　or　1

1952

1953

ノレ　　マ

1948

1949

1950

’1951

1952

1953

　P　ン’

1948

1949

1950

1951

1952

1953

インドシナ

　　　　　1948

　　　　　1949

　　　　　1950

　　　　　1951

　　　　　1952

　　　　　1953

イン’ドネシヤ

　　　　　1948

　　　　　1949

　　　　　1950

　　　　　1951

　　　　　1952

　　　　　1953

曽マ　　レ　　t…

　　　　　1948

　　　　　1949

　　　　　1950



1951 431 195 140 319 一28
1952 15 113 一　　1 155 一31
1953

一・
U8 89 一56 111 9

パキスタン’

1948 一42 45 一28 24 1

1949 一106 18 一58 2 0．3

1950 51 76 ＿24 11 一　8

1951 222 125 ＿16 一　〇．1 一32
1952 ．一

V7 40 ＿56 一14 一24
1953 89 79 27 13 68

比　　　島

1948 一268 36 ＿　　2 ＿261 13

1949 一315 18 一　　2 ＿277 一　5
㌃

1950 ＿　5 24 0．1 一　9 一　　3

1951 一68 53 6 一83 一　3

1952 ＿69 27 5 一69 20

1953 ＿25 30 0．6 一59 28

タ　　　イ

1948 79 一　　1 一　6 36 一　　5

1949 66 ＿　　7 一　　5 17 一　　4

1950 79 一　　3 一　9 50 0．9

1951 96 一　　5 一24 88 14

1952 一31 一25 36 26
（1－9）

1953 o　．　， 一42 一31 16 25

（1－9）

（資料）U・N：Direction　of　International　Trade・及びIMF：IFS・

は
じ
め
た
。
こ
の
入
超
を
カ
バ
ー
し
た
も
の
は
米
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
よ
り
の
援
助
、

ラ
ン
ス
の
解
除
な
ど
で
あ
っ
た
。

諸
外
国
や
国
際
機
関
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
援
助
、
貸
付
及
び
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の
解
除
な
ど
の
状
況
は
次
表
の
通
り

で
あ
る
。
（
第
二
十
表
参
照
）

　
即
ち
、
終
戦
以
来
一
九
五
二
年
ま
で
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
与
え
ら
れ
た
援
助
、
貸
付
、
及
び
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の
解
除
は
合

　
　
　
…
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

超
過
額
は
減
少
し
た
が
、
対
米
輸
出
超
過
額
を

以
て
他
地
域
と
の
決
済
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。

同
時
に
ま
た
巨
額
の
金
が
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ヤ
、
タ
イ
及
び
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
流
出
し
た
。

そ
の
額
は
イ
ン
ド
だ
け
で
も
一
九
三
一
年
よ
り

三
九
年
に
至
る
聞
に
十
四
億
四
千
万
ド
ル
に
達

し
た
。

　
戦
後
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
輸
出
の
停
滞
と

輸
入
の
増
大
に
よ
っ
て
大
体
に
於
て
入
超
型
と

な
っ
た
。
　
一
九
五
〇
年
朝
鮮
動
乱
に
よ
る
ブ
ー

ム
の
到
来
に
よ
っ
て
一
時
的
に
出
超
に
転
じ
た

が
、
ブ
ー
ム
鎮
静
と
と
も
に
再
び
入
超
を
示
し

　
　
　
　
　
　
貸
付
叉
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
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20．東南アジア諸国に対する援助，貸付及びスターリング・バラyスの解除（百万ドル）

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

合計謝劃その他IBRD
スタ　一リ

ン’グバラ

ンス解除

255

　9
264

108
35

143

60
31
91

963
689

1652

876
127

1003

167
116
283

147
129
276

576
223
799

　3

20
23

　　（1）

108

108

15

15

746（2

59（2

805

　
　
　
　
鍔

…
…
　
…
…
　
2
1
・
2
1
　
…
…

1
1
　
　
　
　
り
O
q
O

　
　
，
2
2

…
捨
…
…
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ヨ

…
3
3
　
…
…
　
…
…
　
　
　
　
…
…
　
…
1
1

60
R0
X0

934
427

1361

147
100
247

英　国

贈4及
び借款

255

255

国米

信用貝曽　与

167
116
283

2
2

42
188
230

81
26

107

7
7

66
20
86

3

2
1

・
1
1
1
1

…
篶
…
…
摺
弔
罷
皿
…
…
…
1
1
姻
畿
…
9
9

ビ　　　ノレ

イ　ソ　ド

セ　イ

イ　　　ソ

　　　マ
　　1945．．49

　　1950－52

　　合　計
シ　ナ

　　1945－49

　　1950＿52

　　合　計
戸　　ソ

　　194549
　　1950＿52

　　合　計
　　　ド

　　1945－49
　　1950・一52

　　合　計
インドネシヤ
　　　　　　　　1945－49

　　　　　　　　1950－52

　　　　　　　　合　計

Lマ　　　　L／　　　一

　　　　　　　　1945－49

　　　　　　　　1950－52

　　　　　　　　合　計

パキ・ス　タ　ン’
　　　　　　　　1945－49

　　　　　　　　1950－25

比

タ

合　輪
島

1945－49
1950－52

合　計
　／

1945一一49

1950－52

合　計
以上諸国全体
　　　　　　　　1945－49

　　　　　　　　1950－52

　　　　　　　　合　計

1945－49
1950－52

合　計

510
316
826

192
237

．429

422
工16

538

1141
557
1698

55
55

38
38

890
59

949

3155
1379
4534

（註）　（1）　フランスの借款及び贈与

（資料）　U．N＝Study　p．8

（2）　オランダの借款及び贈与援　　（3）UNRRA・援助

計
四
十
五
一
三
千
万
ド
〃

を
超
え
て
い
る
が
、
こ
れ

を
朝
鮮
動
乱
以
前
と
以
後

と
に
分
け
る
と
動
乱
以
前

の
分
は
三
十
一
億
五
千
万

余
ド
ル
、
以
後
の
分
は
十

三
億
七
千
万
余
ド
ル
と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
四
十
五
億
余
ド
ル

の
う
ち
米
国
の
贈
与
は
八

億
二
千
余
万
ド
ル
、
借
款

四
億
二
千
余
万
ド
ル
、
英

国
よ
り
の
贈
与
及
び
借
款

は
五
億
三
千
余
万
ド
ル
、

ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
　
バ
ラ
ン

ス
の
解
除
は
約
十
七
億
ド

ル
、
フ
ラ
ン
ス
の
借
款
及
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贈
与
（
イ
ン
ド
シ
ナ
）
は
一
億
ド
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
の
借
款
及
び
贈
与
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
）
は
八
億
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
外
国
及
び
国
際
機
関
よ
り
の
贈
与
、
借
款
及
び
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の
解
除
を
受
け
た
額
を
国
別
に
見
れ
ば
イ
ン
ド
が
最
大
で
十

　　　　　　　　　　　　　（1）
21・東南アジア諸国の民聞資本の流出（一）入状況（百万ドル）

1948 1949 1950 1951 合　計

一　2．9

一　8．0

一　6．1

一　5．4

－19．　6

－130．　e

－58．　9

一　2．5

一　6．1

－19．　0

－19．　5

十　O．6

－49．　3

－28．　0

一　6．1

－57．　6

－11．4

ビル・マ
　　（2）
セイPン

イyド
インドネシヤ

（3）
1

パキスタン’ 十〇．5 十2．5 一〇．1 十7．6 十10．5

比　　　　島 十26．0 一13．0 一65．5 十5．0 一47。5

（註）　（1）償還を除くQ

　　　（2）　長期資本のみ。

　　　（3）　イン’ド，ネパール，

（資料）　U・N・Studア・pg・

チベットとの取引を除く○

22，東南アジア諸国の金及び外国為替準備額（百万ドル）

1949 1950 1951 1952 1953 1954

R月
ず1

イ　　ン　　ド 1，982 2，000 1，888 1，729 1，765 1，828

パキスタン 512 507 639
，　　■　　， ■　，　， ●　●　・

セ　イ　官　ソ 176 191 218 163 l14 130

ビ　　　ノレ　　・マ 110 119 159 198 211

インドネシヤ 201 356 511 314 212 189

比　　　　島 230 285 246 227 240 241

タ　　　　イ 218 288 358 352 301 290

（資料）　IMF； IFS．

六
億
五
千
余
万
ド
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
が
こ
れ

に
つ
い
で
約
十
寸
ド
ル
、
比
島
が
約
一
億
ド
ル

で
イ
メ
ド
ネ
シ
ャ
に
つ
い
で
い
る
。
マ
レ
ー
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
ビ
ル
マ
は
い
つ
れ
も
二
丁
ド
ル

台
で
前
記
三
国
に
比
べ
れ
ば
遙
か
に
低
く
、
イ

ン
ド
シ
ナ
、
セ
イ
p
ン
及
び
タ
イ
は
更
に
僅
少

で
あ
る
。

　
戦
後
は
政
府
対
政
府
の
借
款
、
贈
与
な
ど
は

増
加
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
民
間
資
本
は
流
入

が
減
少
し
、
多
数
の
国
で
は
む
し
ろ
流
出
を
示

し
て
い
る
。
（
第
二
十
一
表
参
照
）

　
民
聞
資
本
の
流
入
減
（
叉
は
流
出
増
）
と
外

国
投
資
の
現
地
人
へ
の
引
渡
し
．
（
例
え
ば
イ
ン

ド
、
セ
イ
ロ
ン
）
及
び
一
般
物
価
水
準
の
上
昇

に
よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
利
子
配
当
支
払
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23．東南アジア各国の貿易収支変動率

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

11平均輸入額　　（A） 最高出超額又は最低入超額

@　（B）

最低出超額又は最高入超額

@　（C）

偏　　差
iB－c）

変動率
iB－CA）

東南アジア全体　　　　　1928－1938

1202 590 77　　1 513 43％％
％2

㍑塀

y賜

c
躍
蜴
翻
　
脇
無
論
膨

21
125

102
502

175
579

粥
鵬
　
鵬
藷

2
／
0
3
6

　
2

291
687

60％
40％

原　料
　　　セ

食　糧　輸
　　　ビ

　　　　　　1928－1938
　　　　　　1947－1953
　　　輸　出　国
　　　イ　P　ン’

　　　　　　1928－1938

　　　　　　1947－1953
’マ　　　　レ　　　　一

　　　　　　1928－1938

　　　　　　1947－1953

イソドネシヤ
　　　　　　1928－1938

　　　　　　1947－1953

比　　　　　島
　　　　　　1928－1938

　　　　　　1947－1953

パキ　ス　タ　y
　　　　　　1947－1953
　　　　　　出　国

　　　　　ノレ　　　　マ

　　　　　　1947－1953

タ　　　　　　イ
　　　　　　1928－1938
　　　　　　1947－1953

イ　ン　ド　シナ
　　　　　　1928－1938

　　　　　　1947－1953

工業化の進んだ国
　　　イ　　　ン　　　ド

　　　　　　　　　192R・一1938

　　　　　　　　　1947－1953

　　　　　1928－1938
　　　　　1947－1953
　　イ　ン　ド　シナ
　　　　　1928－1938
　　　　　1947－1953
工業化の進んだ国
　　イ　　　ン　　　ド

　　　　　192R・一1938
　　　　　1947－1953

　43
225

　Jr2
274

467
1563

30
101

　25
－66

295

　5

　　4
一　14

－　　7

一　332

　　4
一　682

（註）単位は戦前は100万山金ドル。戦後は百万ドル（Current　Dollars）

の
負
担
は
戦
前
に
比
べ
て
軽
減
さ
れ
た
。
例
え
ば
経

常
収
入
の
う
ち
利
子
配
当
麦
払
の
占
め
る
割
合
は
イ

ン
ド
で
は
一
九
三
八
年
に
は
一
二
・
七
％
で
あ
っ
た

が
、
一
九
四
九
年
に
は
五
％
に
低
下
し
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
金
及
び
外
国
為
替
準
備
は
朝

鮮
動
乱
に
よ
る
輸
出
の
増
大
に
よ
っ
て
一
時
は
増
加

し
た
が
ブ
ー
ム
鎮
静
後
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
（
第
二
十
二
表
）

　
貿
易
収
支
の
変
動
率
に
つ
い
て
計
算
を
し
て
見
れ

ば
戦
後
に
お
け
る
変
動
率
は
戦
前
に
お
け
る
も
の
と

個
々
の
国
に
つ
い
て
増
減
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て

見
れ
ば
大
差
は
な
い
。
戦
前
の
世
界
大
恐
慌
を
含
む

期
間
の
変
動
率
と
戦
後
の
変
動
率
と
が
大
体
等
し
い

こ
と
は
戦
後
の
変
動
が
如
何
に
は
げ
し
い
か
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
変
動
率
は
貿
易
差
額
が
最
も

有
利
で
あ
っ
た
年
と
最
も
不
利
で
あ
っ
た
年
と
の
差
、

即
ち
最
高
出
超
額
（
叉
は
最
低
入
超
額
）
と
最
低
出

超
額
（
叉
は
最
高
入
超
額
）
の
差
を
求
め
、
こ
れ
を
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平
均
輸
入
額
で
除
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
こ
の
方
法
は
門
①
p
α
q
き
亀
Z
薮
。
蕊
…
津
8
同
冨
鉱
。
舜
一
こ
口
霞
窪
β
国
x
℃
①
月
δ
琴
ρ
℃
・
ゆ
H
　
に

拠
る
）
各
国
別
に
つ
い
て
見
れ
ば
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
が
最
高
で
セ
イ
ロ
ン
が
最
低
で
あ
っ
た
（
第
二
十
三
表
）

　
　
　
　
　
　
　
五
、
商
　
品
　
構
　
成

　
A
輸
出
商
品
構
成

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
米
、
ゴ
ム
、
錫
、
コ
ブ
ラ
、
ジ
ュ
ー
ト
な
ど
食
糧
、
原
料
品
を
輸
出
す
る
が
、
各
国
の
輸
出
は
少
数
の
特
産
物
に
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
戦
前
も
、

241・東南アジア10力国の輸出商品構成（％）

1938 1950 ｝・9・・

『　一　一　－ 一
米 9．4 6．2 5．4

植　　　物　　　油 7．5 7．7 7．3

（コ　・ナツ油） （1．1） （1．5） （1．6）

（コ　　ブ　　ラ） （2．5） （4．4） （4．6）

（落　　花　　生） （2．1） （0．2） （0．1）

亜麻仁及び亜麻仁油 （1．0） （0．3） （0．2）

砂　　　　　　　糖 生1 1．0 1．1

コ　　　一　　　　ヒ　　　一 0．4 0．4 0．4

茶 10．5 7．5 6．5

タバコ及び同製品 2．1 1．1 1．0

胡椒その他香料 0．4 1．6 1．1

綿花及び同製品 5．3 7．2 5．5

ジュート及び同製品 8．3 9．1 14．4

ア　　　　バ　　　　カ 0．8 0．9 1．1

ゴム及び同製品 14．1 27．1 29．7

錫　　　金　　　属 3．2 3．3 2．9

精　　　鉱 工．9 1．5 1．2

金　　　属　　　鉱 1．7 0．3 0．1

石油及び同製品 8．0 4．5 4．1
そ
　
　
　
の
　
　
　
他
『 22．3 20．5 1a1
合
　
　
　
　
　
　
計
｛ 100．0 100．0 100．0

金　額（百万ドル） 1709 4764 6460

（註）10力国とは英領ボルネオ，ビルマ，セ／fロソ，イ

　　ンド，インドシナ，インドネシヤ，マレPt，パキ

　　スタソ，比島及びタイ
（資料）　　1［JN：Study．　p．11

戦
後
も
大
差
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

よ
り
輸
出
さ
れ
る
特
産
物
の
各
々
が
東

南
ア
ジ
ア
の
輸
出
総
額
に
占
め
る
割
合

は
戦
前
と
戦
後
と
で
は
異
っ
て
い
る
。

そ
の
割
合
の
増
加
の
著
し
い
も
の
は
ゴ

ム
、
ジ
ュ
ー
ト
で
あ
り
、
米
、
砂
糖
、

石
油
及
び
同
製
品
の
割
合
は
減
少
が
甚

し
く
、
植
物
油
及
び
採
油
用
種
子
、
錫
、

及
び
コ
ー
ヒ
ー
は
増
減
が
少
な
い
。
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戦
払
削
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

　
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
輸
出
品
の
輸
出
金
額
の
大
さ
は
一
九
三
八
年
に
於
て
は
ゴ
ム
（
一
四
・
一
％
）
茶
（
一
〇
・
五
％
）
米
（
九
・
四
％
）

ジ
ュ
ー
ト
（
八
・
三
％
）
石
油
及
び
同
製
品
（
八
・
0
％
）
植
物
油
及
び
採
油
用
種
子
（
七
・
五
％
）
の
順
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
一
年
に

は
ゴ
ム
（
二
九
・
七
％
）
ジ
ュ
ー
ト
（
一
四
・
四
％
）
植
物
油
・
採
油
用
種
子
（
七
ニ
ニ
％
）
茶
（
六
・
五
％
）
米
（
五
・
四
％
）
の
順
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
動
乱
ブ
ー
ム
で
ゴ
ム
、
ジ
ュ
ー
ト
の
輸

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
額
が
急
増
し
た
こ
と
に
よ
る
。
（
第
二
十
四
表
参
照
）

　
ン

邪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
要
輸
出
品
に
つ
い
て
見
れ
ば
ゴ
ム
及
び
茶
の
生
産
は
相
当

（

雌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
著
し
い
増
加
を
示
し
た
。
即
ち
ピ
ー
ク
還
し
た
一
九
五
丁

生
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
年
度
に
は
ゴ
、
ム
は
一
六
五
万
ト
ン
、
茶
は
四
三
万
ト
ン
の

物壁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
量
を
示
し
、
　
一
九
三
四
コ
三
八
年
平
均
（
ゴ
ム
八
七
万
ト

出

蝋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
、
茶
二
八
万
・
ン
）
を
そ
れ
ぐ
大
き
く
上
廻
っ
た
。
ジ
ユ

主
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ト
の
生
産
は
一
九
五
〇
1
五
一
年
度
に
は
戦
前
水
準
よ
り
可

国
儲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
り
低
か
っ
た
が
、
そ
の
後
に
戦
前
水
準
を
突
破
し
た
。
綿
花

ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甑

　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
5

25。戦前戦後の東南

1934＿38

ｽ均
1950／51　　　’ 11951／52 1952／53 1953／54

米
ビ　　ノレ　　・マ 6，971 5，200 5，500 5，841

タ　　　　　イ 4，357
6
7
8
2
　
， 7，325 6，602 6，038

インドシナ 6，500 4，081 4，506 4，760
砂糖（分蜜糖）

比　　　　島 960 848 977 1，052 ．　o　，

　　　　〇　　　　　　一

R　　フ　　フ
セ　・f　ロ　ソ 215 193 249 267

インドネシヤ 715 448 507 410
リマ　　　レ　　　一 188 152 163 157

比　　　　島 695 994 11・056 900
茶

セ　・イ　ロ　ソ 103．9 143．4｛ 148．0 143．7

イ　　ン　　ド 178．0 275・5 P 283．3 282．0
綿花（1int）

イ　　ソ　　ド

pキスタこ／
｝…5・ 593

Q65
685
Q86

645
R34

●　o　，

ジ　ユート
イ　　ン　　ド

pキスタン’

｝・・… 599
W08

　849
P，149

　967
P，238

ア　　バ　　カ

比　　　　島 170 165 91 126
ゴ　　　　　　ム

セ　イ　ロ　ン’ 62 115 107 96 85

インドネシ「ヤ 353 708 818 738 680
マ　　　レ　　　一 423 705 615 595 560
タ　　　　　イ 32 114 111 100 98

（資料）U・N，S・・vey　1

と
ア
バ
カ
の
生
産
は
依
然
と
し
て
戦
前
水
準
以
下
で
あ
っ
た
。

　
米
の
生
産
は
タ
イ
を
除
い
て
は
戦
前
水
準
に
は
達
し
て
い
な

い
。
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
食
糧
の
増
産
努
力
は
一
九
五
二
！
五

三
年
に
な
っ
て
効
を
奏
し
、
戦
前
水
準
を
上
廻
る
に
至
っ
た
が
、

こ
の
間
に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
の
で
一
人
当
り
の
消
費
量
は
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む
し
ろ
減
退
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
終
戦
以
来
供
給
不
足
の
状
態
の
た
め
に
売
手
市
場
に
あ
っ
た
米
も
最
近
で
は
買
手
市
場
へ
と
転

換
し
、
こ
れ
が
ビ
ル
マ
、
タ
イ
な
ど
米
輸
出
国
の
貿
易
に
重
大
な
問
題
を
提
起
し
で
い
る
。
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
最
近
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
食

糧
情
勢
」
神
戸
大
学
国
際
問
題
研
究
会
「
国
際
問
題
」
一
二
号
参
照
）
馬
糧
の
生
産
量
は
比
島
で
は
戦
前
水
準
を
突
破
し
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
で
は
戦

前
の
約
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
（
一
九
五
二
年
に
四
十
六
万
ト
ソ
）

　
戦
後
、
ア
ジ
ア
の
農
業
生
産
は
そ
の
恢
復
が
お
く
れ
、
世
界
的
地
位
は
低
下
し
つ
x
あ
る
。
即
ち
、
ア
ジ
ア
の
農
業
生
産
は
一
九
五
〇
1

五
一
年
度
に
至
っ
て
は
じ
め
て
戦
前
水
準
に
復
帰
し
た
が
、
世
界
の
農
業
生
産
は
そ
の
と
き
既
に
戦
前
水
準
を
十
三
％
上
廻
っ
て
い
た
。
ア

ジ
ア
諸
国
の
一
九
五
一
年
に
於
け
る
農
産
物
総
輸
出
量
は
一
九
五
一
年
に
は
戦
前
を
二
一
％
下
廻
っ
て
い
た
が
、
世
界
の
総
輸
出
量
は
戦
前

水
準
を
三
％
上
廻
っ
て
い
た
。
　
一
九
五
一
年
に
於
け
る
ア
ジ
ア
の
農
産
物
輸
入
は
戦
前
水
準
を
上
廻
っ
て
い
た
か
ら
正
油
輸
出
量
は
戦
前
の

五
〇
％
に
低
下
し
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
は
一
団
と
し
て
見
れ
ば
今
や
穀
物
、
砂
糖
及
び
コ
ー
ヒ
ー
の
純
輸
出
国
で
は
な
く
し
て
純
輸
入
国
と
な

っ
た
。
ア
ジ
ア
の
タ
バ
コ
の
生
産
量
は
減
少
し
た
が
、
世
界
の
生
産
量
は
増
加
し
て
い
る
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
世
界
に
於
け
る
地
位
は
低
下
し

た
。
錫
の
場
合
で
さ
え
も
ア
ジ
ア
分
生
産
増
加
は
他
の
地
域
と
比
べ
て
急
速
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
ア
ジ
ア
の
相
対
的
地
位
は
低
下
し
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
特
産
物
輸
出
に
よ
る
収
入
は
生
産
物
価
格
と
輸
出
数
量
が
同
一
方
向
に
変
化
す
る
た
め
に
大
き
く
変
動
す
る
の
が
特
徴
で

あ
り
、
こ
れ
が
「
輸
出
収
入
の
不
安
定
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
初
め
よ
り
一
九
五
〇
年
に
至
る
期
間
に
曾

て
年
々
の
輸
出
手
取
高
の
変
動
は
平
均
し
て
一
二
％
、
一
般
的
に
云
っ
て
二
〇
％
を
超
え
て
い
た
。
米
、
茶
、
タ
バ
コ
の
輸
出
収
入
の
変
動

は
最
少
で
あ
り
、
ヘ
ム
プ
、
ジ
ュ
ー
ト
、
砂
糖
、
錫
、
ゴ
ム
が
こ
れ
に
つ
§
い
て
い
る
。
　
（
第
二
十
六
表
参
照
）

　
一
九
五
〇
、
五
一
、
五
二
年
に
於
け
る
輸
出
収
入
の
変
動
も
こ
の
型
と
変
ら
な
か
っ
た
。
朝
鮮
動
乱
の
勃
発
に
つ
§
く
ブ
ー
ム
の
結
果
と

し
て
、
特
産
物
の
価
格
は
記
録
的
な
高
さ
に
上
昇
し
た
が
、
ブ
ー
ム
鎮
静
と
と
も
に
急
落
し
、
ブ
ー
ム
以
前
の
水
準
叉
は
そ
れ
以
下
に
低
下

　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
…
ア
ジ
ア
貿
易

III



26．輸出収人の年々の変動率（％）

戦時平

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

調査時期 1901一 1920一 1946一
　　一　　　　　　　　　　　一

P914＿ 1946＿ 全期間
1903 1939 1950 1919 1945

ゴ　　ム　インド　ネシヤ 1911－1950 28．0 35．3 38．4 27．8一 44．0 35．3

マ　　　　　レ　　　　　一 1906－1949 47．3 33．7 36．4 25．3 42．7 36．5

亜麻仁　インド。パキスタン 1904，一1950 33．1 45．1 29．6 12．4 32．8 35．2

綿　　花　　　　〃 1904－1950 17．8 26．8 47．6 28．3 29．0 27．6

錫　　　　イン’ドネシヤ 1902－1950 13．3 22．7 44．7 15．3 56．5 25．9

マ　　　　　レ　　　　　一 〃 11．6 26．1 46．4 10．8 56．7 26．5

タ　　　　　　　　イ 〃 15．0 22．7 42．6 12．7 30．7 22．5

砂　　糖　イ　ソ　ド　ネ　シ　ヤ 1902－1950 17．4 24．3 51．0 18．3 32．2 24．2

比　　　　　　島 〃 24．2 28．4 45．6 17．2 52．3 30．8

ジュート　インド・パキスタン 1902－1950 16．1 19．4 28．0 32ら2 27．0 22．0

ヘムプ　比　　　　　　島 1902－1950 21．1 30．3 13．0 21．9

米　　　　イ　ン　ド　シ’　ナ 1914－1950 17．3 49．7 11．5 24．3 20．8

タ　　　　　　　　・f 〃 16．8 45．4 7．8 30．0 21．3

タバコ　イ　ン　ド　ネ　シ　ヤ 1962＿1950 17．0 16．9 13．8 16．4

比　　　　　　島 190委1950 13．5 17．6 23．4 20．8 ∴ 17．8

茶　　　　セ　・f　戸　　ン 1910－1950 6．3 13．6 11．3 8．2 15．7 12．1

インド・パキスタン’ 〃 7．8 12．6 21．5 12．3 14．3 13．4

（資料）　U．N．　Study，　p．13．

し
た
。
そ
の
結
果
、
特
産
物
の
輸
出
収
入
は
著
減
し

た
。
米
と
茶
と
は
こ
の
例
外
で
あ
り
、
他
の
特
産
物

と
比
べ
て
比
較
的
安
定
的
な
輸
出
収
入
を
も
た
ら
し

て
い
た
。
し
か
し
、
　
一
九
五
四
年
に
入
る
や
米
の
過

剰
生
産
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
、
価
格
は
下
落
傾
向
に

あ
る
。

　
不
安
定
の
原
因
は
主
と
し
て
個
々
の
商
品
及
び
そ

の
市
場
の
特
性
に
よ
る
が
、
全
て
の
特
産
物
は
需
要

状
態
の
変
化
に
対
し
て
極
端
に
敏
感
で
あ
る
。
工
業

国
に
於
け
る
一
般
経
済
活
動
に
極
め
て
小
さ
な
変
化

が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
価
格
変
化
に
鋭
く
反
映
し
、
輸

出
量
に
も
直
接
に
影
響
す
惹
。
輸
出
収
入
変
動
の
結

果
生
ず
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
入
能
力
の
不
安
定
は
住

民
の
生
活
水
準
や
、
経
済
開
発
の
計
画
及
び
遂
行
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
出
収
入
の
毎
年
変
動
率
を

計
算
し
、
戦
前
、
戦
後
を
比
較
す
れ
ば
、
戦
前
に
お
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い
て
は
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
、
不
シ
ヤ
、
セ
イ
ロ
ン
、
比
島
な
ど
が
高
く
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
が
低
か
っ
た
。
　
（
第
二
十
七
表
）
こ
れ
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
ゴ
ム
、
錫
、
砂
糖
な
ど
変
動
率
の
高
い
商
品
を
主
要
輸
出
品
と
し
て
い
る
国
が
こ
れ
ら
商
品
の
変
動
に
よ
っ
て
大
き
く
そ
の
輸
出

収
入
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
戦
後
は
戦
前
よ
り
も
大
体
に
お
い
て
変
動
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
変
動
率
が
最
も
高
い
の
は
マ
レ
ー
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
パ
キ
ス
タ
ン

が
こ
れ
に
つ
．
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
は
ゴ
ム
、
錫
、
ジ
ュ
ー
ト
な
ど
変
動
率
の
高
い
商
品
を
主
要
輸
出
品
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
輸

出
収
入
変
動
率
も
高
い
。
（
註
一
毎
年
変
動
率
の
計
算
で
は
大
き
い
方
の
数
字
の
年
を
基
準
と
し
て
計
算
す
る
。
従
っ
て
一
　
〇
〇
よ
り
一
五
〇
へ
の
変
動
は
五
〇
％
で
は
な
く
し
て
、
三
三
・
三
％
の
変
動
と
見
る
。
）

　
タ
イ
は
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
低
い
が
、
こ
れ
は
米
な
ど
比
較
的
変
動
率
の
少
い
商
品
を
主
要
輸
出
品
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
の
毎
年
の
輸
出
収
入
変
動
率
を
先
進
工
業
国
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
世
界
恐
慌
期
を
含
む
戦
前
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
、
タ
イ
と

英
米
と
は
大
差
が
な
い
が
、
戦
後
は
先
進
国
特
に
英
国
が
著
し
く
安
定
的
で
あ
る
。

　
最
も
変
動
率
の
少
い
タ
イ
を
例
に
と
っ
て
見
れ
ば
毎
年
十
二
％
の
変
動
率
と
い
う
こ
と
は
、
或
年
の
輸
出
額
が
一
〇
〇
で
あ
る
と
す
れ
ば

前
年
は
八
八
、
翌
年
は
一
二
二
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
最
も
変
動
率
の
高
い
マ
レ
ー
を
例
に
と
れ
ば
、
輸
出
変
動
率
二
八
・
四
％
と
い

う
の
は
、
或
る
年
の
輸
出
額
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
、
そ
の
前
年
は
七
一
・
六
、
翌
年
は
二
二
八
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
輸
出
に
依
存
す
る
こ
と
を
さ
け
る
た
め
に
諸
種
の
安
定
策
を
講
ず
る
と
同
時
に
産
業
の
多
角
化
へ
の
努
力
が
つ
黛

け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
充
分
あ
が
っ
て
い
な
い
。

　
（
註
）
　
安
定
計
画
と
し
て
の
国
際
協
定
に
は
（
1
）
二
艶
聞
契
約
♂
出
異
調
巴
。
o
巨
の
溜
＄
（
所
謂
長
期
買
付
契
約
）
、
（
2
）
多
数
国
間
契
約
日
ロ
舘
一
口
θ
①
目
9
一
。
。
三
村
掌
・
。
臼
ω
（
例
え
ば

　
　
　
国
際
小
菱
協
定
）
、
（
3
）
国
際
割
当
協
定
ぎ
け
。
≡
卑
鼠
。
昌
巴
面
8
愚
僧
鴨
。
Φ
百
窪
富
（
国
際
カ
ル
テ
ル
と
類
似
す
る
）
及
び
（
4
）
国
際
緩
衡
貯
蔵
契
約
言
器
毎
鉾
幽
o
b
鑑

　
　
　
ぴ
臨
霞
ω
8
鼻
6
α
Q
同
⑦
。
巨
Φ
昌
。
・
（
為
替
安
定
資
金
の
作
用
と
類
似
す
る
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
1
）
は
例
え
ば
英
国
「
と
諸
外
国
と
の
間
に
結
ば
れ
て
い
る
所
謂
長
期
契
約
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
米
国
砂
糖
市
場
に
対
す
る
各
国
へ
の
割
当
制
も
こ
の
一
種

　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
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戦
潤
剛
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

で
あ
る
。
長
期
契
約
の
主
要
な
目
的
は
必
ず
し
も
価
格
の
安
定
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
謹
選
は
毎
年
再
交
渉
さ
れ
る
。
　
「
合
理
的
」
と
考
え
ら
れ
る
価
格
で
市
場
を

保
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
の
拡
大
を
奨
励
す
る
の
が
そ
の
主
要
目
的
で
あ
る
。
従
っ
て
安
定
政
策
と
し
て
長
期
契
約
は
欠
点
が
あ
る
。
そ
の
一
は
長
期
計
画
と

は
い
う
も
の
瓦
そ
れ
は
通
常
短
期
契
約
で
あ
る
。
た
と
え
協
定
は
形
式
的
に
は
数
年
に
亙
っ
て
い
て
も
、
価
格
そ
し
て
恐
ら
く
は
数
量
も
毎
年
毎
年
再
交
渉
さ
れ
る

か
ら
、
安
定
的
な
価
格
や
市
場
が
保
証
さ
れ
な
い
。

　
　
（
2
）
は
多
数
国
聞
で
数
量
及
び
価
格
を
協
定
す
る
多
数
国
協
定
で
あ
っ
て
は
今
日
で
は
国
際
小
麦
協
定
に
そ
の
例
を
見
る
。
こ
れ
は
輸
出
国
は
一
定
量
を
上
限

価
格
で
売
り
、
輸
入
国
は
一
定
量
を
下
限
価
格
で
買
う
こ
と
を
協
定
す
る
。
自
由
市
場
価
格
が
上
下
限
の
間
に
あ
る
時
は
協
定
は
貿
易
に
影
響
を
与
え
な
い
が
、
自

由
市
場
価
格
が
上
限
を
超
え
た
と
き
は
、
輸
出
者
は
上
限
価
格
で
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
部
利
益
を
犠
牲
に
す
る
。
ま
た
、
自
由
市
場
価
格
が
下
限
価
格
を
下
廻
っ

た
と
ぎ
は
、
輸
入
者
は
下
限
価
格
で
買
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
部
利
益
を
犠
牲
に
す
る
。
こ
の
協
定
の
利
点
は
こ
れ
に
よ
っ
て
売
却
及
び
購
入
の
意
向
が
保
証
さ

れ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
価
格
運
動
の
限
定
と
は
別
に
可
成
り
の
価
値
を
も
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
協
定
参
加
国
の
政
府
の
間
に
見
解
の
差
が
大
き
く
な
る
と
、

．
価
格
の
幅
が
大
き
く
な
り
、
協
定
の
誤
聞
も
短
か
く
な
っ
て
、
協
定
に
よ
っ
て
世
界
の
原
料
や
食
糧
の
価
格
安
定
を
は
か
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
（
3
）
は
生
産
国
の
各
に
よ
っ
て
生
産
又
は
輸
出
さ
れ
る
数
量
又
は
使
用
国
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
る
数
量
を
規
蔑
す
る
協
定
で
あ
る
。
こ
の
協
定
の
目
的
は
取
引

数
量
を
統
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
格
の
変
動
を
防
止
し
、
叉
は
貿
易
国
の
既
得
の
地
位
を
防
帯
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
カ
ル
テ
ル
に
類
似

す
る
。
従
っ
て
カ
ル
テ
ル
に
伴
う
弊
害
（
生
産
制
限
な
ど
）
を
免
れ
な
い
。

　
　
（
4
）
は
価
格
が
低
い
と
ぎ
に
買
入
れ
、
供
給
が
不
足
し
た
と
き
に
こ
れ
を
売
出
す
こ
と
に
よ
つ
て
価
格
の
安
定
を
は
か
る
。
そ
の
目
的
は
短
期
的
な
急
激
な
価

格
変
動
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
て
、
長
期
的
な
価
格
の
ト
レ
ン
ド
に
干
渉
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
方
法
は
最
も
妥
当
と
さ
れ
る
が
、
（
イ
）
「
基
準
価
格
」
を

最
初
に
如
何
に
し
て
決
定
す
る
か
、
こ
れ
を
如
何
に
し
て
変
更
す
る
か
、
貨
幣
の
予
備
又
は
商
晶
の
予
備
が
少
く
な
っ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か

と
い
う
こ
と
、
及
び
、
（
ロ
）
資
金
の
源
泉
は
何
処
に
求
め
る
か
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
る
。

　
筒
、
詳
細
な
点
に
つ
い
て
は
自
巳
紳
巴
累
彗
δ
冨
“
O
。
日
当
亀
一
百
日
冨
自
Φ
き
畠
国
8
ロ
。
巳
。
∪
①
く
巴
。
℃
ヨ
窪
目
及
び
竃
①
霧
旨
①
。
・
8
周
目
三
①
≡
9
。
江
。
昌
舘
国
8
冨
。
冒
凶
。
G
∩
富
げ
崇
ぐ

を
参
照
さ
れ
た
い
。

輸
出
特
産
物
価
格
の
変
動
が
は
げ
し
い
の
で
、
ブ
ー
ム
の
際
に
は
交
易
条
件
が
急
激
に
改
善
さ
れ
る
が
、
ブ
ー
ム
の
鎮
静
と
共
に
ま
た
急

に
悪
化
す
る
の
も
、
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
の
一
つ
の
特
性
で
あ
る
。
（
第
二
十
八
表
参
照
）

東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
生
産
物
の
う
ち
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
対
欧
輸
出
の
方
が
対
米
輸
出
よ
り
も
多
い
も
の
は
、
米
、
コ
ブ
ラ
、
（
戦
前
は

圧
倒
的
に
西
欧
向
け
が
大
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
対
米
輸
出
が
激
増
し
た
）
茶
、
コ
ー
ヒ
、
生
ジ
ュ
ー
ト
、
ヘ
ム
プ
、
サ
イ
ザ
ル
、
ア
バ
カ
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28．交易条件指数（1948＝＝IOO）

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

国　名

ビ　　ノレ

イソドシナ

ーセ・f　ロ

ノf　ソ

マ　　　レ

比

1

1951 19521938 1949 1950
1

讐マ 74 94 91 159 219 273

ナ 138 102 119 123 87 91

ン’ 141 112 147 151 109 115

ド 86 106 106 12「 102 93

一
120 106 151 179 146 135

（1）

島 80 66 97 84 70 77

㈲交易条鮨蜘獣錦欝×…
（1）　1937年，国際連合統計年鑑による。

（資料）U，N．，　Economic　Survey　of　Asia　and　the　Far　East，1953．

　　　U．　N．，　Economic　Bulletin　for　Asia　and　the　Far　East．

1953

1　　全年

301

116

94

129

80

122

97

124

　
欧
米
諸
国
の
各
種
生
産
物
の
全
輸
入
量
の
う
ち
で
ア
ジ
ア
地
域
よ
り
の
輸
入

量
の
占
め
る
割
合
は
一
般
的
に
云
っ
て
低
下
傾
向
に
あ
る
。
例
外
は
コ
ブ
ラ
、

参
照
） タ

バ
コ
及
び
原
棉
は
主
と
し
て
西
欧
へ
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

（
第
二
＋
九
表

方
が
大
と
な
っ
て
い
る
。

コ
・
ナ
ッ
油
は
戦
前
は
対
米
輸
出
が
大
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
対
欧
輸
出
の

ユ
ー
ト
糸
及
び
ジ
ュ
ー
ト
製
品
、
錫
で
あ
る
。

な
ど
繊
維
類
で
あ
り
、
対
米
輸
出
の
方
が
大
き
い
も
の
は
、
砂
糖
、
ゴ
ム
、

27．東南アジア諸国の輸出収入の毎年変動率

国 名

ド
ソ
マ
ナ
や
一
良
凹
ソ
イ
　
国
国
本

ソ
ロ
ル
菊
レ
紹

　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
　
ソ
ソ
　
キ
較

イ
セ
ビ
イ
イ
マ
比
パ
タ
比
英
米
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（

戦前陣後
1928－1938

15．　0％

19．　3％

14．　4％

19．　9％

22．　9％

18．　9％

13．　1％

12．　7％

16．　7％

16．　5％

1948－1953

15．　2％

11．　5％

20．　0％

22．　7％

26．　7％

28．　4％

17．　4％

26．　2％

12．　0％

5．　9％

11．　1％

20．8．e／．

ジ

（註）Review　of　World　Trade，　IMF：IFS・国連

統計年鑑の数字より算：出，変動率の計算は高

い方の二二の百分比によるQ

　日本の数字は1949－1953年平均

一　115　一一



29．欧米に於けるアジア（註）特産物の輸入量（千bソ）

　
輸
｝ 入 量 全輸入量のうちアジア

謔閧ﾌ輸入割合（％）

1928 1935－1938 1948－1951 1928 1935－38 1948－51

米
西　欧 ・　855 1074 121 76 83 9

8

米　国 12 10
一

67 29 1

西欧 87 140 13 3 6 1

砂　　　　　糖
米　国 524 855 436 15 31 13

西欧 447 372 421 71 63 72

・プ・
o
米　国 174 202 405 76 95 100

西欧 37 41 84 ．　o　， ，　・　o ●　●　，

コ　・ナツ　油
米　国 132 156 53 ユ00 99 99

タ　　　ノミ　　　コ 西欧 45 55 23 15 17 8

茶 傍点
208 229 194 98 97 95

〔米国 29 33 41 71 86・ 93

西欧 65 48 7 12 8 2

コ　　　P　　　ピ　　一

米　国 23 12 1 4 2
一

・西　欧 99 306 489 67 92 91

ゴ　ム（天然）
米　国 388 495 714 83 98 93

西　欧 560 523 336 94 99 97

生　ジュ　一　ト
米　国 91 77 79 99 98 98

ジュート糸及びジ　　　　圃ユート製品 西欧
A米　国

28

Q58

120

S39

86

Q05

．　．　・

W3

・　．　0

W2

，　．　．

W6

ヘムプ及びサイザ 西欧 132 140 54 39 35 22

ル・アバカなどの
繊維類 米　国 66 69 50 35 43 24

原　　　　　綿 西欧 237 257 86 12 15 7

錫
西欧 ■　●　o

41 32
o　．　の

66 72

米国 ■　○　● 62 51 噸　・　●
88 58

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

（註）　日本を含む。

（資料）　U。N．，　Study，　p．15．30．
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ジ
ュ
ー
ト
糸
及
び
ジ
ュ
ー
ト
製
品
、
錫
（
西
欧
）
茶
（
米
国
）
ゴ
ム
（
西
欧
）
な
ど
で
あ
る
。

　
ゴ
ム
、
錫
、
砂
糖
な
ど
主
と
し
て
対
米
輸
出
品
は
価
格
乃
至
は
輸
出
収
入
変
動
率
が
大
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　
各
国
別
に
特
産
物
の
輸
出
市
場
を
比
較
す
れ
ば
、
ビ
ル
マ
や
タ
イ
の
米
は
ア
ジ
ア
地
域
外
へ
の
輸
出
割
合
は
少
い
が
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
米

は
戦
前
は
過
半
が
欧
州
へ
輸
出
さ
れ
た
。

30・ECAFE諸匡1の主要輸出品の対欧米輸出割合（％）

欧 州

合 計
英
一 国

米 国

1938 195σ｝ 1938 1950 1938 1950

ピ　ル　マ

@　　　米

@綿　　　　花

Zイロン

11

P1 2
一

2
1
1

1
一

＝ ＝

茶 72 33 71 29 5 15

　ゴ　　　　　　　ム

@コ　　プ　　ラ
@コ・ナツ及びコ
@・ナツ油
C　ン　ド（1）

ｴ　　　　綿

41

S0

T4

S2

36

P6

V2

T9

19

黷
R
6
1
5

18

G
3
2

49

≠
Q

52

O
2
2

綿糸及び綿製品 ●　o　， ■　，　， 3
・　・　，

1
ro　・　，

ジュート糸及び 13 7 10 5 41 27
ジュート製品

茶 87 62 87 58 2 9

皮　　　　　：革 76 54 58 42 33 24

胡　　　　　楓 21 21 7 11 30 70

パキスタン

原　　　　棉 ・　o　， 49 ．　．　，
6

・　匿　●
1

生ジェート ・　o　・ 78 ，　・　・
29 ・　．　，

12

茶 9　●　o 92 ■　■　● 92 ●　o　・
1

原　　　　皮 ．　9　，
62 ●　■　●

12 ●　・　， 25

インドシナ

米 54 28 1
一 一 一

マ　　レ　一

ゴ　　　　　　　ム 44 42 19 17 41 29

錫 13 35 7 9 55 52

パ　一　ム　油 43 97 57 95 曾　o　●
1

インドネシヤ

ゴ　　　　　　　ム 33 19 9 4 35（2 28

錫 91 70 90
一

7 30

コ　　ブ　　ラ 70（3 88 ＿（3 13 1（3） 3

パ　一　ム　油 41 98 5 29 54 1

茶 49 55 17 8 13（2） 8

　砂　　　　糖
艨@　　島

@コ　　ブ　　ラ

25 ・　o　，

P4

●　．　， ●　，　● ，　■　・ ・　・　0

U4

　ア　　バ　　　カ

^　　　イ

@　　米
一
1
4

11

V 一
2

11

Q

74 56

o
錫 一 一 一 一 一

27

：ゴ　　　　　　　ム 2
一 一 ｝ 一

86

（註）（1）戦前の数字はインド及びパキスタン

　　（2）米国及びカナダ
　　（3）　1934－39，

（資料）　U．N．，　Study，　p．16．
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戦
前
及
び
戦
後
一
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

　
タ
イ
の
米
は
ア
リ
ア
諸
国
へ
仕
向
け
ら
れ
た
が
、
ゴ
．
ム
と
錫
と
は
大
部
分
米
国
へ
輸
出
さ
れ
え
。

　
セ
イ
ロ
ン
の
輸
出
品
の
う
ち
、
茶
、
コ
・
ナ
ツ
及
び
コ
・
ナ
ツ
油
は
主
と
し
て
欧
州
に
仕
向
け
ら
れ
、
ゴ
ム
は
西
欧
と
米
国
と
に
略
≧
等

し
く
（
戦
後
は
幾
分
米
国
が
多
い
）
仕
向
け
ら
れ
た
。

　
イ
ン
ド
の
茶
、
皮
革
は
主
と
し
て
西
欧
へ
、
ジ
ュ
ー
ト
糸
、
ジ
ュ
ー
ト
製
品
及
び
胡
椒
は
米
国
へ
輸
出
さ
れ
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
で
は
錫
、
コ
ブ
ラ
、
。
ハ
ー
ム
油
、
茶
は
欧
州
へ
、
ゴ
ム
は
米
国
へ
仕
向
け
ら
れ
た
。

　
マ
レ
ー
で
は
ゴ
ム
は
米
国
及
び
西
欧
へ
戦
前
は
大
体
等
し
い
量
が
輸
出
さ
れ
た
が
、
戦
後
は
対
欧
輸
出
割
合
の
方
が
対
米
輸
出
割
合
よ
り

も
大
で
あ
る
。
錫
は
戦
前
は
対
米
輸
出
割
合
が
対
置
輸
出
割
合
に
比
し
て
著
し
く
大
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
対
米
輸
出
割
合
が
幾
分
減
少
し
、

31．戦前の東南アジア諸国の輸出商品構成（％）

1935 193819321928

44

P2

Q
2
5
7
　
6
5
1
8
1
0
　
4
5
1
4
1
8
　
1
5
3
1
6
1
4

6
　
　
　
　
9
　
〔
」

21

T
2
5
7
　
　
4
7
1
7
　
　
4
3
2
4
9
　
　
4
8
1
2
1
5
3

…
…
…
…
…
　
6
3
1
7
9
　
　
5
1
1
1
1
1
　
　
1
5
1
1
1
1
0

4

8
6
1
6
4
1
8
8
　
4
4
2
1
　
3
5
2
9
1
2
　
6
2
9
1
6
3

…
…
…
…
…
　
6
4
8
1
8
　
　
5
9
3
7
　
7
、
2
1
0
8
1
　
6
8
6
3
1
8
1
8
　
　
2
1
1
5
　
6
3
1
3
5
　
　
6
2
…

0
／
　
9
一

54

Q0

P9

@
6
9
2
3
　
1
8
2
1
7
8
3
　
6
7
1
8
3
8
2
4
　
4
0
2
3
　
3
1
3
2
1
7
　
7
1
1
8

ビルマ
　　米
金属及び鉱
綿 花

石油製品
チ　 ー

セイロン

　　茶
コ“

ク

ム

コ・ナツ製品

インドシナ

　　米
ゴ　　　　　ム

玉　蜀　黍
イ　ン　ド

綿　　　花
綿　製　品
ジュート糸及ジ
ュート製品

　　茶
式　　　革

インドネシヤ

　　茶
コ　ブ　 ラ

ム
　
品
糖

　
　
製

　
錫

　
　
油

ゴ
　
石
砂

　
ム
　
　
　
糖
品
力

　
　
　
　
　
幹

回
錫
島
”
バ

レ
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ゴ
　
　
　
砂
コ
ア

マ
　
　
　
比

ム
　
　
ク

イ
米
　
　
錫
一

　
　
ゴ
　
　
チ

タ

（資料）国際連盟貿易統計年鑑
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対
欧
輸
出
割
合
が
激
増
し
て
両
者
の
差
が
少
く
な
っ
た
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
の
原
棉
、
生
ジ
ュ
ー
ト
、
茶
、
皮
革
は
主
と
し
て
欧
州
に
仕
向
け
ら
れ
、
比
島
の
コ
ブ
ラ
、
ア
バ
カ
は
米
国
が
主
要
な
市
場

と
な
っ
て
い
る
。
　
（
第
三
十
表
参
照
）

　
戦
前
、
戦
後
の
各
国
別
輸
出
商
品
構
成
を
見
れ
ば
、
少
数
特
産
物
へ
の
集
中
傾
向
は
戦
前
も
戦
後
も
大
多
数
の
国
で
は
つ
ゴ
い
て
い
る
。

32．戦後の東南アジア各国の輸出商品構成（％）

1948 1949　1　1950 1951　1　1952 1953

77． 82 88 78 74 73

F
D
　
ド
0
　
5

3
　
4
　
4
置

2
　
2
　
2

3
　
1
　
！
0

3
　
1
　
3

鉱
花
ク

び　
　
一

属
金
綿
チ

　　　　　茶

ゴ　　　　　　　　ム

コ・ナツ製品

59

15

15

61

12

16

50

21

17

42

31

17

48

25

16

53

22

16

ム

83

26

27

32

39

26

29

40

30

36

マ
立
憲
　
　
　
ン
茶
　
　

ナ
米

レ
　
　
　
・
　
　
陣

」
　
　
　
　
イ
　
ゴ
　
ン
　
ゴ

ビ
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
イ

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
・

花

品

び

　5

10

Q買

4

16

リワ

　5

24

りn

　3

13

qq

　4

12

07

　4

12

Dl

ドン　
綿
綿
ジ
ジ

イ

ジユート糸及び
Wュート製品

35 27 20 33 27 21

茶 15 15 14 13 13　・ 19

皮　　　　　革 3 6 5 5 4 1
卍

インドネシヤ

ゴ　　　　　　　　ム 24 24 50 52 44 33

石　油　製　品 25 28 20 26
2．l　　　i

25

錫 14 11 6 6 10 10

コ　　　ブ　　　ラ 15 11 6 10 6 8

マ　　レ　一

ゴ　　　　　　　　ム 50 43 62 66 48

錫 12 16 12 9 13

パキスタン

綿　　　　花 37 43 46 42 49 43

ジ　　エ　一　　ト 67 36 32 31 40 39

比　　　島

コ・ナツ製品 67 43 55 46 33 38

砂　　　　　糖 7 18 15 17 26 24

ア　　　バ　　　カ 9 11 12 16 12 10

タ　　　イ

米 53 52 49 42 47

ゴ　　　　　　　ム 14 22 24 29 27

錫 7 7 7 7 10

チ　　一　　ク 4 3 2 2 2

（資料）IMF：IFS，　U・N・，　Bulletin・及び・f　yド政府統計月報
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戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

特
に
ビ
ル
マ
の
よ
う
に
石
油
製
品
の
輸
出
が
消
滅
し
た
国
で
は
米
へ
の
集
中
は
却
っ
て
戦
前
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
戦
前
重
要
輸
出
品

で
あ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
の
砂
糖
は
戦
後
は
そ
の
地
位
を
失
っ
た
。
比
島
の
砂
糖
も
終
戦
直
後
は
そ
の
輸
出
割
合
は
低
か
っ
た
が
、
そ
の
後

漸
次
増
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
戦
前
の
割
合
に
ま
で
達
し
て
い
な
い
。
イ
ン
ド
は
戦
前
は
綿
花
の
輸
出
、
綿
製
品
の
輸
入
を
常
と
し

て
い
た
が
、
戦
後
は
綿
花
の
輸
出
割
合
は
減
少
（
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
離
に
も
よ
る
）
し
、
綿
製
品
の
輸
出
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
戦
前
は
米
が
最
大
の
輸
出
割
合
を
占
め
て
い
た
が
、
戦
後
は
ゴ
ム
の
輸
出
割
合
が
増
加
し
、
一
九
四
九
、
五
二
年
に
は

ゴ
ム
が
米
を
追
越
し
て
首
位
と
な
っ
た
。
（
第
三
十
一
、
二
表
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
、
輸
入
商
品
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
る

33．総輸入額に於ける資本財の輸入割合（％）

・1928 1938 1949－51

ｽ均

・fンド及びパキスタン

ｻの他東南アジア

?窓yび香港
〟@　　　　　計

23

Q6

Q6

Q0

24

Q3

Q4

Q4

39

Q5

P9

Q9

（註）資本財とは粗鋼，鋼，機械及び輸送設備を指す
　宇は工業国（西欧，米国及び日本）との貿易に関す

　ものであって，1950年価格による。
〈資料）　U・N・，Study，　P・39・

　
既
述
の
如
く
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
戦
後
工
業
化
へ
の
努
力
を
つ
f
け
て
い
る
が
、
そ
の
努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

力
に
も
か
嘉
ら
ず
輸
入
商
・
豊
成
に
つ
い
て
は
イ
ン
，
を
除
い
て
は
越
削
と
覆
に
於
て
消
痂

費
財
よ
り
資
本
財
へ
の
著
し
い
構
成
変
化
が
見
ら
れ
な
炉
国
が
多
い
。
戦
争
に
よ
る
荒
廃
と
混

乱
の
た
め
に
戦
後
に
は
一
般
的
な
物
質
不
足
が
生
じ
、
特
に
食
糧
の
不
足
が
あ
っ
た
の
で
、
輸

入
貿
易
構
成
に
於
け
る
資
本
財
輸
入
の
比
率
増
大
が
妨
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
八
年
、
一
九
三
八
年
及
び
一
九
四
九
i
五
一
年
平
均
に
つ
い
て
見
れ
ば
イ
ン
ド
（
及

び
パ
キ
ス
タ
ン
）
に
は
資
本
財
輸
入
割
合
の
増
加
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
の
資
本
財
輸
入
割
合
は
戦
前
と
戦
後
と
に
於
て
大
差
は
な
い
。
（
第
三
十
三
表
参
照
）

　
輸
入
商
品
構
成
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
と
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
別
個
に
取
扱
う

こ
と
が
便
利
で
あ
る
。



34・英・米。独・日よりのインド・パキスタンの輸入額

　　（1950年の恒常価格による）（f・o・b・）（百万ドノレ）

1949－5119381928群品商

　　　　　　　　％

　97．　0　（11．　6）

（75．　7）　（9．　1）

　23．6　（2．8）

　33．　8　（4．　1）

　21．0　（2．5）

　38．7　（4．6）

182．　4　（21．　9）

　96．　S　（11．　6）

108．　6　（13．　0）

　64．7　（7．8）

　6．2　（O．7）

　54．9　（6．6）

105．　9　（1　2．　7）

R33． 6（100．　0）

　　　　　　　％

19．3　（3．4）

　12　5　（2．　2）

　30．　5　（5．　4）

　16．　0　（2．　8）・

　20．　7　（3．　7）

　73．　4　（13．　0）

　32．　3　（5．　7）

189．　6　（33．　5）

　33．8　（6．0）

　10．7　（L8）

　10．4　（L8）

117．　8　（20．　8）

22．　6

　％
（2．　6）

　65．8　（7．6）

　48．　4　（5．　6）

　16．8　（L9）

　15．7　（1，8）

　89．　4　（10．　4）

　41．　3　（4．　8）

396．　3　（46．　0）

　38．　6　（4．　5）

　7．3　（O．S）

　IL7　（1．4）

108．　3　（12．　6）

飯食物及びタバコ

（そのうち穀物）

粗鋼及び鋼
監製鋼鉄

非鉄金属同製品
器機導電

その他機械
輸送設 備

備
品
品
類
綿

弓
学

輸
繊
化
紙
原
そ の　他　商　品

566．　5（100．　0）862，　2（100．　0）計A口

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

　
一
、
イ
ン
ド
の
工
業
発
展
と
輸
入
商
品
構
成

　
イ
ン
ド
の
工
業
発
展
の
歴
史
を
概
観
す
れ
ば
、
繊
維

工
業
の
建
設
は
既
に
十
九
世
紀
の
末
葉
に
行
わ
れ
、
ま

た
タ
タ
鉄
鋼
会
社
は
早
く
も
一
九
〇
七
年
に
設
立
さ
れ

だ
。
第
一
次
大
戦
の
終
に
財
政
目
的
を
以
て
古
同
率
の
鉄

鋼
関
税
が
課
せ
ら
れ
た
が
（
こ
れ
は
保
護
関
税
の
役
割

を
も
果
し
た
。
イ
ン
ド
に
於
け
る
保
護
政
策
の
第
一
歩

は
一
九
二
二
年
の
財
政
委
員
会
　
（
康
。
・
。
巴
∩
。
ヨ
巳
。
・
ω
や

。
臣
）
の
任
命
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
勧
告
に
従
っ
て
関
税

委
員
会
（
一
門
卑
同
一
融
　
】
W
O
9
同
山
）
の
監
督
の
下
に
一
九
二
三
年

に
差
別
的
保
護
政
策
が
採
用
せ
ら
れ
た
。
保
護
が
与
え

ら
れ
た
産
業
は
、
鉄
鋼
、
綿
糸
、
マ
ッ
チ
、
完
成
綿
織

物
、
紙
、
パ
ル
プ
、
重
化
学
品
、
製
塩
及
び
製
糖
で
あ

っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
及
び
三
〇
年
代
に
於
て
工
業
発

展
は
消
費
財
産
業
（
例
え
ば
織
物
、
砂
糖
、
石
鹸
、
マ

ッ
チ
、
皮
革
製
品
、
及
び
紙
な
ど
）
及
び
中
間
生
産
物

（
巨
①
琶
亀
醇
図
鷹
。
晋
。
訂
）
　
産
業
（
例
え
ば
鉄
鋼
、
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戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

セ
メ
ン
ト
、
非
鉄
金
属
）
に
限
ら
れ
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
は
工
業
発
展
に
刺
戟
を
与
え
、
ま
た
、
既
存
の
産
業
も
外
国
よ
り
の
供
給

不
足
と
戦
争
の
需
要
の
た
め
に
拡
大
せ
ら
れ
た
。
同
時
に
耐
久
消
費
財
（
例
え
ば
自
転
車
、
冷
蔵
庫
、
ラ
ジ
オ
、
ミ
シ
ン
）
を
生
産
す
る
軽

機
械
産
業
や
デ
ィ
ぜ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
、
繊
維
機
械
、
工
作
機
械
及
び
機
関
車
を
生
産
す
る
資
本
財
産
業
も
開
始
さ
れ
、
ま
た
、
化
学
品
の
生

産
に
も
著
し
い
進
歩
が
行
わ
れ
た
。

　
一
九
二
八
年
よ
り
一
九
三
八
年
に
至
る
期
間
に
於
て
イ
ン
ド
の
輸
入
量
は
著
し
く
減
少
し
た
が
、
消
費
財
輸
入
よ
り
資
本
財
輸
入
へ
の
変

化
が
目
立
っ
て
表
は
れ
た
、
イ
ン
ド
の
英
、
独
、
米
、
日
よ
り
の
輸
入
に
つ
い
て
見
れ
ば
一
九
二
八
年
よ
り
三
八
年
に
至
る
問
に
於
て
総
輸

入
額
に
占
め
る
機
械
及
び
輸
送
設
備
の
輸
入
割
合
は
一
七
％
よ
り
二
二
％
へ
増
大
し
た
が
、
繊
維
品
の
輸
入
割
合
は
四
六
％
よ
り
三
三
％
へ

と
減
少
し
た
。
こ
の
傾
向
は
第
二
次
大
戦
後
も
強
化
さ
れ
、
機
械
及
び
輸
送
設
備
の
輸
入
割
合
は
三
八
％
以
上
に
昇
っ
た
。
　
（
第
三
十
四
表

参
照
）
一
方
繊
維
品
の
輸
入
割
合
は
更
に
縮
少
し
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
を
合
計
す
れ
ば
繊
維
品
の
純
輸
出
国
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
変
化
は
国
内
市
場
の
基
礎
的
な
需
要
を
充
た
す
た
め
の
消
費
財
産
業
の
増
産
の
結
果
で
あ
る
か
、
叉
は
外
国
為
替
を
工
業
設
備

の
購
入
に
振
向
け
る
た
め
に
比
較
的
不
要
と
思
は
れ
る
消
費
財
の
輸
入
を
意
識
的
に
割
減
し
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
の

食
糧
不
足
や
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
貿
易
の
困
難
な
ど
の
特
殊
な
慕
情
に
よ
っ
て
、
穀
物
や
綿
花
が
米
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
の
で
、
工
業
開

発
を
目
的
と
す
る
イ
ン
ド
の
輸
入
政
策
は
屡
々
阻
害
さ
れ
た
。

　
一
九
四
九
年
末
頃
に
イ
ン
ド
が
課
し
た
厳
重
な
輸
入
制
限
政
策
は
繊
維
品
そ
の
他
消
費
財
に
最
大
の
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
時
に
機
械
類
の
輸
入
も
亦
削
減
さ
れ
た
。
そ
れ
は
繊
維
原
料
の
輸
入
に
巨
額
の
外
国
為
替
を
割
当
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
五
一
年
に
は
輸
入
が
増
加
し
た
が
、
そ
の
増
加
は
大
部
分
緊
急
食
糧
輸
入
の
形
式
を
と
っ
た
。
繊
維
製
品
の
輸
入
も
亦
維
持
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
前
年
の
原
料
不
足
の
た
め
に
国
内
消
費
用
の
供
給
が
堪
え
ら
れ
な
い
程
低
い
水
準
に
ま
で
下
落
し
た
か
ら
で
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35．インドに於ける主要商品の生産量：と輸入量（A　＝＝生産，Bm輸入）

1商　　品 単　　位 1932／33 ・93・／3gl 1949／50』1951／52

@平　　　均
1953

砂　　　　　　糖 千・

・・

�
S
0
2

68・
P
3
5

1075

@　7

1296

銑　　　　　　　鉄
〃｛含 880

R82（1）

1576

¥514（エ）

1576

¥48（1）

1654

鋼　（伽ished）
〃｛倉 lll｝… 劃… lll｝… 988

紙 〃桧
41

P34

6G

P29

103

P00

セ　　　メ　　ン’　　ト
〃｛舎 593

W3

1512

@21

2630

P10

ラヂオ受信機 千三
・　9 ．　o　．

Q8

43

Q9

■　●　，

自　　転　　　車 〃信
89 138

99

Q39

264

@■　o

苛性　ソ　一　ダ 千・船 ◎　o　，

P6

曾　，

Q6

10

R3

23

E　，

硫　　　　　　安 〃稔
8
■
　
噸
　
●

15

V7

48

Q02

318

デぜ一ゼルエンジン
千台｛倉 o　o

Q

曾　，

Q．5

4．6

S8

3．7

自　　動　　　車
〃｛含

　，（3）

P5．2

　　　　　o　o

戟|　　18・8

43

P5．5 ●　．　，

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

（註）戦前の数字についてはイyド及びパキスタン

　　　（1）輸出
　　　（2）鉄及び鋼の合計
　　　（3）　1933／34
（資料）　’U・N・，Study，　P．40．

　　　工953年の数字：はMonthly　Abstract　of　Statisticsによる。

あ
る
。
そ
の
結
果
機
械
の
輸
入
は
一

九
五
〇
年
の
水
準
以
下
に
下
落
し
た
。

他
方
に
以
て
車
回
そ
の
他
の
輸
送
設

備
の
輸
入
は
一
九
五
〇
年
に
於
て
も

下
落
が
最
小
で
あ
り
、
　
一
九
五
一
年

に
も
維
持
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
イ

ン
ド
の
開
発
計
画
に
於
て
は
輸
送
の

改
．
善
に
高
度
の
優
先
が
与
え
ら
れ
、

相
当
大
き
な
進
歩
が
鉄
道
及
び
港
湾

の
復
興
と
発
展
に
於
て
達
成
せ
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
に
於
け
る
国
内
産
業
の
発

達
は
輸
入
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
い
る
か
は
第
三
十
五
表
に
よ
っ

て
そ
の
一
端
を
う
か
ゴ
う
こ
と
が
出

来
る
。
例
え
ば
鋼
鉄
は
生
産
の
上
昇

に
よ
っ
て
輸
入
は
戦
前
よ
り
も
遙
か
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戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

に
低
い
水
準
に
低
落
し
た
。
そ
し
て
現
在
外
国
よ
り
の
鋼
の
供
給
は
国
内
消
費
の
小
部
分
を
占
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
紙
の
輸
入
は
一
九
三
八
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、
い
ま
で
も
国
内
消
費
の
半
分
を
輸
入
に
よ
っ
て
充
た
し
て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
は
生
産
幽

も
増
加
し
た
が
輸
入
も
増
加
し
て
い
る
。

　
ラ
ジ
オ
受
信
器
、
自
転
車
な
ど
は
戦
前
に
比
し
て
輸
入
も
増
加
し
て
い
る
が
、
国
内
生
産
も
増
加
し
て
い
る
。
一
般
的
に
云
っ
て
イ
ン
ド

の
国
内
生
産
に
よ
つ
て
需
要
を
充
た
し
得
る
消
費
財
は
今
後
輸
入
が
減
退
す
る
で
あ
ら
う
が
、
機
械
類
な
ど
資
本
財
に
つ
い
て
は
工
業
化
へ

の
努
力
が
つ
§
け
ら
れ
る
た
め
に
輸
入
は
増
加
す
る
で
あ
ら
う
。
　
（
例
え
ば
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
）
た
ゴ
し
、
そ
の
場
合
に
資
本
財
の

輸
入
を
制
約
す
る
も
の
は
国
内
品
の
競
争
よ
り
も
む
し
ろ
外
国
為
替
不
足
で
あ
ら
う
。

　
二
、
イ
ン
ド
以
外
の
諸
国
の
輸
入
商
品
構
成

　
イ
ン
ド
以
外
の
諸
国
の
輸
入
商
品
構
成
の
変
化
（
消
費
財
よ
り
資
本
財
へ
の
重
点
の
移
行
）
は
イ
ン
ド
の
場
合
の
よ
う
に
甚
し
く
は
な
い
。

　
セ
イ
ロ
ン
、
ビ
ル
マ
、
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
．
、
矛
シ
ャ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
タ
イ
及
び
比
島
の
欧
・
米
・
日
よ
り
の
輸
入
額
は
一
九
五
〇
年
の
価

格
に
点
て
一
九
三
八
年
目
は
十
億
二
百
万
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
九
一
五
一
年
平
均
で
は
十
四
寄
贈
千
三
百
万
ド
ル
へ
と
約
説
〇
％
増

加
し
た
が
、
繊
維
品
の
輸
入
量
は
十
二
％
増
加
し
た
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
繊
維
品
輸
入
割
合
の
こ
の
よ
う
な
低
落
と
同
時
に
食
糧
及
び
そ

の
他
の
消
費
財
の
著
し
い
輸
入
増
加
が
起
つ
た
の
で
、
一
九
四
九
レ
五
一
年
を
平
均
し
て
鉄
鋼
、
機
械
及
び
輸
送
設
備
の
輸
入
割
合
は
一
九

三
八
年
叉
は
［
九
二
八
年
の
水
準
を
凌
い
で
増
加
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
各
国
別
に
つ
い
て
見
れ
ば
食
糧
不
足
国
で
は
食
糧
輸
入
に
高
い
優
先
が
与
え
ら
れ
、
他
の
国
で
は
繊
維
品
そ
の
他
の
消
費
財
が
緊
急
の
必

要
を
充
た
す
た
め
に
輸
入
せ
ら
れ
た
。
　
（
第
三
十
六
表
参
照
）

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
と
比
島
で
は
不
急
不
要
品
の
輸
入
を
厳
重
に
制
限
し
た
。
両
国
に
立
て
は
一
九
三
八
年
よ
り
も
そ
の
資
本
財
輸
入
割
合
は
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M
戦
凸
闘
及
び
…
載
後
の
東
南
…
ア
ジ
ア
貿
易

　　　　　　　　36・東南アジア各国の欧米日よりの輸入商品構成（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位百万ドル）（1950年恒常価格）

（一一一一）食糧不足国

飲食物及び煙草

　　　　　1928

1938

1949－52

金属及び同製品

　　　　　1928

1938

1949－51

機械及び輸送設備

　　　　　1928

ユ938

1949”一51

繊　　維　　品

1928

1938

1949一”51

化　　学　　晶

1928

1938

1939r51

合計（その他を含む）

　　　　　1928

1938

1949－51

数量指数（1938＝＝100）

　　　　　1928

1949－51

セイVン マ　　1／　　一

金　額

2．　6

4．0

8．　0

7．　9

4．　8

11．　0

10．　8

13．　5

20．　5

IL　7

10．　2

17．　3

2．5

3．　5

8．2

51．　2

48r　4

87．　4

106

％

5

8

9

金　額

25．　8

27．　3

52．　8

15　1　27．5

11 18．　4

13　1　33．2

21

14

23

23

21

20

5

7

9

100

100

100

40．　9

30．　8

67．　3

33．　6

29．　3

52．　0

4．1

6．　5

16．　0

170．　0

ユ52．1

聚92．9

112

％

180 192

15

18

18

16

12

11

24

20

23

20

19

18

2

4

5

100

ユ00

100

イソドネシや

金　額

15．　0

10．　2

26．　4

61，　7

32．　3

36．　3

95．　3

82．　3

76．　7

155．　0

％

3

3

8

13

8

11

20

22

23

33

比 島

133．　2

102．　2

18．　7

17．　0

18．　6

496．　2

379．　7

33g．　or

125

89

35

30

4

4

5

100

100

100

＠L．1一％

11．　6

28．　2

48．　7

22．　4

24．　7

37．　5

20r，　g

29．　9

57．　7

49．　0

64．　2

86．　2

7．2

11，　O

32．　7

172．　4

229．　5

368．　9

75

161

7

12

13

13

11

10

14

13

16

28

28

23

4

5

9

100

100

100
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（二）食糧余剰国

東南アジア各国の欧米日よりの輸入商品構成（％）

ビ’　　ノレ　　　・マ イ　ソ　ド　シナ タ イ

金　　額 ％ 金　　額 1％ 金　　額 ％

飲食物及び煙草

1928
，　匿　o ・　，　● 7．3 9 2．0 5

1938 4．3 9 3．9 5 4．4 6

1949－51 2．3 5 14．3 8 8．5 8

金属及び同製品

1928
●　●　・ 卿　，　o 5．0 6 5．5 5

1938 5．4 11 4．1 5 5．6 6

1949－51 4．1 9 6．3 3 10．5 8

機械及び輸送設備

1928
●　齢　● o　●　o 13．9 16 6．0　． 15

1938 7．1 15 8．8 12 20．6 29

1949－51 8．2 18 31．1 16 26．8 24

繊　　維　　品

1928
，　o　o ●　●　o 24．3 29 11．5 15

1938 16．8 35 23．6 32 19．2 29

1949－51 12．0 26 60．9 32 26．7 24

化　　学　　品

1928
．　r　， ●　・　， 3．0 4 1．4 3

1938 1．6 3 3．5 5 1．8 3

1949－51 3．1 7 8．5 5 7．9 7

合計（その他を含む）

1928
．　．　・ ●　・　・ 83．9 100 40．2 100

1938 47．5 100 74．2 100 70．3 100

1949＿51 45．3 100 189．0 100 109．6 100

数量指数（1938躍100）

1928
・　o　● 113 57

1949－51 95 255 156
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（三）　インド及びパキスタン

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
…
ア
ジ
ア
貿
易

イン’ド及びパキ・スタン

イ　ソ ド パキースタン

1　インド・パキスタン　以外の七力

國合計

金額1 ％ 金　額 ％ 金　額 ％ 金額 ％

飲食物・煙草

1928 46．6 4
．　●　● ，　，　● ・　7　「 ●　o　● 64 6

1938 23．8 4 ．　g　o ●　・　， ■　■　● ●　o　● 82 8

1949＿51 102．7 10 93．8 13 8．9 4 161 11

金属及同製品

1928 171．1 15
●　■　， ●　●　， ，　■　o 「　●　9 130 13

1938 69．3 11
．　・　o ■　，　・ ●　，　o ，　●　・ 96 10

1949－51 101．5 10 73．1 10 28．4 11 139 10

機械及び輸送設備

1928 122．6 15 ・　●　9 ●　r　9 ．　・　「 「　，　● 192 19

1938 111．8 22 ，　，　● ・　り　・ 9　・　． ■　●　・ 187 19

1949＿51 235．7 34 198．15 37 37．2 25 288 20

繊　　維　　晶

1928 505．1 44 ■　●　o ●　o　， ●　・　「 ，　o　， 285 29

1938 200．5 30 ・　o　● O　o　， ●　．　， ●　，　， 296 30

1949－51 154．0 16 68．4 9 85．6 34 358 25

化　　学　　品

1928 45．0 4
○　・　， ●　・　， ・　・　o ●　．　9

37 4

1938 42．6 6
■　■　， 9　「　●

’■　，　● ，　●　・ 45 4

　　　　　　　　　1949－51

〟@　　　　計

@　　　　　　　　1928

　80．l

P142．2

　8

P00

64．8

@　■　曜　，

9
●
　
●
　
・

15．3

@　0　，　●

　6

D　o　・

95

X94

　7

P00

1938 664．5 100
9　．　● ．　．　， ●　■　の ．　・　，

1002 100

1949－51 992．8 100 74G．0 100 252．8 100 1433 100

数量指数（1938＝100）

1928 172 100

1949－51 149 143

（資料）　U．N．ラStudy，　p．38．
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戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
．

増
加
し
、
織
物
額
の
輸
入
割
合
は
減
少
し
た
が
、
同
時
に
食
糧
輸
入
が
イ
ン
ド
、
矛
シ
ャ
の
全
輸
入
額
に
於
て
戦
前
に
比
し
遙
か
に
大
な
る
割

合
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

　
マ
レ
ー
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
及
び
イ
ン
ド
シ
ナ
（
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
、
ラ
オ
ス
、
ヅ
ェ
ト
ナ
ム
）
に
於
て
は
輸
入
商
品
構
成
に
於
け
る
資
本

財
の
割
合
は
余
り
変
化
し
な
か
っ
た
。
マ
レ
ー
で
は
車
輔
及
び
輸
逸
設
備
の
輸
入
割
合
は
急
激
に
増
大
し
た
が
、
そ
の
増
加
の
う
ち
大
部
分

は
乗
用
車
及
び
自
転
車
で
あ
っ
た
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
分
割
以
前
に
は
事
実
上
、
何
等
の
工
業
も
な
い
と
い
5
状
態
で
あ
っ
た
が
、
資
本
財
輸
入
は
一
九
瓜
七
年
以
来
急
増
し

た
。
国
際
毒
麦
の
状
態
が
順
調
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
比
較
的
外
国
食
糧
依
存
度
が
低
か
っ
た
の
で
資
本
財
の
輸
入
増
加
が
可
能
で
あ
っ
た
。

し
か
し
織
物
類
の
輸
入
割
合
も
総
輸
入
量
の
四
分
の
一
に
達
し
て
い
た
。

　
イ
ン
ド
そ
し
て
恐
ち
く
タ
イ
国
「
以
外
の
諸
国
の
輸
入
商
品
構
成
の
分
析
よ
り
、
　
一
つ
の
重
要
な
結
論
が
得
ら
れ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
諸

国
で
は
消
費
水
準
が
低
く
、
人
口
増
加
が
急
速
で
あ
り
、
生
産
が
急
速
に
増
加
せ
ず
屡
ヒ
戦
前
水
準
以
下
に
止
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ

る
の
で
、
限
ら
れ
た
外
国
為
替
を
急
激
に
資
本
設
備
の
輸
入
に
転
用
す
る
な
ら
ば
生
活
水
準
を
極
度
に
低
下
す
る
こ
と
瓦
な
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
そ
の
上
に
た
と
え
資
本
財
の
輸
入
水
準
が
量
に
当
て
も
叉
割
合
に
於
て
も
戦
後
に
於
て
戦
前
の
そ
れ
を
超
え
℃
い
る
と
し
て
も
、

こ
の
こ
と
は
工
業
化
が
以
前
よ
り
も
急
速
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
意
昧
す
る
も
の
で
は
な
い
。
資
本
設
備
の
輸
入
は
戦
時
中
に
著
し
く
創

減
さ
れ
た
の
で
、
戦
後
の
資
本
設
備
の
輸
入
は
主
と
し
て
取
換
え
の
必
要
を
充
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
各
国
は
そ
れ
み
＼
経
済
開
発
計
画
を

樹
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
行
は
種
々
の
理
由
で
充
分
な
進
捗
を
見
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
に
各
国
の
欲
求
一
そ
れ
は
後
進
国
に
共
通
の
も

の
で
あ
る
が
1
即
ち
、
少
数
の
特
産
物
の
生
産
と
輸
出
に
依
存
す
る
程
度
を
減
少
し
、
生
活
水
準
を
向
上
し
、
増
大
す
る
干
乾
に
安
定
的
な

多
種
の
雇
傭
を
与
え
る
と
い
う
欲
求
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
の
輸
入
構
成
に
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
何
よ
り
も
ま
つ
国
民
の
最
低
生
活
水

一128一



準
の
維
持
に
必
要
な
食
糧
及
び
消
費
財
を
緊
急
に
輸
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
開
発
計
画
に
必
要
な
物
資
の
輸
入
は
後
廻
し
に
さ
れ
、
計

画
の
達
成
は
妨
げ
ら
れ
て
い
る
国
が
多
い
。

　
一
、
繊
維
品
市
場
と
し
て
の
東
南
ア
ジ
ア

　
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
は
欧
州
、
特
に
英
国
の
ア
ジ
ア
及
び
極
東
に
戴
す
る
輸
出
の
大
部
分
は
繊
維
品
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
当
時
は
イ

ン
ド
及
び
中
国
だ
け
で
世
界
総
輸
入
額
の
半
ば
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
量
は
現
在
の
綿
製
品
の
世
界
貿
易
量
と
殆
ど
等
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。　

そ
の
後
は
綿
織
物
の
生
産
の
増
加
は
世
界
人
口
及
び
所
得
の
増
加
に
比
べ
て
蓬
か
に
緩
慢
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
人
造
繊
維
の
競
争
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
綿
製
品
の
世
界
貿
易
は
主
要
原
棉
生
産
国
例
え
ば
イ
ン
ド
や
中
国
に
大
織
物
工
場
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
減
少
し
た
。
綿
製
品
輸

出
額
の
う
ち
で
欧
州
の
占
め
る
割
合
は
日
本
の
進
出
に
よ
っ
て
低
落
し
た
。
日
本
は
一
九
三
四
年
ま
で
に
世
界
最
大
の
綿
布
輸
出
国
と
な
っ

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
は
欧
州
及
び
日
本
の
輸
出
力
が
減
退
し
た
の
に
代
っ
て
、
イ
ン
ド
及
び
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
進
出
が

見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
日
本
の
輸
出
能
力
は
恢
復
し
て
来
た
。
し
か
し
そ
の
輸
出
量
は
一
九
三
八
年
の
水
準
に
は
蓬
か
に
及
ば
な

い
。
米
国
よ
り
の
輸
出
は
終
戦
直
後
は
急
増
し
た
が
、
そ
の
後
は
低
落
し
た
。
し
か
し
、
一
九
五
〇
、
五
一
年
に
は
そ
の
量
は
戦
前
の
二
倍

以
上
で
あ
っ
た
⑩
（
第
三
十
八
表
参
照
）

　
欧
州
か
ら
の
輸
出
は
一
九
三
八
年
の
水
準
よ
り
は
幾
分
高
か
っ
た
。
こ
れ
は
英
国
及
び
オ
ラ
ン
ダ
の
旧
属
領
へ
の
輸
出
が
減
退
し
た
け
れ

ど
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
へ
の
輸
出
が
増
加
し
た
こ
と
、
及
び
、
イ
タ
リ
ヤ
、
ベ
ル
ギ
ー
の
イ
ン
ド
に
対
す
る
人
絹
布
の
輸
出

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
第
三
十
八
表
参
照
）

　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
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37・世界の綿布及び入造繊維織物の生産及び貿易の推定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万平方ヤード）

1910＿13 1926－28 1936－38 1949 1950 1951 1952 1953

｢界生産 Ca．

綿 27，000 31，000 35，500 34，000 37，700 40，000 38，000

人造繊維 50 600 5300 7300 9000 8600 ●　，　，

世界貿易
綿 9，500 8，550 6，450 4，830 5，470 5，800 4，850 4，960

人造繊維 一 一
890 692 930 12GO 1080

日本よりの輸出

綿 200 1，387 2，700 744 1，088 1，082 752 914

入造繊維 一 一
476 33 198 330 360

世界における綿
布の生産と貿易の比率（％） 35 27．5

［B 刑
15

@　’

14．5 13

（資料） U．　N．，　Study，　p．　43・

1953年の数字は東洋紡績経済研究所月報及び通産統計月報によるQ

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
マ
ジ
ア
貿
易

38・欧・米・日よりECAFE諸国への繊維品の輸入

　　　　　　　　　（百万ドル，1950年恒常価格，f・o．　b・）

国　　　　名 ・9281・938　・9朔95・

英　　　　　　国

ｻ　の　他欧州（1）

ﾄ　　　　　自

冝@　　　　　本

　　　1

T40

Q28

S1

Q65a

「　131

@　　121

@　　55

@　　275b

117

P63

P47

P47

合　　　　　　計 1074 582 574

（註）　a・関東州への輸出を除く。

　　　b・関東州及び満州国への輸出を除く。

欧州諸国内訳 1928 1938 1949－1951

（1）うち，フ　ラ　ン　ス 54 26　　i
1　、，

、

オ　ラ　ソ　ダ 74 58 29

，イ　タ　リ　ヤ 59 21 55

ベルギー・ 5 3 5
ノヒクセソブルグ

ス　　／f　　ス 16 2 5

ド　　イ　　ツ 21 11

@　1
4

（資料）　　U．N．　Study．　p．44，　p．132
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39・日本の繊維品の生産及び輸出

1932－
P936

1949 1950 1951 1952 1953

繊維生産

綿　　糸（千トソ） 600 156 240 336 353 414

綿織物（百万平方米） 3072 828 1284 1824 1871 2340

レーヨン織物（〃） 528 156 516 672 801 902

繊維生産指数 100 23 39 53
一 一

綿織物輸出

輸出数量：指数 100 29 42 41 29 37

輸出総額のうち綿織
物の輸出額の占める 20 29 25 23 14 14

割合（％）

綿織物の輸出量と生
Y量の割合（％）

71 76 72 50 34 32

（資料）AStudy，　P・45及び通産統計月報による。

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

　
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
繊
維
市
場
に
は
（
一
）
田
本
の
恢
復
（
二
）
米
国
の

進
出
（
三
）
イ
ン
ド
の
純
輸
出
国
へ
の
転
化
な
ど
の
諸
点
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に
そ
の
各
項
に
つ
い
て
国
連
の
調
査
に
従
っ
て
略
説
す
る
。

　
　
（
一
）
日
本
の
恢
復

　
戦
時
中
日
本
は
繊
維
機
械
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
し
た
り
、
外
地
へ
移
駐
し
た

り
、
ま
た
戦
災
を
被
っ
た
り
し
た
の
で
繊
維
機
械
は
著
し
く
減
少
し
た
。
そ

の
た
め
に
一
九
四
一
年
の
千
二
百
五
十
万
錘
に
対
し
、
一
九
四
六
年
に
は
二

百
二
十
万
錘
以
下
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
再
建
は
着
々
と
進
ん
で
、
　
一

九
四
六
年
に
占
領
当
局
が
設
定
し
た
四
百
万
錘
の
枠
は
一
九
五
〇
年
に
は
拡

大
さ
れ
、
　
一
九
五
二
年
三
月
に
は
六
百
五
十
万
錘
（
戦
前
の
約
半
分
）
に
達

し
た
。
一
九
四
九
年
以
来
日
本
の
織
物
生
産
は
急
速
に
増
大
し
て
い
る
が
、

そ
の
生
産
量
は
一
九
五
一
年
に
於
て
戦
前
の
約
半
分
で
あ
る
。
輸
出
の
増
加

割
合
は
国
内
消
費
の
増
加
割
合
が
大
で
あ
っ
た
の
で
、
生
産
増
加
の
割
合
程

は
増
加
し
な
か
っ
た
。
日
本
は
戦
後
中
国
大
陸
市
場
を
喪
失
し
た
の
で
、
東

南
ア
ジ
ア
へ
進
出
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
戦
前
に
最

大
の
市
場
で
あ
っ
た
イ
ン
ー
3
は
今
や
市
場
と
し
て
は
消
滅
し
た
が
、
パ
キ
ス

タ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
が
こ
れ
に
代
っ
た
。
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戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

日
本
は
一
九
五
〇
年
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
繊
維
製
品
の
輸
出
を
増
大
せ
し
め
た
が
、
そ
の
後
、
販
売
が
次
第
に
困
難
と
な
っ
て
来
た
。
一

九
五
二
年
置
前
半
に
は
政
府
は
糸
類
の
生
産
制
限
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
繊
維
生
産
の
増
大
は
一
．
時
休
止
さ
れ
た
が
現
在
の
状
態

に
何
時
ま
で
も
止
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ら
う
。
国
内
消
費
は
勿
論
生
産
増
加
の
．
一
部
分
を
吸
収
す
る
で
あ
ら
う
が
、
特
殊
の
揚
合
を

除
き
、
国
内
消
費
が
生
産
の
増
加
割
合
以
上
に
増
加
す
る
こ
と
を
欺
待
す
る
の
は
合
理
的
で
な
い
。
従
っ
て
今
後
、
日
本
の
繊
維
生
産
が
増

加
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
内
需
の
増
加
が
あ
る
と
し
て
も
海
外
輸
出
量
は
現
在
よ
り
も
相
当
増
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
欧
州

諸
国
と
日
本
と
の
東
南
ア
蛾
ア
市
場
に
於
け
る
競
争
は
激
化
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
　
（
二
）
米
国
の
進
出

　
米
国
の
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
繊
維
品
の
輸
出
は
一
九
四
八
年
に
頂
点
に
達
し
た
。
輸
出
量
の
約
半
分
は
比
島
に
仕
向
け
ら
れ
、
こ
の
状

態
は
そ
の
後
も
つ
ゴ
い
た
。
比
島
を
別
と
す
れ
ぽ
一
九
四
八
年
に
は
マ
レ
ー
が
米
国
繊
維
品
の
大
輸
入
先
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
は
欧
州
及

び
日
本
の
よ
り
の
輸
入
は
限
ら
れ
て
い
た
の
で
米
国
の
進
出
が
目
立
つ
た
の
で
あ
る
が
、
欧
州
及
び
日
本
の
輸
出
力
の
恢
復
と
共
に
米
国
よ

り
の
輸
入
は
著
減
し
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
だ
け
は
米
国
よ
り
の
繊
維
品
輸
入
が
引
続
き
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
オ
ラ
ン
ダ
及
び
英
国
よ
り
の
輸
入
万
減
退
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
の
輸
入
は
戦
前
（
一
九
三
八
年
）
の
二
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
英
国
よ
り
の
輸
入
は
同
じ
く

三
分
の
一
以
下
で
あ
っ
た
。
他
方
に
於
て
日
本
よ
り
の
輸
入
は
戦
前
水
準
に
近
づ
い
て
い
る
。
　
（
第
四
十
表
参
照
）

　
比
島
で
は
米
比
自
由
貿
易
協
定
の
下
に
於
て
は
米
国
の
繊
維
賢
易
に
於
け
る
卓
越
的
地
位
は
不
動
の
も
の
で
あ
ら
う
。
戦
後
比
島
の
繊
維

品
輸
入
は
事
実
上
そ
の
全
部
が
米
国
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
前
に
は
日
本
の
占
め
る
割
合
も
相
当
に
大
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
は
米
国
は
不
足
の
年
に
於
け
る
限
界
供
給
源
で
あ
っ
て
米
国
繊
維
品
が
比
島
以
外
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
永
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40・インドネシヤに対する繊維品の輸入

　　　　　　　　　　（百万ドル，1950年恒常価格，f・o・b・）

1928 1938 1950 1951

オ　ラ　ソ　ダ

p　　　　国

C　タ　リ　一

ﾄ　　　　　国

冝@　　　本

56．6

S4．4

P3．0

Q．5

R1．8

55．0

P2．3

R．5

P．3

T7．6

22．8

Q．6

P．3

Q8．6

R8．7

23．1

R．9

P．2

S2．4

T1．1

合　　　　計 148．3 129．7 94．0 12L7

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

（資料）　U．N．，　Study，　p．45。

続
的
な
地
歩
．
を
固
め
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　
　
（
三
）
　
イ
ン
ド
の
綿
織
物
純
輸
出
国
へ
の
転
化

　
戦
前
に
嘗
て
さ
え
も
イ
ン
ド
の
綿
布
生
産
高
は
英
国
叉
は
日
本
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て

い
た
。
そ
れ
に
も
か
里
わ
ら
ず
イ
ン
ド
は
大
量
の
綿
布
を
輸
入
し
、
少
量
の
輸
出
（
主

と
し
て
ビ
ル
マ
向
）
を
行
っ
て
い
た
。
戦
時
中
に
状
勢
は
根
本
的
に
変
化
し
た
。
一
九

四
一
一
四
二
年
に
於
て
綿
織
物
の
輸
出
量
は
七
億
七
千
二
百
万
ヤ
ー
ド
に
達
し
た
っ
　
一

九
三
八
－
三
九
年
度
に
は
輸
出
量
は
一
億
七
千
七
百
万
ヤ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
一
方
輸
入

量
は
同
期
聞
に
六
億
四
千
七
百
万
ヤ
ー
ド
か
ら
一
億
八
千
二
百
万
ヤ
ー
ド
へ
と
減
少
し

た
。
一
九
四
五
一
四
六
年
に
は
輸
入
は
僅
か
三
百
万
ヤ
ー
ド
に
ま
で
減
少
し
た
。
一
九

四
三
－
四
四
年
に
綿
製
品
の
生
産
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
が
、
そ
の
時
に
原
棉
の
使
用
量

の
増
加
は
一
九
三
八
i
三
九
年
に
比
し
て
四
〇
％
以
上
で
あ
っ
た
。
生
産
量
は
拡
大
さ

れ
た
け
れ
ど
も
、
民
間
消
費
は
著
し
く
下
落
し
た
。
何
故
な
ら
ば
輸
入
減
少
の
上
に
軍

隊
の
需
要
が
綿
製
品
の
生
産
の
三
〇
％
を
吸
収
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
終
戦
直
後
は
イ
ン
ド
の
繊
維
生
産
は
石
炭
の
欠
乏
、
機
械
の
損
粍
、
及
び
争
議
の
た

め
に
減
少
し
た
。
国
内
市
場
の
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
に
政
府
は
輸
出
を
制
限
し
、
輸

入
を
増
加
す
る
政
策
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
一
九
四
八
年
及
び
特
に
一
九
五
一
年
に

は
生
産
は
再
び
上
昇
し
た
。
イ
ン
ド
は
一
九
五
〇
年
に
は
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
綿
製
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戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

品
の
最
大
輸
出
国
と
な
っ
た
。
翌
年
に
は
国
内
市
場
向
供
給
を
増
加
す
る
た
め
に
輸
出
は
幾
分
減
退
し
た
。
一
九
五
二
年
に
は
イ
ン
ド
の
綿

製
品
輸
出
は
更
に
減
少
し
た
。
此
度
は
国
内
市
場
の
需
要
に
も
と
つ
く
も
の
で
は
な
く
し
て
販
売
先
が
消
滅
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
が
将
来
再
び
欧
州
の
繊
維
品
の
重
要
市
場
に
な
る
見
込
は
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
一
九
五
〇
年
の
よ
う
な
非
常
に
高
い
数
字
を
示

す
、
と
は
な
い
・
し
て
も
、
・
ン
・
が
綾
的
簾
な
墾
・
叩
の
主
要
な
輸
出
国
た
る
地
位
を
聾
す
ゑ
と
疑
は
な
い
。
（
第
四
十
一
表
参
照
）

　
イ
ン
ド
の
五
力
尽
計
画
に
よ
れ
ば
綿
織
物
の
輸
出
は
一
九
五
五
－
五
六
年
に
は
続
篇
億
ヤ
ー
ド
ー
こ
れ
は
一
九
五
〇
年
の
記
録
的
水
準
の

約
半
分
で
あ
る
一
ま
で
下
落
す
る
こ
と
N
な
っ
て
い
る
。
こ
の
輸
出
減
少
と
計
画
的
増
産
と
に
よ
つ
て
年
間
一
人
当
り
十
六
ヤ
ー
ド
即
ち
戦

41・インドの綿糸綿布の生産量及び輸出量（月平均叉は暦月）

綿糸生産量 綿布生産量 綿布輸出量
（百万ポンド） （百万ヤード） （百万ヤード）

1938 107．4 358．8 16

1948 121．3 368．5 29

1949 110．8 317．1 39

1950 96．4 30］．，2 93

1951 107．9 349．2 65

1952 120．6 382．ε 50

1953 125．3 408．8 55

1954．1 132．0 424．9 84

2 122．2 413．5 81

3 ヌ26．0 404．7 76

（資料）Government　of　India，　Monthly　Abstract　of

　　　　　　May，　1954．

Statistics，

前
と
大
体
同
一
水
準
の
消
費
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
二
、
資
本
財
輸
出
市
場
と
し
て
の
東
南
ア
ジ
ア

　
戦
後
先
進
工
業
国
の
資
本
財
輸
出
市
揚
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
上
述
し
た
如
く
、
イ
ン
ド
以
外
の
国
々
に
於
て
は
そ
の

輸
入
商
品
構
成
に
於
て
資
本
財
の
割
合
が
増
加
七
て
消
費
財
の
割
合
が
減

退
す
る
と
い
う
傾
向
は
予
想
さ
れ
る
程
著
し
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は

既
述
の
よ
う
に
戦
後
は
食
糧
や
消
費
財
の
不
足
が
あ
っ
た
た
め
に
緊
急
的

な
輸
入
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
．
雷
鼓
、
外
国

為
替
の
入
手
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
技
術
者
や
ξ
。
宅
由
。
≦
が
欠
乏
し

て
い
る
た
め
に
開
発
計
画
の
実
施
が
お
く
れ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
資
本
財
の
供
給
は
一
九
五
〇
、
五
一
年
に
於
て

B4



英
、
米
、
独
、
日
の
四
三
国
で
工
業
国
よ
り
の
輸
入
額
の
九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
イ
ン
ド
が
輸
入
量
の
半
ば
を
占
め
、
つ
罫
い
い
て
マ
レ

ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
、
比
島
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
（
第
．
四
十
二
表
参
照
）

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
資
本
財
の
輸
入
は
一
九
三
八
年
以
来
一
〇
〇
％
の
増
加
を
見
た
。
　
一
九
五
〇
i
五
一
年
置
於
て
輸
送
設
備
が
資
本

財
輸
入
の
約
四
〇
を
占
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
を
別
と
す
れ
ば
機
関
車
及
び
鉄
道
車
影
は
僅
か
で
あ
り
、
大
部
分
は
道
路
用
車
掌

で
あ
っ
た
。
他
の
重
要
な
項
目
は
繊
維
機
械
、
動
力
発
生
機
（
℃
。
景
雲
¢
器
騒
ぎ
Q
Q
舞
。
喜
日
①
蔓
）
（
ボ
イ
ラ
ー
及
び
ボ
イ
ラ
ー
ハ
ウ
ス
プ
ラ

ン
ト
よ
り
成
る
）
、
」
エ
ン
ジ
ン
、
及
び
道
賂
建
設
機
械
等
で
あ
る
。

　
農
業
に
於
て
は
重
点
は
土
地
の
単
位
面
積
当
り
の
収
穫
を
増
加
す
る
こ
と
及
び
灌
概
、
河
水
統
制
及
び
水
力
電
気
を
含
む
多
目
的
計
画

（
≡
三
窟
モ
。
・
・
①
℃
三
。
塞
）
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
労
力
節
約
的
農
業
投
資
叉
は
そ
の
他
の
機
械
化
設
備
に
つ
い
て
は
農
村
過
剰
人
口
の
問

題
に
直
面
す
る
国
々
に
と
っ
て
は
極
め
て
小
規
模
の
計
画
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
に
イ
ン
ド
を
除
け
ば
ト
ラ
ク
タ
ー
の
輸
入
は
、
矛

グ
リ
ジ
ブ
ル
で
あ
る
。
工
業
の
分
野
に
於
て
は
軽
工
業
に
優
先
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
繊
維
機
械
の
輸
入
と
食
糧
加
工
設
備
の
輸
入
が
相

当
重
き
を
な
し
て
い
る

　
各
国
の
資
本
財
の
輸
入
状
況
は
そ
の
国
の
緊
急
需
要
や
長
期
計
画
の
目
的
如
何
に
よ
っ
て
異
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
で
は
繊
維
機
械
が
最
大
の
項
目
を
占
め
て
い
る
が
、
資
本
財
総
輸
入
額
に
対
す
る
繊
維
機
械
輸
入
額
の
割
合
は
一
九
三
八
年
に
一

九
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
一
九
五
〇
1
五
一
年
度
に
は
一
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
　
（
現
在
輸
入
さ
れ
る
も
の
は
損
粍
機
械
の
取
換
え
の
た

め
で
あ
る
。
）
　
一
九
五
〇
及
び
五
一
年
に
は
資
本
財
の
輸
入
は
輸
出
収
入
が
増
加
し
た
に
も
か
x
わ
ら
ず
停
滞
的
で
あ
っ
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
、

内
燃
機
関
及
び
自
転
車
の
輸
入
増
加
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
種
類
の
資
本
財
の
輸
入
減
少
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
。

マ
レ
ー
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
で
は
主
と
し
て
輸
送
設
備
が
集
中
的
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
マ
レ
ー
の
輸
入
の
う
ち
、
自
動
車
、
自
転
車
及
び
営

　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
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戦一

O
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

42・東南アジア諸国の英・米・独・日よりの機械類・輸送設備の輸入

　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万ドル，1948年恒常価格f・o・b）

ノfン　ド 陪・タ刻一一 イシドネシヤ ，比　　島 合　　計
（その他共）

1

193811950－51 ・938g95G…1
「
1

・1938．1950－51
193811950－51　　1　　　 　　　　　　P9弩811950－51

@　1．
1938 　　一

P950＿51

78．6

Q8．9

136．0

R3．4

33．7

P0．4

17．31

@　「o．4
2塩。2

P．8

16．5

O．81

22．8

O．9

　　F10．O

@　l22．
200
P．4

132．oi

R4．31

265．♂

T0．0

6．9 22．9 1．7 L8 1．4 1．0 2．2 0．7 2．8

10．81

32．7

32．』2 55．4 12．2 7．1 19．0 5．21 7．4 4．6 11．6 61．8 120．7

38．6 121．7 ■　o　． 34．3 10．3 47．3

23．41
28二6 12．7 19．0 9a9 285．1

8．1 20．0 0．4 1．6 0．4 0．8 2．0 0．8 0．9 12．9 27．8

7．5 13．0 3．8 3．0 13．2 3．2 2．5 3．7 1．2 19．8 40．2

7．5 20．2 6．3 1．0 9．1 2．1 11．9 5．1 10．0 17．3 64．1

4．2 6．3 陰　o　o 4．5 1．1 11．2 1．2 4．9
一

0．1 7．1 29．7

2．7 23．0 ・　，　● 3．9 1．2 3．8 0．2 0．9 0．5 0．1 5．3 32．8

149．3 313．1 80．2 34．7 90．5 45．1 58．8 27．3 50．6 292．7 　　㎜U71．4

機械及び器具
　繊維機械及
　び裁縫機械

　原動機
電気機械器具

輸送設備
　機関車及び
　鉄道車輔

　自動車
　営業用車輌

　自　転車

　内燃機関

合　　計

（資料）　U。N。∫Study，　p．48－419．

業
用
車
輔
が
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
で
は
営
業
用
車
輌
の

占
め
る
割
合
が
著
し
く
大
で
あ
る
。

　
比
島
と
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
営
業
用
車
輔
の
輸
入
割
合
が
大
で
あ
る
が
、
そ

の
他
の
機
械
で
は
比
島
は
米
国
よ
り
の
食
糧
加
工
機
械
が
主
で
あ
り
、
パ
キ

ス
タ
ン
で
は
繊
維
機
械
が
主
要
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

　
資
本
財
の
主
要
供
給
団
は
英
国
及
び
米
国
で
あ
る
が
英
国
が
米
国
を
り
ー

ド
し
て
来
て
い
る
。
特
に
ド
ル
制
限
が
厳
重
で
あ
っ
た
一
九
五
〇
年
に
於
て

こ
の
傾
向
は
著
し
い
。
（
第
四
十
三
表
参
照
）

　
英
国
が
米
国
を
り
ー
ド
し
て
い
る
原
因
は
一
九
三
八
年
以
来
英
国
の
輸
送

設
備
の
供
給
増
加
が
米
国
の
そ
れ
を
凌
駕
し
た
こ
と
に
あ
る
。
輸
送
設
備
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
於
て
英
国
は
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
に
対
す
る
自
動

車
、
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
に
対
す
る
自
転
車
、
イ
ン
ド
に
対
す
る
内
燃
機
関
の

大
部
分
を
供
給
し
た
。
米
国
は
イ
ン
ド
及
び
．
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
し
て
営
業
用

車
輌
及
び
部
分
品
の
大
部
分
を
引
渡
し
た
。

　
機
械
及
び
器
具
の
部
類
に
於
て
は
英
国
の
輸
出
は
余
り
ば
か
み
＼
し
く
は

な
か
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
は
繊
維
機
械
、
金
属
加
工
機
械
及
び
工
作
機
械

の
イ
ン
ド
に
対
す
る
引
渡
し
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
の
で
一
九
三
八
年
の
水
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準
を
上
廻
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
英
国
の
輸
出
は
主
と
し
て
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
向
け
の
繊
維
機
械
に
重
点
を
お
い
て
い
る
が
、
米
国

は
比
島
、
イ
ン
ド
向
け
の
食
糧
加
工
機
械
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
向
け
の
建
設
機
械
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
及
び
比
島
向
け
の
動

力
発
生
機
を
主
と
し
て
供
給
し
た
。

　
電
気
設
備
に
つ
い
て
は
英
国
及
び
米
国
よ
り
の
供
給
は
一
九
五
一
年
に
於
て
大
体
等
し
か
っ
た
。
米
国
の
電
気
設
備
は
主
と
し
て
比
島
及

び
イ
ン
ド
に
輸
出
さ
れ
た
が
細
目
は
不
明
で
あ
る
。
英
国
は
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
、
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
に
主
と
し
て
、
発
電
機
、
モ
ー
タ
ー
、

及
び
変
圧
器
を
輸
出
し
た
。

　
一
九
五
一
年
に
お
け
る
米
国
の
対
比
島
及
び
対
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
輸
出
は
こ
れ
ら
の
国
の
ド
ル
収
入
が
比
較
的
に
高
か
っ
た
た
め
に
可
成
り

大
で
あ
っ
た
が
、
英
国
は
こ
れ
ら
二
市
場
に
は
売
込
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
で
は
米
国
は
英
国
と
競
争
を
し
な
が
ら
、
建
設
機
械
、

動
力
発
生
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
及
び
電
気
設
備
を
売
込
ん
で
い
る
。

　
ド
イ
ツ
の
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
資
本
財
の
供
給
は
既
に
戦
前
水
準
を
上
廻
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
英
米
両
国
よ
り
は
遙
か
に
お
く
れ

て
い
る
。
輸
出
資
本
財
の
品
目
は
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
及
び
マ
レ
ー
に
対
す
る
農
業
機
械
、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
に
対
す
る
原
動
機
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
に
対
す
る
鉄
道
設
備
が
重
要
な
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
資
本
財
輸
出
は
一
九
五
〇
年
以
来
、
相
当
著
し
い
増
加
を
見
せ
て
い
る
が
、
主
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
向
け
の
繊
維
機
械
、
イ
ン
ド

向
け
の
内
燃
機
関
、
比
島
向
け
の
船
舶
に
集
中
し
て
い
る
。

　
一
般
的
に
云
っ
て
人
口
過
剰
で
資
本
不
足
の
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
機
械
類
の
供
給
は
大
規
模
な
労
力
節
約
的
な
自
動
的
機
械
よ
り
も
、

中
小
企
業
に
も
向
く
よ
う
な
小
規
模
な
機
械
が
現
在
で
は
適
当
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
で
は
6
9
討
。
Q
①
9
曾
。
。
訂
図
及

び
小
規
模
工
業
の
振
興
が
差
当
っ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。
　
（
例
え
ば
イ
ン
ド
の
五
ヶ
年
計
画
）
こ
の
点
で
は
米
国
式
の
機
械
よ
り
は
欧
州
式

　
　
　
戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
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43・東南アジアに対する英・米・独・日の機械・輸送設備の輸出

　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万ドル，1948年恒常価格，f…b・）

戦
前
及
び
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

英 国 米 国 西ドイツ 1・ 本・／
合 計

1938 馴闘　　一 1938 1㎜1閲 1938
・95・1・95・　　F

1950 1951 1938 ・9・・1㎜

機械及び器具
@繊維機械及び
@i裁縫機械
@原　動　機

d気機器
@発電機・モー
@ター及び変圧
@機
A送設催

81．5

Q7．7

U．5

R9．3

P3．2

S5．8

　　1
R621

PαoF

V9．2

Q5．9

P70．51

149．8149．6

@　30．5
@　　6．3

@　89．0

@　27．6

@　210．5

26．5

Q．4

O．2

P1．8「

S4．2

72．4

@2．6

P21．1
P24．8

S9．9

一　　
W4．3

@4．5

P5．0

R5．5

W9．9

24．0

S．2

S．1

P0．7

W．9

116．3［

@　1　1．7

@3．7

@2．9

@3．2

ag1

W．0

T．4

P4．1

0．20

Q．23

O．50

ag61、L671

@　1．12
@　2．55

@　1．80
P3，16・19．13

3ユ肌36115．201320249ゴ281，4　　　　　　　　！　　　　　　　3

　　　　i
S．3149．5…50．6

Aα813翫。i3α4
A．、1、。。、

b箆、　　「98．9，236．8
132．4

Q9．4

R33．6

鉄道機関車
ﾔ　　　　輔

10．1

2201
16．7 1．5 0．7 2．1 1．3 0．9 5．5 2．28 0．75 12．9 25．9 25．1

自　動　車 8．2 24．2 37．5 9．6 4．7 12．2 2．0 0．4 1．3 3．75 0．72 19．8 33．1 51．7
（2） （2） （2）

営業用車輌 1．9 16．7 18．3 13．7 30．0 59．8 1．7 0．4 2．3 0．03 17．3 47．1 80．4
自木ノT】±lt　Strty

自、転　車

内燃機関
合 計

6．1

5．　3

166．　6

20．　4

28．　7

399．　5

］　26．　2

29．　7

449．　1 82．　5 147．　1 209．　7

（2）

LO

43．　6

一（，3

1．　5

（2

4．　9

22．　41　51．　8

O．　32

26．　75

O．　31

7．　97

36．　88 29：

（註）（1）　日本の1938年に於ける輸出額は1950年価格で25百万ドルと推定される。

　　　（2）モPtタP一サイクルを含む。
（資料）　U，N．，　Study，　p．50．

の
機
械
が
適
当
で
あ
り
、
欧
州
式
機
極
よ
り
も
日
本
式
機
械
が
更
・

に
適
当
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

六
、
結

置ロロ

　
以
上
わ
れ
く
の
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
の
貿
易
構
造
は
そ
の
規
模
に
お
い
て
も
、
貿
易
方
向
に
お
い
て

も
輸
出
入
商
品
構
成
に
お
い
て
も
、
或
い
は
ま
た
輸
出
収
入
の
不

安
定
性
に
お
い
て
も
、
戦
前
と
戦
後
と
に
大
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

た
璽
貿
易
差
額
が
著
し
い
入
超
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
に
目
を

惹
く
の
で
あ
る
。
こ
の
入
超
は
外
国
（
主
と
し
て
旧
本
国
）
よ
り

の
援
助
や
、
戦
時
中
蓄
積
さ
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の

解
除
な
ど
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
の
よ
う
な
手
段

は
今
後
も
利
用
出
来
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
各
国
は
鋭
意
貿
易

収
支
の
改
．
善
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

輸
入
の
大
幅
な
節
減
は
国
民
の
生
活
水
準
に
不
利
な
影
響
を
与
え

る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
輸
出
特
産
物
の
新
用
途
の
発
見
や
新
市

場
の
開
拓
に
よ
る
輸
出
の
安
定
的
な
増
大
が
望
ま
し
い
。
輸
出
収
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入
は
既
述
の
如
く
極
め
て
不
安
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
不
安
定
を
除
去
す
る
た
め
に
国
際
協
定
や
緩
々
貯
蔵
な
ど
の
方
法
が
採
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
輸
出
特
産
物
の
新
し
い
用
途
の
発
見
も
必
要
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
合
成
ゴ
ム
や
、
代
用
洗
剤
や
強
力
な
紙
の
発
達
に
よ
っ
て
天

然
ゴ
ム
や
コ
ブ
ラ
や
ジ
ュ
ー
ト
の
用
途
は
代
替
さ
れ
つ
x
あ
る
。

　
新
市
場
の
開
拓
と
し
て
は
景
気
変
動
の
影
響
を
受
け
な
い
共
産
国
と
の
貿
易
拡
大
が
考
え
ら
れ
、
既
に
セ
イ
ロ
ン
と
中
共
と
の
貿
易
は
拡

大
さ
れ
、
　
（
一
九
五
三
年
に
お
け
る
セ
イ
ロ
ン
の
対
中
共
輸
出
は
五
千
万
ド
〃
で
あ
り
、
前
年
の
二
千
五
百
万
ド
ル
の
二
倍
に
達
し
、
対
中

共
輸
入
は
一
九
五
三
年
に
は
四
千
四
百
万
ド
ル
で
前
年
の
六
百
八
十
万
ド
ル
の
約
六
倍
と
な
っ
て
い
る
）
、
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
も
共
産
圏
と
の

貿
易
拡
大
の
た
め
の
施
策
を
実
行
し
つ
X
あ
る
。

　
ま
た
輸
出
量
の
増
大
と
同
時
に
交
易
条
件
の
改
善
が
あ
れ
ば
、
輸
入
力
は
増
大
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
動
乱
ブ
ー
ム
の
よ

う
な
特
殊
な
場
合
に
限
ら
れ
、
不
況
期
に
は
交
易
条
件
の
悪
化
と
輸
出
量
の
減
退
が
同
時
に
起
り
、
輸
入
力
を
縮
嚇
せ
し
め
る
。
ブ
ー
ム
は

一
時
的
で
あ
り
、
不
況
は
長
期
化
す
る
傾
向
が
あ
る
と
こ
ろ
に
困
難
な
問
題
が
あ
る
。

　
貿
易
水
準
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
に
は
生
産
力
を
高
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
資
本
が
必
要
で
あ
る
が
、
国
内
資
本
の
蓄
積
力
は

微
々
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
外
資
の
援
助
が
望
ま
れ
て
い
る
。
各
国
と
も
に
外
資
導
入
に
努
力
し
て
い
る
が
い
ま
ま
で
に
思
は
し
い
成
果

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
経
済
建
設
に
対
し
て
日
本
の
賠
償
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
考
方
が
あ
る
が
、
日
本
の

経
済
力
に
は
限
度
が
あ
り
巨
額
の
負
担
に
は
耐
え
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
可
能
な
限
度
に
お
い
て
な
ら
ば
、
日
本
も
賠
償
麦
．
払
に
よ
っ
て

経
済
建
設
を
援
助
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ら
う
が
、
日
本
の
示
す
限
度
は
相
手
国
に
と
っ
て
は
不
満
で
あ
ら
う
か
ら
、
こ
x
に
も
困

難
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
戦
後
、
政
治
的
独
立
を
達
成
し
、
経
済
的
独
立
に
努
力
し
つ
二
あ
る
が
、
そ
の
実
現
へ
の
道
は
瞼
し
く
、

　
　
　
戦
前
及
び
戦
．
後
の
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
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古
代
経
．
濟

と

海
運
活
動

エ
ジ
プ
ト
・
フ
エ
．
ニ
キ
ャ
・
ギ
リ
シ
ャ
及
び
ロ
ー
マ
の
海
蓮
一

佐

々

木

誠

治

第
一
節
　
エ
ジ
プ
ト
及
び
7
エ
ニ
キ
ャ
時
代
の
海
運
活
動

　
　
一
　
序
　
　
　
説

　
　
二
　
太
古
エ
ジ
プ
ト
の
経
済
基
盤

　
　
三
　
　
エ
ジ
プ
ト
の
海
運
活
動

　
　
四
　
フ
ェ
ニ
キ
ャ
の
海
運
活
動

第
二
節
　
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
海
運
活
動

　
　
一
　
ギ
リ
シ
ャ
の
経
済
基
盤

　
　
ニ
　
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
海
運
活
動

　
　
－
　
外
国
商
人
に
よ
る
海
運
活
動

　
　
豆
　
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
る
海
運
活
動

第
三
節
　
ロ
ー
マ
時
代
の
海
運
活
動

　
　
一
　
戸
ー
マ
の
経
済
基
盤

　
　
ニ
　
ロ
ー
マ
の
海
運
活
動

第
一
節

エ
ジ
プ
ト
及
び
フ
ェ

蒔
代
の
海
蓮
活
動

ニ
キ
ャ

　
　
　
一
　
序
　
　
　
説

　
「
フ
ェ
ニ
キ
ャ
人
i
す
な
わ
ち
、
チ
ル
、
シ
下
ン
、
ベ
リ
タ
ス
（
ベ

　
イ
ル
ー
ト
）
等
六
つ
の
シ
リ
や
海
岸
都
市
の
住
民
i
は
」
疑
い
も
な

　
く
、
太
古
に
お
け
る
最
も
偉
大
な
航
海
者
で
あ
り
、
且
つ
、
商
入
で
あ

　
つ
た
。
…
…
…
…
フ
ェ
ニ
キ
ャ
入
が
歴
史
上
に
消
す
べ
か
ら
ざ
る
足
跡

　
を
残
し
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
商
人
及
び
船
舶
所
有
者
と
し
て

　
で
あ
っ
た
。
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右
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｝
δ
昌
頸
ω
ぎ
門
）
、
亀
目
㊦
≦
。
匙
侮
、
ω
ω
ぼ
電
ヨ
㎝
ζ
曾
。
。
酋
曙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

の
筆
者
図
暮
。
。
・
け
守
図
8
の
言
葉
で
あ
る
。
歴
史
上
、
最
初
に
、
本
格
的
な

一　141

古
代
経
済
と
海
運
活
動



　
　
　
　
古
代
経
済
と
海
運
活
動
．

大
規
模
海
上
貿
易
を
発
展
さ
せ
、
古
代
世
界
一
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
古

代
東
方
世
界
に
お
け
る
殆
ん
ど
唯
一
的
な
商
業
・
航
海
民
族
た
る
地
位
を

占
め
た
も
の
は
フ
ェ
ニ
キ
ャ
人
で
あ
っ
た
ゆ
も
と
よ
り
、
フ
ェ
ニ
キ
ャ
人

に
よ
っ
て
継
承
・
発
展
せ
ら
れ
た
海
上
交
通
と
い
う
も
の
は
、
よ
り
古
く

エ
ジ
プ
ト
人
の
手
で
発
生
せ
し
め
ら
れ
、
あ
る
程
度
の
発
達
を
な
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
学
者
の
説
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
生
誕
に
先
き

立
つ
紀
元
三
〇
〇
〇
年
前
に
バ
ビ
p
ニ
ヤ
と
印
度
と
を
直
接
つ
な
ぐ
海
上

交
通
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
更
に
一
部
の
歴
史
家
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ャ
海
運

と
同
時
代
乃
至
そ
れ
に
先
行
し
て
ク
レ
テ
島
民
に
よ
る
海
上
活
動
が
あ
っ

た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
東
地
中
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
ク
レ
テ
島
を
中
心
と
し
た
エ
ー
グ

文
明
乃
至
ク
レ
テ
文
明
（
紀
元
前
三
〇
〇
〇
t
一
二
〇
〇
年
）
は
古
代

東
方
文
明
と
ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
媒
介
個
地
位
を
占
め
る
も
の
と
し
て
、
近

時
次
第
に
そ
の
重
要
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
国
・
三
曲
冨
自
身
も
、

ク
レ
テ
島
の
住
民
が
紀
元
前
四
〇
〇
〇
I
l
三
〇
〇
〇
年
の
頃
に
、
す
で

に
、
エ
ジ
プ
ト
．
及
び
ギ
リ
シ
ャ
と
の
間
に
相
当
規
則
的
な
海
上
交
通
を
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

ん
で
い
た
ら
し
い
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
も
し
も
、
グ
レ
テ
島

民
に
よ
る
海
上
貿
易
活
動
の
詳
細
が
将
来
解
明
さ
れ
得
る
と
し
た
な
ら
ば
、

従
来
フ
ェ
ニ
キ
ャ
人
に
与
え
ら
れ
て
き
た
古
代
に
お
け
る
最
も
優
れ
た
商

業
民
族
と
い
う
偉
大
な
讃
辞
も
、
あ
る
程
度
ま
で
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
考
古
学
的
、
歴
史

学
的
な
究
明
に
よ
っ
て
、
ク
レ
テ
文
明
や
ク
レ
テ
島
民
の
海
上
貿
易
活
動

が
よ
り
詳
細
に
知
り
得
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
だ
か
ら
と
雷
っ
て
、

フ
ェ
ニ
キ
ャ
人
の
営
ん
だ
海
上
貿
易
の
歴
史
的
意
義
や
当
時
の
世
界
に
与

え
た
貢
献
そ
の
も
の
が
否
定
や
修
正
さ
れ
る
こ
と
「
に
は
な
る
ま
い
。
フ
ェ

ニ
キ
ャ
人
を
も
つ
て
太
古
唯
一
の
、
最
初
の
商
業
及
び
貿
易
活
動
の
担
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

手
と
み
る
見
解
i
例
え
ば
、
臼
宥
①
U
p
団
W
戯
恥
田
。
。
8
曙
6
0
官
ヨ
霞
8
鳩
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

霞
。
冨
亡
妻
昌
ご
．
、
目
。
冒
げ
・
島
山
露
守
巳
爵
α
q
窃
。
訂
爵
8
1
は
批
判
、

修
正
さ
れ
る
べ
き
余
地
が
あ
ろ
う
。
　
（
ク
レ
テ
の
航
海
活
動
の
討
究
な
く

と
も
、
太
古
フ
ェ
ニ
キ
ャ
人
以
外
に
海
上
貿
易
を
行
っ
た
も
の
な
し
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
臣
図
♂
自
身
も
「
少
く
と
も
、
エ
ジ
プ
ト
入
が
明
白
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

貿
易
民
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
）
紀
元
前
三

〇
〇
〇
－
一
二
〇
〇
年
間
に
展
開
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
エ
ー
グ
文
明
の

探
求
は
、
そ
の
頃
に
行
わ
れ
た
痕
跡
の
数
多
い
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
ク

レ
テ
島
、
キ
プ
ロ
ス
島
及
び
ギ
リ
シ
ャ
間
の
海
．
上
交
通
に
お
け
る
ク
レ
テ

海
運
の
役
割
を
理
解
す
る
に
至
ら
し
め
よ
う
が
《
そ
れ
は
決
し
て
、
そ
こ

に
フ
ェ
ニ
キ
ャ
人
の
海
上
活
動
が
全
然
参
与
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
紀
元
前
十
二
世
紀
以
前
に
お
い
て
フ
ェ
ニ
キ
ャ

人
の
商
業
航
海
活
動
の
確
証
が
乏
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
点
が
、
む
し
ろ
、

同
時
的
に
解
明
さ
れ
得
る
こ
と
も
期
待
ざ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
古
代
東
方
諸
国
は
い
つ
れ
も
、
い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
を
基
と

す
る
自
然
経
済
を
土
台
と
し
て
殆
ん
ど
完
全
な
自
給
自
足
的
性
質
を
有
し

て
い
た
。
無
階
級
的
な
氏
族
社
会
は
エ
ン
グ
ル
ス
の
云
う
「
東
洋
専
政
制

度
の
最
も
粗
暴
な
国
家
形
態
」
に
変
化
し
、
支
配
階
級
は
被
搾
取
階
級
の

犠
牲
の
上
に
、
み
の
り
豊
か
な
東
方
文
明
を
創
造
し
た
が
、
．
こ
の
文
明
は

内
陸
的
、
封
鎖
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
国
民
は
容
易
に
海
洋
に
乗
り
出
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し
て
他
と
交
通
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
海
は
永
く
、
障
害
と
し
て
横

わ
り
、
通
路
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
た
Q
、

　
し
か
し
な
が
ら
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
ナ
イ
ル
河
は
、
凡
そ
紀
元
前
三

五
〇
〇
年
頃
か
ら
、
原
始
的
な
ヨ
シ
製
の
筏
に
替
っ
て
、
僥
と
帆
を
動
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
V

と
し
て
動
く
相
当
な
運
搬
力
を
有
す
る
般
を
航
行
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。

そ
れ
か
ら
約
五
世
紀
の
後
、
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
の
頃
、
ス
フ
ネ
ル
王
は

四
〇
隻
の
擁
隊
を
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
に
派
し
て
レ
バ
ノ
ン
山
か
ら
伐
り
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

た
大
量
の
杉
材
を
運
搬
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
記
録
上
分
明
で
あ
る
。
こ

れ
こ
そ
、
司
塁
δ
が
そ
の
海
運
史
の
出
発
点
と
な
し
、
且
つ
、
フ
ェ
ニ
キ

や
人
の
海
上
活
動
に
先
立
っ
て
、
先
づ
エ
ジ
プ
ト
の
そ
れ
か
ら
書
き
始
め

た
所
以
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
エ
ジ
プ
ト
と
フ
ェ
ニ
キ

や
間
の
海
上
交
通
の
存
在
と
、
別
し
て
自
国
に
造
船
用
材
を
産
す
る
ブ
ェ

ニ
・
キ
ヤ
人
の
海
上
活
動
の
確
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
暗
示
す
る
も

の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
の
後
に
続
く
一
五
〇
〇
年
乃
至
二
〇
〇
〇
年
間
の
時
期
に
展
開
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
海
上
活
動
に
つ
い
て
は
、
未
だ
理
解
の
手
掛
り
は
与
え
ら
れ

て
い
な
い
。
主
た
る
担
当
者
が
エ
ジ
プ
ト
入
で
あ
っ
た
か
、
フ
ェ
ニ
キ
や

人
で
あ
っ
た
か
、
或
は
ク
レ
テ
島
人
で
あ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の

交
通
で
あ
り
、
ま
た
自
己
運
送
形
態
、
半
他
人
運
送
形
態
、
他
人
運
送
形

態
～
後
二
者
、
特
に
最
後
の
形
態
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ほ
ゴ

推
測
し
て
間
違
い
な
い
が
一
い
つ
れ
の
経
営
形
態
を
と
っ
た
か
は
確
実

な
資
料
を
以
っ
て
論
じ
難
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
と
も

角
、
太
古
海
洋
へ
の
恐
怖
、
嫌
悪
の
情
極
め
て
強
か
っ
た
エ
ジ
プ
ト
人
も
、

古
代
経
済
と
海
運
活
動

家
の
経
過
と
共
に
次
第
に
海
上
に
進
出
す
る
に
至
り
、
エ
ジ
プ
ト
を
重

要
な
中
心
地
乃
至
起
点
と
す
る
海
上
貿
易
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
行
っ
た

こ
と
は
推
察
で
き
る
。
司
琶
。
に
従
え
ば
、
一
応
、
先
ず
エ
ジ
プ
ト
人
自

身
の
手
で
紀
元
前
一
五
〇
〇
年
前
後
か
ら
展
開
さ
れ
た
海
上
貿
易
が
」
エ

ジ
プ
ト
の
衰
運
に
つ
れ
て
、
フ
ェ
ニ
キ
や
入
の
手
に
移
行
し
、
彼
等
に
お

い
て
は
な
ば
な
し
い
隆
盛
を
示
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
、
エ
ジ
プ
ト

人
か
ら
フ
ェ
ニ
キ
や
人
へ
と
伝
承
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
中
心
の
海
上
貿
易
、

航
海
活
動
の
概
要
を
述
べ
る
の
が
本
節
の
課
題
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
概
．
要
を
把
握
す
る
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
も
と
よ
り
、
そ

の
方
法
が
問
題
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
従
来
と
も
、
海
運
研
究
の
基
礎
を

海
運
経
営
形
態
に
お
け
る
歴
史
的
発
展
法
則
の
発
見
・
定
立
及
び
そ
れ
に

基
く
分
析
に
置
こ
う
と
す
菊
。
こ
こ
で
も
、
自
己
運
送
形
態
か
ら
輿
入
運

送
形
態
へ
の
発
展
と
い
う
法
則
の
基
礎
ず
け
乃
至
そ
の
具
体
的
解
明
が
目

的
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
．
こ
の
場
合
、
特
に
、
海
運
も
し
く
は

海
運
業
の
照
応
す
る
経
済
基
盤
と
の
関
連
性
の
究
明
が
最
も
重
要
な
研
究

課
題
と
な
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
、
未
知
未
研
究
な
点
の
多

い
古
代
東
方
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
が
考
察
の
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

浅
薄
に
し
て
通
り
一
辺
式
な
論
及
の
域
を
出
で
得
な
い
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
従
来
殆
ん
ど
関
説
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
な
か
っ
た
古

代
経
済
基
盤
と
海
上
貿
易
運
送
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
お

い
て
先
ず
エ
ジ
プ
ト
及
び
フ
ェ
ニ
キ
や
時
代
、
次
い
で
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ

ー
マ
両
時
代
の
順
に
筆
を
す
瓦
め
る
。
い
わ
ば
、
古
代
の
社
会
的
経
済
的

根
本
構
造
に
対
応
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
海
運
活
動
の
発
展
性
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

と
限
界
性
の
討
究
に
関
す
る
詩
華
で
あ
る
。

（
註
1
）
　
国
．
国
覧
⑦
…
》
し
Q
ぽ
畠
田
ω
8
麸
。
哨
芸
①
≦
。
昌
山
．
の
ω
霞
唱
ぎ
㈹
臼
巳
島
臼
q

　
－
以
下
単
に
閃
塁
♂
と
略
す
i
Ψ
ワ
G
。
刈
～
ω
c
。
・

（
註
2
）
閃
喫
①
島
●
G
。
劇
・

（
註
3
）
　
宮
［
下
孝
吉
、
経
済
史
5
0
頁
及
び
5
2
頁

（
註
4
）
　
三
上
正
毅
訳
「
世
界
商
業
史
」
、
「
古
代
国
民
中
真
に
商
業
国
民
と
称
す

　
べ
き
は
…
…
フ
ェ
ニ
シ
ャ
人
の
み
な
り
と
す
。
」
1
1
頁
一
1
2
頁

（
註
5
）
　
高
尾
常
磐
訳
「
世
界
商
業
史
」
、
太
古
「
エ
ジ
プ
ト
入
の
海
に
対
す
る
の

　
嫌
忌
は
常
に
頗
る
大
な
る
も
の
」
（
1
7
頁
）
で
あ
り
、
ま
た
「
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ

　
ア
人
は
海
上
貿
易
を
断
じ
て
行
わ
ざ
り
き
。
」
（
2
2
頁
）
と
述
べ
つ
X
「
フ
ェ
ニ

　
キ
ャ
人
の
航
海
業
は
自
余
の
シ
リ
ア
人
の
物
質
的
方
面
に
於
け
る
凡
て
の
事
業

　
を
し
て
遜
色
あ
ら
し
む
る
に
足
る
。
」
（
2
5
頁
）
と
言
っ
て
い
る
。

（
註
6
）
守
旧
…
ヤ
G
。
◎

（
註
7
）
守
醤
碁
．
。
。
帆
．

（
註
8
）
国
琶
2
マ
G
。
u
畳

二
　
太
古
エ
ジ
プ
ト
の
経
済
基
盤

　
文
明
の
訪
れ
に
つ
れ
て
、
ナ
イ
ル
の
流
れ
を
利
用
す
る
河
川
交
通
は
既

に
太
古
か
ら
活
濃
化
し
て
い
た
。
ま
た
、
ご
く
陸
に
近
い
海
上
で
の
漁
掛

が
原
始
的
な
舟
や
筏
を
用
い
て
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
己
の
居
住
地
の
望
見
し
得
な
い
沖
に
ま
で
乗

り
出
る
こ
と
や
、
望
見
し
う
る
に
し
て
も
何
が
棲
ん
で
い
る
か
定
か
で
な

い
島
や
彼
岸
へ
接
近
す
る
こ
と
は
可
成
り
後
に
な
る
ま
で
殆
ん
ど
試
み
ら

れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
古
代
の
人
々
は
、
何
等
か
の
機
会
に
知
り
得
た

彼
岸
の
陸
地
が
、
た
と
え
、
敵
や
悪
魔
の
棲
家
で
な
い
こ
と
が
明
か
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
へ
達
す
る
ま
で
の
海
の
申
に
は
「
弓
矢
を
も
つ
て

峡
江
や
小
湾
を
泳
ぎ
廻
り
、
人
間
の
肉
を
常
食
と
す
る
人
頭
魚
尾
の
生
き

　
（
註
－
）

も
の
し
が
待
ち
構
え
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
。

　
か
く
し
て
、
海
は
人
類
発
展
の
最
後
の
障
害
と
し
て
永
い
間
人
の
手
を

ふ
れ
さ
せ
な
い
で
横
わ
っ
て
い
た
。

　
「
海
上
ル
ー
ト
を
最
初
に
切
り
開
い
た
も
の
は
、
多
く
の
場
合
、
海
岸

　
沿
い
に
獲
物
を
探
し
永
め
る
海
賊
や
、
侵
害
者
か
ら
免
れ
よ
う
と
す
る

　
亡
命
者
や
、
不
作
の
故
に
祖
国
を
離
れ
る
移
民
や
、
或
は
、
好
奇
心
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

　
は
冒
険
心
に
燃
え
た
探
検
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
」

　
極
め
て
断
片
的
で
無
組
織
な
、
し
か
も
成
否
の
見
込
の
立
ち
難
い
海
上

進
出
が
幾
回
と
な
く
繰
返
え
さ
れ
た
後
に
、
徐
々
に
海
上
ル
ー
ト
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
　
「
彼
等

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
海
上
ル
ー
ト
は
、
そ
の
後
に
続
い
た
海
上
運
送
業

者
が
あ
っ
た
が
た
め
に
栄
え
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
も
そ
の
人
達
の
後
続

が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
探
検
者
た
ち
の
努
力
も
実
を
結
ぶ
こ
と
な
く
、

植
民
者
や
亡
命
者
の
見
い
出
し
た
植
民
地
も
、
や
が
て
衰
滅
す
る
外
な
か

　
　
　
　
　
（
註
3
）

つ
た
で
あ
ろ
う
。
」
　
野
蛮
か
ら
丈
明
へ
の
進
展
に
当
っ
て
最
大
且
つ
最
終

の
碍
害
を
な
し
て
い
た
海
は
、
こ
う
し
た
人
々
の
無
数
の
努
力
の
の
ち
に

始
め
て
公
路
へ
変
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
運
送
は
文
明
な
り
」
（
口
自
辛

醤
巳
囚
弓
｝
冒
σ
q
）
と
い
う
言
葉
は
こ
の
時
か
ら
諸
国
民
の
間
に
真
理
に
な

る
に
至
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
運
送
そ
れ
自
体
は
す
ぐ
れ
て
経
済
的
行
為
で
あ
る
。
そ
れ

は
使
用
価
値
の
獲
得
が
な
お
主
目
的
で
あ
る
時
代
に
お
い
て
も
存
在
し
得

た
が
、
生
産
物
の
商
品
へ
の
転
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
重
要
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な
役
割
を
果
す
こ
と
と
な
る
。
い
か
な
る
場
合
に
せ
よ
、
運
送
が
行
わ
れ

る
か
ら
に
は
当
然
に
そ
れ
を
必
要
な
ら
し
め
る
だ
け
の
経
済
的
前
提
が
あ

る
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
運
送
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
的
要
．
求
に
対
応
し
た

形
で
営
ま
れ
る
。
か
く
し
て
．
運
送
の
性
質
、
規
模
、
形
式
は
そ
れ
が
奉

仕
す
べ
き
社
会
経
済
基
盤
の
性
絡
に
よ
っ
て
根
本
的
な
規
定
を
う
け
る
。

当
面
の
研
究
対
象
た
る
古
代
海
運
の
対
応
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
経
済
墓
盤
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
岡
9
。
覧
。
が
流
麗
な
筆
致
を
以
っ
て
最
初
に
語
り
始
め
て
い
る
古
代
エ
ジ

プ
ト
海
運
は
も
と
よ
り
、
従
来
一
般
に
古
代
海
運
の
代
表
と
し
て
知
ら
れ

て
き
た
フ
・
エ
ニ
キ
ャ
海
運
も
出
現
の
当
初
、
差
当
っ
て
奉
仕
し
た
経
済
社

会
は
古
代
東
方
諸
国
、
な
か
ん
づ
く
、
エ
ジ
プ
ト
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
（
ク

レ
テ
海
運
に
つ
い
て
も
事
情
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
み
て
大
過
な
か
ろ

う
。
）
し
か
ら
ば
、
　
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
展
開
せ
る
経
済
基
盤
と
は
如
何
な

る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
一
口
に
言
え
ば
、
古
代
エ
ジ
プ
下
の
経
済
は
i
他
の
古
代
東
洋
諸
国

の
場
合
と
同
様
ー
ア
ジ
ア
葡
生
産
様
式
と
称
せ
ら
れ
る
独
自
な
古
代
的

生
産
方
法
を
も
つ
て
す
る
農
業
経
済
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
封
建
的
農
奴
制

経
済
の
一
変
種
と
も
言
わ
れ
、
水
（
河
川
）
に
依
存
し
且
つ
水
を
怖
れ
る

こ
と
甚
だ
し
か
っ
た
太
古
の
農
業
社
会
に
お
い
て
、
経
済
外
的
強
制
に
よ

り
大
規
模
、
集
中
的
な
治
水
公
共
事
業
を
行
う
必
要
と
組
関
連
し
て
生
じ

た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
当
然
に
、
こ
の
経
済
社
会
に
お
い
て
は
専
制
政

治
、
権
力
統
治
が
行
わ
れ
、
政
治
は
経
済
を
支
配
し
た
。

　
先
づ
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
及
び
そ
の
上
に
築
か
れ
た
「
東
洋
平
政
制
慶

　
　
　
古
代
経
済
と
海
運
活
動

の
最
も
粗
暴
な
国
家
形
態
」
が
エ
ジ
プ
ト
に
建
設
さ
れ
た
時
期
と
そ
の
成

立
過
程
か
ら
考
察
し
よ
う
。
未
知
の
分
野
も
多
く
、
勢
い
極
め
て
漠
然
た

る
推
定
に
よ
る
外
な
い
が
、
エ
ジ
プ
ト
に
中
央
集
権
的
な
国
家
形
態
が
成

立
し
た
の
は
、
早
期
説
に
よ
れ
ば
紀
元
前
四
〇
〇
〇
年
頃
、
後
期
説
に
従

え
ば
、
紀
元
前
三
三
〇
〇
年
頃
と
い
わ
れ
て
い
る
。
お
お
む
ね
紀
元
前
三
、

四
千
年
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
エ
ジ
プ
ト
は
そ
の
後
、
紀
元
前
約
二

〇
〇
〇
年
頃
に
ヒ
ク
ソ
ス
（
＝
論
。
・
8
）
族
の
侵
入
を
蒙
り
、
紀
元
前
五
二

五
年
に
は
ペ
ル
シ
ヤ
人
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
エ
ジ
プ
ト
の

中
央
集
権
的
な
権
力
統
治
は
、
紀
元
前
四
世
紀
に
至
っ
て
マ
ケ
ド
ニ
ア
の

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
大
王
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
ま
で
継
続
し
た
も
の
で
あ
る
Q

　
そ
の
他
の
古
代
東
洋
諸
国
と
同
様
、
エ
ジ
プ
ト
は
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年

の
昔
か
ら
ナ
イ
ル
河
流
域
の
沃
野
で
農
業
を
営
ん
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は

ナ
イ
ル
の
氾
濫
防
止
と
沼
地
干
拓
は
最
重
要
の
課
題
で
あ
っ
た
。
水
の
支

配
こ
そ
専
政
君
主
の
最
大
唯
一
的
任
務
で
あ
り
、
同
時
に
、
彼
の
権
力
統
」

治
形
成
の
要
因
で
あ
っ
た
。
氏
族
的
共
同
体
が
崩
壊
す
る
頃
に
は
既
に
エ

ジ
プ
ト
の
土
地
は
河
水
の
氾
濫
防
止
と
沼
地
干
拓
を
指
導
し
た
貴
族
、
氏

族
の
長
老
、
軍
事
指
導
者
及
び
そ
れ
ら
の
近
親
者
に
集
中
さ
れ
る
に
至
っ

て
お
り
、
広
大
な
土
地
を
私
有
す
る
こ
れ
ら
大
土
地
所
有
者
と
、
土
地
と

共
に
人
格
的
独
立
を
も
失
っ
た
農
奴
と
が
各
地
に
前
期
封
建
的
な
階
級
社

会
を
生
み
出
し
て
い
た
。
後
者
の
農
民
は
、
自
己
の
隷
属
す
る
領
主
（
大

土
地
所
有
者
）
の
土
地
に
住
み
、
領
主
の
た
め
に
労
働
し
、
年
貢
と
賦
役

を
支
払
つ
た
Q
潜
取
と
譲
渡
に
よ
っ
て
土
地
を
自
己
の
手
に
集
中
し
た
領

主
は
大
土
地
所
有
者
兼
支
配
下
と
し
て
無
限
の
権
力
を
も
つ
て
い
た
。
領
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古
代
経
済
と
海
運
活
鋤

月
間
の
闘
争
の
末
に
統
一
的
な
封
建
国
家
が
紀
元
前
三
三
〇
〇
年
頃
（
後

期
説
に
よ
る
）
建
設
さ
れ
、
エ
ジ
プ
ト
王
（
フ
ァ
ラ
オ
（
頃
冨
屋
。
）
）
が
全

国
を
支
配
す
る
に
至
っ
て
、
最
も
効
果
的
、
且
つ
集
中
的
な
治
水
事
業
が

行
わ
れ
得
る
と
共
に
集
中
的
な
権
力
統
治
体
制
が
確
立
し
た
。

　
農
業
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
だ
け
治
水
・
公
共
事
業
が
重
要
な
同
国
に
お

い
て
、
統
一
的
な
国
家
が
形
成
さ
れ
、
絶
対
的
な
専
政
権
力
を
有
す
る
国

王
が
、
経
済
外
的
強
制
に
よ
っ
て
全
農
民
を
動
員
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、

こ
こ
に
、
ナ
イ
ル
河
は
エ
ジ
プ
ト
国
の
富
の
源
泉
た
る
価
値
を
ま
す
く

発
揮
す
る
こ
と
N
な
っ
た
。
古
代
史
を
彩
る
エ
ジ
プ
ト
文
明
が
発
展
し
、

生
産
力
の
向
上
は
、
守
≦
①
が
記
し
て
い
る
よ
う
な
海
運
．
貿
易
の
発
生

成
長
を
さ
え
促
す
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
の
経
済
力
の
程
度
、
生
産
量
・
内
外
貿
易
量
・
海
上
輸
送
互

は
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
場
合
と
同
様
、
到
底
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

政
治
が
経
済
を
支
配
す
る
と
い
わ
れ
る
古
代
に
お
い
て
、
海
上
貿
易
が
展

開
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
純
経
済
的
な
意
図
の
下
に
な
さ
れ
た
と

は
み
ら
れ
な
い
。
海
運
の
対
応
す
べ
き
経
済
基
盤
の
状
態
に
つ
い
て
詳
細

な
分
析
を
行
う
こ
と
は
目
下
の
処
資
料
的
に
も
不
可
能
な
る
べ
く
、
ま
た

海
運
史
の
叙
迷
を
主
と
す
る
本
稿
に
お
い
て
こ
れ
以
上
立
ち
入
っ
た
検
討

は
不
必
要
で
も
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
以
上
、
簡
略
に
眺
め
た
エ
ジ
プ
ト
の

政
治
・
経
済
基
盤
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
も
は
や
必
要
な
推
論
を
導
き
出

せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
。

　
容
易
に
老
え
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
社
会
経
済
的
構
成

は
同
国
に
お
け
る
海
運
活
動
に
明
白
な
枠
を
与
え
て
い
る
。
他
の
殆
ん
ど

す
べ
て
の
経
済
活
動
と
同
様
、
海
上
活
動
も
権
力
階
級
に
よ
っ
て
、
自
己

の
恣
意
に
基
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
国
家
の
最
高
支
配
填
た
る

国
王
と
、
彼
の
宮
廷
で
重
用
さ
れ
て
い
た
僧
侶
及
び
国
王
の
任
命
す
る
州

の
長
官
（
ノ
マ
ル
フ
）
以
下
の
官
僚
と
軍
事
指
，
導
者
、
こ
れ
ら
が
土
地
所

有
階
級
で
あ
る
と
同
時
に
権
力
階
級
で
あ
り
、
ま
た
、
海
運
活
動
の
担
当

者
乃
至
需
要
者
で
も
あ
っ
た
。
　
一
に
ぎ
り
ほ
ど
の
少
数
の
支
配
者
層
が
自

己
の
奢
穿
下
慾
望
の
充
足
を
目
的
と
し
た
海
外
貿
易
を
期
待
七
、
．
時
に
自

ら
が
運
送
活
動
を
指
導
実
行
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
住
民
の
太
半
を
占
め
る

農
民
は
「
自
己
の
労
働
の
実
現
及
び
自
分
の
生
循
手
段
の
生
産
の
た
め
に

必
要
な
物
質
的
諸
条
件
」
を
作
り
出
す
た
め
に
、
土
地
に
緊
縛
さ
れ
つ
瓦
、

副
業
的
家
内
生
産
を
営
む
哀
れ
な
農
奴
で
あ
り
、
自
給
自
足
を
原
則
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

て
「
外
部
に
存
在
す
る
社
会
的
諸
部
分
か
ら
孤
立
」
し
て
い
た
。
　
鼠
臣

≦
①
げ
臼
も
「
古
代
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
船
舶
所
有
者
と
云
え
ば
国
王
か

寺
院
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
一
般
に
私
的
運
漕
業
な
る
も
の
を
見
出
し

　
　
（
註
5
）

得
な
い
Q
し
と
述
べ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
海
上
貨
物
運
送
の
す
べ
て
が
国
王
や
寺
院
だ
け
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
次
項
に
詳
述
す
る
エ
ジ
プ
ト
海
運
の
黄
金
時

代
た
る
新
王
国
時
代
（
紀
元
前
一
五
八
O
i
一
一
〇
〇
年
、
第
十
八
王

朝
一
国
二
十
王
朝
）
に
は
商
人
－
凡
ら
く
エ
ジ
プ
ト
人
以
外
の
一

に
よ
っ
て
重
要
貨
物
の
運
送
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
し
た
商
人
が
運
び
込
ん
だ
商
品
の
殆
ん
ど
す
べ
て
は
、
国
王
、
寺
院
、

貴
族
等
の
富
裕
地
主
階
級
が
好
む
奢
修
品
と
動
物
と
で
あ
っ
た
。
の
み
な

ら
ず
、
王
自
身
は
自
ら
の
船
で
運
輸
品
の
脚
半
を
運
び
、
こ
の
頃
か
ら
ま
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す
く
勢
力
を
増
大
し
た
寺
院
を
先
頭
と
し
て
、
「
裕
富
な
土
地
所
有
者
が

パ
レ
ス
チ
ナ
や
シ
リ
ア
の
港
か
ら
、
ア
ジ
ア
産
の
奢
移
晶
を
輸
入
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
註
6
）

め
に
自
己
の
船
舶
を
所
有
す
る
こ
と
が
当
時
の
一
般
的
風
習
で
あ
っ
た
。
」

　
エ
ジ
プ
ト
に
輸
入
さ
れ
た
商
品
の
一
覧
表
を
み
れ
ば
、
宮
廷
、
寺
院
、

そ
の
他
一
部
特
定
の
土
地
所
有
者
が
個
人
的
な
贅
沢
心
を
満
足
さ
せ
る
た

め
に
求
め
た
も
の
ば
か
り
で
、
一
般
民
衆
の
必
要
と
す
る
品
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
最
も
明
瞭
な
権
力
関
係
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

一
方
、
こ
う
し
た
輸
入
の
代
価
と
し
て
輸
出
さ
れ
る
も
の
は
、
属
国
か
ら

の
貢
物
や
ア
ジ
ア
及
び
ア
フ
リ
カ
か
ら
一
旦
輸
入
さ
れ
た
後
面
輸
出
さ
れ

る
品
物
を
別
と
す
れ
ば
、
被
支
配
階
級
た
る
農
民
の
作
っ
た
穀
物
、
彼
等

の
副
業
的
生
産
物
及
び
手
工
業
者
（
彼
等
も
ま
た
、
　
一
定
地
域
に
居
住
し

て
生
産
に
従
事
す
る
か
、
寺
院
の
仕
事
場
等
で
働
く
職
人
で
あ
っ
た
）
の

　
　
　
　
（
註
7
）

製
品
で
あ
っ
た
。
生
産
者
は
正
し
く
一
般
大
衆
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の

貨
物
が
輸
出
さ
れ
る
時
に
は
、
生
産
者
の
手
を
離
れ
て
い
た
。
否
、
そ
れ

よ
り
も
以
前
に
国
王
、
寺
院
、
官
僚
が
生
産
者
か
ら
も
ぎ
取
っ
て
過
っ
て

い
た
。
年
貢
、
捧
物
、
強
制
労
働
に
よ
る
生
産
物
と
し
て
支
配
階
級
は
自

己
の
所
有
権
の
下
に
輸
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
輸
入
の
場
含
と
同
様
、
輸

出
も
ま
た
、
　
一
般
大
衆
（
生
産
者
）
の
利
害
と
は
無
…
関
係
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
外
、
政
治
的
目
的
や
軍
事
的
老
慮
か
ら
試
み
ら
れ
た
海
上
活
動

（
探
検
や
贈
答
）
が
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
一
般
大
衆
と
何
等
直
接

の
つ
な
が
り
を
も
た
な
か
っ
た
。

　
右
の
如
き
経
済
基
盤
乃
至
政
治
形
態
の
あ
り
方
か
ら
一
部
の
権
力
階
級

を
中
心
と
し
て
発
生
し
発
達
し
た
エ
ジ
プ
ト
人
の
海
上
活
動
は
、
当
然
に
、

古
代
経
濱
と
海
運
活
動

最
も
素
朴
な
形
態
の
下
に
展
開
さ
れ
た
。
大
土
地
所
有
者
1
1
支
配
階
級
が
、

自
己
の
所
有
船
を
も
つ
て
己
の
欲
す
る
奢
修
的
物
品
の
運
送
に
従
事
し
た

の
で
あ
る
。
商
業
を
排
除
せ
る
消
費
者
（
輸
出
の
時
に
は
生
産
者
乃
至
所

有
権
者
）
の
自
己
運
送
経
営
形
態
。
時
代
の
進
む
に
つ
れ
て
次
第
に
勢
力

を
増
し
て
き
た
外
国
商
人
に
よ
る
海
上
運
送
に
お
い
て
始
め
て
利
益
追
求

を
目
的
と
す
る
商
業
活
動
の
一
部
と
な
っ
た
が
、
も
と
よ
り
こ
れ
は
貿
易

（
商
業
）
と
海
上
運
送
と
が
経
営
上
分
離
さ
れ
な
い
自
己
運
送
形
態
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
外
国
商
人
の
進
出
を
述
べ
た
が
、
如
上
の
エ
ジ
プ
ト
を
中

心
と
す
る
海
上
交
通
は
、
決
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
船
従
っ
て
エ
ジ
プ
ト
人

ば
か
り
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
司
塁
H
①
が
エ
ジ
プ
ト
人
を

貿
易
民
族
と
み
な
し
、
紀
元
前
十
五
－
十
三
世
紀
頃
以
来
エ
ジ
プ
ト
は
一

大
海
軍
国
と
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
彼
自
身
、
ま
た
、
外
国
商
人
に

よ
る
海
運
活
動
を
一
層
重
視
し
て
お
り
、
特
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
勢
力
衰
微

に
乗
じ
て
之
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
フ
ェ
ニ
キ
や
人
そ
の
他
外
国
商
人
の
古

く
か
ら
の
介
在
を
暗
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
次
の
如
く
言
っ
て

い
る
。

　
「
い
う
ま
で
も
な
く
、
ナ
イ
ル
河
を
下
っ
て
エ
ジ
プ
ト
に
搬
入
さ
れ
た

　
貨
物
の
す
べ
て
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
船
で
運
送
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。

　
ア
ラ
ブ
人
、
ク
レ
テ
島
民
及
び
小
ア
ジ
ア
地
方
の
諸
国
民
も
ま
た
、
こ

　
の
輸
送
を
分
担
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
ン
フ
ィ
ス
に
お
け
る
外
国

　
入
居
留
地
に
蝟
集
し
た
外
国
商
人
や
外
国
船
主
の
中
で
、
も
っ
と
も
多

　
数
を
占
め
且
つ
、
も
っ
と
も
進
取
的
な
活
動
を
示
し
た
も
の
は
フ
ェ
ニ

　
キ
ヤ
人
で
あ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
勢
力
が
後
退
し
た
と
き
、
そ
の
貿
易
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詫
8
）

　
の
大
部
分
は
フ
ェ
ニ
キ
や
人
の
手
中
に
帰
す
る
に
至
っ
た
。
L

先
づ
エ
ジ
プ
ト
入
自
身
に
よ
る
海
運
活
動
を
次
項
で
述
べ
、
次
い
で
フ

ェ
ニ
キ
や
入
の
そ
れ
を
取
扱
う
で
あ
ろ
う
。

（
註
－
）

（
註
2
）

（
譲
3
）

（
註
4
）

（
註
5
）

（
註
6
）

（
註
7
）

　
輸
出
製
品
と
し
て
数
え
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

　
る
硝
子
に
つ
い
て
は
輸
出
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
な
い
。

（
註
8
）
　
守
覧
。
…
唱
・
G
。
メ

司
負
目
Φ
…
や
ト
3
ひ
．

岡
瑠
♂
…
も
・
ト
っ
刈
。

団
ξ
♂
…
や
P
↓
・

早
川
二
郎
訳
、
唯
物
史
観
世
界
史
教
程
冒
ひ
頁

冨
内
鉾
翅
き
窪
著
、
黒
山
巖
訳
、
社
会
経
済
史
原
論
。
。
給
頁

閃
瑠
】
。
…
㍗
Q
。
ひ
・

リ
ン
ネ
ル
、
パ
ピ
ル
ス
（
製
紙
原
料
）
、
「
門
綱
繍
…
類
、
陶
器
、
巴
瓦
等
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ジ
プ
ト
人
の
発
閉
と
い
わ
れ

三
　
エ
ジ
プ
ト
の
海
運
活
動

　
太
古
の
エ
ジ
プ
ト
人
は
他
の
古
代
諸
民
族
と
同
様
、
海
に
対
す
る
恐
怖

か
ら
、
容
易
に
海
上
交
通
に
手
出
し
し
な
か
っ
た
が
、
ナ
イ
ル
河
上
に
お

け
る
航
行
術
の
習
練
と
船
舶
の
発
達
と
は
や
が
て
海
上
に
乗
り
出
し
た
場

合
に
必
要
な
一
応
の
物
的
八
達
を
形
成
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
エ
ジ
プ
ト
海
上
活
動
は
、
先
づ
最
初
に
甚
だ
し
い
困
難
を
伴
う
パ
レ

ス
チ
ナ
や
シ
リ
ア
経
由
の
陸
路
の
代
り
に
、
ナ
イ
ル
の
デ
ル
タ
地
帯
の
彼

岸
と
海
を
通
じ
て
交
通
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
と
粧
え
ら
れ
る
。

し
か
し
て
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
必
需
品
を
生
産
し
得
た
エ
ジ
プ
ト
経
済
も
、

た
だ
大
樹
木
の
み
は
常
に
欠
亡
し
之
が
供
給
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
情

に
あ
っ
た
。
か
く
し
て
生
じ
た
大
規
模
の
且
つ
歴
史
的
な
海
上
活
動
こ
そ
、

大
約
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
ス
フ
ネ
ル
王
に
よ
る
レ
バ
ノ
ン
山
嵐
材
の
海
上

運
送
で
あ
っ
た
。
王
は
四
〇
隻
の
大
船
隊
を
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
に
送
っ
て
大
量

の
杉
材
を
運
び
帰
ら
せ
た
。
「
そ
の
船
舶
の
数
、
航
海
の
距
離
、
運
送
貨

物
の
大
量
性
等
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
航
海
は
、
決
し
て
単
な
る

開
拓
者
流
の
探
検
で
は
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
と
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
と
を
つ
な
ぐ
確

乎
た
る
運
送
の
成
立
せ
る
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で

（
註
－
）

き
る
。
」

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
劃
期
的
な
海
上
活
動
に
関
す
る
古
記
録
も
、
よ

り
以
上
の
詳
細
を
語
り
得
ず
、
当
時
に
お
け
る
そ
の
他
の
海
運
活
動
は
依

然
未
知
で
あ
る
。
そ
の
こ
一
五
〇
〇
年
乃
至
二
〇
〇
〇
年
の
永
い
期
間
に

亘
り
、
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
鳥
一
、
ク
レ
テ
島
及
び
ギ
リ
シ
ャ

間
に
相
当
活
濃
な
海
上
交
通
が
行
わ
れ
た
痕
跡
は
極
め
て
多
い
け
れ
ど
も
、

こ
れ
ま
た
、
未
だ
確
信
を
も
つ
て
物
語
る
材
料
が
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
が
、
あ
る
程
度
ま
で
確
認
し
う
る
エ
ジ
プ
ト
の
海
上
活
動
は

紀
元
前
十
五
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の
そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ツ
ト
メ

ス
一
二
世
（
紀
元
前
一
五
Q
O
年
）
及
び
ラ
メ
ス
ニ
世
（
司
喫
♂
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
註
2
）

ほ
ぼ
紀
元
前
＝
二
〇
〇
i
一
二
二
五
年
）
と
い
う
二
人
の
偉
大
な
国
王

の
下
に
お
い
て
エ
ジ
プ
ト
は
大
海
軍
国
と
な
り
、
そ
の
艦
隊
は
レ
ヅ
ァ
ン

ト
海
域
及
び
エ
ー
グ
海
全
般
を
制
圧
す
る
力
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
艦
隊

は
単
に
外
征
上
の
目
的
か
ら
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
弘
く
一
般

の
海
上
貿
易
の
保
護
防
衛
の
任
に
当
っ
た
も
の
で
、
デ
ル
タ
地
帯
に
お
い

て
は
海
賊
の
侵
入
を
監
視
す
る
た
め
、
常
に
巡
視
船
が
游
よ
く
し
て
い
た
。

同
時
に
貿
易
を
監
督
し
租
税
の
徴
収
に
当
る
税
関
が
す
べ
て
の
港
に
設
置
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さ
れ
た
。
こ
う
し
た
大
海
軍
属
に
よ
る
保
護
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
輸
出
入
貨

物
運
送
を
著
し
く
増
【
大
さ
せ
、
エ
ジ
プ
ト
人
（
国
王
、
大
土
地
所
有
者
）

に
よ
る
海
運
活
動
の
黄
金
時
代
を
現
出
し
た
の
み
な
ら
ず
、
外
国
商
人
の

往
来
を
刺
戟
し
た
。

　
右
の
地
中
海
ル
ー
ト
の
外
に
今
一
つ
別
な
海
上
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。
紅

海
を
南
下
し
て
ブ
ン
ト
（
ア
ラ
ビ
ヤ
海
に
面
し
た
ソ
マ
リ
ー
ラ
ン
ド
）
に

達
す
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
0
8
韻
①
司
巴
巴
国
。
口
蚕
巳
の
浮
接
G
∩
①
駄
㌣

匡
昌
σ
q
冒
夢
①
ぎ
象
㊤
昌
O
o
Φ
聾
・
に
よ
れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
船
が
紅
海
…
の
ア
ラ
ビ

ヤ
西
岸
に
来
航
し
た
の
は
紀
元
前
二
四
七
〇
年
頃
と
さ
れ
、
エ
ジ
プ
ト
と

ブ
ン
ト
と
の
交
通
は
同
二
三
四
一
年
ユ
ニ
一
八
一
年
の
間
に
行
わ
れ
た

　
　
（
註
3
V

と
言
う
。
守
図
♂
も
ブ
ン
ト
航
路
が
少
く
と
も
紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃
か

ら
、
軍
事
上
及
び
貿
易
上
の
探
検
目
的
か
ら
利
用
さ
れ
た
通
路
で
あ
る
と

言
い
、
ツ
ト
メ
ス
三
世
時
代
よ
り
遙
か
以
前
に
お
い
て
す
で
に
、
陸
上
通

路
よ
り
一
層
優
れ
た
ル
ー
ト
と
認
め
ら
れ
ア
フ
リ
カ
海
岸
の
各
地
に
通
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

拠
点
や
食
料
品
供
給
地
が
建
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

も
と
よ
り
こ
の
紅
海
、
ブ
ン
ト
・
ル
ー
ト
は
ツ
ト
メ
ス
時
代
以
降
ま
す
ま

す
、
エ
ジ
プ
ト
の
主
要
海
上
通
路
と
し
て
発
、
旧
し
た
が
、
そ
の
こ
、
い
わ

ゆ
る
古
代
ス
エ
ズ
運
河
の
開
さ
く
に
よ
り
ブ
ン
ト
か
ら
ナ
イ
ル
河
口
ま
で

貨
物
を
積
ん
だ
船
が
到
達
し
う
る
に
至
っ
て
、
こ
の
ル
ー
ト
は
一
層
決
定

的
な
重
要
性
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
右
に
の
べ
た
二
つ
の
重
要
な
海
上
通
路
に
よ
っ
て
エ
ジ
プ
ト
は
未
だ
か

つ
て
知
ら
れ
な
か
っ
た
諸
多
の
外
国
品
を
輸
入
し
、
反
面
エ
ジ
プ
ト
の
穀

物
と
製
品
が
輸
出
さ
れ
た
。
尤
も
、
前
に
触
れ
た
如
く
、
こ
れ
ら
の
輸
入

古
代
経
済
と
海
運
活
動

外
国
産
物
は
忍
ん
で
全
く
、
エ
ジ
プ
ト
の
国
王
、
僧
侶
、
貴
族
等
に
よ
っ

て
の
み
珍
重
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
通
路
別
に
輸
入
さ
れ
た
貨
物
を
列

挙
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
イ
）
　
地
中
海
ル
ー
ト
．

　
木
材
（
フ
ェ
ニ
キ
や
及
び
シ
リ
ア
か
ら
輸
入
さ
れ
造
船
用
、
建
築
用
に

用
い
ら
れ
た
）
・
染
色
織
物
と
浮
彫
作
り
の
金
銀
製
器
物
（
フ
ェ
ニ
キ
ヤ

で
生
産
さ
れ
た
）
　
・
ア
ラ
ビ
ヤ
及
び
東
方
諸
国
産
の
香
木
、
香
料
（
こ
れ

ら
は
海
港
ま
で
隊
商
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
）
2
武
器
・
黄
金
入
り
の

戦
車
・
象
牙
製
乃
至
黒
櫨
製
の
家
呉
・
珍
貴
な
動
植
物
・
食
卓
を
飾
る
山

海
の
珍
味
（
こ
れ
ら
の
も
の
は
シ
リ
ヤ
、
小
ア
ジ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
島
そ
の

他
の
エ
ー
グ
海
諸
島
か
ら
輸
入
さ
れ
、
最
後
の
も
の
x
中
に
は
葡
萄
酒
も

含
ま
れ
て
い
た
）
。

　
（
ロ
）
　
ブ
ン
ト
。
ル
ー
ト

　
黄
金
・
象
牙
・
黒
檀
・
家
具
用
木
材
・
香
料
・
キ
ナ
モ
ン
（
O
一
昌
臼
ヨ
コ
日
O
置
）

・
革
製
品
・
化
粧
晶
・
猿
猴
及
び
小
動
物
。

　
切
ざ
げ
9
。
巳
冒
帥
鴇
は
こ
の
外
に
、
乳
香
・
ゴ
ム
樹
・
真
珠
・
ラ
ク
ダ
の
卵

　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

・
奴
隷
を
挙
げ
て
い
る
。
・

　
地
中
海
航
路
や
紅
海
航
路
に
よ
り
輸
入
さ
れ
た
も
の
瓦
対
価
と
し
て
は
、

主
に
貢
物
と
し
て
受
取
ら
れ
て
い
た
金
及
び
銀
が
支
払
わ
れ
た
が
、
エ
ジ

プ
ト
の
穀
物
や
各
種
製
品
の
輸
出
及
び
各
地
土
産
の
再
輸
出
も
あ
っ
た
こ

と
は
前
記
し
た
。
要
す
る
に
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
海
上
通
商
の
存
在

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
エ
ジ
プ
ト
人
に
よ
る
海
運
活
動
が
当
時

可
成
り
活
溌
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
理
解
で
き
る
。
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

　
最
後
に
一
言
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
当
時
に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
海
運

活
動
の
運
営
形
態
で
あ
る
。
す
で
に
一
、
ニ
ケ
所
で
附
記
し
て
お
い
た
よ

う
に
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
が
営
ん
だ
海
運
活
動
は
商
業
活
動
に
至
ら
な
い
前

の
消
費
者
的
自
己
運
送
形
態
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
経
済
現
象
と
し
て

の
交
通
活
動
で
あ
り
、
掠
奪
的
形
態
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
優
れ
て
平

和
的
な
形
態
の
貿
易
・
運
送
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
い
か
な
る

形
の
海
運
業
で
も
な
く
、
貿
易
そ
れ
自
体
も
特
別
な
商
人
階
級
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
。
あ
る
学
者
の
説
で
は
中
王
国
時
代
に
中
産

階
級
と
も
言
う
べ
き
富
裕
な
階
層
が
成
立
し
た
と
い
う
が
、
本
来
古
代
エ

ジ
プ
ト
で
は
、
私
人
の
自
由
経
済
は
許
さ
れ
な
い
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。

前
項
に
述
べ
た
経
済
基
盤
、
社
会
構
成
原
理
か
ら
言
っ
て
も
、
ま
た
現
実

に
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
が
ら
察
し
て
も
、
貿
易
や
海
上
活
動
は
、
国
王
、
僧

侶
、
貴
族
、
官
僚
等
の
大
土
地
所
有
者
兼
支
配
下
階
級
が
、
専
ら
、
自
己

の
恣
意
的
慾
望
を
満
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

聞
亀
ざ
が
エ
ジ
プ
ト
人
は
貿
易
民
族
な
り
と
言
い
な
が
ら
、
実
質
上
に
お

い
て
、
国
王
自
身
の
輸
送
と
富
裕
な
土
地
所
有
者
が
所
有
船
を
以
っ
て

自
己
の
欲
す
る
奢
修
品
を
直
接
輸
送
し
た
こ
と
だ
け
し
か
明
示
し
て
い
な

い
。
「
関
税
の
対
象
と
な
る
主
要
貨
物
の
大
部
分
は
私
的
な
商
人
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

て
運
送
さ
れ
た
」
と
い
う
場
合
、
彼
は
エ
ジ
プ
ト
商
人
で
は
な
く
、
メ
ン

フ
ィ
ス
に
居
留
し
た
外
国
商
入
、
す
な
わ
ち
、
ア
ラ
ブ
人
、
ク
レ
テ
島
人
、

小
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
等
の
外
来
商
人
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
と
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
海
上
活
動
は
、
　
一
部
権
力
階
級
の

自
己
消
費
を
目
的
と
す
る
貿
易
に
奉
仕
し
た
、
彼
等
自
身
に
よ
る
運
送
で

あ
り
、
商
人
に
よ
る
貿
易
業
に
包
含
さ
れ
た
自
己
運
送
経
営
形
態
以
前
の

も
の
と
規
定
で
き
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
の
海
運
活
動
と
し
て
は
、
こ
の
時
代
以
後
、
独
立
末
期
の
発

展
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
特
に
ネ
コ
王
の
時
代
（
紀
元
前
六
〇

〇
年
頃
）
フ
ェ
ニ
キ
や
海
員
を
使
っ
て
な
さ
れ
た
最
初
の
ア
フ
リ
カ
周
航

や
、
こ
の
頃
完
成
さ
れ
た
ス
エ
ズ
運
河
の
開
さ
く
、
更
に
下
っ
て
プ
ト
レ

マ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
の
海
運
、
な
か
ん
づ
く
、
エ
ジ
プ
ト
・
イ
ン
ド
間
の

定
期
的
．
航
海
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
劃
時
代
的
意
義
を
有
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
他
の
節
で
触
れ
る
機
会
が
あ
る
べ
く
、

本
節
次
項
で
は
、
上
述
新
王
国
時
代
に
実
現
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
海
運
の
興

隆
が
、
同
王
国
の
勢
力
衰
微
に
つ
れ
て
退
潮
し
た
あ
と
、
こ
れ
に
と
っ
て

代
り
、
単
に
エ
ジ
プ
ト
貿
易
の
み
な
ら
ず
、
地
中
海
全
域
の
貿
易
を
支
配

し
、
最
も
傑
出
し
た
商
業
航
海
民
族
た
る
こ
と
を
実
証
し
た
フ
ェ
ニ
キ
や

海
運
の
活
動
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

（
註
1
）
　
詩
覧
2
噂
・
⊆
。
勢

（
註
2
）
　
団
麟
。
胤
。
甲
雫
Q
。
9
但
し
、
　
一
般
歴
史
年
表
に
よ
れ
ば
、
同
報
は
、
切
・
O
・

　
H
も
。
帆
O
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
。

（
註
3
）
　
ρ
閃
・
国
。
弓
き
ご
〉
冨
げ
ω
雷
『
9
同
ぎ
㎝
言
尋
①
穿
島
§
0
8
導
唱
●
ド

　
国
8
冨
鼠
は
ま
た
、
紀
元
前
凹
O
o
o
l
H
c
。
o
o
年
及
び
そ
の
こ
も
エ
ジ
プ
ト
国
王
に

　
よ
る
プ
ソ
ト
探
検
隊
が
数
多
く
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
を
物
語
る
も

　
の
と
し
て
、
同
探
検
隊
に
参
加
せ
る
エ
ジ
プ
ト
海
員
の
難
破
物
語
．
．
ω
8
q
鑑

　
爵
。
筈
言
宅
鵠
島
巴
㎝
亀
。
目
．
．
を
あ
げ
て
い
る
。
同
書
7
頁
。

（
註
4
）
閏
琶
2
で
ら
・
ω
o
～
。
。
s

（
註
5
）
高
尾
訳
、
世
界
商
業
史
1
8
頁
。
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（
註
6
）
守
誉
…
や
じ
。
ひ
・

四
　
フ
ェ
ニ
キ
ャ
の
海
運
活
動

　
フ
ェ
ニ
キ
や
人
は
古
代
に
お
け
る
最
も
卓
越
せ
る
商
人
に
し
て
航
海
者

で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
最
も
先
導
的
な
植
民
者
で
あ
り
、
且

つ
、
優
れ
て
、
商
品
生
産
者
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼
等
が
最

初
か
ら
国
内
に
諸
種
の
輸
出
工
芸
晶
を
も
ち
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
商
業

活
動
乃
至
運
送
活
動
に
乗
り
出
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
、
に
わ
か
に
断
定

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
註
1
）

で
き
難
い
点
で
あ
り
、
地
中
海
各
地
、
な
か
ん
づ
く
、
北
ア
フ
リ
カ
海
岸

に
建
設
さ
れ
、
遂
に
は
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
越
え
て
大
西
洋
桿
に
ま

で
の
び
た
植
民
活
動
も
、
本
来
、
そ
の
商
業
、
航
海
活
動
と
併
行
乃
至
そ

の
あ
と
か
ら
展
開
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
む
し
ろ
妥
当
で
あ
る
。
か

く
し
て
切
．
竃
9
鴇
が
「
フ
ェ
ニ
キ
や
人
の
航
海
業
は
自
余
の
シ
リ
ア
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

物
質
的
方
面
に
於
け
る
凡
て
の
事
業
を
し
て
遜
色
あ
ら
し
む
る
に
足
る
。
」

と
言
い
、
守
胤
。
が
本
節
冒
頭
に
引
用
せ
る
文
中
で
、
フ
ェ
ニ
キ
や
入
の

歴
史
上
不
朽
の
功
績
は
商
人
及
び
船
舶
所
有
者
と
し
て
で
あ
る
と
述
べ
、

ま
た
他
の
個
所
に
お
い
て
、
「
フ
ェ
ニ
キ
や
人
は
古
代
世
界
に
お
け
る
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

買
人
乃
至
一
般
運
送
人
と
し
て
次
第
に
発
展
し
た
。
」
　
と
論
じ
て
フ
ェ
ニ

キ
や
人
が
第
一
級
的
に
貿
易
民
族
、
航
海
民
族
た
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。
少
く
と
も
フ
ェ
ニ
キ
ャ
に
言
及
し
て
い
る
、
す
べ
て
の
学
者
（
フ
ェ

ニ
キ
ヤ
の
商
業
、
航
海
活
動
の
過
大
評
価
を
警
め
る
立
場
の
人
も
含
め
て
）

は
、
い
つ
れ
も
、
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
商
業
、
航
海
業
を
そ
の
基
幹
産
業
と
み

な
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
旧
約
聖
書
の
中
に
も
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
海
運

　
　
　
　
古
代
経
済
と
海
運
活
動

商
業
に
関
す
る
数
多
く
の
詩
的
な
表
現
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

　
「
ッ
ロ
に
言
う
べ
し
、
汝
海
の
口
に
居
り
て
諸
々
の
国
人
の
商
人
と
な

　
り
、
多
く
の
島
々
に
通
う
者
よ
。
…
…
汝
の
国
は
海
の
中
に
あ
り
汝
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
み

　
建
る
者
汝
の
美
を
尽
せ
り
。
人
セ
ニ
ル
の
縦
を
も
て
船
板
を
作
り
レ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椴
ば
し
ら
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
こ

　
ノ
ン
よ
り
香
柏
を
取
り
て
汝
の
た
め
に
橿
を
作
り
。
…
…
汝
の
水
手
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
じ

　
シ
ド
ン
と
ア
ル
ワ
デ
の
人
な
り
ツ
ロ
よ
汝
の
中
に
あ
る
賢
き
者
汝
の
舵

　
と
り

　
師
と
な
る
。
ゲ
バ
ル
の
老
人
等
お
よ
び
そ
の
賢
ぎ
者
汝
の
中
に
を
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
く

　
汝
の
漏
を
繕
ひ
海
の
諸
の
船
お
よ
び
そ
の
舟
子
汝
の
中
に
あ
り
て
汝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
も
の

　
の
貨
物
を
交
易
す
。
…
…
そ
σ
諸
の
貨
物
に
生
る
が
た
め
に
タ
ル
シ
シ

　
汝
と
商
を
な
し
銀
鉄
錫
お
よ
び
鉛
を
も
て
汝
と
交
易
を
為
せ
り
…
…
タ

　
ル
シ
シ
の
船
汝
の
た
め
に
往
来
し
て
商
売
を
為
す
汝
は
海
の
中
に
あ
り

　
　
ゆ
た
か
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
な
ひ
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
く

　
て
豊
満
に
し
て
栄
あ
り
。
…
…
汝
の
商
事
の
海
よ
り
出
し
時
は
汝
衆

　
　
　
く
に
び
と
　
　
あ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
ら
　
　
し
な
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ち

　
多
の
国
民
を
匂
し
め
汝
の
衆
多
の
財
宝
と
貨
物
を
も
て
世
の
王
等
を
富

　
し
め
た
り
…
…
Q
」
（
旧
約
聖
書
、
エ
ぜ
キ
エ
ル
書
第
二
七
章
、
三
、

　
四
、
五
、
八
、
九
、
一
二
、
・
二
五
、
三
三
）

　
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
社
会
経
済
的
構
成
基
盤
に
つ
い
て
適
確
に
指
摘
し
た
資

料
は
乏
し
い
。
た
だ
、
そ
の
国
が
シ
リ
ア
と
パ
レ
ス
タ
イ
ン
と
の
間
の
海
岸

地
域
に
お
い
て
長
さ
一
〇
〇
哩
幅
一
〇
哩
と
い
う
狭
長
な
領
土
し
か
有
せ

ず
、
レ
バ
ノ
ン
の
森
林
か
ら
良
材
を
産
す
る
外
は
よ
う
や
く
住
民
を
養
う

に
足
る
農
産
物
を
出
し
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
彼
等
が
勢
い

商
業
及
び
航
海
活
動
を
通
じ
て
国
外
に
発
展
す
る
は
か
な
か
っ
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

容
易
に
想
像
さ
れ
得
る
。
フ
ェ
ニ
キ
や
人
は
可
成
り
以
前
か
ら
都
市
国
家

を
形
成
し
て
い
た
ら
し
く
、
し
か
も
都
市
の
住
民
は
殆
ん
ど
自
由
に
商
業
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古
代
経
済
と
海
運
活
動
．

及
び
航
海
業
に
従
事
で
き
、
政
治
上
に
お
い
て
も
相
等
な
勢
威
を
有
し
た

　
　
　
　
（
註
5
）

よ
う
で
あ
る
。
地
心
に
よ
っ
て
航
海
術
を
学
び
と
り
、
レ
バ
ノ
ン
の
森
林

か
ら
豊
富
な
造
船
用
良
材
の
供
給
を
う
け
得
た
フ
ェ
ニ
キ
や
人
は
、
先
づ

エ
ジ
プ
ト
、
キ
プ
ロ
ス
島
、
ク
レ
テ
島
．
に
達
し
小
ア
ジ
ア
各
地
の
港
に
赴

く
こ
と
か
ら
商
業
及
び
航
海
業
を
展
開
し
た
ド
。
エ
ジ
プ
ト
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ヤ
の
両
古
代
文
明
社
会
の
中
間
に
位
置
し
、
更
に
新
に
発
展
し
つ
瓦
あ
っ

た
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ヤ
の
両
地
中
海
文
明
と
も
接
触
で
き
た
フ
ェ
ニ
キ

や
人
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
相
互
間
の
仲
纏
者
と
な
り
各
地
の
需
要
商
品
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
自
然
的
条
件
に
恵
ま
れ
た
港
は
更
に
人
工
飼

な
改
善
を
加
え
ら
れ
、
や
が
て
こ
れ
ら
の
港
湾
都
市
は
多
数
の
船
舶
と
各

地
の
貨
物
で
満
た
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
植
民
地
か
ら
の
土
産
と
本
国
の
製

品
ー
ミ
ュ
ー
レ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
た
貝
か
ら
採
ら
れ
た
美
し
い
染
料
で

染
め
ら
れ
た
チ
ル
の
墨
染
衣
料
は
特
に
王
侯
、
富
者
の
渇
仰
の
的
で
あ
っ

た
一
を
貿
易
運
送
し
た
の
み
で
な
く
、
東
方
の
財
宝
、
香
料
・
エ
ジ
プ

ト
の
穀
物
と
諸
製
品
・
小
ア
ジ
ア
の
青
銅
製
器
物
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
織

物
・
ギ
リ
シ
ャ
の
美
術
工
芸
品
等
の
再
輸
出
乃
至
仲
継
輸
送
を
大
規
模
に

行
っ
た
。
こ
の
場
合
、
殆
ん
ど
唯
一
の
例
外
、
す
な
わ
ち
、
エ
ジ
プ
ト
の

小
麦
の
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
輸
送
を
除
い
て
、
フ
．
エ
ニ
キ
や
海
運
（
商
業
）
の

取
扱
商
品
が
主
と
し
て
、
駐
車
、
財
宝
、
貴
金
属
、
珍
物
で
あ
っ
た
こ
と

は
極
め
て
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
南
ギ
リ
シ
ャ
の
食
糧
不
足
に
墓
湿
す

る
エ
ジ
プ
ト
穀
物
の
輸
送
は
次
馬
に
お
い
て
関
参
す
べ
く
、
こ
こ
で
は
、

そ
れ
も
亦
フ
ェ
ニ
キ
や
商
人
自
身
の
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ

と
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。

　
こ
う
し
た
事
情
は
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
海
運
活
動
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
海
運
活

動
の
一
部
権
力
階
級
の
専
断
的
限
定
的
活
動
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
、
著

し
く
一
般
化
さ
れ
、
且
つ
商
業
・
航
海
業
を
事
業
と
す
る
も
の
の
手
に
よ

っ
て
、
専
門
的
に
営
ま
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
に
し
て
も
、
商
業
・

海
運
活
動
そ
の
も
の
が
対
応
せ
る
経
済
基
盤
は
依
然
、
前
と
同
様
な
古
代

ア
ジ
ア
的
（
乃
至
奴
隷
経
済
的
）
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
少
数
の
富
の
所
有
者
兼
支
配
者
た
ち
に
、
奢
修
的
な
珍
貴
物
を

販
売
し
、
彼
等
の
欲
す
る
も
の
を
運
送
す
る
の
が
フ
ェ
ニ
キ
や
商
業
．
航

海
業
の
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
フ
ェ
ニ
キ
や
人
の
海
運
海
動
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
紀
元
前
一
五
〇
〇
年

頃
シ
ド
ン
が
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
首
府
で
あ
っ
た
頃
に
最
初
の
興
隆
期
に
達
し

　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

た
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
期
す
で
に
シ
ド
ン
、
チ
ル
、
ビ
ー
ブ
ル
ス
そ
の

他
の
諸
都
市
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
他
の
学
者
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
か
ら
、
前
項
エ
ジ
プ
ト
海
運
活
動
の
展
開
期
に
フ
ェ
ニ
キ
や
入
の

参
加
が
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
黛
確
実
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
に
対
し
て
フ
ェ
ニ

キ
や
人
は
木
材
、
衣
料
織
物
、
紫
染
、
金
銀
細
工
等
の
自
国
産
物
を
輸
出

す
る
と
共
に
、
東
方
及
び
小
ア
ジ
ア
の
土
産
（
後
に
は
ギ
リ
シ
ャ
の
美
術

工
芸
品
も
）
を
再
輸
出
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
復
航
に
際
し
て
は
帆
布
、

綱
類
、
パ
ピ
ル
ス
、
象
牙
、
二
審
が
積
取
ら
れ
、
こ
れ
は
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の

船
及
び
工
業
用
に
用
い
ち
れ
た
外
、
エ
ー
グ
海
や
レ
バ
ン
ト
地
域
に
売
り

さ
ば
か
れ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
エ
ジ
プ
ト
穀
物
の
輸
送
は
後
に
至
っ
て
極

め
て
重
要
な
運
送
貨
物
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
航
海
技
術
の
発
達
と
人
口
増
加
に
つ
れ
て
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
植
民
地
活
動
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が
活
渡
化
し
て
き
た
。
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
植
民
活
動
は
エ
ー
グ
海
及
び
レ
バ

ン
ト
地
域
の
鉱
・
山
採
掘
、
資
源
の
開
発
を
手
始
め
に
、
着
々
と
西
方
に
伸

展
し
た
。
北
ア
フ
リ
カ
で
は
ユ
ー
チ
カ
d
臼
ざ
9
（
紀
元
前
一
一
〇
〇
年
頃
）

を
最
初
と
し
カ
ル
タ
ゴ
を
最
大
と
し
た
。
シ
シ
リ
ー
島
、
サ
ル
ヂ
ニ
プ
島
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

バ
レ
ア
ル
島
を
占
拠
し
て
根
拠
地
を
築
き
地
中
海
全
域
を
支
配
し
、
ユ
ー

チ
カ
の
建
設
後
ほ
ど
遠
か
ら
ず
し
て
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
超
え
て
世
界
の

涯
な
る
未
知
の
大
洋
に
達
し
た
。
「
そ
こ
は
太
陽
が
東
へ
の
海
底
旅
行
を

す
る
た
め
に
、
毎
夕
、
聞
く
だ
に
怖
ろ
し
い
響
き
を
立
て
つ
鼠
海
中
に
跳

び
込
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
海
峡
の
外
側
に
、
彼
等
は
ガ
デ
ス

O
巴
①
。
・
一
今
日
の
合
令
書
1
と
い
う
植
民
地
を
建
設
し
た
。
こ
れ
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

の
後
永
い
期
間
、
文
明
の
最
も
遠
隔
な
前
線
基
地
と
な
っ
た
」
。
　
前
記
嗣

約
聖
書
に
言
う
タ
ル
シ
シ
i
閏
p
。
覧
①
は
古
代
海
運
を
語
る
第
一
章
の
主

題
を
「
タ
ル
シ
シ
の
船
」
と
し
た
1
　
　
こ
そ
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
が
望
ん
だ
南

ス
ペ
イ
ン
の
宝
庫
一
心
産
国
で
あ
り
、
そ
の
産
出
量
は
東
方
文
明
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

銀
価
格
低
落
を
結
果
し
、
フ
ェ
ニ
キ
や
船
の
白
銀
製
の
錨
と
い
う
伝
説
を

　
（
註
1
0
）

生
ん
だ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
Q

　
各
地
に
つ
く
ら
れ
た
植
民
地
は
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
船
の
避
難
地
、
中
間
碇

泊
地
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
フ
ェ
ニ
キ
や
本
国
の
工
業
製
品
、
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ヤ
の
掛
布
．
じ
ゅ
う
た
ん
・
衣
料
品
、
ア
ラ
ビ
ヤ
や
イ
ン
ド
の
宝

石
．
香
料
の
薪
販
売
市
場
と
も
な
つ
だ
。
植
民
地
の
背
後
勢
力
圏
か
ら
は

フ
ェ
ニ
キ
ヤ
エ
業
に
対
す
る
原
料
素
材
と
東
方
及
び
レ
バ
ン
ト
地
域
で
容

易
に
売
り
さ
ば
き
得
る
土
産
が
運
び
出
さ
れ
た
。
カ
ル
タ
ゴ
そ
の
他
の
ア

フ
リ
カ
植
民
地
か
ら
は
金
・
黒
檀
・
象
牙
・
皮
革
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
は
銀

古
代
経
済
と
海
運
活
動

　
　
（
註
1
1
）

・
鉄
。
錫
、
・
鉛
。
銅
・
刀
劔
類
が
も
た
ら
さ
れ
た
Q

　
西
方
の
根
拠
地
よ
り
の
帰
航
に
際
し
て
、
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
船
は
北
ア
フ

リ
カ
海
岸
に
沿
っ
て
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
潮
流
を
利
用
し
、
昼
は
太
陽
を

　
　
　
　
（
註
1
2
）

夜
は
北
極
星
を
目
標
と
し
て
航
路
を
定
め
た
と
言
わ
れ
る
。
、
後
代
、
紀
元

前
六
〇
〇
年
前
後
エ
ジ
プ
ト
王
ネ
コ
ニ
世
に
仕
え
た
フ
ェ
ニ
キ
や
海
員
に

よ
る
最
初
の
ア
フ
リ
カ
周
航
の
事
実
や
、
ソ
ロ
モ
ン
王
（
紀
元
前
九
五
〇

－
九
〇
〇
年
頃
）
の
フ
ェ
ニ
キ
や
船
傭
船
の
伝
説
か
ら
類
推
し
て
も
、
フ

ェ
ニ
キ
ヤ
の
航
海
術
は
当
時
他
に
抜
ん
で
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
「
そ
の
当
時
に
お
け
る
第
一
流
の
船
主
で
あ
り
、
且
つ
、
最
も
優
れ
た

　
技
楠
を
有
す
る
航
海
者
で
あ
っ
た
フ
ェ
ニ
キ
や
人
は
、
ま
た
、
他
国
の

　
支
配
者
が
船
腹
を
必
要
と
し
た
場
合
に
は
自
由
に
雇
入
れ
ら
れ
た
。
彼

　
等
は
最
も
優
秀
な
造
船
家
で
あ
り
、
丁
丁
や
帆
の
操
縦
に
．
長
じ
た
乗
組

　
員
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
彼
等
が
航
海
上
の
秘
伝
に
通
じ
て
い

　
た
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
彼
等
は
港
、
接
岸
地
点
、

　
星
、
風
、
潮
の
干
満
、
潮
流
の
方
｛
品
等
に
つ
い
て
知
得
し
た
知
識
を
注

　
意
深
く
自
分
た
ち
の
間
だ
け
の
秘
密
と
し
て
守
ろ
う
と
し
た
。
海
図
や

　
航
海
要
具
の
な
か
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
経
験
を
積
ん
だ
海
員
に
よ

　
つ
て
、
世
代
か
ら
世
代
へ
と
伝
承
的
に
受
け
継
が
れ
た
観
測
と
体
験
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）

　
そ
が
あ
ら
ゆ
る
航
海
術
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
」

　
船
荷
の
積
付
方
法
や
発
港
前
の
監
査
方
法
に
つ
い
て
も
、
頗
る
卓
越
し

た
も
の
が
あ
っ
た
。
船
具
、
武
器
、
乗
組
員
の
所
持
品
は
言
う
に
及
ば
ず
、

商
品
の
寄
付
は
最
小
ス
ペ
ー
ス
に
塔
載
さ
れ
且
つ
必
要
の
時
に
直
ち
に
取

出
せ
る
よ
う
に
配
意
さ
れ
て
い
た
。
船
の
出
帆
に
先
立
っ
て
船
長
輔
佐
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

雷
隣
鉱
昌
、
ω
．
器
・
・
帥
。
・
訂
巨
が
船
具
、
積
荷
の
状
態
を
調
査
し
た
。

　
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
商
船
が
帆
船
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
山
山
胤
①
が
特

に
重
視
し
て
櫓
罹
船
か
ら
帆
船
へ
の
発
展
が
フ
ェ
ニ
キ
や
人
に
よ
っ
て
な

し
と
げ
ら
れ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
れ
迄
の
支
配
的
な
濃
染
で
あ

っ
た
長
痩
な
か
レ
イ
船
は
、
本
来
戦
闘
用
軍
艦
と
し
て
有
用
で
あ
っ
た
し
、

短
距
離
の
、
ま
た
比
較
的
少
量
の
貨
物
運
送
需
要
し
か
な
い
時
代
の
運
送

に
は
充
分
で
あ
っ
た
。
ガ
レ
イ
船
も
漕
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
の
た
め
游

薫
中
は
つ
と
め
て
帆
を
利
用
し
た
が
も
と
も
と
オ
ー
ル
で
漕
ぐ
船
で
あ
っ

た
。
し
か
る
に
、
航
海
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
且
つ
、
大
量
多
種
の
商
気
が

出
廻
る
に
至
っ
て
商
船
は
運
送
能
力
を
第
一
条
件
と
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

た
。
運
送
能
力
を
大
な
ら
し
む
る
に
は
、
勢
い
水
深
の
深
い
、
巾
子
の
重

量
船
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
多
数
の
漕
手
を
収
容
し
彼
等
の
食
料
、
身
廻

晶
を
積
込
む
こ
と
は
、
貨
物
積
載
ス
ペ
ー
ス
の
減
少
に
導
き
、
食
料
費
や

船
員
給
料
（
奴
隷
の
と
き
は
所
要
経
費
）
は
航
海
収
益
を
侵
蝕
す
る
。
か

く
し
て
商
船
は
次
第
に
巾
広
の
桶
型
（
ゴ
げ
・
・
。
訂
℃
①
山
）
帆
船
に
発
展
し
た
。

な
お
、
そ
れ
ら
の
商
船
に
は
凪
や
逆
風
時
の
た
め
に
髪
冠
の
備
付
が
な
さ

れ
て
い
た
が
、
主
た
る
動
力
は
単
一
の
大
蛇
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ニ
キ
や
入

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
戦
闘
用
の
高
速
の
「
島
形
船
」
と
通
商
用
の
緩
速
の

「
円
形
船
」
の
基
本
的
な
区
別
及
び
後
者
の
採
用
は
一
面
、
戦
闘
の
続
発

と
海
賊
活
動
の
横
行
の
時
代
に
あ
っ
て
、
そ
の
通
商
活
動
乃
至
海
上
交
通

を
必
然
的
に
制
限
す
る
条
件
で
は
あ
っ
た
が
、
一
面
明
白
な
社
会
的
進
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
4
）

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
フ
ェ
ニ
キ
や
海
運
の
経
営
形
態
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
そ

れ
は
明
白
に
商
人
に
よ
る
自
己
運
送
形
態
ヨ
巽
粘
き
ヴ
。
鍵
試
霞
で
あ
っ
た
。

守
覧
①
が
「
商
人
」
と
「
船
舶
所
有
者
」
、
「
仲
買
人
」
と
「
一
般
運
送
人
」

と
熟
語
的
な
表
現
を
用
い
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
な
か
ん
づ
く
、
フ
ェ
ニ

キ
や
船
の
他
国
王
の
傭
船
、
貸
借
の
事
実
か
ら
み
て
、
す
べ
て
の
船
が
、

商
人
一
船
主
の
計
算
に
基
い
て
、
自
己
の
商
品
の
み
の
輸
送
に
従
事
し
た

と
は
限
ら
な
い
。
非
経
済
的
要
請
に
基
く
傭
船
を
別
と
し
て
も
、
或
は
多

少
の
半
他
人
運
送
も
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
後

に
続
い
た
ギ
リ
シ
ャ
時
代
海
運
の
支
配
的
経
営
形
態
か
ら
想
像
し
て
も
、

フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
海
運
が
甘
ん
ど
す
べ
て
商
人
一
船
主
に
よ
る
自
己
運
送
で

あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ゴ
断
定
で
き
よ
う
。
商
人
に
よ
る
貿
易
・
航
海
・
植
民

が
一
体
的
に
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
発
達
が
あ
り
そ
の
特
色

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
古
代
世
界
の
政
治
的
、
軍
事
的
、
経
済

的
諸
制
約
か
ら
、
な
お
素
朴
幼
稚
な
発
展
に
す
ぎ
な
か
ら
し
め
た
と
し
て

も
、
フ
ェ
ニ
キ
や
海
運
を
し
て
エ
ジ
プ
ト
海
運
の
特
権
階
級
、
的
消
費
者
的

自
己
運
送
よ
り
著
し
く
事
業
的
組
織
的
な
海
運
活
動
た
ら
し
め
た
所
以
で

あ
っ
た
。
フ
ェ
ニ
キ
や
海
運
活
動
と
い
う
も
の
が
平
和
的
な
商
業
活
動
の

一
部
と
し
て
殆
ん
ど
海
賊
的
色
彩
を
云
々
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
古
代
征

服
戦
争
の
渦
中
に
あ
り
な
が
ら
比
較
的
永
く
繁
栄
を
保
ち
え
た
理
由
も
求

め
ら
れ
よ
う
。
本
国
が
衰
微
し
た
後
に
お
い
て
も
、
植
民
地
カ
ル
タ
ゴ
は

依
然
西
地
中
海
の
支
配
者
的
地
位
を
堅
持
し
た
し
、
東
地
中
海
の
支
配
権

を
継
い
だ
ギ
リ
シ
ャ
人
の
海
運
は
、
フ
ェ
ニ
キ
や
人
か
ら
海
運
経
営
形
態

を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
遺
産
を
学
び
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
註
1
）
　
菊
・
冒
・
。
胃
に
よ
れ
ば
、
フ
ェ
ニ
キ
ャ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
入
の
進
出
と
ア
ッ
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シ
リ
や
人
、
バ
ビ
戸
ニ
や
人
、
ぺ
〃
シ
や
人
等
の
勃
興
に
よ
り
、
商
業
よ
り
工

　
業
に
転
換
一
尤
も
そ
の
後
に
お
い
て
も
商
業
活
動
は
決
し
て
終
滅
せ
ず

　
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
高
尾
訳
、
世
界
商
業
史
2
7
頁

（
誰
2
）
　
高
尾
訳
、
世
界
商
業
史
2
5
頁

（
註
3
）
　
凄
吾
w
や
。
。
O
・

（
註
4
）
局
超
♂
は
六
つ
の
都
市
の
住
民
と
呼
ん
で
い
る
が
、
宮
下
教
授
は
、
北

　
部
に
お
い
て
≧
〈
巴
・
し
d
菩
ざ
。
。
噸
甥
ゼ
。
財
・
。
・
南
部
に
お
い
て
じ
d
魯
嵩
8
“
b
葵
ρ

　
日
鴇
。
p
o
D
凱
。
昌
等
の
都
市
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
チ
ル
及
び
シ
ド
ソ

　
が
最
も
有
名
で
あ
り
、
且
つ
v
海
運
商
業
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
。
宮
下
孝
吉
、

　
経
済
史
5
1
頁

（
註
5
）
　
フ
ェ
ニ
キ
ャ
本
国
で
な
く
、
且
つ
、
紀
元
前
緊
O
年
頃
の
こ
と
で
あ
る

　
が
、
フ
ェ
ニ
キ
ャ
の
最
重
要
植
民
都
市
カ
ル
タ
ゴ
で
は
「
金
力
が
社
会
に
お
け

　
る
唯
一
の
勢
力
と
な
り
、
大
資
本
家
よ
り
少
数
の
支
配
者
を
生
じ
、
商
業
上
の

　
利
害
は
直
ち
に
戦
争
平
和
の
原
因
と
な
り
、
豪
族
の
私
財
の
獲
得
が
国
家
終
極

　
の
目
的
と
な
る
。
」
状
態
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
高
尾
訳
、
世
界
商
業
史
4
4
頁

（
註
6
）
　
∩
・
U
亀
・
三
上
訳
、
世
界
商
業
史
1
2
頁

（
註
7
）
　
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
地
中
海
制
海
権
は
の
ち
ギ
リ
シ
ャ
の
進
出
に
よ
っ
て
東

　
地
中
海
で
敗
退
し
た
と
は
い
え
、
西
地
中
海
で
は
、
カ
ル
タ
ゴ
の
勢
力
に
よ
つ

　
て
逆
に
ギ
リ
シ
ャ
の
進
出
を
阻
ん
だ
。

（
註
8
）
　
国
記
①
…
剛
・
じ
。
P

（
註
9
）
　
肉
・
寓
ミ
7
高
尾
訳
、
世
界
商
業
史
2
6
頁

（
註
1
0
）
　
O
U
睾
三
上
訳
、
世
界
商
業
史
1
4
頁

（
註
1
1
）
　
フ
ェ
ニ
キ
ャ
人
の
イ
ギ
リ
ス
の
錫
、
北
海
及
び
東
海
産
の
號
珀
輸
送
は

　
自
ら
そ
の
地
に
荒
し
た
こ
と
を
証
明
せ
ず
、
ス
ペ
イ
ン
及
び
ガ
リ
ア
の
土
民
を

　
介
し
て
入
手
し
た
も
の
と
見
る
の
が
定
説
と
言
え
よ
う
。

（
註
1
2
）
　
ギ
リ
シ
ャ
人
が
フ
ェ
ニ
キ
ャ
人
よ
り
北
極
星
利
用
航
法
を
学
ん
で
、
こ

　
の
星
を
フ
ェ
ニ
キ
ャ
星
と
名
付
け
た
。

（
註
1
3
）
　
鵠
覧
。
嚇
や
お
・

（
註
1
4
）
　
戦
争
に
際
し
て
艦
隊
形
成
の
た
め
一
般
商
船
を
捕
獲
す
る
こ
と
を
無
意

古
代
経
済
と
海
運
活
動

義
な
ら
し
め
た
と
い
う
消
極
的
効
果
も
あ
っ
た
。
閃
塁
冨
…
㍗
命
・

第
二
節
　
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
海
曹
活
動

一
　
ギ
リ
シ
ャ
の
経
済
基
盤

　
最
初
の
主
た
る
活
動
舞
台
を
身
近
な
エ
ー
グ
海
に
求
め
て
次
第
々
々
に

成
長
し
て
行
っ
た
フ
ェ
ニ
キ
や
海
運
（
貿
易
）
が
、
や
が
て
西
へ
四
へ
と

発
展
し
て
遂
に
、
地
中
海
の
最
初
の
支
配
者
と
な
っ
た
こ
と
は
前
節
に
述

べ
た
如
く
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
フ
ェ
ニ
キ
や
入
が
先
づ
接
触
し
た
ヨ
ー

p
ッ
パ
と
い
う
も
の
が
ギ
リ
シ
ャ
地
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
地
理
的
に
当

然
の
経
路
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
と
ギ
リ
シ
ャ
と
の
間
の
貿
易
関
係
成

立
時
期
に
つ
い
て
、
　
∪
醸
は
紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
、
（
ギ
リ
シ
ャ
英
雄
時

　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

代
）
と
し
て
い
る
が
、
或
は
も
っ
と
早
く
か
ら
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
、
幾
人
か
の
学
者
は
そ
れ
を
暗
示
若
く
は
明
言
し
て
い
る
。
ギ
リ

シ
ャ
に
往
来
し
或
は
そ
の
地
に
住
ん
だ
フ
ェ
ニ
キ
や
人
が
ギ
リ
シ
ャ
に
お

け
る
貿
易
及
び
海
運
活
動
の
当
初
の
中
心
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
後
に
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
勢
力
が
衰
え
、
之
に
か
わ
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
海

運
が
発
達
し
た
と
い
う
こ
と
は
淫
書
に
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
幾
時

頃
か
ら
始
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
人
に
よ
り
見
解
が
組
違
し

て
お
り
、
ど
の
説
が
正
し
い
の
か
に
わ
か
に
断
定
し
が
た
い
。
の
み
な
ら

ず
、
フ
ェ
ニ
キ
や
海
運
を
駆
逐
し
た
ギ
リ
シ
ャ
海
運
と
い
う
表
現
に
お
い

て
、
そ
れ
が
厳
密
に
ギ
リ
シ
ャ
人
自
身
に
よ
る
海
運
活
動
を
意
味
す
る
の
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

か
ど
う
か
、
そ
う
と
し
た
場
合
、
相
手
た
る
フ
ェ
ニ
キ
や
海
運
と
は
フ
ェ

ニ
キ
や
本
国
（
紀
元
前
八
世
紀
に
滅
亡
し
て
い
る
）
の
そ
れ
か
或
は
カ
ル

タ
ゴ
（
フ
ェ
ニ
キ
や
植
民
地
）
の
そ
れ
か
、
い
つ
れ
か
黛
明
確
に
規
定
さ

れ
て
い
な
い
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
征
服
・
遠
征
乃
至
海
賊
的
な
も
の
を
除
き
、
通
商
的

な
ギ
リ
シ
ャ
海
運
活
動
と
い
う
も
の
は
、
か
な
り
後
代
に
展
開
さ
れ
た
も

の
で
、
従
来
の
漠
然
た
る
ギ
リ
シ
ャ
海
運
な
る
表
現
に
は
ギ
リ
シ
ャ
人
に

よ
る
も
の
と
非
ギ
リ
シ
ャ
人
－
一
外
国
商
人
に
よ
る
も
の
と
が
混
同
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
後
者
が
前
者
に
先
行
し
た
も
の

で
あ
り
、
少
く
と
も
古
典
時
代
（
紀
元
前
五
及
び
四
世
紀
）
以
前
に
お
け

る
ギ
リ
シ
ャ
中
心
の
海
運
活
動
は
、
そ
れ
が
包
摂
さ
れ
て
い
た
外
国
貿
易

活
動
と
と
も
に
、
主
と
し
て
外
国
商
入
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
た
。
古

血ハ

梠
繹
ﾈ
降
、
ア
テ
ネ
、
コ
リ
ン
ト
、
ア
イ
ギ
ナ
、
等
々
の
諸
都
市
国
家

が
海
上
商
業
の
中
心
と
な
り
、
大
海
軍
並
び
に
商
船
を
建
設
し
て
ギ
リ
シ

ャ
住
民
に
よ
る
花
々
し
い
海
運
活
動
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
る

時
に
お
い
て
も
、
外
国
商
人
の
活
動
は
排
除
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
ギ
リ
シ
ャ
海
運
活
動
の
．
土
台
と
な
っ
た
輸
出
工
業
や
外
国
貿
易
は
、

本
来
、
ギ
リ
シ
ャ
に
来
住
し
た
外
国
商
人
に
よ
っ
て
開
発
・
経
営
さ
れ
た

も
の
で
、
ギ
リ
シ
ャ
人
自
身
の
指
導
権
樹
立
以
前
に
相
当
な
発
達
を
と
げ

た
も
0
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
、
一
般
に
ギ
リ
シ
ャ
の
、
若
く

は
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
海
運
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
も
の
は
、
概
し
て
、

ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
外
国
商
人
が
展
開
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
場
合

が
多
い
。

　
当
初
は
、
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
市
の
住
民
で
は
あ
っ
た
が
政
治
的
権
利
を
も

た
な
か
っ
た
外
国
商
人
に
よ
っ
て
発
達
せ
し
め
ら
れ
、
後
に
ギ
リ
シ
ャ
自

由
民
の
参
加
を
み
た
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
海
運
活
動
は
、
如
何
な
る
経
済

基
盤
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
か
。

　
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
市
に
来
往
し
た
外
国
商
人
の
中
核
は
フ
ェ
ニ
キ
や
人
で

あ
っ
た
が
、
エ
ジ
プ
ト
及
び
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
二
つ
の
古
代
文
明
に
接
し
、

な
か
ん
づ
く
、
ア
ジ
プ
的
生
産
様
式
・
粗
暴
な
集
中
的
国
家
形
態
に
対
応

し
て
展
開
し
始
め
た
フ
ェ
ニ
キ
や
海
運
・
商
業
活
動
は
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い

て
は
、
違
っ
た
経
済
基
盤
・
政
治
形
態
に
当
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ギ
リ
シ
ャ
の
経
済
社
会
は
奴
隷
制
経
済
社
会
で
あ
り
、
政
治
的
に
は
ギ

リ
シ
ャ
全
土
を
統
一
的
に
支
配
す
る
国
家
は
形
成
さ
れ
ず
、
多
数
の
都
市

が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
存
在
し
て
い
た
。
し
か
も
、
海
運
活
動
の
中
心
と

な
っ
た
ア
テ
ネ
・
コ
リ
ン
ト
等
の
諸
都
市
は
．
む
し
ろ
、
民
主
的
な
都
市
と

し
て
ス
パ
ル
タ
等
の
貴
族
的
諸
都
市
と
対
比
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
。

　
紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
の
頃
の
ギ
リ
シ
ャ
人
（
彼
等
は
自
ら
を
ヘ
レ
ネ
ス

人
と
呼
ん
だ
）
は
氏
族
社
会
か
ら
封
建
的
社
会
へ
の
過
渡
期
に
あ
っ
た
。

氏
族
の
長
老
・
酋
長
は
平
和
時
に
お
け
る
裁
判
官
、
戦
時
に
お
け
る
軍
事

指
揮
者
で
あ
る
と
共
に
、
大
土
地
所
有
者
と
し
て
、
次
第
に
政
治
的
、
経

済
的
支
配
権
を
握
っ
て
王
（
げ
簿
Q
D
一
一
①
昌
Q
D
）
と
な
っ
た
。
彼
及
び
そ
の
近
親
者

は
奴
隷
一
戦
争
捕
虜
も
し
く
は
債
務
奴
隷
i
を
使
用
し
て
自
ら
の
経

済
を
営
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
王
に
対
し
て
政
治
的
権
利
は
も
ち
な
が
ら
も
次

第
に
経
済
的
従
属
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
氏
族
員
は
自
由
民
（
餌
①
巨
。
。
。
）
と
し

て
自
己
の
所
有
地
に
お
い
て
農
耕
に
従
事
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
ギ
リ
シ
ャ
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は
、
自
然
地
理
的
事
情
と
種
族
の
差
異
と
に
よ
り
統
一
国
籔
を
形
成
す
る

に
至
ら
ず
、
多
数
の
独
立
都
市
共
醜
体
は
各
々
、
　
一
つ
の
都
市
国
家
と
し

て
発
達
し
た
。
こ
の
都
市
国
家
は
都
市
区
域
と
そ
の
周
囲
の
農
村
区
域
を

包
含
し
て
い
る
が
、
法
上
両
区
域
に
は
何
等
の
差
別
も
設
け
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　
各
都
市
の
王
政
は
紀
元
前
八
・
七
世
紀
ま
で
の
間
に
貴
族
政
治
に
変
貌

し
た
が
、
更
に
七
・
六
世
紀
に
至
っ
て
民
主
的
な
都
市
国
家
と
貴
族
的
な

都
市
国
家
の
馴
が
生
じ
、
前
者
に
お
い
て
は
民
主
主
義
的
政
治
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
テ
ネ
を
代
表
と

す
る
民
主
的
な
諸
藩
古
国
家
こ
そ
本
稿
の
対
象
た
る
貿
易
・
海
運
活
動
の

中
心
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
紀
元
前
八
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
亘
る
ギ
リ
シ
ャ
都
市
経
済
の
発
達
、
な

か
ん
づ
く
、
貨
幣
経
済
の
発
達
と
商
工
業
の
成
熟
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

は
、
可
成
り
有
力
な
否
定
論
も
行
わ
れ
て
い
る
。
国
9
。
医
事
。
舞
は
そ
の
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

○自

ｨ
9
毒
伍
主
僧
巳
①
＝
ロ
首
邑
O
島
Φ
簿
窪
♂
巳
に
お
い
て
、
彼
独
特
の
史

料
的
検
討
を
展
開
し
な
が
ら
、
全
面
的
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
以
前
の
あ
ら
ゆ
る

時
代
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
の
工
業
、
商
業
上
の
発
展
を
否
定
し
て
い
る
が
、

特
に
八
－
六
世
紀
の
経
済
状
態
に
つ
い
て
、
次
の
言
葉
を
以
っ
て
結
ん

で
い
る
。

　
「
紀
元
前
九
世
紀
に
於
け
る
ギ
リ
シ
ャ
の
貴
族
国
家
と
同
じ
く
、
次
の

　
時
代
（
紀
元
前
八
－
六
世
紀
…
…
引
用
者
）
を
通
じ
て
ギ
リ
シ
ャ
の

　
国
家
は
全
然
農
業
国
家
的
経
済
組
織
に
基
づ
き
、
決
し
て
商
工
業
的
経

　
済
組
織
を
基
礎
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
の
世
界
は
農
業
的
で
あ
っ

古
代
経
済
と
海
運
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

　
て
、
商
業
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
と
。

　
貿
易
の
発
展
に
つ
れ
て
新
に
擁
頭
し
て
来
た
手
エ
業
一
商
業
住
民
層
と

古
く
か
ら
の
大
土
地
所
有
者
1
1
貴
族
と
の
闘
争
を
強
調
し
、
民
主
的
政
治

を
以
っ
て
小
所
有
者
、
手
工
業
者
及
び
商
人
の
支
配
権
の
確
立
を
意
味
す

　
　
　
　
（
註
4
）

る
と
い
う
見
解
は
や
や
一
方
的
に
失
す
る
と
し
て
も
、
最
も
支
配
的
な
歴

史
学
説
に
お
い
て
、
紀
元
前
八
・
七
世
紀
以
降
の
貨
幣
経
済
及
び
工
業
の

発
展
、
海
上
貿
易
及
び
植
民
地
活
動
の
勃
興
は
一
般
に
是
認
さ
れ
て
き
た
。

鼠
9
・
。
・
Φ
訂
。
簿
が
数
多
く
の
資
料
を
事
細
か
に
検
討
し
つ
玉
、
　
じ
⇔
①
δ
。
r

冨
①
遷
ポ
　
剛
。
①
配
琶
p
昌
＝
等
々
一
流
歴
史
学
者
の
所
説
に
反
駁
し
て
、
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
以
前
の
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
古
国
家
に
大
規
模
な
（
輸
出
）
工
業
生
産

や
発
達
せ
る
商
業
活
動
な
し
と
断
定
す
る
学
者
的
勇
気
と
所
論
の
巧
み
さ

に
は
確
か
に
敬
脹
す
べ
ぎ
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
彼
は
「
古
代
の
民
主
主
義
と
い
う
の
は
専
ら
完
全
市
民
の
範
囲
内
の
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
註
5
）

主
主
義
を
意
味
し
て
い
る
」
と
な
し
、
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
市
国
家
を
支
配
す

る
完
全
市
民
が
政
治
的
人
間
（
国
。
§
娼
。
ま
。
蕩
）
　
に
留
ま
ひ
経
済
的
人

間
（
頃
O
言
O
　
㊦
O
O
β
O
ヨ
一
〇
口
q
Ω
）
　
に
進
化
し
得
な
か
っ
た
理
由
を
「
不
動
産
に

よ
る
収
入
（
自
己
の
所
有
地
か
ら
の
私
の
収
入
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
と
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

に
国
家
か
ら
の
収
入
）
」
の
み
に
依
存
す
る
非
生
産
性
に
求
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
彼
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
「
ギ
リ
シ
ャ
国
家
の
完
全
市
民
は
、
労
働
の
代
表
者
と
老
え
る
こ
と
は

　
出
来
な
い
。
都
市
に
於
け
を
支
配
的
完
全
市
民
階
級
は
本
質
上
麻
生
産

　
的
で
あ
る
。
労
働
－
従
属
的
労
働
は
殆
ん
ど
総
て
と
言
っ
て
よ
い
が

　
一
は
本
質
上
露
市
民
階
級
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
み
た
。
古
代
人
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

　
は
完
全
市
民
で
あ
る
限
り
、
決
し
て
経
済
的
人
聞
で
は
な
い
。
し
と
。

こ
れ
は
、
彼
の
首
尾
一
貫
し
た
見
方
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
あ
る
程
度

ま
で
－
殊
に
完
全
市
民
た
る
ヘ
レ
ネ
ス
人
の
国
家
と
い
う
見
方
に
関
す

る
限
り
　
　
事
実
の
本
質
を
究
明
し
た
優
れ
た
所
説
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
た
だ
、
し
か
し
、
彼
は
些
か
、
古
代
世
界
に
お
け
る
政
治
の
経
済
に
対

す
る
優
越
を
過
大
に
評
価
し
、
少
数
の
支
配
者
層
の
非
生
産
性
を
も
つ
て
、

国
家
全
体
の
経
済
的
非
発
展
を
律
し
去
る
嫌
い
な
し
と
し
な
い
。
「
生
命

を
養
う
田
畑
が
充
分
に
収
穫
を
齎
す
な
ら
、
敢
え
て
海
上
に
行
く
必
要
は

な
い
」
と
い
う
ヘ
シ
オ
ド
ス
の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
完
金

市
民
の
海
上
発
展
を
否
定
す
る
雌
器
。
貯
。
騨
自
身
、
当
時
に
お
け
る
フ
ェ

こ
キ
ヤ
人
の
活
躍
を
肯
定
し
、
前
記
引
用
丈
の
中
に
お
い
て
も
、
非
市
民

階
級
に
よ
る
労
働
従
っ
て
農
・
工
・
商
業
の
従
事
を
是
認
し
て
い
る
。
た

と
え
大
規
模
な
工
業
生
産
が
な
さ
れ
る
に
至
ら
ず
、
幼
稚
な
商
工
業
し
か

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
少
く
と
も
、
七
・
六
世
紀
の
ギ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

ヤ
で
は
明
白
に
貨
幣
経
済
・
商
晶
流
通
の
発
展
が
あ
り
、
そ
れ
に
や
玉
先

立
っ
て
植
民
地
活
働
－
単
な
る
通
商
拠
点
・
碇
泊
所
と
し
て
の
も
の
で

な
く
、
農
業
植
民
地
が
主
で
あ
っ
た
。
一
が
前
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

故
、
貿
易
乃
至
海
運
活
動
が
顧
る
程
度
の
発
達
を
な
し
得
る
経
済
的
基
礎

そ
の
も
の
は
備
わ
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
発
展
の
肯
定
は
直
ち
に
ギ
リ
シ
ャ
政
治
経
済
構

造
の
劃
期
的
変
化
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
都
市
国
家
の
支
配
関
係

・
経
済
構
造
の
本
質
そ
の
も
の
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
表
面
的
な
現
象
上

の
発
展
に
す
ぎ
な
い
。
政
治
・
経
済
上
の
主
体
（
支
配
者
）
や
経
済
の
根

本
構
造
は
何
等
変
化
し
な
か
っ
た
。
紀
元
前
五
世
紀
末
以
降
ア
テ
ネ
を
中

心
と
す
る
ギ
リ
シ
ャ
世
界
に
、
あ
る
程
度
の
商
工
業
的
興
隆
を
認
め
る

濃
霧
①
訂
。
蹄
は
、
そ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
な
お
か
つ
、
ギ
リ
シ
ャ
的
秩

序
・
経
済
体
制
の
無
変
化
を
主
張
し
て
い
る
。
前
述
の
如
く
、
ギ
リ
シ
ャ

都
市
の
完
全
市
民
の
政
治
的
側
面
を
重
視
す
る
の
余
り
、
彼
等
の
周
囲
で

現
実
に
行
わ
れ
た
経
済
活
動
を
過
少
に
解
釈
し
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
け
れ

ど
も
、
そ
れ
だ
け
に
、
彼
は
誰
よ
り
も
強
く
、
ギ
リ
シ
ャ
経
済
の
基
本
的

体
制
の
一
貫
性
を
認
識
し
て
い
る
と
も
言
い
得
る
。

　
民
主
的
な
諸
都
市
に
お
い
て
も
、
完
全
市
民
た
ち
は
、
依
撚
「
不
動
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膨

収
入
」
な
か
ん
づ
く
土
地
か
ら
の
収
益
を
第
一
と
し
、
不
足
分
は
海
賊
的

活
動
・
来
頁
及
び
閾
税
収
入
に
よ
、
る
収
益
で
補
足
す
る
建
前
を
と
っ
て
い

た
。
紀
元
前
六
世
紀
ま
で
、
ア
テ
ネ
は
農
牧
中
心
の
農
業
国
家
で
あ
り
、

ペ
イ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
時
代
（
紀
元
前
六
〇
〇
～
五
二
七
年
）
以
来
商
工
業

的
都
市
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
製
品
の
販
路
獲
得
を
目
ざ
す
工
業
都
市
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

も
な
く
、
完
全
市
民
が
輸
出
貿
易
に
従
事
し
た
都
市
で
も
な
か
っ
た
。
六

世
紀
初
頭
ソ
p
ン
が
外
国
職
人
を
招
い
た
の
は
農
業
的
な
社
会
に
不
足
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
o
）

て
い
た
工
業
生
産
品
の
地
方
的
需
要
を
満
足
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
外
国

商
人
の
優
遇
も
、
同
様
の
理
由
と
附
加
的
に
入
手
さ
れ
る
関
税
喜
入
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
完
全
市
民
は
「
寡
欲
な
る
生
計
」
で

満
足
し
、
政
治
的
地
位
に
つ
い
た
手
工
業
者
一
商
人
は
蔑
視
さ
れ
て
お

り
、
殊
に
大
部
分
の
商
人
は
政
治
的
権
利
の
な
い
外
国
人
で
あ
っ
た
。
1

で
も
決
し
て
自
己
の
利
益
を
計
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
奴
隷
制
社
会
で

あ
る
と
は
い
え
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
は
、
一
般
に
ロ
ー
マ
時
代
に
お
け
る
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ほ
ど
ひ
ど
い
奴
隷
酷
使
は
な
く
、
彼
等
の
多
数
を
使
役
し
た
大
企
業
は
未

　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
1
）

だ
存
在
し
な
か
っ
た
。

　
ス
パ
ル
タ
、
テ
ッ
サ
リ
ア
等
の
貴
族
的
都
市
国
家
に
お
け
る
少
数
の
例

外
を
除
い
て
、
ギ
リ
シ
ャ
都
市
国
家
で
は
、
一
般
に
、
古
典
時
代
を
通

じ
て
完
全
市
民
の
大
多
数
は
自
作
農
民
と
し
て
農
業
に
従
事
す
る
か
、
土

地
か
ら
の
収
入
で
生
活
し
て
い
た
。
奴
隷
は
大
土
地
所
有
者
や
、
農
繁
期

の
臨
時
的
利
用
に
際
し
て
農
耕
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
主
と

し
て
家
内
労
働
に
使
役
さ
れ
て
い
た
。
商
工
業
に
も
奴
隷
は
使
用
さ
れ
た

が
、
必
ず
し
も
一
時
に
多
数
が
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
な
く
、
奴
隷
労
働
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
2
）

搾
取
に
よ
る
あ
く
な
き
利
益
の
追
求
は
概
し
て
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

都
市
国
家
と
し
て
は
、
完
全
市
民
の
必
要
を
満
た
し
、
不
平
の
発
生
を
防

ぎ
、
以
っ
て
、
自
ら
の
秩
序
と
繁
栄
を
保
つ
こ
と
が
第
一
の
関
心
享
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
奴
隷
や
外
国

人
の
労
働
と
活
動
を
許
可
し
た
の
で
あ
り
、
自
ら
の
生
存
と
発
展
に
役
立

つ
限
り
に
お
い
て
恩
恵
の
お
こ
ぼ
れ
を
分
ち
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
外
国
職
人
及
び
奴
隷
に
よ
る
手
工
業
的
発
展
は

や
が
て
商
品
生
産
へ
導
き
、
外
国
商
人
の
来
往
と
植
民
地
活
動
の
拡
大
に

よ
っ
て
遺
旨
流
通
は
活
濃
化
し
、
貨
幣
経
済
・
商
品
経
済
の
漸
次
的
普
及

を
み
る
に
至
り
、
貿
易
、
海
運
活
動
の
発
達
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
か
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
都
市
国
家
の
政
治
経
済
体
制
そ
の
も
の
や

行
動
原
則
は
一
貫
し
て
不
変
で
あ
り
、
決
し
て
近
世
以
降
の
如
き
利
潤
追

求
に
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
当
時
の
凡
ら
く
唯
一

的
な
利
潤
源
泉
と
み
ら
れ
る
商
業
海
運
活
動
は
当
初
、
完
全
市
民
に
ふ
さ

古
代
経
済
と
海
運
活
動

わ
し
か
ら
ぬ
践
業
と
さ
れ
、
専
ら
外
国
商
人
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
紀
元

前
五
・
四
世
紀
に
至
っ
て
も
商
業
及
び
海
運
活
動
は
完
全
市
民
の
目
に
冒

険
貸
借
の
対
象
と
し
て
映
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
自
身
が
商
業
活
動
に

従
事
す
る
こ
と
は
阻
ま
れ
て
い
た
。
「
如
何
な
る
船
舶
も
航
海
者
も
貿
易

業
者
も
、
資
本
家
の
彼
に
与
え
る
信
用
な
し
に
は
貿
易
航
海
を
行
う
こ
と

は
出
来
な
い
」
と
い
う
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
の
言
葉
は
、
紀
元
前
四
世
紀
に
お

け
る
資
本
提
供
者
と
商
業
実
務
担
当
者
の
分
離
、
商
業
海
運
の
無
資
本
的

段
階
を
意
味
し
、
無
資
本
の
商
人
・
航
海
者
の
近
代
的
意
味
に
お
け
る
利

潤
追
求
者
に
非
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
止
む
を
得
ざ
る
理
由

か
ら
商
人
・
航
海
者
に
な
り
下
っ
た
も
の
は
早
く
そ
の
位
置
か
ら
浮
び
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）

る
こ
と
を
念
願
と
し
て
い
た
。

　
以
上
述
べ
た
ギ
リ
シ
ャ
都
宙
国
家
の
在
り
方
及
び
そ
の
た
め
に
終
始
貫

か
れ
た
経
済
体
制
か
ら
み
て
、
こ
れ
に
対
応
し
た
商
業
、
海
運
活
動
の
性

格
に
は
一
定
の
枠
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
結
論
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
当
時
の
商
業
乃
至
航
海
活
動
は
都
市
国
家
自
身
の
積
極
的
意
図
に
墓

い
た
も
の
で
は
な
い
。
都
市
の
生
産
せ
る
工
業
品
の
輸
出
及
び
そ
の
た
め

の
原
料
や
日
用
品
の
輸
入
と
い
う
こ
と
が
商
業
の
主
た
る
目
的
で
は
な
く
、

ギ
リ
シ
ャ
世
界
に
お
け
る
主
要
商
品
取
引
所
一
海
市
へ
の
（
叉
は
そ
こ
か

ら
の
）
単
な
る
商
品
輸
送
が
海
運
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
っ
た
。
ギ
リ

シ
ャ
の
商
業
が
世
界
的
乃
至
国
際
的
な
性
格
を
も
つ
た
と
い
う
こ
と
は
こ

う
し
た
意
味
に
解
さ
る
べ
く
、
都
市
が
大
海
軍
力
を
有
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
都
市
の
財
政
が
こ
う
し
た
国
際
的
商
　
の
取
引
に
伴
う
関
税
収
入
に

依
存
す
る
と
こ
ろ
大
ぎ
か
っ
た
事
情
、
及
び
と
り
わ
け
、
後
述
の
如
き
食

［
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

料
輸
入
の
確
保
と
い
う
点
か
ら
、
そ
の
交
通
保
護
に
当
ろ
う
と
し
た
も
の

に
外
な
ら
な
い
。

（
註
1
）
　
三
上
訳
、
世
界
商
業
史
1
4
頁

（
註
2
）
　
原
随
園
、
市
川
文
蔵
訳
「
都
市
国
家
と
経
済
」
あ
り
。
本
稿
引
用
は
之

　
に
拠
る
。

（
誰
3
）
　
国
器
ゆ
訂
8
汀
。
・
・
認
・
原
市
川
訳
H
禽
頁
。

（
註
4
）
　
早
川
訳
、
世
界
史
教
程
第
一
分
冊
、
H
ゆ
。
～
H
ゆ
H
頁

（
註
5
）
守
・
・
。
ぴ
§
洋
・
・
幹
・
。
㎝
～
。
。
ひ
・
下
原
、
市
川
訳
6
9
～
7
0
頁

（
註
6
）
　
国
。
。
器
鐸
8
ど
9
器
・
原
、
市
川
訳
6
5
頁

（
註
7
）
　
口
霧
。
穿
。
①
『
9
G
。
。
。
・
原
、
市
川
訳
7
5
頁

（
註
8
）
宮
下
孝
吉
、
経
済
史
6
9
頁

（
註
9
）
　
嘱
目
Φ
穿
。
①
汀
。
。
・
ゆ
。
。
・
原
、
市
川
訳
H
建
艦

（
註
1
0
）
　
守
器
穿
8
汀
ρ
ひ
H
・
原
、
市
川
訳
話
O
頁

（
註
1
1
）
　
宮
下
教
授
は
ギ
リ
シ
ャ
の
支
配
的
な
工
業
奴
隷
使
用
数
は
一
～
4
人
で

　
あ
り
、
5
～
1
4
人
の
中
経
営
的
規
模
も
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
（
前
掲
書
7
4
頁
）
、

　
国
驕
。
。
。
①
げ
同
8
犀
は
1
0
ピ
ー
5
人
が
普
通
で
あ
っ
た
と
言
う
。
（
前
掲
訳
書
H
笛
O
頁
）

（
註
1
2
）
鉱
山
労
働
の
場
合
は
例
外
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
比
較
的
多
人
数
の
奴
隷

　
が
使
用
さ
れ
、
最
も
苦
役
に
み
ち
た
も
の
で
あ
っ
た

（
註
1
3
）
　
鳳
器
①
謬
8
5
。
。
・
目
9
原
、
市
川
訳
2
0
頁

ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
海
運
活
動

　
支
配
的
な
歴
史
学
説
に
従
っ
て
、
紀
元
前
八
世
紀
か
ら
六
世
紀
の
間
に

ギ
リ
シ
ャ
都
市
経
済
が
発
達
し
、
な
か
ん
づ
く
、
民
主
的
な
諾
都
市
に
お

い
て
海
上
商
業
、
海
運
活
動
が
興
隆
し
、
た
こ
と
を
認
め
る
と
し
て
も
、
こ

の
場
合
次
の
者
点
を
特
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
1
）
　
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
市
に
お
け
る
貨
幣
経
済
・
商
工
業
の
成
熟
は
、
そ

　
の
政
治
的
色
彩
の
濃
厚
な
経
済
社
会
、
詳
言
す
れ
ば
、
政
治
的
権
力
を

　
有
す
る
完
全
市
民
中
心
の
奴
隷
制
経
済
社
会
の
体
制
を
基
と
し
て
展
開

　
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
基
本
構
造
に
何
等
の
変
動
も
与
え
な
か
っ
た
と

　
い
う
こ
と
。

（
2
）
　
商
業
貿
易
は
な
お
、
直
接
的
に
は
限
ら
れ
た
一
部
完
全
市
民
の
消

　
費
一
慾
望
充
足
を
目
的
と
し
て
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
の
積
極

　
的
な
輸
出
入
貿
易
の
発
達
と
は
み
な
し
難
い
こ
と
。

（
3
）
　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
商
業
海
運
活
動
が
可

　
成
り
高
度
に
展
開
し
得
た
の
は
、
そ
の
植
民
地
活
動
と
主
要
海
港
を
中

　
心
と
す
る
国
際
的
商
品
取
引
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
こ
と
。

（
4
）
　
最
後
に
、
商
業
及
び
航
海
活
動
の
担
当
者
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
以
前
の

　
ム
期
を
通
じ
て
、
主
と
し
て
外
国
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
。

（
1
）
及
び
（
2
）
に
つ
い
て
は
前
項
に
お
い
て
概
ね
関
幽
し
た
。
本
項
で
は

簡
単
に
（
3
）
及
び
（
4
）
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

　
た
と
え
、
自
撚
的
農
業
経
済
社
会
が
完
全
市
民
の
理
想
社
会
で
あ
っ
て

も
、
交
換
の
発
達
及
び
商
工
業
者
で
形
成
さ
れ
る
都
市
区
域
の
出
現
は
農

村
居
住
者
の
生
活
に
変
化
と
圧
迫
を
加
え
ず
に
置
か
な
い
。
の
み
な
ら
ず

大
土
地
所
有
者
の
奴
隷
使
用
耕
作
と
土
地
の
集
中
傾
向
は
小
農
民
の
農
業

経
営
を
ま
す
ま
す
貧
窮
化
さ
せ
た
。
さ
な
ぎ
だ
に
農
耕
適
地
に
恵
ま
れ
な

か
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
貧
窮
農
民
は
、
紀
元
前
八
世
紀
頃
か
ら
新
し
き
故
郷
を

求
め
て
地
中
海
及
び
黒
海
沿
岸
に
移
住
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
ギ
リ
シ

ャ
人
の
植
民
地
は
エ
ー
グ
海
諸
島
、
小
ア
ジ
ア
の
地
中
海
岸
か
ら
イ
タ
リ

ー
南
部
及
び
シ
シ
リ
ー
島
に
ま
た
が
り
、
最
後
に
は
ス
ペ
イ
ン
及
び
フ
ラ
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ン
ス
に
及
ん
だ
。

　
ギ
リ
シ
ャ
人
の
植
民
地
は
、
フ
ェ
ニ
キ
や
人
の
植
民
地
が
単
な
る
通
商

上
の
仲
継
地
や
碇
泊
地
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
、
本
格
的
な
農

業
植
民
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
諸
家
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

農
業
植
民
地
と
し
て
出
発
し
た
こ
と
は
、
勢
い
、
各
植
民
地
と
本
国
母
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

と
の
経
済
的
つ
な
が
り
を
密
接
に
し
た
。
商
業
及
び
航
海
活
動
が
植
民
地

活
動
に
よ
っ
て
発
達
を
助
長
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
国
を

離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
植
民
の
動
機
や
植
民
地
自
身
の
発
達
に
よ
つ

　
　
　
　
　
（
註
2
）

て
、
■
本
国
に
敵
対
す
る
植
民
地
も
あ
っ
た
が
、
概
し
て
本
国
と
植
民
地
は

友
好
関
係
を
保
ち
、
紀
元
前
七
・
六
世
紀
の
相
互
間
貿
易
は
活
濃
で
あ
っ

た
。
農
耕
を
主
と
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
に
商
工
業
的
発
展
．
が
興
つ
た
の
は
、
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

元
前
八
・
七
世
紀
植
民
活
動
を
行
っ
た
諸
都
市
に
限
る
と
い
う
論
者
も
あ

る
ほ
ど
、
商
業
・
海
運
活
動
は
植
民
地
活
動
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。

　
紀
元
前
五
・
四
世
紀
ギ
リ
シ
ャ
が
政
治
・
経
済
的
発
展
の
絶
頂
期
に
達
し
、

貿
易
に
よ
っ
て
大
な
る
繁
栄
を
か
ち
得
た
頃
に
お
い
て
も
、
　
口
塁
①
訂
。
評

は
貿
易
及
び
航
海
が
な
お
主
と
し
て
外
国
商
人
（
若
く
は
外
国
商
人
出

身
の
都
市
市
民
）
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
以

前
に
お
け
る
商
業
海
運
活
動
が
専
ら
彼
等
に
依
存
し
て
い
た
の
は
む
し
ろ

当
撚
で
あ
っ
た
。
外
国
貿
易
を
許
す
す
べ
て
の
ギ
リ
シ
ャ
都
市
国
家
に
お

い
て
在
留
外
人
は
そ
の
主
た
る
担
当
者
で
あ
っ
た
。
ペ
ロ
ボ
ン
ネ
ス
戦
争

（
紀
元
前
四
三
一
一
四
〇
四
年
）
初
頭
ア
テ
ネ
の
在
留
外
人
数
は
全
市
民

の
三
分
の
一
に
、
紀
元
前
四
世
紀
末
に
は
市
民
の
半
数
に
増
大
し
た
と
い

わ
れ
る
が
、
ア
テ
ネ
は
貿
易
を
行
う
外
国
入
を
排
斥
せ
ず
、
む
し
ろ
彼
等

古
代
経
済
と
海
運
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

を
誘
致
且
つ
保
護
す
る
政
策
を
と
っ
た
。
ア
テ
ネ
で
は
後
に
在
留
外
人
の

身
分
か
ら
完
全
市
民
に
な
っ
た
も
の
を
生
じ
た
が
、
も
と
も
と
外
国
商
人

は
、
生
き
ん
が
た
め
の
動
機
と
利
得
を
求
め
る
本
能
と
に
よ
っ
て
、
各
地

か
ら
各
地
へ
渡
り
歩
く
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
非
定
着
性
は
始
め
か
ら

商
業
の
性
格
を
国
際
的
に
し
て
い
た
。
の
み
な
ら
ず
都
市
及
び
完
全
市
民

の
利
潤
追
求
心
の
欠
如
は
工
業
的
未
成
熟
な
事
情
と
共
に
自
ら
の
た
め
の

輸
出
入
貿
易
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
世
界
各
地
の
た
め
の
海
市
的
地
位
を

保
つ
こ
と
で
満
足
さ
せ
、
ア
テ
ネ
に
輸
入
さ
れ
た
穀
物
の
三
分
の
一
は
再

輸
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
市
に
居
住
し
工
業
生
産
の
大
部
分
と
商
業

活
動
の
殆
ん
ど
全
部
を
営
ん
だ
在
留
外
国
人
の
う
ち
、
最
も
代
表
的
な
且

つ
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
は
フ
ェ
ニ
キ
や
商

人
で
あ
っ
た
。
思
う
に
、
早
く
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
と
交
通
し
て
い
た
フ
ェ
ニ

キ
や
人
は
紀
元
前
八
世
紀
に
内
乱
と
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の
侵
略
を
う
け
て
同
世

紀
中
頃
本
国
の
滅
亡
に
遭
遇
し
た
の
で
、
ギ
リ
シ
ャ
に
安
住
の
地
を
求
め

て
移
住
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
有
名
な
ホ
メ
ロ
ス
の
詩
に
お
い
て

商
人
、
す
な
わ
ち
外
国
か
ら
商
品
を
も
た
ら
す
者
は
常
に
フ
ェ
ニ
キ
や
人

で
あ
っ
た
。
出
霧
①
腎
8
閃
は
紀
元
前
六
世
紀
以
前
に
お
け
る
ア
イ
ギ
ナ
、

コ
リ
ン
ト
、
ミ
レ
ト
ス
、
ア
テ
ネ
、
及
び
ナ
ウ
ク
ラ
テ
イ
ス
（
ナ
イ
ル
河

支
流
カ
ノ
ボ
ス
河
に
臨
む
ギ
リ
シ
ャ
植
民
都
市
）
等
を
中
心
と
し
た
ギ
リ

シ
ャ
人
の
商
工
業
的
発
展
を
仮
想
し
た
一
般
の
見
解
を
鋭
く
批
判
し
つ
N
、

次
の
如
く
、
非
ギ
リ
シ
ャ
人
、
な
か
ん
づ
く
、
フ
ェ
ニ
キ
や
人
の
優
位
を

力
説
し
て
い
る
。
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

　
「
此
の
貿
易
の
担
当
者
は
、
本
来
は
特
に
フ
ェ
ニ
キ
や
人
で
あ
る
。
ギ

　
リ
シ
ャ
人
が
次
第
に
彼
等
と
伍
し
て
来
た
時
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
は
大

　
胆
な
冒
険
家
で
あ
り
発
見
家
で
あ
り
海
賊
で
あ
っ
た
。
…
…
個
々
の
遠

　
洋
航
海
の
記
録
を
以
て
し
て
は
、
当
時
に
於
け
る
ギ
リ
シ
ャ
の
世
界
商

　
業
及
び
広
大
な
る
商
業
範
囲
に
於
け
る
商
業
的
支
配
を
是
認
す
る
こ
と

　
は
出
来
な
い
。
…
…
最
も
古
い
専
門
的
商
人
と
し
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
本

　
国
に
於
て
は
、
ア
イ
ギ
ナ
人
が
卓
越
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
世
に

　
な
っ
て
も
専
門
商
人
は
や
は
り
非
ギ
リ
シ
ャ
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

　
留
外
人
の
国
民
性
が
示
す
通
り
で
あ
る
。
」

　
前
に
述
べ
た
ギ
リ
シ
ャ
完
全
市
民
の
非
生
産
性
と
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
都
市
の
繁
栄
乃
至
国
庫
収
益
の
増
大
の
た
め
海
上
貿
易
の
発
展
に
依

存
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
は
ア
テ
ネ
を
し
て
幾
多
の
外
人
誘
致
乃
至

保
護
優
遇
措
置
を
と
ら
し
め
た
が
、
私
法
的
、
政
治
的
に
制
限
さ
れ
た
権

利
し
か
な
い
の
に
、
兵
役
義
務
や
在
留
外
人
税
そ
の
他
の
給
付
を
な
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
外
国
人
に
対
し
て
、
そ
の
代
償
と
し
て
無
制
限
な
職
業
（
商
業
）

活
動
の
自
由
を
与
え
る
と
い
う
の
が
当
時
の
思
想
で
あ
っ
た
。
ア
テ
、
乃
に

関
す
る
限
り
、
商
人
は
市
民
権
の
な
い
在
留
外
人
で
あ
り
、
彼
等
が
ア
テ

ネ
の
海
上
貿
易
、
な
か
ん
づ
く
、
時
代
の
経
過
と
共
に
ま
す
ま
す
重
要
性

を
加
え
た
、
穀
物
の
対
外
貿
易
を
独
占
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
周
知
の
事

実
で
あ
る
。
し
か
し
て
そ
の
全
部
で
は
な
い
に
し
て
も
、
海
上
貿
易
・
海

上
運
送
の
少
く
と
も
主
要
部
分
が
ピ
レ
ウ
ス
港
に
居
住
せ
る
フ
ェ
ニ
キ
や

人
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
に
か
た
く
な
い
。

　
以
上
些
か
簡
略
に
す
ぎ
た
総
括
的
補
充
的
検
討
を
終
え
て
、
ギ
リ
シ
ャ

に
お
け
る
海
運
活
動
の
主
要
特
徴
の
叙
述
に
移
る
。

　
1
　
外
国
商
人
に
よ
る
海
運
活
動

　
奴
隷
制
度
を
基
．
礎
と
し
て
自
ら
の
非
生
産
的
な
徒
食
生
活
を
固
執
し
て

い
た
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
市
国
家
の
完
全
市
民
に
と
っ
て
、
商
業
は
、
た
だ
単

な
る
財
産
投
資
・
殖
財
の
目
的
と
な
り
得
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
ら
が

商
業
活
動
に
従
事
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
全
然
忌
避
さ
れ
て
い
た
。

海
上
運
送
の
実
際
業
務
が
貿
易
業
者
の
手
で
自
ら
の
貿
易
業
務
の
不
可
分

的
な
一
部
分
と
し
て
営
ま
れ
て
い
た
古
代
海
上
商
業
の
在
り
方
か
ら
み
て
、

ギ
リ
シ
ャ
人
自
鼻
に
よ
る
海
運
活
動
が
独
立
的
に
行
わ
れ
得
な
か
っ
た
こ

と
は
当
然
で
あ
る
が
、
当
初
の
時
代
そ
れ
は
自
己
の
商
業
活
動
の
一
部
と

し
て
も
営
ま
れ
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
土
地
を
離
れ
な
い
地
方
商
人

た
る
カ
ペ
p
ス
（
図
毛
①
一
。
ω
）
に
対
立
す
る
他
の
商
人
の
二
類
型
、
す
な
わ

ち
、
海
上
通
路
を
利
用
し
て
土
地
か
ら
土
地
へ
交
易
を
行
う
外
国
貿
易
商

人
た
る
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
（
H
4
9
口
犀
一
①
同
O
の
）
及
び
エ
ム
ポ
ロ
ス
（
国
言
喝
8
8
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

い
つ
れ
も
、
全
く
或
は
殆
ん
ど
が
外
国
入
で
あ
っ
た
。

　
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
は
「
己
が
船
舶
を
所
有
し
、
其
の
船
舶
に
よ
っ
て
概
ね

自
ら
商
行
為
を
営
む
商
人
」
で
あ
り
、
エ
ム
ボ
p
ス
は
「
己
が
船
舶
を
所

有
せ
ず
、
他
人
の
船
舶
、
正
に
ナ
ウ
ク
レ
p
ス
の
船
舶
に
同
乗
し
て
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

の
商
品
を
運
搬
す
る
商
人
」
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
対
象
た
る
海
運

活
動
を
併
せ
行
う
商
人
は
前
者
、
す
な
わ
ち
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
に
外
な
ら
な

い
。
後
に
も
触
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
と
区
別
さ
れ
る

エ
ム
ボ
ロ
ス
が
存
在
ず
る
と
い
う
こ
と
、
従
っ
て
逆
に
み
れ
ば
、
ナ
ウ
ク

レ
ロ
ス
が
自
己
の
所
有
船
舶
に
自
己
の
貨
物
ば
か
り
を
積
む
の
で
な
く
、
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エ
ム
ポ
ロ
ス
及
び
彼
の
貨
物
を
も
塔
乗
さ
せ
る
（
半
他
人
運
送
）
と
い
う

こ
と
は
極
め
て
注
目
に
値
い
す
る
点
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ギ
リ
シ
ャ
の

商
業
生
活
に
お
い
て
自
己
の
船
舶
を
所
有
し
な
い
商
人
と
い
う
も
の
は
極

め
て
特
殊
な
現
象
に
す
ぎ
ず
、
当
時
の
外
国
貿
易
商
人
の
最
も
支
配
的
な

も
の
は
ナ
ウ
ク
レ
p
ス
で
あ
っ
た
。
エ
ム
ポ
ロ
ス
と
い
う
言
葉
の
定
義
は

本
来
「
生
産
者
或
は
カ
ペ
ロ
ス
か
ら
購
入
し
て
外
国
に
お
い
て
販
売
す
る

者
」
で
あ
り
、
地
方
商
人
カ
ペ
ロ
ス
に
対
す
る
外
国
貿
易
商
入
エ
ム
ポ
ロ

ス
と
い
う
広
義
の
表
現
が
む
し
ろ
一
般
で
あ
っ
た
し
、
こ
の
場
合
に
は
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

然
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
も
含
め
ら
れ
て
い
た
。

　
既
に
引
用
し
た
有
名
な
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
の
言
葉
、
「
金
主
の
与
え
る
信
用

が
な
け
れ
ば
、
如
何
な
る
齢
舶
も
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
も
エ
ム
ポ
ロ
ス
も
商
業

航
海
を
行
う
事
は
で
き
な
い
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
紀
元
前
四
世

紀
に
お
い
て
さ
え
、
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
も
エ
ム
ボ
ロ
ス
も
自
ら
の
資
本
を
も

た
ぬ
商
人
で
あ
り
、
近
代
的
意
昧
に
お
け
る
船
主
、
豪
商
と
同
一
視
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
。
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
の
船
舶
に
自
己
の
商
品
と
共
に
同
乗

し
た
エ
ム
ポ
p
ス
は
決
し
て
今
日
の
意
味
の
商
人
・
貿
易
業
者
で
は
な
い
。

同
時
に
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
に
と
っ
て
商
品
を
携
行
す
る
エ
ム
ポ
ロ
ス
を
帯
同

す
る
こ
と
は
、
た
と
え
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
自
身
の
商
品
で
自
己
の
船
腹
を
満

載
に
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
に
、
他
人
か
ら
受
取
る
運
賃
1
そ
れ

は
と
る
に
足
ら
ぬ
額
で
あ
り
、
冒
険
貸
借
の
抵
当
と
な
る
程
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
一
の
収
得
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は

「
全
く
第
二
次
的
な
」
「
単
な
る
臨
時
の
業
務
」
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
と
は
専
ら
自
己
所
有
船
舶
を
自
己
の
商
業
取
引
の
た

古
代
経
済
と
海
運
活
動

め
に
使
用
す
る
商
人
で
あ
り
決
し
て
船
主
で
は
な
か
っ
た
。
　
国
p
。
・
①
げ
8
葵

は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
「
然
し
ナ
ウ
ク
レ
ロ
イ
は
船
主
で
は
な
い
。

何
故
な
ら
、
運
送
業
、
即
ち
他
入
の
勘
定
で
貨
物
を
運
送
す
る
営
業
的
な

委
託
と
い
う
も
の
は
総
て
中
世
以
後
の
商
業
取
引
の
根
本
条
件
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
以
前
に
は
未
だ
存
在
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
時
代
以
前
の
経
済
時
代
に
は
、
運
送
業
は
存
在
し
得
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
船
舶
の
所
有
者
は
、
今
日
の
言
葉
に
従
え
ば
、
次
の
場
合

に
初
め
て
船
主
と
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
其
の
所
有
の
船
舶
の
齎
す
利

益
が
、
第
一
に
貨
物
及
び
入
間
の
運
輸
に
よ
る
利
益
で
あ
る
場
合
、
即
ち
、

商
品
の
所
有
者
が
自
ら
そ
れ
に
随
伴
す
る
労
を
省
く
運
送
事
業
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
註
9
）

利
益
を
あ
ぐ
る
場
合
、
初
め
て
彼
は
船
主
と
い
わ
れ
る
。
」
と
。

　
船
舶
の
所
有
と
運
航
は
彼
が
商
人
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
成
立
す

る
の
で
あ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
海
運
業
務
が
全
く
、
貿
易
業
務
の
一
部

分
と
し
て
包
摂
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
主
た
る
担
当
者
が
フ
ェ
ニ
キ

や
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
と
共
に
、
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
海
運
海
動
の
場
合
と
同

様
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
外
国
貿
易
（
時
に
は
ギ
リ
シ
ャ
の
国
内
貿
易
も
）

に
従
事
し
て
港
か
ら
港
へ
航
行
し
た
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
と
エ
ム
ボ
ロ
ス
は
大

部
分
、
自
己
の
積
載
商
品
が
最
も
有
利
に
販
売
さ
れ
う
る
土
地
を
選
ん
で

航
路
を
定
め
、
そ
の
地
で
（
時
に
は
船
上
で
）
直
接
消
費
者
と
交
易
を
行

っ
た
が
、
彼
等
の
繁
案
の
基
礎
と
し
て
穀
物
貿
易
を
中
心
と
す
る
仲
買
業

が
あ
り
、
こ
れ
は
時
代
の
経
過
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
発
達
し
た
。
「
ギ
リ

シ
ャ
の
初
期
に
お
い
て
さ
え
、
い
く
つ
か
の
小
都
市
は
自
己
の
領
域
だ
け

で
は
そ
の
住
民
を
養
う
だ
け
の
穀
物
を
産
出
し
得
な
か
っ
た
。
コ
リ
ン
ト
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

の
よ
う
な
強
大
な
都
市
国
家
は
、
通
常
の
状
態
の
下
に
あ
っ
て
は
自
給
自

足
的
立
場
を
有
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
凶
作
に
襲
わ
れ
れ
ば
穀
物
を
輸
入

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ア
テ
ネ
は
最
初
、
ア
ッ
チ
カ
地
方
の
産
物
で
自

国
民
を
養
い
得
た
が
、
人
口
の
増
大
に
つ
れ
て
、
ア
テ
、
矛
も
亦
、
p
ー
マ

帝
国
や
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
場
A
口
と
同
様
穀
物
の
輸
入
に
依
存
す
る

　
　
　
（
註
1
0
）

に
至
っ
た
。
L
　
か
く
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
商
業
の
中
で
は
穀
物
商
業
が
最

も
重
要
で
あ
り
、
エ
ム
ポ
p
ス
が
第
一
義
的
に
は
穀
物
商
人
を
意
味
し
さ

　
　
　
　
（
註
1
1
）

え
し
て
い
た
。
し
か
も
、
外
国
か
ら
穀
物
を
輸
入
す
る
専
門
商
人
は
殆
ん

ど
例
外
な
し
に
非
市
民
す
な
わ
ち
外
国
商
人
で
、
こ
の
こ
と
こ
そ
、
ギ
リ

シ
ャ
諸
都
市
が
、
外
国
人
の
保
護
・
誘
致
に
努
力
し
、
従
っ
て
ま
た
、
彼

等
に
よ
る
海
運
活
動
が
発
達
し
た
所
以
で
あ
る
。

　
古
代
に
お
い
て
国
民
を
扶
養
す
る
こ
と
は
国
家
の
義
務
と
さ
れ
て
い
た

か
ら
穀
物
輸
送
に
は
特
別
な
考
慮
が
払
わ
れ
た
。
商
業
も
し
く
は
商
入
が

卑
下
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
穀
物
取
引
或
は
穀
物
商
人
の
保
護

は
ア
テ
ネ
で
確
保
さ
れ
つ
づ
け
た
方
針
で
あ
っ
た
。
軍
艦
に
よ
る
護
送
制

度
が
行
わ
れ
、
食
糧
輸
送
の
安
全
の
た
め
に
海
賊
の
掃
蕩
を
行
っ
た
ば
か

り
で
な
く
、
個
人
の
カ
に
よ
っ
て
穀
物
を
も
た
ら
し
た
人
々
に
対
し
て
、

こ
れ
を
愛
国
的
で
博
愛
的
な
行
為
と
し
て
表
彰
し
た
し
、
そ
の
輸
送
途
上

で
損
害
を
蒙
っ
た
穀
物
商
人
の
允
め
に
加
害
者
の
所
属
国
家
に
対
し
て
外

交
手
段
を
利
用
し
た
等
々
。
自
国
に
必
要
な
小
麦
の
三
分
置
二
を
輸
入
に

ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
は
ア
テ
ネ
に
新
し
い
貿
易
観
を
植

　
　
（
註
1
2
）

え
つ
け
た
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
国
家
自
身
に
よ

る
穀
物
貿
易
と
貿
易
統
制
へ
と
導
く
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
都
市
に
穀
物
を
供
給
す
る
た
め
に
外
国
と
穀
物
取
引
を
行
う
完
全
市
民

出
身
の
商
人
と
い
う
も
の
が
な
く
、
専
ら
フ
ェ
ニ
キ
や
商
人
た
る
穀
物
商

に
依
存
し
た
ア
テ
、
不
で
は
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
国
家
自
ら
が
穀
物
貿
易

を
営
む
必
要
も
生
じ
た
。
ア
テ
ネ
の
有
し
た
強
大
な
海
軍
艦
隊
に
よ
り
、

或
は
微
用
船
隊
に
よ
っ
て
平
和
的
に
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
他

の
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
市
と
同
様
直
接
武
力
を
用
い
て
穀
物
（
及
び
造
船
資
材
）

産
出
地
を
占
領
し
自
国
の
過
剰
人
口
の
移
植
と
穀
物
の
掠
奪
を
企
て
る
こ

と
も
辞
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
N
る
国
家
の
手
に
よ
る
穀
物

輸
送
は
や
が
て
進
取
の
気
象
に
富
ん
だ
ア
テ
ネ
人
の
中
か
ら
、
フ
ェ
ニ
キ

や
入
に
伍
し
て
、
商
業
・
航
海
業
に
発
展
す
る
素
地
を
作
っ
た
と
い
う
点

こ
そ
一
層
重
要
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
「
喰
う
た
め
に
で
な
く
、
売

る
た
め
に
」
小
麦
を
作
る
人
達
と
評
し
た
南
ロ
シ
ア
の
諸
種
族
と
通
商
し

た
ア
テ
ネ
の
商
人
や
海
員
は
こ
う
し
た
契
機
を
経
て
生
れ
で
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
ア
テ
ネ
は
油
以
外
め
一
切
の
ア
ッ
チ
カ
物
産
の
輸
出
を
禁
止
す
る
と
共

に
、
ピ
レ
ウ
ス
港
に
輸
入
さ
れ
た
全
穀
物
の
三
分
の
こ
は
プ
テ
ネ
に
運
ぶ

こ
と
、
ア
テ
ネ
に
定
住
す
る
者
は
ア
テ
ネ
以
外
の
地
へ
穀
物
の
運
送
を
な

さ
ず
（
之
に
違
反
す
れ
ば
死
刑
に
処
さ
れ
る
）
、
且
つ
ア
テ
ネ
人
は
ア
ヅ

チ
カ
以
外
の
港
に
穀
物
を
運
ぶ
商
人
に
貸
金
し
た
り
、
穀
物
の
買
溜
貯
蔵

を
な
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
法
律
に
よ
っ
て
強
制
し
た
。
こ
う
し
た
穀
物

貿
易
統
制
の
実
施
の
た
め
に
穀
物
監
理
官
が
任
命
さ
れ
、
ま
た
臨
時
の
穀

物
購
入
に
は
食
糧
局
が
之
に
当
り
穀
物
の
管
理
と
分
配
を
国
家
の
手
で
行

う
こ
と
も
あ
っ
た
Q
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か
よ
う
に
、
時
代
の
進
展
・
都
市
人
口
の
増
大
に
つ
れ
て
ア
テ
ネ
そ
の

他
で
穀
物
貿
易
の
国
家
統
制
が
強
化
さ
れ
、
他
面
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
る
輸

送
も
発
達
す
る
こ
と
＼
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
勿
論
、
統
制

が
厳
し
く
な
っ
た
後
に
お
い
て
さ
え
、
穀
物
の
貿
易
輸
送
は
圧
倒
的
に
外

国
商
人
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
、
彼
等
は
そ
の
故
に
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
市
で
歓

迎
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
、
フ
ェ
ニ
キ
ャ
そ
の
他
の
外
国
商
人
は
、
穀
物
貿
易
の
み
に

た
つ
さ
わ
っ
た
わ
け
で
な
い
。
穀
物
が
重
要
な
貿
易
晶
と
な
る
以
前
か
ら
、

エ
ジ
プ
ト
や
フ
ェ
ニ
キ
や
時
代
に
お
け
る
と
同
様
な
高
価
且
つ
珍
稀
な
外

国
物
産
を
も
た
ら
し
た
。
金
。
銀
・
象
牙
・
高
価
な
金
属
細
工
品
。
刀
剣

．
器
物
・
装
飾
品
・
羅
紗
及
び
織
物
、
東
方
産
の
香
料
香
木
、
最
後
に
忘

れ
て
な
ら
ぬ
重
要
な
商
品
た
る
男
女
の
奴
隷
等
々
が
そ
れ
で
あ
る
。
武
具

師
た
ち
の
欲
し
た
鉄
や
造
船
用
の
木
材
．
・
帆
布
も
之
に
つ
け
加
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
紀
元
前
七
世
紀
の
初
期
ま
で
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
海
は
た
だ
、
夏
の
末
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
註
1
3
）

の
み
航
海
可
能
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
外
国
西
入
の
船
が

晩
夏
に
来
船
し
短
期
間
中
に
引
揚
げ
て
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
ホ
メ
ロ
ス
に
記
さ
れ
て
い
る
船
舶
が
す
べ
て
五
十
人
宝
船
、
百
人
僥

船
及
び
百
二
十
人
僥
船
で
あ
り
、
こ
れ
は
後
に
現
わ
れ
た
円
形
の
帆
船
に

比
し
て
な
お
著
し
く
小
型
な
船
舶
で
あ
っ
た
こ
と
及
び
、
当
時
は
未
だ
軍

艦
と
商
船
の
分
離
は
な
く
、
掠
奪
行
為
乏
の
関
連
に
お
い
て
船
速
が
中
心

で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
。

　
前
節
に
述
べ
た
フ
ェ
ニ
キ
や
海
運
の
発
達
や
そ
の
船
舶
が
帆
船
に
発
展

　
　
　
古
代
経
済
と
海
運
活
動

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
一
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
確
認
さ
れ
な
い
が
一

は
、
ギ
リ
シ
ャ
に
来
航
し
た
フ
ェ
ニ
キ
や
船
（
ホ
メ
ロ
ス
の
詩
で
外
来
商

人
と
は
常
に
フ
ェ
ニ
キ
や
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
記
し
た
）
が
右
の
如
き

小
型
の
滞
船
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
一
見
矛
盾
を
感
ぜ
し
め
る
。
し
か

し
、
太
古
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
で
は
高
価
な
特
殊
商
品
の
み
が
交
易
さ
れ
、

し
か
も
、
そ
れ
が
故
に
海
賊
活
動
が
公
認
さ
れ
て
い
た
状
態
で
あ
る
か
ら
、

た
と
え
こ
の
癒
す
で
に
フ
ェ
ニ
キ
や
人
が
比
較
的
大
型
な
帆
船
を
利
用
す

る
に
至
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ギ
リ
シ
ャ
沿
岸
で
は
余
り
用
い
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
け
れ
ど
も
、
紀
元
前
五
・
四
世
紀
ア
テ
ネ
を
中
心
と
す
る
商
工
業
の
発

展
・
人
口
増
加
に
基
い
て
穀
物
及
び
一
般
商
品
の
輸
送
が
譲
渡
化
し
、
　
一

面
海
賊
掃
蕩
に
よ
る
海
上
安
全
が
確
保
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
航
海
活
動
は

次
第
に
大
き
な
飛
躍
を
示
し
た
。
紀
元
前
七
世
紀
初
頭
ま
で
は
、
春
季
の

航
海
が
め
つ
た
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
に
比
し
て
、
紀
元
前
四
世
紀
に
お

い
て
は
、
冬
季
（
十
月
よ
り
翌
年
四
月
）
の
航
行
は
な
お
全
く
中
止
さ
れ

た
と
は
い
え
、
船
舶
は
五
月
か
ら
九
月
の
間
引
続
い
て
航
海
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
は
当
時
の
商
船
の
大
き
さ
に
つ
い
て
定
員
三
〇

〇
人
以
上
と
い
う
概
念
を
与
え
て
い
る
が
、
紀
元
前
五
世
紀
の
頃
、
現
在

に
換
算
し
て
ニ
ニ
・
杣
匠
に
当
る
五
〇
〇
タ
レ
ン
ト
の
船
舶
は
小
型
船
と

目
さ
れ
大
型
船
と
し
て
は
二
六
一
・
九
六
屯
（
一
万
タ
レ
ン
ト
）
の
商
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
4
）

が
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
か
Σ
る
大
型
船
が
人
力
に

よ
ら
ぬ
帆
船
で
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
か

か
る
事
情
は
明
白
に
、
商
品
の
大
量
販
売
・
遠
洋
貿
易
の
発
達
を
意
味
し
、
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

海
上
活
動
そ
の
も
の
の
進
展
を
物
語
る
も
の
と
言
い
得
よ
う
。

　
以
上
述
べ
き
た
っ
た
外
国
商
人
に
よ
る
海
上
商
業
・
航
海
活
動
の
発
展

が
や
が
て
ギ
リ
シ
ャ
人
自
身
の
商
業
・
．
海
運
活
動
を
刺
戟
す
る
に
至
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
出
雲
Φ
訂
。
跨
は
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
以
前
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
人
の
海
上
発
展
を
原
則
的
に
否
定
し
て

お
り
、
わ
れ
わ
れ
も
、
ギ
リ
シ
ャ
住
民
の
海
運
活
動
と
い
う
も
の
の
中
に

お
い
て
は
ギ
リ
シ
ャ
に
居
住
せ
る
半
半
嘉
す
な
わ
ち
在
留
外
人
の
そ
れ
が

支
配
的
で
あ
っ
た
と
老
え
る
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
、
本
来
の
ギ
リ
シ

ャ
人
の
活
動
が
全
期
に
亘
っ
て
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な

い
。
た
と
え
、
完
全
市
民
と
同
一
な
政
治
的
地
位
を
も
た
な
か
っ
た
に
せ

よ
、
相
当
古
く
ギ
リ
シ
ャ
に
移
住
し
て
都
市
の
住
民
を
構
成
す
る
に
至
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
在
留
外
人
乃
至
そ
の
後
継
者
た
ち
の
海
運

活
動
も
ま
た
、
実
質
上
は
ギ
リ
シ
ャ
の
海
運
活
動
と
同
視
乃
至
同
列
視
さ

れ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
の
所
論
の
基
礎
と
な
っ
た
盗
料
に
お

い
て
も
、
ギ
リ
シ
ャ
人
自
身
の
海
運
と
、
非
ギ
リ
シ
ャ
人
の
そ
れ
と
が
明

確
に
区
分
さ
れ
て
お
ら
ず
、
必
ず
し
も
生
粋
の
ギ
リ
シ
ャ
人
ば
か
り
の
海

運
活
動
乏
言
い
得
ぬ
点
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
外
国
商
人
に

よ
る
海
運
活
動
の
叙
述
を
こ
の
へ
ん
で
終
り
、
以
下
簡
単
に
ギ
リ
シ
ャ
人

に
よ
る
海
運
活
動
を
概
観
し
よ
う
Q

　
瓢
　
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
る
海
運
活
動

　
ギ
リ
シ
ャ
人
の
中
で
最
初
に
商
人
と
し
て
フ
ェ
ニ
キ
や
商
人
と
競
争
し
、

且
つ
、
初
め
て
船
を
作
り
帆
を
使
用
し
（
ヘ
シ
オ
ド
ス
）
、
最
大
の
船
舶

を
所
有
し
た
（
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
）
の
は
ア
イ
ギ
ナ
人
と
い
わ
れ
る
。
土
地

の
不
毛
の
故
に
ア
イ
ギ
ナ
人
は
太
古
よ
り
商
業
に
転
じ
、
完
全
市
民
が
商

人
階
級
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
例
外
的
な
都
市
国
家
で
あ
る
が
、
彼
等
は

各
地
誤
聞
の
取
次
商
雌
禾
を
営
む
と
共
に
、
　
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
ウ
ク
ラ
テ
乙
ス

に
植
民
地
を
も
有
し
て
い
た
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
。
　
ナ
ウ
ク
テ
イ
ス
が

ギ
リ
シ
ャ
植
民
地
と
し
て
建
設
さ
れ
た
の
は
紀
元
前
六
五
〇
年
頃
、
ミ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
5
）

ト
ス
の
軍
人
及
び
冒
険
家
た
ち
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
の
故
に
、

、
丸
レ
ト
ス
も
亦
早
く
か
ら
紡
績
工
業
と
共
に
海
上
商
業
を
繁
栄
さ
せ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
コ
リ
ン
ト
は
ギ
リ
シ
ャ
最
初
の
商
業
都
市
兼
重
要
工
業

地
と
み
な
さ
れ
「
海
上
の
覇
者
」
と
し
て
強
大
な
海
軍
力
と
広
大
な
植
民

地
を
有
し
且
つ
、
最
初
に
三
段
僥
船
を
利
用
し
た
。
最
後
に
ア
テ
ネ
は
遅

れ
て
紀
元
前
六
〇
〇
年
以
降
殿
賑
な
商
業
都
市
と
な
り
、
紀
元
前
五
世
紀

中
葉
か
ら
四
世
紀
末
に
か
け
て
ギ
リ
シ
ャ
世
界
最
大
の
商
工
業
中
心
と
し

て
、
最
強
の
海
軍
力
を
背
景
に
当
時
の
海
上
交
通
を
支
配
し
た
。

　
唱
O
匿
目
許
P
u
ご
9
0
。
『
冨
畠
①
目
等
の
著
名
な
ギ
リ
シ
ャ
史
の
権
威
に
紀
元

前
八
一
六
世
紀
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
商
工
業
の
発
展
を
是
認
し
、
そ
の

力
強
き
海
上
貿
易
の
勃
興
と
航
海
活
動
の
発
達
を
右
の
如
く
物
語
っ
て
い

る
。
こ
の
期
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
経
済
の
発
展
に
対
す
る
国
霧
①
野
8
犀
の

反
論
の
当
否
は
恥
と
し
て
、
少
く
と
も
海
上
商
業
及
び
航
海
活
動
の
担
当

者
に
関
す
る
限
り
、
従
来
一
般
に
ギ
リ
シ
ャ
人
の
役
割
を
過
大
評
価
し
が

ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
し
た
。
た
と
え
、
自
ら
貿
易
航
海
業
務
に
従
事
し

な
か
っ
た
に
せ
よ
、
紀
元
前
五
・
四
世
紀
頃
の
海
上
商
人
・
航
海
者
が
所

要
資
金
の
調
達
上
、
全
面
的
に
依
存
し
た
資
本
主
（
完
全
市
民
）
の
存
在
を

考
え
る
と
き
、
当
時
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
先
立
つ
時
期
に
あ
っ
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て
、
ギ
リ
シ
ャ
人
自
身
の
富
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
従
っ
て
そ
の

中
の
何
程
か
は
、
聞
接
的
で
あ
れ
、
商
工
業
的
発
屡
に
関
連
し
て
得
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
ギ
リ
シ
ャ
人
の
富
の
源
泉

が
土
地
と
征
服
・
掠
奪
活
動
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
に
指
摘
さ
れ
う
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
和
的
な
通
商
活
動
と
い
う
も
の
は
主
と
し
て
外
国
商

人
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
て
い
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
諸
都
市
国
家
の
い
く

つ
か
が
、
不
毛
な
土
地
や
臨
海
生
活
に
続
い
て
早
く
か
ら
海
上
に
航
行
し
、

時
に
は
強
大
な
海
軍
艦
隊
に
よ
る
制
海
権
の
維
持
や
遠
征
探
検
の
敢
行
を

行
っ
た
資
料
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
断
片
的
諸
事
実
の
み
に
よ
っ

て
、
ギ
リ
シ
ャ
人
自
身
の
海
運
活
動
の
早
期
の
興
隆
を
主
張
し
、
フ
ェ
ニ

キ
ャ
海
運
の
駆
逐
を
云
々
す
る
こ
と
は
早
計
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
初
期
に
お
け
る
諸
都
市
の
海
上
活
動
は
存
在
し
た
と
し
て
も
海
賊
行
為

乃
至
征
服
行
為
と
し
て
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
、
植
民
地
へ
の
移
民
船
か
ご

く
限
ら
れ
た
局
地
間
の
通
航
船
が
用
い
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
商
人
と
し
て
最
も
す
ぐ
れ
且
つ
一
番
古
く
か
ら
活
躍
し
た

と
い
わ
れ
る
ア
イ
ギ
ナ
人
が
幾
時
頃
か
ら
フ
ェ
ニ
キ
や
商
人
と
競
争
し
う

る
に
至
っ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
ア
テ
ネ
が
ギ
リ
シ
ャ
世
界
の
中
心
市
場

と
な
っ
た
時
に
お
い
て
海
外
と
の
通
商
を
独
占
的
に
営
ん
だ
も
の
は
依
撚

フ
ェ
ニ
キ
や
人
に
外
な
ら
な
い
。
閏
醸
H
①
が
ギ
リ
シ
ャ
で
は
数
百
年
に
及

ぶ
海
賊
活
動
、
征
服
活
動
乃
至
移
民
活
動
を
目
的
と
す
る
船
舶
の
．
建
造
の

ち
に
通
商
活
動
の
た
め
の
船
舶
が
作
ら
れ
始
め
た
と
述
べ
、
フ
ェ
ニ
キ
や

海
運
が
ギ
リ
シ
ャ
海
運
か
ら
の
競
争
を
受
け
る
に
至
っ
た
の
は
大
凡
紀
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
6
）

前
四
五
〇
年
頃
か
ら
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
以
上
の
諸
点
を
考
え

古
代
経
済
と
海
運
活
動

，

合
せ
て
注
目
す
べ
き
一
見
解
で
あ
ろ
う
Q

　
ア
．
テ
ネ
の
場
合
、
穀
物
の
確
保
の
た
め
に
な
さ
れ
た
国
家
的
海
運
活
動

が
本
来
の
ギ
リ
シ
ャ
人
の
海
運
活
動
へ
の
進
出
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
前
に
ふ
れ
た
が
、
最
初
の
う
ち
は
先
進
フ
ェ
ニ
キ
や
入
の
間

に
伍
し
つ
X
、
や
が
て
は
之
と
競
争
し
う
る
に
至
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
人
（
こ

の
中
に
は
非
ギ
リ
シ
ャ
語
調
市
民
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
）
は
、

自
己
の
勇
敢
性
と
そ
れ
ま
で
外
国
商
人
に
よ
っ
て
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
知

識
経
験
を
汲
み
取
る
こ
と
に
よ
り
、
海
運
発
達
史
上
極
め
て
注
目
す
べ
き

い
く
つ
か
の
足
跡
を
残
し
た
。

　
海
運
活
動
の
ゴ
般
的
背
景
や
若
干
の
基
礎
的
な
性
格
は
ギ
リ
シ
ャ
人
の

場
含
も
外
国
商
人
の
場
合
も
共
通
し
て
い
た
。
国
・
。
。
・
①
ぼ
。
簿
が
無
資
本
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
7
）

商
業
乃
至
・
海
上
亭
亭
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
性
を
強
調
し
、
前
に
引
用
せ
る
デ

モ
ス
テ
ネ
ス
の
言
葉
か
ら
そ
の
裏
付
け
が
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
紀

元
下
五
・
四
世
紀
頃
の
海
上
運
送
は
商
人
一
船
長
（
巳
Φ
目
冨
昌
塞
三
唱
霞
）

が
資
本
主
か
ら
資
金
を
借
用
し
て
一
隻
の
船
及
び
積
荷
を
購
入
す
る
の
が

常
で
あ
っ
た
。
自
ら
の
資
金
乃
至
友
入
隣
人
と
の
共
同
出
資
で
船
を
手
に

入
れ
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
極
め
て
幸
運
な
、
限
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
自
己
の
所
有
船
に
陶
器
・
葡
萄
酒
・
オ
リ
ー
ブ
油
等
の
貨
物
を

積
ん
だ
彼
等
は
、
今
や
通
常
、
春
に
ギ
リ
シ
ャ
の
港
を
出
帆
し
・
周
知
の

航
路
を
辿
っ
て
イ
タ
リ
ー
、
シ
シ
リ
ー
島
乃
至
レ
バ
ン
ト
地
域
の
一
連
の

諸
港
を
沿
岸
伝
い
に
訪
れ
た
。
到
着
港
に
お
い
て
積
ん
で
行
っ
た
商
品
を

販
売
す
る
と
引
か
え
に
次
の
市
場
で
売
れ
そ
う
な
当
地
商
品
を
購
入
し
た
。

か
く
し
て
彼
等
は
船
長
・
船
主
・
舵
手
（
量
器
8
斜
碧
山
碧
落
。
ミ
昌
①
炉
⇔
巳
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

。・

ｶ
電
工
）
の
三
位
一
体
的
形
式
に
お
い
て
§
は
あ
る
が
、
あ
る
程
度
ま
で

近
代
的
な
ト
ラ
ン
パ
ー
（
不
定
期
船
）
業
者
と
同
様
な
活
動
を
続
け
て
そ

の
夏
中
を
す
ご
し
た
。
そ
し
て
冬
の
強
風
が
吹
く
前
に
、
こ
う
し
た
行
商

を
切
り
上
げ
て
、
故
国
の
ま
ち
で
売
れ
そ
う
な
商
品
を
買
入
れ
て
帰
航
の

途
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
帰
り
荷
の
販
売
収
入
に
よ
っ
て
借
金
の
償
還
が

な
さ
れ
た
こ
．
と
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
い
つ
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
自
己
所

有
船
に
自
己
商
品
を
積
み
商
人
、
船
長
乃
至
舵
手
の
機
能
を
一
身
に
引
受

け
て
諸
港
聞
を
航
行
す
る
自
己
運
送
形
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
商
人
一
船

長
で
あ
る
と
同
時
に
商
人
1
1
船
主
（
目
臼
。
寓
塞
出
ぼ
零
≦
昌
①
胃
）
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
、
商
人
の
側
に
お
い
て
、
「
他
人
の
船
舶
に
同
乗
し
て
自
己
の

商
品
を
輸
送
す
る
網
入
」
す
な
わ
ち
エ
ム
ポ
ロ
ス
の
類
型
が
成
長
す
る
に

　
　
（
註
1
8
）

つ
れ
て
、
船
主
の
側
に
お
い
て
も
、
自
己
の
船
に
自
己
商
品
を
積
ま
ず
、

専
ら
他
人
及
び
算
入
貨
物
を
輸
送
す
る
別
な
型
式
が
現
わ
れ
て
き
た
。

　
「
こ
れ
と
は
違
っ
た
も
う
一
つ
別
な
船
主
の
型
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
特

　
に
自
ら
輸
出
す
べ
き
商
品
を
余
り
産
し
な
い
島
々
の
住
民
に
み
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
と
こ
ろ
で
、
彼
等
は
自
己
の
船
舶
に
自
己
の
商
晶
を
積
ま
ず
言
葉
の
真

　
実
の
意
味
に
お
け
る
不
定
期
船
と
し
て
活
動
し
た
。
す
な
わ
ち
、
貨
物

　
運
賃
の
収
受
以
外
に
他
の
条
件
な
し
に
商
入
及
び
そ
の
商
品
を
彼
の
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ム
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ね
　
　
　
し

　
む
所
へ
運
送
し
た
。
こ
の
純
粋
且
つ
単
純
な
船
主
と
い
う
も
の
の
役
割

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
b
へ
註
1
9
）

　
は
貿
易
の
拡
大
に
つ
れ
て
次
第
に
増
大
し
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
」

　
傍
点
引
用
者
。

　
守
絶
①
自
身
は
こ
れ
を
さ
ま
で
注
意
し
て
言
っ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
な

い
が
、
こ
の
種
の
海
運
経
営
形
態
1
1
他
人
運
送
形
態
の
発
生
と
そ
の
役
割

の
増
大
（
傍
点
個
所
を
見
よ
）
は
極
め
て
璽
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
本
格
的
な
海
運
業
（
他
入
運
送
経
営
形
態
）
は
未
発
達
幼
稚

な
古
代
経
済
基
盤
の
下
で
は
ー
ロ
ー
マ
時
代
に
お
い
て
も
I
i
確
立
さ

れ
が
た
く
、
特
殊
な
環
境
の
下
に
あ
っ
た
一
部
ギ
リ
シ
ャ
人
の
間
に
発
生

し
た
こ
の
形
態
が
、
従
来
の
自
己
運
送
形
態
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
船
舶
所
有
者
と
商
人
と
の
分
離
を
意
味
す
る
他
入
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
0
）

送
的
発
展
は
、
他
の
船
長
と
舵
手
、
商
人
と
積
荷
管
理
人
と
の
分
化
と
と

も
に
、
い
わ
ば
、
劃
期
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
現
代
的
な
他
人
運
送
形
態

の
海
運
業
に
比
す
る
に
は
余
り
に
も
貧
弱
な
当
時
の
海
運
活
動
で
あ
り
、

そ
の
具
体
的
内
容
も
殆
ん
ど
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
角
エ
ジ
プ
ト
及
び
フ

ヰ
ニ
キ
ヤ
に
次
ぐ
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
始
め
て
、
端
初
的
な
他
人
運
送
の
出

現
を
み
る
こ
と
は
、
す
こ
ぶ
る
興
味
あ
る
点
と
言
え
る
。

　
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
（
紀
元
前
三
八
四
年
？
i
三
二
二
年
）
の
相
続
財
産

の
十
二
分
の
一
が
そ
れ
へ
の
貸
出
金
で
あ
っ
た
当
時
の
「
海
上
冒
険
貸
借
」

’
の
代
表
的
な
一
例
に
つ
い
て
右
の
他
人
運
送
的
展
開
を
う
か
が
え
ば
次
の

如
く
で
あ
る
。

　
A
及
び
B
は
文
書
契
約
に
基
い
て
C
及
び
D
に
銀
貨
三
〇
〇
〇
ド
ラ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
や
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ

　
マ
を
貸
附
け
る
。
c
及
び
D
は
E
所
有
の
二
十
僥
船
に
葡
萄
酒
三
〇
〇

　
〇
樽
を
積
ん
で
ボ
ス
フ
ォ
ラ
ス
に
赴
き
之
を
販
売
す
る
と
同
時
に
ア
テ

　
ネ
へ
の
帰
り
荷
を
積
入
れ
る
。
無
事
ア
テ
ネ
に
帰
着
す
れ
ば
当
該
帰
り

　
荷
は
貸
附
金
償
還
の
担
保
と
し
て
貸
手
に
提
供
さ
れ
る
。
貸
附
金
の
償

　
還
は
二
二
・
五
パ
ア
セ
ン
ト
の
割
増
金
（
黒
海
か
ら
の
帰
航
が
期
限
よ

　
り
遅
れ
た
と
き
は
三
〇
パ
ア
セ
ン
ト
の
割
増
金
）
と
共
に
帰
着
後
二
十
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日
以
内
に
支
払
わ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
し
か
し
て
こ
の
償
還
は
双
方

　
合
意
の
重
荷
叉
は
敵
国
の
掠
奪
の
あ
っ
た
場
合
の
外
減
額
さ
れ
な
い
。

　
償
還
不
履
行
の
時
は
貸
手
は
担
保
貨
物
を
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

　
れ
で
も
な
お
不
足
額
の
あ
る
場
合
に
は
傭
船
者
の
有
す
る
財
産
を
差
押

　
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
傭
船
者
は
同
一
物
件
を
担
保
と
し
て
他
か
ら
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
1
）

　
を
借
り
て
お
ら
ず
又
将
来
も
し
な
い
こ
と
を
誓
約
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
す
べ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
船
主
ど
商
人
は
無
資
本
で
あ
り
資
本
家
か

ら
の
出
資
に
依
存
し
、
従
っ
て
海
上
冒
険
貸
借
が
前
者
に
と
っ
て
必
ず
し

も
有
利
で
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
し
か
し
兎

も
角
、
こ
の
事
例
か
ら
も
、
商
人
と
船
主
の
分
離
し
て
い
る
こ
と
は
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
傭
船
者
た
る
商
人
と
船
主
と
の
間
に
お
い
て
は
、
後
者

は
通
常
一
時
払
運
賃
を
受
取
り
、
商
人
は
自
己
及
び
同
乗
の
自
己
使
用
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
証
2
2
）

の
食
料
費
を
負
担
し
且
つ
積
重
費
用
を
支
漏
し
た
。
こ
れ
が
紀
元
前
三
五

〇
年
前
後
の
ギ
リ
シ
ャ
海
運
活
動
の
、
一
般
的
も
し
く
は
支
配
的
な
も
の

で
な
い
に
し
て
も
、
一
様
相
で
あ
っ
た
。

　
右
に
わ
ざ
わ
ざ
、
他
人
運
送
形
態
の
一
般
化
を
否
定
し
て
お
い
た
が
、

こ
れ
は
今
ま
で
の
ギ
リ
シ
ャ
経
済
・
海
運
活
動
全
般
に
関
す
る
所
論
か
ら

当
然
導
き
出
さ
れ
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
人
運
送
の
端
初
的
展
開
そ

れ
自
身
は
事
実
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
が
、
全
休
と
し
て
み
て

こ
れ
は
極
め
て
限
ら
れ
た
存
在
と
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
繰
返
す
ま

で
も
な
く
、
一
応
商
入
と
別
人
格
の
船
主
も
ま
た
馬
こ
の
時
代
「
船
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
3
）

運
賃
を
抵
当
と
し
て
航
海
に
必
要
な
金
を
借
り
」
、
商
人
と
同
様
、
無
資
本

で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

古
代
経
済
と
海
運
活
動

　
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
紀
元
前
四
世
紀
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
貿
易
の

「
顕
著
な
る
特
色
は
そ
れ
が
極
端
な
る
束
縛
を
受
け
て
い
た
こ
と
」
に
よ

っ
て
特
に
「
自
己
商
業
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
国
9
ω
①
訂
。
集
の
強
調

　
　
　
　
　
　
（
註
2
4
）

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
佐
波
教
授
が
ギ
リ
シ
ャ
海
運
の

自
己
運
送
形
態
の
支
配
性
を
規
定
す
る
「
社
会
的
経
済
的
理
由
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
5
）

詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
、
こ
れ
以
上
述
べ
な
い
。

（
詳
細
を
知
ろ
う
と
す
る
入
は
註
記
両
落
を
み
ら
れ
た
い
。
）

　
ギ
リ
シ
ャ
時
代
、
特
に
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
る
海
運
活
動
に
認
め
ら
れ
る

特
徴
は
こ
れ
の
み
で
な
い
。
マ
ッ
シ
リ
ア
（
現
在
の
マ
ル
セ
イ
ユ
）
に
住

ん
だ
ギ
リ
シ
ャ
人
が
始
め
て
試
み
た
大
西
洋
海
岸
へ
の
海
上
進
出
（
錫

の
輸
送
）
、
カ
ル
タ
ゴ
と
ギ
リ
シ
ャ
植
民
地
（
シ
ラ
キ
ュ
ス
等
）
と
の
海

運
競
争
、
更
に
は
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
大
王
の
征
服
活
動
及
び
そ
の
こ
の
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
世
界
の
海
上
交
通
量
は
、
な
お
不
明
な
と
こ
ろ
少
く
な
い
と
し

て
も
、
注
目
す
べ
き
諸
点
で
あ
る
。
し
か
し
余
り
に
も
本
節
に
多
く
の
紙

数
を
と
り
す
ぎ
た
の
で
、
す
べ
て
割
愛
し
て
、
次
の
時
代
へ
筆
を
移
す
こ

と
と
す
る
。

（
註
1
）
　
も
っ
と
も
、
植
民
地
が
本
国
に
供
給
し
た
も
の
は
主
と
し
て
食
糧
で
あ

　
り
、
工
業
原
料
の
提
供
を
示
す
資
料
は
こ
こ
に
も
発
見
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、

　
三
一
の
方
法
を
講
じ
つ
x
、
・
土
地
の
開
拓
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
初
期
の
段
階
で

　
は
、
植
民
地
は
本
国
の
製
品
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
（
註
2
）
　
例
え
ば
、
コ
リ
ン
ト
の
植
民
地
コ
ル
キ
ラ
の
如
し
。

　
（
註
3
）
　
即
竃
昌
ご
高
尾
訳
世
界
商
業
史
4
9
頁
。

（
註
4
）
臣
。
・
①
穿
8
『
㎝
・
ま
・
原
、
市
川
訳
5
3
頁
。

（
註
5
）
貯
。
。
・
訂
8
5
の
・
g
ひ
ゆ
～
刈
P
原
、
市
川
訳
H
き
～
H
百
済
。

　
（
註
6
）
　
口
器
。
訂
8
π
ω
・
卜
。
H
・
原
、
市
川
訳
4
2
頁
。
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

「
ア
テ
ナ
イ
を
問
題
と
す
る
限
り
で
は
、
商
人
、
即
ち
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
や
エ
ム

ポ
戸
ス
は
全
く
在
留
外
人
で
あ
り
、
市
民
で
は
な
く
て
市
民
権
を
も
た
ぬ
在
留

外
人
で
あ
っ
た
…
…
」

（
註
7
）

（
註
8
）

（
註
9
）

（
註
－
o
）

（
註
1
1
）

（
註
1
2
）

（
註
1
3
）

（
註
1
4
）

（
註
1
5
）

（
註
1
6
）

（
註
1
7
）

（
註
1
8
）

（
註
1
9
）

（
註
2
0
）

（
註
2
1
）

（
註
2
2
）

（
註
2
3
）

（
註
2
4
）

（
註
2
5
）

以
下
、

総運。。

空理♪
以論道
下体’
参系市
照お川
。～訳

数
量

　室

　田
　婁
　g
　汀

　P
　巽

讐嚢罵悪難1鐸葬露摩羅
訳平転聖靴尋難鰻尋讐麟尋鼻
ト・

CPg　　NPe9器爵9こ口野沼yPPP参。。

照伊
Q原
　、
　市
　川
　訳
　＝
　　
　頁
　o

嚢
糎
融

ムひ日σ、

ge即3P
　嘆原1墓

　　へ

購
　ト」　　　　ト巳
　N）　ト高　QQ
　ひ　ゆ　ゆ
蒐貴再

　　o

胡
ゆ
～
累
P
嘆

市
川
訳
出
ト

頁
。

ひ　 も。　の

嘆国学
　　の
醐霞
彊墾市

再畷
　　三

世
三
節
　
ロ
ー
マ
時
代
の
海
馬
活
動

一、

香
[
マ
の
経
済
基
盤

　
中
部
イ
タ
リ
ー
の
チ
ベ
ル
河
口
か
ら
ほ
ど
虫
還
か
ら
ぬ
ロ
ー
マ
市
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

と
す
る
ロ
ー
マ
国
家
は
紀
元
前
八
世
紀
ラ
チ
ネ
人
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。

最
初
の
ロ
ー
マ
は
ギ
リ
シ
ャ
都
市
国
家
と
同
様
な
小
さ
い
一
都
市
国
家
で

あ
り
、
貴
族
す
な
わ
ち
、
バ
ト
リ
キ
ウ
ス
と
彼
の
人
格
的
従
属
者
た
る
ク

リ
エ
ン
テ
ス
及
び
政
治
的
権
利
を
も
た
な
い
プ
レ
ブ
ス
を
構
成
損
と
す
る

氏
族
的
共
同
体
で
あ
っ
た
。
国
家
の
土
地
は
バ
ト
リ
キ
ウ
ス
の
全
共
同
体

に
所
属
・
し
、
各
家
族
の
首
長
は
必
要
な
だ
け
の
土
地
を
受
け
、
之
を
ク
リ

エ
ン
テ
ス
に
耕
作
さ
せ
て
い
た
。
ク
リ
エ
ン
テ
ス
は
主
人
の
た
め
に
奉
仕

す
る
代
償
と
し
て
バ
ト
リ
キ
ウ
ス
か
ら
保
謹
さ
れ
た
。
最
後
に
プ
レ
ブ
ス

は
被
従
属
地
の
住
民
で
あ
り
、
自
己
の
所
有
地
に
お
い
て
家
毎
に
農
業
を

営
ん
だ
。

　
し
か
る
に
紀
元
前
六
世
紀
頃
か
ら
ロ
ー
マ
は
周
囲
の
共
同
体
を
征
脹
し

始
め
、
後
者
の
土
地
を
ロ
ー
マ
市
民
に
分
配
し
、
住
民
を
奴
隷
と
し
て
使

役
し
、
奴
隷
制
社
会
に
転
化
し
た
。
同
時
に
紀
元
前
五
・
四
世
紀
か
ら
イ

タ
リ
ー
に
進
出
し
て
き
た
ギ
リ
シ
ャ
及
び
フ
ェ
ニ
キ
や
商
人
の
刺
戟
を
受

け
て
ロ
ー
マ
の
経
済
は
貨
幣
経
済
へ
進
展
、
変
化
し
た
。
チ
ベ
ル
河
ロ
［
に

良
港
を
得
た
こ
と
か
ら
、
特
に
商
業
の
み
に
従
事
す
る
住
民
層
が
生
じ
、

プ
レ
ズ
ス
亦
政
治
的
権
利
を
要
求
す
る
に
至
っ
て
共
和
制
度
が
従
来
の
王

制
に
代
っ
た
。

　
全
イ
タ
リ
ヤ
の
統
ヅ
（
紀
元
前
二
八
ニ
ー
七
五
年
）
と
三
回
に
亘
る
ポ

エ
ニ
戦
争
（
カ
ル
タ
ゴ
の
崩
壊
及
び
ギ
リ
シ
ャ
、
小
ア
ジ
ア
の
征
服
）
の

後
、
紀
元
前
二
世
紀
に
ロ
ー
マ
は
都
市
国
家
か
ら
世
界
国
家
と
な
っ
た
。

多
数
の
捕
虜
が
奴
隷
制
社
会
の
根
源
を
な
し
、
世
界
各
地
の
富
は
ロ
ー
マ
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に
流
入
し
た
。
ロ
ー
マ
に
お
い
て
完
成
的
に
き
づ
き
上
げ
ら
れ
た
奴
隷
制

経
済
は
貨
幣
経
済
の
一
層
の
展
開
を
結
果
し
た
。
今
や
大
土
地
所
有
者
及

び
商
工
業
者
は
殆
ん
ど
無
尽
蔵
の
奴
隷
労
働
力
を
酷
使
し
て
富
の
集
中
、

殖
財
に
つ
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
多
数
の
奴
隷
を
使
用
す
る
ラ
チ
フ
ン

デ
イ
ム
（
『
け
龍
μ
昌
山
冒
ヨ
…
『
言
ω
h
目
昌
含
。
。
広
大
な
る
所
有
地
）
す
な
わ
ち

大
土
地
所
有
制
は
紀
元
前
一
世
紀
末
に
は
全
イ
タ
リ
ー
か
ら
独
立
の
小
農

民
を
駆
逐
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
な
き
だ
に
シ
ン
リ
ー
、
．
エ
ジ
プ
ト
、
ア
フ

リ
カ
か
ら
大
量
の
穀
物
が
輸
入
さ
れ
始
め
た
こ
と
は
イ
タ
リ
ー
の
穀
物
価

格
を
暴
落
さ
せ
、
穀
物
の
生
産
か
ら
葡
萄
、
オ
リ
ー
ブ
、
果
実
の
栽
培
へ

の
移
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
小
農
業
者
は
、
土
地
を
す
て
x
都
市
に

集
中
し
た
。

　
都
市
に
集
っ
た
大
衆
は
、
こ
こ
で
も
奴
隷
労
働
と
の
競
争
に
よ
っ
て
容

易
に
仕
事
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
工
場
を
意
味
す
る
顕
げ
｝
ざ
す

な
わ
ち
都
市
の
仕
事
場
に
お
い
て
も
多
数
の
奴
隷
が
使
用
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
結
局
、
農
村
に
お
い
て
も
、
都
市
に
お
い
て
も
就
業
の
機
会

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
ロ
ー
マ
の
ル
ン
ペ
ン
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
「
パ

ン
と
見
せ
物
」
と
共
に
新
し
い
「
戦
争
」
を
要
求
し
、
こ
れ
に
奴
隷
の
叛

乱
、
貴
族
間
の
争
い
が
加
わ
っ
て
、
紀
元
前
一
世
紀
始
め
か
ら
再
び
内
乱

が
繰
返
え
さ
れ
た
。
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
の
後
に
彼
の
養
子
オ
ウ
グ
ス

ッ
ス
（
き
σ
q
ロ
ω
ぎ
の
又
は
O
。
§
g
暴
）
が
窮
極
の
勝
利
者
と
な
り
、
同
時

に
共
和
制
が
廃
さ
れ
て
君
主
主
義
的
秩
序
の
国
に
再
転
し
た
。

　
ロ
ー
マ
帝
政
の
樹
立
は
獲
物
と
見
せ
物
を
与
え
さ
え
ず
れ
ば
喜
ん
で
い

た
ル
ン
ペ
ン
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
中
核
と
す
る
軍
隊
指
導
者
の
独

古
代
経
済
と
海
運
活
動

裁
を
意
味
す
る
が
、
－
同
時
に
そ
れ
は
一
方
に
お
い
て
小
・
中
土
地
所
有
者

の
絶
滅
と
他
方
に
お
い
て
、
農
商
工
業
面
の
大
奴
隷
所
有
者
の
存
続
を
表

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
乱
停
止
に
続
い
た
一
、
二
世
紀
に
お
け
る
相

対
的
平
和
時
代
こ
そ
、
ロ
ー
マ
が
奴
隷
制
度
を
基
礎
と
し
な
が
ら
帝
国
全

域
に
亘
っ
て
最
も
経
済
的
繁
栄
を
謳
歌
し
た
時
期
で
あ
る
。
本
節
で
は
、

こ
の
時
期
に
展
開
さ
れ
た
p
ー
マ
海
運
活
動
を
船
主
業
務
の
面
に
お
け
る

発
展
を
通
じ
て
考
察
す
る
。
け
だ
し
、
守
覧
①
に
よ
れ
ば
、
「
長
い
眼
で
み

た
場
合
、
船
主
業
務
に
対
し
て
、
過
去
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ロ
ー
マ

自
身
の
崩
壊
以
後
の
数
世
紀
間
に
お
い
て
も
な
か
っ
た
よ
う
な
著
大
の
刺

戟
を
与
え
た
の
は
、
実
に
相
闘
う
古
代
諸
国
民
の
衰
亡
の
あ
と
に
樹
立
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

れ
た
p
ー
マ
帝
国
で
あ
っ
た
。
」
　
か
ら
。

　
本
項
ロ
ー
マ
の
経
済
基
盤
に
関
し
て
は
些
か
簡
単
に
失
す
る
か
し
れ
な

い
が
、
上
述
の
奴
隷
制
経
済
基
盤
の
成
立
過
程
と
そ
れ
に
伴
う
政
治
的
変

化
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。
と
い
う
の
は
奴
隷
制
社
会
一
般
或
は
そ
れ
と

商
業
・
海
運
活
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
前
節
ギ
リ
シ
ャ
時
代
海
運
の

場
合
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
奴
隷
制
度
の
上
に
、
い
わ
ば
、

あ
ぐ
ら
を
か
い
た
富
裕
な
支
配
階
級
に
と
っ
て
、
貿
易
と
い
う
も
の
は
本

来
あ
く
ま
で
一
方
的
な
輸
入
が
主
で
あ
っ
た
こ
と
に
殆
ん
ど
変
り
が
な
い
Q

し
か
し
な
が
ら
、
是
非
と
も
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
ロ
ー

マ
の
奴
隷
制
国
家
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
分
割
さ
れ
た
小
都
市
国
家
と
違
っ
て
、

当
時
の
世
界
を
統
一
的
に
支
配
す
る
広
大
な
世
界
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
、

し
か
も
ギ
リ
シ
ャ
の
完
全
市
民
の
非
生
産
性
と
寛
大
性
に
比
し
て
、
p
ー

マ
人
た
ち
は
、
自
ら
事
業
家
乃
至
資
本
家
的
活
動
に
従
事
し
た
し
、
且
つ

一一
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

利
潤
追
求
の
た
め
奴
隷
の
使
用
も
苛
酷
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

外
国
の
征
服
及
び
内
乱
の
平
定
に
よ
っ
て
比
較
的
広
大
な
地
域
に
お
い
て

且
つ
、
長
期
間
確
保
さ
れ
た
平
和
を
利
用
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
み
ら

　
　
　
　
　
（
註
3
）

れ
な
い
組
織
的
な
商
業
・
交
通
を
発
展
せ
し
め
る
土
台
と
な
っ
た
も
の
と

言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、
　
ロ
ー
マ
の
海
運
活
動

　
相
互
分
散
的
な
多
数
の
諸
都
市
国
家
に
分
れ
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
が
そ
の

末
期
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
ニ
世
及
び
そ
の
子
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

大
王
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
こ
の
世
界
国
家
内
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ャ
本
国

や
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
、
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
等
の
植
民
地
海
運
活
動
が
一
魍
岬

の
発
展
を
と
げ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
よ
り
一
層
広
汎

且
つ
強
固
な
帝
国
版
図
に
亙
り
、
し
か
も
よ
り
浸
透
し
た
商
品
、
貨
幣
経

済
化
が
行
わ
れ
た
に
せ
よ
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
経
済
基
盤
そ
れ
自
身
も
ギ
リ

シ
ャ
の
場
合
と
同
じ
奴
隷
制
経
済
体
制
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
断
わ
ら

ず
ロ
ー
マ
時
代
の
海
運
が
一
般
的
通
念
－
私
の
浅
学
の
故
か
し
ら
な
い

が
、
特
に
日
本
に
お
い
て
は
、
非
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
時
代
海

運
が
些
か
誇
大
的
に
認
め
ら
れ
る
反
面
ロ
ー
マ
時
代
の
海
運
が
海
商
法
的

研
究
者
以
外
に
お
い
て
過
少
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一

に
反
し
て
、
可
成
り
顕
著
な
大
発
展
を
遂
げ
、
な
か
ん
づ
く
、
船
主
業
務

の
面
に
お
い
て
注
目
す
べ
ぎ
特
徴
を
示
し
た
の
は
、
ロ
ー
マ
帝
政
以
後
第

一
．
二
世
紀
の
約
一
三
〇
1
一
四
〇
年
間
維
持
さ
れ
た
平
和
・
海
上
の
安

全
保
障
に
殆
ん
ど
全
く
基
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
…
…
し
か
し
な
が
ら
、
貿
易
商
人
や
船
舶
所
有
者
及
び
彼
等
の
奉
仕

　
せ
る
無
事
平
穏
を
祈
念
し
た
一
般
庶
民
に
と
っ
て
、
と
に
も
角
に
も
、

　
初
期
ロ
ー
マ
帝
国
は
一
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
ロ
ー
マ

　
帝
国
は
彼
等
に
対
し
て
今
ま
で
不
断
に
生
起
し
た
戦
争
や
山
賊
及
び
海

　
賊
の
強
奪
に
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
恐
怖
な
し
に
日
常
業
務
を
営
む
自
由

　
を
与
え
た
か
ら
。
そ
の
広
大
な
る
全
版
図
を
通
じ
て
ロ
ー
マ
の
法
律
と

　
軍
隊
と
は
農
夫
及
び
手
工
業
者
を
し
て
安
ん
じ
て
生
産
に
従
事
し
、
資

　
本
家
を
し
て
大
規
模
な
商
工
業
を
営
む
に
必
要
な
安
全
保
障
を
与
え
た
。

　
…
…
か
く
し
て
、
船
舶
所
有
者
、
商
人
及
び
生
産
者
た
ち
は
、
新
し
く

　
墓
礎
づ
け
ら
れ
た
安
全
保
障
の
恩
恵
に
浴
し
つ
つ
（
行
政
機
関
の
衰
退

　
と
か
古
代
国
境
の
撤
廃
と
か
に
よ
っ
て
困
惑
を
感
ず
る
こ
と
は
殆
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

　
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
」

　
強
大
な
軍
事
力
と
体
系
的
な
行
政
力
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
領
土

全
域
に
亘
っ
て
可
成
り
よ
く
治
安
が
保
た
れ
て
い
た
。
海
上
航
行
の
直
接

の
妨
害
者
で
あ
っ
た
海
賊
は
ロ
ー
マ
艦
隊
の
カ
で
地
中
海
全
域
か
ら
掃
蕩

さ
れ
、
僅
か
に
黒
海
及
び
印
度
洋
に
残
存
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
の
み
な
ら
「

ず
、
ロ
ー
マ
の
法
律
、
殊
に
商
取
引
及
び
海
上
運
送
契
約
に
関
す
る
商
法

は
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
ド
ス
島
の
先
進
的
諸
規
定
を
と
り
入
れ
つ
瓦
高
度

に
体
系
化
さ
れ
て
帝
国
内
に
施
行
さ
れ
た
。
航
海
の
安
全
促
進
の
た
め
に

燈
台
や
信
号
所
が
建
設
さ
れ
た
の
も
ロ
ー
マ
時
代
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
港

湾
の
整
備
も
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
。
オ
ス
テ
ィ
ア
や
プ
テ
オ
リ
の
如
き

大
き
な
港
に
お
い
て
は
極
め
て
広
い
地
域
に
亘
り
岸
壁
が
構
築
さ
れ
穀
物

倉
庫
、
商
晶
倉
「
庫
が
林
立
し
て
い
た
。
港
に
は
各
地
の
商
人
や
船
主
の
代
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理
店
、
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
オ
ス
テ
ィ
ア
の
如
き
は
カ
ル
タ
ゴ
か
ら
来

た
船
長
が
そ
こ
に
行
き
さ
え
ず
れ
ば
、
当
地
の
商
人
や
港
湾
官
吏
と
取
引
、

交
渉
を
な
し
う
る
と
い
う
特
殊
代
理
店
さ
え
存
在
せ
し
め
て
い
た
と
い
わ

れ
る
。
熊
葛
上
及
び
政
治
上
の
便
宜
の
た
め
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
道

路
の
朽
築
も
代
々
の
皇
帝
が
努
力
を
払
っ
た
と
こ
ろ
で
、
輸
出
入
貨
物
の

輸
送
に
大
な
る
利
便
を
与
え
た
。

　
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
す
べ
て
の
安
全
保
障
と

輸
送
促
進
の
諸
措
置
は
海
上
航
行
を
し
て
未
だ
か
つ
て
な
い
安
心
感
を
も

た
せ
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
海
が
安
全
に
な
り
商
取
引
が
便
利
に

な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
海
上
運
送
そ
の
も
の
は
単
に
軌
道
を
し
か
れ
た

だ
け
の
鉄
道
と
同
様
で
あ
る
。
現
実
の
般
腹
需
要
・
貨
物
及
び
旅
客
の
流

れ
が
之
に
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
ロ
ー
マ
帝
国
は

古
代
最
衙
の
発
達
を
示
し
た
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
は
、
な
お
限
ら
れ
た
範

囲
内
に
お
け
る
古
代
世
界
の
奴
隷
的
経
済
体
制
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
の
奴
隷
制
生
産
は
富
め
る
支
配
階
級
の
怠
惰
と
奢
修
の
た
め
に
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
奴
隷
所
有
者
の
富
を
増
し
た
と
し
て
も
、

ロ
ー
マ
自
身
は
輸
出
す
べ
き
ほ
ど
の
農
・
工
業
晶
は
殆
ん
ど
生
産
す
る
に

至
ら
な
か
っ
た
。
支
配
．
被
支
配
の
関
係
に
お
い
て
、
帝
国
内
の
貨
物
の

移
動
は
、
依
然
p
■
ー
マ
へ
の
い
わ
ば
一
方
的
輸
入
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
し
て
も
広
大
な
る
地
域
に
比
較
的
長
く
訪
れ
た
平
和
は
、
ロ
ー
マ
丈

化
の
浸
透
と
相
ま
っ
て
領
土
各
地
に
多
方
面
、
多
種
類
の
輸
出
を
発
達
さ

せ
、
今
ま
で
通
商
交
通
の
ら
ち
外
に
あ
っ
た
諸
国
民
に
ま
で
文
明
生
活
に

接
触
す
る
機
会
を
与
え
た
。
閃
畠
δ
が
「
p
ー
マ
帝
国
商
業
年
報
」
》
昌
星
巴

古
代
経
済
と
海
運
活
動

G∩

�
W
ヨ
①
三
9
葺
①
日
別
山
⑦
。
h
§
①
切
。
琶
碧
国
日
傘
お
か
ら
抄
録
せ
る
当

時
の
各
地
輸
出
品
一
覧
表
を
再
録
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
エ
ジ
プ
ト
ー
小
麦
、
椰
子
の
実
、
豆
類
、
パ
ピ
ル
ス
（
製
紙
原
料
）
、

　
　
斑
岩
、
花
嵩
岩
及
び
建
築
用
石
材
、
ソ
ー
ダ
、
明
手
（
染
色
用
及
び

　
　
製
革
用
）
、
亜
麻
、
リ
ン
ネ
ル
、
衣
類
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
こ
の
外
エ
チ

　
　
オ
ピ
や
産
の
金
及
び
鉄
、
ア
フ
リ
カ
奥
地
か
ら
の
象
牙
、
シ
ナ
イ
産

　
　
の
銅
、
ア
ラ
ビ
ヤ
産
の
宝
石
と
香
料
、
印
度
物
産
の
再
輸
出
品
。

　
シ
リ
ァ
ー
道
路
建
設
用
の
石
灰
石
及
び
玄
武
岩
、
木
材
、
某
実
（
生

　
　
鮮
並
び
乾
燥
）
、
葡
萄
酒
、
絹
及
び
リ
ン
ネ
ル
製
品
、
染
料
及
び
染
布
、

　
　
一
ガ
ラ
ス
制
武
門
叩
Q

、
小
ア
ジ
ア
ー
オ
リ
ー
ブ
油
、
葡
萄
酒
、
松
露
類
、
魚
、
薬
草
、
乾
燥
〃

　
　
果
実
、
蟻
、
樹
脂
、
亜
麻
、
硫
化
鉛
、
砒
素
、
赤
鉛
、
雲
母
、
大
理

　
　
石
、
砥
石
、
山
羊
の
毛
で
作
っ
た
衣
服
、
テ
ン
ト
。

　
ギ
リ
シ
ャ
！
オ
リ
ー
ブ
油
、
葡
萄
酒
、
蜂
蜜
、
大
理
石
、
石
材
、
陶

　
　
藩
。

　
ア
フ
リ
カ
ー
小
麦
、
果
実
、
オ
リ
ー
ブ
、
油
、
松
露
類
、
胡
い
瓜
一
、
色
州
、

　
　
漬
物
、
黒
蝿
、
柑
橘
樹
、
大
理
石
、
雲
母
、
皮
革
、
毛
皮
、
野
生
動

　
　
物
（
競
技
用
）
、
奴
隷
。

　
ニ
ュ
ー
ミ
デ
ィ
ア
ー
大
理
石
、
野
生
動
物
。

　
モ
レ
タ
ニ
ア
i
黒
檀
及
び
柑
橘
樹
、
紫
染
料
、
羊
毛
品
、
大
皮
及
び

　
野
生
動
物
、
ア
イ
オ
イ
・
シ
ー
ザ
リ
ア
（
H
O
一
　
〔
M
曽
Φ
ω
9
肘
①
P
）
に
あ
る
工

　
　
場
で
作
ら
れ
た
ラ
ン
プ
、
カ
ナ
リ
ヤ
…
戸
前
か
ら
の
猟
犬
。

　
ス
ペ
イ
ン
ー
金
、
銀
、
鉛
、
鉄
、
銅
、
魚
、
漬
物
及
び
ソ
ー
ス
、
油
、
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

　
　
蜂
．
蜜
、
葡
萄
酒
、
果
実
、
亜
麻
、
エ
ス
パ
ル
ト
草
、
羊
毛
、
衣
類
、

　
　
網
。

　
ゴ
ー
ル
（
海
岸
）
－
小
麦
、
油
、
葡
萄
酒
、
鉄
、
羊
毛
製
品
、
陶
器
、

　
　
ガ
ラ
ス
製
口
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

　
イ
ギ
リ
ス
ー
錫
、
鉛
、
獣
皮
及
び
羊
毛
、
牡
牛
、
黒
鳥
、
猟
犬
。

ロ
ー
マ
帝
国
外
の
諸
国
と
の
貿
易
の
う
ち
で
は
、
印
度
と
中
国
と
の
貿
易

が
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
の
絹
及
び
絹
製
品
は
主
と
し
て
遠

路
陸
上
ル
ー
ト
を
経
て
シ
リ
ヤ
の
港
に
運
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
船
で
p
ー
マ

に
達
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
遂
に
、
紀
元
一
六
〇
年
頃
に
直
接
中
国
へ
渡

航
す
る
も
の
さ
え
現
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
ロ
ー
マ
と
印
度
と
の
海
上
交
通
は
特
に
大
量
の
船
腹
が
就
役
し
た
と
い

う
ば
か
り
で
な
く
、
従
前
の
沿
岸
伝
の
航
路
に
か
わ
っ
て
、
印
度
洋
横
断

の
直
航
便
が
始
ま
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
の
時
代
特
に
重
要
且
つ

活
濃
な
も
の
と
な
っ
た
。
も
と
く
印
度
の
香
料
、
調
味
料
、
宝
石
、
象

牙
、
絹
、
綿
、
モ
ス
リ
ン
、
皮
革
、
チ
ー
ク
材
等
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
の
渇

望
し
た
と
こ
ろ
で
、
し
か
も
危
険
と
負
担
の
多
い
ペ
ル
シ
ヤ
を
通
る
陸
上

ル
ー
ト
か
ら
海
上
ル
ー
ト
へ
の
転
換
は
以
前
か
ら
試
み
ら
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
ロ
ー
マ
人
は
ア
ラ
ビ
ヤ
海
の
海
賊
を
抑
え
、
ス
エ
ズ
運
河
の
再

掘
、
連
絡
道
路
の
建
設
に
よ
っ
て
印
度
と
の
貿
易
に
努
力
し
て
い
た
が
、

紀
元
五
か
年
頃
ヒ
ッ
ポ
リ
ス
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
南
西
の
季
節
風
の
利

用
は
遂
に
ア
デ
ン
か
ら
印
度
へ
大
洋
を
横
断
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
七
月
に
エ
ジ
プ
ト
を
出
帆
し
て
九
月
末
に
印
度
に
達
し
得
、

帰
り
に
も
北
東
の
季
節
風
に
乗
ず
れ
ば
十
一
月
末
印
度
を
発
っ
て
二
月
に

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
帰
着
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
こ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

以
来
こ
の
ル
ー
ト
は
極
め
て
活
況
を
呈
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
右
の
如
き
海
上
貿
．
易
の
大
発
達
に
つ
れ
施
客
の
交
通
が
p
ー
マ
時
代
に

著
し
く
ふ
え
る
に
至
っ
た
こ
と
も
注
目
を
要
す
る
。
本
国
か
ら
遠
隔
の
領

地
に
赴
任
す
る
ロ
…
マ
の
官
吏
や
士
官
、
本
国
へ
の
帰
任
者
及
び
応
募
兵

と
除
隊
者
が
可
成
り
多
数
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
貿
易
の
進
展
に
伴

い
新
市
場
を
調
査
す
る
商
人
や
資
本
家
更
に
は
ロ
ー
マ
皇
帝
へ
の
綿
上
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
？
）

等
は
ロ
ー
マ
の
船
主
に
「
極
め
て
利
益
の
多
い
副
業
」
の
機
会
を
与
え
た
。

法
律
、
言
語
、
貨
幣
、
風
俗
及
び
嗜
好
の
ロ
ー
マ
的
統
一
は
移
民
活
動
を

容
易
に
し
た
し
、
そ
の
上
、
海
上
航
行
の
安
全
は
富
裕
で
有
閑
的
な
人
々

を
海
外
旅
行
に
引
出
し
た
。
ロ
ー
マ
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
を
訪
れ
る
学
者
や
芸

術
家
…
も
決
し
て
少
数
で
は
な
か
っ
た
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ゲ
ー
ム
の
如

ぎ
は
一
時
に
非
常
に
多
く
の
見
物
客
を
吸
い
寄
せ
た
。
か
く
し
て
、
こ
れ

ら
の
旅
客
交
通
の
増
加
は
遂
に
貨
物
輸
送
船
と
は
別
な
旅
客
専
用
船
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
註
8
）

出
現
せ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
航
海
の
安
全
性
と
運
送
需
要
の
存
在
は
か
く
し
て
p
ー
マ
時
代
の
海
運

活
動
を
非
常
に
と
は
云
い
得
な
い
と
し
て
も
可
成
り
の
程
度
に
ま
で
促
進

し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
一
般
商
船
は
な
お
フ
ェ
ニ
キ
や

人
が
使
用
し
た
阿
形
船
と
大
差
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
需
要
の
増
大

は
次
第
に
船
型
の
大
型
化
を
促
し
た
。
ロ
ー
マ
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
毎
年
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

○
0
0
万
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
穀
物
を
輸
入
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
は
、

と
り
わ
け
穀
物
輸
送
船
を
発
達
さ
せ
、
こ
の
種
就
役
船
の
積
載
能
力
は
し

ば
し
ば
二
五
〇
屯
に
．
達
し
て
い
た
。
穀
物
輸
送
が
一
般
に
最
も
大
型
の
三
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舶
（
落
く
は
大
船
隊
）
を
用
い
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
之
に
次
い

で
船
腹
を
需
要
し
た
建
築
材
料
及
び
道
路
構
築
資
材
の
運
送
は
時
に
異
常

な
大
型
船
さ
え
出
現
さ
せ
た
。
例
え
ば
紀
元
四
〇
年
頃
に
重
量
約
五
〇
〇

屯
の
バ
チ
カ
ン
の
方
尖
塔
（
ノ
M
．
帥
曲
一
〇
㊤
一
P
　
O
げ
①
一
一
ω
犀
）
　
を
運
ん
だ
船
の
如
き
が

そ
れ
で
、
こ
の
船
に
ダ
ン
ネ
ッ
ヂ
用
に
積
ま
れ
た
レ
ン
ズ
豆
が
ま
た
約
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
o
）

0
0
屯
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
軽
装
面
の
改
善
も
行
わ
れ
二
本
橿
船
も
出
現
し
た
。
当
時
に
お
い
て

も
航
海
器
具
は
未
発
達
で
あ
っ
た
か
ら
、
緊
急
状
態
（
p
ー
マ
の
港
オ
ス

テ
ィ
ア
の
穀
物
倉
庫
が
安
全
保
有
量
を
割
る
と
い
う
よ
う
な
）
の
時
で
な

い
限
り
、
冬
の
間
（
十
一
月
中
旬
一
年
三
月
中
旬
）
の
航
海
は
停
止
さ
れ
、

可
航
季
に
お
い
て
も
昼
は
太
陽
と
海
岸
線
を
夜
は
星
を
目
標
と
し
て
航
行

し
た
場
合
が
多
い
け
れ
ど
も
こ
う
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
航
海
所
要
時

間
は
ず
一
つ
と
短
縮
さ
れ
た
。
海
図
や
旅
行
案
内
書
が
利
用
さ
れ
始
め
た

ほ
ど
航
路
の
事
情
が
熟
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
。

印
度
へ
の
大
洋
横
断
は
前
に
ふ
れ
た
が
、
地
中
海
に
お
い
て
も
初
夏
の
聞

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ヤ
か
ら
の
小
麦
船
は
オ
ス
テ
イ
ア
や
プ
テ
オ
リ
（
ナ
ポ

リ
附
近
）
ま
で
直
航
し
た
し
、
か
つ
て
ビ
ス
ケ
イ
湾
沿
い
に
イ
ギ
リ
ス
に

到
達
し
た
ル
ー
ト
は
今
や
、
大
抵
ワ
イ
ト
島
か
ら
セ
イ
ヌ
河
口
乃
至
ブ
ー

p
；
ニ
ュ
…
へ
の
短
距
離
海
…
峡
r
横
断
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
が
し
な
が
ら
、
何
と
言
っ
て
も
、
最
も
著
し
い
発
展
は
船
主
業
務
の

面
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
は
な
お
内
容
の
簡
略
な
し

か
も
断
片
的
な
資
料
し
か
利
用
さ
れ
得
な
い
上
、
た
と
え
そ
れ
に
よ
っ
て

わ
れ
く
が
他
人
運
送
形
態
の
存
在
を
確
認
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
当

古
代
経
済
と
海
運
活
動

時
の
支
配
的
形
態
で
あ
る
と
断
定
し
て
よ
い
か
ど
う
か
は
能
無
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
こ
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
「
船
主
の
大

多
数
は
純
粋
な
乃
至
単
純
な
資
本
家
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
自
己
の
船
舶
の

運
航
に
は
関
与
せ
ず
、
運
航
業
務
に
熟
達
せ
る
人
に
一
定
期
間
叉
は
当
該

船
舶
の
全
生
涯
に
亘
っ
て
給
舶
を
傭
船
せ
し
め
た
。
か
x
る
契
約
の
下
に

あ
っ
て
は
、
期
間
傭
船
者
は
自
己
の
好
む
ま
ま
に
船
舶
を
使
用
す
る
こ
と

が
出
来
、
且
つ
運
賃
の
全
部
を
自
己
の
利
益
と
し
て
収
得
し
た
。
彼
が
船

舶
の
原
所
有
者
に
対
し
て
有
す
る
義
務
は
た
だ
約
定
の
傭
船
料
を
支
払
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
傭
船
者
は
法
律
上
当
該
船
舶
の
所
有
者
と
し
て

取
扱
わ
れ
、
船
主
組
合
に
加
入
す
る
資
格
を
有
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て

　
（
註
1
2
）

い
た
。
」
　
と
い
う
言
葉
か
ら
明
か
な
よ
う
に
守
宮
①
は
ロ
ー
マ
に
お
け
る

定
期
傭
船
及
び
独
立
の
海
運
業
者
の
多
数
的
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。

　
の
み
な
ら
ず
、
か
x
る
単
純
な
資
本
家
と
し
て
の
船
舶
所
有
者
と
併
存

し
た
「
自
己
の
船
舶
を
自
ら
の
計
算
に
お
い
て
運
航
す
る
般
主
」
一
言

う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
大
部
分
は
自
己
の
商
晶
を
積
込
む
商
人
で
あ
っ
た

一
に
お
い
て
も
、
法
律
上
及
び
実
務
上
の
有
利
性
の
故
に
、
船
舶
所
有

者
と
積
荷
所
有
者
は
別
個
の
入
定
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
「
船
舶
所

有
者
は
通
常
二
名
の
幹
部
職
員
を
指
定
し
て
乗
組
ま
し
た
。
一
人
は

σq

ｩ
霞
葛
§
即
ち
船
長
で
あ
り
航
海
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。
も
う
一
人
は

目
9
。
触
ω
8
同
即
ち
業
務
管
理
者
で
あ
り
彼
の
職
務
は
貨
物
叉
は
旅
客
の
運
送

契
約
を
締
結
し
、
貨
物
運
賃
又
は
族
客
運
賃
を
収
納
し
、
修
繕
の
監
督
や

船
守
の
調
達
に
当
り
、
更
に
傭
船
契
約
を
結
び
得
な
い
時
に
は
船
主
の
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）

算
に
お
い
て
貨
物
の
売
買
を
営
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
　
他
人
を
雇
わ
ず
、
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

船
主
自
身
が
依
撚
マ
ギ
ス
タ
ー
を
兼
ね
て
い
た
場
合
も
あ
っ
た
（
一
隻
の

船
を
数
入
で
分
有
し
て
い
る
時
に
は
彼
等
の
中
の
一
入
が
目
碧
品
ぎ
α
q

。
善
臼
に
選
ば
れ
、
自
ら
が
マ
ギ
ス
タ
ー
と
し
て
乗
組
む
か
或
は
馴
に
他

薦
を
雇
っ
て
乗
組
ま
す
）
が
、
こ
の
マ
ギ
ス
タ
ー
と
い
う
存
在
乃
至
役
割

は
極
め
て
一
般
的
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
も
船
主
と
商
人
と
の
分
離
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
4
）

艦
主
と
運
航
実
務
者
と
の
分
化
の
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
上
述
の
船
主
業
務
の
変
化
ほ
ど
に
は
基
本
的
重
要
性
を
も
た
な
い
と
し

て
も
、
船
主
と
船
員
と
の
分
化
も
ま
た
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
奴
隷

を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
別
で
あ
る
が
、
船
員
に
は
現
代
と
同
様
に
一
定

の
賃
銀
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ば
中
世
に
船
員
も
亦
冒
険
事
業
の
参

加
者
で
あ
っ
た
の
に
比
し
て
特
徴
的
な
点
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
従

来
殆
ん
ど
全
く
人
格
の
認
め
ら
れ
ぬ
奴
隷
船
員
を
使
用
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
海
上
労
働
に
、
賃
銀
労
働
者
た
る
船
員
が
登
場
し
た
こ
と
を
示
す
意
味

で
も
重
要
で
あ
る
。
ロ
r
マ
時
代
以
前
の
船
員
に
関
す
る
資
料
も
な
く
、

こ
れ
ら
の
賃
銀
労
働
者
的
船
員
の
p
ー
マ
時
代
の
比
重
に
つ
い
て
は
適
確

に
知
り
得
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
中
世
的
地
位
に
比
し
て
よ
か
っ

た
か
悪
か
っ
た
か
は
一
が
い
に
断
定
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

船
主
が
そ
れ
ぞ
れ
一
個
の
独
立
的
人
格
を
有
す
る
船
員
に
つ
い
て
考
慮
し

奴
隷
の
場
合
に
は
凡
ら
く
与
え
る
必
要
の
な
か
っ
た
報
酬
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
け
は
事
実
で
あ
る
。

　
船
舶
所
有
者
（
傭
船
者
を
含
む
こ
と
は
前
記
し
た
）
は
各
重
要
港
に
一

つ
づ
つ
設
立
さ
れ
て
い
た
船
主
組
合
（
冨
≦
。
巳
ゆ
昌
巳
舘
巨
）
　
に
登
録
さ

れ
て
い
た
。
中
世
に
比
し
て
組
A
口
制
度
の
発
達
は
不
充
分
で
あ
り
、
ま
た

ロ
ー
マ
帝
国
衰
退
過
程
に
お
い
て
こ
の
法
人
は
次
第
に
厳
格
な
国
家
的
統

制
に
服
す
る
之
と
x
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
組
合
加
盟
の
船
主
は
少
く
と
も

第
一
．
二
両
世
紀
の
間
自
己
の
計
算
に
お
い
て
取
引
を
行
う
私
的
事
業
者

で
あ
っ
た
。
彼
等
が
従
っ
た
ロ
ー
マ
商
法
の
規
定
に
は
－
投
荷
の
規
定

の
如
く
一
す
こ
ぶ
る
興
味
あ
る
事
項
が
多
い
が
、
当
面
、
最
古
の
「
チ

ャ
ー
タ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
．
」
と
呼
ば
れ
る
紀
元
二
三
六
年
の
傭
船
契
約
書
の

み
に
限
っ
て
所
論
を
す
す
め
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
冒
頭

に
船
長
及
び
商
人
の
氏
名
が
書
込
ま
れ
、
且
つ
船
長
が
当
該
船
の
所
有
者

た
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
次
に
本
船
の
貨
物
積
載
能
力
の
明
細

が
示
さ
れ
る
。
商
人
は
本
船
を
当
該
航
海
に
限
っ
て
傭
船
し
、
そ
れ
に
対

し
て
銀
貨
一
〇
〇
ド
ラ
ク
マ
を
支
払
う
こ
と
を
約
し
、
そ
の
中
庭
〇
ド
ラ

ク
マ
は
木
傭
船
契
約
締
結
と
同
時
に
支
払
い
、
残
額
は
貨
物
引
渡
と
同
時

に
支
払
う
。
船
主
は
完
全
な
議
装
と
適
当
な
乗
組
員
を
提
供
し
、
二
日
以

内
に
貨
物
を
積
込
み
、
安
全
且
つ
漏
れ
損
な
し
に
運
送
す
る
こ
と
を
約
束

す
る
。
陸
揚
港
に
お
け
る
荷
卸
が
四
日
以
内
に
完
了
し
な
い
時
に
は
船
主

は
一
日
に
付
ぎ
滞
船
料
一
六
ド
ラ
ク
マ
を
申
受
け
る
。

　
今
日
の
定
期
船
B
／
し
に
比
す
れ
ば
簡
略
に
失
す
る
け
れ
ど
も
、
船
主

の
免
責
条
項
も
列
挙
さ
れ
て
お
り
「
明
確
且
つ
実
務
的
で
当
該
契
約
上
の

主
要
事
項
を
網
羅
し
」
本
質
上
現
代
の
も
の
と
殆
ん
ど
相
違
し
な
い
。
「
兎

も
角
こ
れ
は
、
当
時
に
お
け
る
海
運
業
－
利
益
追
求
を
目
的
と
し
て
船

舶
の
運
航
を
営
む
事
業
で
あ
っ
て
、
単
な
る
船
主
自
身
の
貨
物
運
送
を
目

的
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
i
と
い
う
も
の
が
、
す
で
に
、
全
く
近
代

的
な
定
期
船
事
業
と
同
程
度
に
ま
で
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
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（
註
1
5
）

で
あ
る
。
し
と
追
物
①
は
文
句
な
し
に
他
人
運
送
形
態
、
従
っ
て
厳
轡
な
意

味
に
お
い
て
海
運
業
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え

同
種
資
料
が
数
少
く
、
果
し
て
ど
の
程
度
に
ま
で
他
人
運
送
形
態
が
行
わ

れ
て
い
た
か
を
確
実
に
言
い
得
な
い
け
れ
ど
も
、
少
く
と
も
可
成
り
の
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
6
）

度
に
ま
で
普
及
し
て
い
た
こ
と
は
推
察
し
て
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
私
は
本
稿
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
海
運
（
航
海
）
も
し
く
は
海
運
活
動

（
航
海
活
動
）
と
い
う
表
現
を
用
い
て
海
運
業
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
な

か
っ
た
。
海
上
運
賃
の
収
得
を
目
約
と
し
て
専
ら
他
人
及
び
他
人
貨
物
の

運
送
を
行
う
現
代
海
運
業
の
他
人
運
送
形
態
は
、
第
十
九
世
紀
以
降
の
も

の
で
あ
る
。
海
運
業
務
の
企
業
的
独
立
す
な
わ
ち
海
運
業
の
確
立
は
対
応

す
べ
き
経
済
墓
園
に
お
け
る
封
建
経
済
体
制
か
ら
資
本
主
義
経
済
体
制
へ

の
移
行
、
別
し
て
後
者
に
お
け
る
経
済
力
の
飛
躍
的
発
展
と
密
接
不
可
分

な
関
係
に
あ
る
。
海
運
企
業
・
海
運
経
済
・
海
運
政
策
の
綜
合
的
理
論
研

究
た
る
海
運
論
が
こ
れ
を
主
要
対
象
と
す
る
の
は
極
め
て
正
当
な
こ
と
で

あ
る
。
同
マ
王
体
に
お
け
る
海
上
貿
易
業
務
と
海
上
運
送
業
務
の
統
合
形

態
た
る
自
己
運
送
形
態
は
暫
く
最
近
に
至
る
ま
で
海
上
貿
易
に
お
け
る
支

配
的
形
態
で
あ
り
、
臣
・
ω
巳
讐
そ
の
他
の
学
者
が
之
を
畠
蚕
糞
蹟
汀
巴
Φ

と
称
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
『
支
配
的
形
態
で
あ
っ
た
』
と
云
う
こ
と
は
他
方
に
こ
れ
と
異
な
る
形
態

の
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
捕
る
場
合
に
は
海
運
は
よ
り
早
く
既
に
古

代
に
お
い
て
他
人
運
送
形
態
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
自
己
運
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
7
）

が
以
前
に
お
け
る
海
上
運
送
の
唯
一
の
形
態
で
は
な
い
。
」
　
外
な
ら
ぬ
、

ロ
；
マ
時
代
の
海
運
こ
そ
、
古
代
に
お
け
る
他
人
運
送
的
展
開
の
最
た
る

古
代
経
済
と
海
運
活
動

も
の
で
、
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
p
ー
マ
時
代
に
至
り
始
め
て
海
運

業
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
生
じ
た
と
も
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
思
う
に
、
フ
ェ
ニ
キ
や
以
前
は
、
商
人
に
よ
る
自
己
運
送
乃
至
そ
れ
に

先
立
つ
き
わ
め
て
素
朴
な
航
海
活
動
の
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
ギ
リ

シ
ャ
時
代
末
期
に
一
部
特
殊
な
場
合
で
あ
る
が
、
端
初
的
な
他
人
運
送
的

形
態
（
エ
ム
ボ
ロ
ス
及
び
運
賃
目
当
て
に
商
人
と
そ
の
貨
物
を
運
送
し
た

船
主
の
出
現
）
が
み
ら
れ
は
し
た
も
の
＼
、
ギ
リ
シ
ャ
の
社
会
的
経
済
事

惰
は
全
期
を
通
じ
て
ナ
ウ
ク
レ
ロ
ス
す
な
わ
ち
自
己
運
送
形
態
の
海
上
貿

易
を
支
配
的
と
し
て
い
た
。
ギ
リ
シ
ャ
と
同
じ
奴
隷
制
経
済
社
会
で
あ
り

乍
ら
p
ー
マ
に
至
っ
て
始
め
て
、
本
項
前
半
に
述
べ
た
諸
条
件
の
故
に
、
著

し
い
程
度
に
ま
で
そ
の
海
…
運
を
他
入
運
送
化
し
た
。
イ
タ
リ
や
人
た
る
と

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
ギ
リ
シ
ャ
人
、
チ
ル
の
フ
ェ
ニ
キ
や
入
、
ゴ
ー
ル

人
乃
至
ア
フ
リ
カ
原
住
民
た
る
と
を
．
問
わ
ず
、
ロ
ー
マ
時
代
の
船
主
は
、

こ
う
し
た
他
人
運
送
的
発
展
に
よ
っ
て
、
先
駆
者
た
る
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
、
ギ

リ
シ
ャ
時
代
の
人
々
よ
り
、
コ
層
多
く
の
こ
と
を
な
し
遂
げ
、
且
つ
自
己

の
後
継
者
が
爾
後
数
世
紀
に
亘
っ
て
全
世
界
の
生
産
物
を
す
べ
て
の
諸
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
8
）

民
に
送
達
、
利
用
せ
し
め
得
た
よ
り
も
一
層
多
く
の
貢
献
を
な
し
た
し
と

い
う
団
9
覧
。
の
結
語
は
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

（
註
1
）
　
紀
元
前
刈
段
差
の
r
ー
マ
建
設
は
伝
説
に
す
ぎ
ず
、
宮
下
教
授
は
、
紀

　
元
前
七
世
紀
エ
ト
ル
リ
ア
人
の
新
都
市
国
家
誕
生
を
以
っ
て
、
戸
ー
マ
都
市
国

　
家
の
成
立
と
み
て
お
ら
れ
る
。
　
（
同
氏
、
前
掲
書
8
3
頁
）
。

（
註
2
）
守
吾
愚
・
亀
●

（
註
3
）
　
ロ
ー
マ
入
は
必
ず
し
も
輸
出
業
・
運
送
業
に
秀
で
た
も
の
で
な
い
と
す

　
る
O
軒
。
も
、
ロ
ー
マ
人
の
「
組
織
的
・
行
政
的
の
才
能
」
と
世
界
統
一
及
び
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古
代
経
済
と
海
運
活
動

　
平
和
に
よ
る
世
界
商
工
業
発
達
へ
の
寄
与
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
9
貯
①
・
前

　
掲
書
三
上
訳
2
7
～
2
8
頁
。

（
註
4
）
　
書
幅
①
…
娼
も
・
も
～
朝
O
・

（
註
5
）
団
毫
2
℃
・
罫

（
註
6
）
　
ス
ト
ラ
ボ
ー
は
紀
元
前
一
世
紀
の
頃
年
に
2
0
隻
に
も
満
た
な
く
な
っ
た

　
イ
ン
ド
貿
易
船
が
、
紀
元
一
世
紀
中
頃
H
卜
。
£
隻
以
上
に
増
加
し
た
と
言
っ
て
い

　
る
。
守
覧
①
罰
予
認
．
O
’
司
．
麟
。
口
冨
＝
ご
≧
静
ω
Φ
弩
碧
ぎ
㈹
ぎ
爵
o
H
冨
島
罧

　
0
8
碧
毛
・
鵠
c
O
～
巳
．

（
註
7
）
閃
琶
Φ
…
閲
』
。
。
・

（
註
8
）
津
吾
…
郊
・
唱
・
軌
。
。
～
罪

（
註
9
）
　
エ
ジ
プ
ト
の
み
な
ら
ず
、
ア
ク
リ
カ
か
ら
も
穀
物
を
輸
入
し
た
。
エ
ジ

　
プ
ト
の
輸
出
が
後
年
減
少
す
る
や
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
穀
物
は
年
H
ρ
O
O
ρ

　
O
O
O
ブ
ッ
シ
ェ
ル
に
達
し
た
。

（
註
1
0
）
　
閃
3
、
げ
甲
唱
・
累
・

（
註
1
1
）
　
ロ
ー
マ
か
ら
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
ま
で
9
日
と
い
う
最
短
記
録
も
あ
る

　
が
、
普
通
オ
ス
テ
イ
ア
↓
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
ー
8
～
1
9
日
、
復
航
西
行
直
航
ル

　
ー
ト
（
船
団
を
組
ん
で
）
で
2
5
日
、
シ
リ
ア
小
ア
ジ
ア
の
海
岸
沿
の
航
路
で
5
0

　
日
。
こ
の
外
、
オ
ス
テ
イ
ア
↓
タ
ラ
ス
コ
t
（
タ
ラ
ゴ
ナ
ー
ス
ペ
イ
y
）
4
日
、

　
オ
ス
テ
イ
ア
↓
ガ
デ
ス
7
～
1
0
日
、
カ
ル
タ
ゴ
↓
ガ
デ
ス
7
日
で
あ
っ
た
。

　
団
9
。
覧
①
…
や
誤
・

（
註
1
2
）
　
守
胤
2
唱
・
加
。
。
・

（
註
1
3
）
　
守
覧
2
り
・
り
・
帆
○
。
～
罵
’

（
註
1
4
）
　
船
主
が
マ
ギ
ス
タ
ー
を
兼
ね
る
場
合
に
比
し
て
船
主
が
船
長
を
兼
ね
る

　
場
合
は
よ
り
稀
で
あ
っ
た
。
岡
⇔
覧
①
…
．
や
駅
P

（
謹
1
5
）
　
守
覧
①
…
剛
．
娼
・

（
註
1
6
）
　
佐
波
宣
平
・
海
運
理
論
体
系
4
6
頁
。

（
註
1
7
）
　
佐
波
宣
平
・
海
運
理
論
体
系
2
7
頁
。

（
註
1
8
）
　
閃
ミ
H
2
や
ひ
ρ
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國
際
流
動
性
準
備
攣
動
の
地
域
的
研
究
（
其
の
一
）

藤

田

正

寛

一、
二
、

三
、

四
、

五
、

序
説

資
本
移
動
の
対
象
と
し
て
の
未
開
発
国

国
際
流
動
性
準
備
と
資
本
移
動

未
開
発
地
域
．
と
し
て
の
東
南
ア
ジ
ア
に
於
け
る
国
際
流
動
性
準
備
の
変
動

結
言一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

「
貧
困
な
国
家
は
そ
れ
ゆ
え
に
貧
困
」
で
あ
り
、
「
豊
饒
な
国
家
は
そ
れ
ゆ

え
に
豊
饒
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
後
進
国
と
先
進
工
…
菜
国
と
の
聞
に
冷
厳

に
横
た
わ
る
運
命
的
事
態
で
あ
ろ
う
か
。

「
後
進
」
地
域
に
住
む
人
た
ち
、
即
ち
人
類
の
過
半
数
を
し
め
て
い
る
人

々
は
西
ヨ
ー
p
ッ
パ
に
お
け
る
よ
り
も
、
も
っ
と
み
じ
め
な
生
活
に
喘
い

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
見
て
国
連
食
糧
農
業
機
構
の
払
型
射
務
総
長

ボ
イ
ド
・
オ
ア
卿
は
、
一
九
四
九
年
十
二
月
「
先
進
」
諸
国
の
入
詞
に
次
の
如

　
　
　
　
　
　
　
へ
2
）

く
う
っ
た
え
て
い
る
。
「
彼
等
の
う
ち
三
人
に
歳
入
は
、
ま
だ
人
命
に
一
番

必
要
な
も
の
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
若
死
を
し
て
い
る
。
世
界
平
和
は
、

世
界
的
な
豊
富
と
い
う
も
の
を
基
礎
と
し
て
築
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

　
そ
し
て
更
に
後
進
国
の
生
活
様
相
の
劣
悪
さ
を
物
語
っ
て
は
「
世
界
人

口
の
三
分
の
二
は
飢
え
て
い
る
一
そ
の
う
ち
、
最
悪
の
と
こ
ろ
は
ア
ジ

ア
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
事
情
で
あ
る
」
と
一
九
五
〇
年
六
月
ブ

ラ
ジ
ル
で
開
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
栄
養
会
議
を
し
て
嘆
か
し
め
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
を
語
る
に
は
「
世
界
の
所
得
は
今
日
、
戦
前
に
於
け
る
よ
り

も
、
も
っ
と
不
公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
。
生
活
水
準
の
差
は
小
さ
く
な

る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
大
き
く
な
る
の
が
当
然
で
あ
る
」
と
い
う
国
連
の
世

界
経
済
報
告
を
引
用
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
．

．
資
本
主
義
経
済
の
不
均
等
発
展
は
今
次
大
戦
後
激
化
の
一
歩
を
辿
り
、

ア
メ
リ
カ
経
済
の
繁
栄
と
そ
の
持
続
の
た
め
に
多
額
の
対
外
支
出
を
も
つ

て
し
て
世
界
的
ド
ル
不
足
の
対
策
と
未
開
発
地
域
の
経
済
開
発
即
ち
市
場

の
確
保
に
腐
心
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
後
進
国
と
し
て
の
．
プ
ジ
ア
は
朝
鮮
事
変
寸
前
に
於
い
て
戦
争
よ
り
も
平

和
を
ア
メ
リ
カ
に
向
っ
て
語
ら
ん
と
し
、
ア
メ
リ
カ
が
大
規
模
に
し
て
急

速
な
経
済
援
助
の
手
を
さ
し
延
べ
る
事
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
戎
息
の
三
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第1表米国の対外支出（単位10億ドル）

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

民 間 政 府 政府

ｯ間
軍事

年　度
一商品輸入匿侮辱綱小計 釣餌サ殴傷本灘陣翻小計 合計

援助

19仙6 4．3 2．1

「　0．4

6β 0．9 0．4 2．7 （3）2．2 6．2 13．0
一

1947 5．3 2．4 1．0 8．7 α8 0．5 3．9 （3）1．8 7．0 15．7 0．1

1948 7．1 2．4 0．9 10．4 0．7 0．7 0．9 3．7 6．0 16．4 0．4

19趣9 6．6 2．4 G．6 9．6 G．5 G．6 G．7 ’5ユ 6．9 16．5 G；2

1950 9．0 2．6 1．3 12．9 0．4 0．6 0．2 3．5 4．7 17．6 0．6

1951 10．8 2．7 1．1 14．6 0β 1．1 0．2 3．0 5．1 19．7 1．4

1952 10．5 3．0 1．0 14．5 1．0 ユ．7 0．5 2．1 5．3 19．8 2．6

1953 11．0 2．8 0．7 14．5 1．1 2．2 0．3 1．9 5．5 20．0
o

4．7

出所　ナショナル・シティ銀行月報　1954．1．

　（1）利子及び配当を含む

　（2）民間送金を含む

（3）世界銀行及び国際通貨基金への出資金は含まず

明
を
得
よ
う
と
し
た
。
事
実
、
後
進
国
た
る
ア
ジ
ア
諸
国
は
ア
メ
リ
カ
の

贈
与
や
借
款
を
受
取
ら
ず
、
比
較
的
少
額
の
技
術
援
助
を
受
け
て
い
る
に

止
ま
る
。
ア
メ
リ
カ
は
戦
後
（
政
府
投
資
で
な
く
民
間
企
業
会
社
の
分
で

あ
る
が
）
約
四
十
億
ド
ル
の
対
外
「
直
接
」
投
資
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
は

海
外
に
あ
る
自
己
所
有
会
社
へ
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

地
域
も
カ
ナ
ダ
は
じ
め
N
A
T
Q
（
北
大
西
洋
同
盟
）
諸
国
と
い
う
先
進

工
業
国
に
対
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
（
第
二
十
表
、
第
二
十
一
表
参
照
）

　
勿
論
例
外
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
十
億
ド
ル
に
及
ぶ
日
本
へ

の
援
助
と
、
国
内
戦
の
戦
費
と
し
て
三
十
七
ド
ル
に
及
ぶ
兵
器
や
補
給
物

資
、
墓
金
等
で
調
達
を
仰
い
だ
中
国
国
民
党
政
府
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
論
者
に
よ
れ
一
ば
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
　
剛
。
ぎ
臼
閃
。
質
昌

甲
。
σ
q
冨
鑓
の
技
術
援
助
や
個
人
投
資
を
う
け
た
後
進
国
の
多
く
で
は
一

中
世
的
な
特
権
を
根
こ
そ
ぎ
に
し
て
大
衆
運
動
の
情
熱
を
燃
え
立
た
せ
、

更
に
は
大
多
数
の
も
の
の
利
益
の
た
め
に
樹
て
ら
れ
た
社
会
計
画
の
中
に

純
粋
な
進
歩
を
求
め
る
よ
う
な
政
治
的
、
経
済
的
改
革
が
、
前
も
っ
て
、

あ
る
い
は
同
時
に
進
行
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
計
画
が
与

え
ら
れ
れ
ば
必
ず
そ
う
な
る
よ
う
に
i
之
等
の
い
っ
か
は
祝
福
を
も
た

ら
す
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
っ
た
だ
け
で
の
贈
り
物
は
却
っ
て
一
般
国
民

に
非
常
な
実
害
を
与
え
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
之
は
別
言
す
れ
ば
ア
メ

リ
カ
の
対
外
投
資
の
多
く
が
民
間
投
資
で
あ
る
限
り
大
企
業
の
も
つ
固
有

の
性
格
（
否
．
一
般
的
性
格
と
し
て
の
最
大
利
潤
の
追
求
）
の
た
め
に
後

進
国
を
隷
属
は
さ
せ
て
も
社
会
進
歩
を
助
長
し
、
之
等
の
国
々
に
利
益
す

る
こ
と
は
決
し
て
出
来
ぬ
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
先
進
国
特
に
ア
メ
リ
カ

一　180　一



の
こ
の
態
度
と
一
九
五
〇
年
以
来
の
軍
拡
ブ
ー
ム
は
植
民
地
的
企
業
に
は

食
糧
と
原
料
価
格
の
高
騰
で
高
利
潤
を
招
来
し
た
が
、
国
民
大
衆
に
は
さ

な
き
だ
に
低
い
心
気
地
域
の
所
得
水
準
に
対
し
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
圧

力
に
よ
る
生
計
費
の
上
昇
と
不
足
の
増
大
を
も
た
ら
し
「
防
衛
、
軍
拡
競

争
は
世
界
の
飢
餓
地
帯
の
窮
迫
を
危
険
地
点
迄
追
い
つ
め
る
こ
と
に
な
る

　
　
　
　
　
（
5
）

か
も
知
れ
な
い
」
と
の
警
告
の
出
現
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

第2表　1949年に於けるアジア諸国

　　　　の総入口1人当り所得
　　　　　　　　　（単位1ドル）

日　　　　本 100

タ　　　　　　／f 36

フイリツピソ 44

パキスタン
51

インドネシヤ 30

イ　　ソ　　ド
5マ

中　　　　．国 27

セ　イ　官　y 67

ビ　　　ノレ　　亀マ 33

ゴ

ア　メ　リ　カ 1450

蹴
課
鷹
馴
幼

部　
　
思
当
り
年
二
〇
〇

E
出

　
　
ド
ル
以
上
を
最
高

聡
ぬ謙

羅
㌍
強

圃
照
．
○
○
ド
ル
を
中
位

口
恥
　
所
得
層
、
　
一
人
当

㎞
鰻
鞭
灘

　
本
稿
は
後
進
国
と
し
て
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
「
戦
後
、
異
常
な
非
経

済
的
需
要
に
基
い
て
原
料
ブ
ー
ム
が
発
生
し
た
が
、
こ
の
需
要
の
減
退
と

共
に
ブ
ー
ム
も
了
つ
た
。
一
方
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
入
工
業
晶
価
格

は
依
然
上
昇
を
つ
ゴ
け
て
い
る
。
僅
か
一
年
間
に
景
気
の
上
昇
よ
り
沈
滞

へ
の
転
換
の
は
げ
し
さ
は
こ
の
地
域
の
経
済
が
外
部
経
済
の
変
動
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
不
安
定
性
を
又
も
や
明
ら
か
に
し
た
」
事
情
か
ら

交
易
条
件
の
悪
化
、
貿
易
収
支
の
逆
調
、
ひ
い
て
は
国
際
収
支
の
赤
字
増

大
、
ド
ル
不
足
を
も
た
ら
し
金
及
び
外
国
為
替
準
備
た
る
国
際
流
動
性
準

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

備
（
ど
巳
飢
巨
左
舞
二
。
塁
＝
①
ω
2
〈
①
・
・
）
が
全
体
と
し
て
減
少
し
た
事
実
を

解
明
せ
ん
と
す
る
。
而
し
て
之
．
に
対
し
て
各
国
の
と
っ
た
為
替
管
理
、
半

輪
1限v　”

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

資
本
移
動
や
貿
易
外
収
支
の
制
限
等
に
つ
い
て
は
珊
稿
に
譲
る
。

菊
．
累
弓
訂
ρ
O
同
。
宅
爵
ぎ
d
昌
山
Φ
7
自
①
く
巴
憩
a
6
0
口
三
ユ
。
。
。
w
b
日
Φ
昌
8
目

国
8
ロ
。
ヨ
ざ
菊
。
〈
一
①
ぎ
護
醸
H
O
凱
b
ρ
．

O
．
Q
傷
8
凶
戸
日
『
o
≦
o
同
匡
昏
o
U
o
H
一
掌
。
同
切
巳
貫
H
o
昌
自
。
昌
．
ド
O
瓠
9
ゆ
・

面
木
政
訳
「
ド
ル
の
打
建
て
た
世
界
」
下
、
一
九
九
頁

一
九
五
〇
年
六
月
九
日
附
U
、
．
S
、
ア
γ
ド
、
ワ
ー
ル
ド
、
リ
ポ
ー
ト
誌

ス
タ
イ
ン
晶
削
掲
童
日
、
邦
訳
晒
二
〇
〇
頁

一
九
五
一
年
十
月
二
十
八
日
附
「
国
連
食
糧
農
業
機
構
」
声
明

E
G
A
F
E
年
報
（
一
九
五
一
年
）
一
五
六
頁

　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
両
度
の
大
戦
に
よ
っ
て
所
謂
「
ド
ル
の
打
ち
建
て
た
世
界
」
は
昨
一
九

五
三
年
下
半
期
に
及
ん
で
ア
メ
リ
カ
経
済
の
景
気
下
降
の
兆
と
い
ふ
秋
風

に
騒
が
れ
長
年
続
い
た
豊
饒
と
繁
栄
は
不
吉
な
暗
雲
に
蔽
わ
れ
る
か
の
如

く
で
あ
る
。
そ
し
て
押
寄
せ
る
景
気
後
退
の
性
格
と
そ
の
深
さ
を
め
ぐ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
楽
観
説
、
悲
観
説
が
激
し
い
論
戦
を
展
開
し
た
。
即
ち
前
者
は
今
日
の

景
気
後
退
を
一
九
四
九
年
の
後
退
と
全
く
同
型
の
過
剰
在
庫
の
調
整
作
用

ぎ
く
窪
8
蔓
巴
冒
ω
ぎ
Φ
暮
で
あ
る
と
・
王
浴
し
生
産
、
雇
用
は
い
さ
x
か
減

退
を
示
す
が
、
消
費
者
支
出
は
一
九
四
九
年
当
時
の
如
く
比
較
的
順
調
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

維
持
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
在
庫
が
正
常
な
水
準
迄
削
減
さ
れ
る
な
ら

ば
生
産
及
び
雇
用
も
再
び
旧
水
準
に
復
す
る
と
し
、
こ
の
種
の
リ
セ
ッ
シ

・
ン
お
§
・
・
δ
旨
は
何
等
危
険
を
孕
ま
ず
、
む
し
ろ
発
展
過
程
を
辿
る
経

済
に
は
当
然
随
伴
生
起
す
る
も
の
で
、
必
要
に
し
て
健
企
な
調
整
作
用
で
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国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

あ
る
と
主
張
す
る
Q

　
之
に
反
し
後
者
に
あ
っ
て
は
、
一
企
業
が
そ
の
在
庫
を
削
減
す
る
場
合
、

他
の
企
業
群
は
必
然
的
に
、
そ
れ
と
等
し
い
額
だ
け
販
売
高
を
減
少
せ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
結
果
、
之
等
企
業
群
は
自
己
の
販
売
高
の
下
落

と
い
う
理
由
か
．
ら
そ
の
在
庫
を
削
減
し
て
了
う
に
違
い
な
い
。
も
し
、
こ

の
現
象
が
一
度
ぴ
生
ず
る
と
輸
出
乃
至
政
府
支
出
の
増
大
、
減
税
、
金
融

の
緩
和
等
に
基
く
販
売
高
の
増
加
と
い
う
相
殺
要
素
が
存
在
せ
ぬ
以
上
、

　
　
　
　
　
（
2
）

一
連
の
連
鎖
反
応
が
起
り
、
そ
の
結
果
経
済
的
活
動
は
極
め
て
低
い
水
準

に
迄
下
落
し
て
了
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
在
庫
調
整
過
程
、

第3表　米国民総生産及びその構成（単位10億ドノレ）

1953】【　　『1・95・1 両三の差

国　民総生産 371．4 359．0 （一）12．4

個人消費総支出 230．4 230．0 （一）0．4

耐久消費支出 30．7 28．2 （一）2．5

サーヴィス支出 77．6 81．4 （＋）3．8

民聞投資総額 58．5 47．5 （一）11．0

非農業建築投資 12．0 12．3 （＋）0．3

その他建築投資 13．4∫ 13．8 （＋）0．4

耐久生産設備投資 26．9 26．0 （一）0．9

企業在庫の変動 （一）6．3 （一）4．5 （一）10β

連邦政府の物資サー
買Bス調査

60．5 55．5 （一）5．0

連邦政府の国家安全
ﾛ障支出

53．5 47．0 （一）6．5

州，地方政府の物資サーヴィス調達

24．6 27．0 （十）12．4

税引個人所得 247．7 249．1 （＋）1．4

振　替　皮　　払 13．5 15．0 （十）1．5

個入　純貯蓄 17．2 19．1 （十）1．9

特
に
輸
出
増
加
の
相
殺
要
素
の
存
在
せ
ぬ
場
合
の
在
庫
調
整
に
は
大
き
な

危
険
が
潜
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
国
家
政
治
当
局
の
迅
速
、

適
確
な
積
極
政
策
が
要
求
さ
れ
る
が
現
今
の
ア
メ
リ
カ
経
済
は
、
こ
の
段

階
に
立
っ
て
い
る
と
警
告
す
る
。
ア
メ
リ
カ
経
済
は
前
述
の
如
く
昨
年
下

半
期
よ
り
景
気
下
降
を
示
し
は
じ
め
た
が
、
も
し
、
之
が
一
九
四
九
年
の

景
気
後
退
と
同
型
、
同
程
度
で
あ
る
な
ら
ば
経
済
指
標
は
明
確
に
楽
観
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
裏
書
し
た
で
あ
ろ
う
が
事
実
は
期
待
に
背
き
、
　
一
層
こ
の
景
気
論
争
を

進
展
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
一
九
四
九
年
の
景
気
収
縮
と

各経済指標の推移
　　　（単位10億ドル）

第3表の2

ﾅ込個人 製造業者
所　　得 漸半注文

（＋）0．9 （一）0．5

（一）1．3 （一）0．6

（一）1．3 （一）0．6

（一）0．9 （一）1．3

（一）o．7 （＋）o．3

（一）0．2 （＋）1．0

一
『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　一ﾍ売奮1叢難一

（＋）58 （一）0．4
’

（＋）64 （一）0．7

（一）172 （一）0．2

（一）310 （一）0．2

（＋）3】0 （一）o．3

（一）262 （＋）0．4

一182一

1953年

　9－10月
　10－11月

　11－12月

　12－1月
1954年

　1－2・月

　2－3月

1953年

　9　一10月

　10－11月

　11一一12月

　12－1月
19541年

　1－2．月

　2一一3月

比
較
す
る
な
ら
ば
一
層
、
明
瞭
と
な
る
。
（
単
位
は
一
億
ド
ル
、
物
価
は
一
九

二
六
年
を
一
〇
〇
と
す
る
。
各
四
半
期
央
の
月
間
指
数
）

　
一
九
四
八
年
第
四
四
半
期
に
総
国
民
生
産
高
が
最
高
に
達
し
た
後
、
　
一

九
四
九
年
に
入
っ
て
の
低
下
ぶ
り
は
昨
年
第
三
四
半
期
以
後
の
低
下
ぶ
り

よ
り
今
迄
の
と
こ
ろ
激
し
か
っ
た
。
　
一
九
四
九
年
の
景
気
後
退
は
、
そ
の



第4表
1948M lg4g　1　1　lg4g　1

267．　0 259．　5 25Z　9

　4．　1

36．　5

180．　0

44．　5

155．7

　　O．　3

38．　5

1マ8．4

43．　1

158．　1

　　7．　2

38．　7

179．8

40．　3

164．　0

総国民生産

在庫投資
民PMr［：場設備

住宅総投資
個人消費支出

政府購入
卸売物価

初
期
に
卸
売
物
価
の
急
落
を
伴
っ

た
が
昨
年
の
場
合
は
起
ら
な
か
っ

た
。
二
つ
の
収
縮
期
に
見
ら
れ
る

類
似
点
は
今
迄
の
と
こ
ろ
立
聞
の

工
場
、
設
備
、
住
宅
投
資
お
よ
び

消
費
財
に
対
す
る
支
出
が
総
国
民

生
産
の
低
下
に
も
不
拘
減
少
し
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
佃
雇
用
は

如
何
な
る
変
化
を
見
せ
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。
（
第
五
表
）

　
ア
メ
リ
カ
経
済
の
こ
の
方
向
は

、
戦
後
の
世
界
経
済
構
造
の
著
る
し

い
変
動
に
集
約
さ
れ
、
戦
争
に
よ
る
自
給
自
足
的
な
封
鎖
経
済
体
制
へ
各

第5表　（単位千畳）

非軍i務
労働入口

1945年

1946年

1947年

1948年

1949年

1950年

1951年

1952年

1952年11月

　　〃　12月

1953年

　　〃　1，月

　　〃　2月

　　〃　3月

　　〃　「4月

53，　860

57，　520

60，　168

61，　442

62，　105

63，　099

62，　884

62．　966
　　’

63，　646

62，　921

63，　417

62，　416

62，　712

63，　J34

62，　810

雇用　失業
52，　820

55，　250

58，　027

59，　378

58，　710

59，　957

61，　005

61，　293

62，　228

61，　509

61，　894

60，　524

60，　924

61，　460

61，　228

1，　040

2．　270
　7

2，　142

2，　064

3，　395

3，’142

1，　879

1，　673

1，　418

1，　412

1．　523
　’

1，　892

1，　788

1，　674

1，　582

国
を
規
制
し
、
一
方
で
後
進
国
の
工
業
化
を
促
進
し
、
他
方
で
は
先
進
国

工
業
国
の
再
農
業
化
又
は
代
替
晶
の
発
明
．
更
に
は
科
学
技
術
の
改
善
に

よ
る
輸
入
原
材
料
の
節
約
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
後
進
農
業
国
及

び
先
進
工
業
国
双
方
か
ら
の
同
質
化
が
促
進
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
て
国

際
分
業
機
構
そ
の
も
の
が
漸
次
否
定
さ
れ
て
行
く
の
が
見
ら
れ
る
。
ル
ク

セ
は
「
工
業
化
の
拡
大
に
伴
っ
て
国
際
貿
易
の
主
流
が
後
進
国
を
潤
す
こ

と
な
く
、
換
言
す
れ
ば
後
進
国
と
先
進
国
と
の
間
の
原
材
料
対
工
業
製
品

と
い
う
垂
直
的
補
完
関
係
か
ら
先
進
工
業
国
間
（
例
え
ば
米
国
と
西
欧
諸

国
の
上
価
は
西
欧
諸
国
相
互
間
）
の
工
業
製
品
の
交
流
に
見
ら
れ
る
如
き

水
平
的
補
完
関
係
に
移
行
し
つ
瓦
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
第
二
次
大
戦
は
そ
の
半
面
に
於
い
て
農
業
国
と
工
業
国
と
の
同
質
化
過

程
を
促
進
し
つ
瓦
、
他
の
半
面
で
工
業
国
間
の
よ
り
高
次
の
異
質
化
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

形
成
し
つ
エ
あ
っ
た
と
い
え
る
」
と
い
う
が
、
抑
々
世
界
に
於
け
る
工
業

〃　5月 62，964 61，658 1，548

〃　6月 64，734 63，172
1
5
6
2
　
，

〃　7月 64，668 63，120 1，548

〃　8月 64，648 63，408 1，240

〃　9月 63，552 62，306 1，246

〃　10月 63，404 62，242 1，162

〃　11月 63，353 61，925 1，428

〃　12月
626U　　，

60，764 1，850

1954年1月
62840　　，

59，753 3，087

〃　2月 63，725
@　　　　　1

60う051 3，671

Source：　Federal　Reserve　Bulletin，

May．　1954．

註
併
し
失
業
手
当
の
受
給
者
は
昨
年
九
月
末
・

八
十
万
五
千
、
十
月
末
・
九
十
六
万
、
十
二

月
五
日
に
終
る
一
週
閥
に
は
百
四
十
六
万
八

千
で
一
九
五
二
年
同
期
の
八
十
七
万
九
千
に

比
べ
る
と
著
増
で
あ
る
。

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

一183一



　
　
　
　
国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

化
は
イ
ギ
リ
ス
に
於
い
て
始
め
ら
れ
た
。
産
業
革
命
は
当
時
の
最
先
進
国
、

イ
ギ
リ
ス
に
そ
の
淵
源
が
求
め
ら
れ
爾
来
十
九
世
紀
の
第
三
・
四
半
期
頃

迄
は
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
の
工
場
乏
し
て
機
械
工
業
と
技
術
と
を
独
占
し
て

い
た
。
併
し
以
後
工
業
は
燈
原
の
火
の
如
き
勢
を
も
つ
て
急
速
に
他
国
に

波
及
し
工
業
活
動
は
世
界
各
地
に
分
散
し
一
九
一
四
年
に
．
至
る
迄
の
西
欧

大
陸
の
独
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
発
展
は
顕
著
で
あ
っ

た
。
工
業
化
は
一
九
一
四
i
一
八
年
の
第
一
次
大
戦
に
よ
り
一
段
と
促
進

さ
れ
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
発
展
は
著
る
し

く
ア
メ
リ
カ
は
世
界
最
大
の
工
業
生
産
力
を
も
つ
に
至
っ
た
。

　
こ
の
工
業
化
を
促
進
し
た
も
の
と
し
て
は
次
第
に
活
濃
化
．
し
た
外
国
貿

易
又
は
海
外
投
資
に
よ
る
工
業
に
必
要
な
資
本
財
の
供
給
が
見
ら
れ
、
更

に
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
す
る
金
融
上
の
変
動
即
ち
第
一
次
大
戦
を
契
機

と
し
て
ロ
ン
ド
ン
は
そ
れ
迄
永
年
に
亘
っ
て
維
持
し
て
来
た
国
際
金
融
場

裡
の
覇
王
と
し
て
の
唯
一
至
高
の
支
配
的
な
地
位
を
退
き
プ
メ
リ
カ
に
譲

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
事
実
の
あ
っ
た
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
で
あ

　
　
（
5
）

ろ
う
。

　
工
業
化
の
端
初
形
態
は
ホ
フ
マ
ン
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
次
の
如
く

に
分
類
さ
れ
る
。

　
（
A
）
　
自
生
型
　
イ
ギ
リ
ス
に
そ
の
典
型
を
見
る
如
く
産
業
革
命
を
経

　
　
て
既
に
近
代
的
工
業
の
生
成
に
必
要
な
基
盤
が
醸
成
さ
れ
、
自
国
内

　
　
に
資
本
、
労
働
工
業
化
に
必
要
な
生
産
諸
要
素
を
自
給
す
る
こ
と
が

　
　
出
来
て
国
内
資
本
自
ら
が
工
業
化
へ
進
む
場
合
。

　
（
B
）
　
外
生
型
　
之
は
（
A
）
の
い
わ
ば
根
源
的
な
工
業
化
に
対
し
て
派

　
　
生
的
な
工
業
化
で
あ
り
、
工
業
化
の
直
接
の
動
機
が
外
来
商
品
と
の

　
　
競
争
に
よ
る
場
合
、
又
は
先
進
工
業
国
か
ら
の
生
産
財
叉
は
資
本
の

　
　
供
給
に
よ
る
場
合
。

　
（
C
）
　
植
民
型
　
嘗
っ
て
の
旧
植
民
地
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
旧
植
民
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
国
の
資
本
に
よ
る
政
策
的
な
工
業
化
の
場
合
。

　
そ
し
て
こ
の
工
業
化
の
普
及
と
分
散
は
一
七
七
〇
年
か
ら
一
九
二
〇
年

に
か
け
て
次
の
四
つ
の
時
期
に
分
っ
て
実
現
さ
れ
た
と
い
う
。

　
第
二
期
（
一
七
七
〇
1
一
八
二
〇
年
）

　
　
　
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
化
、
こ
の
期
間
は
イ
ギ

　
　
リ
ス
に
於
い
て
先
ず
自
主
的
な
工
業
化
が
成
立
し
、
之
に
刺
戟
さ
れ

　
　
て
ス
イ
ス
と
ア
メ
リ
カ
が
工
業
化
へ
進
ん
だ
時
代
。

　
第
二
期
（
一
八
一
二
i
一
八
六
〇
年
）

　
　
　
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
（
関
税
同
明
皿
地
域
）
、
　
P
シ
ア
、

　
　
ス
エ
ー
デ
ン
の
工
業
化
。

　
　
之
等
の
国
は
イ
ギ
リ
ス
近
代
工
業
の
圧
迫
に
抵
抗
し
輸
入
関
税
政
策

　
　
に
よ
る
自
国
の
幼
稚
産
業
　
（
巨
。
。
昌
二
巳
曇
奨
）
　
保
護
か
ら
進
ん
で

　
　
工
業
化
を
開
始
し
た
時
代
。

　
第
三
期
（
一
八
六
一
一
一
八
九
〇
年
）

　
　
　
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
、
　
カ
ナ
ダ
、

日
本
の
工
業
化
。

こ
の
期
間
は
欧
洲
大
陸
に
於
け
る
工
業
化
の
拡
大
と
欧
洲
以
外
の
地

域
に
も
工
業
化
の
波
及
し
た
時
代
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
及

び
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
工
業
化
に
よ
っ
て
刺
戟
せ
ら
れ
、
そ
の
対
抗

一　f84　一



　
　
措
置
と
し
て
の
諾
意
関
税
政
策
に
よ
っ
て
工
業
化
し
た
。
日
本
も
ア

　
　
メ
リ
カ
の
工
業
活
動
に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
、
特
に
一
八
六
〇
年
以

　
　
降
の
封
建
遺
制
の
打
破
に
続
く
急
速
な
工
業
化
を
実
現
し
た
。

　
第
四
期
（
一
八
九
一
年
－
第
一
次
大
戦
終
了
）

　
　
　
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
印
度
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
ー
、

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
濠
洲
、
南
阿
、
中
国
（
本
土
）
の
工
業
化
。

　
　
こ
の
期
間
は
近
代
技
術
が
人
種
、
気
候
、
文
化
、
産
業
等
立
地
条
件

　
　
の
相
違
か
ら
く
る
各
種
の
障
碍
を
漸
次
克
服
し
て
欧
洲
と
生
産
条
件

　
　
を
異
に
す
る
地
域
迄
工
業
化
が
拡
大
し
た
時
代
。

　
　
之
を
可
能
と
し
た
有
力
な
要
素
に
先
進
工
業
国
か
ら
の
投
資
又
は
資

　
　
本
財
の
供
給
が
あ
る
。

こ
の
ホ
フ
マ
ン
の
分
析
は
第
一
次
大
戦
終
結
迄
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
第

二
次
大
戦
を
経
過
し
て
爾
余
の
後
進
国
の
民
族
主
義
的
な
工
業
化
は
文
字

通
り
顕
著
で
あ
る
か
ら
、
吾
々
は
第
五
期
と
し
て
一
九
二
一
年
一
一
九
五

三
年
迄
を
附
加
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
四
つ
の
時
期
始
期
を
も
つ
各
国
の
工
業
化
の
普
及
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

　
工
業
化
の
速
度
は
ホ
フ
マ
ン
の
第
一
i
第
三
の
段
階
的
発
展
と
工
業
化

の
始
期
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ホ
フ
マ
ン
の
表
で
は
工
業
化
の
速
度
に
緩
慢
の
生
ず
る
要
素
は
工
業
化

の
端
初
形
態
に
見
る
よ
う
な
生
産
要
素
に
関
す
る
一
国
の
内
在
的
な
与
件

と
国
際
貿
易
面
を
通
ず
る
外
来
的
な
与
件
と
の
相
対
的
な
変
動
又
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

何
れ
か
一
方
の
変
動
に
存
す
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
そ
し
て
国
際
貿
易
展
開
の
背
後
に
は
後
進
国
が
先
進
国
よ
り
の
投
資
叉

国
際
流
動
性
準
備
変
鋤
の
地
域
的
研
究

工業化の速度と波及

（
国
別
欄
の
数
字
は
前
述
の
各
国
工
業
化
の
始
期
（
第
何
期
）
を
示
す
）

第1段階 第段亜階 第段皿階

子① 1841－1881 1881・…1901 1907－1924

仏② 1861－1896 1896－1921

玄玄② 1882－1895 1907－1925

米① 1850－1880 1890－1927

日本③ 1900－1913 1913－1925 （1933一　）

瑞西① 1882－1901 1901－1929

白② 1846　1896 1896－1926

加③ 1901－1927

丁抹③ 1897－1925

和蘭③ 1899　1920

濠洲④ 1914一一1927

南阿④ 1915－1927

瑞典② 1896－1926

　　W．　Hoffman，　Stadien　uhd　Typen

der　lndustrialisierung．　1931．　S．　181．

は
資
本
財
の
供
給
を
う
け
つ
N
日
夜
、
経
済
的
に
発
展
を
つ
黛
け
る
と
い

う
所
謂
雷
9
ず
－
毛
・
箕
。
8
ω
ω
が
続
き
、
先
進
工
業
国
間
に
あ
っ
て
も
、
よ

り
高
次
の
分
業
化
と
。
9
警
・
毛
－
層
。
8
ω
ω
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
国
際
貿
易
と
経
済
的
発
展
が
相
規
制
し
均
衡
化
と
不
均
衡
（
失
均
衡
）

化
が
交
互
作
用
を
な
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
更
に
経
済
発
展
の
段
階
に
つ
い
て
の
分
析
は
ク
ラ
ー
ク
O
o
露
回
Ω
碧
押

に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
経
済
活
動
は
第
一
次
産
業
（
農
業
、

林
業
、
漁
業
を
含
む
）
、
第
二
次
産
業
（
製
造
工
業
、
鉱
業
、
建
築
業
を
含

一　185　一



団
際
流
動
性
準
備
変
勤
の
地
域
的
硫
究

む
）
、
　
第
三
次
産
業
（
商
業
、
運
輸
業
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
業
そ
の
他
の
経
済

活
勤
を
含
む
）
の
三
部
門
に
類
別
さ
れ
、
第
三
次
産
業
部
門
に
於
け
る
有

業
人
口
の
優
位
と
一
国
の
高
所
得
水
準
を
関
連
さ
せ
て
経
済
的
進
歩
の
諸

条
件
を
説
明
し
、
収
益
力
は
第
一
次
よ
り
二
次
、
三
次
と
高
く
な
り
産
業

人
に
は
一
般
に
収
益
力
の
大
な
る
産
業
へ
移
動
す
る
こ
と
に
よ
り
経
済
的

繁
栄
の
増
進
が
実
施
さ
れ
、
国
民
の
生
活
水
準
が
高
め
ら
れ
て
行
く
の
で

あ
る
が
、
同
一
時
代
に
つ
い
て
は
経
済
的
発
展
の
高
度
即
ち
国
民
所
得
水

準
の
高
い
国
ほ
ど
第
二
次
、
第
三
次
産
業
に
従
事
す
る
人
口
の
割
合
は
多

く
一
人
当
り
の
実
質
所
得
鈴
口
に
各
国
を
分
類
し
て
そ
の
人
口
の
産
業
別

構
成
比
を
計
算
す
る
と
次
表
の
如
く
で
あ
る
っ

第6表国民所得水準と産業別人ロ構成

名言

1925・一34年

1入当り平
均実質所得
（国際ドル

単位Iu）

アメリカ，カナダ’，ニェ
ージーランド，アルゼン
チン，イギリス，スイス

10001U以上

オーストラリア，オラン
ダ，アイルランド，フラ
yス，デンマーク，ド／f
ツ，スウェーデy，スペ
イン，ブラジル

1000－600　IU

チリ，ノーノレウェP－sオ
ー一一 Xトリア，チェッコス
ロヴァキア

600－400　IU

麟謙
辞

ア
リ
，
，

シ
ガ
ド
ア

リ
ン
ン
リ

ギ
ハ
ラ
タ

400－300　IU

パレスチナ，ソ連，ブル
ガリア，iJスアニア，ト
ノレコ，インド

3001U以一ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
発
展
段
階
の
研
究
に
は
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
O
・
聞
●
図
言
置
①
げ
①
品
霞
に

・
よ
る
も
の
が
あ
る
。
彼
は
経
済
発
展
段
階
を
．
（
一
）
土
地
、
労
働
及
び
資

本
の
本
源
的
生
産
要
素
の
相
対
的
比
率
、
（
二
）
国
際
収
支
の
構
成
内
容
の

推
移
、
（
三
）
国
内
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
資
と
の
相
関
関
係
、
（
四
）
市
場
の

拡
大
化
の
視
点
よ
り
分
類
せ
ん
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
先
づ
貸
借
残
高
と
国
際
収
支
の
経
常
勘
定
で
区
別
す
る
な
ら
ば

　
（
1
）
　
未
成
熟
債
務
国
の
段
階
（
遷
冒
σ
・
富
げ
§
）

　
　
　
資
本
の
借
入
国
、
即
ち
未
成
熟
な
。
9
。
ぎ
げ
出
や
暇
。
8
。
。
・
・
を
営
み
つ

　
　
N
あ
る
国
で
は
一
般
に
国
内
投
資
が
貯
蓄
を
上
廻
り
、
輸
入
超
過
と

　
　
な
る
傾
向
が
あ
る
。
更
に
運
輸
、
保
険
及
び
流
入
外
国
資
本
に
対
す

　
　
る
利
子
、
配
当
等
の
支
払
も
受
取
を
超
過
す
る
傾
向
が
強
く
、
全
体

　
　
と
し
て
経
常
勘
定
は
支
払
超
過
と
な
る
。
こ
の
支
払
超
過
は
資
本
の

　
　
流
入
に
よ
り
均
衡
さ
れ
る
。

　
（
2
）
　
成
熟
偵
務
国
の
段
階
（
日
9
醇
①
紆
窪
8
）

　
　
　
資
本
の
償
還
国
で
あ
る
。
導
入
外
国
資
本
に
対
す
る
利
子
、
配
当

　
　
の
支
払
が
大
巾
に
増
加
す
る
反
面
、
商
品
貿
易
は
輸
出
超
過
の
傾
向

　
　
に
伝
じ
、
全
体
と
し
て
の
経
常
勘
定
は
均
衡
を
保
つ
。

　
（
3
）
　
未
成
熟
債
権
国
の
段
階
…
（
図
。
ロ
ロ
σ
Q
o
器
象
8
じ

　
　
　
資
本
の
貸
一
国
で
あ
る
。
こ
の
段
階
と
な
る
と
一
般
に
貯
蓄
が
国

　
　
内
投
資
を
上
廻
り
、
外
国
ヘ
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
さ
る
べ
き
余
剰
部
分

　
　
が
生
ず
る
。
こ
の
余
剰
部
分
は
債
務
の
償
還
、
新
規
の
資
本
輸
出
叉

　
　
は
商
品
輸
出
に
あ
て
ら
れ
る
。
本
来
、
資
本
と
商
品
の
流
れ
は
並
行

　
　
す
る
か
ら
資
本
輸
出
と
い
え
ど
も
究
極
的
に
は
商
品
輸
出
の
形
を
と

　
　
つ
て
完
了
す
る
。
そ
の
結
果
、
前
段
階
に
引
つ
黛
ぎ
輸
出
超
過
の
傾
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向
が
愈
々
強
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
経
常
勘
定
の
受
取
超
過
は
、
盗
本

　
　
　
勘
定
の
支
払
超
過
に
よ
っ
て
均
衡
す
る
。

　
　
（
4
）
　
成
熟
債
権
国
の
段
階
（
日
魯
醇
①
o
器
象
8
目
）

　
　
　
　
資
本
の
貸
付
を
停
止
し
た
国
か
資
本
の
消
費
国
。
こ
の
段
階
に
至

　
　
　
る
と
、
国
内
に
於
け
る
過
剰
消
費
の
傾
向
が
商
品
貿
易
、
に
於
け
る
輸

　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
　
入
超
過
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ
う
な
輸
入
超
過
が
過
去
の
対
外
投
資

　
　
　
か
ら
生
じ
た
利
子
、
配
当
等
の
流
入
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
場
合
に

　
　
　
は
経
常
勘
定
は
均
衡
す
る
。
た
ゴ
し
、
過
去
の
対
外
投
資
の
一
部
が

　
　
　
資
本
の
形
で
還
流
す
る
時
は
、
そ
れ
だ
け
経
常
勘
定
は
支
払
超
過
と

　
　
　
な
る
。

　
　
　
　
（
注
意
を
要
す
る
の
は
こ
の
「
類
型
」
は
可
成
り
長
期
に
亙
っ
て
の
相
対
的

　
　
　
に
安
定
し
た
国
際
収
支
の
そ
れ
を
規
定
し
た
も
の
で
．
あ
っ
て
、
国
際
収
麦
の

　
　
　
均
衡
化
作
用
と
一
応
無
関
係
に
起
る
短
期
資
本
－
短
期
資
本
の
働
き
に
も

　
　
　
他
の
収
麦
項
目
が
相
互
に
相
殺
出
来
な
い
結
果
と
し
て
生
ず
る
均
衡
化
的
な

　
　
　
動
き
と
、
資
本
自
ら
の
要
求
を
貫
徹
す
る
た
め
に
国
際
収
支
の
均
衡
、
不
均

　
　
　
衡
と
一
応
無
関
係
に
動
・
く
場
合
と
が
あ
る
一
の
作
用
が
入
っ
て
く
る
と
事

　
　
　
情
は
違
っ
て
く
る
。
国
際
収
麦
の
順
逆
に
よ
り
生
ず
る
各
国
聞
の
相
対
的
な

　
　
　
流
動
性
↓
利
子
率
の
開
き
を
求
め
て
短
期
資
本
の
移
動
が
起
る
…
国
際
収

　
　
，
支
が
均
衡
状
態
の
場
合
も
起
る
。
そ
し
て
こ
の
均
衡
状
態
と
は
一
国
の
短
期

　
　
　
資
本
即
ち
地
位
即
ち
そ
の
流
動
性
準
備
に
何
の
変
化
も
起
ら
ぬ
状
態
を
云
う

　
　
　
の
で
は
あ
る
が
Q
）

∴
顯
縫
騨
羅
麟
隠
鍵

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
所
説
は
次
の
如
く
表
示
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

国際収支の発展段階（1）

段階 貸借残高 国際収支
i経常勘定）　　一　　　一　　一　一　　　　　　　　　．　　『

1
．

未成熟債務国
凵Eung　debtOf 麦払超過1

2
．

中熟債務国adult　debtor

均　　　　衡

3．
成熟債務国mature　debtor

受取超過
4
．

未成熟債権i国
A・ung　credit・r 受取超過

5．
中熟債権国adult　credita

均　　　　衡

6
．

成熟債権国1nature　creditor

支払超過
（2）

段階 国際収支
i経常勘定） 国内投資と貯蓄

1
． 麦払超遍一 1＞S
2． 均　　　　衡 1＝S3
． 受取超過 1＜s4
． 受取超過 1くS5
． 均　　　　衡 1躍S6
． 麦払超過 1＞S
X輸出額，M輸入額，1技術，　S貯蓄

X＋1＝S十MもしM＞Xなら1＞S
　　　　　　　　X＞M　S＞1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
次
に
ボ
ッ
グ
ズ
日
車
・
じ
d
o
器
ω
に
よ
る
経
済
発
展
段
階
と
国
際
収
支
構

造
の
関
係
に
よ
る
分
類
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
　
（
ボ
ッ
グ
ズ
は
先
進
国
1
1

貸
付
国
一
窪
詫
言
8
寒
け
螢
叉
は
債
権
国
と
後
進
国
一
借
入
国
ぎ
旨
。
宅
ぎ
㈹

8
¢
艮
凝
叉
は
債
務
国
と
を
夫
々
成
熟
琶
碧
霞
窪
と
未
成
熟
毒
日
鉾
霞
①
晶

国
と
に
分
け
て
い
る
。
）

　
　
　
　
定
　
型

（一

j
　
未
成
熟
債
務
国

　
　
　
騙
戴
諜
唄

（
二
）

　
均
衡
形
式
の
特
徴

資
本
勘
定
i
受
取
超
過

貿
易
勘
定
一
支
払
超
過

利
子
勘
定
一
支
払
超
過

bd

¥
肉
1
1
N
十
N
§
…
：
…
…
…
…
・
…
…
切
V
N
謹
鴇

成
熟
債
務
国
　
　
資
本
勘
定
－
受
取
超
過

（
例
ア
ル
ゼ
ソ
チ
　
貿
易
勘
定
一
受
取
超
過

ソ
、
イ
y
ド
）

　
　
　
備
考

産
業
開
…
発
の
た
め
外
資
借

入輸
入
外
資
を
商
品
形
態
で

資
本
輸
入
の
額
に
及
ば
な

い

N
V
趣

漸
次
に
減
少

利
払
の
た
め
の
原
料
輸
出
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（
三
）

（
四
）

尚
、

シ
ュ
タ
ル
ク
は
次
の
七
期
に
区
分
し
た
。

　
一
七
九
頁
）

第
一
期

　
新
た
な
資
本
輸
入
額
よ
り
も
僅
少
。

第
二
期
　
資
本
輸
入
額
の
漸
減
と
償
還
支
払
額
の
漸
増
、
貿
易
は
第
一
期
と
共
に

　
入
超
。

第
三
期
　
皿
資
本
輸
入
額
と
償
還
麦
払
額
と
が
均
衡
特
態
に
達
し
、
従
っ
て
貿
易
も

　
亦
之
迄
の
入
超
か
ら
転
じ
て
輸
出
入
相
均
衡
す
る
に
至
る
。

第
四
期
　
自
国
資
本
の
輸
出
開
始
、
之
と
借
入
外
資
償
還
額
と
の
合
計
が
外
資
の

　
新
輸
入
額
を
超
過
す
る
に
至
り
、
貿
易
も
出
超
傾
向
を
示
し
は
じ
め
る
。

第
五
期
　
対
外
債
務
の
額
が
対
外
債
権
の
額
と
相
等
し
く
な
り
従
っ
て
い
ま
だ
債

　
権
国
の
列
に
加
わ
ら
ぬ
が
も
は
や
債
務
国
た
る
地
位
を
脱
す
る
。

第
六
期
　
資
本
輸
出
が
漸
増
し
利
子
支
払
が
漸
減
し
て
ゆ
く
の
に
つ
れ
て
、
債
権

　
国
た
る
地
位
を
強
め
る
。
貿
易
の
出
超
傾
向
が
そ
れ
と
平
行
す
る
。

第
七
期
　
対
外
投
資
の
累
積
か
ら
生
ず
る
利
子
収
入
が
資
本
の
款
輸
出
額
を
趨
過

　
す
る
迄
に
累
増
し
て
金
利
生
活
国
の
地
位
に
堕
す
る
。
貿
易
は
当
然
入
超
。

　
　
　
　
　
　
　
　
利
子
勘
定
－
支
払
超
過
　
外
資
輸
入
額
を
こ
え
る

し口

¥
肉
H
N
十
N
謹
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
N
謹
〉
如
肉
V
N

　
（
受
取
勘
定
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
支
払
勘
定
）

未
成
熟
債
権
国
　
　
資
本
勘
定
…
麦
払
超
過
　
漸
次
に
増
加

（
例
十
九
世
紀
初
　
貿
易
勘
定
一
受
販
超
過
　
工
業
生
産
物
の
輸
出

鍛
翻
礒
直
利
子
勘
牢
叢
超
過
集
蟄
の
額
に
及
ば
ぬ

N
嵐
十
肉
一
1
N
十
卜
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
卜
＞
N
§
き
肉
V
、

成
熟
債
権
国
　
　
資
本
勘
定
－
日
払
超
過
　
累
積
し
て
巨
額
に
達
す
る

入
例
英
、
米
）
　
　
貿
易
勘
定
一
支
払
超
過
　
利
子
収
入
を
商
品
形
態
で

　
　
　
　
　
　
　
　
利
子
勘
定
一
受
取
超
過
　
新
投
資
額
を
こ
え
る

N
ミ
十
肉
H
N
十
卜
：
…
…
…
・
…
…
…
…
N
紮
〉
レ
N
V
肉

（
E
商
品
輸
出
、
1
商
品
輸
入
、
β
資
本
借
入
超
過
額
、
五
資
本
貸
出
超

過
額
、
款
辱
麦
払
利
子
超
過
額
、
翻
、
受
取
利
子
超
過
額
）

資
本
輸
入
国
か
ら
資
本
輸
出
国
へ
の
転
換
的
発
展
過
程
を
ヨ
ハ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
島
省
三
「
国
際
資
本
移
動
論
」

　
　
　
即
ち
彼
に
よ
れ
ば

　
資
本
輸
入
の
増
大
、
従
っ
て
利
払
額
及
び
元
本
の
割
賦
償
還
額
の
方
が

　
ボ
ヅ
グ
ズ
の
定
型
に
よ
れ
ば
後
進
国
は
そ
の
国
際
収
支
の
構
造
で
は
資

本
勘
定
は
プ
ラ
ス
、
利
子
勘
定
は
マ
イ
ナ
ス
、
貿
易
勘
定
は
未
成
熟
国
で

は
マ
イ
ナ
ス
、
成
熟
国
で
は
プ
ラ
ス
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
ど

う
で
あ
ら
う
か
。

第7表　東南アジア各国の国際収麦構造　（各国通貨百万単位）

資 引導 定貿易勘定 　　　　一　．　　　　「　　　一

ｷ期
一短　期 　　　　　一iSOF） 利子勘定

ビ（、。傷マ儲
216
Q82

11
@2

　1

P4 （20）

一5
|5

セ（縞・騰1　　　　　　　　　　　し 一16
Q42
R43

一一 Q2
|30
|54

．　．　．

@8
P6

（一19） 一29
|55
|65

，

擬律欄
　　一9

@352
P，258

　9

黷
P
0

一
一
1
5

　　　一
i一18）

@（25）

＿8
|18
|8

窟一）・牒
一2，022

@　　281

|1β97

一201
|39
|28

一27
|20
@　1

（70）

i165）

i117）

一179
|236
|235

イ翻ア騰
一180
@954
Pラ085

一16
@18
@　3

一15
|60
|37

　（一6）

i一37）

i一103）

一137
|92
|169

比（ぺ。）島
一651
|ll
|142

12
@5
@2

一38
|136
¥12

（399）

i327）
i19）

一60
|30
|43
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東
南
ア
ジ
ア
で
は
留
〔
易
勘
定
は
プ
ラ
ス
叉
は
マ
イ
ナ
ス
、
利
子
勘
定
は

マ
イ
ナ
ス
、
資
本
勘
定
は
プ
ラ
ス
又
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
が
、
た
と
い
プ

ラ
ス
で
も
そ
の
額
は
僅
少
で
あ
る
。
特
に
長
期
資
本
の
投
下
が
少
い
。
後

進
国
と
し
て
の
東
南
ア
ジ
ア
の
資
本
勘
定
を
プ
ラ
ス
に
す
る
捷
径
は
資
本

輸
入
で
あ
ら
う
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
他
の
機
会
に
言
及
す
る
に
止
め
た

い
。

　
又
経
済
構
造
の
変
動
を
農
業
国
の
工
業
化
（
消
費
財
工
業
よ
り
資
本
財

工
業
へ
粗
製
品
工
業
よ
り
高
次
製
品
工
業
へ
の
発
展
又
は
マ
ニ
ユ
プ
ア
ク

チ
ュ
ァ
か
ら
近
代
的
工
業
へ
の
生
成
過
程
）
に
即
し
て
把
握
し
新
興
国
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

於
け
る
産
業
の
雁
行
形
態
と
し
て
把
握
す
る
赤
松
博
士
の
立
場
が
あ
る
。

　
各
国
の
栴
造
的
変
化
が
貿
易
構
造
に
変
化
を
及
ぼ
す
要
素
を
老
え
る
な

ら
ば

　
（
1
）
　
生
産
水
準
の
一
時
的
停
滞
乃
至
低
下

　
（
2
）
　
工
業
的
発
展
乃
至
人
口
増
加
に
伴
い
従
来
の
輸
出
用
原
料
品
及
び
食
料

　
　
晶
に
対
す
る
国
内
需
要
の
増
加

　
（
3
）
　
他
国
に
於
け
る
同
種
商
品
の
供
給
増
加

　
（
4
）
　
新
発
明
又
は
技
術
的
進
歩
に
よ
る
競
争
品
の
出
現
及
び
輸
出
相
手
国
に

　
　
於
け
る
原
料
使
用
量
の
減
少

　
（
5
）
　
戦
争
中
に
於
け
る
自
給
自
足
化
の
必
要
か
ら
生
じ
た
先
進
国
に
於
け
る

　
　
再
農
業
化

　
産
業
発
暴
の
雁
形
的
推
移
は
第
－
段
階
は
外
生
的
工
業
化
の
端
初
形
態
、

第
皿
段
階
は
関
税
障
壁
等
に
よ
る
国
内
幼
稚
産
業
保
護
時
代
で
国
内
に
あ

る
同
種
産
業
と
競
争
関
係
に
あ
る
外
国
か
ら
の
消
費
財
の
輸
入
を
抑
制
し
、

国
内
の
消
費
財
生
産
向
上
の
た
め
資
本
財
の
輸
入
は
増
大
す
る
。
原
料
品

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

（第1段階）……第一次産業国型

消費財輸入十
特産品乃至
原料品の輸出

（第豆段階）……後進工業国型

資本財輸入十
自国内における

消費財生産

第皿段階……中進工業国型

自国内における

資本財の生産
十消費財輸出

第皿段階……先進工業押型

資本財輸出
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第8表

国 輸入性
?ﾀ界

弾力性

鞄ｾ
弾が性

ｿ格一　h　　 一　一

（玉）世界全体 一
1．50 （一）o・56

（D　工　　業　　国

（A）高度工業且資源自足国型
（先進工業国型）

ア　　メ　　リ　カ 0．07 1．27 （一）0・97

（B）高度工業且資源不足国型
（先進工業国型）

イ　ギ　リ　ス 029 LlO （一）（L28

ド　　イ　　ツ 0．24 1．20 （一）0・37

（C）低工業化国型
（中進工業国型）

イ　タ　リ　一 一
0．94 （一）0・27

ス　　イ　　ス 0．29 1．32 （一）（L26

日　　　　本 0．33 1．35 （一）0・47

フ　　ラ　　ン’　ス 0．31 1．46 （一）0・32

スエーデン 0．34 1．74 （一）α37

チエッコスロノミキーヤ 0．40 2．39 （一）α23

（皿）農　　業　　国
@　（第一一次産業国型）

ノールウエー 0．47 1．70 （一）0・86

カ　　ナ　　ダ 0．30 1．75 （一）1・34

デンマーク G．54 2．28 （一）0・63

ニュージーランド 0．46 2．56 （一）o・34

オーストラリヤ 0．35 2．80 （一）0・67

ブインランド 0．43 2．90 （一）0・25

エス　ト　ニ　ヤ 0．73 3．02 （一）0・34

ユーゴースラビヤ 一
3．04 （一）0・85

ラ　　ト　ビ　ヤ 一
4．16 （一）0・48

ハγ　ガ　リ　ヤ 0．52 5．36 （一）（エ54

（皿）鉱　　業　　国
@　（第一次産業痩型）

，

南　阿連邦 0．43 2．30 1（一）α64

チ　　　リ　　一 一
3．25 （一）0・43

Source：　T．　C，　Chang，　Cyclical　Movements　in　the　Balance

　　　　　　of　Payments，　1951．　p・　37・
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の
輸
出
漸
滅
、
輸
入
漸
増
で
あ
る
。
現
在
の
後
進
国
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
、

中
南
米
、
プ
フ
リ
カ
諸
国
は
こ
の
段
階
へ
進
も
う
と
し
て
い
る
。
第
皿
、

第
皿
段
階
に
あ
る
国
は
工
業
国
で
あ
る
。
第
皿
段
階
に
達
し
た
国
で
は
第

皿
段
階
で
見
ら
れ
た
消
費
財
の
輸
出
は
漸
次
減
少
す
る
。
　
（
例
え
ば
知
木

か
ら
の
消
…
費
財
と
し
て
の
綿
製
晶
の
輸
出
減
少
と
資
本
財
と
し
て
の
プ
ラ

ン
ト
類
の
輸
出
増
加
が
あ
る
）
術
こ
の
発
展
段
階
は
現
在
の
そ
の
国
の
段

階
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
A
国
の
第
皿
↓
第
皿
へ
の

発
展
は
、
そ
の
間
に
於
け
る
B
、
C
国
の
暖
国
↓
第
皿
へ
の
発
展
も
考
え

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
消
費
財
の
自
己
生
産
↓
輸
出
へ
の
移

行
が
A
国
の
消
費
財
輸
出
と
競
合
関
係
に
な
る
こ
と
も
理
の
当
然
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
た
黛
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
皿
段
階
に
あ
る
国
の
み
が
第
皿
段
階



に
あ
る
工
業
国
か
ら
資
本
財
を
輸
入
す
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
現
在
の

日
本
に
そ
の
典
型
を
見
る
如
く
ア
メ
リ
カ
等
の
高
度
工
業
国
か
ら
資
本
財

の
供
給
を
う
け
乍
ら
、
一
方
で
東
南
ア
ジ
ア
の
後
進
諸
国
へ
資
本
財
を
輸

出
す
る
と
い
う
形
態
が
あ
る
こ
と
で
国
際
分
業
的
に
は
高
度
異
質
化
の
進

行
で
あ
ら
う
。

　
次
に
経
済
発
展
の
分
類
に
つ
い
て
輸
出
入
の
弾
力
性
の
国
際
比
較
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

い
た
チ
ャ
ン
日
・
ρ
O
げ
磐
σ
Q
の
研
究
は
漸
新
で
特
長
的
で
あ
る
。

　
チ
ャ
ン
は
こ
の
分
類
に
基
き
夫
々
の
型
に
属
す
る
も
の
の
貿
易
楷
威
の

特
長
を
あ
げ
（
前
掲
六
十
七
頁
図
参
照
）

（
1
）
　
第
一
次
産
業
国
（
第
－
段
階
）

　
　
こ
の
中
に
入
る
も
の
で
農
業
国
型
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
、
鉱
業

　
一
型
と
し
て
チ
リ
ー
を
と
る
。
第
－
段
階
の
特
長
は
．
（
一
）
特
産
品
又

　
は
原
料
晶
の
輸
出
（
二
）
消
費
財
の
輸
入
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

　
や
や
チ
リ
t
の
輸
入
品
目
構
成
で
機
械
及
び
乗
用
車
の
占
め
る
割
合
の

　
大
き
い
こ
と
は
第
皿
段
階
の
資
本
財
の
輸
入
を
老
へ
さ
せ
、
こ
の
こ
と

　
は
所
謂
第
一
次
産
業
国
で
も
一
部
少
数
を
除
き
漸
次
第
∬
段
階
（
後
進

　
工
業
国
型
）
へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
1
3
）

（
2
）
　
中
進
工
業
国
型
（
第
皿
段
階
）

　
　
こ
の
中
に
属
す
る
国
で
は
第
獅
段
階
に
あ
り
乍
ら
第
∬
段
階
又
は
第

　
皿
段
階
的
性
格
を
も
つ
も
の
も
あ
る
。
併
し
こ
の
型
の
一
般
的
特
長
は

　
前
段
階
に
於
け
る
先
進
工
業
国
よ
り
の
資
本
財
輸
入
に
よ
る
消
費
財
の

　
自
己
生
産
化
よ
り
進
み
入
り
（
イ
）
消
…
費
財
輸
出
の
相
対
的
増
加
と
輸

　
入
の
相
対
的
減
少
、
　
（
ロ
）
原
料
品
輸
出
の
相
対
的
減
少
と
輸
入
の
相

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

％

195019491948

第9表　オーストラリヤ（第一次産業一農業国型）

・9371・9481・94g巨9501輸 入　　1937

32

P7

W
2

軽薄

24

Q4

W
4

1
一　．　．　　　　一

@羊　　　毛 42

　
　
ト
3
7

、，l　　l

51 機械及乗用
ﾔ

22 19

小　　　麦 13 13 12　　1 10 繊維製品 20 26

小　麦　粉 4 8 6i 4 石油及石油
ｻ品

8 9

日　用　品 7 7 6 7 紙及交房具 5 5

肉　　　類 7 5 4 6

Source：　1．　M．　F．　lnternatlonal　Financial　Statistics．

％第10表チリー（第一次産業一鉱業国型）

輸　　　出 1937 1948 1949 1950 輸　　　入 1937 1　1948 1949 1950

　　「　　 一

銅　　　塊 56 60 52 50 機械及乗用
ﾔ

20 24 33 28

硝酸カリ 19 16 22 25 ・繊維製品 17 14 11 13

鉄鋼及鉄鋼
ｻ品

11 8 11 9

i 砂糖類 4 　8P
6 9

Source：　1．　M．　F．　lbid．
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第11表　フランス（中進工業国型）　％

輸　　　出 1937 1948 1949 1950 　　　　　　し

A　入1 1937 1948 1949 1950

化学製品 10 9 8 8 石炭及コー

Nス
11 9 10 5

機二塁乗用 9 17 17 15 石油及同製 9 9 10 10
車 品

鉄鋼製品 8 6 10 10 原　　　毛 6 6 6 6

薫毛及曜 8 8 8　1 8 原　　　綿 5 5 7 8

綿製　品 6 7 81 6 その他の繊
ﾛ及同製品

4 3 3 5

その他繊維

ｻ品
5 7 6 6 非鉄金属及

ﾄ製品
5 5 5 4

葡萄酒等飲
ｿ

5 5 41 4 機械部分品 5 5 61 8

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
城
域
的
研
究

Source：　1．　M．　F．　lbi’1．

第12表　アメリカ（先進工業国型，資源自足）　％

輸　　　出
19371 1948 　　：P949 1950

輸　入1　　　　　　1
1937 1948 1949 1950

機
械
及
乗
用
∫
1
℃ 27 30 32 33 ゴ　　　　ム 8 4 5 8

石油及石油
ｻ品

11 5 ・5 5 非鉄金属 7 11 10 8

原　　　綿 11 7 10 6 甘　　　庶 5 6 4 4

鉄鋼製晶 9 ．6 5 4 コ　一　ヒ　一
5 12 12 12

煙草及煙草

ｻ品
4 3 3 2 植物性油及

嵂
5 3 3 2

化学製品類 4 7 7 7 新聞用紙 4 7 5 4

繊維製品 3 6 3 6 紙 4 3 3 4

穀類及加工
i

3 12 8 10 生　　　糸 3
一 一 一

原　　　毛 3． 3 5 7

石油及石油

ｻ品
1 7 7 5

Source：　1．　M．　F．　lbid．

　
対
的
増
加
で
あ
る
。

（
3
）
先
進
工
業
国
型
（
第
皿
段
階
）

　
　
英
、
米
両
国
は
共
に
資
本
財

　
の
輸
出
国
で
あ
る
。
併
乍
ら
両

　
国
共
輸
出
額
の
大
き
な
部
分

　
（
凡
そ
三
分
の
一
）
が
機
械
及

　
び
乗
用
車
で
あ
る
。
二
等
二
国

　
は
共
に
先
進
工
業
国
で
あ
る
に

　
不
拘
、
資
源
自
足
国
と
資
源
不

　
足
国
と
に
分
た
れ
る
。
ア
メ
リ

　
カ
の
輸
入
は
一
部
、
稀
少
原
料

　
と
し
て
の
非
鉄
金
属
を
除
き
、

　
そ
の
大
部
分
は
コ
ー
ヒ
ー
、
叉

　
は
新
聞
用
紙
等
の
嗜
好
品
や
消

　
耗
品
で
あ
り
、
原
綿
、
穀
類
及

　
び
加
工
晶
等
の
原
料
品
食
料
口
阻

　
を
海
外
に
供
給
し
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
食
料
品
や
原
料
晶

の
輸
入
依
存
度
は
極
め
て
高
く
、

輸
出
と
し
て
は
繊
維
製
品
が
伝
統

産
業
と
し
て
地
位
を
保
持
し
機
械

及
び
乗
用
車
に
次
ぐ
高
率
と
な
っ

て
い
る
。
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第13表　イギリス（先進工業国型，資源不足）　％

国
虐
流
動
性
準
備
変
鋤
の
城
域
的
研
究

輸

車

品製
石

出 1937 1948 1949｝ 1950 輸　刈 1937
黶@一　｝　　「　　　　　　一　　一　　一　　一　　　　　　　．

1948 1950

@　．　　　　一［

維製晶 26 19 19 22 繊維類 11 12 15 16

械及乗用 20 38 37 36 肉　　　類 9 8 8 6

鋼及鉄鋼
i

9 7 7 6 穀類及麦粉 9 8 6 7

炭 7 3 2 1 日用品類 7 8 6 4

学製品及
i類

5 5 5 5 石油及石油

ｻ品
5 6 7 7

1 非鉄金属及
ｯ製品

5 4 4 4

第16表

Source：　1，　M．　F．　lbid．

額
総

一
3
6
4
4
8
7
3
5
6
8
8
4
9
3
7
8
8
7
8
3
4
8
7
0
0
7
一
　
1
3
4
6
3
⑩
8
ゆ
ゆ
3
4
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
2
2
3
q
O

品
製
」

　
8
4
7
0
5
2
3
3
9
6
8
2
2
％
翫
◎
◎
－
、
L
氏
翫
住
日
動
8
、
q
住
　
7
8
8
8
8
7
8
8
7
8
8
9
9

　
．
3
6
3
7
0
8
6
5
6
7
7
7
0
・
　
　
　
6
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
6
　
　
　
●
　
　
　
■
　
　
　
α
　
　
　
■
　
　
　
■
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
9
1
5
7
3
5
8
3
0
7
3
1
2
4
1
　
　
　
1
1
1
2
3
2
2
2
2
2

品
玉
里
製
三
半

　
7
7
1
1
0
6
9
2
4
3
9
7
5
％
a
乳
a
生
屯
8
．
q
1
。
a
広
4
。
翫
4
，
．
8
6
0
4
4
2
6
4
7
3
8
4
9
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1

1
9
2
8
8
7
8
0
3
3
5
0
3
●
　
　
　
9
　
　
　
…
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
σ
　
　
　
．
　
　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
4
6
6
4
4
4
3
2
2
3
3
4
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
I

品
洋
食

　
5
9
2
9
5
2
8
5
0
1
3
1
3
％
軌
臥
5
，
生
生
丘
翫
a
a
◎
◎
氏
翫
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

一
6
6
5
5
2
5
6
5
1
0
8
3
7
一
〇
　
　
●
　
　
・
　
　
．
　
　
・
　
　
●
　
　
●
　
　
の
　
　
，
　
　
●
　
　
●
　
　
O
　
　
O
O
7
2
1
0
8
9
5
5
3
9
3
6
酉
2
3
4
4
3
3
4
4
4
3
3
3

4
0
0
0
0
0
0
0
9
8
0
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
4
6
8
0
1
2
3
3
4
5
5
5
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
商
品
構
成
比

イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
商
品
構
成
比

同
様
に
英
国
の
場
含
は
次
の
表
の
如
く
で
あ
る
。

第ユ4表　アメリカの輸出商品構成比

Source　：　Trade　and　Navigation　of　United

I〈ingdom．　1．　M．　F．　lnternational

Financial　Statistics．

原料品 食料品 半製品 全製品 総額
％ ％ ％ ％ 単位百

怎hル1820 60．46 24．3 9．42 5．82 52
1840 67．61 18．36 4．34 9．69 112
1860 68．31 16．06 3．99 11．64 316
1880 28．98 55．77 3．52 11．73 824
1900 23．73 39．80 11．18 25．29 1，370
1910 33．10 21．58 15．66 29．66 1，710
1920 23．30 25．18 11．86 39．66 8，088
1930 21．93 14．31 13．56 50．20 3，781
1940 11．8 6．1 22．9 59．2 3，934
1945 9．1 17．5 8．1 65．3 9，584
1950 18．6 13．4 11．0 57．0 10，142
1951 16．5 15．1 11．2 57．2 14，879
1952 13．2 13．9 10．8 62．1 15，025

Source：　Bureau　of　Foreign　and　Domestic
Commerce，　Statistical　Abstract　of　the　United

States，　1913．　United　States　Dept．　of　Com－

merce　Office　of　Business　Economics，　Business

Statistics，　1953．

第15表　アメリカの輸入商品構成比

隙料品 食料品 半製品 全製品 総額
1％

％ ％ ％
単位百
怎hル

1821 3．64 31．0 7．48 57．88 54
1840 11．71 31．0 11．56 45．73 98
1860 10．48 25．33 6．67 57．52 353
1880 19．74 32．70 16．59 30．97 668
1900 32．50 27．17 15．79 24．54 850
1910 36．37 20．96 18．31 24．36 1，557
1920 33．79 34．40 15．20 16．61 5，278
1930 32．74 22．66 19．87 24．．73 3，061
1940 39．8 22．2 22．0 16．0 2，540
1945 28．7 28．2 22．6 20．5 4，098
1950 28．1 130．4 24．3 17．2 8，742
1951 31．2 ＝28．6 22．7 17．5 10，816
1952 37．3

128．3
23．9 19．5 10，743

Source：　lbid．
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第17表　世界貿易に占めるアメリカ及イギリXの実力

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

世界全体．アメリカの実力 イギリスの実力　　　　　　一　一　．

酬轍濃州轍 輸出 輸入

1937

P948

P950

P951

P952

23，400

T2，800

u55，500

V5，400
u
・
劉
」

　　　　　　i単位百万ドル）　　％
@　　26・500i　5・7
@　　58，400…23．6

@　　58，200

@　　80，300

@　　79，000

18．2

P9．7

c1

　％11．7

P2．3

P5．2

P3．6

P3．7

，
男
1
2
．
1
1
1
．
0
9
．
6
9
．
9

　彦一
P7．8

P3．6

P2．2

P3．2

P1．8

Source：　United　Nations．　Monthly　Bulletin

　of　Statist’es・1954。（東京銀行月報1954・6参照）

　
翻
っ
て
現
実
の
世
界

で
は
第
二
次
大
戦
を
契

機
と
し
て
世
界
経
済
の

支
配
者
た
る
地
位
は
植

民
地
の
喪
失
と
戦
争
に

よ
る
国
内
産
業
構
造
の

変
革
に
さ
ら
さ
れ
る
イ

ギ
リ
ス
よ
り
、
恒
常
的

出
超
国
で
あ
り
且
ド
ル

投
資
国
と
し
て
の
ア
メ

リ
カ
へ
・
と
移
行
し
て
了

つ
た
。
こ
の
こ
と
を
上

の
表
は
如
実
に
物
語
っ

て
い
る
。

　
之
と
共
に
資
本
主
義

　
国
の
貿
易
の
趨
勢
を
示
す
下
掲
の
表
（
第
十
八
表
及
び
第
十
九
表
）
は
米

国
の
圧
倒
的
優
位
と
西
独
の
回
復
を
知
る
に
有
力
な
手
が
x
り
を
与
え
る
。

　
こ
の
事
は
】
方
で
は
現
代
資
本
・
王
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
主
要
な
特
長

と
そ
の
要
求
が
ス
タ
ー
リ
ン
を
し
て
次
の
如
く
言
わ
し
め
た
事
を
裏
書
す

．
ぐ
即
ち
「
そ
の
国
の
住
民
の
委
数
姦
詐
し
破
滅
さ
苔
困
化
す
る

　
こ
と
に
よ
り
、
他
の
国
々
、
特
に
後
進
国
の
諸
民
族
を
隷
属
さ
せ
系
統
的
に

掠
奪
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
…
…
最
大
限
の
資
本
家
的
利
潤
を
確
保
す
る
」

の
で
あ
り
、
諸
独
占
体
は
盗
本
を
輸
出
し
て
帝
国
主
義
に
よ
る
後
進
国
支

第18表　主要資本主義国輸出（数量：指数）の対戦前比較　（193マdOO）

アメリカ イギリス 　　一tフンス 西ドイツ イタリア 日　　本

『一 1951 230（145）
・6・（・・3）「

206（96） 136（58） 141（95） 31（46）

1952 234（147） 150（106） 181（83） 150（64） 121（82） 31（46）

1929謀100と
する1937の輸 63 71 47 43 68 149

出金額指数

日本資本主義講座　第八巻（P．373．）

サ

第19表　資本主一世界の総輸出における主要国の比重　（％）

日　本
5．　1

0．4

Ls
L8
L7

西ドイツ イタリアフフこ／ス

2．3

1．4

2．2

2．2

1．　9

イギリスアメリカ

2
」
緬
緬
洛

7
　
　
0
　
　
3
　
　
4
　
　
F
り

4．　1

3．　7

5．　5

5．　5

5．　6

ILO
10．　1

10．　9

9．6

9．　9

14．　0

3L　7

18．　0

19．　7

20．　5

1937

1947

1950

1951

1．952

経済評論1953・9月号所載（P・157・）

一　194　一



第20表米国の国際投資（単位10億ドル）

1939 1945 1946 1949 1948 1949　　1950　　1951

対外投資総額
@私　的　投　舌
＝@接　投　　資

痩ﾆによる借款及びクンデット

12．5

u12．5

V．3

O．4

16．8

P4．7

W．4

Q．1

20．6

P5．5

W．8

T．1

28．9

P6．9

P0．0

P2．0

31．3

P8．3

P1．2

P3．5

32．5

P9．0

P2．4

P3．5

34．7

Q1．0

P3．6

P3．7

36．1

Q2．3

P4．5

P3．8

Source：　lnternational　Transactions　of　the　United　States　during　and　after　the　War．

19501949

第21表米国の国際投資の地域　（単位10億ドル）

1929 1945 1946 1947 1948

の

対外投1資総額 16．3 16．8 20．6 28．9 31．3 32．5 34．7

マーシャル援助諸国 4．6 4．7 7．0 10．8 11．9 12．2 12．7
マーシャル援助諸国の植民地

一
0．3 0．4 0．5 0．6 0．7 0．7

カ　　　ナ　　　ダ 3．7 5．4 5．7 5．7 6．0 6．2 7．3

ラテン・アメリカ 5．4 4．3 4．4 5．4 5．8 6．3 6．5

国際的諸組織 0．1
一　1

0．3 3．6 3．6 3．7 3．7

Source：　Lewi3　Cleona，　Ameriea’s　Stake　in　lnternational　lnvestments．

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

第22表　アジア諸国の交易条件の推移（19480100）

1948 1949 1950 1951 1952 1952 1953

恥 u 皿 9月

100 ，　9　，
91 157 219 229 278

・　●　● ●　9　，

100 ●　曾　・ 117 123 87 83 85
・　．　● ●　o　●

100 90 147 151 109 93 104 112 112

100 94 106 125 102 93 93
，　e　， o　●　o

100 103 151 179 146 138 134 ．　，　， ●　，　響

100 151 97 84 70 68 77 ，　・　・ ．　噸　，

Source：　Economic　Survey　ef　Asia　and　the　Far　East，　1953．

配
に
成
功
す
る
と
も
い
え
る
。
さ
て

米
国
の
外
国
投
資
特
に
低
開
発
国
へ

の
の
情
況
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
Q

　
米
国
の
…
」
資
本
輸
出
は
国
際
収
支
が

国
内
物
価
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
に
よ
る

高
騰
や
輸
入
工
業
品
価
格
の
軍
・
拡
競

争
に
よ
る
上
昇
に
よ
る
輸
出
余
力
の

滅
退
に
よ
る
交
易
条
件
の
悪
化
し
た

之
等
東
南
ア
ジ
ア
後
進
国
に
対
し
て

は
戦
後
の
複
雑
な
国
際
情
勢
や
現
地

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
三
頭
に
起
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

す
る
民
間
外
資
流
入
の
阻
害
条
件
が

あ
り
期
待
さ
れ
た
程
の
量
に
も
達
せ

ず
実
益
も
挙
げ
て
い
な
い
。
こ
の
た

め
に
民
間
資
本
が
後
進
国
工
業
化
の

た
め
に
必
要
と
さ
れ
つ
二
も
そ
の
流

入
期
待
薄
を
補
…
う
た
め
に
は
国
際
復

興
開
発
銀
行
に
よ
る
投
資
や
米
国
の

政
府
自
身
の
投
資
が
行
わ
れ
特
斑
公

的
投
資
蜷
①
。
繊
。
田
。
芭
隣
髭
昌
臼
冨
㎝

に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
く
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
。

註
（
1
）
　
O
・
Q
D
霊
営
Ψ
日
匿
名
。
同
寓
爵
・

　
　
　
　
U
O
一
一
四
吋
b
⇔
a
冒
●
目
O
富
亀
O
ロ
・
H
ゆ
朝
Q
Q
。
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国
際
流
動
性
準
備
変
鋤
の
地
域
的
研
究

（
2
）

（
3
）

茂
木
政
訳
「
ド
ル
の
打
建
て
た
世
界
」
上
、
下
、
岩
波
書
店
、
昭
二
八

ク
ラ
ー
ク
教
授
、
サ
ム
ナ
ー
・
H
・
ス
リ
ク
タ
ー
教
授
、
P
・
サ
ミ
ュ

ェ
ル
ソ
ソ
教
授
の
聞
に
た
x
か
わ
さ
れ
た
「
米
国
に
不
況
は
必
至
か
」

の
論
争
で
あ
る
。
こ
の
端
緒
は
一
九
．
五
三
年
三
月
廿
八
日
の
エ
コ
ノ
ミ

ス
誌
の
「
も
し
ア
メ
リ
カ
に
不
況
が
来
た
ら
」
な
る
論
文
が
あ
り
、
　
一

九
五
三
年
十
一
月
十
六
、
十
七
日
附
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ソ

紙
に
連
載
さ
れ
た
ρ
Ω
鶯
蒔
》
い
、
∪
窪
α
q
賃
Q
o
茜
昌
。
。
亀
9
。
昌
〉
ヨ
①
該
。
霞

ω
ピ
言
『
．
で
悲
観
説
が
述
べ
ら
れ
、
一
方
ソ
連
で
は
一
九
五
三
年
十
月

十
八
日
附
プ
ラ
ウ
ダ
紙
に
イ
ェ
ー
・
ヴ
ァ
ル
が
教
授
が
「
ア
メ
リ
カ
経

済
の
恐
慌
現
象
」
な
る
一
望
を
寄
ぜ
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
よ
り
す
る
ア
メ
リ

カ
資
本
主
義
分
析
を
行
っ
た
。
又
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
派
の
巨
頭
と
し
て

令
名
あ
る
ト
ル
ー
マ
ン
前
大
統
領
の
経
済
顧
問
会
議
委
員
長
カ
イ
ザ
ー

ソ
グ
氏
は
一
九
五
三
年
十
月
十
六
日
、
C
1
0
会
議
に
寄
せ
て
若
干
の

昇
降
は
あ
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
の
経
済
の
も
つ
幅
の
あ
る
弾
力
性
に
信
を

お
く
と
い
う
新
し
い
見
解
を
示
し
て
こ
の
論
戦
に
参
加
し
た
。
又
U
・

S
・
ニ
ュ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
ワ
ー
ル
ド
・
レ
ポ
ー
ト
誌
は
一
九
五
三
年

十
月
二
日
号
で
「
予
想
さ
れ
る
景
気
後
退
は
ア
メ
リ
カ
経
済
を
不
況
に

ま
き
込
む
も
の
で
な
く
、
イ
ン
フ
レ
を
喰
い
止
め
る
政
策
か
ら
各
人
が

予
想
し
て
い
る
も
の
以
上
に
ひ
ど
く
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

之
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

コ
ー
リ
ソ
・
ク
ラ
ー
ク
教
授
は
悲
観
説
を
述
べ
た
が
、
そ
の
理
論
的
基

礎
は
次
の
論
文
に
表
れ
て
い
る
。
　
（
O
。
ぎ
臼
9
。
時
曽
b
q
α
誘
8
ヨ
。
h

国
繭
ロ
餌
鼠
。
霧
国
要
覧
缶
昌
ぎ
逆
夢
①
d
巳
9
山
G
自
9
8
し
・
日
凹
凹
㊦
O
閤
一
〇
》
H
O
団
H
ざ

H
ゆ
自
』
8
昌
。
ヨ
①
鼠
雷
H
潔
ゆ
）
。
爾
こ
の
ク
ラ
ー
ク
説
の
紹
介
は
東
京
銀

行
月
報
一
九
五
四
年
六
月
号
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
ラ
ー
ク
の
論
交

の
主
要
点
を
摘
記
す
れ
ば
、
ク
ラ
ー
ク
学
説
に
影
響
し
た
も
の
は
鋭
O
・

℃
お
。
口
の
H
旨
餌
口
ω
三
ε
・
一
周
ご
。
冒
四
江
。
昌
㎝
と
曾
羅
・
国
①
着
。
。
・
（
賃
金
、
利

子
率
は
資
源
を
各
産
業
部
門
間
に
効
率
的
に
配
分
す
る
場
合
に
役
立
つ

が
必
ず
し
も
完
全
展
用
を
維
持
し
な
い
）
が
あ
り
、
景
気
循
環
に
際
し

向退の持久化傾
（諸要素間の連鎖関係）

後

③梅外諸国の手持ドル
　準備からの引出額

⑥輸入⑦輸出｝宅

蓄
生
揚

に
．
た
久
ク

迄
れ
耐
ツ

櫓
下③生産者耐久

　財の賄入高

積
物

蓄
築
ク

に
建
ッ

迄
た
ト

在
れ
ス

現
さ
の

⑯

①アメリカ
　に於ける
　販売高．

⑮建築コスト

④民間建築

②消費支出

⑳税引前の
　支出可能
　所得

⑤財及び用役
　に対する政
　府支出

⑨アメリカ
　物資の販
　売高

⑳所得，．利潤

　及び資本税

⑫前年度にお
　ける販売高

⑬事業家が販売
　傾向に対して
　抱く見透し

⑳税引前
　利潤

⑩在庫から引出
　された物資

⑪用役及び貯
　蔵不能な物
　資の販売高

⑳労働
　所得

⑫．総収入高

　（売掛金を含む）

⑭新規
　発註

⑲可処分
　収入額

⑭在庫

⑳社会保障制度
　による給付金

⑱消費税及び之．

　と類似の諸税

唾貨供給量

一196一



て
金
融
面
よ
り
も
実
物
面
に
重
点
を
お
き
資
本
財
及
び
耐
久
財
需
要
は

そ
の
時
の
経
済
事
情
や
金
融
情
勢
の
み
で
な
く
之
等
の
財
の
存
在
量
に

依
存
す
る
と
い
う
点
で
∪
・
甲
肉
。
審
基
8
的
で
あ
り
乗
数
効
果
と
相

関
率
の
効
果
に
つ
い
て
の
考
え
は
開
・
司
・
国
鎖
胃
。
山
　
に
負
っ
て
い
る
し
、

経
済
変
動
に
寄
与
す
る
諸
要
因
間
の
関
連
性
の
樹
立
に
つ
い
て
は
目
凶
昌
・

げ
①
謡
。
昌
に
影
響
さ
れ
、
「
す
べ
て
の
変
数
を
貨
幣
賃
銀
率
で
除
し
て
賃

銀
単
位
に
換
算
し
消
費
、
投
資
、
輸
入
を
所
得
の
画
数
と
し
輸
出
政
府

支
出
、
関
税
率
を
外
生
的
変
数
と
し
た
六
程
式
で
十
年
間
に
亘
る
国
民

所
得
の
変
化
を
解
明
し
た
」
。
目
・
零
・
。
。
ミ
§
に
よ
っ
て
方
程
式
に
表
現

さ
れ
る
。
そ
し
て
消
費
函
数
は
現
在
の
所
得
の
み
な
ら
ず
過
去
の
最
大

の
所
得
に
よ
っ
て
も
可
成
り
影
響
さ
れ
る
と
す
る
竃
。
島
G
q
H
貯
葺
の
見
解

や
「
事
業
家
が
在
庫
の
蓄
積
と
か
整
理
を
決
意
す
る
場
合
に
は
資
金
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
強
く
左
右
さ
れ
る
」
事
を
O
・
劉
⇔
。
。
。
器
に
学
ん

で
ク
ラ
ー
ク
教
授
は
独
自
の
モ
デ
ル
を
設
定
し
た
。

　
教
授
は
七
つ
の
方
程
式
か
ら
解
明
す
る
。
　
（
彼
の
単
位
は
前
述
し
た

　
如
く
十
億
賃
銀
単
位
）

　
C
個
人
消
費
支
出
　
1
輸
入
額
　
σ
生
産
用
の
耐
久
財
需
要

　
∬
新
建
築
　
ノ
在
庫
の
変
化
　
X
販
売
高
　
y
国
民
総
生
産
額
（
又

　
は
国
民
所
得
）
　
P
政
府
支
出
（
移
転
所
得
も
含
む
）
　
E
輸
出
並

　
に
貿
易
外
輸
出
の
合
計
被
よ
彦
四
半
期
前
の
X
の
値

　
∂
毎
四
半
期
の
期
首
に
於
け
る
過
去
十
グ
年
の
G
の
投
資
現
在
高

　
吾
毎
四
半
期
期
首
に
於
け
る
過
去
四
十
ケ
年
の
∬
の
現
在
高

　
7
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
一
九
二
九
年
を
基
準
と
す
る

　
　
ノ
の
計
算
値

　
ア
【
ノ
と
ノ
の
下
降
傾
向
線
（
7
は
交
通
の
発
達
に
よ
り
長
期
的
に

　
　
下
向
す
る
傾
向
が
あ
る
）
と
の
偏
差

　
B
銀
行
の
各
四
半
期
期
首
に
於
け
る
銀
行
予
金
の
現
在
高

　
R
β
は
長
期
的
に
上
昇
の
傾
向
が
あ
る
が
β
の
上
昇
傾
向
線
と
の
偏

　
　
差

　
M
（
モ
ヂ
リ
ア
ー
ニ
ー
要
因
）
一
年
又
は
そ
れ
以
前
に
到
達
し
た
Y

　
　
の
も
っ
と
も
高
い
過
去
の
値

　
r
賃
銀
単
位
で
計
ら
れ
た
生
産
の
完
全
雇
用
の
水
準

七
つ
の
言
霊
式
は

（
H
）

（
N
）

（
。
。
）

（
薩
）

（
切
）

AAsq　ct
L／　V

こ
の
方
程
式
の
う
ち
係
数
3
…
：
・
ω
o

自
乗
法
で
算
出
さ
れ
次
の
如
く
に
な
る
と
い
う
。

（
Q
。
、
）

（
。
。
、
）

（
艀
、
）

（
α
、
）

AAへ講①

vv
O
H
3
憎
十
δ
ミ
十
δ

N
－
1
切
ト
団
十
切
o

O
塾
ご
鴫
十
9
0
十
ぎ

聚
H
酵
《
十
3
鴫
十
島
。

網
よ
は
七
期
前
の
販
売
高
水
準
を
表
す
も
の
と
現
行
販
売
高

は
蕗
菌
よ
　
販
売
高
の
変
化
率
は
M
陥
※
詣
一
蕗
磯
－
⇔

、
島
嶺
需
㍉
＋
。
。
ω
M
買
よ
＋
・
・
轟
（
M
胃
よ
占
賀
よ
）

十
偽
U
し
6
、
十
8

※
H
O
十
N
十
〇
登
霞
十
℃
肥
肉

団
1
1
N
十
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
実
際
の
統
計
値
か
ら
最
小

一
九
二
一
－
三
三
年
時
に
は

　
8
0
に
・
O
q

一
九
三
四
－
四
一
年
時
に
は
黛
、
ト
皿
・
b
。
Q
。
Q
。

　
8
H
－
9
這

（
㎝
、
）
の
右
辺
の
中
X
項
以
外
の
項
を
笥
、

（
①
、
）
の
右
辺
の
中
r
項
以
外
の
項
を
、
8

（
O
－
N
）
一
1
3
、
属
十
．
Q
。
b
⊃
b
。
ミ
十
＆
、
。

O
H
．
目
鱒
O
騰
1
●
O
O
Φ
H
O
－
b
o
臥
g
Q
b
◎

鴫
n
．
b
a
帆
帆
憎
一
●
O
H
劇
b
◎
幾
一
◎
◎
・
窃
刈

、
1
1
」
誕
」
H
お
、
、
ナ
H
H
⑩
M
買
よ
＋
・
H
。
。
①
（
M
胃
－
「
蕗

函
よ
）
十
●
目
ω
①
切
、
ー
ト
刈
卜
◎

※
“
（
、
十
項
）
十
酔
図
ナ
Q
。
b
。
b
。
ミ
ー
●
0
8
日
O
」
O
H
蔭
b
。
霞
＋
3

図
1
1
閑
＋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
黛
、
H
龍
。
綴
O
袋
、
o
H
－
c
。
．
δ
3
1
1
●
8
切

9
、
o
i
O
・
b
◎
も
◎
　
酔
H
●
濫
Q
。

と
す
る
と
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（
4
）

（
5
）
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き
ー
ー
．
目
。
。
、
ナ
H
H
り
M
窟
よ
＋
・
μ
・
。
①
（
M
窟
－
「
M
翼
も

　
　
　
十
●
μ
c
o
①
b
U
十
ト
刈
い

　
　
、
＆
旧
（
℃
十
肉
）
ナ
◎
。
卦
。
b
。
ミ
i
・
O
O
譲
O
l
●
O
H
巨
岩
十
3

　
（
㎝
ミ
）
　
㍉
旺
1
・
切
眺
十
、
、

　
（
⑦
ミ
）
　
映
u
酔
一
十
肉
＆

　
（
帆
ミ
）
（
①
、
、
）
（
『
）
か
ら
※
と
、
を
消
去
す
る
と

　
　
《
n
●
り
ω
、
8
十
H
．
Q
。
①
、
、
（
H
㊤
b
。
μ
凸
G
。
盆
）

　
　
団
“
隔
麟
笥
＆
十
ド
蔭
、
、
（
δ
Q
。
や
亀
曾
）

こ
の
事
か
ら
ク
ラ
ー
ク
の
予
測
は
（
一
）
通
貨
量
は
最
も
不
足
（
二
）

在
庫
の
整
理
が
必
要
で
在
庫
は
三
日
年
来
の
最
高
（
三
）
設
備
過
剰
の

傾
向
顕
著
（
生
産
者
耐
久
財
ス
ト
ッ
ク
の
過
剰
）
　
（
四
Y
建
築
コ
ス
ト

上
昇
（
五
）
後
退
に
持
久
化
傾
向
（
連
鎖
反
応
）
の
五
つ
が
根
拠
と
な

り
後
退
を
と
く
。
爾
現
在
の
諸
清
勢
の
申
で
経
済
水
準
を
決
定
す
る
外

生
的
変
数
は
（
i
）
政
府
麦
出
の
実
質
水
準
は
今
後
も
同
水
準
に
止
ま

る
（
“
1
1
）
租
税
は
個
人
所
得
税
一
一
％
増
税
及
び
法
人
超
過
所
得
税
の

失
効
に
よ
る
五
十
二
ド
ル
の
減
税
を
考
慮
に
入
れ
る
（
…
m
）
通
貨
供
給

量
に
は
さ
し
て
変
化
の
な
い
も
の
と
す
る
（
V
）
建
築
コ
ス
ト
は
依
然

と
し
て
他
の
コ
ス
ト
と
比
較
し
て
上
昇
を
つ
山
け
る
（
v
）
ア
メ
リ
カ

の
輸
出
は
輸
入
と
共
に
急
速
に
減
少
す
る
と
力
程
式
は
一
度
後
退
が
は

じ
ま
る
と
加
速
度
的
に
進
行
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
対
策
と
し
て
ク
ラ
ー
ク
は
（
一
）
減
税
（
政
府
支
出
の
削
減
を
伴

わ
ず
減
税
の
効
果
の
遅
い
所
得
税
、
法
人
利
得
税
よ
り
効
果
の
速
い
消

費
税
に
対
し
無
二
〇
億
ド
ル
の
減
税
）
　
（
二
）
海
外
諸
国
の
ア
メ
リ
カ

商
品
買
付
促
進
の
た
め
同
額
の
長
期
借
款
を
海
外
諸
国
に
与
え
る
へ
三
）

公
共
事
業
（
四
）
金
融
政
策
を
あ
げ
て
い
る
。

閑
．
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ω
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①
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（
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）
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）

（
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）
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－
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（
1
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（
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①
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昌
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＜
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諺
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．
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旨
器

閂
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目
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8
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器
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℃
．
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．
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後
進
国
の
工
業
化
に
つ
い
て
は

川
田
教
授
「
後
進
国
工
業
化
と
国
際
貿
易
」
、
国
民
経
済
雑
誌
、
第
八
十

六
巻
第
四
号

北
川
一
雄
「
経
済
発
展
と
外
国
貿
易
」
第
十
三
、
十
四
、
十
五
章

国
臨
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卑
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G
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目
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勇
三
、
高
橋
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太
郎
訳
篇
「
経
済
的
進
歩
の
諸

条
件
」
昭
二
九

ρ
や
目
一
巳
一
①
げ
⑦
お
Φ
さ
H
三
霞
旨
9
・
昌
舅
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団
8
コ
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貯
目
冨
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受
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群
a
8
9
Z
・
ド
ち
隙
ト
っ
．
電
．
曾
H
9

赤
松
要
「
経
済
新
秩
序
の
形
成
原
理
」
昭
十
九
、
後
編
第
三
章

同
「
貿
易
乗
数
論
と
供
給
乗
数
論
」
一
橋
論
叢
第
二
＋
巻
、
第
五
、
六
号

目
．
ρ
O
訂
品
9
∩
図
。
H
一
。
巴
蜜
。
＜
Φ
葺
。
司
馬
ぎ
§
Φ
切
巴
碧
8
亀
剛
塁
ヨ
。
三
q
・
噂

H
O
鐙
・
竈
・
醤
・

中
進
工
業
国
と
か
中
進
資
本
主
義
な
る
語
は
宮
田
教
授
「
中
進
資
本
主

義
国
と
し
て
の
日
本
」
国
民
経
済
雑
誌
等
八
四
巻
六
号
の
説
明
参
照

ス
タ
ー
リ
ン
「
直
会
主
義
の
経
済
諸
問
題
」
国
民
文
庫
、
飯
田
貫
一
訳

板
垣
与
一
「
東
南
ア
ジ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
交
献
解
題
」
一
橋
論
叢

第
三
十
一
巻
第
五
号

ρ
や
囚
け
臼
①
び
霞
σ
Q
g
目
ぎ
∪
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一
一
g
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同
G
D
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嘗
お
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ピ
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農
時
p
犀
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露
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亀
9
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幾
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営
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曾
山
・
く
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∩
。
目
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①
ω
し
ゅ
毅
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第
四
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及
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蒸
器
章
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（
附
註
）

新
し
い
帝
国
主
義
は
ホ
ブ
ソ
ソ
に
よ
れ
ば
「
之
が
旧
帝
国
主
義
と
異
る

点
は
第
一
に
単
独
の
発
展
的
な
帝
国
の
野
心
が
互
に
抗
争
す
る
諸
帝
国

の
政
治
的
拡
張
と
商
業
的
利
得
と
い
う
類
似
の
欲
求
か
ら
出
た
理
論
と

実
践
と
に
代
ら
れ
た
こ
と
、
第
二
に
商
業
的
利
益
に
対
す
る
金
融
又
は

投
資
利
益
の
優
位
に
あ
る
古
代
β
ー
マ
帝
国
を
典
型
と
す
る
古
い
帝
国

主
義
は
植
民
地
、
後
進
未
開
発
諸
地
域
に
お
け
る
極
め
て
少
数
の
白
入

即
ち
官
吏
、
貿
易
業
者
及
び
産
業
組
識
者
の
産
業
麦
配
」
で
あ
っ
た
。

（
同
・
｝
国
9
の
。
貸
H
目
需
同
一
巴
陣
の
β
H
8
卜
。
・
矢
内
原
忠
雄
訳
、
帝
国
主
義
論
）

ホ
ブ
ソ
ン
の
帝
国
主
義
論
は
レ
ー
ニ
ン
に
引
つ
が
れ
た
。

三

　
国
際
経
済
間
に
於
け
る
資
本
の
移
動
は
前
章
で
考
察
し
た
如
く
低
所
得

国
乃
至
、
未
開
発
国
と
高
額
所
得
国
叉
は
先
進
国
と
の
隔
差
を
生
じ
た
が
、

資
本
ど
は
然
ら
ば
如
何
な
る
意
味
に
解
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
今
迄
の
経
済
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
は
資
本
は
土
地
、
労
働
と
共
に
生

産
の
三
要
素
と
老
え
ら
れ
る
場
合
の
如
く
実
物
資
本
を
意
昧
し
、
中
聞
生

産
財
も
広
く
資
本
の
範
疇
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
資
本
主
義
経
済
が
貨
幣

経
済
特
に
信
用
経
済
で
あ
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
古
典
的
見
解
と
し
て
の

「
貨
幣
ヅ
ェ
ー
ル
襯
」
は
斥
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
貨
幣
資
本
で
あ
る
。

　
資
本
の
国
際
的
移
動
に
於
い
て
は
一
国
か
ら
他
国
へ
移
動
さ
れ
る
も
の

は
先
ず
貨
幣
資
本
で
あ
り
、
そ
れ
は
生
産
財
の
需
要
に
向
け
ら
れ
る
購
買

力
叉
は
高
次
財
に
対
す
る
有
効
需
要
と
老
え
ら
れ
る
が
、
資
本
の
供
給
は

根
本
的
に
は
新
に
形
成
さ
れ
る
貯
蓄
資
本
と
実
物
資
本
に
つ
い
て
解
放
さ

れ
る
償
却
資
本
と
銀
行
の
信
用
創
造
に
基
く
貨
幣
購
買
力
の
変
動
の
三
指

を
屈
す
る
。

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

　
国
際
間
で
資
本
及
び
労
働
が
移
動
す
る
の
は
、
国
際
闇
の
賃
銀
率
と
利

子
率
の
差
の
存
在
に
起
因
す
る
が
、
甲
乙
二
国
間
で
こ
の
二
つ
の
フ
ァ
ク

タ
ー
が
（
賃
銀
と
利
子
）
同
方
向
を
示
し
て
い
る
場
A
口
、
即
ち
二
つ
共
、

甲
西
が
乙
国
よ
り
も
高
い
場
合
は
、
移
民
は
資
本
を
、
盗
本
は
移
民
を
相

互
に
誘
引
し
こ
の
二
つ
の
生
産
要
素
の
移
動
の
間
に
協
調
的
・
補
完
関
係

が
見
ら
れ
る
が
、
賃
銀
も
利
子
も
互
に
逆
の
方
向
に
差
異
を
示
し
て
い
る

場
合
に
は
競
争
的
・
代
替
関
係
が
見
ら
れ
る
Q

含
つ
の
例
で
菱
る
Q
（
菊
・
密
H
訂
①
弘
三
①
ヨ
巴
。
昌
餌
H
Φ
内
掌
。
實
・
。
磨
げ
①
蓄
G
・
目
㎝
①
p
ヨ
①
F
這
ら
。
凱
・
）

　
前
提
と
し
て
甲
乙
の
二
国
が
同
量
の
実
物
資
本
、
同
量
の
労
働
力
、
同

面
積
．
の
土
地
を
も
ち
、
之
等
を
同
程
度
の
能
率
で
利
用
し
て
い
る
も
の
と

し
、
二
国
間
に
労
資
の
移
動
の
生
ず
る
よ
う
な
刺
戟
は
な
い
も
の
と
考
え

る
。
こ
の
場
合
に
護
国
に
於
け
る
資
本
の
増
加
、
人
口
増
加
、
土
地
の
条

件
を
独
立
的
に
与
え
る
と

　
（
一
）
労
働
資
本
が
共
に
移
勤
性
を
も
つ
場
合

　
（
1
）
　
甲
国
の
貯
蓄
率
は
上
昇
し
、
従
っ
て
資
本
量
の
増
加
は
興
国
よ
、

り
上
国
へ
の
資
本
移
動
を
発
生
さ
せ
る
。
資
本
の
移
動
性
が
完
全
で
あ
る

限
り
、
労
働
は
何
れ
の
方
向
に
も
移
動
し
な
い
。

　
（
2
）
　
里
国
の
人
口
は
増
加
し
、
従
っ
て
労
働
量
の
増
加
は
甲
羅
よ
り

軽
挙
へ
の
労
働
の
移
動
を
発
生
さ
せ
る
。
そ
の
移
動
性
の
脚
7
5
全
な
限
り
、

資
本
移
動
は
い
ず
れ
の
方
肉
に
も
起
ら
な
い
。

　
（
3
）
　
甲
国
に
於
け
る
土
地
の
増
加
、
例
え
ば
天
然
資
源
の
新
発
見
は

乙
国
か
ら
甲
国
へ
の
資
本
と
労
働
と
の
協
同
的
移
動
を
起
さ
せ
る
。

　
（
二
）
　
資
本
の
み
が
移
動
性
を
も
つ
場
合
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（
4
）
　
甲
国
の
資
本
増
加
は
、
譲
国
か
ら
乙
国
へ
．
の
資
本
の
移
動
を
発

生
さ
せ
る
。

　
（
5
）
　
甲
国
の
人
口
増
加
は
導
者
か
ら
里
国
へ
の
資
本
の
移
動
を
発
生

さ
せ
る
。

　
（
6
）
　
甲
国
の
土
地
増
加
は
乙
国
か
ら
豊
国
へ
の
資
本
移
動
を
発
生
さ

芸
が
、
そ
の
程
庭
（
3
）
の
場
倉
比
べ
小
で
あ
・
．
（
甑
勤
セ
）

　
こ
の
よ
う
な
形
か
ら
労
働
と
資
本
の
協
同
的
行
動
は
、
労
資
の
相
対
的

稀
少
性
の
小
さ
い
国
即
ち
先
進
工
業
国
か
ら
天
然
資
源
の
相
対
的
稀
少
性

の
小
さ
い
国
即
ち
後
進
農
業
国
へ
行
わ
れ
る
が
、
先
進
工
業
国
は
進
歩
し

た
技
術
国
で
あ
る
か
ら
、
資
本
輸
出
に
は
専
門
的
労
働
の
移
動
も
伴
う
場

合
が
多
い
。
叉
市
場
を
求
め
て
資
本
の
高
度
利
潤
性
の
移
動
す
る
時
は
資

本
輸
出
国
の
産
業
と
協
調
的
、
補
完
的
な
諸
産
業
に
先
ず
移
動
が
行
な
わ

れ
る
。
　
（
こ
の
場
合
は
後
進
国
叉
は
植
民
地
へ
資
本
が
輸
出
さ
れ
、
生
産

物
の
市
場
を
開
拓
す
る
と
共
に
、
安
い
工
業
原
料
を
提
供
す
る
産
業
を
開

発
す
る
と
い
う
帝
国
主
義
の
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
）

　
然
ら
ば
資
本
移
動
の
形
態
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
ヌ
ル
ク

セ
、
イ
ヴ
ェ
ル
セ
ン
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
の
あ
げ
る
主
要
な
も
の
は
（
短
期
で
は
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

電
信
叉
は
小
切
手
に
よ
る
各
種
銀
行
預
金
の
振
替

貸
付
手
形
又
は
金
融
手
形
に
よ
る
為
替
銀
行
間
の
短
期
貸
付

外
国
為
替
手
形
の
買
持
、
割
引

各
種
の
国
際
的
有
価
証
券
の
売
買

外
国
輸
入
商
へ
の
短
期
信
用
（
貿
易
信
用
）
の
供
与

無
為
替
輸
出
に
よ
る
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
の
保
有

　
（
7
）
　
公
的
及
び
私
的
の
各
種
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
の
設
定

　
（
8
）
　
金
の
物
理
的
積
送

　
（
9
）
　
外
国
貨
幣
自
体
の
保
有
と
保
蔵

で
あ
る
。

　
ヌ
ル
ク
セ
は
「
資
本
の
国
際
的
移
動
を
も
た
ら
す
経
済
的
原
因
は
、
間

接
的
に
は
関
係
諸
国
に
於
け
る
価
格
形
成
の
基
本
的
諸
要
因
に
つ
い
て
生

ず
る
一
切
の
変
動
の
中
に
見
出
す
」
こ
と
が
出
来
る
（
前
掲
書
、
第
一
章

参
照
）
と
い
い
、
直
接
的
原
因
と
し
て
移
動
の
た
め
に
超
克
せ
ね
ば
な
ら

な
い
危
険
要
素
の
存
在
と
資
本
利
潤
こ
と
に
利
子
の
国
際
的
差
異
に
よ
っ

て
惹
起
さ
せ
ら
れ
る
国
際
投
資
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
。

　
之
は
資
本
逃
避
で
あ
る
が
不
況
期
に
は
特
に
掩
乱
要
素
に
な
る
。

（
〉
・
同
●
じ
d
δ
。
日
輪
①
戸
G
∩
速
。
巳
9
け
貯
①
髄
巳
固
お
匿
冒
。
〈
①
日
Φ
暮
。
。
。
h
9
翻
転
巨

頃
8
ヨ
鉾
ぎ
8
≡
註
8
巴
司
ぎ
き
8
Ψ
語
義
ω
ぎ
昌
d
薄
く
①
同
。
・
ξ
国
。
の
。
・
Ψ
H
O
㎝
↑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
国
際
資
本
の
移
動
を
資
本
的
購
買
ヵ
の
移
転
叉
は
所
得
の
移
転
と
老
え

る
と
資
本
輸
出
国
が
輸
入
国
直
接
的
事
業
投
資
を
行
う
（
技
術
援
助
も
含

む
）
場
合
、
借
款
と
援
助
叉
は
贈
与
の
形
を
と
る
場
合
は
交
易
条
件
に
よ

っ
て
所
得
移
転
の
あ
る
場
合
を
老
え
差
等
を
も
国
際
投
…
」
資
と
老
え
る
と
後

進
国
に
対
し
て
は
第
二
十
三
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
を
と
る
。

　
之
等
、
長
期
の
対
外
貸
付
は
安
定
し
た
国
際
通
貨
制
度
の
円
滑
な
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
た
め
に
は
必
要
な
前
提
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
わ

　
樹
、
資
本
移
動
は
逃
避
、
投
資
、
投
機
と
い
う
自
生
的
な
諸
動
機
（
薗
午

8
き
目
①
五
霞
N
囚
器
農
げ
睾
①
㎝
毎
σ
q
窪
）
に
よ
ら
ず
　
（
一
）
国
際
収
支
の
情

勢
に
基
因
す
る
（
a
）
金
の
国
際
的
移
動
（
b
）
金
移
動
叉
は
そ
の
予
想
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第23表　主要資本財輸出国のエカフェ諸国に対する資本財輸出額　（1950年価格100万ドル）

輸入　国 輸　出　国
　　　　1P938 1949 1950 1951 1952 1953

@　　一
ビ　　ル　　マ 第1グループ 12．3 9．9 9．5 13．1

』 一

第2　〃 一 一
6．9 12．6 16．7 21．6

セ　イ　戸　ソ 第1グループ 11．9 28．4 27．7 36．0
『 一

第2　〃 一 一
23．8 30．2 32．9 29．6

イ　　ン　　ド 第1グノレープ 209．1 394．0 304．4 315．7
『 一

第2　〃 一 一
266．1 256．6 224．8 210．0

／fン’ドシ’ナ 鎗1グループ 13．1 33．8 29．4 48．5
～ 一

第2　〃 一 一
4．3 13．3 21．7 23．7

インドネシア 第1グループ 117．2 130．2 8L3 127．5
｛ 一

第2　〃 一 一
36．9 65．6 75．2 50．0

マ　　　レ・　　一 第1グループ 49．4 72．7 ’79．7 132．7
』 一

第2　〃 一 一
66．2 102．8 100．7 91．0

パキスタン 第1グループ 一
71．3 91．2 104．8 』 一

第2　〃 一
一　一 72．9 75．9 88．6 53．0

フイ　リピソ 第1グループ 55．8 121．4 82．1 86．4
一

一　幽

第2　〃 一 一
67．7 67．3 71．6 91．7

タ　　　　　・f 第1グループ 26．1 20．0 35．9 50．2
一 一

．第2　〃 一 一
24．6 34．8 47．工 51．1

合　　　　計 第1グループ 494．9 881．7 741．2 914．9
』 一

第2　〃 一 一
569．4 659．1 679．3 621．7

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

　　　　　　　　　　　Source：ECAFE年報．1953・P．35・

第1グループ典，臼，米，仏，独，オランダ，ベルギー，伊，スェP一デン，スイス，ノ問ルウ

　　　　　　ェイ，デンマーク

第2　〃　　英，米，日

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も

に
立
つ
割
引
政
策
に
誘
発
さ
れ
て
生
ず
る
短
期
資

も
　
　
カ
　
　
め

本
移
動
（
ぎ
山
高
①
冨
囚
自
N
町
①
舞
－
げ
窪
①
㎝
巨
㎝
窪
）

（
c
）
為
替
相
場
の
金
現
送
点
内
変
動
に
際
し
て

な
さ
れ
る
為
替
投
機
、
　
（
二
）
長
期
資
本
の
輸
出

に
対
立
し
て
い
わ
ば
自
動
的
に
派
生
す
る
短
期
資

本
の
輸
入
、
．
（
三
）
輸
出
貿
易
に
伴
っ
て
生
ず
る

短
期
資
本
の
移
動
と
い
う
よ
う
な
受
動
的
な
移

動
も
存
在
す
る
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

資
本
移
動
論
は
衆
知
の
如
く
古
典
的
理
論
と
近
代

理
論
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
む
し

ろ
古
典
派
と
獣
古
典
派
の
区
分
が
な
さ
れ
て
い

　
（
4
）

る
。　

資
本
移
動
論
の
中
心
で
あ
る
資
本
輸
出
の
分
析

に
つ
い
て
も
漸
次
近
代
経
済
学
的
な
ト
ゥ
ー
ル
が

用
い
ら
れ
所
得
分
析
．
ぱ
8
罠
①
ゆ
b
鞍
o
p
。
げ
　
が
と

り
上
げ
ら
れ
つ
N
あ
る
。
ケ
ィ
ン
ジ
ァ
ン
の
系
譜

に
属
す
る
心
々
は
資
本
輸
出
は
有
効
需
要
の
増
大

を
伴
い
、
資
本
輸
出
国
の
雇
用
は
全
般
的
に
増
加

す
る
と
い
う
命
題
を
も
つ
。
ケ
イ
ン
ズ
（
贈
り
罫

国
①
着
。
ω
）
、
マ
ハ
ッ
ル
ー
プ
　
（
蚕
。
二
毛
）
、
ク
ナ

ッ
プ
（
臼
・
囚
富
鋤
喝
℃
）
、
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
（
諺
。
H
・

切
ざ
。
ヨ
ゆ
①
｝
山
）
、
ハ
ロ
ッ
ド
（
切
・
　
閃
●
　
｝
H
帥
吋
罵
O
α
）
、
サ

ム
エ
ル
ソ
ン
（
℃
。
　
臣
・
　
Q
∩
9
Ω
H
ロ
ロ
①
一
ω
O
】
P
）
、
　
ド
マ
ー
ル

一201一



第24表米国の国際資本取引（米国銀行の報告する外国への短期負債）　（百万ドル）
　　　　　　　「アジア

台　湾 香　港 印　度 インドネシア
日　本1 比　島 タ　！f

一

1949年12月 961．0 110．6 83．9 63．3 15．7 214．6 297．3 “　o　．

1950年〃 1，378．5 81。7． 86．1 55．7 114．7 458．5 374．4 48．2

1951年〃 1，609．6 87．4 62．4 62．1 140．6 596．0 329．7 96．7

1952年〃 1，845．0 76．4 70．9 64．6 61．0 808．0 315．1 181．0

1953年2月 1，901．5 72．8 71．4 75．1 60．7 862．8 313．7 190．4

〃　3月 2，012．6 70．7 71．4 76．1 67．3 897．1 324．8 193．0

〃　4月 2，005．6 72．1 70．1 85．3 64．9 892．6 327．9 194．8

〃　5月 1，966．7 71．3 67．3 92．3 58．9 882．9 326．1 192．1

〃　6月 1，935．3 71．6 67．2 87．4 38．4 891．7 307．4 197．5

〃　7月 1，948．2 73．3 68．2 89．1 39．6 910．4 303．0 191．9

〃　8月 1，963．4 75．9 68．5 93．5 33．6 932．2 309．8 188．2

〃　9月 2，001．1 77．1 68．8 92．7 35．1 912．0 308．8 191．3

〃　10月 2，000．9 77．2 67．9 95．3 34．7 914．9 303．3 187．1

〃　ll月 2，008．3 68．7 100．0 34．0 827．9 299．2 177．0

〃　12月 1，909．7 73．6 68．0 99．0 39．3 295．5 167．9

1954年1月 1，912．8 77．6 67．4 97．5 75．7 795．4 298．1 153．3

Source：　Federal　Reserve　Bu］letin．　Apr．　1954．　’ 吹Dp．　411．

第25表米由の国学資本取引（短期債権）　（百万ドル）

1 アジア1 台湾1 香港」 印　度 インドネシア 日　本 比　島 タ　・イ

1949年12月 139．7 16．6 3．7 17．4 0．2 14．1 23．2 ．　．　．

1950年〃 96．4 18．2 3．0 16．2 0．2 12．1 4．9 1．5

1951年〃 162．4 10．1 3．1 13．4 0．3 122 29．3 2．5

1952年〃 128．6 10．1 1．2 4㌧3 0．9 12．5 7．6 3．3

1953年2月 124．0 9．8 2．4 3．3 0．6 15．6 11．6 3．0

〃　3月 125．5 9．4 ．2．0 4．0 0．6 17．0 10．0 6．1

〃　4月 132．0 8．8 2．7 3．9 0．6 20．0 14．2 4．8

〃　5月 110．3 8．4 2．1 3．1 0．8 14．2 13．6 4．3

〃　6月 112．1 8．1 2．3 2．9 1．1 16．6 11．8 5．3

〃　7月 103．6 8．2 2．3 2．5 1．2 18．8 10．8 4．5

〃　8月 100．2 7．9 2．9 2．7 1．6 17．1 10．1 5．2

〃　9月 106．3 8．5 2．9 2．9 1．1 20．5 9．4 5．9

〃　10月 112．0 8．5 ・2．6 3．4 0．6 17．7 5．5 6．2

〃　11月 125．4 8．5 4．3 4．1 0．6 26．6 5．2 6．8

〃　12月 129．6 7．3 3．1 ．3．7 0．8 25．6 5．8 6．1

1954年1月 156．1 8．1 2．3

@　　1

2．9 1．0 29．9 6．0 5．5

Source　：　Federal　Reserve　Bulletin．　Apr．　1954．　p．　413．
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（
閏
り
・
　
一
）
●
　
H
）
O
舅
9
同
）
、
メ
ッ
ラ
ー
（
U
・
》
・
鼠
①
巳
霞
）
の
発
展
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

　
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
た
め
に
各
国
は
国
際
流
動
性
準
備
（
冒
甫
口
置
ぎ
8
7

器
寓
。
昌
巴
器
ω
臼
く
①
）
　
叉
は
国
際
的
金
及
び
外
国
為
替
準
備
を
保
有
す
る
の

で
あ
る
が
、
国
際
収
支
の
変
動
と
共
に
金
・
ド
ル
の
保
有
も
自
ら
変
動
を

示
し
て
い
る
。

　
為
替
相
場
が
相
当
、
長
期
間
に
亘
っ
て
安
定
を
つ
§
け
る
よ
う
な
制
度

で
は
何
等
か
の
形
の
国
際
流
動
性
、
換
言
す
れ
ば
各
国
が
国
際
収
支
の
一

時
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
決
済
出
来
る
よ
う
な
何
等
か
の
手
段
を
必
要
と
す
る

事
は
明
白
で
あ
る
。
事
実
と
し
て
、
為
替
安
定
の
維
持
と
い
う
こ
と
、
そ

れ
自
体
は
、
為
替
管
理
が
施
行
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
は
、
国
際
収

支
が
支
払
超
過
の
場
合
は
、
そ
の
国
の
国
際
現
金
準
備
が
低
下
し
、
受
取

超
過
の
場
合
に
は
国
際
現
金
準
備
…
が
増
加
し
て
、
各
国
通
貨
当
局
に
よ
る

固
定
価
格
で
の
決
済
手
段
の
売
買
が
必
要
に
な
る
と
い
う
見
解
も
出
て
来

　
（
5
）

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
ヌ
ル
ク
セ
に
よ
れ
ば
金
本
位
制
度
の
下
で
は
「
グ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
が

存
在
し
一
国
の
金
準
備
の
変
動
は
、
そ
の
何
倍
か
の
叉
は
少
く
と
も
そ
れ

に
等
し
い
国
内
信
用
供
給
量
の
変
動
を
伴
う
べ
き
こ
と
、
叉
は
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
金
移
動
が
、
そ
の
方
向
に
生
み
出
し
た
自
働
的
な
効
果
を

相
殺
す
る
よ
う
な
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
金

は
一
般
に
「
伝
達
者
」
又
は
「
逓
送
者
」
の
機
能
を
果
た
し
、
両
大
戦
間

に
は
金
及
び
対
外
準
備
は
「
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
叉
は
「
バ
ッ
フ
ァ
ー
」
の
役

割
を
果
し
た
。

　
金
は
国
際
決
済
の
唯
一
の
手
段
と
し
て
現
在
で
は
各
国
の
取
引
に
充
て

国
際
流
勤
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

ら
れ
、
そ
し
て
そ
れ
は
中
央
銀
行
、
貨
幣
当
局
に
保
有
さ
れ
て
い
る
。
現

下
の
国
際
通
貨
制
度
の
下
で
は
一
層
、
国
際
通
貨
と
し
て
の
金
の
役
割
は

ク
リ
イ
ア
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

　
以
下
、
資
本
輸
出
が
未
開
発
国
へ
行
わ
れ
る
時
、
具
体
的
に
金
又
は
ド

ル
及
び
そ
れ
を
準
備
と
す
る
各
国
為
替
の
変
動
す
る
事
情
を
統
計
的
に
把

握
し
て
見
た
い
。
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4
）
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暮
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ω
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ピ
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や
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O
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小
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野
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三
＝
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に
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話
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g
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∩
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・
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｝
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る
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代
理
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は
目
⑦
着
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9
0
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昌
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♪
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券
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や
H
ト
っ
O
．

ヌ
ル
ク
セ
、
小
島
訳
「
国
際
通
貨
」
三
二
七
頁

前
掲
ヌ
ル
ク
セ
「
国
際
通
貨
」
九
七
頁
－
九
九
頁

四

　
非
常
な
ブ
ー
ム
を
戦
後
体
験
し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
も
一
九
五
二
年
以

後
は
停
滞
の
波
に
揺
ら
れ
貿
易
収
支
は
一
せ
い
に
逆
調
に
転
じ
金
、
ド
ル

準
備
も
著
し
く
変
動
を
見
せ
て
い
る
。

　
後
進
国
の
経
済
開
発
乃
至
発
展
に
関
し
て
は
ヴ
ァ
イ
ナ
ー
（
臼
・
＜
ぎ
①
♂

巨
臼
霞
昌
曽
菖
O
＝
自
切
轟
儀
①
鎚
目
伽
国
O
O
買
O
日
ざ
U
①
＜
①
ざ
℃
ヨ
①
昌
甘
H
O
帆
g
Q
）
や
ヌ
ル
ク

セ
（
口
．
2
ロ
目
評
ω
P
団
同
O
げ
δ
日
G
D
O
h
O
塑
唱
冒
』
団
O
円
冨
騨
賦
O
昌
一
ロ
d
昌
山
①
目
山
①
＜
O
ざ
℃
①
山

O
o
言
忌
窃
H
O
雛
）
が
そ
の
見
解
を
発
表
し
た
。
併
し
之
等
に
は
実
態
の
統 一　203　一



第26表　諸国の金ドル保有高　（単位百万ドル）

1928 1938 1945 1946 1947 1948 1949 ・9…9…952
P・953

スターリング地域

C　ギ　リ　ス

Eイギリス属領

?@阿　連邦
@　そ　の　他

@　合　　　計

Cンドネシア
冝@　　　本

tイリツピソ
@　そ　の　他

@　合　　　計

｢界各国一
早@際　機　関

1，085

@　・　．　●

@139
@276
P，400．

@　168

P，541

@　0　，　，

@　66

　　　　　3313ト
@　　　　　’　／　　　　　　　　621

@　　　　1，220

@　　　　　　305

@　　　　3，900

@　　　　　　180

@　　　　　　316

@　　　　　　184

@　　　1　1801　　　　　　　　　　1

U75

2，684
@　　321

X
2
．
1
　
　
4
5
0
4
，
0
8
6
1
　
　
　
3
1
4
　
　
　
1
2
9
　
　
　
6
3
0
1
3
4
4
　
　
，
　
　
　
　
●
　
o
　
●

2，890

@　　67

@　　986

@　　517

S，460

@　　3271

@　　142

@　　448
魔
P
1
9
，
4
1
0
　
　
　
　
　
1
　
　
4
8
9
　

2，346

@　　58

@　813

@　520

R，737

@　249
焉
A
鱗
1
5
，
1
9
4
「
　
　
　
　
　
旨
3
．
6
9
3
1

2，151

@　70i
Aggi

E・8

P
認
可
　
8
0
1
1
，
7
1
5

　　　　　　1，924

@　　　　　　　103

@　　　　　　　134
@　　　　　　　5621

@　　　　　2，723

@　　　　　　　194

@　　　　　　　333

@　　　　　　　298

@　　　　　　　684
@
　
　
　
　
i
1
・
5
0
9
1
1
4
，
9
8
9
1
5
，
3
5
7
　
　
　
　
　
i
3
，
3
7
5
1
3
，
1
0
9
　
　
　
　
　
1

3，557

@　　120

堰
@
　
　
3
7
7
　
　
　
5
8
2
1
・
8
6
9
1
1
1
9
，
1
3
7
3
，
0
9
0
　
　
　
　
　
1

　　　　　　　　　　1@　　　　　　　　　1　　　　　2，843　2，318

濠
榊
A
　
　
　
　
　
　
　
7
2
9
1
9
3
6
5
8
7
1
　
　
　
　
　
　
　
謙
諮
　
　
　
　
　
2
，
1
8
5
　
2
，
3
6
7
　
　
　
　
1
9
，
2
2
7
、
2
0
，
4
6
9
　
　
　
　
　
…
7
・
「
・
・
2
8
・

3，009

@　108

@　214

@　715

S，046

@　184

@　958

@　304

@　863

Q，309

Q2，044

R，342

総　　　計
　　　　1

W，750
@　　　1　　　「　　　1

・3・8251…7幽89gl・載887E・8・36・1・8・・66
　　　　　　　　　　　1」　　l　　I　　I　　l　　I22，227122β98123，756．

26，386

　　　　　　　Souree　：　Federal　Reserve　Bulletin，　Mar．　1954　p．　245．

第27表　1953年中の国際的金準備及びドル保有高の変化　（百万ドル）

」
1

1
53 年』 の 増減 （一）

1
1952末保有高 年 1953末保右高

1．月一3月 4＿6 7＿9 10－12

　　　　　1

熄?? ドル保有 金 ドル 金 ドル 金 ドル

[　．

金 ドル 金 ドノレ 金 ドル

スターリン’グ 1
地域
p　　　　国

　　　　［

P，500 8181375 　　　1|66 1100 159 175 一10 150 一192 800 一109 2，300 709

イギリス属領 ●　噸　■ 113・

　
1
・
　
　
o
　
　
■
　
1

1

　
1
．
　
．
　
．
　
5

一5 ，　，　．

2i
　　，　．　■
k

一3 ．　●　． 一5 ．　，　・ 108

南阿連邦
170 24 4i　9

1
1 4 ，　・　，

ゴ 1 一1 6 14 176 38

そ　の　他 465 193 19
響　．　， 26 噸　o　■ 一10 甲　●　． 22 …1 57 465 250

計 2，135 1，148 379
@　「

一37 101　　i、184 175 一16 151 一174
　　1
W06 ．一

S3 2，941 1，105

ア　　ジ　　ア

Cンドネシア 235 61

　
　
　
1
－
2
7 6

●　の　■ 一29 一45
一3　　1 一18 4

　
i

一90 ＿22 145 39

日　　　　本 128　　　　808
P

1 89 1
＿51

40 o　，　， 一1041 2 20 130 828

フイリツピン
9 315 ●　，　P

10 一18 ■　「　■
2 1　．．， 一14 一20 9 295

　　そ　の　他

@　　　　計

e　国総計
総ﾛ機関

　　　384

@　　756

P11，333
P1，692

　427

P，611

X，136

P，595

　　2．

黷Q4

U59
@　　1

1　50

PL39@
1

一3　　　　　　一31
奄戟G1誌ト三lli　　　　5、8121

4 　13

A
l
l
一
、
、
［

　
　
1
i
－
1
7
】
　
　
　
1
3
4
9
　
　
2

　16

|38；

@　　1127旨

@　　1

　　　　　　4

@　　　－84
@　i104’1，580

@　　　　10

一48

@26
X95

@45

　　388

@　672

P2，913
@　　　　11，702　　　　　ト

　　475

P，637

P0，131

P，640
［

　　L　　　　一　一　r

香@　　計 13，025 10，731
6601 　　1

X3，187
@1

311 392・
v

　　　1S051
P　　i

351
23111，590　　i　　1

1，040 14，615 11，771

Source．　：　Federal　Reserve　Bulletin，

　　　　　　　　　　　　　　　　　一204一

Mar，　1954． p・　240．

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究



第28表　エカッ．フェ諸国の金及び対外資産保看状況　（100万ドル）

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

1950年 1951年 1953年

’6月． 6月 6月 11月

ビ　　　ノレ　　マ

政鳳ビルマ連邦銀行
一

159 258 241
其の他の銀行

セ　イ　F　ン

セイロン中央銀行 88 136 ．62 54

イ　　ソ　　ド

インド準備銀行 1，985 2，048 1，745 1，738

インドネシア

インドネシア銀行 178 451 284 203

パキスタン
パキスタン国立銀行 363 404 281 282

フィ　リ　ピン

ブイリピン中央銀行 221 272 233 243

タ　　　　　　・f

タ　　イ　　銀　　行 253 324 328 @1 321

日本政府の外貨保有高 305 485 846 854
1

　　　　Source：ECAFE年報・1953．　P・26・

第29表　各国の金及び外国為替準備　（単位百万ドル）

セ・イ官ン イ　ソ　ド インドネシア パキスタン 比島 タ・f ビ　ルマ 計

1948年12月 254 3，354 218 805 400 212 128 5，371

1949年12月 176 1，983（247） 194（178） 512（27） 230 215 119（118） 3，429

1950年6月 152 1，985 219 471 221 250
●　■　● 辱　■　●

1950年12月 191 2，000（247） 321『 i209） 507（27） 285 285 128（118） 3，717

1951年6月 211 2，048 363 605 272 315 159 3，972

1951年1明 217 1，888（247） 419（280） 639（27） 246 288 166（113） 3，862

1952年6月 223 1，682 455 620 246 284 182 ●　e　，

1952年12月 203 1，703（247） 383（235） …（38） 308 358 193（113） 量　●　，

1953年12月 o　●　， …（241） …（145） …（38） ¶　r　， ．　o　， 1　（113） ．　，　陰

1954年2月 ，　．　，

・∵（247）　　　　　　　1
，，．◆i

@　　1　　　1
…（38） ．　，　●

@　　1

●　，　，

i（・・3）
o　，　9

　　　　　　　　　　　　Source　：　1．　M．　F　Statistics．　1953．

括孤内は金準備の変動を素す

　　　　　　　　　　　　　　　　一　205　一



国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

計
的
分
析
が
省
略
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
以
下
、
主
と
し
て
エ
カ
ッ
プ
エ
年
報
国
8
昌
。
巨
。

ω
幽
く
畠
9
臣
。
・
㌶
帥
巳
島
①
閏
国
目
国
霧
甘
H
O
U
。
。
及

び
ア
メ
リ
カ
連
邦
準
備
銀
行
月
報
閃
①
ユ
巽
巴
閑
①
ω
①
箋
①

じ⇔

香
p
ざ
戯
P
U
①
9
H
ゆ
㎝
ト
っ
の
「
東
南
ア
ジ
ア
の
中
央
銀
行
」

制
度
」
（
切
①
8
三
〇
①
三
巨
b
d
9
鼻
営
α
q
u
①
く
①
ざ
唱
田
①
馨
。
，

冒
。
D
。
ロ
チ
9
曾
b
。
・
一
p
）
及
び
こ
の
一
月
の
月
報
、
国
際

通
貨
基
金
の
統
計
月
報
H
三
・
閃
・
G
∩
冨
誠
。
，
紳
ざ
を
拠
り

所
と
し
て
分
析
を
行
う
。

　
省
、
東
南
ア
ジ
ア
の
資
本
形
成
に
つ
い
て
の
研
究
は
前

記
の
資
料
の
外
に
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
開
発
と

資
本
形
成
」
政
経
雑
誌
第
三
号
が
あ
る
。

　
全
般
的
な
国
際
流
動
性
準
備
の
動
ぎ
は
第
一
、
一
十
六
表
、

第
二
十
七
表
の
表
で
示
さ
れ
る
。

　
　
（
1
）
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

　
比
島
に
於
け
る
戦
災
の
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。

（一

緕
l
〇
年
綜
合
生
産
指
数
が
一
〇
九
、
九
－

一
九
三
七
年
1
1
一
〇
〇
一
迄
の
上
昇
を
示
し
て
い

た
の
が
一
九
四
六
年
に
は
三
八
、
七
と
下
落
し
国
民

の
所
得
も
前
掲
表
（
第
二
表
）
に
見
ら
れ
る
如
く
低

い
。
）
　
戦
後
巨
大
な
投
資
が
行
わ
れ
た
が
そ
れ
は
流

通
部
門
に
対
す
る
も
の
が
三
分
の
一
を
示
し
、
こ
の

国
を
近
代
工
業
国
に
進
め
る
べ
き
額
は
僅
少
で
あ
っ

第30表　国　際　取　引　（単位百万ペソ）

1949 1950 1951 ・9・2 P 1953下半

A・物資及びサーヴィス 一574 24 ＿139 一71 一15

翰　出　額L・・b・ 522 674 819 705 368

輸　入　額。・i・L 一1，314 一755 一1．066 一960 ，　，　・

貿　　易　　収　　支 ＿792 一81 一247 一255 o　．　，

非貨幣用金の移動（純） 20 23 27 33 17

運賃及び保険料 10 11 4 一4 ●　．　，

其の他のサーヴィス 188 71 77 155 83

B．民　　間　贈　　与 31 22 16 30 10

C．民間資本移動 22 28 10 44 28

．D．純誤差及び脱漏 一189 一184 ．一
X 一33 一60

E・計（AよりD迄） 一720 一110 一122 一30 一37

F・政　府　贈　与 406 309 25 50 r28

G．政府長期資本 一9 68 一7 一16 一13

借款：受入　額 一
70

一 一 一

借款：償　還額 一1
｝

一7 一19 一13

有　　価　　証　　券 一2 4 6 3
一

其　　　の　　　他 ＿6 一6 ＿6
一 L一

H・政府用短期資本及び
ﾝ幣用金

323 ＿267 104 一4 22

ポソ　ドパランス 一　　一

一 一 一 一

ド　ルパ　ラ　ン　ス 361 一152 89 27 14

其の他の　資産 一 一21 24 一22 一1

負　　　　　　　債 一38 ＿90 ＿2 一4 9

貨　　幣　　用　　金 一 一4 一7 一5 一

Source：ECAFE年報．　P・5・

一206一



た
。
人
口
は
過
去
十
年
に
二
五
％
も
の
増
加
率
を
示
し
、
戦
後
イ
ン
フ
レ

に
よ
る
物
価
の
謄
貴
と
フ
ク
団
の
跳
梁
に
よ
り
国
内
経
済
は
一
九
五
二
財

政
年
度
に
至
る
迄
連
続
的
に
財
政
収
支
は
赤
字
で
あ
っ
た
。
　
（
】
九
五
二

年
度
に
は
じ
め
て
五
四
〇
〇
万
ペ
ソ
の
黒
字
と
な
り
支
出
の
中
、
国
防
費

は
こ
八
、
四
9
6
、
経
済
開
発
費
は
二
五
、
六
％
）
外
貨
収
支
は
一
九
四
六

年
来
逆
調
を
示
し
、
五
二
年
迄
の
赤
字
累
計
は
二
三
億
四
八
0
0
万
ペ
ソ

に
及
ん
で
い
る
た
め
強
力
な
貿
易
統
制
、
為
替
管
理
が
四
九
年
十
二
月
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
．
荷
米
国
よ
り
の
援
助
は
五
一
年
四
月
よ
り
組
織
化

さ
れ
、
そ
れ
迄
に
，
四
〇
億
ペ
ソ
（
一
四
億
三
六
五
〇
万
ド
ル
）
に
達
し
、

五
一
年
よ
り
五
一
二
年
六
月
迄
に
は
・
七
七
〇
〇
で
刀
ド
ル
が
割
剛
当
て
ら
れ
米
ロ
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

側
の
指
導
の
下
に
十
一
種
部
門
へ
支
出
さ
れ
た
。

　
民
間
資
本
移
動
は
五
二
年
に
絹
鉢
活
磯
化
（
四
四
〇
〇
万
ペ
ソ
）
し
て

い
る
が
、
戦
後
の
特
に
四
九
年
以
降
は
三
〇
〇
〇
万
ペ
ソ
以
内
で
あ
る
。

貿
易
バ
ラ
ン
ス
に
伴
う
金
の
純
移
動
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
金
及
び
ド

ル
準
備
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
倫
物
価
、
其
他
へ
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
の

　　　　第31表の1
戦後投資推定額（100万ペソ）

　　　（1946－1949）

金　　額 比　　一

覧水産 990 25．3％

工業 474 12．1

鉱業 64 1．6

商業 1，255 32．1

公益業 152 3．9

其他 972 25．0

計 13・907 100

出所比島中央銀行統計月報
第31表の2物価動向（指数）

国
際
．
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

卸売① 小売② 生計費

1950

P951

P952

P953．3

97．0

P09．0

X9．7

P00．9

274．4

R12．1

Q97．6

Q91．6

337．5

R59．4

R46．4

R25．7

圃靴認騨

事
情
は
第
三
十
一
表
の
二
の
よ
う
で
あ
る
。
　
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
矢
尾

甜教

�
u
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
国
際
陣
経
済
研
究
㎜
坦
参
照
）

　
ブ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の
銀
行

　
　
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
経
済
に
潤
滑
油
を
与
え
る
銀
行
制
度

　
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
イ
）
中
　
央
　
銀
　
行

　
　
一
九
四
六
年
の
独
立
以
前
、
こ
の
国
の
貨
幣
、
金
融
制
度
は
明
確

　
に
は
樹
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
・
ペ
ソ
は
全
額
米
ド

　
ル
準
備
に
裏
付
け
ら
れ
通
貨
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
財
務
省
が
発
行
し
て
い

　
た
。
発
行
高
の
変
化
は
常
に
米
ド
ル
準
備
の
騰
落
と
一
致
し
た
瓦
め
、

　
国
際
収
支
の
短
期
的
逆
調
に
よ
る
国
内
経
済
に
対
す
る
デ
フ
レ
圧
力
は

　
不
可
避
で
あ
っ
た
。
商
業
銀
行
は
あ
っ
て
も
中
央
銀
行
の
欠
如
で
中
央

　
銀
行
よ
り
借
入
が
出
来
ぬ
た
め
高
い
準
備
率
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
な
か

　
つ
た
。

　
　
中
央
銀
行
と
し
て
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
中
央
銀
行
は
一
九
四
八
年
六
月

　
十
五
日
申
央
銀
行
法
に
よ
り
認
可
設
立
、
“
九
四
九
年
初
よ
り
新
し

　
く
業
務
を
は
じ
め
た
。
こ
の
銀
行
の
目
的
は
「
通
貨
の
安
定
維
持
、
ペ

　
ソ
の
国
際
的
価
値
安
定
と
交
換
性
保
護
、
生
産
・
雇
用
・
実
質
所
得
の

　
正
常
な
発
展
促
進
し
に
あ
る
。
各
国
の
中
央
銀
行
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

　
業
務
の
相
手
は
公
開
市
場
操
作
を
除
い
て
は
他
の
商
業
銀
行
と
政
府
の

　
み
に
限
ら
れ
、
唯
一
の
発
券
銀
行
で
あ
り
銀
行
組
織
の
信
用
為
替
業
務

　
全
般
に
対
し
て
広
汎
な
取
締
権
限
を
も
ち
、
定
期
検
査
を
全
銀
行
に
行

　
い
、
政
府
債
市
場
の
育
成
を
行
う
と
共
に
国
庫
代
理
店
業
務
を
行
う
。

一　207　一



国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

中
央
銀
行
政
策
を
決
定
す
る
通
貨
理
事
会
竃
8
聖
母
出
切
8
匡
　
は
七
人

の
理
事
よ
り
な
り
財
務
長
官
が
理
事
で
且
つ
議
長
で
あ
る
。
銀
行
の
総

裁
も
理
事
で
国
家
経
済
審
議
会
2
昏
乱
。
二
巴
国
8
置
。
巳
。
6
8
昌
。
戸
の
委

員
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
は
政
府
と
銀
行
の
醜
名
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

歪
聞
の
箆
（
一
九
四
六
年
の
ブ
イ
リ
ッ
ピ
ソ
貿
易
法
に
基
く
ア
メ
リ
カ
と
の
行
政
協
定
）
に
・
り
暮
・
－

ト
の
変
更
と
こ
れ
の
米
ド
ル
に
対
す
る
交
換
の
停
止
、
対
米
資
金
移
転

に
は
米
大
統
領
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
が
、
比
島
の
国
際
支
払
準
備
は

米
ド
ル
の
動
き
に
独
立
的
と
な
り
、
準
備
と
流
通
通
貨
間
の
最
少
割
合

も
法
定
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
国
は
今
や
国
際
収
支
の
変
動
と
無
闘

係
に
通
貨
発
行
額
を
調
整
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際
収
支
の
逆
調

で
巨
額
の
資
本
流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
四
九
年
十
二
月
為
替
管
理
法

を
制
定
し
之
が
中
央
銀
行
の
為
替
業
務
を
強
力
に
し
た
。
そ
の
他
商
業

手
形
の
再
割
及
び
貸
付
、
政
府
及
び
そ
の
下
部
機
関
に
対
認
可
さ
れ
て

い
る
支
出
の
金
融
を
は
か
る
た
め
の
短
期
貸
上
げ
や
復
興
金
融
会
社
へ

の
貸
付
等
を
す
る
。
中
央
銀
行
の
信
用
統
制
機
能
は
（
イ
）
一
般
銀
行

が
適
用
す
る
金
利
、
手
数
料
、
賦
課
金
の
最
高
レ
…
ト
の
設
定
、
（
ロ
）
信

用
状
開
設
に
対
す
る
最
低
現
金
証
拠
金
を
規
定
し
、
又
金
融
を
う
け
る

取
引
の
牲
質
に
応
じ
所
要
の
証
拠
金
額
を
規
定
、
　
（
ハ
）
銀
行
の
貸
付

及
び
投
資
の
許
可
さ
れ
う
る
最
高
限
を
き
め
、
取
引
に
対
し
て
要
求
さ

れ
る
担
保
の
種
類
と
金
額
を
指
示
、
　
（
二
）
全
体
又
は
特
定
種
類
に
つ

ぎ
、
銀
行
が
保
有
し
う
る
貸
付
及
び
投
資
の
金
額
に
最
高
限
度
を
課
し

叉
は
一
定
期
間
内
そ
の
資
産
の
増
加
率
を
制
限
し
、
（
オ
）
銀
行
の
盗
虚

総
額
叉
は
特
定
資
産
金
額
に
詳
し
資
本
金
及
び
積
立
金
の
保
持
す
べ
き

最
低
比
率
の
要
求
等
で
あ
る
。

（
ロ
）
　
商
　
業
　
銀
　
行

　
現
在
商
業
銀
行
は
十
五
行
あ
る
が
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ

ン
ク
は
国
営
で
中
央
銀
行
設
定
迄
は
発
券
銀
行
で
あ
っ
た
が
現
在
は
公

金
預
金
を
多
く
も
つ
他
は
平
等
で
私
麿
商
業
銀
行
と
競
争
し
て
い
る
）

そ
れ
は
短
期
融
資
の
み
を
行
い
長
期
信
用
は
復
興
金
融
会
社
よ
り
与
え

ら
れ
る
（
復
金
の
五
二
年
の
融
資
中
四
四
％
は
不
動
産
担
保
金
融
、
三

六
％
は
工
業
金
融
、
　
一
七
％
は
農
業
金
融
で
あ
る
）
。
　
こ
の
二
つ
の
機

関
の
採
算
上
、
困
難
な
融
資
は
中
央
銀
行
の
保
管
す
る
援
助
資
金
中
よ

り
一
千
万
ペ
ソ
を
限
度
と
し
て
M
S
A
と
フ
ィ
ル
ス
カ
の
同
意
の
下
に

貸
出
を
認
め
る
。
五
二
年
六
月
に
地
方
援
助
に
当
っ
て
は
米
国
は
S
T
　
　
｝

E
M
（
技
術
及
経
済
援
助
に
関
す
る
特
別
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
、
比
島
側
　
0
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
フ
ィ
ル
ク
サ
（
米
援
助
に
関
す
る
比
島
側
委
員
会
）
を
設
置
し
た
。
　
　
一

こ
の
条
約
は
今
後
二
十
八
年
間
有
効
で
あ
る
。
米
大
統
領
の
比
島
経
済

へ
の
圧
力
は
大
き
く
。
援
助
の
前
提
と
し
て
（
1
）
均
衡
財
政
へ
の
努

力
－
五
一
年
よ
り
の
増
税
断
行
、
　
（
2
）
社
会
政
策
的
措
置
を
講
ず

る
こ
と
1
農
業
労
働
者
最
低
賃
金
法
の
制
定
、
　
（
3
）
比
島
政
府
に

よ
る
経
済
の
総
動
員
が
要
求
さ
れ
援
助
は
（
1
）
必
需
物
資
の
供
給
、

（
2
）
一
般
物
資
の
供
給
、
（
3
）
諸
事
業
援
助
の
一
二
部
門
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
条
約
で
は
米
比
聞
で
は
一
切
輸
入
税
は
課
さ
ぬ
（
国
内
法
と
し
て

は
こ
の
条
約
に
基
ぎ
比
島
復
興
法
が
適
用
）
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

註
　
　
（
2
）
十
一
の
プ
ラ
ン
は
（
1
）
橋
梁
、
道
路
、
農
産
物
輸
送
路
、
　
（
2
）
灌

　
概
農
村
（
3
）
へ
の
信
用
機
関
、
販
売
機
関
へ
の
金
融
、
　
（
4
）
既
存
産
業
の
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）
ベ
ル
・
ア
ク
・
と
竺
九
五
〇
年
七
月
米
大
統
領
琵
島
大
統
領
の
要
請

　
　
　
に
よ
り
ベ
ル
元
財
務
次
官
を
派
遣
実
地
調
査
を
行
わ
竺
月
に
米
比
大
統
領

　
　
　
国
際
流
動
性
進
・
備
変
動
の
地
域
的
研
究

協
定
を
締
結
し
た
が
之
を
ベ
ル
貿
易
条
約
と
い
う
。
E
C
A
に
よ
る
援
助
の

支
出
で
、
や
が
て
M
S
A
に
、
そ
し
て
現
在
は
F
O
A
に
引
継
が
れ
て
い
る
。



第33表　フィリッピソの投資及び米国政府投資　（IOO万ペソ）

総固定資産投資

政府投資
維持修理投資

正昧投資
米国贈与

1948

617

110

315

302

1949

266

542

141

325

217

406

1950

424・

128

330r

89

309

1951 1952

434

105

370

64

20r

506

181

390

116

50

Source　l　ECAFE年報．1953．　p．189。

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

第34表　インドネシアの国際投引　（100万ルピア）

1949 1950 1951 1952

一

A・物資及びサーヴィス 一552 915 682 一2，909

輸　　出　　額L・・h・ 1，477 2，554 4，700 10，187

輸　　入　　額　c・tf・ 一1．528 一1，685 一3，250 一11，22マ

貿　　易　　収　　麦 一51 1，269 1，530 一1，040

非貨幣用金の移動（純） ●　，　， o　．　・ o　o　， ，　o　，

運賃及び保険料 漏169 ＿120 一51 一266

其の他のナーヴィス（純） 一332 ＿234 一797 一1，603

B．民　　間　　贈　　与 9　■　， ．　卿　， ●　ゆ　， ，　o　，

c．民間資本移動 一31 ＿42 一87 一218

D．純誤差及び脱漏 一195 一262 一186 一429

E．計（AよりD迄） 一778 611 409 一3，550

F・政　　府　　贈　　与 631 150 2 83

G．政府長期　資本 160 29 150 897

借　款：受　入　額 193

借　款：償　還　額 一33

価　　有　　証　　券 一
29 150 897

其　　　　の　　　　他 一
H・政府短期資本及び貨幣
p金

一13 ＿790 一561 2，576

ポン　ド・バランス 一7 ＿210 ）
ド　ル・バ　ラ　y　ス 一11 ＿359 ト　　一254 2，019

其　の　他　の　資産 一 ＿69 ，

負　　　　　　　　債 5 で36 ＿38 52

貨　　幣　　用　　金 一　皿 1　　－116　1 ＿269 505

Source　：ECAFE年報．1953・P・5．

一210T



　
　
　
拡
大
と
民
生
に
必
要
な
新
産
業
へ
の
投
資
、
（
5
）
家
内
工
業
促
進
、
（
6
）

　
　
　
教
育
、
公
衆
衛
生
、
低
所
得
者
の
た
め
の
住
宅
建
設
、
　
（
7
）
農
工
業
、
公

　
　
　
共
事
業
に
対
す
る
技
術
援
助
、
（
8
）
農
地
改
革
、
自
作
農
奨
励
そ
の
た
め

　
　
　
の
土
地
買
上
資
金
金
融
、
　
（
9
）
ド
ル
獲
得
に
役
立
つ
産
業
育
成
、
　
（
1
0
）

　
　
　
通
貨
安
定
、
家
計
費
切
下
措
置
、
「
（
1
1
）
必
要
物
資
輸
入
促
進
で
あ
る
。

　
　
銀
行
法
の
制
定
以
後
中
小
商
工
業
者
と
信
用
組
合
へ
の
融
資
は
拡
大

　
し
た
。
五
二
年
末
の
商
業
銀
行
の
預
金
は
九
億
ペ
ソ
（
流
通
通
貨
六
億

　
六
九
〇
〇
万
ペ
ソ
）
貸
出
貸
越
五
十
六
九
〇
〇
万
ペ
ソ
に
投
資
分
を
之

　
に
加
え
商
業
銀
行
は
八
億
七
七
〇
〇
万
ペ
ソ
の
金
融
を
司
っ
て
い
る

　
（
商
業
三
五
、
七
，
％
、
農
業
二
七
、
四
，
％
）
。

　
　
市
中
商
業
銀
行
は
銀
行
協
会
を
も
つ
が
預
金
利
子
協
定
は
な
く
、
貯

　
蓄
預
金
一
～
二
％
、
定
期
預
金
二
％
で
貸
出
利
率
は
法
定
最
高
率
は
年

　
一
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
中
小
企
業
へ
は
一
人
六
〇
〇

　
ペ
ソ
を
限
度
と
し
年
八
％
、
　
一
年
期
限
の
月
賦
返
済
貸
出
制
を
実
施
し

　
て
い
る
こ
と
で
あ
る
Q

　
　
（
2
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
五
一
年
に
黒
字
に
転
じ
た
貿
易
も
再
び
五
二
年
に

逆
調
し
、
民
間
資
本
も
巨
額
の
移
動
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
借
款
が
之

を
補
っ
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
一
時
も
ち
直
し
た
貿
易
収
支
も
再
び
逆
調
を
辿
り
一
九
五
二
年
八
月
に

は
複
数
為
替
レ
ー
ト
制
度
を
と
っ
た
結
果
、
一
九
五
三
年
五
－
＋
一
月
間

に
出
超
は
年
換
算
四
五
〇
〇
万
ド
ル
と
な
り
、
こ
の
間
、
併
し
外
貨
準
備

は
一
億
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
減
少
し
た
。
そ
し
て
ル
ピ
ア
の
自
由
市
場
相
場

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

1952一一1953

第35表　インドネシアのイソフン指標

1949－1950 1950－1951 1951－1952

一1，　786

　－575

－1，　211

462

510

－48

3，　655

　817

2，　838

3，　572

　368

3，　204

民聞所得（100万ルピア）

　A・輸出額の変化
　B．輸出税収の変i化
　C・直接輸出に基く民間所
　得の変化（A－B）
金　　　融（100万ルピア）

一1，　680

　2，　451

　　　3

1，　021

3，　071

　　358

　　1，　209

－1，　277

　　1，　323

　300

1，　504

　430

95160254

　D。通貨価格の変化
　E・インドネシア銀行の対
　　政府貸付残高の変化
　F・民間部門に対する銀行
　　貸付残高の変化

賃金・物価指数（前年謀100）

　G・エステート農業賃金率
　　の変化

　H．食糧価格の変化H．食糧価格の変化
P・輸入物資卸売価格の変
ｻ

1161

Q06

167

P38

105

X5

105

P06

Source　ECAFE年報。］．953．　p． 131．
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研
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は
空
前
の
下
落
（
一
九
五
三
年
五
月
に
は
一
ド
ル
ー
二
三
、

五
ル
ピ
ア
が
九
月
に
は
三
〇
ル
ピ
プ
と
な
っ
た
。
伺
公
定
レ

ー
ト
は
一
ド
ル
ー
－
一
一
、
四
八
ル
ピ
ア
で
あ
る
）
。
　
こ
の
外

貨
逼
迫
を
補
う
も
の
は
政
府
の
多
額
の
外
国
借
款
一
一
九

五
二
年
に
一
〇
億
ル
ピ
ア
以
上
一
で
あ
る
が
今
後
利
払
と

償
還
と
い
う
面
で
国
民
経
済
に
負
担
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
四
九
一
五
二
年
の
イ
ン
フ
ソ
の
影
響
は
第
三
十
五
表
の
如

く
で
あ
る
。

　
さ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
銀
行
、
金
融
制
度
は
ど
う
で
あ

・
ろ
う
か
。
中
央
銀
行
と
し
て
は
ジ
ャ
ヴ
ァ
銀
行
目
甲
掛
話

田
鼻
が
あ
る
。
一
八
二
八
年
設
立
以
来
、
一
九
四
九
年
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
独
立
に
至
る
迄
は
蘭
印
の
唯
一
の
発
券
銀
行
で
あ

っ
た
。
こ
の
銀
行
は
中
央
銀
行
機
能
を
果
す
と
共
に
広
汎
な

商
業
銀
行
業
務
も
行
っ
て
い
た
。
政
府
に
強
力
な
統
制
権
限

（
専
務
取
締
役
の
指
名
、
業
務
の
監
督
、
利
益
分
配
）
が
あ
り
、

ジ
ャ
ヴ
ァ
銀
行
は
そ
の
貸
出
、
再
割
、
公
定
歩
合
を
通
じ
て
信

用
の
コ
ス
ト
及
び
利
用
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
出
来
た
が
、

他
の
銀
行
の
政
策
や
業
務
を
統
制
し
た
り
監
督
し
た
り
す
る

直
接
的
な
権
限
は
な
か
っ
た
。
た
ぼ
、
こ
の
銀
行
の
授
信
業

務
は
そ
の
全
預
金
債
務
の
少
く
と
も
四
〇
％
に
等
し
い
額
の

金
準
備
が
必
要
な
り
と
法
定
さ
れ
て
い
た
。
　
一
九
四
九
年
十

二
月
の
独
立
に
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
銀
行
頃
導
げ
H
巳
。
昌
。
ω
口

に
改
編
さ
れ
国
有
化
の
方
向
を
と
っ
て
い
る
。

第36表　インドネシア銀行　（単位百万・レピア）

1954 1953

1　月 3　月 5　月 12　月 11　月 1　月

金 ユ，553 1，651 1，701 826
838 619

外国為替（純） 一399 一336 一306 21

、貸金と手形割引 447 542 616 433 544 739

政　　府　貸　　付 5，550 6，126 6，628 5，272 5，035 5，193

・

その他の資産 284 252 235 287 278 344

紙幣流通高 5，030 5，544 5，736 4，920 4，853 4，182

予　　金一一ECA 495 495 495 495 495 496

そ　　　の　　　他 1，429 1，544 1，258 1，383 1β57 1，429

その他の負債及び資
{

480 614 609 509 548 1，015

Source　：　Federal　Reserve　Bulletin．　1954．　Mar．　July．

　
政
℃
府
へ
の
貸
付
が

減
少
し
た
の
で
一
九

五
一
年
の
銀
行
の
民

間
部
門
へ
の
貸
付
を

一
一
一
五
〇
〇
〇
万

ル
ピ
ア
も
増
加
し

た
。
五
二
年
に
は
投

機
的
翰
入
を
根
絶
す

る
た
め
に
輸
入
業
者

の
運
転
資
金
を
吸
い

上
げ
た
が
銀
行
が
輸

入
業
者
へ
の
貸
付
を

、
五
］
t
五
二
年
に
か

け
て
三
嘆
三
三
〇
〇

ル
ピ
ア
増
加
熾
し
た
た

め
に
政
府
の
と
っ
た

措
置
は
、
相
殺
さ
れ

た
。
政
府
は
こ
の
た

め
に
一
九
五
三
年
三

月
に
現
金
鰻
登
額
を

七
五
％
に
引
上
げ
輸

入
業
務
に
対
す
る
銀

行
貸
付
の
制
限
を
指

示
し
た
。
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第37表インドネシアの通貨金融

1948 1949 1950 1951 1952
1952　　　　　　　　　　　　　　1953

皿　　皿　　1 皿　　皿　7月　8月

通貨供給（100万ルピア）

ｬ　　通　　通　　三

O　　金　　通　　貨

ﾝ付，手形割引（全銀行）

?寞竝s保有の金及び外
綜綜Y
?寞竝sによる対政府前
ﾝ中央銀行の政府壷金

　I

潤@．　，　　　　　　　　　　．　・　●

堰@l 「49「496

　　　　　　　　　　　　　　「　I

495

［　i　l

S95 P495」 495

国
際
洗
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

Source：ECAFE年報。1953・P・32・

独
立
当
時
は
ジ
ャ
ヴ
ァ
銀
行
は
総
裁
を
含
み
オ
ラ
ン
ダ
人
が
殆
ん
ど
多
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

と
そ
の
地
位
を
交
替
し
そ
．
し
て
銀
行
も
預
金
債
務
に
対
す
る
最
低
金
準
備
所
要
率
を
一
九
五

一
年
一
月
二
〇
％
と
し
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
赤
字
財
政
の
た
め
イ
ン
フ
レ
が
進
み
、
之
が
直
接
聞
接
に
輸
入
の
増

大
を
も
た
ら
し
た
。
強
力
な
貿
易
統
制
が
期
待
さ
れ
る
に
も
不
拘
、
民
閥
業
者
の
投
機
的
輸

入
は
減
少
し
て
い
な
い
。

　
　
（
3
）
イ
ン
ド
シ
ナ

　
カ
ン
ボ
ジ
ャ
・
ラ
オ
ス
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
過
去
七
年
の
内
戦
の
た
め
全
く
荒
廃
し
つ
く
し

イ
ン
フ
レ
は
昂
進
し
、
之
等
三
国
は
関
税
同
盤
を
も
つ
て
相
提
携
の
実
を
あ
げ
ん
と
は
し
て

い
る
も
の
の
、
こ
こ
二
年
の
貿
易
尻
は
著
し
く
悪
化
し
輸
入
は
輸
出
の
四
倍
に
及
ん
で
い
る
。

貿
易
収
支
の
赤
字
は
五
一
年
三
五
億
ピ
ア
ス
ト
ル
、
五
二
年
六
八
億
五
〇
〇
〇
万
ピ
ア
ス

ト
ル
に
達
し
、
通
貨
委
員
会
は
五
二
年
に
は
六
億
八
0
0
0
万
ピ
ア
ス
ト
ル
相
当
額
の
フ
ラ

ン
ス
・
フ
ラ
ン
を
保
有
す
る
の
み
で
あ
り
、
五
三
年
に
は
若
干
、
こ
の
準
備
額
は
増
加
し
た

が
、
之
は
一
九
五
三
年
五
月
一
〇
日
の
平
価
切
下
げ
の
資
産
再
評
価
の
結
果
で
あ
っ
て
、
一

九
五
三
年
十
月
末
の
外
貨
準
備
…
は
五
二
年
末
を
下
廻
っ
て
い
る
。
　
（
平
価
切
下
げ
で
イ
ン
ド

シ
ナ
・
ピ
ア
ス
ト
ル
一
対
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
一
七
よ
り
一
対
一
〇
と
な
っ
た
。
こ
の
切
下
げ

は
大
規
模
な
通
貨
投
機
と
資
本
逃
避
の
防
止
、
国
内
的
に
は
戦
費
負
担
か
ら
生
ず
る
フ
ラ
ン

ス
の
財
源
の
逼
迫
を
緩
和
さ
ぜ
る
必
要
に
基
く
）
併
し
平
価
切
下
げ
は
却
っ
て
物
価
の
騰
貴

を
も
た
ら
し
た
。
サ
イ
ゴ
ン
に
於
け
る
一
九
四
九
年
を
一
〇
〇
と
す
る
生
計
費
指
数
は
一
九

五
二
年
一
月
一
三
〇
、
同
年
十
二
月
に
は
一
五
一
、
↓
九
五
三
年
四
月
に
は
一
五
二
、
同
年
六

月
に
は
一
八
七
、
同
年
八
月
に
は
一
九
七
と
な
り
、
ラ
オ
ス
で
は
一
九
四
九
年
1
1
一
〇
〇
と
す

れ
ば
一
九
五
三
年
四
月
に
は
一
五
六
、
同
年
五
月
一
七
〇
、
六
月
に
は
一
八
八
と
な
り
、
プ
ノ

ン
ペ
ン
で
は
一
九
四
八
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
一
九
五
〇
年
八
月
一
一
八
、
五
一
年
五
月
一
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八
、
五
二
年
一
月
一
二
五
、
漸
次
こ
の
年
は
上
昇
を
つ
黛
け
五
二
年
十
二
月
に
は
一
四
〇
に
な
っ
た
。

　
銀
　
行
制
度

　
仏
印
が
フ
ラ
ン
ス
連
合
の
組
織
内
で
独
立
し
た
三
国
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
は
通
貨
規
制
の
新
制

度
設
立
を
促
し
た
。
こ
こ
で
は
永
年
、
商
業
銀
行
で
あ
る
イ
ン
ド
シ
ナ
銀
行
切
蓋
片
。
＝
巳
9
岳
葛

が
発
券
の
独
占
権
を
も
つ
て
い
た
が
一
九
五
二
年
一
月
、
新
し
い
発
券
銀
行
ぼ
・
。
怠
言
“
畠
、
国
巳
隆
8

が
設
立
さ
れ
る
や
そ
の
権
利
を
失
っ
た
。
こ
の
銀
行
は
発
券
業
務
の
外
に
、
外
国
為
替
の
取
引

（
フ
ラ
ン
ス
の
為
替
管
理
統
制
に
従
属
）
、
ゴ
．
一
国
の
貸
上
機
関
、
国
庫
代
理
業
務
を
行
い
、
他
の
銀

行
か
ら
預
金
を
受
入
れ
叉
貸
付
を
な
す
の
で
あ
る
。
発
券
銀
行
は
十
二
名
の
理
事
よ
り
成
る
理
事

会
の
支
配
下
に
あ
り
、
三
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
互
選
に
よ
り
総
裁
が
選
任
さ
れ
る
。
総
裁
は
代
表
理

事
を
指
名
す
る
（
之
は
銀
行
の
一
般
管
理
に
関
す
る
総
裁
の
権
限
の
一
部
叉
は
全
部
め
委
任
を
う

け
る
こ
と
が
出
来
る
）
。
　
各
連
邦
及
び
フ
ラ
ン
ス
よ
り
選
出
の
書
名
の
監
査
員
よ
り
成
る
委
員
会

が
監
査
を
し
て
各
政
府
に
報
告
書
を
出
す
。

発
券
銀
行
は
国
債
発
行
に
同
意
を
与
え
流
動
債
発
行
に
援
助
を
与
え
為
替
管
理
に
も
責
任
を
も

ち
、
一
般
銀
行
に
は
特
定
の
担
保
を
見
返
り
と
し
て
一
〇
日
期
限
の
貸
付
を
す
る
。
通
貨
は
三
国

別
々
の
意
匠
の
銀
行
券
を
発
行
の
形
を
と
る
。
之
は
公
定
相
場
で
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
と
交
換
さ

れ
る
。
発
券
の
準
備
は
五
〇
％
の
金
、
フ
ラ
ン
ス
・
．
フ
ラ
ン
叉
は
他
の
外
国
為
替
準
備
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
準
備
は
フ
ラ
ン
ス
国
庫
に
於
け
る
利
付
封
鎖
勘
定
の
形
で
保
有
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

正
常
な
為
替
取
引
遂
行
の
必
要
額
を
超
え
る
外
国
為
替
も
フ
ラ
ン
ス
国
庫
に
預
け
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
但
し
三
連
邦
が
他
国
よ
り
贈
与
と
し
て
直
接
受
取
つ
た
も
の
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
こ
の
銀
行
は
三
つ
の
自
治
国
に
ま
た
が
る
唯
一
の
中
央
銀
行
で
あ
る
の
で
政
治
的
に
も
極
め
て

デ
リ
ク
ー
ト
な
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
　
（
そ
れ
は
一
つ
は
連
邦
各
国
の
国
庫
に
対
す
る
運
上
権
限

で
、
田
上
総
額
は
流
通
通
貨
に
対
す
る
発
券
銀
行
債
務
の
三
三
％
に
等
し
い
金
額
に
制
限
さ
れ
て

い
る
。
営
業
初
期
は
こ
の
状
況
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
時
冊
の
経
つ
に
つ
れ
貸
上
総
額
は
発
券
銀

第38表　・fンドシナ（カソポジャ，ラオス，ヴェトナム）の通貨，金融　（10億ピアストル）

1醐1 墲P㎜1㎜
1952．

1952 1953層

皿 皿 1 E 皿 7月 8
月
一

9月

通　貨　供　給

@流通通貨

，　．　■ 10．92

V．67

　　1P0．7210．92
@　…
V，497．67

11．15

W．20

　　；
P1．2611．56
≠P3「a55

1
轍
　
　
1

11．44

W．43

11．56
P　8，55

預金通貨 3．25 3．23．3．25 2．94 3，123．01 3．08・ 3．00 3．01

（商業銀行のみ） 1．01 1．10 1．01 1．22 1．49 1．49 1．64， L47 1．48

商業銀行の貸付
発券機関所有の外
綜綜Y

0．68 0．51 0．68 0．88 0．91 0．89． 0．72　0．97
P

0．89

年利　率（％） 1
国庫証券利率

「21　　1

2
1

2
2
1

2
1

2 2
2
i

2

Source　EGAFE年…級．1953．　p．31

　　　　　　　　－214一



行
の
金
及
び
外
国
為
替
準
備
の
五
〇
％
に
制
限
さ
れ
る
。
貸
上
は
最
長
三

ケ
月
の
流
通
可
能
国
債
を
担
保
と
し
て
行
わ
れ
こ
の
期
限
は
更
薪
さ
れ
る
。

二
上
の
決
定
は
理
事
会
又
は
総
裁
、
融
資
希
望
国
理
事
及
び
然
ら
ざ
る

国
の
理
事
の
寸
心
よ
り
成
る
特
別
委
員
会
で
多
数
決
で
な
さ
れ
る
。
）
　
こ

の
外
に
発
券
銀
行
は
三
国
が
そ
の
経
済
開
発
実
施
に
当
っ
て
フ
ラ
ン
ス
で

使
用
す
る
資
金
を
貸
付
け
る
。
之
等
の
信
用
供
与
は
特
別
委
員
会
が
決
定
・

し
、
そ
の
金
額
は
供
与
希
望
国
の
一
九
五
一
年
よ
り
の
最
大
年
次
輸
出
額

の
二
〇
％
に
等
し
い
額
迄
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　
叉
発
券
銀
行
は
旧
イ
ン
ド
シ
ナ
国
庫
公
債
の
管
理
及
び
償
還
に
関
す
る

独
立
基
金
の
管
理
に
責
任
が
あ
り
、
理
事
会
の
満
場
一
致
の
議
決
で
こ
の

基
金
に
貸
付
を
す
る
。

（
附
註
）
　
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
予
算
申
三
国
へ
の
支
出
は
一
九
五
二
年
に
二
二
六
億

　
ピ
ア
ス
ト
ル
、
　
一
九
五
三
年
に
三
七
〇
億
ピ
ア
ス
ト
ル
で
米
国
の
援
助
は
公
定

　
為
替
レ
ー
ト
換
算
で
一
九
五
二
年
に
五
寸
ピ
ア
ス
ト
ル
、
　
一
九
五
三
年
に
八
億

　
ピ
ア
ス
ト
ル
で
あ
る
。

　
　
（
4
）
　
タ
　
　
　
イ

　
タ
イ
は
抑
々
豊
平
業
国
で
一
九
四
六
一
四
七
年
に
は
早
く
も
農
ぬ
采
生
産
は

戦
前
を
こ
し
、
農
業
生
産
全
体
で
は
一
九
五
一
一
五
二
年
度
に
於
い
て
、

一
九
三
四
一
三
八
年
平
均
の
一
四
七
％
に
達
し
た
。
タ
イ
の
工
業
は
輸

出
向
第
一
次
生
産
品
の
加
工
と
か
、
あ
る
種
の
国
内
消
費
財
の
生
産
に
限

ら
れ
て
い
る
。
投
資
活
動
は
政
府
民
間
共
、
相
当
活
愚
な
動
き
を
見
せ
て

い
る
。
米
の
世
界
的
不
足
と
そ
れ
に
伴
う
高
米
価
が
、
輸
出
が
引
続
き
延

び
た
原
因
で
、
一
九
五
一
年
に
は
輸
出
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
　
（
こ
の
時

は
ゴ
ム
と
錫
の
価
格
も
異
例
な
高
価
で
あ
っ
た
。
）
　
米
価
は
五
二
年
も
騰

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

勢
を
つ
ゴ
け
、
五
三
年
に
漸
く
軟
化
を
示
し
た
。
ブ
ー
ム
期
に
政
府
は
輸

入
を
促
進
し
、
外
国
為
替
取
引
に
自
由
市
場
を
認
め
る
措
置
を
講
じ
た
が

一
九
五
三
年
末
情
勢
の
悪
化
と
共
に
輸
入
の
量
的
制
限
を
実
施
し
た
。
貿

易
面
は
五
二
年
よ
り
赤
字
に
転
じ
（
物
資
及
び
サ
ー
ヴ
ィ
ス
面
）
、
莫
大
な

非
貨
幣
用
金
の
輸
入
が
行
は
れ
、
五
三
年
上
半
期
に
は
金
の
輸
入
が
貿
易

の
そ
れ
を
遙
に
上
廻
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
叉
、
サ
ー
ヅ
ィ
ス
関
係
の
赤

字
も
目
立
っ
て
増
加
し
た
。
タ
イ
は
米
の
輸
出
は
約
三
分
の
二
が
政
府
間

の
売
買
契
約
で
残
余
が
民
間
貿
易
で
あ
っ
て
、
こ
．
の
部
分
に
つ
い
て
は
輸

出
統
制
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
五
三
年
十
一
月
迄
は
タ
イ
は
量
的
輸

入
制
限
は
殆
ん
ど
せ
ず
複
数
為
替
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
い
た
。

　
即
ち
米
と
一
部
の
ゴ
ム
、
錫
の
輸
出
収
入
を
は
じ
め
大
部
分
の
輸
出
に

対
し
、
一
ボ
ン
ド
ー
－
三
五
バ
ー
ツ
の
公
定
レ
ー
ト
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、

輸
入
に
対
し
て
は
政
府
輸
入
品
に
し
か
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。
タ
イ
銀
行

は
そ
の
余
剰
外
貨
の
一
部
を
一
ボ
ン
ド
に
つ
き
四
五
バ
ー
ツ
の
レ
ー
ト
で

商
業
銀
行
に
売
却
し
、
各
種
の
輸
入
許
可
品
目
を
決
定
し
、
そ
の
買
付
に

使
用
さ
せ
た
。
一
九
五
三
年
二
月
、
政
府
は
タ
イ
銀
行
に
対
し
ポ
ン
ド
の

売
相
場
を
五
一
バ
ー
ツ
か
ら
四
五
バ
ー
ツ
に
下
げ
る
こ
と
即
ち
バ
ー
ツ
貨

一
三
・
三
％
の
引
上
げ
を
指
示
し
た
。
こ
の
結
果
ボ
ン
ド
輸
入
は
促
進
さ

れ
た
が
タ
イ
銀
行
と
し
て
は
新
レ
ー
ト
維
持
の
た
め
自
由
為
替
市
場
に
対

し
ポ
ン
ド
を
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
商
業
銀
行
の
売
相
場
は
幾
分
下

落
し
、
タ
イ
銀
行
は
資
本
移
動
と
海
外
送
金
に
対
し
一
九
五
二
年
五
月
為

替
管
理
の
実
行
に
追
い
こ
ま
れ
た
。
同
年
七
月
に
入
っ
て
商
業
銀
行
レ
ー

ト
は
タ
イ
銀
行
レ
ー
ト
に
近
ず
き
一
九
五
三
年
二
月
迄
安
定
を
示
し
た
。
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第39表　タイの国際取引　（100万ドル）

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

1949 1950 1951 1952 1953下半期

A・物資及びサービス 49．2 60．5 58．2 一17．8 一35．2

輸　　出　額f…　b・ 273．9 305．8 373．2 322．5 167．4

輸　入　額　αi・f・ 一193．3 一209．2 一272．3 一300．8 一173．2

貿　　易　　収　　支： 80．6 96．6 100．9 21．7 一5．3

非貨幣用金の移動（純） 一29．6 ＿29．6 一37。7 一29．4 一17．4

運賃及び保険料 ＿0．8 一〇．4 一〇．2 一3．1 一1．5

其の他のサービス（純） 一1。0 一6、1 一4、8 一7．0 ‘一 P0。5

B・民　　聞　贈　　与 6．7 3．3 0．2 一1．9

c・民間資本移動 o　o　， ●　冒　o

D・純誤差及び脱漏 ＿1．9 16．5 23．1 8．5 24．8

E・計（AよりDまで） 40．6 77．0 84．6 ＿9．1 一12．3

F・政　府　贈　与 ＿2．2 一2．6 一1．7 一〇，2
●　o　，

G・政府長期資本 一17．8 一〇．6 一65。7 52．3 4．7

借款：受入　額 一13．8
一

2．2 8．9 4．0

借款：償還額 ＿0．6 一〇．6 一1．3 ＿0．2 1．2

有　　価　　証　　券 一 一 ｝窺・ 43．6 1．9

其　　　の　　　他 一3．4 一　一

H・政府短期資本及び貨
ｼ用金

一19．8 一73．8 一17。2 一43．0 5．2

ポンド・バランス 一31．1 ＿55．2 20．4 35．2 33．8

ドル・バランス1 35．3 一21。8 一47．2 一80．2 18．4

　　　　　　1ｴの他の資酬 16．0 2．7 3．9 2．6 一102
負　　　　　　　債 一 『 一 一 ｝
貨　　幣　　用　　金 1生O h 一

5．7 一〇．6
一

Source：ECAFE年報．1953・P・5・

（
之
は
タ
イ
銀
行
が
商
業
銀
行
に
対
し
巨
額
の
ポ

ン
ド
売
り
を
行
っ
た
た
め
で
あ
る
。
）
　
術
、
金
の

輸
入
に
は
大
蔵
省
の
許
可
が
必
要
で
、
そ
の
支
払

に
は
自
由
市
場
で
買
入
れ
た
外
貨
が
あ
て
ら
れ
、

一
九
五
二
年
十
一
月
以
前
に
は
輸
入
は
許
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
金
輸
入
の
独
占
権
を
も
つ

シ
ン
ヂ
ク
ー
ト
（
一
二
主
要
銀
行
が
そ
の
主
要
株

主
と
な
り
若
干
の
金
の
大
取
扱
業
者
に
金
を
売
却

し
て
お
り
、
之
が
更
に
地
方
の
小
売
業
者
に
転
売

さ
れ
て
い
る
。
）
　
が
新
設
さ
れ
一
九
五
三
年
上
半

期
に
は
、
こ
の
一
三
を
通
じ
て
月
平
均
三
〇
〇
万

ド
ル
の
金
が
輸
入
さ
れ
た
。
最
近
の
国
際
収
支
の

悪
化
と
歳
入
の
減
退
に
よ
り
、
輸
入
税
引
上
法
．
木

が
一
九
五
三
年
九
月
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。
輸
出

の
低
下
に
よ
り
一
九
五
三
年
目
外
貨
事
情
は
悪
化

し
、
五
三
年
三
月
に
は
タ
イ
銀
行
は
ポ
ン
ド
為
替

売
却
の
対
象
品
目
を
減
少
し
、
バ
ー
ツ
の
自
由
相

場
は
こ
の
た
め
下
落
し
た
。
十
月
に
は
ボ
ン
ド
当

り
五
七
バ
ー
ツ
と
な
る
に
及
ん
だ
。

　
タ
イ
銀
行
は
蓄
積
し
て
き
た
在
外
流
動
資
産
の

一
部
を
割
き
一
九
五
一
年
に
世
界
銀
行
の
ポ
ン
ド

画
筆
六
四
〇
万
ド
ル
の
買
入
れ
に
使
用
し
た
。

（
こ
の
債
券
の
大
半
は
経
常
勘
定
が
赤
字
で
あ
る
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1953上半期

第40表　タイに於ける通貨膨脹及び収縮原因　（百万29・一一ツ）

1949 1950 1951’ 1952

国際収支勘定 523 756 728 一223 一440

為　替　利　潤 340 259 181 583 287

商業銀行の貸出増加 …
33 132 124 252

政　府　勘　定 29 一125 一713 一761 一748

通　貨　の　増発 226 860 940 『25 342

通貨供給高増加 3，107 3，967 4，907 4，932 1臥247

Source＝ECAFE年報．1953。　p．205．

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
敏
的
研
究

に
も
不
拘
、
タ
イ
銀
行
の
在

外
流
動
資
産
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
見
て
一
九
五
二
年
に
．

売
払
わ
れ
て
了
つ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
）
　
一
九
五
三

、
年
上
半
期
の
外
貨
準
備
…
は
、

一
九
四
八
年
以
降
僅
か
乍
ら
、

は
じ
め
て
減
少
を
示
し
た
。

　
（
タ
イ
は
一
九
四
九
年
五
月

国
際
通
貨
基
金
に
加
入
し
て

い
る
が
外
国
為
替
相
場
は
非

常
に
複
雑
で
あ
る
。
公
定
レ

ー
ト
は
一
ド
ル
ー
一
二
・
五

〇
バ
ー
ツ
、
　
一
ポ
ン
ド
鷲
一
二

五
バ
ー
ツ
で
、
市
場
レ
ー
ト

は
一
ド
ル
ー
一
八
バ
ー
ツ
、

一
ボ
ン
ド
ー
五
〇
バ
ー
ツ
で

一
バ
ー
ツ
ー
二
〇
円
で
政
府

輸
入
と
米
、
ゴ
ム
、
錫
の
輸

出
に
は
米
は
一
〇
〇
％
、
ゴ

ム
、
錫
は
二
五
％
に
当
る
も

の
を
公
定
比
価
で
政
府
が
強

制
的
に
買
上
げ
る
Q
輸
入
は

第41表　タイの通貨及び金融　（100万バーツ）

7月塵1一「9E

　　　I
”1　”V’
’””1吹

　　’”1　’”

2，　268　2，　368

　　．．．1　’　．．．

4，　158，4，　046

2．　22’　2．　26

220

615

1．　05

242

640

10．　2

2．　342
　’

4，　193

2．　24

　248

　630
0．　98

1953

　皿

14，　932

3，　678

1，　254

1，201

1953
　皿

1953
　亙

lg4s　hg4g lgso　l　lgsl 　　　　　1952119531・952皿1

2，　328，2，　326，2，　397

　　　　1

、，、；翫。i諺：溜

2．　19
　’

261

102

396

0．　30

　　　…」？・　？Zl

　　　I：iil　zgi

　　　　t

l・　E99L　AL’l1

2，　561’2，　328

，1　36sl　’　．．．

41　5SII，．　i26

　　　　　　　　　1＝一一一1　　　　1
？・？9Zt・29Zl・？？？ifl・9？9

3’鑑11：i！lii：鑑ξ：1謬

sg2i　’　741111　201111　2s1

2．　24

220

615

1．　05

2．　25

251

2．　22

251

？・　9iZZ・　？Zgi？・　999

zl　g？szl　2：：izl　z：g

2．　16i

161

108’

2．　17

261

－102一1021
56g1

　　　［

O．　30

199i

。駕i

　761

3681

0．　65

540

0．　93

2．　10

166

118

423

1，　544

1，　973

3，　641

2．　02

155

116

317

－　一　一

12，　88113，　lo7

i2，　205，2，　3642．　364
　’

　　743

　547

1，112

1，　447

2，　578

2．　02

142

119

394

”
／

　　676

　414

　　774

2，　180

1．　32

18

150

392

　
高
貨
業
　
換
出
外
　
　
率
　
　
有
有
預
　
高

識
画
品
交
熱
論
債
簿
白

魚
撫
畿
利
醐
国
警

通
　
　
二
刀
　
　
タ
国
年
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
金
政

Source：EGAFE年報1953・P・33・
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国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

武
器
等
の
禁
止
品
目
を
除
き
自
由
で
あ
る
が
、
民
生
安
定
の
た
め
に
タ
イ

銀
行
よ
り
輸
入
外
貨
の
割
当
を
う
け
た
時
は
特
殊
の
輸
入
レ
ー
ト
即
ち
一

ド
ル
ー
一
六
・
五
バ
ー
ツ
、
　
一
ポ
ン
ド
ー
四
五
・
四
五
バ
ー
ツ
が
適
用
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
為
替
レ
ー
ト
の
外
に
関
税
徴
収
に
際
し
て
は
税
関
レ

ー
ト
と
い
う
毎
月
発
表
の
1
一
ド
ル
ー
一
七
・
四
七
バ
ー
ツ
ー
レ
ー

ト
が
あ
る
。
）

　
国
際
収
支
の
ブ
ー
ム
期
の
黒
字
は
米
の
政
府
輸
出
と
複
数
レ
ー
ト
制
を

通
じ
て
巨
額
の
輸
出
収
入
が
政
府
米
穀
局
に
納
め
ら
れ
る
と
共
に
タ
イ
銀

行
の
為
替
利
潤
（
ポ
ン
ド
三
五
バ
ー
ツ
の
買
レ
ー
ト
と
四
五
バ
ー
ツ
の
売

レ
ー
ト
の
差
額
）
は
出
超
か
ら
撒
布
さ
れ
る
通
貨
量
を
減
少
さ
せ
、
一
応

経
済
の
安
定
を
保
つ
た
が
五
〇
1
五
一
年
に
か
け
イ
ン
フ
レ
が
甚
し
く
な

り
国
際
収
支
も
緊
張
し
、
財
政
が
赤
字
に
転
ず
る
と
タ
イ
銀
行
の
為
替
利

潤
は
増
大
し
、
赤
字
を
い
く
ら
か
相
殺
し
た
。

　
．
金
融
制
度

　
（
一
）
　
中
央
銀
行
守
鼻
。
隔
日
冨
監
巳

　
中
央
発
券
銀
行
で
、
こ
の
銀
行
の
発
行
す
る
バ
ー
ツ
は
一
．
九
五
三
年
七

月
末
に
は
四
一
億
二
六
〇
〇
百
万
バ
ー
ツ
で
あ
る
が
、
発
行
高
は
こ
こ
二
、

三
年
安
定
し
て
お
り
預
金
も
漸
次
増
加
し
て
い
る
。
卸
売
物
価
指
数
、
生

計
費
指
数
は
第
四
十
二
表
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
物
価
は
安
定
し
て
い
る

の
に
生
計
費
は
僅
か
乍
ら
年
々
高
騰
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

　
中
央
銀
行
は
外
国
為
替
操
作
に
つ
い
て
は
実
権
を
も
つ
て
い
な
い
現
状

で
あ
る
。

　
（
二
）
　
ア
ジ
ア
・
ト
ラ
ス
ト
A
四
社

第42表

郷売物価 生計費

1950．12 102 100

51．12 107 106

52．12 109 122

53．3 105 127

53．6 103 131

1948　：＝一；一　100

　
タ
イ
の
経
済
の
実
権
は
華
僑
に

掌
握
を
さ
れ
て
い
る
が
、
外
国
為

替
に
関
す
る
限
り
潔
白
臣
の
経
営

す
る
ア
ジ
ア
・
ト
ラ
ス
ト
会
社
が

支
配
力
を
も
つ
て
い
る
。
タ
イ
に

は
も
と
信
関
と
称
す
る
華
僑
経
営

の
送
金
取
扱
機
関
が
あ
り
、
之
が

大
陸
の
故
郷
迄
も
出
稼
華
僑
の
手

紙
の
配
達
を
行
っ
た
り
し
て
便
宜

を
は
か
っ
て
い
た
が
、
　
一
九
五
三
年
に
入
り
タ
イ
政
府
は
之
を
閉
鎖
さ
せ

前
記
ア
ジ
ア
・
ト
ラ
ス
ト
会
社
に
こ
の
業
務
を
継
承
さ
せ
た
。

　
（
三
）
商
業
銀
行

　
タ
イ
の
地
元
商
業
銀
行
は
華
僑
経
営
又
は
タ
イ
入
経
営
が
多
い
が
、

夫
等
は
コ
ン
ブ
ラ
ド
i
（
買
辮
）
を
用
い
て
い
る
。
経
済
発
展
が
低
位
の
た

め
に
銀
行
機
能
は
一
般
大
衆
の
も
の
と
な
っ
て
居
ら
ず
、
貯
蓄
の
観
念
も

薄
い
。
預
金
は
夫
々
の
買
欝
の
媒
介
に
よ
り
蒐
集
さ
れ
、
貸
金
に
つ
い
て

も
同
様
で
借
手
は
貸
出
金
利
と
買
辮
の
手
数
料
と
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
最
高
貸
出
金
料
は
年
一
五
％
で
あ
る
。
書
壇
は
銀
行
に
一
定
額
の
保

証
金
を
積
み
自
ら
の
危
険
で
貸
出
を
行
う
建
前
で
あ
る
が
、
問
題
が
生
じ

た
時
の
支
払
能
力
に
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
山
畑
を
用
い
る
場
合
に
は

そ
の
銀
行
の
性
格
は
買
辮
の
勢
力
範
囲
に
限
ら
れ
、
貸
出
も
一
方
に
偏
す

る
う
ら
み
が
多
い
の
で
、
漸
次
買
辮
と
の
関
係
よ
り
独
立
せ
ん
と
す
る
気

運
に
あ
る
。
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預
金
は
当
座
預
金
に
対
し
て
も
0
・
五
－
一
％
の
利
息
が
つ
き
、
普
通

預
金
二
％
、
一
年
定
期
四
％
で
預
金
利
率
協
定
は
見
ら
れ
な
い
。
当
座
預

金
は
こ
二
億
三
五
〇
〇
万
バ
ー
ツ
、
定
期
預
金
は
一
億
二
三
〇
〇
百
万
バ

ー
ツ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
タ
イ
で
は
財
産
は
金
・
銀
の
買
入
れ
に
向
け

ら
れ
る
の
で
バ
ン
コ
ッ
ク
の
目
ぬ
き
に
は
必
ず
金
銀
匠
㎝
巳
山
－
弩
穿
が
あ

る
。
蓄
蔵
の
効
用
の
大
き
い
社
会
と
い
う
金
銀
財
産
崇
拝
の
前
資
本
主
義

的
な
金
融
機
関
と
、
近
代
的
な
金
融
機
関
た
る
外
国
銀
行
の
混
在
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
タ
イ
の
金
融
市
場
の
特
異
性
が
あ
る
い
え
よ
う
。

（
附
註
）
　
タ
イ
の
貿
易
事
情
に
は
柴
田
教
授
「
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業

　
構
造
」
国
際
経
済
研
究
年
報
皿
参
照

　
　
（
5
）
　
香
　
　
　
港

　
一
盛
を
極
め
た
香
港
島
も
米
国
の
対
共
禁
輸
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
香
港

よ
り
の
買
付
停
止
の
た
め
に
薄
暮
迫
る
の
感
が
非
常
に
強
い
。
こ
の
こ
と

は
本
質
的
に
は
香
港
が
仲
継
港
で
あ
っ
た
事
に
に
起
因
す
る
。

　
香
港
の
特
質
は
華
僑
の
資
本
的
支
配
と
自
由
為
替
市
場
の
存
．
在
で
あ
る
。

（
臣
①
b
u
磐
冨
さ
§
二
士
楓
。
。
団
ω
8
目
。
｛
爵
①
9
喜
陣
①
。
・
娼
や
悼
H
凸
。
。
）
勿

論
公
定
為
替
相
場
は
厳
存
す
る
。
併
し
公
定
相
場
は
自
由
相
場
の
動
ぎ
に

関
連
し
て
決
定
さ
れ
る
。
一
九
四
三
年
七
月
二
十
八
日
公
定
相
場
は
バ
ン

ク
・
セ
リ
ン
グ
一
香
港
ド
ル
ー
一
志
二
片
十
六
分
の
十
三
と
さ
れ
て
い
る
。

米
ド
ル
に
対
し
て
は
公
定
は
一
ド
ル
ー
香
港
ド
ル
五
・
七
で
あ
る
。
自
由

市
場
は
一
九
五
二
年
三
月
六
・
六
四
ド
ル
に
な
っ
た
が
、
五
三
年
末
で
は

六
ド
ル
、
一
ポ
ン
ド
ー
十
六
香
港
ド
ル
で
日
本
円
と
の
相
場
は
一
香
港
ド

ル
ー
六
十
円
と
な
る
。
毎
日
、
交
換
所
で
金
・
銀
の
相
場
、
為
赫
レ
ー
ト

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

1953

第43表香港の通貨及び金融

19481949！195011951 1952
1952

7

皿 皿 1 豆 皿 7月

通貨供給（100万香港ドル）

ﾊ貨流通高（銀行券のみ）
閨
@
　
形
　
　
交
　
　
換
1

783

U89P

802　　808
X17ﾝ19911・5061

1800P　802

P，195

　798

P，276

　802

P，244

　801

P，111

　801

P，033

803

X33

　801

P，014i

ECAFE年報1953．　p．32．

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
香
港
ド
ル
の

バ
ッ
ク
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
で
あ
る
の

で
歴
史
的
に
も
現
実
に
も
民
衆
の
信

認
は
厚
く
、
勢
い
、
周
辺
諾
国
の
通

貨
が
不
安
と
な
る
と
保
蔵
の
対
象
と

な
る
。
香
港
ド
ル
は
島
上
銀
行
、
マ

ー
カ
ン
タ
イ
ル
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀

行
が
発
券
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
併
し
こ
の
申
で
は
香
上
九
四
・

五
％
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
五
％
、
マ
ー

カ
ン
タ
イ
ル
0
・
、
五
％
で
断
撚
、
香

上
銀
行
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

　
省
、
　
一
九
五
〇
一
五
年
の
ピ
ー
ク

時
に
は
貿
易
総
額
は
九
三
億
五
〇
〇

〇
万
香
港
ド
ル
に
達
し
た
。

　
（
附
誰
）
　
香
港
に
つ
い
て
は
柴
田
教
授

　
論
文
「
香
港
貿
易
の
性
格
」
（
国
際
経

　
済
研
究
年
報
亜
）
及
び
矢
尾
教
授

　
　
「
東
薗
…
ア
ジ
ア
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ

　
ン
」
国
際
経
済
研
究
年
報
皿
が
あ
り
、

　
更
に
晶
墨
書
バ
ン
カ
ー
（
目
ず
Φ
　
】
W
餌
目
犀
O
円
）

　
　
の
植
民
地
金
融
制
度
目
げ
。
⇔
σ
導
犀
①
凝

　
目
8
①
訂
曙
q
∩
巻
器
ヨ
。
＝
冨
O
o
δ
三
β

　
H
o
α
。
。
及
び
駒
・
。
D
・
。
。
仁
。
岩
β
b
」
四
鉢
ぎ
q
Q

　
ぎ
　
H
げ
⑦
　
し
◎
鼠
鼠
ω
げ
　
∩
o
ヨ
ヨ
。
冨
毛
①
巴
爵
》

　
H
ゆ
㎝
卜
0
9
℃
や
群
ト
っ
H
I
念
9
が
あ
る
。
・
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第44表　香港に於ける銀行による発券高

国
際
流
動
性
準
備
変
動
の
地
域
的
研
究

十二月三十日現在 金流通高＄
スターり》・グ価
i正常レート）£

1930 143，160，660 8，102，194

1931 163，475，071 11，428，773

32 170，355，831 10，647，239

33 169，908，151 12，069，347

34 166，054，087 13，447，981

35 148，539，794 9，594，661

36 157，457，032 9，774，587

37 232，505，636 14，427，303

38 240，280，736 14，907，869

39 226，666，680 14，064，843

40 231，745，469 14，379，669

41 287，213，276 17，951，455

42 277，712，816 17，357，051

43 274，675，504 17，167，219

44 274，659，776 17，】．66，236

415 289，380，441 17，961，271

46 459，036，534 28，418，890

47 675，311，638 41，805，843

48 1　　783・206・709 48，950，419

　
当
初
ア
ジ
ア
全
域
に
亘
る
為
替
金
融
事
杉
並
に
そ
の
制
度
の
考
察
を
志
し

た
が
、
本
稿
は
ス
タ
ー
リ
ジ
グ
地
域
以
外
の
地
域
の
動
向
を
探
る
に
止
め
、

次
稿
に
於
い
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
増
量
を
完
う
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

Source：　Monetary　System　or　the　Colonies．　p．　25．

五
　
結

言

　
以
上
の
分
析
よ
り
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
於
け
る
戦
後
の
経
済

構
造
の
変
動
に
基
く
貿
易
の
推
移
｝
↓
金
・
ド
ル
弘
準
備
の
変
動
を
老

察
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
等
地
域
へ
の
資
本
輸
出
は
今
後
も
一
層

つ
§
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
Q
ア
メ
リ
カ
経
済
を
中
心
と
す
る
景
気

後
退
も
一
応
の
危
機
線
を
ご
く
短
期
的
に
は
回
避
す
る
か
に
見
え

る
と
共
に
眼
を
転
じ
て
西
欧
経
済
の
著
し
い
回
復
は
E
P
U
機
構

の
巧
妙
な
運
用
に
あ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
イ

ギ
リ
ス
経
済
の
回
復
ー
ボ
ン
ド
自
由
交
換
化
へ
の
胎
動
、
ド
イ

ツ
経
済
の
驚
異
的
発
展
～
マ
ル
ク
の
交
換
性
の
回
復
の
主
張
、

イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
を
契
機
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
経
済
の
再
建
案
に
よ

っ
て
、
高
等
地
域
の
経
済
的
実
力
は
日
毎
に
増
強
さ
れ
て
行
く
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
不
拘
、
ア
ジ
ア
に
於
け
る
低
所
得
国
の
地
位

は
改
善
さ
れ
ず
之
等
の
国
々
へ
の
市
場
開
拓
は
熾
烈
と
な
り
之
と

平
行
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
民
族
主
義
的
気
運
は
経
済
的
要
請
を
高

揚
さ
せ
る
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
両
者
は
関
連
を
も
た
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
の
貿
易
自
由
化
の
た
め
に
は
東
南
ア
ジ
ア

決
済
同
盟
が
構
想
さ
れ
E
P
刀
の
成
功
の
軌
を
歩
ま
ん
と
す
る
も

東
南
プ
ジ
ア
経
済
自
体
の
も
つ
与
件
の
西
欧
経
済
と
の
距
り
は
之

を
直
ち
に
実
現
す
べ
く
も
な
い
。
唯
一
つ
の
国
際
決
済
手
段
と
し

て
の
金
の
保
有
高
の
向
上
を
め
ぐ
っ
て
資
本
主
義
的
後
進
国
、
及

び
先
進
国
の
対
策
は
激
し
さ
を
加
え
る
。

一一　220　一．



國
際
分
業
に
つ
い
て

片

野

彦

二

　
一
、
啓
牽
制
的
経
済
に
お
け
る
交
換
－
物
的
再
生
産
を
行
う
輝
国
制

的
に
特
殊
な
形
態
と
し
て
の
交
換
が
生
産
手
段
の
私
有
と
分
業
（
個
別
的

分
業
と
社
会
的
分
業
）
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
盗
本

制
的
国
民
経
済
間
に
お
け
る
国
際
交
換
は
各
国
聞
の
国
際
分
業
（
分
業
の

国
境
を
越
え
て
推
し
進
め
ら
れ
た
も
の
）
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
本
稿

は
こ
の
国
際
分
業
の
原
因
一
1
誘
因
を
分
析
す
る
と
共
に
、
そ
れ
が
ど
の
様

に
実
現
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
扱
う
。

　
国
際
分
業
の
原
理
は
従
来
、
「
比
較
生
産
費
説
」
で
以
て
説
か
れ
て
来
た
。

そ
れ
は
ま
ず
り
カ
ー
ド
ウ
の
古
典
的
例
示
に
始
ま
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、

国
際
分
業
原
理
と
し
て
の
比
較
生
産
費
原
理
は
、
労
働
（
時
間
）
費
用
を

尺
度
と
す
る
二
国
二
財
の
生
産
費
関
係
を
と
り
上
げ
、
ま
つ
比
較
生
産
費

差
に
基
く
国
際
痙
攣
の
方
回
の
決
定
を
取
り
上
げ
、
次
い
で
比
較
生
産
費

差
の
意
義
を
求
め
、
更
に
国
際
癌
化
に
因
る
利
益
の
発
生
を
考
慮
す
る
。

こ
の
比
較
生
産
費
原
理
は
、
そ
の
後
何
れ
の
方
向
に
展
開
せ
し
め
ら
れ
た

に
せ
よ
、
貿
易
理
論
の
支
柱
と
し
て
認
め
ら
れ
て
来
た
。
そ
の
一
つ
ぱ
、

近
代
理
論
経
済
学
的
に
展
開
せ
ら
れ
た
流
れ
で
あ
り
、
今
一
つ
は
マ
ル
ク

ス
経
済
学
的
に
国
際
価
値
論
の
支
柱
と
し
て
扱
か
わ
れ
て
来
た
流
れ
で
あ

る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
労
働
価
値
説
H
勇
働
（
時
聞
）
価
値
尺
度
を
容

認
し
な
い
必
然
の
結
果
と
し
て
国
際
的
に
共
通
な
生
産
費
の
尺
度
を
失
い
、

そ
れ
を
迂
回
し
よ
う
と
し
て
選
択
理
論
に
拠
点
を
求
め
た
。
本
稿
に
お
い
、

て
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
詳
し
い
議
論
は
回
避
す
る
。

　
労
働
価
値
説
を
主
導
原
理
と
す
る
後
者
に
お
い
て
は
、
比
較
生
産
費
原

理
は
国
際
価
値
論
の
支
柱
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
に

よ
る
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
点
と
し
て
新
ら
し
い
展

開
を
示
す
。
し
か
し
、
そ
の
様
に
展
開
せ
し
め
ら
れ
た
国
際
価
値
説
に
墓

い
て
、
国
際
分
業
は
ど
の
様
に
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
？
・
。
本
稿
の

主
要
な
論
議
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る
。
か
く
七
て
述
べ
ら
れ
る
そ
の
後
の
議

論
は
、
国
際
分
業
の
実
現
の
方
向
、
そ
の
原
因
H
誘
因
及
び
そ
れ
に
よ
る

利
益
、
そ
し
て
更
に
、
そ
の
様
な
実
現
の
過
愁
に
お
い
て
、
比
較
生
産
費

原
理
は
ど
の
様
に
潜
在
す
る
か
？
　
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
§
あ
る
。

二
、
資
本
制
的
交
換
が
生
産
手
段
の
私
有
と
分
業
と
に
よ
り
必
要
と
な
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国
際
分
業
に
つ
い
て

る
様
に
、
国
際
交
換
は
、
分
業
が
国
境
を
越
え
て
推
し
進
め
ら
れ
る
場
合

に
現
わ
れ
る
。
だ
が
こ
の
問
題
は
歴
史
的
な
問
題
で
あ
り
、
ど
の
様
な
国

が
、
ど
の
様
な
時
代
に
お
い
て
、
ど
の
様
な
時
代
に
お
か
れ
た
ど
の
様
な

国
と
国
際
交
換
を
す
る
に
到
り
、
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
、

資
本
主
義
的
発
展
の
具
体
的
条
件
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
レ
ー
ニ
ン
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
国
に
乏
っ
て
の
国
外
市
場
の
必
要

　
は
、
次
の
三
つ
の
歴
史
的
事
情
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
第

　
一
に
、
盗
本
主
義
が
た
§
国
家
の
境
界
外
に
出
る
と
こ
ろ
の
広
汎
に
発

　
　
　
　
　
　
あ
　
　
も

　
催
し
た
商
ロ
m
流
通
の
結
果
と
し
て
の
み
現
わ
れ
る
と
い
う
事
に
よ
っ
て

　
…
…
第
二
に
…
…
相
互
に
「
市
場
と
し
て
」
役
立
つ
と
こ
ろ
の
種
々
の

　
産
業
部
門
は
均
等
に
発
展
す
る
も
の
て
は
な
く
、
相
互
に
追
越
し
合
う
、

　
而
し
て
一
層
発
展
し
た
産
業
は
、
国
外
市
場
を
求
め
る
（
事
に
・
よ
つ

　
て
）
…
…
第
三
に
…
…
資
本
家
的
企
業
は
不
可
避
的
に
土
地
共
有
体
、

　
地
方
市
場
、
州
、
そ
れ
か
ら
ま
た
国
家
の
境
界
を
越
え
る
。
而
し
て
国

　
家
の
孤
立
性
と
閉
塞
性
は
、
す
で
に
商
晶
流
通
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
か

　
ら
、
各
々
の
資
本
家
的
産
業
部
門
の
自
然
的
傾
向
は
、
黒
黒
を
国
外
市

　
場
を
捜
索
す
る
必
要
え
と
導
く
（
事
に
よ
り
）
…
…
決
定
さ
れ
る
。
」

　
（
レ
ー
ニ
ン
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
」
、
大
由
岩
雄
・
西

　
雅
雄
共
訳
、
　
上
巻
、
　
山
公
四
一
六
六
頁
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
分
業
が
国
境
を
越
え
て
推
し
進
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
ど

の
様
な
事
態
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
か
？
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
　
一
つ
の
国
民
経
済
の
内
部
に
お
い
て
諸
商
品
の
相
対
価

値
を
丈
配
す
る
規
則
1
1
価
値
法
則
は
、
そ
の
ま
瓦
で
は
、
二
国
も
し
く
は

そ
れ
以
上
の
国
の
聞
に
交
換
さ
れ
る
諸
商
品
の
相
対
価
値
を
支
配
す
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か
N
る
考
え
方
の
背
後
に
は
、
明
ら
か
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

盗
本
主
義
の
歴
史
的
な
発
展
の
度
合
を
等
し
く
す
る
か
、
ま
た
は
異
に
す

へ

る
各
種
の
国
民
的
価
値
体
系
の
共
存
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
事
は
最
初
、
リ
カ
ー
ド
ウ
に
よ
っ
て
注
意
さ
れ
た
。
　
「
一
国
内

　
に
お
い
て
諸
貨
物
の
相
対
価
値
を
支
配
す
る
同
じ
規
則
は
、
二
国
若
し

　
く
は
其
以
上
の
国
の
間
に
交
換
せ
ら
れ
る
諸
貨
物
の
相
対
価
値
を
支
配

　
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
（
∪
・
国
手
乙
『
津
ぎ
。
乾
①
。
・
。
｛
剛
島
口
。
鑑

　
国
8
昌
。
日
図
p
巳
日
舞
巴
。
昌
・
小
泉
信
三
訳
「
経
済
学
及
課
税
之
原
理
」

　
一
一
八
頁
）
。
　
こ
の
命
題
を
基
と
し
て
リ
カ
ー
ド
ウ
は
次
の
様
な
原
理

　
を
考
え
る
。
　
「
英
吉
利
は
、
羅
紗
を
生
産
す
る
に
は
一
年
間
一
〇
〇
人

　
の
労
働
を
要
し
、
叉
葡
萄
酒
を
醸
造
せ
ん
と
試
み
た
な
ら
ば
、
同
一
の

　
時
間
に
亙
っ
て
一
二
〇
人
の
労
働
を
要
す
る
が
如
き
事
清
の
下
に
あ
る

　
も
の
と
し
よ
う
。
従
っ
て
、
英
吉
利
は
葡
萄
酒
を
輸
入
し
、
而
し
て
羅

　
紗
の
輸
出
に
依
っ
て
之
を
購
う
こ
と
を
利
益
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
ま

　
た
）
葡
萄
牙
に
於
て
葡
萄
酒
を
生
産
す
る
に
は
、
一
年
間
僅
か
に
八
0

　
人
の
労
働
を
要
し
、
叉
同
じ
国
に
お
い
て
羅
紗
を
生
産
す
る
に
は
、
同

　
時
間
に
亙
っ
て
九
〇
人
の
労
働
を
要
す
る
も
の
と
し
よ
う
。
従
っ
て
、

　
葡
萄
牙
に
取
っ
て
は
、
羅
紗
と
交
換
に
葡
萄
酒
を
輸
出
す
る
の
が
有
利

　
で
あ
ろ
う
。
此
交
換
は
、
葡
萄
牙
の
輸
入
す
る
貨
物
が
、
葡
萄
牙
に
於

　
て
、
英
吉
利
に
於
け
る
よ
り
も
少
量
の
労
働
を
以
て
生
産
せ
ら
れ
う
る

　
場
合
に
お
い
て
も
、
猶
矢
張
り
行
な
は
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
葡
萄
牙
は

　
羅
紗
を
九
〇
人
の
労
働
を
以
て
造
り
得
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
猶
此
国
は
、
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其
を
其
生
産
に
一
〇
〇
人
の
労
働
を
要
す
る
国
か
ら
輸
入
す
る
で
あ
ろ

う
。
何
と
な
れ
ば
、
葡
萄
牙
に
取
っ
て
は
、
其
資
本
の
一
部
分
を
葡
萄

栽
培
か
ら
羅
紗
の
製
造
に
割
い
て
生
産
し
う
べ
き
ょ
り
も
、
一
層
多
く

．
の
羅
紗
を
英
吉
利
か
ら
交
換
し
来
る
べ
き
、
葡
萄
酒
の
生
産
に
其
資
本

を
投
ず
る
方
が
一
層
有
利
た
る
べ
き
を
以
て
ゴ
あ
る
。
L
（
空
S
睡
。
…
。
唱
・

6
陣
プ
小
泉
訳
、
一
一
九
一
一
二
〇
頁
）
。

　
こ
の
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
ヨ
リ
低
廉
に
生
産
し
う
る
も
の
を

自
国
用
並
び
に
輸
出
向
に
生
産
し
、
外
国
で
ヨ
リ
低
廉
に
生
産
し
う
る

も
の
を
外
国
よ
り
輸
入
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
い

て
も
同
じ
こ
と
が
妥
当
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
こ
エ
で
は
、

国
際
分
業
の
方
向
の
決
定
は
、
要
す
る
に
、
一
商
品
に
つ
い
て
の
生
産

費
を
内
外
に
つ
い
て
比
較
す
る
だ
け
で
な
く
、
更
に
こ
の
比
較
は
、
他

の
商
品
に
つ
い
て
の
内
外
比
較
と
の
比
較
で
以
て
補
な
わ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
が
結
論
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
比
較
さ
れ
る
の
は
生
産

費
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
生
産
費
の
比
率
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国

際
特
認
が
方
向
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
先
の
り
カ
ー
ド
ウ
の

例
を
と
り
上
げ
て
み
れ
ば
、

英
国
一
年
間
の
労
働
量

　
ラ
シ
ャ
一
単
位
に
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
人

　
ブ
ド
ウ
酒
一
単
位
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
デ
年
間
の
労
働
量

　
ラ
シ
ャ
一
単
位
に

　
ブ
ド
ウ
酒
一
単
位
に

国
際
分
業
に
つ
い
て

一
二
〇
人

九
十
人

八
十
人

に
お
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
羅
紗
に
つ
い
て
の
生
産
費
優
位
叡
即
を

ブ
ド
ウ
酒
に
つ
い
て
の
生
産
優
位
率
と
比
較
し
て
贈
。
〈
難
。
で

あ
る
か
ら
左
辺
の
分
子
に
特
化
し
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
は
二
選
晶
共
に
絶

対
的
に
柴
利
で
あ
・
が
、
劣
位
の
小
を
示
す
悪
く
籠
の
左
辺

の
分
子
に
特
化
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の
原
理
は
、
リ
カ
ー
ド

ウ
以
来
、
「
比
較
生
産
費
の
原
理
」
の
名
の
下
に
、
そ
の
後
の
貿
易
理
論

の
支
柱
を
な
し
て
来
た
。
そ
の
発
展
の
跡
を
詳
細
に
辿
る
こ
と
は
こ
瓦

で
は
回
避
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
概
略
の
み
を
述
べ
れ
ば
次
の
如
く
で

あ
る
。

　
リ
カ
τ
ド
ウ
に
よ
り
最
初
に
考
え
ら
れ
た
原
理
は
、
労
働
価
櫨
説
の

プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
型
と
し
て
の
労
働
費
用
説
で
あ
り
、
各
国
の
生
産
費

は
す
べ
て
労
働
に
還
元
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
リ
カ
ー
ド

ウ
は
、
一
切
の
財
の
生
産
費
に
共
通
し
た
公
分
母
を
見
出
す
為
に
、

（
1
）
生
産
の
限
界
一
耕
境
に
お
け
る
生
産
費
を
以
て
計
算
の
基
礎
と

し
（
か
く
し
て
地
代
は
除
去
さ
れ
る
）
、
（
2
）
各
範
疇
の
労
働
の
夫
々

の
間
に
固
定
関
係
を
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
り
（
相
対
的
報
酬
率
は
固
定

せ
る
も
の
と
前
提
さ
れ
る
か
ら
、
も
し
一
労
働
者
の
賃
金
が
他
の
労
働

者
の
二
倍
な
ら
ば
、
前
者
の
一
労
働
日
は
後
者
の
二
労
働
日
に
等
し
い
。

か
く
の
如
く
に
し
て
、
す
べ
て
の
種
類
の
作
業
は
不
熟
練
労
働
に
変
換

さ
れ
る
）
、
（
3
）
資
本
と
労
働
は
す
べ
て
の
商
品
の
生
産
に
お
い
て
同

一
の
比
率
で
雇
用
さ
れ
る
。
と
い
っ
た
単
純
化
を
行
っ
て
い
る
。

（
切
・
〇
三
ぎ
二
三
①
窪
帥
蔵
8
巴
聾
自
犀
g
旨
品
｝
8
巴
日
田
号
●
ω
①
。
．
豊
●
し
O
総
甲

跨
隠
①
ヨ
粛
目
図
．
ρ
三
。
冨
ヨ
o
h
爵
①
Ω
器
。
・
ぎ
9
目
密
。
退
亀
H
三
①
同
昌
艶
。
ロ
9
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国
際
分
業
に
つ
い
て

目
霊
山
①
・
㍗
蟄
H
凸
・
及
び
北
川
一
雄
「
国
際
貿
易
理
論
の
研
究
」
一
〇

〇
1
一
頁
）
。
　
勿
論
、
リ
カ
ー
ド
ウ
は
こ
の
よ
う
な
単
純
化
の
非
現
実

性
は
よ
く
知
っ
て
い
た
。
　
（
北
川
、
前
掲
書
、
十
頁
、
註
・
・
参
照
）

し
か
し
な
が
ら
リ
カ
ー
ド
ウ
に
と
っ
て
は
、
相
対
価
値
を
問
題
と
す
る

限
り
、
上
述
の
単
純
化
の
仮
定
の
下
に
お
い
て
す
ら
、
一
切
の
財
の
生

産
費
に
共
通
な
公
分
母
を
見
出
す
こ
と
が
必
要
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
リ
カ
ー
ド
ウ
以
降
の
人
々
の
内
に
は
、
こ
れ
ら
の
非
現
実
性

よ
り
脱
却
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
払
う
も
の
も
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
彼
等
に
と
っ
て
は
、
各
種
の
労
働
が
存
在
し
、
そ
の
上
に

資
本
の
結
合
の
な
い
生
産
は
準
え
ら
れ
な
い
の
み
か
、
そ
の
各
ヒ
の
結

合
比
率
が
変
動
す
る
と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
は
、
労
働
費
用
論
は
、

如
何
に
も
救
い
難
い
導
き
の
石
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
（
北
川
、

前
掲
書
、
一
六
一
頁
）
。
　
そ
こ
で
生
産
選
択
に
お
け
る
無
差
別
性
を
考

え
る
選
択
理
論
に
基
礎
を
お
く
こ
と
に
よ
り
、
リ
カ
ー
ド
ウ
以
来
の
労

働
費
用
論
の
難
点
を
救
う
企
て
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
（
バ
ー
バ

ラ
ー
、
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
、
ラ
ー
ナ
ー
、
ハ
ロ
ッ
ド
、
等
々
）
Q

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
企
て
は
、
リ
カ
ー
ド
ウ
の
難
点
を
救
う
も
の
で

は
な
く
し
て
、
実
は
迂
回
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
最
も
徹
底
し

た
例
と
し
て
ハ
p
ッ
ド
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
即
肇
国
帥
匿
。
負

国
臼
①
冒
豊
β
』
国
8
巳
巨
。
。
・
讐
H
。
・
e
㊦
倉
H
器
。
。
）
ハ
ロ
ッ
ド
は
、
生
産
費
把

握
の
方
法
を
固
定
せ
ず
し
て
、
し
か
も
生
産
選
択
上
の
無
差
別
性
と
い

う
一
生
産
費
測
定
の
難
関
を
迂
廻
す
る
選
択
理
論
一
を
心
得
て
い

た
。
　
（
北
川
、
前
掲
書
、
一
六
二
頁
）
、
そ
こ
で
彼
は
、
生
産
費
の
単
位

と
し
て
は
、
労
働
時
間
、
貨
幣
的
価
絡
、
あ
る
い
は
商
品
を
書
し
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
何
れ
を
と
ろ
う
と
随
意
で
あ
る
ど
し
て
、
ま
つ
英
国
に
お

け
る
A
商
品
の
一
単
位
と
同
じ
生
産
費
を
要
す
る
B
の
量
を
以
て
B
商

品
の
一
単
位
と
し
、
A
商
品
・
B
商
品
共
に
κ
単
位
の
生
産
費
を
要
す

る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
外
国
に
お
け
る
A
の
一
単
位
の
生
産
費
を
夕

単
位
と
し
、
B
の
一
単
位
の
生
産
費
を
の
単
位
（
匙
V
O
）
と
す
る
。

（
用
【
粋
狂
同
O
山
9
0
℃
。
9
『
“
℃
．
】
．
ひ
I
H
日
・
藤
北
仙
戊
訳
「
ハ
ロ
ッ
ド
国
際
経
洛
田
学
」

二
三
頁
）
。
　
か
x
る
代
替
関
係
の
呈
示
に
は
重
要
な
考
え
方
が
含
ま
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
A
商
量
よ
り
B
商
品
に
、
ま
た
は
そ
の
逆
に
転

換
の
行
な
わ
れ
る
と
き
に
は
、
種
々
の
生
産
要
素
が
1
特
に
各
種
の

労
働
や
資
本
が
一
組
み
合
わ
さ
れ
る
割
合
の
変
化
す
る
こ
と
を
一
々

測
定
す
る
と
い
う
労
働
費
用
説
の
難
点
を
迂
廻
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。

（
北
川
、
前
掲
書
、
　
一
六
ゴ
一
頁
）
し
か
し
な
が
ら
ハ
ロ
ッ
ド
が
、
生
産

費
の
単
位
を
貨
幣
生
産
費
で
あ
る
と
実
質
生
産
費
で
あ
る
と
何
れ
な
り

と
も
構
わ
な
い
と
し
た
こ
と
は
、
貨
幣
生
産
費
体
系
と
実
質
生
産
費
体

系
と
が
一
致
す
る
限
り
許
さ
れ
る
仮
定
で
あ
る
。
こ
の
様
な
二
つ
の
体

系
の
一
致
は
、
実
は
完
全
自
由
競
争
を
前
提
す
る
限
り
理
論
的
に
は
成

立
す
る
。
だ
か
ら
こ
の
様
な
仮
定
で
以
て
進
め
ら
れ
る
ハ
p
ッ
ド
の
比

較
生
産
費
原
理
は
、
そ
の
限
り
で
は
か
語
る
仮
定
の
満
た
さ
れ
る
こ
と

を
必
要
な
条
件
と
す
る
。
　
（
北
川
、
前
掲
書
、
九
七
頁
）

　
と
こ
ろ
で
、
議
論
の
こ
の
よ
う
な
展
開
が
果
し
て
経
済
学
H
特
に
貿

易
論
に
と
っ
て
進
歩
で
あ
っ
た
か
否
か
は
闘
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

は
、
そ
の
各
々
の
理
論
に
つ
い
て
の
当
否
を
論
ず
る
こ
と
も
勿
論
必
要
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で
あ
る
が
、
選
択
理
論
そ
れ
自
体
の
含
む
問
題
と
し
て
も
反
省
さ
れ
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
置
．
塩
信
雄
「
交
換
論
に
つ
い
て
」
、
国
民
経
済
雑

　
誌
、
八
十
九
巻
四
号
、
二
四
－
三
八
頁
参
照
）
。
　
そ
こ
で
、
そ
の
詳
細

　
に
つ
い
て
は
こ
＼
で
の
本
題
と
乖
離
す
る
為
省
略
す
る
と
し
て
も
、
わ

　
れ
わ
れ
は
次
の
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
近
代

　
理
論
経
済
学
的
な
貿
易
理
論
は
、
生
産
費
の
共
通
輩
位
と
し
て
、
リ
カ

　
ー
ド
ウ
に
よ
り
想
定
さ
れ
た
（
不
熟
練
）
労
働
軍
位
を
カ
バ
ー
す
る
こ

　
と
に
よ
り
i
選
択
理
論
の
導
入
に
よ
り
迂
廻
す
る
こ
と
に
よ
り
一
－

　
経
済
学
の
内
容
を
著
る
し
く
技
術
論
的
な
も
の
と
し
、
且
つ
経
済
学
の

　
基
礎
理
論
と
し
て
著
る
し
く
無
内
容
な
も
の
と
し
て
い
る
。
而
も
、
そ

　
の
各
々
の
理
論
に
お
け
る
特
定
の
条
件
と
目
的
が
自
明
の
も
の
と
し
て

　
前
提
さ
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
そ
の
理
論
の
無
批
判
性
を
示
す
。
そ
の
上
、

　
そ
の
理
論
は
著
る
し
く
主
観
的
で
す
ら
あ
る
。
　
（
置
塩
、
前
掲
論
文
、

　
二
八
頁
参
照
）
。
　
わ
れ
わ
れ
が
学
ぶ
経
済
学
の
基
礎
理
論
と
し
て
は
、

　
幾
多
の
人
々
が
議
論
を
重
ね
て
展
開
し
て
来
た
選
択
の
形
式
の
背
後
に

　
あ
る
社
会
関
係
よ
り
議
論
を
説
ぎ
起
し
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
の
分
析

　
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
わ
れ
わ
れ
は
も
う
一
度
、

　
そ
れ
が
著
る
し
く
抽
象
的
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
非
現
実
的
で
も
あ
っ
た

　
と
は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
の
要
請
の
線
を
保
っ
て
い
る
り
カ
ー
ド
ウ
に
ま

　
で
遡
り
、
そ
れ
よ
り
再
出
発
を
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
一
国
内
に
お
い
て
貫
か
れ
る
価
値
法
則
が
そ
の
ま
瓦
国
際
間
に
も
貫
か

れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
う
る
。
そ
れ
は
国
際
市
場

を
国
民
的
価
値
体
係
の
共
存
す
る
世
界
と
考
え
、
そ
こ
に
お
け
る
価
値
は

・
国
際
分
業
に
つ
い
て

国
際
市
場
価
値
で
の
み
決
定
さ
れ
る
と
想
定
す
る
こ
と
よ
り
当
然
の
帰
結

と
し
て
現
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
国
際
市
場
を
構
成
す
る
各
国
民
的
価

値
は
、
各
国
民
経
済
内
に
お
け
る
個
人
的
十
徳
の
社
会
的
に
平
均
さ
れ
た

も
の
と
し
て
現
わ
れ
、
そ
の
様
な
価
値
（
国
民
的
価
値
）
が
上
述
の
個
人

的
価
値
と
国
民
的
価
値
と
の
間
の
類
似
の
関
聯
を
通
し
て
、
国
際
価
値
を

構
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
国
民
的
価
値
と
国

際
価
値
と
は
質
的
に
異
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
夫
々
の
観
念
は
異
な
れ
る

次
元
に
お
け
る
創
出
に
か
瓦
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
一
国

内
に
お
い
て
貫
か
れ
る
価
値
法
則
は
、
そ
の
ま
瓦
で
は
国
際
間
に
は
適
用

せ
し
め
ら
れ
ず
、
そ
の
国
際
的
な
適
用
に
当
っ
て
は
、
価
値
法
則
の
モ
デ

ィ
フ
ィ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
。

　
　
リ
カ
ー
ド
ウ
に
お
け
る
前
記
の
命
題
は
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
よ
り

　
具
体
的
に
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
る
。
　
「
各
国
に
は
一
定
の
中
位
の
労
働

　
強
度
と
見
な
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
強
度
以
下
．
で
は
、
労
働
は

　
あ
る
商
品
の
生
産
に
際
し
、
社
会
的
に
必
要
な
時
間
以
上
を
消
費
し
、

　
し
た
が
っ
て
、
標
準
的
な
質
の
労
働
と
し
て
は
計
算
さ
れ
な
い
も
の
と

　
さ
れ
る
。
与
え
ら
れ
た
一
国
に
つ
い
て
い
え
ば
、
国
民
的
平
均
以
上
に

　
高
い
強
度
の
み
が
、
単
な
る
労
働
時
間
の
長
さ
に
よ
る
価
値
の
秤
量
に

　
変
更
を
加
え
る
。
個
々
の
国
が
そ
の
構
成
部
分
を
な
す
世
界
市
場
で
は

　
こ
れ
と
異
な
る
。
申
位
の
労
働
強
度
が
国
に
よ
っ
て
異
な
り
、
こ
＼
で

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
は
よ
り
大
き
く
、
か
し
こ
で
は
よ
り
小
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

　
の
種
々
の
国
民
的
平
均
は
、
一
つ
の
階
梯
を
な
し
、
そ
の
度
量
単
位
は

　
世
界
的
労
働
の
平
均
単
位
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
強
度
の
よ
り
熱
き
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国
際
分
業
に
つ
い
て

い
国
民
的
労
働
は
、
強
度
の
よ
り
小
さ
い
そ
れ
に
比
す
れ
ば
、
同
じ
時

聞
に
よ
り
多
く
の
価
値
を
生
産
し
、
こ
の
価
値
は
よ
り
多
く
の
貨
幣
で

表
現
さ
れ
る
。
」
（
「
資
本
論
」
第
一
早
旦
二
十
章
「
労
働
賃
銀
の
国
民
的

差
異
」
向
坂
訳
第
一
巻
第
一
二
分
冊
四
二
四
頁
）
。
　
こ
の
命
題
は
通
常
マ

ル
ク
ス
に
お
け
る
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
命
題
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
出
発
点
は
い
よ

い
よ
確
か
め
ら
れ
、
よ
り
具
体
性
が
与
え
ら
れ
る
。

　
猶
、
上
述
の
如
く
、
国
民
的
価
値
の
理
論
を
国
際
間
の
問
題
に
当
て

嵌
め
る
と
、
国
際
市
場
価
値
と
国
内
市
場
価
，
値
の
関
係
は
あ
た
か
も
国

民
的
価
値
と
個
人
的
価
値
の
関
係
に
類
似
す
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、

次
の
二
点
に
お
い
て
両
者
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
（
a
）
国
際

市
場
で
は
、
特
定
の
生
産
部
面
に
お
い
て
つ
く
ら
れ
る
商
品
の
平
均
価

値
と
い
う
意
味
で
市
場
価
値
は
成
立
す
る
が
、
　
一
つ
の
生
産
部
面
の
平

均
的
条
件
の
下
に
生
産
さ
れ
た
そ
の
部
面
の
生
産
物
の
大
半
を
な
す
商

品
の
個
別
価
値
と
い
う
意
味
の
市
場
価
値
は
成
立
し
え
な
い
。
け
だ
し

そ
こ
で
は
、
労
働
及
び
資
本
の
自
由
な
移
動
が
行
な
わ
れ
ず
、
生
産
条

件
の
平
均
化
が
実
現
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
（
b
）
国
際
市
場
に
お
い

て
併
存
す
る
各
≧
の
国
内
市
場
価
値
は
、
あ
く
ま
で
各
国
の
国
民
的
平

均
価
値
を
代
表
し
て
お
り
、
平
均
価
値
に
対
す
る
個
別
価
値
に
な
ぞ
ら

え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
質
的
に
は
個
別
価
値
で
は
な
い
。
か
く

数
個
の
異
っ
た
国
民
的
平
均
価
値
と
そ
の
実
体
を
な
す
国
民
的
平
均
労

働
の
併
存
す
る
と
こ
ろ
に
マ
ル
ク
ス
は
価
値
法
則
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
み
た
の
で
あ
る
。
　
（
松
井
清
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
需
要
と

　
供
給
」
国
際
経
済
、
第
四
号
、
三
二
頁
）
。

　
以
上
に
お
い
て
、
一
国
に
お
い
て
貫
か
れ
る
価
値
法
則
が
そ
の
ま
＼
で

は
国
際
問
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
の
理
由
と
し
て
、
国
際
市
場
に
お
い
て

共
存
す
る
各
国
民
的
価
値
体
系
が
質
的
に
異
る
こ
と
を
み
た
。
と
こ
ろ
で

こ
の
こ
と
は
、
一
国
内
に
お
い
て
貫
徹
せ
し
め
ら
れ
る
価
値
法
則
が
、
国

際
間
に
て
は
ど
の
様
な
修
正
を
必
要
と
す
る
か
を
見
た
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
が
実
現
の
問
題
と
し
て
は
ど
の
様
に
現
わ
れ
る
か
を
問
題
に
し
た
の
で

は
な
い
。
そ
れ
で
は
こ
の
こ
と
は
、
実
現
の
問
題
と
し
て
は
ど
の
様
な
形

で
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？
。

　
三
、
こ
の
闇
題
に
ノ
ロ
え
る
為
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
も
う
一
度
国
内
市
場

よ
り
何
故
に
、
ま
た
ど
の
様
に
し
て
、
国
際
市
場
へ
の
市
場
の
拡
張
が
行

な
わ
れ
た
か
を
考
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
商
品
流

通
が
広
汎
に
発
展
し
て
、
国
境
を
越
え
て
推
し
進
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。

商
品
流
通
は
ま
た
、
生
産
手
段
の
私
有
と
分
業
に
基
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
分
業
の
国
境
を
越
え
て
の
進
出
の
結
果
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
分
業
に
つ
い
て
老
え
る
。
分
業
は
生
産
の
諸
条
件
に
よ
り
厳
密

に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
逆
に
ま
た
、
人
間
の
主
要
な
意

識
形
態
を
決
定
す
る
と
同
じ
く
、
社
会
関
係
を
も
決
定
．
す
る
。
こ
の
様
な

分
業
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
二
種
類
と
な
る
。
　
（
a
）
個
恥
的
分
業
及

び
（
b
）
社
会
的
分
業
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
は
相
互
に
促
進
し
合

っ
て
発
展
し
て
来
た
。
す
な
わ
ち
、
作
業
場
に
お
け
る
個
別
的
分
業
が
可

能
で
あ
る
為
に
は
、
礼
会
的
分
業
が
す
で
に
極
め
て
進
ん
で
い
る
必
要
が
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、
あ
っ
た
が
、
ま
た
こ
の
作
業
場
に
お
け
る
個
別
的
分
業
が
世
に
出
る
と
、

そ
れ
は
逆
に
社
会
的
分
業
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
二
種
の
分

業
形
態
に
つ
い
て
次
の
様
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
作
業
場
に
お
け
る
個

　
　
　
　
　
も
　
　
わ
　
　
カ

別
的
分
業
は
意
識
的
思
老
の
結
果
で
あ
る
－
資
本
家
は
彼
が
実
現
し
よ

う
と
思
う
生
産
計
画
に
し
た
が
っ
て
分
業
を
組
織
す
る
　
　
の
に
反
し
、

（
工
業
及
び
商
業
の
各
部
門
に
お
け
る
）
社
会
的
分
業
は
、
需
要
の
仲
介

あ
る
い
は
市
場
の
変
動
の
可
能
性
に
よ
り
盲
目
的
に
行
な
わ
れ
る
。
も
し

需
要
が
市
場
に
お
い
て
豊
富
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
各
部
門
間
の
経
済

活
動
の
発
展
あ
る
い
は
発
生
を
容
易
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
（
。
暁
・
卜

切
①
ξ
脚
甲
ぎ
。
召
留
出
無
封
導
窪
d
伊
爵
年
、
国
8
巳
a
①
唱
。
年
記
話
．
平
田
清
明
訳

「
経
済
学
の
墓
本
原
理
」
、
　
八
四
－
五
頁
参
照
）
。
　
以
上
の
如
く
、
分
業

は
二
つ
の
種
類
に
大
別
さ
れ
、
而
も
そ
の
各
々
を
支
配
す
る
原
理
は
全
く

異
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
鳳
互
に
独
立
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ニ
ユ
フ

　
　
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
工
場

　
ア
ク
チ
ユ
ア

　
手
工
業
的
分
業
は
、
資
本
家
に
属
す
る
全
体
機
構
の
単
な
る
肢
体
に
過

　
ぎ
な
い
入
間
に
対
す
る
こ
の
資
本
家
の
無
条
件
的
権
威
を
前
提
す
る
。

　
社
会
的
分
業
は
、
独
立
の
商
品
生
産
者
を
相
互
に
対
立
さ
せ
る
の
で
あ

　
る
が
、
彼
ら
は
競
争
の
権
威
以
外
に
は
、
す
な
わ
ち
彼
等
相
互
の
利
害

　
の
圧
迫
が
彼
等
に
加
え
る
強
制
以
外
に
は
、
何
ら
の
権
威
を
も
認
め
な

　
い
…
…
。
」
（
「
資
本
論
」
第
二
巻
第
十
二
章
「
分
業
と
工
場
手
工
業
」
、

　
向
坂
訳
第
二
巻
第
三
分
冊
、
八
十
頁
）
。

　
上
述
の
如
く
、
個
別
的
分
業
の
支
配
原
理
は
資
本
家
の
意
識
的
思
老
の

結
果
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
彼
が
実
現
し
よ
う
と
す
る
生
産
計
画
に
し
た

国
際
分
業
に
つ
い
て

が
っ
て
分
業
は
組
織
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
需
要
及
び
市
場
の
変
動

の
可
能
性
は
全
然
無
関
係
で
は
な
い
が
、
一
応
与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
資
本
家
の
支
配
す
る
作
業
場
内
部
に
お
け
る
最

も
合
理
的
な
生
産
計
画
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
こ
に
お
け
る
支
配
原
理
は

「
生
産
性
極
大
」
の
原
理
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
社
会
的
分
業
に
お
い

て
は
、
需
要
の
仲
介
及
び
市
場
変
動
の
可
能
性
が
資
本
家
の
決
意
の
判
断

基
準
と
な
る
。
か
く
し
て
こ
の
場
合
の
支
配
原
理
は
、
上
述
の
諸
要
素
が

綜
合
さ
れ
た
上
で
の
「
利
潤
率
極
大
」
の
原
理
で
あ
る
。

　
　
ま
ず
、
個
別
的
分
業
の
組
織
に
お
い
て
は
生
産
性
の
極
大
が
主
要
な

　
冒
的
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
多
く
の
労
働
者
の
内
よ
り
、
各
種
の

　
生
産
工
程
に
対
し
絶
対
的
に
優
秀
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
相
対
的
に

　
（
比
較
的
に
）
優
秀
な
も
の
を
も
ふ
り
む
け
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
性

　
は
ヨ
リ
昂
上
せ
し
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
A
・
B
二
人
の
労
働
者
を
想

　
旨
し
、
A
は
α
・
ゐ
何
れ
の
作
業
に
お
い
て
も
穿
れ
た
技
術
を
有
し
、

　
B
は
何
れ
に
お
い
て
も
A
よ
り
劣
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
も
、
A
の
能

　
力
が
α
の
作
業
に
お
い
て
∂
の
そ
れ
に
お
け
る
よ
り
も
B
に
比
し
て
相

　
対
的
に
ヨ
リ
秀
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
A
は
α
の
作
業
に
従
事
し
、
B
は

　
相
対
的
に
ヨ
リ
劣
り
方
の
少
な
い
わ
の
作
業
に
従
事
す
る
場
合
に
、
そ

　
の
作
業
場
全
体
と
し
て
は
、
そ
う
し
な
い
以
前
よ
り
も
、
ヨ
リ
妙
な
る

　
生
産
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
リ
カ
ー
ド
ウ
に
お
け

　
る
比
較
生
産
費
原
理
に
併
行
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
　
次
に
社
会
的
分
業
の
場
合
に
は
、
資
本
家
の
決
意
は
利
潤
率
の
ヨ
リ

　
大
な
る
こ
と
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
利
潤
率
の
ヨ
リ
低
い
産
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国
際
分
業
に
つ
い
て

　
業
部
門
の
資
本
家
は
、
そ
の
部
門
よ
り
彼
の
資
本
を
引
重
げ
て
ヨ
リ
利

　
潤
率
の
高
い
部
門
に
投
下
す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
の
こ
と
は
、
完
全

　
自
由
競
争
を
前
提
す
れ
ば
、
社
会
的
に
平
均
利
潤
率
の
成
立
し
実
現
す

　
る
様
に
分
業
は
組
織
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
彼
等
相
亙
の
利
害
の
圧

　
迫
が
彼
等
に
加
え
る
強
制
以
外
に
は
何
ら
の
権
威
も
認
め
な
い
」
と
い

　
う
意
味
に
お
い
て
、
個
別
的
分
叢
の
際
の
資
本
家
の
決
意
が
彼
の
意
識

　
に
依
存
し
た
の
に
対
し
、
こ
の
場
合
に
は
盲
目
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
価
値
の
問
題
に
関
し
て
は
上
述
の
社
会
的
分
業
の
支
配
原

理
は
必
要
で
は
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
価
値
が
資
本
制
的
交
換
の
尺

度
と
し
て
考
え
ら
れ
る
限
り
、
そ
こ
に
は
分
業
の
前
提
を
必
要
と
す
る
が
、

そ
の
資
本
制
的
交
換
を
貫
く
価
値
法
則
そ
れ
自
体
に
は
、
市
場
の
問
題
“

需
要
・
供
給
の
問
題
U
実
現
の
問
題
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
、
し
た
が
っ

て
、
上
述
の
個
別
的
分
業
及
び
社
会
的
分
業
は
夫
々
分
業
め
縦
及
び
横
え

の
進
化
と
し
て
考
え
ら
れ
、
何
れ
も
生
産
性
を
高
め
る
為
の
も
の
と
し
て

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
国
際
価
値
論
に
お
い
て
は
、
国
際
特

化
の
方
向
づ
け
の
主
閃
［
と
し
て
、
比
較
生
産
費
差
を
取
り
上
げ
え
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
実
現
の
問
題
を
と
り
上
げ
る
場
合
に
は
、
上
述
の
二
種

の
分
業
を
区
別
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
実
現
の
問
題
に
お
け

る
国
際
分
業
（
社
会
的
分
業
の
国
境
を
越
え
て
推
し
進
め
ら
れ
た
も
の
）

の
支
配
原
理
と
し
て
は
、
個
別
的
分
業
の
支
配
原
理
と
併
行
な
比
較
生
産

費
原
理
は
、
そ
の
ま
N
で
は
妥
当
し
な
く
な
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
市
場

の
構
造
及
び
そ
の
変
動
、
及
び
そ
の
反
映
と
し
て
の
利
潤
率
（
の
構
造
）

及
び
そ
の
変
動
を
老
幽
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。

　
　
比
較
生
産
費
原
理
を
支
柱
と
し
て
展
開
さ
れ
る
国
際
価
値
論
に
お
い

　
て
は
、
世
界
的
に
共
通
し
た
単
位
で
測
っ
た
一
国
の
α
労
働
日
と
他
国

　
の
わ
労
働
日
が
国
際
的
に
は
交
換
さ
れ
う
る
こ
と
（
価
値
法
則
の
モ
デ

　
ィ
フ
ィ
，
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
、
こ
の
園
係
は
単
純
労
働
と
複
…
雑
労
働
と
の
間
の

　
関
係
と
類
似
の
関
係
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
は
、
国
際
間
の
搾
取

　
関
係
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
し
か
し
こ
の

　
こ
と
は
、
（
国
際
聞
に
搾
取
が
あ
り
、
貧
国
は
富
国
に
搾
取
さ
れ
る
と
い

　
う
こ
と
瓦
は
別
に
）
、
貧
国
が
交
換
に
よ
り
利
益
を
得
て
い
る
か
否
か
と

　
い
う
こ
と
N
は
別
問
題
で
あ
る
。
こ
の
様
な
国
際
価
値
法
則
が
如
何
に

実
現
せ
し
め
ら
れ
る
か
を
論
ず
る
時
に
始
め
て
、
後
者
の
問
題
は
現
わ

　
れ
て
く
る
。

　
　
実
現
の
問
題
を
扱
う
場
合
に
は
、
当
然
、
市
場
の
問
題
が
現
わ
れ
る
。

　
そ
こ
に
お
い
て
は
、
資
本
家
的
思
考
に
沿
っ
て
、
搾
取
の
源
泉
で
あ
っ

　
た
剰
余
価
値
は
利
潤
に
転
化
し
、
剰
余
価
値
率
は
利
潤
率
に
転
化
し
、

　
利
潤
率
は
更
に
平
均
化
の
傾
向
を
辿
る
。
そ
れ
は
需
要
の
仲
介
あ
る
い

　
は
市
場
変
動
の
可
能
性
に
よ
り
盲
目
的
に
行
な
わ
れ
る
。
そ
れ
は
資
本

　
家
が
競
争
の
権
威
、
す
な
わ
ち
彼
等
の
相
互
的
利
害
の
圧
迫
が
彼
等
に

　
加
え
る
強
制
以
外
に
は
な
ん
ら
の
権
威
も
認
め
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。

　
か
く
し
て
、
上
述
の
如
く
、
各
種
産
業
部
門
内
に
お
け
る
分
業
と
部
門

　
聞
に
お
け
る
分
業
と
は
、
そ
の
性
格
上
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
扱
、
一
国
内
に
お
け
る
社
会
的
分
業
の
組
織
化
を
導
く
も
の
は
、
よ
り

無
い
利
潤
率
へ
の
志
向
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
国
内
に
お
け
る
完
全

自
由
競
争
を
前
提
と
す
れ
ば
、
各
種
産
業
部
門
間
に
お
け
る
平
均
利
潤
率
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の
成
立
へ
の
傾
向
を
示
す
。
七
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
、
盗
心
及
び
労

働
の
国
際
的
な
移
動
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
各
国
内
に
お
い
て
た
と

え
完
全
自
由
競
争
が
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
各
国
間
に
お
け
る
平
均
利
潤

率
の
成
立
は
不
可
能
で
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
へ
の
志
向
は
存
在
す
る
。
だ

が
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
盗
本
家
は
、
国
際
貿
易
と
い
う
手
段
を
利
用

し
て
、
自
ら
の
利
潤
率
を
少
し
で
も
高
め
る
よ
う
に
努
力
す
る
。
こ
の
努

力
は
ま
つ
笙
に
・
貿
易
に
従
事
す
る
歯
間
に
お
け
る
一
国
の
資
雲

は
、
そ
の
国
の
も
つ
（
他
国
と
比
較
し
て
の
）
比
較
的
有
利
な
利
潤
率
を

も
つ
産
業
に
劇
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
利
潤
率
を
引
き
上
げ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
国
に
お
け
る
平
均
利
潤
率
を
も
引
き
上
げ
る
こ
と
は

勿
論
、
自
国
内
の
外
国
向
生
産
物
は
何
ら
か
の
交
換
比
率
（
こ
れ
は
常
に

自
国
内
の
交
換
比
率
と
外
国
の
国
内
に
お
け
る
交
換
比
率
の
間
に
見
出
さ

れ
る
）
で
以
て
外
国
の
商
品
と
交
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
こ
の
老
え
方
を
ヨ
リ
具
体
的
に
説
明
す
る
為
に
ご
x
で
次
の
様
な
モ

　
デ
ル
を
考
え
る
。

　
（
出
発
に
当
っ
て
の
前
提
は
著
る
し
く
非
現
実
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

　
順
次
現
実
的
な
も
の
に
接
近
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
認
め
る
こ
と
に

　
す
る
。
）

　
　
今
、
A
と
B
の
二
国
の
み
の
世
界
を
老
え
る
。
そ
こ
で
、
両
国
に
お

　
け
る
資
源
（
労
働
、
資
本
）
は
す
べ
て
生
き
た
蛍
働
に
よ
る
労
働
時
間

　
で
以
て
算
え
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
死
せ
る
労
働
の
蓄
積
と
し

　
て
の
不
変
資
本
は
何
一
つ
な
く
、
す
べ
て
の
生
産
用
具
は
、
生
き
た
労

国
際
分
業
に
つ
い
て

働
の
手
に
よ
り
即
時
的
に
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
を
用
い
て
各
種
製
品
乃

至
産
出
物
が
生
産
さ
れ
る
庵
の
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産
転
換
の

即
時
性
を
意
味
し
、
従
来
の
考
え
方
に
お
け
る
不
変
費
用
の
仮
定
と
一

致
す
る
。
而
も
す
べ
て
の
労
働
は
、
各
国
内
に
お
け
る
社
会
的
に
平
均

的
な
労
働
で
は
な
く
、
世
界
的
に
（
両
国
を
通
し
て
）
平
均
的
な
労
働

に
還
元
さ
れ
て
計
算
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
そ
こ
で
A
国
に
お
い
て
は

一
定
期
間
の
内
に
（
世
界
的
に
平
均
的
な
労
働
単
位
で
測
っ
て
）
　
一
五
、

O
O
O
単
位
の
労
働
時
聞
、
B
国
に
お
い
て
は
、
同
一
期
間
に
湿
り
、

同
じ
く
三
〇
、
○
0
0
単
位
の
労
働
時
間
に
よ
り
表
わ
さ
れ
る
資
源
が

あ
る
も
の
と
す
る
。

　
次
に
各
国
に
お
け
る
産
業
構
造
を
考
慮
す
る
為
に
、
生
産
財
生
産
部

門
（
第
－
部
門
）
と
消
費
資
料
生
産
部
門
（
第
皿
部
門
）
の
二
部
門
を

想
定
し
、
A
国
に
お
い
て
は
、
第
－
部
門
に
お
い
て
、
　
一
単
位
の
製
品

の
生
産
に
三
〇
単
位
の
労
働
時
間
、
第
皿
部
門
に
お
い
て
は
同
じ
く
二

〇
単
位
の
労
働
時
間
を
要
し
、
同
じ
こ
と
は
B
国
に
お
い
て
は
第
－
部

門
に
お
い
て
五
〇
単
位
、
第
皿
部
門
に
つ
い
て
六
〇
単
位
の
労
働
時
間

を
夫
々
要
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
様
に
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
A

酎
に
お
い
て
生
産
財
の
み
を
生
産
す
れ
ば
そ
の
五
〇
〇
単
位
を
、
ま
た

消
費
資
料
の
み
を
生
産
す
れ
ば
そ
の
七
五
〇
単
位
を
生
産
で
ぎ
、
B
国

に
お
い
て
は
同
じ
く
夫
々
六
〇
〇
単
位
及
び
五
〇
〇
単
位
の
生
産
が
可

能
と
な
る
。

　
樹
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
生
産
物
は
、
A
国
に
お
け
る
第
－
昼
門
に
お

い
て
は
、
固
定
資
本
補
墳
（
0
）
に
三
、
賃
金
支
払
（
〃
）
に
二
、
剰
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表

国
際
分
業
に
つ
い
て

三

余
価
値
（
彿
）
と
し
て
一
の
割
合
で
配
分
さ
れ
、
第
皿
部
門
に
お
い
て

は
同
じ
く
曽
＋
ζ
＋
H
ミ
の
割
合
を
も
つ
も
の
と
す
る
。
こ
の
配
分
関

係
は
、
B
国
に
お
い
て
は
、
第
－
部
門
に
お
い
て
Q
の
鳥
＋
H
ミ
＋
b
O
ミ
、
第

π
部
門
に
お
い
て
翻
＋
ら
Q
唱
＋
心
ミ
で
あ
る
と
す
る
。

　
以
上
の
前
提
は
第
一
表
の
内
に
要
約
さ
れ
る
。

1　配　　分
6 ” 勉
3 2 1

2 1 1

3 1 2

7 3 4

産出高
500

750

600

500

生産力
30

20

部　門
1

豆

源資国名

15，　OOOA
50

U0
1
∬
，

30；　OOOB

表二三

A　（21：31）

501　251　O

100［　501　O

600［　675V50

3001337．　5i　375

2251　300i　375

　　75

　　150

　　525

262．　5

　　150

150

300

1251　100

2501　200

3001　3751　450

1501187．51　225

Oi　75

2501　2251　2001　175

5001　4501　4001　350

O［　751　1501　225

O：37．51　75i112．5
　1v．．v 堰@’一1

－
一
型

0

調90L　601　30
180［　120

350［　400

175i　200

60

450

225

120

240

300

150

150

300

250

125

12e
　　　I

2101
　　　E

420i

50

180i

360

1501 200

器器
gi／iiivl－z／｝iiv

g／！一15／55

75］ 100251　50

1

五

300

300

600

　　0

　　0

B（61：5豆）

以
上
の
前
提
を
考
慮
し
て
第
一
表
よ
り
両
国
の
商
品
の
生
産
及
び
交

換
の
関
係
を
示
す
と
第
二
表
の
如
く
な
る
。

　
各
国
共
に
、
内
の
二
行
は
生
産
可
能
数
量
の
組
合
せ
を
示
し
て
い
る
。

A
国
に
お
い
て
は
五
〇
単
位
の
生
産
財
の
生
産
を
節
約
す
る
こ
と
に
よ

り
七
五
単
位
の
消
費
財
を
増
産
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
生
産
財
と
消
費

財
の
A
国
内
交
換
比
率
は
b
の
H
”
G
o
嗣
と
な
る
。
同
様
に
し
て
B
国
内

の
同
じ
交
換
比
率
は
①
囲
n
朝
閏
と
な
る
。

　
こ
の
様
な
交
換
比
率
の
下
に
お
い
て
、
両
国
共
に
夫
々
物
的
な
箪
純

再
生
産
を
続
行
す
る
為
に
は
、
そ
の
生
産
可
能
量
の
組
合
せ
は
、
A
国

に
お
い
て
は
、
二
五
〇
1
と
三
七
五
皿
、
ま
た
B
国
に
お
い
て
は
、
三

〇
〇
1
と
二
五
〇
皿
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
は
、
単
純
・
再
生

産
の
均
衡
条
件
と
し
て
の
爵
＋
ミ
H
H
ぶ
（
脚
数
は
所
属
部
門
を
示
す
）

が
保
た
れ
る
結
果
と
し
て
現
わ
れ
る
。
　
（
第
二
表
に
お
い
て
、
各
国
の
・

上
側
は
3
＋
ミ
H
を
、
下
側
は
ぶ
を
示
す
。
但
し
、
何
れ
の
数
字
も
、

こ
れ
は
価
値
量
を
示
す
の
で
は
な
く
、
商
品
数
量
で
以
て
示
さ
れ
る
。
）

　
扱
、
こ
の
様
な
生
産
構
造
の
下
に
お
い
て
利
潤
率
を
ミ
＼
（
昏
十
ミ
）
と

す
る
と
、
各
国
各
産
業
部
門
に
お
け
る
利
潤
率
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賊
　
　
川
　
　
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
諺
　
　
b◎

n
譲
　
　
　
　
　
Q
Q
Q
◎
・
ω
Q
◎
訳

　
　
　
　
　
　
　
切
　
　
α
O
訳
　
　
　
　
　
き
訣

に
て
示
さ
れ
る
。
こ
れ
で
み
る
と
、
等
量
の
資
本
を
投
下
し
て
い
る
の

に
、
A
国
に
お
い
て
は
皿
部
門
の
方
が
、
1
部
門
よ
り
利
潤
率
が
高
く
、

B
国
に
お
い
て
は
逆
に
、
1
部
門
の
方
が
皿
部
門
よ
り
利
潤
率
が
高
い
。

こ
の
こ
と
は
、
A
国
に
お
い
て
は
、
E
部
門
は
1
部
門
よ
り
有
機
的
構

一230一



成
（
6
十
唱
）
が
杢
あ
乏
も
拘
わ
ら
ず
梨
価
値
率
（
申
）
が

大
で
あ
る
の
に
起
因
し
、
B
国
に
お
い
て
は
、
1
部
門
は
皿
部
門
よ
り

も
有
機
的
構
成
が
大
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
剰
余
価
値
率
が
大
で
あ

…
に
・
る
の
で
あ
・
。
（
諦
辞
（
鎗
璽
↓
（
7
卦
）
）
。

と
も
あ
れ
、
商
品
が
価
値
通
り
に
販
売
さ
れ
る
限
り
、
資
本
の
構
成
及

び
剰
余
価
値
率
の
相
異
に
よ
り
、
利
潤
率
は
相
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

だ
が
こ
れ
は
、
資
本
家
に
と
っ
て
不
合
理
で
あ
る
。
A
国
に
お
い
て
は

1
部
門
の
資
本
家
が
、
B
国
に
お
い
て
は
π
部
門
の
資
本
家
が
、
夫
々

明
ら
か
に
不
利
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
彼
等
は
、
自
分
の
資
本
を
不
利
な

部
門
よ
り
有
利
な
部
門
に
移
動
ぜ
し
め
る
こ
と
を
企
て
る
。
そ
の
結
果
、

各
国
に
お
け
る
有
利
な
部
門
の
生
産
物
は
増
加
し
、
そ
の
供
給
の
増
加

に
よ
り
そ
の
製
晶
の
価
格
は
そ
の
価
値
以
下
に
下
る
。
他
方
、
不
利
で

あ
っ
た
部
門
内
に
お
い
て
は
、
製
品
の
供
給
が
減
る
か
ら
価
格
は
価
櫨

以
上
に
上
昇
す
る
。
こ
の
様
な
資
本
の
移
動
と
、
そ
れ
に
伴
｝
価
値
か

ら
の
価
格
の
乖
離
は
、
国
際
的
な
資
本
の
移
動
を
一
応
認
め
な
い
と
す

れ
ば
、
夫
々
各
国
内
に
お
い
て
平
均
利
潤
率
が
成
長
す
る
点
に
ま
で
継

続
せ
し
め
ら
れ
る
。
平
均
利
潤
率
は
夫
々
の
国
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
　
　
旧
　
　
劉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
》
　
　
卜
◎
①
●
ω
い
獣
　
　
　
　
　
鵠
①
・
Q
o
い
訣

　
　
　
　
　
　
　
切
　
　
蔭
駆
．
Q
Q
b
σ
駅
　
　
　
　
　
癖
ト
Q
o
ト
◎
訣

と
な
る
。
こ
の
状
態
に
お
い
て
は
、
も
は
や
こ
れ
以
上
の
資
本
の
移
動

に
対
す
る
誘
因
は
な
く
な
る
。
こ
瓦
に
お
い
て
は
、
同
一
量
の
資
本
は

同
一
率
H
同
一
額
の
利
潤
を
生
む
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
状
態
に
お

国
際
分
業
に
つ
い
て

い
て
は
、
交
換
比
率
は
、
先
の
如
く
、
A
国
b
っ
一
”
G
Q
肖
、
B
国
①
囲
“

0
閏
で
は
な
く
、
こ
の
価
値
交
換
比
率
か
ら
乖
離
し
た
相
対
価
絡
、
A

国
H
圃
”
ト
G
o
①
閏
、
　
B
国
H
一
“
O
・
Q
◎
ゆ
目
と
な
る
。

　
．
と
こ
ろ
で
次
に
、
国
際
的
に
商
品
の
交
換
が
行
な
わ
れ
る
場
合
を
老

え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
エ
で
は
議
論
の
単
純
化
の
為
に
、
両
国
共
に
従

来
の
国
内
単
純
再
生
産
は
増
大
し
た
輸
出
部
門
生
産
物
と
減
少
し
た
輸

入
部
門
隼
産
物
プ
ラ
ス
輸
入
生
産
物
の
適
当
な
詞
整
に
よ
り
確
保
さ
れ
、

爾
余
の
輸
入
生
産
物
は
、
こ
N
で
は
、
輸
入
部
門
資
本
家
の
剰
余
価
値
腫

利
潤
を
増
加
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
の
み
老
え
る
事
に
し
よ
う
。
勿
論
、

輸
入
生
産
物
の
こ
の
部
分
は
、
国
内
拡
張
再
生
産
に
用
い
ら
れ
、
そ
の

調
整
過
程
に
お
い
て
は
、
国
内
補
填
部
門
及
び
国
外
と
の
相
互
作
用
が

考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
次
の
機
会
に
譲
る
。
こ
玉
に
お

い
て
更
に
、
国
内
向
・
外
国
向
共
に
売
残
り
は
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、

外
国
向
生
産
物
は
こ
の
場
合
、
国
内
過
剰
生
産
物
と
等
し
く
な
る
。

　
比
較
生
産
費
原
理
の
教
え
る
処
に
従
え
ば
、
A
国
に
お
け
る
生
産
費

優
位
の
綾
準
v
㎝
㏄
の
董
皿
部
門
に
糖
し
、
畠
に
お
い
て

は
、
同
じ
く
書
く
辮
に
・
一
部
門
に
特
化
す
・
．
・
か
k
実

現
の
問
題
と
し
て
は
一
資
本
家
に
と
っ
て
は
、
こ
の
様
な
比
較
生
産
費

差
は
国
際
二
化
の
方
向
決
定
の
第
一
の
誘
因
と
は
な
り
難
い
。
こ
N
で

も
矢
張
り
、
利
潤
率
を
よ
り
高
め
る
志
向
は
貫
か
れ
る
。

　
第
三
表
に
お
い
て
示
さ
れ
た
通
り
、
A
国
に
お
い
て
は
、
五
部
門
の

利
潤
率
は
1
部
門
の
そ
れ
よ
り
も
大
で
あ
る
。
而
も
A
国
且
部
門
の
利

潤
率
は
、
B
国
の
各
部
門
の
利
潤
率
を
老
馴
し
た
上
で
（
比
較
生
産
費
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国
際
分
業
に
つ
い
て

説
と
併
行
な
推
論
を
経
た
上
で
）
も
、
猶
比
較
的
優
位
で
あ
．
る
。
そ
こ
・

で
1
部
門
の
資
本
家
は
、
彼
の
資
本
を
1
部
門
よ
り
引
き
揚
げ
て
亜
部

門
に
投
下
す
る
。
こ
の
こ
と
は
利
潤
率
平
準
化
の
過
程
で
認
め
ら
れ
た

通
り
、
商
品
が
価
値
通
り
交
換
さ
れ
る
も
の
と
す
る
と
皿
部
門
に
お
い

て
過
剰
生
産
物
が
発
生
す
る
。
こ
れ
は
皿
部
門
の
生
産
物
の
価
格
を
下

落
せ
し
め
る
。
し
か
し
、
生
産
物
の
こ
の
部
分
の
全
体
ま
た
は
】
部
が
、

今
度
は
国
際
市
場
に
送
り
出
さ
れ
て
、
従
来
の
国
内
交
換
比
率
か
、
ま

た
わ
（
A
国
虹
部
門
に
と
っ
て
）
ヨ
リ
有
利
な
交
換
比
率
で
交
換
せ
ら

れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
様
な
新
し
い
遇
程
の
導
入
は
、
A
国
内
に
お
け
る

そ
の
後
の
（
資
本
家
的
な
）
市
場
調
整
の
後
、
そ
う
で
な
か
っ
た
以
前

に
較
べ
て
、
社
会
的
に
平
均
的
な
利
潤
率
は
ヨ
リ
上
昇
せ
し
め
ら
れ
る
。

B
国
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
老
え
ら
れ
う
る
。

　
今
、
第
一
表
の
各
項
目
を
記
号
で
以
て
次
の
如
く
示
す
こ
と
に
す
る
。

藩
　
　
－
　
　
職
”
b

切 b 圓
煎

津 ≧ 購
覇

1
　
国H 囲 同

嬰
謡

δ δ § §
駐
三
三
一

肉
卜
。
＼
§

津
＼
§

避
§

ミ
§

煕
圧
副

§ § 8 2
6
一

§ 母 ε 含 q 罰
ゆ憲 謹 § 謹 ミ

こ
の
記
号
を
用
い
、
更
に
、
A
国
に
お
い
て
、
皿
部
門
零
生
産
の
出
発

点
の
後
、
1
部
門
よ
り
皿
部
門
に
移
動
せ
し
め
ら
れ
る
労
働
時
間
で
測

っ
た
価
値
量
を
κ
と
す
る
と
、
A
国
に
お
け
る
平
均
利
潤
率
は
、

　
　
　
　
　
　
肉
リ
ミ
＝
＋
黛
ミ
旨
ー
ミ
＝
）

　
　
勘
μ
（
も
仁
＋
3
H
）
＋
蔦
♪
い
。
1
♪
H
）
＋
（
ミ
這
一
e
＝
）
〕

に
て
示
さ
れ
る
。
但
し
こ
れ
は
、
生
産
物
が
価
値
で
交
換
さ
れ
た
場
合

に
お
け
る
外
国
向
部
分
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
国
内
過
剰
部
分
）
は
、

実
際
は
こ
れ
以
上
に
有
利
な
交
換
比
率
で
外
国
と
交
換
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
一
応
、
従
来
の
国
内
価
値
交
換
比
率
で
交
換
が
実
現
さ

れ
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
平
均
利
潤
率
で
あ
る
。
こ
瓦
に
お
い
て
、

　
　
（
ミ
轟
t
§
＝
）
梱
（
♪
い
。
一
鳥
二
）
＋
（
ミ
旨
一
唱
に
）

を
老
え
、
左
辺
が
大
な
ら
ば
κ
の
増
・
加
と
共
に
平
均
利
潤
率
は
増
加
を

示
し
、
逆
は
逆
で
あ
る
。
等
し
い
場
合
に
は
、
劣
を
変
化
せ
し
め
て
も

平
均
利
潤
率
は
変
化
し
な
い
。

　
B
国
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

　
　
　
　
　
　
肉
沁
ミ
曽
＋
ヒ
（
ミ
ト
。
N
ー
ミ
醇
）

　
　
肉
躊
（
ぶ
H
＋
蝕
碧
）
＋
ヒ
〔
ら
認
一
Q
醇
）
＋
（
ぶ
の
i
蝕
曽
）
〕

　
　
　
（
ミ
悼
r
。
i
ミ
N
ト
）
柵
（
ぶ
悼
一
ぶ
ト
）
＋
S
N
i
S
ド
）

を
得
て
同
じ
こ
と
が
老
え
ら
れ
る
。
こ
X
で
夕
は
、
B
国
に
お
い
て
皿

部
門
零
生
産
の
出
発
点
の
後
、
1
部
門
よ
り
π
部
門
に
移
動
せ
し
め
ら

れ
る
労
働
時
間
で
測
」
つ
た
価
値
量
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
以
て
上
記
の
例
を
み
れ
ば
、
A
国
に
お
い
て
は
O
V
－
b
Ω
、
B

国
に
つ
い
て
は
ト
の
く
①
で
あ
っ
て
、
A
国
は
皿
部
門
、
B
国
は
1
部
門

に
資
本
を
夫
々
集
中
す
る
こ
と
が
平
均
利
潤
率
を
高
め
る
意
味
に
お
い

て
両
国
の
盗
本
家
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
二
表
の
夫
々

に
対
応
し
て
、
A
国
及
び
B
国
の
（
上
述
の
意
味
お
け
る
）
平
均
利
潤
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率
の
上
昇
を
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
黙
　
　
“
　
　
麹

　
》
圖

ee
oo

O

ぬ
・
Q
。
N
獣

　
国
画

　
と
こ
ろ
が
、
上
述
の
平
均
利
潤
率
の
上
昇
は
単
に
、
国
際
市
場
に
お

い
て
実
現
す
る
交
換
が
、
国
内
交
換
比
率
で
以
て
行
な
わ
れ
た
場
合
に

お
い
て
の
考
慮
に
基
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
交
換
に
一
国

が
介
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
上
記
の
意
味
に
お
け
る
平
均
利
潤
率
の

上
昇
を
齎
ら
す
か
ら
で
も
あ
る
が
、
猶
ヨ
リ
重
要
な
こ
と
は
、
国
内
交

換
よ
り
も
ヨ
リ
有
利
な
交
換
が
国
際
的
に
は
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
利
潤
率
に
因
る
特
化
の
方
向
が
比
較
生
産
費
に
墓
く
特
化

の
方
向
と
同
一
で
あ
る
場
合
は
顕
著
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
的
に

は
、
国
内
に
お
け
る
よ
り
も
有
利
な
交
換
が
可
能
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ヨ
リ
多
く
の
価
値
量
が
各
国
の
上
下
部
門
に
流
入
し
、

そ
れ
は
す
べ
て
剰
余
価
値
部
分
と
な
り
、
利
潤
と
し
て
実
現
す
る
か
ら
、

夫
々
の
国
の
膨
化
部
門
の
利
潤
は
増
大
し
、
利
潤
率
は
上
昇
し
、
こ
の

こ
と
は
各
国
夫
々
の
平
均
利
潤
率
を
引
き
あ
げ
る
。
か
N
る
効
果
は
、

国
際
的
な
不
等
価
交
換
に
よ
る
純
粋
な
効
果
で
あ
り
、
前
記
の
種
類
の

平
均
利
潤
率
に
対
す
る
効
果
と
共
に
、
全
体
と
し
て
の
平
均
利
潤
率
を

上
昇
せ
し
め
る
。

国
際
分
業
に
つ
い
て

　
こ
の
こ
と
を
、
第
一
表
A
の
記
号
を
用
い
て
ヨ
リ
解
折
的
に
述
べ
れ

ば
次
の
如
く
に
な
る
。
A
国
に
お
い
て
、
1
部
門
よ
軌
皿
部
門
へ
の
資

木
移
動
が
あ
る
点
に
達
し
た
際
に
お
け
る
、
国
際
的
な
不
等
価
交
換
に

よ
る
純
粋
な
効
果
と
し
て
、
A
国
皿
部
門
に
流
入
す
る
剰
余
価
値
一
利

潤
は
、

　　

ﾌ
（
船
劇
＋
囎
＋
ミ
勘
舗
逡
・
聾
韓
土
・
遡
呼

　　

@
よ
・
入
静
8
一
＋
字
書
『
沁
舗
書
画
脊
報
計
量
）
聡

　　

@
人
鹸
　
∵
呼
－
、
）
叉
♪
N
＋
難
馴
・
酬
ぜ
鞭
計
）

　　

@
L
肉
・
♪
庸
評
窮
し

で
あ
り
、
こ
の
部
分
に
対
す
る
A
国
事
部
門
の
利
潤
率
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
H
十
ミ
＝

　
　
（
δ
・
9
t
H
亀
待
恥
）
無
・
♪
津
沁
＋
ら
、
、
磐
越
、
（
神
－
目
）
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪
N
十
3
の
十
§
H
N

と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
κ
の
極
限
の
値
、
す
な
わ
ち
、
1
部
門
よ

り
皿
部
門
へ
の
資
本
移
動
が
完
全
に
終
っ
た
時
の
劣
の
値
（
魏
“
肉
H
）
に

対
し
て
は
、

　
　
（
園
F
・
象
l
H
轟
旨
　
恥
）
♪
避
H
卜
．

で
あ
る
。
こ
N
で
α
一
β
は
、
国
際
的
に
成
立
し
た
交
換
比
率
で
あ
り
、

そ
れ
は
A
・
B
両
国
の
国
内
交
換
比
率
の
中
間
に
あ
る
。
何
故
な
ら
ば

そ
れ
が
そ
れ
よ
り
も
上
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
下
で
あ
っ
て
も
、
両
当
事

国
の
何
れ
か
は
喜
ん
で
国
際
交
換
に
は
介
入
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヒ

こ
X
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
（
a
）
偽
0
1
が
大
な
る
程
、
（
b
）

号
が
委
る
程
、
（
c
）
聾
ど
が
委
る
程
、
A
国
皿
部
門
の
・
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国
際
分
業
に
つ
い
て

の
種
の
利
潤
率
は
よ
り
大
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
（
a
）

亀
が
大
な
・
こ
と
は
、
・
国
に
・
つ
て
、
皿
部
門
の
生
産
費
李
部

門
の
そ
れ
に
較
べ
て
よ
り
低
廉
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
絶
対

的
な
生
産
費
が
ヨ
リ
低
廉
で
あ
る
こ
と
が
直
ち
に
比
較
生
産
費
優
位
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
ウ
る

あ
る
の
で
は
な
い
。
だ
が
偽
角
が
ヨ
リ
大
に
な
る
こ
と
は
、
比
較
生
産

費
優
位
の
方
向
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
比
較
生

産
費
が
有
利
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
種
の
利
潤
率
を
高
め
る
一
因
と
な

る
。
（
b
）
α
7
が
単
な
る
こ
と
、
こ
れ
は
、
直
ち
に
判
る
よ
う
に
、

A
国
内
の
皿
部
門
の
生
産
物
一
単
位
当
り
ヨ
リ
多
く
の
外
国
の
1
部
門

の
生
産
物
を
受
取
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
し
た
が

っ
て
、
外
国
よ
り
ヨ
リ
多
く
の
利
潤
が
A
国
国
部
門
に
流
入
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
こ
れ
は
明
白
に
利
潤
率
を
上
昇
せ
し
め
る
。

最
後
に
（
c
）
♪
違
い
．
の
趨
る
こ
・
は
、
（
・
国
皿
部
門
の
有
瀬

構
成
の
大
な
る
こ
と
は
）
、
外
国
（
B
国
）
と
の
交
易
量
を
相
対
的
に
量

的
に
大
な
ら
し
め
、
そ
れ
に
比
例
し
て
、
流
入
剰
余
価
値
1
1
流
入
利
潤

を
ヨ
リ
大
な
ら
し
め
る
か
ら
、
利
潤
率
は
ま
た
ヨ
リ
増
加
せ
し
め
ら
れ

る
。
猶
、
A
国
が
皿
部
門
に
完
全
特
化
し
な
い
以
前
に
お
い
て
は
、
有

機
的
構
成
を
一
定
と
す
れ
ば
、
特
化
度
の
大
に
な
る
に
つ
れ
て
、
利
潤

率
は
大
と
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
定
全
特
化
し
な
い
以
前
に
お
い
て
は
、

小
な
り
と
難
も
生
産
財
の
供
給
を
国
内
－
部
門
に
依
存
す
る
。
そ
の
結

果
、
外
国
よ
り
輸
入
す
れ
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
外
国
よ
り

の
剰
余
価
値
の
流
入
が
こ
N
で
は
そ
れ
だ
け
少
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ

は
特
化
の
進
む
に
つ
れ
て
次
第
に
増
大
す
る
か
ら
で
あ
る
。
B
国
に
つ

　
い
て
も
、
類
似
の
推
論
が
成
り
立
つ
。

　
実
現
の
問
題
に
お
い
て
は
、
比
較
生
産
費
原
理
は
国
際
特
化
の
主
導
原

理
で
は
な
く
な
る
こ
と
を
見
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
重
要
な

地
位
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
様
な
形
で
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
実
現
の
問
題
に
お
け
る
国
除
特
化
の
主
導
原
理
は
、
比
較
生
産
費
原

理
に
準
ら
え
て
誓
え
ら
れ
た
利
潤
率
比
較
に
よ
る
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
．

は
、
生
産
費
比
較
に
よ
る
特
化
優
位
の
方
向
と
、
利
潤
率
比
較
に
よ
る
特

化
優
位
の
方
向
と
が
一
致
す
る
保
証
は
何
も
な
い
。
そ
こ
で
、
結
果
と
し

て
利
潤
率
が
ヨ
リ
大
な
る
方
に
特
化
し
た
と
仮
定
し
て
み
る
と
、
そ
の
場

合
に
お
け
る
比
較
生
産
費
差
の
占
め
る
地
位
が
現
わ
れ
る
。
一
国
が
何
れ

か
の
産
業
部
門
へ
の
特
化
を
、
利
潤
（
率
）
が
よ
り
大
で
あ
る
故
に
有
利

で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
れ
は
、
そ
の
有
利
性
は
、
自
国
の
後
進
性
（
先

進
性
）
に
よ
り
強
調
さ
れ
、
相
手
国
の
先
進
性
（
後
進
性
）
に
よ
る
効
果
は
、

自
国
と
相
手
国
と
の
比
較
生
産
費
差
に
よ
り
、
弱
め
ら
れ
る
。
か
く
し

て
、
実
現
の
問
題
に
お
け
る
比
較
生
産
費
原
理
は
、
積
極
的
に
は
表
面
化

し
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
の
自
国
へ
の
優
位
は
、
相
手
国
の
先
進
性
（
後

進
性
）
を
一
部
分
相
殺
し
て
自
国
を
ヨ
リ
有
利
に
導
く
も
の
で
は
あ
る
。

こ
の
之
と
は
前
述
の
国
際
交
換
に
お
け
る
国
際
搾
取
に
よ
る
利
潤
率
の
増

大
を
説
い
た
場
合
の
結
論
と
照
合
せ
し
め
ら
れ
る
。
猶
、
ロ
ハ
今
の
場
合
に

は
、
当
事
諸
国
の
資
源
の
大
き
さ
は
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
議
論
を
簡
単
に
す
る
為
に
、
こ
N
で
は
両
国
共
に
、
何
れ
か
比
較
的

　
有
利
な
産
業
に
特
化
し
切
っ
た
場
合
の
み
を
考
え
る
。

　
　
ま
つ
、
A
国
が
∬
部
門
に
、
B
国
が
1
部
門
に
完
全
特
化
し
た
場
合
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6
誌
十
噂
這
十
ミ
お
　
　
　
♪
H
十
爵
H
十
ミ
ζ

こ
X
で
左
辺
第
一
項
を
見
つ
N
比
較
生
産
費
差
を
考
え
よ
う
。
A
国
は
、

　
　
亀
＝
M
3
N

　
　
一
州
門

　
　
ぶ
ト
　
　
ぶ
N

に
お
い
て
ヨ
リ
小
さ
い
項
の
分
子
に
特
化
す
る
こ
と
を
優
位
と
す
る
。

そ
こ
で
今
、

　
　
　
ミ
曽
十
ミ
碧
　
　
　
　
　
　
　
諭
N

　
　
ら
曽
十
S
H
十
ミ
β
　
　
　
詮
恥
。
十
ミ
B
十
ミ
器

と
い
う
特
殊
な
仮
定
を
お
い
て
み
る
。
そ
し
て
比
載
生
産
費
差
に
よ
れ

ば
、
A
国
は
∬
部
門
に
特
化
す
る
を
有
利
と
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
。

そ
う
す
る
と
上
式
左
辺
第
一
項
は
正
で
あ
る
。
次
に
こ
の
第
一
項
と
第

二
項
を
比
較
し
て
み
る
。
そ
の
結
果
、
第
一
項
が
大
で
あ
れ
ば
A
国
が

∬
部
門
に
特
化
す
る
こ
と
は
利
潤
率
を
正
に
大
な
ら
し
め
る
。
こ
x
で
、

こ
ま
、
そ
し
て
両
国
の
外
国
向
製
産
物
（
こ
の
場
合
に
は
国
内
過
剰
生

産
物
）
は
、
す
べ
て
国
際
交
換
に
出
さ
れ
、
交
換
さ
れ
終
る
も
の
と
す

れ
ば
、
こ
の
こ
と
よ
り
A
国
の
受
け
る
剰
余
価
値
は
、

　　

?
I
・
露
三
業
蝶
評
ら
H
悼
＋
囎
＋
謹
）

で
あ
る
。
逆
に
、
A
国
が
1
部
門
に
完
全
特
化
し
、
B
国
が
皿
部
門
に
完

全
特
化
し
た
場
合
に
は
、
同
様
に
し
て
得
ら
れ
る
A
国
の
剰
余
価
値
は

　　

?
ﾎ
・
傘
副
＋
駿
＋
訓
－
♪
風
鈴
捕
計
）

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
A
国
が
究
極
的
に
何
れ
に
特
化
す
べ
き
か
は
、

前
者
よ
り
後
者
を
差
し
引
い
た
残
り
が
正
な
ら
ば
第
二
の
方
向
に
、
負

な
ら
ば
第
二
の
方
向
に
で
あ
る
。
ま
た
零
な
ら
ば
、
何
れ
に
特
化
し
て

も
利
益
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

　　

?
｣
8
ド
喋
計
鱒
も
B
＋
聾
ミ
し

　　

@
詣
（
　
馬
、
障
　
　
。
、
．
＋
ミ
、
、
）
酬
。

国
際
分
業
に
つ
い
て

何
れ
の
国
に
お
い
て
も
、

　
　
　
　
3
　
　
　
M
碍
　
3
十
§
戸

　
　
ぶ
＋
S
＋
ミ
験
。
ぺ
♪
＋
ミ
訓
ミ
H

に
お
い
て
左
辺
の
大
な
る
こ
と
を
そ
の
国
が
先
進
的
で
あ
り
、
右
辺
の

大
な
る
こ
と
を
そ
の
国
が
後
進
的
で
あ
る
こ
と
N
す
れ
ば
、
上
述
の
A

国
が
皿
部
門
に
特
化
す
る
を
有
利
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
国
の
資

源
の
量
を
等
し
い
と
す
れ
ば
、
A
国
が
先
進
国
で
あ
れ
ば
、
そ
の
先
進

性
は
A
国
丑
部
門
の
比
較
生
産
費
差
よ
り
も
小
な
る
こ
と
、
ま
た
は
A

国
が
後
進
国
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
事
は
両
国
の
翌
々
の
量

の
差
が
大
に
な
れ
ば
、
B
国
の
資
源
の
量
は
比
較
生
産
費
差
に
、
ま
た

A
国
の
資
源
の
量
は
A
国
の
先
進
性
乃
至
後
進
性
に
、
夫
々
加
重
さ
れ

て
卜
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
先
の

　
　
　
ミ
鎗
十
ミ
軸
卜
。
H
　
　
　
　
　
　
　
ら
鵠

　
　
ら
B
十
S
H
十
ミ
・
．
卜
。
ド
　
　
詮
D
。
十
S
の
十
ミ
W
認

の
仮
定
を
す
て
N
、

　　

逑
�
坥
淘
ﾋ
v
§
＋
鞭
＋
華

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
B
国
の
1
部
門
・
皿
部
門
共
に
資
本

制
的
発
展
が
幼
稚
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
程
度
が
大
な
る
程
、

A
国
に
と
っ
て
の
比
較
生
産
費
差
優
位
と
士
魂
っ
て
、
A
国
∬
部
門
え

の
特
化
は
有
利
と
な
る
。
し
か
し
、
B
国
が
後
進
国
で
あ
り
、
そ
れ
に
対

し
A
国
が
丑
部
門
に
特
化
し
、
B
国
が
1
部
門
に
特
化
す
る
と
い
う
こ

・
は
矛
盾
で
あ
・
、
そ
－
・
す
れ
ば
魂
迎
詳
v
母
聾
華

に
よ
る
有
利
化
は
望
め
な
い
。
む
し
ろ
、
A
国
が
皿
部
門
に
特
化
し
、

・
国
が
轟
門
に
特
化
す
・
為
に
は
聾
墨
壷
く
ミ
鞭
＋
壽
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国
際
分
業
に
つ
い
て

で
あ
る
こ
と
の
方
が
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
は
、

A
国
の
比
較
生
産
費
差
優
位
は
、
B
国
の
先
進
に
よ
り
、
そ
の
幾
パ
ー

セ
ン
ト
か
樽
相
殺
さ
れ
る
。

　
こ
の
場
合
に
お
け
る
A
国
皿
部
門
特
化
の
途
は
も
う
一
つ
、
第
二
項

が
負
と
な
り
、
左
辺
全
体
と
し
て
正
と
な
る
か
、
第
一
項
が
食
と
な
っ

て
も
（
B
国
の
先
進
性
が
強
大
な
る
為
）
、
そ
れ
を
相
殺
し
て
全
体
と
し

て
正
・
な
…
で
あ
・
。
そ
れ
は
襲
講
義
v
ζ
幹
ミ

を
条
件
と
し
、
そ
の
差
が
よ
り
大
な
る
こ
と
を
望
ま
し
い
と
す
る
。
こ

の
こ
と
は
上
述
と
同
様
、
A
国
の
後
進
性
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

A
国
が
π
部
門
に
特
化
し
、
B
国
が
一
部
門
に
特
化
す
る
こ
と
に
対
し

妥
当
し
た
結
論
を
与
え
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
比
較
生
産
費
差
に
お
け

る
A
国
皿
部
門
特
急
の
優
位
が
少
く
て
も
、
ま
た
そ
れ
が
B
国
の
先
進

性
の
故
に
幾
分
か
相
殺
さ
れ
て
も
、
A
国
の
後
進
性
が
そ
れ
ら
の
す
べ

て
の
．
妥
因
を
相
殺
し
て
優
位
を
占
め
る
な
ら
ば
、
A
国
丑
部
門
特
化
の

優
位
は
保
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。
猶
、
こ
の
場
合
に
も
、
両
国
の
盗
源

量
の
差
の
考
慮
は
上
述
せ
る
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
次
尺
本
制
的
国
際
交
換
の
実
現
過
程
に
お
い
て
は
、
比
較

生
産
費
の
原
理
は
、
当
事
諸
国
の
先
進
性
及
び
後
進
性
の
陰
に
隠
さ
れ

て
し
ま
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
様
な
先
進
性
・
後
進
性
の
抽
象
化
さ
れ

た
シ
ェ
ー
マ
こ
そ
が
比
較
生
産
費
の
本
体
で
は
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
。

し
た
が
っ
て
、
実
現
の
問
題
を
扱
う
に
当
っ
て
は
、
比
較
生
産
費
差
は

強
力
な
カ
を
そ
の
基
礎
の
上
に
与
え
な
が
ら
も
、
形
式
的
に
は
表
だ
つ

て
は
現
わ
れ
て
こ
な
い
。
だ
が
そ
れ
が
国
際
価
値
論
の
支
柱
で
あ
る
限

り
、

常
に
そ
の
底
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
に
お
い
て
、
従
来
の
国
際
分
業
の
理
論
を
見
た
後
、
利
潤
率
比
較

を
支
配
原
理
と
す
る
国
際
分
業
論
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
こ
x
に
お
い
て

考
察
さ
れ
た
の
は
、
国
際
分
業
の
誘
因
と
な
る
資
本
家
の
利
潤
率
に
つ
い

て
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
様
な
老
恥
に
よ
り
分
業
が
実
現
さ
れ
た
後
の
各

国
内
の
産
業
構
造
の
調
整
過
程
の
考
察
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後

の
研
究
の
第
一
は
そ
の
分
析
に
向
け
ら
れ
る
。
ま
た
そ
こ
に
お
い
て
は
未

だ
非
現
実
的
要
素
が
残
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
後
の
研
究
の
第
一
は
、

こ
の
非
現
実
的
要
素
が
ど
の
様
に
現
実
的
な
も
の
に
接
近
せ
し
め
ら
れ
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、
そ
の
国
際
分
業
論
が
ど
の
様
に
し
て

国
際
交
換
論
と
結
び
つ
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
三
は
、
か
玉
る
貿

易
論
が
ど
の
様
に
し
て
一
国
の
経
済
構
造
を
扱
う
場
合
に
導
入
さ
れ
う
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
以
　
上
1
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事

業

要

專
門
委
員
會

同

一
、
ア
ジ
ア
経
濟
專
門
委
員
會

　
日
本
商
品
の
市
場
と
し
て
、
ま
た
、
原
料
の
供
給
源
と
し
て
日
本
経
済

再
建
に
重
大
な
る
意
義
を
も
つ
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
椿
勢
の
理
論
的
な
ら

び
に
実
証
的
研
究
を
進
め
て
き
た
当
研
究
所
ア
ジ
ア
経
済
専
門
委
員
会
は

昭
和
二
十
五
年
九
月
十
一
日
設
立
以
来
、
研
究
報
告
会
の
回
を
重
ね
る
こ

と
二
十
四
回
、
研
究
成
果
の
発
表
を
み
た
る
も
の
主
要
論
丈
の
み
三
十
数

篇
…
、
　
叢
童
日
第
二
冊
を
皿
銀
・
兇
、
　
中
門
国
経
済
情
報
改
号
第
が
六
口
写
（
通
巻
九
ナ
五

号
×
香
港
大
公
報
紙
、
台
湾
中
央
日
報
等
よ
り
取
材
、
月
一
回
発
行
）
を

刊
行
し
て
い
る
。
年
報
W
所
載
後
の
研
究
報
告
会
お
よ
び
刊
行
物
は
次
の

通
り
で
あ
る
。一、

､
究
報
告
会

昭
和
二
＋
九
年
四
月

E
C
A
F
E
機
構
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
審
議
庁
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
原

昭
和
二
十
九
年
四
月

　
甫
甲
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
　
矢

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

来
佐
武
　
眼
中

　
　
覚
　
　
天
氏

尾
　
　
次
　
　
郎

昭
和
二
十
九
年
五
月

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
ジ
ア
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
・
　
ラ
　
ン
　
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
・
　
ベ
　
ル
　
タ
　
ン

昭
知
γ
二
十
九
年
六
月

　
ビ
ル
マ
及
び
タ
イ
地
域
に
対
す
る
我
国
と
の
輸
出
貿
易

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
神
戸
大
学
　
竹
中
　
竜

昭
和
二
十
九
年
七
月

　
経
済
発
展
と
外
国
貿
易

一
特
に
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
に
関
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
大
学
　
北

二
、
刊

行
　
　
物

一
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
以
降
毎
月
一
部
発
行

　
中
国
経
済
惜
報
　
B
5
判
　
一
六
頁

　
　
　
　
　
　
　
日
本
太
平
洋
問
題
調
査
会

二
、
昭
和
二
十
九
年
七
月
、

　
ア
ジ
ア
経
済
の
現
勢
と
日
本
　
B
6
判
　
三
二
六
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
　
森
　
山
　
書

氏氏
雄
氏

一
　
雄
藩

関
西
委
員
会
発
行

二
、
中
南
米
研
究
專
門
委
員
會

店
　
発
行

　
中
南
米
諸
国
の
政
治
経
済
悟
勢
、
移
民
問
題
な
ど
を
研
究
す
る
目
的
を

も
つ
て
当
研
究
所
専
門
委
員
会
の
規
定
に
よ
り
、
中
南
米
研
究
専
門
委
員

‘
会
が
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
設
立
さ
れ
、
爾
来
研
究
報
告
会
、
在
伯
邦
人

帰
朝
懇
談
会
、
駐
日
外
交
官
、
外
務
雀
、
民
間
研
究
家
等
を
交
え
懇
談
会

等
の
開
催
、
研
究
成
果
刊
行
等
を
行
っ
て
き
た
。
な
お
、
神
戸
大
学
学
生

一　237　一



事

業

要T

録

の
研
究
団
体
「
南
米
研
究
会
」
を
指
導
し
南
米
研
究
第
二
号
を
発
行
せ
ん

と
し
て
い
る
。
年
報
W
所
載
後
の
研
究
報
告
会
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
樹
、
本
年
度
の
研
究
計
画
は
、
国
際
経
済
関
係
教
官
の
綜
合
研
究
と
し

て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
政
治
経
済
問
題
を
取
扱
い
つ
X
あ
る
。
九
月
に
第
一

回
綜
合
報
告
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

一、

､
究
報
告
会

昭
和
二
＋
九
年
九
月

　
最
近
の
ブ
ラ
ジ
ル
事
情
に
つ
い
て

　
　
　
　
ア
マ
ゾ
ニ
ア
経
済
開
発
株
式
会
社
々
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
小
太
郎
氏

部
門
研
究
會

、

碑
戸
貿
易
研
究
會

　
神
戸
貿
易
研
究
会
は
学
界
と
業
界
の
知
識
の
交
流
に
よ
り
我
国
貿
易
の

振
興
策
樹
立
の
目
的
を
も
つ
て
当
研
究
所
長
柴
田
銀
次
郎
主
査
と
な
り
昭

和
二
十
六
年
四
月
神
戸
商
工
会
議
所
に
お
い
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
爾
来

毎
月
一
回
定
例
研
究
会
を
開
き
、
回
を
重
ね
る
こ
と
二
十
六
回
を
数
え
会

員
も
増
し
、
い
よ
い
よ
下
層
に
発
展
し
つ
X
あ
る
。
年
報
W
所
載
後
の
研

究
報
告
会
お
よ
び
報
告
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
十
四
回
　
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
三
日
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
最
近
國
讃
辞
濟
事
情

神
戸
大
学
教
授

　
　
柴
　
田

銀
　
次
　
郎

闘
　
今
次
大
戦
後
の
合
衆
国
は
一
躍
世
界
経
済
上
の
大
宗
た
る
地
位
を
占
め
る
に

至
っ
た
け
れ
ど
も
、
国
内
的
に
は
依
然
と
し
て
由
旦
国
産
業
保
護
の
勢
力
が
強
い
。

事
実
、
輸
出
高
は
国
内
総
生
産
高
の
五
％
に
満
た
ず
、
輸
入
も
僅
か
そ
の
三
％
程

度
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
、
合
衆
国
国
民
経
済
に
と
っ
て
外
国
貿
易
は
他
国
ほ
ど
に

重
要
で
な
く
、
従
っ
て
国
民
の
意
欲
も
大
勢
は
国
内
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
合
衆

国
止
痛
経
済
と
こ
れ
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
界
経
済
と
の
間
に
介
在
す

る
溝
は
要
す
る
に
か
x
る
点
に
あ
る
。
今
次
大
戦
に
よ
り
合
衆
国
民
の
国
際
意
識

は
往
時
に
比
べ
れ
ば
著
し
く
高
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
筒
世
界
経
済
の

大
宗
と
し
て
の
国
際
的
責
任
感
に
至
っ
て
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

二
　
最
近
に
於
け
る
合
衆
国
の
貿
易
の
推
移
を
見
る
と
、
概
ね
三
つ
の
時
期
に
劃

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は
一
九
四
六
年
乃
至
一
九
四
九
年
第
三
・
四
半
期

で
あ
っ
て
出
超
最
高
期
で
あ
り
、
第
二
期
は
一
九
四
九
年
第
四
・
四
半
期
乃
至
一

九
五
一
年
第
一
・
四
半
期
で
均
衡
接
近
期
で
あ
り
、
第
三
コ
口
一
九
五
一
年
第
二

四
半
期
乃
至
現
在
（
一
九
五
三
年
第
三
・
四
半
期
）
で
出
超
再
転
期
で
あ
る
。
第

一
の
出
超
最
高
期
は
一
九
四
七
年
の
年
出
超
九
十
六
億
弗
月
平
均
八
億
弗
之
い
う

未
曽
有
の
出
超
に
負
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
（
一
）
主
と
し
て
ヨ
ー
戸
ッ
。
ハ

諸
国
が
戦
災
と
そ
の
復
興
の
た
め
対
米
輸
出
が
激
減
し
た
こ
と
、
（
二
）
合
衆
国
の

援
助
輸
出
が
巨
額
に
上
っ
た
こ
と
に
帰
す
る
。
第
二
の
均
衡
接
近
期
は
一
九
五
〇

年
の
年
出
超
十
四
億
弗
月
平
均
七
千
三
百
万
弗
を
以
て
最
低
．
ハ
ラ
ソ
ス
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
（
一
）
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
経
済
復
興
に
よ
る
対
米
輸
出

振
興
、
（
二
）
各
国
の
ド
ル
地
域
か
ら
の
輸
入
制
限
強
化
、
（
三
）
一
九
四
九
年
第
四

・
四
半
期
か
ら
国
内
景
気
が
稻
回
復
し
た
こ
と
に
よ
る
輸
入
増
、
（
四
）
朝
鮮
動
乱

に
よ
る
資
材
輸
入
増
、
（
五
）
朝
鮮
動
乱
に
よ
っ
て
輸
入
資
材
の
単
価
が
騰
貴
し
た

一238一



こ
と
に
よ
る
。
第
三
の
出
超
再
転
期
は
　
（
一
）
各
国
の
対
米
輸
入
は
朝
鮮
動
乱
に

よ
っ
て
一
時
停
滞
し
て
い
た
が
こ
の
時
期
に
至
り
再
び
起
つ
た
こ
と
、
（
二
）
合
衆

国
の
資
材
蓄
蔵
が
漸
く
豊
富
に
な
っ
て
従
っ
て
輸
入
増
進
の
山
を
越
し
た
こ
と
の

理
由
に
よ
り
、
輸
出
入
と
も
正
常
の
出
超
状
態
に
帰
っ
た
。
出
超
は
正
常
化
し
た

と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
輸
出
の
絶
対
額
は
寧
ろ
増
［
潤
し
て
お
り
、
特
に
一
九
五

三
年
第
二
・
四
半
期
の
輸
出
額
は
毎
四
半
期
の
計
数
を
通
じ
て
未
曽
有
の
輸
出
額

四
十
二
億
弗
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
品
別
に
観
察
す
る
と
、
最
近
の
傾
向
は
輸
出
に
於
て
は
穀
物
と
機
械
な

ど
の
完
成
品
と
の
比
重
が
増
大
し
て
お
り
、
　
こ
れ
に
反
し
原
料
品
と
半
製
品
と
が

余
り
伸
び
て
い
な
い
。
輸
入
に
於
て
は
輸
出
と
逆
に
原
料
品
、
半
製
品
が
著
し
く

増
加
し
完
成
品
の
輸
入
が
余
り
伸
び
て
い
な
い
。
　
こ
れ
は
合
衆
国
の
経
済
構
造
の

漸
…
変
‘
を
物
語
っ
て
い
る
と
同
時
に
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貿
易
が
次
第
に
後
退
し
て
対
カ

ナ
ダ
及
び
対
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
貿
易
が
こ
れ
に
代
わ
り
つ
x
あ
る
こ
と
を
示
す
。

殊
に
輸
入
に
於
て
は
カ
ナ
ダ
及
び
ラ
テ
ン
。
ア
メ
リ
カ
の
比
重
は
極
め
て
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
合
衆
国
貿
易
総
額
中
、
対
西
欧
は
戦
前
四
一
％
が
戦
後
二
五
％
に

落
ち
た
の
に
反
し
、
対
中
南
米
は
戦
前
一
九
％
が
戦
後
二
五
％
に
上
り
、
対
カ
ナ

ダ
も
一
六
％
か
ら
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
っ
て
い
る
。

三
　
合
衆
国
の
長
年
に
亘
る
出
超
は
そ
の
国
際
響
動
を
著
し
く
不
均
衡
に
し
て
い

る
。
而
か
も
こ
れ
に
貿
易
外
収
支
に
於
け
る
受
取
超
過
を
加
え
る
と
益
々
大
き
く

な
り
、
戦
後
だ
け
で
も
一
九
五
二
年
末
ま
で
で
既
に
四
百
四
十
六
億
弗
の
受
取
累

積
と
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
受
取
超
過
に
最
も
寄
与
し
て
い
る
の
は
西
ヨ
i
戸
ッ
パ

（
四
〇
％
）
で
、
次
い
で
カ
ナ
ダ
（
三
〇
％
）
中
南
米
（
一
〇
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
る
。
か
く
毎
年
巨
額
の
受
取
超
過
に
な
っ
て
い
て
も
、
十
九
世
紀
末
か
ら
永

い
間
の
伝
統
に
な
っ
て
い
る
輸
入
障
壁
を
高
く
維
持
す
る
政
策
は
、
国
際
経
済
政

策
の
上
に
矛
虞
を
露
呈
し
て
．
お
り
、
　
一
方
に
は
国
内
産
業
界
と
関
税
委
員
会
及
び

国
会
の
歳
入
委
員
会
の
意
向
に
背
馳
せ
ず
に
国
際
収
麦
を
均
衡
に
近
づ
け
し
め
、

他
方
に
は
合
衆
国
の
世
界
に
於
け
る
国
際
政
治
的
地
位
を
高
め
る
た
め
に
、
対
価

な
し
で
外
国
に
援
助
輸
出
を
な
す
と
い
う
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
無
償
輸

出
及
び
貸
付
で
そ
の
大
部
分
で
あ
る
三
百
五
十
九
億
弗
を
処
理
し
て
い
る
。
そ
の

事

業

要

録

余
は
民
聞
の
送
金
及
び
投
資
、
国
際
通
貨
基
金
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
な
ど
へ
の

出
資
が
あ
り
、
そ
れ
で
も
無
謀
三
十
八
億
弗
の
正
金
及
び
在
外
正
貨
増
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。

四
合
衆
国
の
輸
入
の
五
分
の
三
は
工
業
原
料
と
半
製
品
と
か
ら
成
り
大
部
分
を

カ
ナ
ダ
と
中
南
米
か
ら
仰
い
で
い
る
。
こ
の
輸
入
代
金
は
カ
ナ
ダ
と
中
南
米
の
開

発
資
金
と
な
り
つ
x
あ
る
。
合
衆
国
の
こ
れ
ら
輸
入
原
料
は
西
ヨ
i
胃
ッ
パ
の
輸

入
原
料
で
あ
り
、
含
衆
国
の
主
な
る
輸
出
品
と
な
っ
た
完
血
忌
は
又
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
輸
出
品
で
も
あ
る
。
　
即
ち
、
合
衆
国
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
昔
臼
の
よ
う
な

補
完
的
需
給
状
態
で
は
な
く
、
競
合
的
経
済
事
情
に
な
る
。
只
、
穀
類
等
の
食
糧

だ
け
が
前
者
を
供
給
国
た
ら
し
め
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
以
上
の
傾
向
は
今
後
益

々
助
長
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
英
国
始
め
西
ヨ
ー
官
ッ
パ
諸
国
の
合
衆
国
市
場

に
於
け
る
地
位
は
次
第
に
後
退
の
已
む
な
き
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

五
　
世
界
市
場
に
け
る
弗
資
金
不
足
は
従
来
合
衆
国
の
対
外
援
助
で
補
わ
れ
て
い

た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
っ
て
、
合
衆
国
民
の
投
資
家
は
英
国
資
本
家
と
異
り
、

遠
大
な
計
画
の
上
に
永
い
先
を
目
的
と
し
て
投
資
を
行
う
こ
と
を
喜
ば
ず
、
従
て

そ
の
金
額
も
小
さ
い
。
対
外
援
助
は
永
続
性
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
最
近
は
益

々
縮
小
さ
れ
つ
x
あ
る
。
結
局
、
先
ず
合
衆
国
を
し
て
輸
入
機
構
を
容
易
な
ら
し

め
る
よ
う
要
請
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
合
衆
国
に
於
け
る
高
関
税
政
策
の
転

換
、
煩
裟
な
る
通
関
手
続
の
緩
和
、
互
恵
通
商
協
定
法
に
於
け
る
鳥
指
条
項
、
危

険
点
の
緩
和
叉
は
撤
廃
、
輸
入
割
当
制
の
廃
止
、
米
国
物
資
購
入
法
（
日
思
切
ξ

〉
ヨ
①
同
一
。
碧
＞
9
）
の
廃
止
、
積
取
優
先
法
（
目
穿
0
9
。
嶺
。
胴
亀
①
お
ぎ
。
》
9
）
　
の
廃

止
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
既
に
国
会
議
員
及
び
学
者
の
中
の
自
由
貿
易

論
者
が
度
々
取
上
げ
て
、
合
衆
国
の
世
界
に
於
け
る
地
位
は
昔
の
よ
う
に
独
善
的

立
場
を
と
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
然
る
べ
き
法
案
も
用
意
し
た

け
れ
ど
も
、
他
方
旧
来
の
保
護
論
者
の
勢
力
が
依
然
と
し
て
強
く
，
根
本
的
に
は

非
国
際
的
意
見
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
こ
と
が
現
状
で
あ
る
。
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事

業

要

録

第
二
十
五
回
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
）

　
　
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
市
場

神
戸
大
学
教
授

　
　
川
　
田

富
　
久
　
雄

　
東
南
ア
ジ
ア
十
力
国
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ニ
十
力
国
の
貿
易
規
模
を
比
較
す

る
と
輸
出
額
に
お
い
て
一
九
三
八
年
に
は
東
南
ア
ジ
ア
は
約
二
十
一
億
ド
ル
、
　
ラ

テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
は
約
十
六
億
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
　
一
九
五
二
及
び
五
三
年
に
は

東
南
ア
ジ
ア
は
六
十
億
ド
ル
及
び
五
十
三
億
ド
ル
、
　
ラ
ア
ソ
・
ア
メ
リ
カ
は
七
十

億
ド
ル
及
び
七
十
六
億
ド
ル
で
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
が
東
南
ア
ジ
ア
を
凌
駕
し
て

い
る
。
人
口
は
東
南
ア
ジ
ア
は
約
六
億
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
は
約
一
億
五
千
万

で
あ
る
か
ら
、
　
］
入
当
り
貿
易
額
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
が
東
南
ア
ジ
ア
の
五
倍

以
上
で
あ
る
。

　
貿
易
方
向
は
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
東
南
ア
ジ
ア
は
対
欧
州
貿
易
の
割
合
が
、

対
米
貿
易
よ
り
大
で
あ
る
が
、
　
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
は
戦
前
は
対
米
貿
易
が
対
欧

貿
易
よ
り
も
僅
か
ば
か
り
大
で
あ
っ
た
の
が
、
戦
後
は
対
米
貿
易
が
全
体
の
六
割

を
占
め
圧
倒
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
　
地
域
内
貿
易
は
東
南
ア
ジ
ア
が
約
三

割
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
が
約
一
割
で
、
東
南
ア
ジ
ア
の
方
が
そ
の
割
合
は
大
き
い
。

　
主
要
工
業
国
の
両
地
域
と
の
貿
易
割
合
を
比
較
す
れ
ば
、
米
国
、
ド
イ
ツ
は
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
蒲
央
国
、
日
・
本
は
東
南
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
割
合
が
高
い
。

　
主
要
輸
出
品
は
東
南
ア
ジ
ア
で
は
ジ
ュ
ー
ト
、
ゴ
ム
、
茶
、
　
コ
ブ
ラ
、
　
コ
・
ナ

ッ
油
、
米
な
ど
が
、
　
い
つ
れ
も
世
界
輸
出
量
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
ラ
テ

ン
・
ア
メ
リ
カ
で
は
硝
石
、
コ
ー
ヒ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
　
砂
糖
、
肉
類
が
世
界
輸
出
量

の
六
五
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　
一
国
の
輸
出
商
贔
構
成
が
少
数
の
第
一
次
生
産
物
に
集
中
し
て
い
る
現
象
は
東

南
ア
ジ
ア
に
も
、
ラ
テ
y
・
ア
メ
リ
カ
に
も
見
ら
れ
る
。

　
輸
入
商
品
構
成
で
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
資
本
財
輸
入
の
割
合
及
び
そ
の
金

額
は
東
南
ア
ジ
ア
に
比
し
て
下
口
恥
く
、
逆
に
繊
維
品
輸
入
の
割
合
及
び
そ
の
金
額
は

東
南
ア
ジ
ア
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
比
し
て
大
で
あ
る
。
従
っ
て
一
言
に
し
て

い
え
ば
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
資
本
財
市
場
、
　
東
南
ア
ジ
ア
は
繊
維
品
市
場
と
い
え

よ
う
。

　
日
本
の
貿
易
相
手
先
と
し
て
現
在
は
東
南
ア
ジ
ア
は
ラ
テ
y
・
ア
メ
リ
カ
に
比

し
て
遙
か
に
重
要
で
あ
る
。

〔一

繻
ﾜ
二
及
び
五
三
年
に
お
け
る
日
本
の
両
地
域
へ
の
輸
出
は
東
南
ア
ジ
ア
へ

四
億
六
千
万
ド
ル
（
三
六
％
）
及
び
三
訂
八
千
四
百
万
ド
ル
（
三
〇
％
）
、
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
へ
五
千
万
ド
ル
（
四
％
）
及
び
一
億
四
百
万
ド
ル
（
八
％
）
（
こ
の
う
ち

に
は
パ
ナ
マ
へ
の
鋼
鉄
船
約
二
千
三
百
万
ド
ル
を
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

輸
入
は
一
九
五
二
年
及
び
五
三
年
に
お
い
て
東
南
ア
ジ
ア
よ
り
江
島
ド
ル
　
（
二
〇

％
）
及
び
五
豪
腹
千
万
ド
ル
、
（
二
二
％
）
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
よ
り
一
億
六
千
八

百
万
ド
ル
（
八
％
）
及
び
二
億
六
千
五
百
万
ド
ル
（
十
一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
〕

し
か
し
、
将
来
は
日
本
産
業
構
造
の
高
度
化
と
共
に
ラ
テ
γ
ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易

は
さ
ら
に
拡
大
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
十
六
回
（
昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日
）

戦
前
リ
ン
ク
制
と
職
後
リ
ン
ク
制
と
の

　
　
　
　
差
異
及
び
そ
の
將
來

神
戸
市
外
国
語
大
学
講
師

　
　
中
　
井
　
省

三
氏

　
朝
鮮
戦
争
以
後
、
口
本
に
対
す
る
米
国
の
特
需
は
急
激
に
増
加
し
た
。

こ
の
特
需
は
日
本
の
輸
入
超
過
に
よ
る
貿
易
収
支
上
の
赤
字
を
カ
バ
ー
し

て
来
て
い
た
。
　
（
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
そ
の
同
じ
役
割
は
対
日
援
助

費
に
よ
り
遂
行
さ
れ
て
い
た
）
。
　
し
か
し
、
こ
の
様
な
特
需
に
よ
る
輸
出

は
不
安
定
な
も
の
で
あ
り
、
結
局
は
正
常
貿
易
を
重
視
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
そ
こ
で
輸
出
を
振
興
す
る
為
に
二
重
価
格
制
が
採
用
さ
れ
、
そ

の
当
然
の
成
り
行
き
と
し
て
リ
ン
ク
制
が
生
じ
て
来
た
。
こ
の
様
に
、
戦
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後
の
リ
ン
ク
制
ぱ
、
輸
出
を
振
興
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
採
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
戦
前
の
リ
ン
ク
制
は
、
や
は
り
国
際

収
支
の
不
均
等
を
打
開
す
る
為
の
方
策
と
し
て
、
内
需
を
抑
圧
す
る
為
に

採
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
、
戦
後
リ
ン
ク
制
と
戦
前
．
リ
ン
ク
制
の
根
本
的
な
差
異
を
基

と
し
て
、
戦
前
リ
ン
ク
制
の
各
種
の
型
、
及
び
戦
後
リ
ン
ク
制
の
各
種
の

型
を
と
り
上
げ
て
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
お
け
る
批
判
が
述
べ
ら
れ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
　
野
　
記
）

二
、
金
融
研
究
會

　
金
融
研
究
会
は
そ
の
前
身
た
る
神
戸
経
済
大
学
経
済
研
究
所
金
融
調
査

室
研
究
報
告
会
を
引
継
ぎ
新
庄
教
授
主
査
と
な
り
金
融
問
題
を
理
論
と
実

際
の
両
方
面
か
ら
研
究
す
る
目
的
を
も
つ
て
再
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
会
員
は
神
戸
大
学
教
官
を
中
心
と
し
た
学
界
側
と
京
阪
神
地
方
に
本

店
を
有
す
る
銀
行
調
査
部
関
係
の
人
々
を
集
め
た
業
界
側
と
よ
り
成
り
立

っ
て
い
る
。

　
昭
和
二
十
二
年
四
月
以
来
毎
月
定
例
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
昭

和
二
十
九
年
三
月
以
降
の
研
究
報
告
題
目
お
よ
び
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

第
五
十
七
回
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日
）

東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

神
戸
大
学
教
授

　
　
矢
　
口

次
　
郎

本
報
告
の
詳
細
は
「
国
際
経
済
研
究
年
報
W
」
の
一
五
五
頁
一
二
一
四

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

頁
及
び
宮
田
喜
代
蔵
編
「
ア
ジ
ア
経
済
の
現
勢
と
日
本
」

一
四
六
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

第
五
十
八
回
（
昭
和
二
十
九
年
七
月
六
臼
）

ア
メ
リ
カ
銀
行
業
態
に
つ
い
て

神
戸
銀
行

　
　
池
　
　
田

　
　
佐
　
野

の
二
一
頁
一

信
　
彦
氏

幸
　
政
氏
「

　
渡
米
し
て
ア
メ
リ
カ
銀
行
事
情
一
特
に
商
業
銀
行
の
実
務
一
に
つ
い
て

調
査
中
で
あ
っ
た
両
氏
の
帰
朝
報
告
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
制
度
は
単
⊥
銀
行
制
度
　
（
巨
昼
げ
き
吋
言
α
Q
照
ω
8
ヨ
）

で
あ
り
支
店
を
も
つ
も
の
は
そ
の
一
割
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
大
部

分
が
一
図
至
二
の
支
店
を
も
つ
て
い
る
に
止
ま
る
。
ブ
メ
リ
カ
中
部
の
八

州
で
は
支
店
の
保
有
を
禁
止
し
て
お
り
、
他
の
諸
等
で
も
、
多
く
の
場
合
、

種
々
制
限
を
設
け
て
い
る
。
国
法
銀
行
の
支
店
設
置
も
亦
、
そ
の
所
在
州

の
州
法
に
従
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
銀
行
相
互
間
の
連
繋
が

大
切
で
取
引
銀
行
（
8
器
ω
℃
o
巳
①
9
げ
碧
犀
）
が
発
達
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
銀
行
は
約
一
五
〇
〇
〇
行
（
一
四
六
四
四
行
）
を
数

え
、
そ
の
中
、
国
法
銀
行
（
Z
鋤
識
。
昌
鋤
㎞
ぴ
鋤
富
犀
）
は
四
七
八
六
行
、
州
法
銀

行
（
Q
∩
冨
審
げ
四
昌
犀
）
及
び
ト
ラ
ス
ト
（
弓
毎
。
・
げ
）
は
九
四
七
五
行
、
金
融
会

社
　
（
周
陣
旨
僧
口
O
一
9
一
　
司
O
O
一
一
一
♂
一
①
ω
）
は
一
九
三
と
な
っ
て
お
る
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
は
総
数
の
約
一
割
の
銀
行
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
事
清
か
ら
も
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
ォ
ー
ル
街
は
ア
メ
リ
カ
の
金
融
の
中
心
で
あ
り
且
つ
世

界
の
金
融
の
核
心
で
あ
る
（
尤
も
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
変
貌
と
共
に
金

融
資
本
の
中
枢
は
銀
行
よ
り
生
命
保
険
会
社
へ
移
行
し
ウ
ォ
ー
ル
街
よ
り
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事

業

要

録

マ
ヂ
ソ
ン
、
ス
ク
ェ
ア
が
君
臨
の
地
位
を
奪
う
に
至
っ
て
い
る
）
。

　
プ
メ
リ
カ
の
商
業
銀
行
の
特
長
は
（
一
）
産
業
と
銀
行
の
結
び
つ
き
が

割
A
口
に
稀
薄
な
こ
と
で
あ
る
。
産
業
資
本
は
社
債
三
〇
1
四
〇
％
、
証
券
一
〇

－
⊥
一
〇
％
銀
行
貸
付
三
％
あ
と
保
険
資
本
が
入
り
、
銀
行
資
本
は
現
金
又
は
連
邦

準
備
基
金
（
司
①
山
O
同
僧
】
　
H
｛
O
q
ロ
①
同
く
Φ
　
　
］
『
＝
昌
山
）
三
〇
％
、
投
資
四
〇
％
貸
付
三
〇
％
の

内
容
を
も
つ
て
い
る
。

（
二
）
主
た
る
機
能
は
小
切
手
決
済
機
構
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
於
け
る
一
九
五
三
年
の
小
切
手
決
済
は
百
八
十
五
億
ド
ル
で
日
本
全

体
の
場
合
の
九
倍
に
当
る
。
　
一
九
五
三
年
九
月
三
十
日
の
交
換
高
は
十
八
億
ド
ル

で
こ
の
立
会
の
下
聞
日
中
（
留
旨
ヨ
。
）
、
午
後
（
鑑
密
毛
。
8
）
、
夕
方
（
①
く
①
三
昌
α
Q
）

深
夜
（
巳
α
q
茸
）
の
別
が
あ
る

（
三
）
予
金
勘
定
の
特
殊
性
、
（
イ
）
要
求
払
予
金
（
8
ヨ
目
巽
9
巴
畠
①
。
匠
昌
q
Q

ミ
。
霞
∪
①
暮
・
巳
∪
①
℃
。
畳
ミ
。
）
　
は
最
低
残
高
（
邑
三
日
舞
頃
巴
p
。
昌
8
9
＼
。
）

は
三
〇
〇
一
五
〇
〇
ド
ル
で
無
利
子
、
（
ロ
）
特
別
予
金
（
q
a
究
鼠
巴
窪
①
。
ζ
昌
G
Q

暫
＼
o
）
は
無
利
子
で
最
低
残
高
の
規
定
は
な
い
。
　
（
ハ
）
定
期
予
金
　
（
し
の
娼
Φ
o
凶
巴

ぎ
8
お
露
ミ
。
霞
爵
日
①
∪
①
℃
。
ω
即
）
は
日
本
の
普
通
予
金
に
当
る
。
（
二
）
ク

リ
ス
マ
ス
、
ク
ラ
ブ
（
Ω
肖
齢
甘
ヨ
鎚
ω
o
冒
ぴ
）
は
一
年
五
十
週
積
立
で
ク
リ
ス
マ

ス
前
に
満
期
に
な
る
、
無
利
子
、
（
四
）
貸
付
に
つ
い
て
は
（
イ
）
個
人
貸
付

（
団
①
剛
ψ
O
］
ρ
9
一
　
ピ
O
臼
］
P
）
　
は
大
会
社
、
公
共
事
業
の
祉
員
に
対
す
る
も
の
で
収
益
性

は
高
く
利
子
は
三
五
－
六
％
（
p
）
産
業
貸
付
金
（
ぎ
含
・
訂
葱
9
・
影
ピ
8
昌
）

は
一
…
一
三
〇
〇
万
ド
ル
迄
で
　
（
イ
）
　
と
共
に
月
賦
制
　
（
ハ
）
、
O
o
ヨ
韓
。
巳
熔

い
。
き
○
一
）
｝
。
8
質
旨
切
①
8
才
。
乞
①
い
8
ロ
六
〇
日
以
内
の
不
良
を
除
き
七
五

％
を
貸
出
す
（
ホ
）
、
生
命
保
険
料
貸
付
　
（
臣
｛
①
H
蕊
霞
睾
＄
目
。
謬
）
　
は
払

込
保
険
料
の
九
五
％
に
存
す
る
。

　
そ
の
他
銀
行
の
貸
付
の
諸
規
定
や
内
部
機
構
（
人
事
面
）
の
細
目
に
亘

る
説
明
と
コ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
伺
冨
。
。
巨
詩
9
弩
ぎ
㎝

目
旨
。
・
け
O
o
ヨ
窟
塁
の
実
体
の
報
告
も
行
な
わ
れ
た
Q
（
諦
統
計
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
田
記
）

執
筆
者
紹
介

（
執
筆
順
）

柴
田
銀
次
郎
…
…
教
授
・
経
済
経
営
研
究
所
長
・
海
事
経

　
　
　
　
　
　
　
　
済
部
門
・
国
際
経
済
部
門

川
田
富
久
雄
…
…
教
授
・
国
際
貿
易
部
門

佐
々
木
誠
治
…
…
助
教
授
・
海
事
経
済
部
門

藤
　
田
　
正
　
寛
…
…
助
手
・
国
際
金
融
部
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RESUME
Actual　State　of　Free　Port　Management　in　the　World

1．　lntroduction

　　Afree　port　has　to　be　managed　f‘）r　the　benefit　of　the　public，　not　only　f‘）r　par・

ticular　national　ships　and　cargoes，　but　also　fbr　those　of　foreign　ownership．　This

is　thc　primary　charactcr　of　a　free　port，　and　it　may　be　said　that　a　free　port　is　an

‘‘

奄獅狽?窒獅≠狽奄盾獅≠o，　public　utility．　Public　utilities　should　be　managcd　under　two

principles，　ie．，　as　an　industrial　enterprise　and　as　an　organ　f（）r　public　interests．　But

according　to　the　nature　of　pψ1ic　utilities，　the　emphasis　is　laid　cither　on　thc　enter－

prise　side　or　on　the　public　intcrcst　side．　Ordinary　ports　of　entry　are　operated
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
with　rather　heavier　weight　on　the　public　intercst　phase　than　that　of　business

enterprisc，　sirice　most　of　the　ports　of　entry　are　located　f（）r　the　contact　with　f（）rcign

countries　and　they　render　not　only　an　activity　fbr　the　customs　police　but　are

important　outposts　fbr　international　policy　and　maritime　security．　The　ordinary

ports　of　cntry，　as　a　matter　of　course，　render　com血ercial　scrvices　even　fbr　fbreigners，

but　the　government　place　vari6us　restrictions　on　the　port　activities．　Contrarily，

in‡he　free　ports　which　are　established　with　the　intention　of　climinating　thcse

governmental　restrictions，　the　principle　of　industrial　entcrprise　is　much　more　cm－

phasized　than　in　the　ordinary　potts　of　Ontry．

　　It　is　not　impossible，　however，　that　as　the　free　ports．　naturaliy　belong　to　a　certain

nationality，　complete　freedom　from　the　governmental　controls　may　be　allowed，　and

there　we　may　sce　both　phascs　of　the　managing　principles，　that　of　public　interest

and．that　of　business　enterpr三se　carried　out．　And　the　extcnt　of　the　governmcntal

controls　which　is　various　throughout　the　world　dccides　the　charactcr　of　a　givcn

frec　port．　In　the　countries　which　co翠sider　their　free　ports　as　the　facilities　f‘）r

public　interests　or　lay　clnphasis　more　on　the　phase　of　public　inte．rcst，　the　ports　are

owned，　controllcd　and　somet玉mcs　operated　by　the　national　or　Ioca止government．

Conversely，　in　the　countries　that　regard　their　frce　ports　as　enterprises　with　heavier

wcight　this　situation　was　more　frequent　in　earlier　periods　on　the　ownership

and　administrative　power　of　the　free　ports　tend．to　be　given　to　the　hands　of　a

private　entcrprise　or　to　the　joint　managcment　of・the　private　organ　and．the　govern－

ment．　Or，　only　the　land　of　the　port　arca　is　owned　by　the　national　or　local　govern－

ment，　and　thc　managcment　is　entrustcd、　to　private　hands．

　　But　most　of　the　situations　in　the　world　follow　the　mcan　course　of　both　extremcs

with　regard　to　the　free　port　authorities．　That　is，　the　free　ports　are　administrated

by　committees　or　boards　whose　mcmbers　are　appointed　from　both　sidcs，　official　and

private．　A疵er　the　World　War　I　a　tendency　appeared　that　the　management　of　the
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free　port，　including　those　already　established　and　those　in　process　of　establishment，

was　taken　oyer　gradually　by　the　government　or　the　public　corporation　from　the

private　hands．　This　tendency　＄hould　not　be　necessarily　understood　to　mean　that

the　public　interest・　character　of　the　free　port　has　grown　more　important　than

befbre；but　the　govcrnment　simp正y　has　come　to　recognize　more　closely　its　chara－

cter　as　an　enterprise，　and　intends　to　derive．　revenue，　operating　the　port　services．

Further　still，　the　government　might　have　seen　that　the　private　enterprise　is’　not

adequate　enough　for　the　free　port　establishment　and　management　because　a　huge

capital　must　be　furnished　for　its　establishment’and　improvement　and　for　a　pretty

iong　time　it　might　be　unable　to　balance　receipts　and　expenditures．　So　that，　when

or　where　pretty　large　funds　are　furnished　from　private　resources，　a　free　port　may

be　established　and　managed　as　a　private　enterprise，　under　certain　supervisions　of

the　government．　Otherwise，　a　joint　corpQration　of　private　and　official　resources　or

public　corporation，　or　national　or　local　government　enterprise　exclusively，　may

establish　a　freeport　and　manage　it．

2，　Systems，　Strtictures　and　Accomodations　of　the　Free　Ports　throughout　the　World

　　In　this　chapter，　we　describe　the　details　of　the　45　main　free　ports　in　the　world，

that’　is，　their　geographical　locations，　administrative　systems，　operating　structures

and　existing　port　facilities，　such　as　basins，　wharves，　warehouses，　handling　and　car一

’rying　conditions　and　other　terminal　facilities，　quoting　figures　and　facts　from　recent

oMcial　reports　of　the　respective　port　．authorities　or　administration　organizations

and　other　original　sources，　which　have　been　given　in　the　Japanese　text　of－this

Review　（pp．　3－82）．

3．　On　the　Enterprising　Character　of　the　Free　Ports

　　In　this　chapter，　starting　with　the　statistical　observations　upon　the　free　port　acti－

vities，　quantities　of　merchandise　handled，　and　entrance　and　clearance　of　ships　are

given，　and　then　principal　revenue　items　of　free　ports　are　examined　and　commented

on，　classifying　them　in　three．divisions：一1）　general　revenue，　2）　items　relating

to　ships　and　3）　items　relating　to　cargoes．

　　The　statistics　for　the　receipts　and　experiditUres　in　the　6　free　ports，　（Foreign

Trade　Zones　in　the　U．　S．　A．）　are　analysed　next，　and　as　a　result，　we　observe　that

the　major　items　of　receipts　are　derived　from　the　handling　and　storage　of　mer－

chandise，　which　are　the　items　concerning　the　cargo　loading　anq　unloading　；　major

items　of　expenditures　are　personnel　outlays，　salaries　and　wages　for　oMcers　and

workers，　especially　for　the　customs　officers　who　are　sent　out　from　the　government．

To　balance　receipts　with　payinents，　it　is　essential　to　take　in　cargoes　from　abroad

in　targer　quantities．

　　Although　such　is　the　actual　condition　ef　the　free　port　rnanagement，　its　existence
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is　essentially　t”or　national　or　rather　international　interests，　and　a　consideration　for

loss－and－gain　should，be　made　rather　on　the　subsidiary　1i’ne．　A　free　port　should　be

established　and　maintained’as　important　national　or　international　facilities；　and

consequently　even　when　it　can　not　make　both　ends　meet，　it　is　worth　while　for　a

nation　to　make　good　the　balance　out　of　the　national　finance．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ciniiro　Shibata

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・・fess・rげ1・t・・nati・nαI　T・ad・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Marine　Economics，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〈obe　O雇Z，er5ピリt

The　Foreign　Trade　Structure　of　the　South　and　South－east

　　　　　Asian　Corintries　in．Prei，　i’war　and　Post－war　years

　　In　this　article　some　comparisons　between　the　pre－war　and　post－war　foreign　trade

structures　of　the　nine　South　and　South－eat　Asian　countries，　including　lndia，　Pakis－

tan，　Burma，　Ceylon，　Malaya　（and　Singapore），　Associated　States　of　lndochina，．

Indonesia，　the　Philippines　and　Thailand，　are　made　from　the　following　view　pQints　：

　　（1）　the　size　of　the　trade，　（2）　direction　of　the　trade，　（3）　the　balance　of

trade　and　（4）　the　commodity　composition　of　the　trade．

　　（1）　The　size　of　the　trade・・・…The　percentage　of　export　of　this　region　in　the

world　export　has　deciined　from　8．0％，　to　7．5％，　while　the　percentage　of　import

of　this　area　in　the　world　import　has　increased　from　6．1％　in　the　post－war　years

as　compared　with　the　pre－war　periods．

　　Among，　the　South　and　South－east　Asia　nations　lndia　has　been　the　largest　trading

nation，　taking　up　about　40％　o．f　the　total　trade　of　this　region．　Next　come　lndone－

sia　and　Mataya　（including　Singapore）．　The　amount　of　trade　of　these　three　coun一

tries　accounts　for　about　80％　of　the　total　trade　of　this　area．

The　value　of　the　trade　in　the　sterling　area　reaches　to　about　70％

of　the　trade　of　this　region　in　the　post－war　years．　（Table　2）．

　　　　Table　1．　Export　and　lmport　of　South　and　South－east　Asian

　　　　　　　　　　　Years　（1928－1938　average）　’

（Tables　1　and　2）．

of　the　total　value

Nations　in　Pre－war

（unit　：　millions　of　U．　S．　Old　Gold　Dollars）

の
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　

コ
　
　
　
　
　
サ
　
　
ロ

ー
凸
2
　
3
　
4
戸
b
ハ
0
7

World
South　and
South－east　Asia
India

Ceylon

Malaya　and
Singapore
Indochina
Indonesia

PhMppines
Thailand　．

Export

18，　186

　1，　458

551

79

270

60

322

100

57

100．　0％

　8．0

3．O

O．　4

Ls
O．3

1．8

0．6

0．3

100．　0％

37．　7

5．4

18．　5

4．1

22．　0

7．0

3．　9

Import

19．　507’

1．　202

467

71

258

52

218

85

43

100．　0％

　　　6．　II．

2．　3

0．　4

1．3

0．3

1．1

0．4

0．2

100．　0％

36．　1

5．5

20．　0

4．　0

16．　9

6．　6

3．3

Source：　League　of　Nations，　Review　of　World　Trade．
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Table　2，　Export　and工mport　of　South　and　South－east　Asian　Nations　in　Post－war

　　　　　　　Years　（1947－53　average）　（unit：　mil！ions　of　U．　S．　current　dollars）

コ
　

　
　

　
　

　
　
　

ロ

ー
凸
2
3
4
5

World

South　and
South－east
Asia
India’

Pakistan

Burma
deylon

Malaya　and
Singapore

（1）一（5）

コ
　
　

コ
　
　

ロ
　
　
　

6
7
8
0
り

Indochina
Indonesia
Philippines

Thai！and

Export

63，　311

4，　750

1，　311

　422

　203

　328

1，　107

3，　391

　　93

　687

　331

　276

100．　0％

7．5

2．1

0．　7

0．3

’O．　5

1．7

5．3

0．1

1．1

0．5

0．　4

Irnport

100．　0％

27．　6

8．9

4．3

6．　9

23．　3

71．　0

2．0

14．　5

7．0

5．　8

65，　929

5，　017

1，　563

　391

　147

　307

1，　016

3，　424

　274

　601

　491

　225

100．　0％

7．　6

2．4

0．6

0．2

0．4

1．5

5．1

0．4

0．9

0．7

0．3

100．　0％

31．2

7．　8

2．9

6．1

20．　3

68．　3

5．．4

12．　0

9．　8

4．5

　　　　　　　　　　　Note　；　（1）一（5）　Sterling　Area

　　　　　　　　　Source　；　United　Nations，　Statistical　Year－book，　1953．

　　　　　　　　　　　IMF：　lnternational　Financial　Statistics．

　　（2）　Direction　of　the’　trade・・・…　The　foreign　trade　of　this　region　both　in　the

pre－war　and　Post－war　years　has　chiefly　been　carried　on　with　European　countries，

but　in士he　post－war　years，　the　tradc　with　the　U．　S．　A．　has　bcen　gro～ving　largcr．

The　tr．ade　with　Japan　which　had　fallen　down　to　negligible　amounts　immediately

after　the　War，　has　recently　come　up　to　the　level　of　1938．

　　（3）　The　balance　of　trade・・・…　The　balances　of　trade　of　the　countries　in　this

arca　were　geherally　favourablc　in中e　pre－war　years，　but　thcy　turned　unfavourable

in　the　post－war　years，　excePt　for　the　short　period　of　the　Korean　War　boom．

Table　3．　Balance　of　Trade

　　　　　　　Years

of　South and　Sotith－east　Asian　Countries　in　Pre－war

（in　millions　of．U．　S．　Old　Gold　Dollars）

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

．1938

Export

2，　851

2，　782

2，　138

1，　359

　929

　907

　948
　912
1，　063

1，434

1，　090

Import

2，　261

2，　329

1，801

1，　216

　852
　714

　718

　722
　720
　991

　901

Balance

590

453

337

143

77

193

230

190

343

443

189

Source　：　League　of　Nations，　Review　of　World　Trade
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Table　4．　Balance　of　Trade　of　South　and　South－east　Asian　Countries　in　Post－

　　　　　　　war　Years　（in　millions　of　U．　S，　current　dollars）

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

Export

2，　822

4，　076

3，　821

4，　775

7，　049

5，　405

4，　755

Import

3，　510

4，　731

5，　075

3，　970

6，　128

6，　748

5，　067

Balance

　一688

　－655
一一 P，　254

　　　805

　　　921

－1，　343

　－312

　　　　　　　　　　　Source：　United　Nations，　StatjsticaJ　Year－book，　1953．

　　　　　　　　　　　　　IMF：　lnternational　Financial　Statistics．

　　The　deficits　in　the　balances　of　trade　were　financed．either　by　loans　and　grants

from　the　former　“mother”　countries　or　by　the　release　of　sterling　balances　ac－

cumulated　during　the　war．

　　（4）　The　commodity　composition　of　the　trade・・・…　As　to　the　eommodity　com－

position　of　exports，　there　has　been　a　marked　concentration　upon　a　small　number

of　primary　products，　sUch　as　rubbe’r，　tin，　jute，　copra，　rice，　tea，　and　so　on，　both

in　pre－war　and　in　post－war　years．

　　The　wide　fluctuations　both　in　the　prices　of　these　primary　products　and　in　the

guantities　expprted　make　the　export　proceeds　of　these　countries　extremely　unstable．

Such　an　instability　of　export　earnings　is　seen　in　the　post－war　as　well　as　in　the

pre－war　yeats．　Average　annUal　fluctuations　in　the　proceeds　from　rubber，　cotton，

tin，　sugar，　jute　and　hemp　were　the　largest　；　while　with　tabbacco，　tea　and　rice　the’

fluctuations　showing　less　in　that　order．　The　year－to－year　variations　of　the　export

proceeds　Qf　each　country　are　shown　in　table　5，　in　comparison　with　those　of　the

indus．trialized　nations．

　　　　　Table　5．　Year－to－year　Fluctuations　in　’Export　Proceeds　of　South　and　South－east

　　　　　　　　　　　　Asian　Nations　as　compared　with　lndustria！ized　Countries

　Malaya　and
　Singapore
　Indonesia

　Pakistan
　Indochina

　Burma
　Philippines

　India

　Thailand
　deylon
一　　一　　一　　一　一　4　　一　一　一　　一　一　一　　一　　一　一　　一　一　一　　一　　一　一　　一　一　t　　一　一　一　　一　　一　一

　Japan
　United　States

　United　Kingdom

1928－1938

22．9％

19．　9

一　一　一　一　一一

14．　4

一　一一　一一一

18．　9

15．　0

113．ユ

19．　3

亀　　「　●　　・　　・　曹　　，　　●　　●　■　●　●　　●　　●　●

16．　5

16．　7

12．　7

1948一一1953

28．　4％

26．　7

26．　2

22．　7

20．　0

17．　4

15．　2

12．　0

11．　5

15．　2

11．　1

5．9
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．According　to　this　table，．　the　degrce　of舳ctuation　is　largest　in　Malaya　and　Indo・

nesia，　and　smallest　in　Thailand，

　　　In　the　post－war　period，　the　degree　of　fluctuation　has　become　larger　in　Malaya

and　lndonesia　than　in　the　pre－war　years．　Among　the　industrialized　nations，　the

extent　of　variation　is　spaallest　in　the　United　Kingdoin，　especially　in　the　post－war

years．

　　The　comparison　bgtween　pre－war　and　post－war　commodity　compositiori　of　im－

ports　does　not　reveal　a　marked　shift　from　consumar　goods　to　capital　goods，

（except　in　the　case　of　lndia），　although　much　efforts　have　been　made　toward

industrialization　in　this　region．　This　is　because　of　the　general　shortage　of　com－

modities　brought　about　by　the　war　devastations　and　dislocation，　arid　in　particular

by　the　low　level　of．food　production．　lndia　alone　has　made　a　remarkable　increase

in　the　import　of　capital’　goods，　and　provides　the　only　clear　example　of　the　infiuenbe

of　the　industrial　development　on　the　structure　of　imports．　Table　6　shows　the

increase　of　the　imports．　of　capital　goods　as　a　percentage　of　total　imports．

　　　　Table　6．　lmports　of　Capital　Goods　as　a　Percentage　of　Total　lmports

India　and’　Pakistan

China　and　Hongkong
Other　Asian　Countries
Tota1

1928

∩
δ
0
り
6
0

2
　

2
2

1938

　24

　24

　23
一，　24

1949－1951
（average）

9
Q
V
P
D
9

∩
δ
1
2
2Source　：　U　N．　A　Study　6f　Trade　between　Asia　and　Europe．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fuk泓0　1（α砂atα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」’rofessor　of　Jnternational　Trade

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　University

k

had　been　already　arisen　and　had　deVetoped　the　maritime　transportation．　The

independent　shipping　industry　in　the　modern　sense，　however，　coUld　not　been

established　on　the　ancient　economic　foundations．　The　seq－borne　traffic，　as　a　rule，

w4s　derived　from　commerce　and　shipowners　had　built，　owned　and　operated　their

vesseis　in　order　to　obtain．　or・　sell　commodities，　not　to　earn　freight．

　　The　complete　separation’　of　the　sea－borne　trafHic　from　the　trade　having　been

realized　after　about　1870，　so　the　dependency　of　the　ancient　shipping　on　commerce

may　be’hot　difined　as　the　only　feature．　However，　as　far　as　we　will　attend　to　study

the　develoPMent　of　maritime　transportation，　above　all　the　formation　of　the　inde－

pendent　shipping　industry　iri　relation　to　the　contemporary　economic　foundations，

　　　　　　　　　　　　　　　Ancient　Econornies　and　Sea－borne　Traflics

Even　in　ancient　times，　the　sea－borne　trade，　either　．for　the　self－consumption　by

ings，　nobles，　temples　and　other　landoWners，　or　for　the　profit－pursuit　by　merchants，

r一　6一



for　the　former　depends　decidedly　on　the　latter ，　we　must　notice　that

the　dependencY　of　the　sea－borne　traffics　on　ancient　economies　was　more　changeabte

and　progressive　in　corppared　with　that　of　the　middle　ages，　and　that　such　chan．ging

process　related　closely　to　each　stage　of　the　development　in　the　economic　system．

　　The　sea－borne　traffics，　yet　．　depended　on　the　commerce　as　a　whole，　gradually

expanded　the　sphere　of　navigation　and　improved　the　vessels　in　connection　with

the　economic　development．　Even　“　common　carrier”　type　itself　were　partly　set

out　at　the　last　stage．　of　ancient　economy．　And　we　understand　this　fact　as　very

noticiable　thing．　The　¢ontents　of　this　article　are　given　bellow；

1．　Sea－borne　traMc　in　the　Egyptian　and　Phoenician　eras，

　　a．　lntroduction

　　b．　Egyptian　economic　stage

　　c．　Egyptian　sea－borne　traMc

　　d．　Phoenician　sea－borne　traMc

II．　Sea－borne　traMc　in　the　Greek　era

　　a，　Greek　economic　stage

　　b．　Grecian　sea－borne　traMc

III．　Sea－borne　traMc　in　the　Roman　era

　　a．　Roman　economic　stage

　　b．　’　Roman　sea－borne　traflic

　　　　　　　　　Seiii　Sasaki

Assistant　Professor　of　Marine　Economis，

　　　　　　　Kobe　University

Regional　Analysis　of　the　Fluctuation　of　the

　　　　　　　Liquid　lnternational　Reserve

　　In　post－war　years，　many　South　and　South－east　Asian　countries　had　temporary

improves　in　their　balances　of　payments　and　extraordinary　booms　by　the　structural

changes　in　the　world　．economy　（above　all，　the　so－called　Korean　War　boom）

　　However，　such　conditions　had　not　been　permanent，　and　changed　to　unfavourable

balance　of　payments．

　　Since　then，　these　regions　suffered　severe　Dollar　Shortage　and　the　．dwindling　of

gold　or　dollar　liquid　international　reserve．

　　This　article　tries　to　analyze　the　following　points

（i）　Changes　by　recession　in　the　American　economy　since　1953．

（ii）　ln　international　financial　view，　the　effect’of　foreign　investment　in　the　under－

　developed’countries，　as　the　object　of　capital　movements　or　capital　export．

（iii）　The　interrelation　between　international　capital　movements　and　liquid　inter－

　　national　reserve．

（iv）　Field　analysis　of　the　South　and　South－east，
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Asian　area　as　underdeveloped　countries．　Nevertheless，　international　investment

or　capital　export　of　the　advanced　countries　（i．　e．　the　U．　S．　A．）　is　made　ineffective

by　the　raise　of　nationalism　in　these　area，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mαshαんiro，砺‘‘α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　of　lnternational　Finance，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Koゐe　rfniversiりe

On　the　lnternational　Deyision　of　Labor

　　The　theory　of　comparative　cost　is，　as　it　was　befbrc，　the　prop　of　the　internationaI

trade　thcory．　However，　we　must　recognize，　that　the　theory　is　a　fbrm　of　modi丘一

cation　of　the　low　of　value　as　applied　to　intcrnational　relations．　Therefbre，　through

it　we　can　not　treat　the　problems　of　international　trade　ih．　their　realized　processes．

Then，　what　kind　of　theory　must　wc　construct　f（）r　that．case　P

　　International　trade　is　the　particular　type　of　commodity　exchange　which　is加shed

over　the　national　boulldaries．　Under　the　assumption　of　free　movement　of　capital

and　iabour，　thc　commodity　exchange～vithin　national　economy　will　tend　to　the

dircction　of　thc　fbrrnation　of　the　average　rate　of　pro丘ts．　Contrarily，　in　the　internati－

onal　markct　in　which　the　movements　of　thcse　factors　are　not　free，　the　f（）rmation

of　the　averagc　rate　of　pro丘ts　is　hnpossible．　Nevertheless，　capitalistli　in’　each　country

realize　much　larger　rate　of　p士ofits　through　（1）increasing　the　rate．of　profits　by

spccializing　in　the　more　advantageous　industry（or　industries）comparcd　with　the

othcr　country，s　industries　（in‡his　case，　if　the　one．　country　produces　any　surplus
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
products，　it　will　be　offset　by　lack　of　supPly　f‘）r　the　same　kind　of　products　in　thc

other　country），（2）increasing　the　surplus　value　by　the　commod玉ty　exchange　of

the　unequivalent　pricbs．

　　工astly，　we．must　noticc　that　there　is　always　the　theory　of　comparative　costs　be－

hind　the　theory　of　realized　international　trade，　though　it　is　shaded　under　the　ad一

．vance　or　backwardness　of　the　nations　concerned　in　the． 垂窒盾b撃モ香@of　realization．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孟伽ノiKα伽・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant〔ゾInteruational　Trade

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KOうθ　砺iversitr
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　税関調査月報（大蔵省）7－1（1954．1）p。9－25

ガッ｝の再検討と問題点

　東郷　文彦　経済と外交

　165　（Z954．5．24）　p．1－5
日米通商航海条約の問題点

　東洋経済新報2546（1953。2．28）　　　　p．3

日米通商航海条約を覧る諸問題
　海事資1料2－5　（1953．2）　　　　　　　　　　　　p．5

日米通商航海条約の問題点

　斉藤与四郎　同盟時報121（1953，2）’p。5
日米通商航海条約の締結と今後の問題

　金融清華（勧業銀行）6－3（1953．3）　　p．11

日米友好通商航海条約

　一締結の経緯と条項解説一・一一

　世界週報34－12（1953．4．21）　　　　　P．10

日米友好通商航海条約の概要

　鈴木　文彦　ジューJスト34（1953．5．15）p．8

日米通商航海条約について

　加藤　廉平　名城商学（名城大学）

　3－1　（1953．6）　p．1－18
日米通商航海条約要解

　入江啓四郎　法律時報25－6（1953．6）　p．6

日米友好通商航海条約

　調査（三菱銀行）　2（1953．8）　　　　　．p．31－45

貿易自由化を目ざす日加通商協定

　東洋経済新報2625（1954．5，15）　　p，44－47

　　　　　3．貿　易　統　計

外国貿易統計についての原理

　一国際連合専門委員会報告一

　税関調査月報（大蔵省税関部）

　6－8　（1953．8）　p．10－16

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雑　松井　清　工コノミス｝

32－22（1954・5）　　　　P・14’16誌
国際収支擁護措置としてのGATTの数量制限に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交

献
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外国貿易統計についての原理（3）

　税関調査月報（大蔵省）

　6一一10　（1953．10）　p．13－17
資本五義諸国におげる貿易統計のぎまん的性格

　（ソヴェト「統計通報」1953年第1号所載訳）

　エス・バクーリン　経済評論

　2－12　（1953．12）　・　p．84－92
幕末貿易に関する若干の統計的資料

　滑弁　　孝　横浜大学論叢（横浜市立大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　43－80　5－2　（1953．12）

日本の政府貿易統計

　…その構成及び限界一
　片野　）；’二

　済経営研究所）4（1954。3）

海運貿易関係統計特集（本邦の部）

　世界海運31　（1954。3）

国際経済研究年報（神戸大学経

　　　　　　　　　p．325－340

貿易物価指数（大蔵省税関部）について
　財政四幅虫恭充言・卜月幸浸44　（1954．4）

貿易指数について

p．　1－79

p．74－80

税関調査月報（大蔵省）7－4（1954．4）p．1－13

貿易為替統計の見方
　東洋経済新報2629（！954．6．12）

　　　　　4・　世　界　貿　易

再軍備と自由世界の経済

　大蔵省調査月報42－1（1953．1）

最近の世界貿易構造に関する若干の

　資料について

　町田　実
世界貿易の縮小はいつ止むか

　一…1952年の動向からみて一

　東洋経済詳報2566（1953．3．14）

p．　33一一35

（public　Finance誌1952年1。2合併号所載訳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．84

早禾晋日日商学103　（1953．3）　p．28

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．rJ
世界貿易の構造と動向（経済の諸問題誌エ953年2

　　　　　　　　　　　ヤー・コトコフスキー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．12
単一の世界市場の崩壊民主主義世界市場の形成
　（コンムニス1・誌，1953年第5号所載）

　エヌ。オノレvtフ経済評論

　2－8　（1953．8）　p．129－144
国際連合世界経済報告第5次報告．1951－52年度
　　　　　　　　　　　（一う（二）（三脚）

　世界週報34－23（1953．8）　　　　p．32－57

　　　　　3’　4’一2　4’　（1953e　8）　P・　48－65

　　　　　34－25　（191：3．9）　p．50－60
1952－53年｝こお1一ナるV士界経済

　経済・唐勢（三三菱経研）288（1953．9）　　p．2－51

国際カルテルと反独占体制
　坂根　哲夫　一一橋論叢（一一橋大学）

　30－3　（1953．9）　p．84－107
国際カルテノレに関する覚書

　前川　忠良　経営と経済（長崎大学）

月号所載訳）

エム・ネスチェーpフ，

世界週報34－16（1953．6．1）

　33－2　（1953．12）

世界米穀市場の動向

　一生産構造の特質からみた一

　深沢　八郎　世界経済
　8－10　（1953．10）

世界農業と過剰生産　　　　，

　沢　雄二郎

小麦過剰にみる二つの世界
　岩田　幸基　世界経済
　8－10　（1953．10）

転機に立つ世界砂糖産業
　一一．各国の砂糖行政をめぐって一

　皆川

世界貿易と米国
ク1一■・・一デ／アス・マーチソン

（日本紡績協会）82（1953．10）

祉会主義世界市場の形成過程

　名島　修三

1954年の世界経済の展望

p．　29－52

p．　39－45

世界経済8－10（1953．10）p．1－9

p．　19一，27

広島世界経済8－10（1953．10）p．28－38

日本紡績月報
p．　27－37

世界経済9－1（1954．1）P。36－46

　調査月報（大蔵省）43－1（1954．1）

新展開準備期にある世界経済

　村山　節エコノミスト
　3．P．一2　（1954．1．9）

p．　1－4

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．・34－39

第二次世界大戦後の資本主義諸国の経済（ソ同

盟科学アカデミア経済研究所，1953年刊の抄訳）
　無腰評論　3－2　（1954。2）　　　　　　　　　　p．107－117

世界恐慌と国際貿易
　松井　清　経済評論3－5（1954．5）　p．2－9

　　　　　5．　東　西　貿　易
東西貿易をめぐる新：文献

　一M・ドッブ「国際経済会議」その他一
　野々村一雄　経済評論2－2（1953．2）　　p．7

戦後の東西貿易および祉会主義諸国の貿易

　経済硬究（一橋大学経済研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　p．　220－230　4－3　（1953．7）

二つの世界市場と棄西貿易

　掘江恵男他　中央公論
　68－10　（1953．9）

三尉t一・Pッパから見た東西貿易

　喜多村　浩　中央公論
　68－10　（1953．9）

p．　87一一94

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．81－86
共産圏への貿易制限（マッカーシ委員会報告）
　世界週報34－26　（1953．9．11）　　　　p．46－57

東西貿易事情とソ運の貿易政策（二）（三完）

　外国為替　82　（1953。10）

　　　　　　83　（1953．11）

ヨt・“　Pヅパの東西貿易

　経済調査（大和銀行）72（1954．1）

東西貿易へ動く世界諸国

　東洋経済新報2616（1954．3．13）

東西貿易拡大への動き

　調査．月報（東海銀行）81（1954．4）

p．　15－17

p．　20r22

p．　17一一24

p．　30一一35

p．　27一一33
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東西貿易の新動向と日本

　多賀正史　経溶評論

　3一一5　（1954．5）　p．111－127
東西貿易の薪動向

　渡辺　誠毅世界経済9－5（1954．5）p．31－40

東西貿易について
　調査（三菱銀行）9（1954．5）　　　p．　17－25

東西貿易の潮流

　一バトル法面4次報告（1953年下半期）
　世：界週報35－17（1954．6．11）　　　　p．36－49

　　　　6。後進国開発問題
「後進国」経濱と失業一熊谷教授への一批判一

　畠中　道雄　商学論集（福島大学）

　21－4　（1953．2）　p．17
英連邦首相会議と原料開発
　調査時報（富士銀行）60（1953．2）　　p．15

後進国工業化計画と我が国産業経済

　福原：行三　企業経済5・一2（1953．2）　p．12

後進国経済開発論序説

　内田　武男　大分大学経済論集

　4－12　（1953．3）　p．22
芙連邦会議と開発計画

　和田　正康　世界経済8－3（1953．3）　P．10

後進国への経済援助
　（ソ連「経済の旧聞題」誌53年第11号訳）

　エリ・フイトウー＝世界週報

　35－3　（1954．1）　p．48－56
低開発国の資本形成に関するヌルクセの問題提

　起について
　佐藤豊三郎　横浜大学論叢（横浜市大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．75二96　5－5．6　（1954．5）

　　　　7。　MSA・対日援助
米国の対外援助

一1952年会計年度対外援助を中心として一一

　調査時報（伊藤忠）38（1953．1）

米新極東政策と日本経済

　一期目A援助の示唆するもの一
　エコノミスト31－21（1953．5．23）

p．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．9

MSA援助の概要とその対B適用問題について
　金融情勢（日本勧業銀行）6－6（1953．6）p，24

MSA時集
　相互安全保障法（改正）全文訳及解説

　各国におけるMSA計画実施状況報告
　世界週報34－17（1953。6。11）　　　　　P．24

MSA援助と防衛生産
　東洋経済新報2579（1953．6．13）　　　P・11

MSA（相互安全保障法）援助の機構・内容・対象

　伊田　藤吉　ジュリスト36（1953．6。15）p．4

相互安全保障法（MSA）要解
　入江啓四郎　法律時報25－7（1953．7）　p．5

MSA援助の性格と日本
　入江啓四郎　中央公論68－7（1953．7）　p．7

MSAをめぐる諸問題（特集）
　エコノミスト31－28（1953．7．11）　p．12－41
対日援助費はどう使われたか
　波多野真エコノミスト
　31－30　（1953．7．25）

第三次MSAの成立

P．12－18雑

一アメリカ上院外交委員会における証言一

　入江啓四郎　世界週報
　34－22　（1953．8．1）

アメリカの対日援助

　野々村一雄　経済評論

　2－9　（1953．9）　p．41－48
米国の対日MSA援助計画（INS調査）
　ダ／fヤモンド41－35（1953．9．11）　p。17－27

アメリカ海外援助への一考察

　一MSA援助を中心として一
　調査時報（富士銀行）69（1953．12）　p．4－27

日米関係と日本の再軍備

　（経済の諸問題1953－7号所載訳）

　アー・シャルコフ　世界週報

　34－34　（1953．　12．　1）　p．　46－53
1953年度の米国の対外援助

　（商務省月報10月号訳）

　調査時報（富士銀行）71（1954，2）　P．78－89

MSA協定の解説．
　外務省　世界の動き（特集号8）（1954・3）p・　64

MSA協定（解説特集）
　エコノ　ミスト　32－12　（1954．3，20）　　　p．12－23

合衆国の対外援助
　行沢　健三　経済学論究（関西学院大学）

　8－1　（1954．4）　p．51－86
MSA関係諸協定の解説
　松永信雄　ジュリスト56（1954．4）p．2一一10

対日援助と見返資金
　小谷　義次　経済学年報（大阪市大）

　4（1954．　5）　p．　1－77
「対日援助費」の総決算（上）（下）

　エコノミスb32－21（1954．5．22）　p．20－25

　　　　　　　32－22　（1954．5．24）　p．22－28

特需の経済的影響
　エコノミス｝31－6（1953．2．7）　　　　P．4

特需の三年聞一つながれる日本経済一

　中原　刀彌世界90（1953．6）　　　　P．10
特需ならびに役務賠償の国際経済学酌考察

　谷口　吉彦甲南論集（甲南大学）

　1　（1953．　7）　・　p．1－19
最：近の特需動向

　三井銀行旬報186（1954．3．1）　　　　P．2－5

　　　　　8．各国貿易事情
　　　　　　　　（日　　　本）

貿易業の経費分析，収益率及び適正規模について

　申井　省三　神戸貿易（1953．1）　　　p。2

最近における貿易収支の推移

誌

p．16－23
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一輸出入価格を申心として一

海老沢道進　外国為替63（1953．1）　　p．4

日本貿易と国際収麦の現状一1952年の実績一

　エコノ　ミスト　31－5　（1953．1．31）

当面する貿易の基本問題

　松井清経済評論2－2（1953．2）
貿易水準は何故低いか

　東洋経済統計月報13－2（1953．2）

昭和27年日本貿易の概況

　調査月報（東海銀行）68（1953．3）

ミ貿易立国≧の前途を探る

　エコノミスト31－10（1953。3．7）

戦後の貿易構造

　吉村　正晴
　業労働研究所）6（1953。5）

輸入砂糖の消費状況について
　税関部調査月報（大蔵省税関部）
　6－5　（1953．5）

輸出不振の原因と物価割高

　一下村治氏の所論について一
　岡本　好弘　世界経済．8－7（1953．6）

自主性を失った対ポンド圏貿易

p．2

p．11

p．5

p．6

p．5

産業労働研究所報（九州大学産

　　　　　　　　　　p．　63－75

　財界観測（野村証券）7－12（1953．6）

28年度貿易の見通し

　大省蔵為替局関税（日本関税協会）
　3　（1853．6）

日本貿易の諸問題

　経済研究（一橋大学経済研究所）
　4－3　（1953．7）

　調査月幸侵　（大蔵省）　42－9　（1953．9）

米の輸入事柄
　東京銀行月報5－9（1953．9）

「28年央貿易の概観」を分析する

　エコノミスト31－47（1953。11．21）

p．9

p．4

p．　10

p．4

　　　　　　　　　　　　　　　　p．　203－210

昭和26年のわが国許入消費の輸入依存度（試算）

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　1－52

p．54－59

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　36－38

最近のわが国貿易の推移とその根本問題
　外国為5替…84（1953・11．15）　　　　　　　　P．7－10

戦後わが国の輸出入に関する所得，相対価格弾

　力性
　調査月報（大蔵省）42－12（1953．12）p．27－29

昭稲26年のわが国個人消費の輸入依存度（補遺）

　調査月報（大蔵省）42－12（1953。12）p．58－62

1953年の日本貿易の概況（上）（下）

　税関調査月報（大蔵省）7－3（1954：3）p．1－12

　　　　　　　　　　　7－4　（1954．4）　p．14－24

わが国の産業構造と貿易

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　12－14　林　　宏荏1二良【9　関税12　（1954．3）

硫安出血輸出問題の背景

　山下　寛農村研究（東京農大）
　1　（1954．4）

貿易拡大化の機運と日本経済の進路

　一谷藤一郎インザェストメント

p．　89－96

　7－4　（1954．4）　p．1－9
28年における貿易情勢

　東洋経済統計月i報14－5（1954．5）　　　p．5－7

アメリカ景気後退と臼本貿易

　古畑　建経済評論3－5（1954．5）p．10－28
スターリング地域の動向と．日本貿易

　内田勝敏・行沢健三　経済評論

　3－5　（1954．5）　’　p．70－95
不均衡打開の方策

　一今後の貿易構造はどうあるべきか一

　喜多村　浩　エコノミスト

　32－25　（1954．6．19）　’　p．17－19
輸出産業としての諸条件

　一今後の貿易構造はどうあるべきか一

　藤井　茂エコノミスト
　32－25　（1954，6．19）

昭i和28年の貿易構造

　財政金融統計月報46（1954．6）

加工貿易制度の現状
　栗原　　昭平　　関税14（1954．5）

加工貿易の現状と将来

　牟田ロ道夫　経団連月報
　2－6　（1954．6）

神戸貿易の振興について

　山本　鎮郎

　61　（1954．6）

最近の名古屋港貿易

p．12－14

p．　6－13

p．　24－25

p．　47－52

　　　　　　蝶経済5－6　（1953．6）　　　p．4

阪神貿易の現状一大阪貿易の衰退一
　片山　謙二　会議所月報（大阪商工会議所）

　44　（1953．9）　p．19－31
戦後横浜港貿易の変貌

　長田　五郎　経済と貿易（横浜市大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．1－7

　名古屋商エ（名古屋市）10－6（1954．　6）p．12二22

ECAFE地域の貿易における日本の役割
　経済分析（通産省）10（1953。9）　　p．21－31

東南アジア貿易における日本の地位
　板垣与一　通商産業研究1－6（1953．9）p．2－10

東南アジア経済と日本の貿易
　大来佐武良［　経徳人　　8－5　（1954．5）　p．64－69

中共貿易の諸問題

　谷口　吉彦経済論叢（京都大学）

　71－1　（1953．1）　p．29
中国貿易はどうなっているか
　一対共産圏貿易統制のi実態を衝く一

　エコノミスト31－9（1953．2．28）　　　P．5

日本経済と中国貿易

　平岡憲太郎　経済評論2－2（1953．2）　p．15

日本経済の活路一対中国貿易をめぐって一

　有沢　広己，稲葉　秀三，清水　慎三

　世界87（1953，3）　　　　　　　　P。16

対中共・ソ連貿易の実情

　エコノミスト31－26（1953．6）　　　　P。5
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対中共輸出貿易をめぐって

　調査月報（東海銀行）73（1953．8）　p．31－36

中共貿易の問題

　石川　滋繊維経済3－6（1953．8）p。　25－32

中共貿易についての諸考察
　言周査時幸運（大日本紡績）28（1953．10）　p。1－20

中共貿易について

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　28－37調査（三菱銀行）3（1953．11）

日中貿易の動向と問題点

調査月報（神戸銀行）136（1953．12）p．74－89

中共貿易の問題点

　山中富太郎　企業経済

　5－12　（1953．12）　p．42－51
動く中日貿易関係
　世界週報34－34（1953．12．1）　　p。34－43
中共貿易の再検討（1）（2）（3）（4完）

　調査時報（伊藤忠商事）46（1953．9）　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　6－i6
　　　　　　　　　　　47　（1953．10）　p．5－13

　　　　　　　　　　　48　（1953．11）　p．5－13

　　　　　　　　　　　49　（1953．12）　p．5－27

日・中貿易の現状と問題点

　帆足　計エコノミスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　14一一16　32－13　（1954．3．29）

戦後の日・ソ貿易の現状及び今後の見透しに

　ついて
　外国為替　79’（1953．9）

日ソ貿易の現況と見透しについて

　永山　貢
ソ連貿易政策と日ソ貿易

　エコノミスト31－49（1953．12．5）

今年の日ソ貿易

p．　22－24

ソ連研究2－9　（1953．9）p，16－20

日本経済のうごき（政治経済研究所）
　7　（1954．3）

日ソ貿易事情

　東洋経済新報2616（1954，3．13）

紛議をかもす対インドネシア貿易
　東洋経済新報2617（1954．　3．　20）

p．　32－37

p．　8－17

p．　36－39

p．　46－48

日本・fyドネシア貿易の現状と打開の方向

　調査時報（伊藤忠商事）
　55　（1954．6）

戦後の日独貿易関係

　松尾　稔
西独並びに日本のカナダ貿易比較
　経済と外交141（1953．11．9）

国際収支の動向と日米貿易

　名和　統一　改造35－2（1954．2）

日亜貿易の現状と問題点

　西日本貿易情報2－1（1953．6）

　　　　　　　（申　　　国）

中共五グ年計画とその対外貿易

　土井　1章通商産業研究
　1－6　（1953．9）

p．16－29

世界経済8－8（1953．8）P．43－51

p．　9－11

p．　20－29

p．3

p．　31－38

第一次五ケ年計画と対外貿易（中国）

　米沢　秀夫世界経済8－11（1953・11）P・41－47

中共と諸外国との貿易状況とその実績

　経済と外交145（1953．12）

中国の経済と対外貿易

　世界海運30（1954．2）

中国と西欧諸国との貿易

P・1－7　雑

P．1－22　誌

中国資料月報（中国研究所）74（1954。4）p．1－40

中共の対外貿易

　経済と外交169（1954．6）

　　　　　　　（東南アジア諸国）

東南アジアの貿易概観

　調査時報（伊藤忠商事）42（1953．5）

アジア極東地域の貿易

　一ECAFEノミソドン会議報告一
　世界週報34－13（1953。5．1）

アジアの三三貿易における植民地性

　原　覚天世界経済8－6（1953．6）
東南アジア貿易の構造

　板垣　尊一
　4－3　（1953．7）

丈

献
p．　9－16

　　　　目

p．8

p．11

p．　12

　　　　　　経済研究（一橋大学経済研究所）
　　　　　　　　　　　　　　　　p．　185－194

東南アジア諸国輸出拡張が日本側輸入に対して

　もつ依存関係の計測
　Anthony　Y．　C．　Koo，　C．　C．　Liang

　調査月報（大蔵省）42－9（1953．9）　p．　80－89

海外投資上より見たアジア各国との経済協力に

　ついて
　外務省経済局　経済と外交

　133　（1953．9．14）　p．1－7
東南アジア貿易の諸特性
　川田富久雄　国民経済雑誌（神戸大学）

　88－4’　（1953．　10）　p．18－33
アジア欧州貿易の検討（上）（中）（下）

　国連1953年刊行抄訳

　エコノミスト32－1（1954．1。23）　　p。30－33

　　　　　　　32－5　（1954．1．30）　p．38－40

　　　　　　　32－6　（1954．2．6］　p．47－51

東南アジアとラテン・アメリカの貿易構造の比

　較研究

　川田富久雄　国際経済研究年報（神戸大学経

　済経営研究所）4（1954．3）　　　　P．67－107

戦後アジアにおける食糧輸入

　秋本　育夫経済評論3－5（1954．5）p．54－69

アジア市場での日本の挑戦

　（バンカー誌，三月’号より要訳）

　第一一銀行調査月報6－6（1954．6）　　p。48－51

1953年上半期の香中貿易

　アジア経済旬報（中国研究所）

　191　（1953．9．11）　p．17－26
中共貿易への決意　一香港商業会議所53年報告一

　世界週報35－17（1954．6．1！）　　　P。28－32
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香港の工：業化と仲介貿易

　エコノミスト32－24（1954．6．12）　p．48－49．

フイリッピンの新輸入統制方式

　万屋　秀哲　外国為替83（1953．11）　p．6－9

フイリヅピy市場の展望（上・中・下）

　調査時報（伊藤忠商事）51（1954。2）p．14－30

　　　　　　　　　　　52　（1954．3）　p．5－18

　　　　　　　　　　　53　（1954．4）　p．5－22

1953年のブイリッピソ貿易概況

　経済と外交163（1954．5．10）　　　P．12－14

インドシナの産業貿易現況とその将来
　タト国為替i68　（1953．3）　　　　　　　　　　　　　p．4

インドシナの植民池機構

　エコノミスト31－20（1953．5．16）　　　p．2

マライ貿易に関する調査

　経済と外交158（1954，4．5）　　　　p，1－5

タイ国の外国貿易とその産業構造

　一主として農林畜産物資について一

　柴田銀次郎　国際経済研究年報（神戸大学経

　　　　　　　　　　　　　　　　p．59－148済経営研究所）3（1953．3）

タイ国の産業貿易事情

金森　隆盛

タイの経済と対外貿易

　アジア経済旬報179（1953．5）

タイ国の産業貿易事情

外国為替73（1953．6。1）

外国為替72（1953。5。15）　p。3

p．　1　5，

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　12一一16

タイの貿易と産業（Far　Eastern　Econolnic　Review

　誌1952，11．13訳）

調査時報（富士銀行）66（1953．9）

ビルマー経済貿易一
　杉田：喜三郎　外国為替69（1953．4）

ビルマの経済と対外貿易

　アジア経済旬報（中国研究所）
　191　（1953．9．ll）

インドネシアにおける外資導入政策
経済と外交120（1953．6．15）

インドにおける英米資本

　アジア経済旬報169（1953．2）

インド　一経済貿易の動向一

徳永　博外国為替67（1953．8）
インド市場の将来

p．　92－101

p．4

p．　1－16

P。レ3・

p．7

p．4

調査時報（伊藤忠商事）43（1953．6）p．11－25

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．12－16
インド私企業における民間外国資本（一一一・）（二）

　　イyドにおける外国資本の諸問題一
経済情勢（三菱経済研究所）285（1953．6）p．9

　286　（1953．7）　’　p．21－28
コロンボ・プランとポイント・フォア・プログ

　ラム

　酒井　見出　通商産業研究

　1－6　（1953．9）　p．21－30

インドの五ケ年計画と貿易政策

関税（日本関税協会）4（1953．7）

印度貿易の動向と日本の対照貿易対策

　言周査i時報（富士銀行）66（1953。9）　　p．58－83

イソ．ドにおけるコロyボ，プランの成果とその

　問題

　東京銀行月報5－4（1954．4）　　　　p。39－42

パキスタン　一経済・貿易一
　木村　念入　外国為替68（1953・3）　　P・4

パキスタンの経済と貿易（上）（下）

　アジア経済旬報177（1953．4）　　　　p．12

　　　　　　　　178　（1953．5）　p．11
イラク市場（調査）

　調査時報（伊藤忠商事）44（1953。7）p．　8－23

中近東の重要性と米独の進出

　外国為替75（1953．7．1）　　　　　p．29－31

　　　　　　　（米　　　国）

米国貿易の動向
　調査，月報（日本銀行）（1953．6）　　p．22－88

アメリカの貿易関税政策（上）（下）

　一安全保障民聞諮問委員会報告一
A　trade　＆　tarriff　policy　in　the　national　interest，

1953，　Wash．

　世界週幸浸　34－18　（1953．6．21）

　　　　　34・一ユ9』（1953．7．1）

戦後アメリカの貿易と国際収支
　経済研究（一橋大学経済研究所）

　4－3　（1953．7）

p．　36－46

p．48－56

p．　211・一220

1952年における米国関税委員会の活動

　税関調査月報（大蔵省税関部）

　6－7　（1953．7）　．　p．24－31
最近のアメリカ通商政策の動向
　神野璋一郎　世界経済8－8（1953．8）p．10－18

米国互恵通商協定法の性格
　駒形秀次　世界経済8－8（1953．8）　p．1一一9

西欧諸国におけるアメリカ貿易の進出

　（外国貿易誌1953年1月号より）

　エソ・トルスーエフ

　世界経済8－8（1953。8）　　　　　P．19－27

米国の景気循環と輸入貿易
　経済情勢（三菱経済研）294．（1954．3）p．　2Q－27

アメリカの対外経済政策委員会（ランド・・一7V委員

　会）の報告書（全文）

　調査月報（大蔵省）43－4（1954．4）P．145－195

米国の対外経済政策委員会（ラソドール委員会）

　の報告について（抄訳）

　税関調査月報（大蔵省）7・一4（1954．4）p．25－38

米国の通商政策の方向
　荒川　弘　世界経済9一一5（1954．5）　p，1．．g

米国の対外援助
　調査時報（伊藤忠商事）49（1953．12）p．48－56

　　　　　　　（英　　　国）

1952年のイギリス貿易の型　英商務省発表

　世界週報34－9（1953．3．21）　　　　　P．2
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　エコノミス｝31－4（1953．1。24）

西ドイツの輸出貿易一現状一

　稲葉　秀三
活躍する西独の東洋貿易
　エコ　ノ　ミスト　31－29　（1953．7．18）

西独経済と外国資本
　エコノミスト31－33（1953．8．11）

西ド・fツの世界市場への復帰

　ルドウィヒ●エァハノレト

　世界週報34－30（1953・10・21）

西ドイツの貿易事情
　第一銀行調査月報5－11（1953．11）

西ドイツの輸出促進をめぐる諸問題

英国の生産及び貿易の現状
　外国為替　71　（1953。5．1）　　　　　　　　　　　　　　p．5

月評の輸出競争

　ホル｝ス，メソダースハウゼソ
　（Review　of　Economics　and　Statistics，　Aug．　1952）

　世界経済8－7（1953．6）　　　　　　　p．11

中国の経済発展とイギリスの対中国貿易

　一英国国際貿易振興協議会報告一
　世界週報34－23（1953．　8．11）　　　P・　60－67

英国の税制改正からみた輸出振興策

　山本一郎外国為替81（1953．10・1）P・4－8
イギリスの輸出の輸入依存度
　W．　Z．　Billewicz

　調査月報（大蔵省）

　42－12　（1953．12）　p．62－67
英国における輸入制限実施の状況

　一1952年以降における輸入の削減と

　　　　　　　　　　　国内経済の関係一
　調査月報（日本銀行）（1954．2）　　p．37－63

英国の関税
（Midland　Bank　Review誌1954年2Jヨ号所載言尺）

　税関調査月報（大蔵省）7－5（1954．5）　p．1－7

英国の新興輸出産業

　一変貌しつつある輸出構成一
　エコノミスb32－22（1954．5．29）　p．　39－41

　　　　　　　（西ドイツ）
西独の輸出はなぜ躍進したか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．4

世界週報34－16（1953．6．1）P．6

p．　40－41

p．　37－39

p．16－26

p．　19－25

調査月報（大蔵省）42－12（1953。12）p。30－53

西ドイツの世界貿易に占める地位

　永川　秀男　世界経済
　8－12　（1953．12）

最：近の西ドイツ貿易事情（上）（下）

　調査月報（日本銀行）（1953。12）

　　　　　　　　　　（1954．　1）

p．42－48

p．　31－61

p．　33－58

西独における輸出振興のための租税特別措置の

　改正について

　泉　美之松　会計65－2（1954．2）　p．69－79

買手市場におけるドイツ

　（Pyドソタイムズ1953。10．10号・訳）

　世界経済　9一一3　（1954e　3）　　　　　　　　　　　p．45－50

酉独貿易の奇蹟　　　　　　　　’

　上田　市郎経済評論3－5（1954．5）p．96－110

西ドイツ輸出景気の問題点
　石川博友　世界経済9－6（1954．　6）　p．　21－29

　　　　　　　　（ソ　　　連）

ソ連の貿易国家独占について

　一ソ連貿易の性質とその発展可能性一
　名和　統一　経済研究（一橋大学経済研究所）

　4－3　（1953．7）　p．231－233
ソ連およびソ連圏の貿易政策

　伊部　政一　経済集志（日本大学）

　23－6　（1954．3）　p．52－79
ソ連の通商攻勢一英ソ貿易とエム・ネステー
　ロフ論：交一
　世界週報35－11（1954．4．11）　　　p。　24・一30

　　　　　　（欧州。アフリカ諸国）

ベネルックスの関税政策と制度

　関税（日本関税協会）5（1953．8）　p，15－1ア

デンマークの貿易政策と関税制度
　関税11　（1954．2）　　　　　　　　　　　　　p．33－35

南阿連邦市場（資料）（上）（中）（下）

　調査時報（伊藤忠商事）47（1953．10）P．　41・一48

　　　　　　　　　　　48　（1953．11）　p．20－30

　　　　　　　　　　　49　（1953．12）　p．28－47

南隠連邦の貿易関税制度
　関署i乾　（H；本：関税協会）13（1954．4）　　p．22－25

ナイジェリアの貿易概況（1953年上半期）

　経済と外交158（1954．4．5）　　　　p．11－14

　　　　　　　（申南米諸国）

米国の対ラテン・アメリカ貿易の動向

　外国為替72（1953．5，15）　　　　　　　P・3

ラテン・アメリカの貿易概観

　調査時報（伊藤忠商事）44（1953．7）p．24－36

ラテン・アメリカの国際経済環境

　一その変化を促進する特質一
　外国為替80（1953．8．15）　　　　P．17－19

アルゼンチンとの貿易及び麦柔取極について

　外務省経済局第三課
　経済と外交118（1953．6．1）　　　　　　　p．6

アルゼンチyの貿易政策
　関税（日本関税協会）7（1953．10）　p．18－22

最：近の三国経済貿易情勢

　経済とタト交158（1954．4．5）　　　　　　p．6－8

　　　　　　159　（1954．　4．　i2）　p．12－15

　　　　　　160　（1954．　4．　19）　p．13・一15

サンパウロ貿易の近況
　経済と外交156（1954．3．22）　　　p．10－12

ブラジル・メキシコ貿易事情

　経i済と外交163（1954．5．10）　　　　　p．5－11

パナマのフリー・ゾーン’

　東京銀行月報5－8（1953．8）　　　　p．45－49

雑

誌

文

献

目

録

一17一



雑

誌

文

献

目

録

国際金融・為 替

　　　　　　1．　一　　　　　般
　　　　　　　（金融・貨幣）

貨幣政策の社会的決定
　一所得，麦出，接近説の分析一一

　中村　佐一一早稲田政治経済学雑誌
　117，1・18　（1953．1）

主観価値学派とその貨幣価値論

　中村　佐一　早稲田政治経済学雑誌
　119　（1953．2）

貨幣の打歩決定要因
　丹後愛二郎　経商論纂（中央大学）
　48　（1953．2）

オーストリャ学派の貨幣理論

　一その基本的性格について一

　安田　充　山口経済学雑誌
　3－4　（1953．2）

再生産と貨幣資本
　高木　暢哉　バンキング59（1953，2）

発券制度の問題点
　杉浦　治七　バソキ・ソグ59（1953．2）

貨幣の流動性選好と経済発展
　安田　信一　バ）／キング59（1953．2）
経済紅ま承継と貨幣二笛む度：（1）（2完）

　傍島　省三　経済学（大阪大）．

　2－3　（1953．2）

　2－4　（1953．7）

貨幣理論と一般価値理論との統合

p．10

p．　20

p．22

p．25

p．9

p．7

p．9

p．　17－36

p．　68－86

　一特にケインズの「一般理論」における

　　　　　　　　　　統合の試みについて一
　一谷藤一郎　理論経済学4－1（1953．2）p．1－8

計画口恥における貨幣

　山間真治郎　理論経済掌

　4－1　（1953．2）　p．32－37
ソ面的貨幣経済の検討

　伊部　政一　理論経済掌

　4－1　（1953．2）　p．38－43
マルクス主義における貨幣の理論
　越村信三郎　理論経済学：

　4－1　（1953．2）　p．44－51
通貨論争についての一考察
　一「7R　一一　一V　一の法劉」をめぐって一

　寺園徳一郎　経済学研究（九州大学）

　18－4　（1953．3）　p．63－87
ザー・トマス・グレッシャムの貨幣。為替論

　一イギリス絶対王制の一経済理論体系一

　渡辺源次郎　商学論集（福島大学）

　22一一1　（1953．4）　p．42
貨幣と銀一貨幣としての銀の機能の消滅過程一

　調査月報（日本銀行）（1953．5）　　　p．32

貨幣のヴェール性

　矢尾　次郎　国民経済雑誌（神戸大学）
　87－6　（1953．6）

創造されたバラyスの流れ

　沓水　勇　経済志林（法政大学）
　21－3　（1953．7）

貨幣罪悪説の研究（1）（2）（3）

　赤神　良譲　政経論叢（明治大学）
　22－1，2　（1953．7）

　22－3，4　（1954．1）

　22－5，　6　（1954．　3）

p．17－34

p．　40－64

タウンゼンド・7“　IJスによる貨幣交換論

　岡田　俊平　経済と貿易（横浜市大）
　60　（1953．8）

銀行学派のメカニズム

　小野一一郎　経済論叢（京都大学）
　72－3　（1953．9）

貨幣政策の目標について

　矢島　保男
　106　（1953．9）

貨幣政策の課題

　田中　稔　経済集志（日本大学）
　23－4　（1953．11）

近時の貨幣改革と世論

p．　1－24

p．　1－27

p．1－15

p．10－18

p．1－19

早稲田商学（早稲田大学）

　19－3　（1953．11）

現代資本主義の貨幣制度
　「経済の諸問題」誌1953，7号所載訳

　ア・エイデルナント　世界経済
　8－12　（1953．12）

貨幣市場と景気循環

　樋口　午郎　バンキング』
　69　（1953．12）

貨幣の分析についての一考察
　阪口伸六郎　商学討究（小樽商大）
　4－3　（1953．12）

健全通貨政策の吟昧

　寓田喜代蔵
単なる貨幣の遊離と拘束について

　高木　暢哉

p．　69－82

p．　69－90

一欧洲と我国との実例にかえりみて一
　長尾義三　パソキ・ソグ68（1953．11）p．4－11

メタリズム擁護論

岡橋　保　経済学研究（九州大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　p．1－44

p．　49－58

p．　20－30

p．　41－72

バンキング70（1954．1）p．10－20

　　　　　　バンキング70（1954江）p．46－54
貨幣の再発見一最近貨幣理論の一傾向一
　篠原三代平　金融経済24（1954・2）　P・1－13
貨幣的経済理論の性格
　出石　邦保　バンキング72（1954．3）p．50－61

信用貨幣と統制
　中谷実経済論叢（京都大学）
　73－5　（1954．5）　p．1－18
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貨幣概念の多様性

　長尾義三　バンキング

　74　（1954．5）　p．33－40
シュムペ一中ー体系に於ける貨幣と経済変動

　山部　徳雄　バンキング74（1954．5）P．42－50

／fンフレーショyと貨幣の理論

　矢尾　次郎　理論経済学

　4－1　（1953．2）　p．16－23
インフレ・一ション’の貨幣理論（三）

　渡辺　輝雄　東京経大学会誌7（1953・2）P・35

インフレーションの一考察

　杉浦　治七　名城商学（名城大学）

　3－1　（1953．6）　p．109－124
イソフtr・一ショyの基礎的諸問題

　則武保夫　国民経済雑誌（神戸大学）

　87－6　（1953．6）　p．35－50
信用貨幣とイソフンーショソ

　真藤　素一　経済論叢（：京都大学）

　73－1　（1954．1）　p．45－62
日本に於ける・fンフtz・一ショソの原因と麹制策

　調査時報（富士銀行）70（1954．1）　p。35－52

イシフレーショy理論の新傾向
　調査時報（富士銀行）70（1954．1）　p．9－34

管理通貨のゆくえを見まもる

　傍島　省三　企業経済5－1（1953．1）　　p．6

．管理通貨制とデフレ政策

　新庄　博バンキング75（1954．6）p．10－21
適正外貨保有量
　“　The　Adequacy　of　Monetary　Re＄erves　”

　　in　Staff　Papers，　Oct．1953．訳

　調査月報（大蔵省）43－1（1954．1）　p．5－30

適正通貨量とその予則
　調査月報　　（大蔵省）42－3（1953．3）　　　p．50

通貨量国民所得及び有効需要の相互関係につい

　ての国際比較
　調査月報　（大蔵省）42－3（1953．3）

一元的金融職能体系

　長尾i義三　バンキング59（1953．2）

金融の需要的側面

　一資金の需要の序論的考察一

　鶴岡　義一　早稲田政治経済学雑誌
　119　（1953．2）

利子率の波動とピグウ効果

　一谷　藤一郎
信用理論

　天利　長三　商学討究（小鱒商大）
　3－4　（1953．3）

エステユアートの信用論

　高木　暢哉　経済学研究（九州大学）
　18－4　（1953．3）

世界の金利及び金利政策の動向

　調査月報（大蔵省）42－4（1953．4）

p．　27

p．8

p．　20

バンキング60（1953，3）p：11

p．　38

p．19－32

p．6

　5－3　（1953．9）

資本蓄積と金融問題

　一谷藤一郎
　3－1　（1953．10）

信用形態の概念をめぐって

　竹村　脩一
　5－1　（1953．10）

再び独占と信用制度について
　山本　国雄
金融資本成立の一側面

　高橋　清

信用形態論一貨幣信用と資本信隅一

　麓健一経済論纂（中；央大学）

　50　（1953．7）　p．24－54
証券市場と産業資金一国家信用の新しい機能一

　森　　七郎　　金融経済21（1953．8）　p．　29－41

ウィツクセル分析の意義
　平山　玄　同志社商学（同志社大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．23－42

経済学（大阪大学）

大分大学経濱論集

雑

誌

献

　　　　　目
p．　21－42

p．　21－40

金融経済22（1953．10）p。36－50

　　　　　　　金融経済22（1953．10）p．22－35

欧米各国に於ける金融緩和政策の動向
　経済月報（住友銀行）59（1953．10）p。27一一32

利子理論の基本問題’

　麓　健一　バソキ・ソグ69（1953．12）p。　4一一19

資本主義経済における信用の役割
　川合　一郎　バンキング70（1954．1）p．56－67

長期利率と短期利率
　一谷藤一郎　バンキング70（1954．1）p。22－33

転換期における小農金融の基礎理論

　t一そのギャランティの在り方と公信用の

　　　　　　　　　　　　必然性について一。
　藤沢　正也　商学討究（小樽商大）

　4・一4　（1954．2）　p．77－115
トーマス・ウィルソンの「徴利論」

　一16世紀のイギリスにおける利子為替問題一
　渡辺源次郎　商学論集（福島大学）

　22－6　（1954．3）　p．1－37
戦後各国の金融政策
　（Monetary　policy　in　postwar　years，　1．　M．　F．

　　Staff　Papers．　Apr．1953　訳）

　調査月報（大蔵省）43－3（1954．3）　p．35－72

信用創造なる事態　　　　　　　　　　　　　．
　川合　一郎　経済新究（一橋大経済砥究所）

　5－2　（1954．　4）　p．　140143
西欧における投資と資金の問題について
　（国際決済銀行第23回年次報告抄訳）

　財政金融統計月報44（1954・4）　　　P・5－6

日本における大衆貯蓄の構造

　吉田震太郎　金融経済25（1954・4）　P・1－13

利子の本質と形態

　飯田　繁バンキング74（1954．5）p．10－20

流動性選好と公開市場操作

　樋口　午郎バンキング75（1954．6）p．36－45

資産・貯蓄及び利子率一ピグー効果を中心に一

録
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　館　竜一郎　金融経済（金融経済概究所）

　26　（1954．6）　p．1－10
金利の物価に及ぼす影響について

　一とくにその原価要素としての価格形成度

　　の推量一t

　経済調査（大和銀行）77（1954．　6）　　p．4－9

貨幣銀行に関する：文献樋口　午郎
　一橋論叢31－61（1954．6）　　　　　p．　82－98

　　　　　　　（銀　　　行）
日本銀行剰余金五十八億円也

　一発券銀行の利潤の本質一一

　川合　一郎　バンキング58（1953．1）　p．12

銀行学派の物価変動及び銀行機能に関する
　研究（1）（2完）

　一T・トゥー・・クを中心として一

　松井　安信　経済学研究（九州大学）

　18・一1　（1952．4）　p．111－146
　18－4　（1953．3）　p．33－62
銀行預金の生成と流動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．12　経済調査（大和銀行）62（1953．3）

麦払準備率制度について
　調査月報（日本銀行）（1953．4）

銀行貸出と景気動向との関連について
　経済月報（住友銀行）55（1953．6）

p．　33

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．6
コール市場資金及び銀行間の資金交流の状況に

　ついて
　調査月報（日本銀行調査局）（1953．6）P．1－21

ゲーム理論の銀行貸出政策への適用

　村井　俊雄　三田学会雑誌（慶応大学）

　46－！0　（1953．10）　p．61－81
日本勧業銀行の成立（1）（2完）

　加藤　俊彦　杜会科学研究

　（東大社会科学研究所）4－1（1953．10）

　　　　　　　　　　　4・一2　（1954．　1）　p．　40一一57

銀行預金の資本的機能
　森川　太郎　バンキ・ソグ70（1954．1）p．35－44

金融制度研究の序説

　一理論的並に実際的研究の必要性一
　春日井　薫　明大商学論叢（明治大学）

　37－3　（1954．3）　．p．1－14
地方銀行の本質と我国金融組織における地位’
　富山　：大：輔　バンキング72（1954．3）p．63－73

メンバー・クリエイションの問題

　沓水　勇　経済志林（法政大学）
　22－2　（1954．4）

銀行職能をめぐる若干の考察

　河本　博介
　34－1　（1954．6）

　　　　　　2．国　際　通　貨
　　　　　　　（一　　　般）

西欧通貨交換性回復今の前進

経営と経済（長崎大学）

p．　35－59

p．　131－144

調査時報（伊藤忠商事）44（1953．7）　p．1・一7

国際通貨基金の政策とその批判

　一ドル不足対策を中心として一
　外国為替82（1953．10，15）　　　　p．23－26

1MF第8次報告1952－53年（上）（下）
　供界週報34－30　（1953．10．21）　　　　　p．50－61

　　　　　34－31　（1953．11．1）　p．50一・60

通貨基金と交換性　　　　　　　　　・

　吉本真二　世界経済8－12（1953。12）p。　2－10

現下の通貨交換性の問題点

　ラグナーノレ・ヌノレクセ

　エコノミスト31－50（1953．12。　12）　p．12－16

国際経済と通貨制度
　加治木俊道　企業経済

　6－1　（1954．1）　p．17－21
国際通貨基金の問題点
　小寺武四郎　バンキング72（1954．3）p。30－38

　　　　　　　（金及び金政策）

金本位制の機能と形態

　中村重夫　バンキング58（1953。1）　p，10

平価切下の理論
　宮田喜代蔵　大証調査統計月報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．6　4－1　（1953．1）

最近の金価格引上問題
　調査月報（東海銀行）68（1953。3）

我国中央銀行政策史の一繭

　一金解禁を中心として一
　小野一一一郎　経済論叢（京都大学）

　71－4．　（1953．4）

p．　47

p．　15

新「金平価」算定の基準とわが国金需給価格

　の実態
　東洋経済統計月報13－5（1953．5）

設定された円の金平価
　エコノミスト31－22（1953．5．30）

金銀政策について
　財政金融統計月報36（1953．6）

金の価値と価格

　岡橋保経済学研究（九州大学）
　19－1　（1953．7）

金価格引上げ論争

　波多野　真
明治時代の正貨政策（1）（2）

　吉川　秀造　同志社商学（同志社大学）

p．4

p．3

p．7

p．1－61

世界経済8－8（1953．8）p．28－35

　5－3　（1953．9）

　5－6　（1954．4）

わが国の金問題一その回顧と展望一
　東京銀行月報5－9（1953．9）

金をめぐる現下の課題

　小林　新
　106　（1953．9）

金再評価とアメリカ平価政策

　松村善太郎　経濱理論（和歌山大学）

　15～18合併号（1953．12）

p．　43－64

p．　21－47

p．　3－16

早稲田商学（早稲田大学）

　　　　　　　　　　p．　21－48

p．85－101
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1953年の銀市場概観

　（ハンチd・アンド・ハーマン祉
　　　　　　　第38回銀市場年次報告による）

　調査月報（大蔵省）43－3（1954．3）　p．　72－7g

寂滅禁止後の為替低落と輸出の仲展

　経済調査（大和銀行）74（1954・3）　P・16－33

金解禁政策の回顧

　経済調査（大和銀行）75（1954・4）　P・66－76

金再評価論争に現われた莫・米金融資本の

　現段階的性格
　松村善太郎　経済理論（和歌山大学）

　19　（1954．5）　p．63－89
員本における金本位制の成立

　真藤　素一　経済論叢（京都大学）

　73－6　（1954．6）　一　p．23－42
金輸出再禁止以後の為替と貿易

　一為替低落の貿易面における効果について一
　経済’1青草　（三菱経済研）297（1954。6）p．29－37

　　　　　　　（ドル〔ドル不足〕）

ドル不足問題についての覚書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　17経済月報（三和銀行）193（1953．1）

ドル不足問題に関する若干の実証的分析

安東盛一　経済評論2－2（1953。2）
ドル不足をめぐる諸問題
（Economist，　Nov．22．1950所載

p．　23

　　　　　　　Living　with　the　DQllarの要請）

　調査月報（東海早行）67（1953．2）　　　p．10

ドル不足をめぐる諸問題（三）（四）

　（Tse　Chun　Chang著：Cアclical　nlovements

　　　　　　in　the　balance　of　paアment抄訳）

　第一銀行調査月報5－3（1953・3）　　　P・12
　　　　　　　　　5－8　（1953．8）　p．18－26

スター一　tvグ地域のドル不足砥究

　藤田　正寛　国民経済雑誌（神戸大学）

　87－6　（1953．6）　p．51－60
ドノレ不足と世界経済循環過程の変動

　菰淵　　鎮斑套　世界経済8－7　（1953．7）p．33－42

ドル不足の概念とその対策に関する一考察

　永森　正治　富山大学紀要経済学部論集

　2（1953．8）　p．17－26
ドル・ギャップ（上）（下）

　Loy　Harrod，　The　Dollar　（1953）

　　　　　　　　第四章「ドノレ。ギャップ」訳

　Ptイ・ハVッド　調査時報（富士銀行）

　74　（1954．5）　p．59－70
　75　（1954．6）　p．45－57
：長口耳垂幕焦ミth　tsらみたドノレ問題

　（Oxford　Economic　Papers．　Vol．　5

　　　　　　　　　　　　　June　1953所載訳）

　J・R・ピックス　経済労析（通産省）

　14　（1954．5）　p．20－31
キンドルバ岬ガーの「ドル不足論」について（1）

　中西　市郎　経営と経済（長崎大学）
　34－1　（1954．6）

最近における世界の金ドル移動状況
　エコ　ノ　ミスト　32－23　（1954．6．5）

ポンド．金．ドノレ

　エコノミスト32－24（1954．6．12）

　　　　　（ポンド〔ポンド交換〕）

ボン’ドスターリyグ

　R・F・ハロッド東京銀行月報
　5一一1　（1953．1）

　5－2　（1953．2）

p．　29－45

p．　36一一38

　　　　雑

一自由金市場再開の波紋をみる一　　誌

　　　　　　　　　　　p．　44－47

・8－12　（1953．12）

ポンド交換性に関する諸見解

　経済分析（通産省）13（1954．1）

英国におけるポンド切下げの効果
　経済分析（通産省）13（1954．1）

ポンド切下げの教訓に学ぶ
　東洋経済新幸艮2618　（1954，3。27）

ポンド交換性回復への動き

　片山

ポンドの将来
　“　The　Future　of　Sterling　”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．13
スター・りyグ地域の金ドル収支状況とポンドの

　交換性回復の問題
　調査，月報（日本銀行）（1953．4）　　　　p．36

ポンドの交換性

　尾上　利治　外国為替

　80　（1953．9．15）　p．28－32
ポンドの交換性回復とアメリカの態度

　坂内　富雄　世界経済

　8－12　（1953．12）　p．21－28
ポンドの交換性回復をめぐって

和田　正康世界経済
　　　　　　　　　　　　　　　　　p．11一一20

p，　19－42

p．　3一一16

p．　41－44

謙i二経団連月…報2－3（1954．3）p．39－44

　　　By　A．　C．　L．　Day，Oxford　Univ．　Press　1954．

　A．C．　L．ディ　調査時報（伊藤忠商事）

　55　（1954．6）　p．30－34
　　　　　　3．　為　　　　　替

　　　　　　　（為替理論）
vビソソンの為替安定条件式について（1）（2）

　東京銀行月報5－2（1953．2）　　　　　p．　12

　　　　　　　5－3　（1953．3）　p．8
為替安定性理論の硫究（1）……（8）

　東京銀ヂ〒月報5－4　（1953．4）　　　　　　　　p．12

　　　　　　　5－11　（1953．11）

為替相場の本質一資本の貨幣一
　川合　一郎　経営研究（大阪市大）

　9　（1953．　4）　p．　42
物価高の原因と為替相場の妥当性
　調査浮身餌差　（富士銀行）　62　（1953．5）　　　　　　p．6

グレシャムの為替論
　新庄　博　国民経済雑誌（神戸大学）

　87－6　（1953．6）　p．1－16
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為替レートについて

　吉田　義三　バンキング68（1953．11）p。13－21

複数為替レ四一　b制について

　鶴岡　義一　早稲田政治経済学雑誌

　124　（1953．12）　．　p．85－108
均衡為替相場
　調査月報（大蔵省）42－12（1953．12）p．1－26

外国為替需給の弾力性

　池田　実　商経学叢（近畿大学）

　2－3　（1954．1）　p．1－28
　　　　　　　　（為替政策）
為替管理の双務協定（上）（中）（下）

　池田　善行　外国為替64（1953．1．15）　p．5
　　　　　　　　　　　65　（1953．2．　1）　p．4

　　　　　　　　　　　66　（1953．2．15）　p．3

為替管理の発展

　（Economica　1949年8月号所載訳）

　A・H・スミス　調査時報（富士銀行）

　71　（1954．2）　p．90－94
日本の為替管理法

　鈴木　竹雄　ジュリスト

　52　（1954．　2．　15）　p．　2－25
スタ・・一　］Jソグ地域の為替制限と貿易管理

　外務省経済局経済と外交

　151　（1954．2．15）　p．1－34
第一次世界大戦とわが国外国為替（上）（中）

　東京銀行月報6－2（1954．2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　25－386－4　（1954．4）

（貿易金融）

戦後の輸入金融の形態とその推移について

　小島　清
蓄積外貨は如何に活用されるべきか
　経済月報（三和銀行）194（1953．2）

日本貿易と不足する外貨

　片山　謙二

p．5

　　　　　　経済評論2一一2（1953．2）　p．18

貿易金融に関するメリカ普通銀行の機能と

　機溝
　調査月報（大蔵省）42－7（1953．7）

貿易金融と為替聞題

　松井　　清　経済論叢（京都大学）
　72－1　（1953．7）

最近の貿易金融と問題点
　調査時報（富士銀行）68（1953．11）

国際収麦と輸入金融
　田申　金司

銀行業と外国貿易
　外国為替92（1954．4．1）

わが国戦前の貿易金融

　中居　純粋

p．　1一一19

p．1－16

p．　36－52

バンキこ／グ72（1954．3）p．10－16

p．Z3－16

　　　　　　外国為替i92（1954．4．1）p．17－20

日本銀行の貿易金融政策実施の推移について

　黒川　芳蔵　同志社商学

　6－1　（1954．5）　p．77－97
外貨危機と消費の抑制

　経済月報（住友銀行）66（1954．5）

昭和27年度における輸入外貨予算

　白鳥正明外国為替74（1953・6）
新外貨予算の性格

　エコノミスト32－13（1954．3．29）

29年度上期外貨予算について
　佐々木庸一　　関税14　（1954．5）

　　　　　　4・国際資本移動
国際短資移動の一考察
　東京銀行月報5－1（1953．1）

国際的資本移動に於ける形態の変遷
　景山　哲夫　商経学叢（近畿大学）
　2－1　（1953．5）

資本移動論の基礎的問題について

p．　20－26

p．4

p．　28－30

p．　12－14

p．　18

p．　54一　88

　一一金融資本の形成と資本輸出について一

　柴田　政利　明大商学論叢（明治大学）

　37－1　（1953．9）　p．50－67
　　　　　　5．　国　際　投　資

米民聞海外投資の回顧と展望

　外国為替63（1953・1）　　　　　　　　P．6

中東石油業に対する投資
　東京銀行月報5－3（1953．3）　　　　　　　p．5

海外投資の一般理論

　正井敬次　バンキング60（1953．3）　p．10
南及び東南アジアへの米国の投資

　米沢　秀夫　世界経済8－3（1953．3）　p．10

アメリカの対外投資’
　（Survey　of　Current　Business，　Dec．1952言尺）

　調査月報（大蔵省）42－4（1953．　4）’　　p．12

1950年来におけるアメリカの直接対外投資額
　政経月誌（政治経済研究所）

　14　（1953．6）　p．12－22
米国の対外政策にあらわれた域外調達の実態

　矢崎朝道外国為替76（1953．7．15）P。1一一7

アメリカ政府の旧聞対外投資保証制度

　調査月報（大蔵省）42－8（1953．8）　p．1－19

アメIJ力帝国主義と資本輸出

　ヴェ●ソロドヴニコフ
　経済評論、2－9（1953．　9）　　　．　p．161－177

月後における英国の海外投資

　古沢　実世界経済9－1（1954．1）　29一一・35

国際投資の動向と耐乏生活

　傍島省三　バyキング73（1954．4）p．10一一21

米国の対外投資（Survey　of　Current　Business

　　　　　　　　　　　　　　Jan・1954訳）
　調査月報（伊藤忠商事）54（1954。5）p．19－27

　　　　　6．国際決済制度
欧州決済同盟の悲劇的使命

　宮田万次郎　外国為替63（1953．1）　　p．5

ポンド問題と大西洋支払同盟案

　大蔵省旬涌査月報42－1　（1953．1）　　　　　　p。22

英国とEPUをめぐる諸問題（1）（2）

一22一



　6一11　（1953．11）

最近におけるEPUの動き’
　経済と外交140（1953。11）

現下世界決済機構の一考察

　一EPUの性格の転換について一
　藤田　正寛
　済経営研究所）4（1954．3）

EPUは存続するか
　エコノミスト32－15（1954．4．10）

貿易，支払の自由化と西欧の立場

　白鳥　正人　外国為替74（1953．6．15）　P．4

　　　　　　　　　　　75　（1953．7．1）　p．5－7

国際経済における自由化への動ぎとその当面

　する困難
　調査月報　（富士銀行）　66　（1953．9）　　p．27－57

欧州支払同盟の近況

　一EPU第三次年次報告一
　エコノミスト　31－39　（1953．9．26）　　　P．42－43

EPUの多角決済領域の拡張
　Robert　Triffin

　調査月報（大蔵省）42－10（1953．10）p．26－46

欧洲麦払同盟の機構と現状に就て

　金融情報（日本勧業銀行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　46－68

p．13－16

国際経済研究年報（神戸大学経

　　　　　　　　　p．215－255

p．　35－39

一EPUと通貨の交換性をめぐり一
　原田　滋　世界経済9－5（1954．5）p．20－30

エコノミス㍗誌の世界支払同盟の提案
　小寺武四郎　商学論究（関西学院大学）

　5　（1953．6）　p．119－126
　　　　　　7．　国　際　収　麦
最近の国際収支状況（国際通貨基金報告）

　外国為替63（1953．1）　　　　　　　P。15
外債で復興中の国々の収支の均衡（1）（2）

　酒井彦四郎　経営と経済（長崎大学）

　32－2　（1953．3）　p．25
　33－2　（1953．12）　p91－116
国際収支均衡の問題

　経済分析（通産省）8（1953。6）　　　P．23
国際収支を語る最：近の諸問題

　金融清報（日本勧業銀行）6－6（1953．6）p．19
貿易収麦：と物イ面かく準

　経済分譲斤（通産省）　8　（19536）　　　　　　　p．24

国際収支の不均衡
　IMF　Staff　Paper　3－1所載訳

　R．F・ハロツド　世界週報

　34－21　（1953．7．21）　p．54－67
国際収麦の不均衡について（1）（2）

　“　lmbalance　of　international　payments　”

　　IMF　Staff　Papers，　Apr．1953．所載訳

　R．ハロツド　東京銀行月報

　5－7　（1953．7）

　5－8　（1953．8）

国際収支と経済分析（上）（下）

p．13－22

p．　25－34

　“The　Balance　of　Payments：　A　tool　of

　　　　economic　analysis”

　　　　IMF　Staff　Papers，　Sept．1951訳

　Donald　G．　Badger

　調査月報（大蔵省）42－10（1953．10）p。　47－78

　　　　　　　　　42－11　（1953．11）　p．77－114

国際収支の三つの概念といわゆるドル不足に

　ついて
　Economic　Journa1，　March　1950訳

　F．　Mach］up

　調査月報（大蔵省）

　42－11　（（1953．11）　．p．115－129
国際収支統計の作成準則
　IMF　：　Balanee　of　Payments　Yearbook

　1938，1946，47．訳

　調査月報（大蔵省）43一一1（1954．1）　p．31－73

国際収支安定の理論におけるMarshallian　tyPe

　について

　柴田　裕富山大学紀要経済学部論集

　3　（1954．　3）　p．　65－80
戦後の国際収麦

　一計測経済学的考察一

　片野　彦二　国際経済研究年報（神戸大学経
　済経営研究E斤）　4　（1954．4）　　　　　　p．257－303

国際収支と為替レー一　b

　田中　金司　国民経済雑誌（神戸大学）

　89－5　（1954．5）　p．1一一16
国際収支問題の考え：方

　木内　信胤通商産業研究（通産省）

　2－5　（1954．5）　p．2－10
我が国の対ドル地域国際収支について

　横山康夫外国為替66（1953・2）　　P・5
昭27年度わが国の貿易および国際収麦

　浅田　源次　外国為替69（1953．　6）　　p．5

昭和27年本邦国際収支の概観

　財政金融統計月報36（1953．6）　　　　p，5

昭和28年度上半期国際収支の分析

　外国為替84（1953．11．15）　　　　　p．3－6

昭和28年国際収支の概観

　財政金融統計月報46（1954．6）　　　p．3－5

米国の1952－53年度国際収麦

　（Federal　Reserve　Bulletin　l9530ct．号訳）

　税関調査月報（大蔵省）6－12（1953．12）p．1－8

西欧諸国の国際収麦：

　原田　滋　通商産業研究（通産省）

　2－5　（1954．5）　p．26－33
西ドイツ及びイギリスの戦後の国際収麦改善策

　とその成果
　言周査，弓報（大蔵省）43－5　（1954．5）　　　p。1－78

イギリスの1952年の国際収支（白書）

　調査月報（大蔵省）42－6（1953．6）　　p．26
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　調査（三菱銀行）9（1954．5）

喘ぐフラyスの財政と国際収支
　経済調査（大和銀行）73（1954．2）

西ドイツ国際収支の近況

1953年度イギリス国際収支（政府白書）

　世界週報35－14（1954。5．11）　　　p．70－71

1953年上期のイギリス国際収麦とポyド残高
　の動向
　言周査，月1報　（大蔵省）42－12（1953．12）p．54－57

国際収支の危機に於ける英国の経済政策

　一とくに金融政策を中心として一

　　　　　　　　　　　　　　　　　p．　2－16

　号一金融経済25（1954，4）

西独の国際収支：

　エコノミスト31－42（1953。10．17）

東南アジア諸国の国際収支

　川田富久雄
　済経営砺究所）3（1953．3）

　　　　　　8。各国金融為替事情
　　　　　　　　（日　　　本）

p．10－18

一一 jニ　一一ヨーク連邦準備銀行月報1953年12一月

　　　　　　　　　　　　　　　’　p．　28－38

p．　40－43

国際経済研究年報（神戸大学匠

　　　　　　　　　　　p．　3－58

景気後退上に於ける市中銀行貸出増加の分析．
　言周査月幸侵（日本銀行）　（1953．1）　　　　　　　p．84

海外投資について

　久光　重平　外国為替77（1953．1）　p．1・一10

わが国のドルパランスーその構造と矛盾一
　小野一一郎　経満評論2－2（1953．2）　p．12

ドッジライン以降における都市銀行の経営分析
　経済情勢（三菱経済誘究所）282（1953．3）p．16

最近におけるオ・一71’・・一・P・・一ソの推移と今後の動

　向

　調査月報（日本銀行）（1953．3）　　　　p．24

最近における銀行預金の動向

　経潴月報（三三銀行）195（1953．3）　　p．8

政府指定預金について
　経？斉重量査　（大和銀行）　64　（1953．5）　　　　　p．7

日本金融資本の戦後再編成（1）（2完）

　長　幸男経済評論2－5（1953．5）　p．8
　　　　　　　　　　　2－6　（1953．6）　p．8

銀行業の経営実績と最近の問題点
　証券（東京言正券取夢｝所）47　（1953．7）　p．5－11

銀行金融における東京と大阪

　経済調査（大和銀行）66（1953．7）　p．4－14

戦後の通貨預金動向の再検討
　三輪　悌三　金融経済21（1953．8）p．11－28

我国銀行業態の分析
　一一特にオーバーローンの問題に関連して一

　森川　太郎　面長論集（関西大学）

　2－3　（1952．　12）　p．　1－24
　3－2　（1953．9）　p．25－49
金融の見地からみた税制改：革上の諸問題
　訓顎査月報（日本金歯行）　（1953．11）　　　　p．1一一37

最近における銀行預金の状況

　調査月報（神戸銀行）136（1953．12）p．90－105

麻民・中小企業金融について　　　　　　’

　田中　豊喜　明大商学論叢（明治大学）

　37－2　（1953．　12）　p．1－49
戦後の通貨，預金動向（1）（2）
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　　　　　　　　　　　24　（1954．2）　p．31－59
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日本金融の性格（1）（2）（3）
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不正金融をめぐる問題

　　　　　　　一病の金融機関と利殖機関一
　高橋勝好　法律時報26－6（1954．6）p。40－51
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アメリカにおける金融機関の証券投資
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最近の米欧諸国の銀行業態
　一資産，負債の構成をめぐって一
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　126　（1953．2）　p．10
中央銀行の独立性について

　…バットマン報告とアインチッヒの批判一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．8　経済調査（大和銀行）61（1953．2）

世界を支配するアメリカ金融資本
　小原　敬士　改造34－3（1953．3）
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p．8

米国商業銀行における小口融資

　一曲として消費者分割払貸出について一
　小林　芳夫　調査月報（神戸銀行）
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アメリカの高金利政策について

　経済月報（三和銀行）198（1953．6）

アメリカ金融政策の転換

　一共和党正統派政策の登場一

　調査時報（富士銀行）65（1953．8）
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　小椋　広勝

米国における申小企業金融
　調査月報（日本銀行）　（1953．11）

国債を中心とした米国の金融政策

　矢島　保男

アメリカ銀行業における集中の実態

　二見　昭　経済理論（和歌山大学）
　1548合併号（1953．12）
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戦時及び戦後の米国の金融政策

　矢島保男　早稲田商学109（1954．3）p，79－89

アメリカ連邦準備慣行の金利引下げについて
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米英における投資銀行業務の変遷
　高橋　弘　バソキ・ング74（1954．　5）p．52－61

米国における金融の緩和
　経済調査（大和銀行）77（1954．6）　p．10－20
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エ業金融の発生について
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　一割引市場を中心として一
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英国新年慶予算と金融の動向
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　経済月報（三和銀行）199（1953．7）p．12－19
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西ドイツにおける金利問題
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ドイツ独占資本とベルリン六大銀行

p．4－11
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西独の銀行制度
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東京銀行月報6－6（1954．6）
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　　　　　　　6－1　（1954．1）　p．30－42
　　　　　　　6一一5　（1954．5）　p．12－27
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沢辺守・米田博海運309（1953．6）p．8
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　　　　　2．　海運・海運政策

石油の海上運送について
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最近の海運市況について
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戦後世界タγカー界の分析
　小山　朝光　海運（1953．2）
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戦後の世界海運
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